火星 兵団 


海 野 十一 


1 奇怪な 尊 


もはや 「火星 兵団」 の 噂 をお 聞きに なった であろう 

ゝ 

力！ 

ふむ、 けさ 地下鉄 電車の 中で、 乗客が 話 をして いる 

の を、 横から ちょっと 小耳に はさんだ とおつ しゃる の 

ゝ o 

力 

—— いや 全く、 こいつ は 冗談 じ やないです ぞ。 これ 

はなに も、 わした ち 科学者が、 おもしろ 半分に おどか 

したがって 言う ので はない のです わい。 今 われわれ 地 


球 人類 は、 本気に なって、 そうして 大 いそぎで 戦闘 準 

備を しなく ちゃな らんの だ。 しかるに、 わしの いう こ 

と を 小ば かにして、 だれも 信じようと はしない。 これ 

では、 やがてた いへんな ことになる。 わし は 今から 予 

言 をす る！ 地球人 類 は、 一 人 残らず 死んで しまう だ 

ろう。 第一 「火星 兵団」 という 名前 を 考えても、 その 

恐るべき 相手が、 どういう こと をし でかす つもり だか、 

たいがい 想像が つ く はず じ や と 思う が —— 0 

と、 そういう 話 を、 地下鉄 電車の 中で 聞いた と、 お つ 

しゃる のか。 

ふむ、 なるほど。 


その ことばづかいから 察する と、 そう 言つ て 自分 一 

人で 赤くな つて 興奮して いた 人と いうの は、 からだの 

小柄の、 頭の 髪の毛 も、 顎の さきにの ばした 学者 鬚 も、 

みんな 真白な 老 紳士だった であろう。 

それに、 ちがいない と言われ るか。 

ふむ、 そうであろう。 やっぱり、 そうであった。 そ 

の老 紳士 y J そ は 有名な 天文学者で、 さき) J ろまで 某大 

学の 名誉教授だった 蟻 田 博士なん だ。 

さきごろまで 名誉教授 であ つ たと 言った が、 つまり 

蟻田老 博士 は、 今では 名誉教授 ではない の だ。 博士 は、 

さきごろ 名誉教授 を やめたい と 願い出て、 ゆるされた 


の だ。 

そういう ことに はなって いるが、 その実 蟻田老 博士 

は、 奇怪に も 大学 当局から、 辞表 を 出す ように 命令 さ 

れ、 むりやりに 名誉教授の 肩書 を うばわれて しまった 

の だ。 そんな ことにな つたわけ は、 ほら 例の 「火星 兵 

団」 にある！ 

あのよう に 「火星 兵団」 のこと を、 世間に 言い ふら 

さねば、 大学 当局 は、 なにも あの 老齢の 蟻 田 博士から、 

名誉教授の 肩書 をう ばうよう な こと は、 しな か つたで 

あろう。 

まあ それほど、 大学 当局で は、 老 博士が 言い ふらし 


ている 「火星 兵団」 が、 あり もしない でたらめ である 

として、 眉 を ひそめて いたので ある。 

「火星 兵団」 に関する 老 博士の 第 一 声 は、 今から 一 力 

月 ほど 前、 事 もあろう に、 放送局の マイクロ ホンから、 

日本 全国に 放送され たのであった。 その 夜の 放送局 内 

の 騒ぎに ついては、 すぐ 記事 さしとめの 命令が その 筋 

から 発せられ たので、 世間に は 洩れなかった が、 実は 

局 内で はたい へんな 騒ぎで、 局長 以下、 みんな 真青に 

なって しまい、 その 下にい る 局員た ち は、 仕事 もな に 

も、 手に つか なくなって しまった ほどだった。 

その 夜の 蟻 田 博士の 講演 放送と いうの は、 なにも 「火 


星 兵団」 のこと が 題目に なって いたわけ ではない。 そ 

んな ものと はまる で 関係の ない 「わが 少年 時代の 思 出」 

という 立志伝の 放送だった。 

ところが、 その 途中で、 老 博士 は 急に 話 を そらせ、 

講演の 原稿に も 書いて ない ところの 「火星 兵団」 につ 

いて、 ぺらぺら しゃべり だした のであった。 

つまり、 こんな 風であった。 

—— ええ—、 ところで わし は、 最近 重大な 発見 をし 

た。 それ はわれ われ 地球人 類に とって、 実に 由々 しき 

問題な ので ある。 事のお こり は 一昨日の 午前 四時、 わ 

し はま だ 明け やらぬ 夜空に 愛用の 天体望遠鏡 をむ け、 


きらきらと きらめく 星の 光 を あつめて いたが、 その 時 

驚くべし、 遂に 「火星 兵団」 という 意味の 光 をつ かま 

えたので ある。 おお 「火星 兵団」 ！ この ことば は 短 

いが、 この 短い ことばの 中には、 いよいよ われわれ 地 

球 人類に 対し、 あの 謎の 火星の 生物が、 今夜のう ちに 

ち —— o 

その 時 放送 は、 とつぜん 聞え なくなった。 

「火星 兵団」 について、 一生 けんめい しゃべつ ていた 

蟻 田 博士の 放送が、 なぜ その 時、 ぷ つんと 聞え なくな つ 

たのであろう か。 

それ は、 放送局が 停電した わけで もな く、 また 機械 


が 故障に なった わけで もない。 放送の 監督 をして いる 

て いしんき よく 

通信 局が、 博士の 放送が おだやか でない のに 驚いて、 

がちゃんと スィッチ を 切った ので ある。 通信 局で は、 

いつでも こうして、 おだやか でない 放送 はすぐ さま 止 

める。 

放送 室の 蟻 田 博士 は、 マイクの スィッチが 切られた 

ことと は 知らない。 だから、 日本 全国の 人々 が 自分の 

話 を 聞いて いるものと 思い、 気の毒に も、 額から は ぼ 

た ぼた 汗 をたら して、 一 生けん めいに、 その後 をし や 

ベり 続けた のであった。 

博士が、 その後、 どんな こと を しゃべつ たか、 それ 


は 放送が 止って しまったので あるから、 外に 洩れな 

かった。 だから、 ここに はなん にも 書くまい。 

博士が、 放送 を 終えて 室 を 出る と、 そこに は、 その 

筋の 掛官が 待って いた。 おだやか でない 博士の 放送 を 

聞いて、 すぐさま 自動車で 龃附 けたら しい。 

博士 は、 その 場から その 筋へ 伴な われて いった。 そ 

うして 大 江山 課長と いう 掛官で 一 ばんえ らい 人から、 

「しゃべって はならない」 と 命令され た。 

「なぜ しゃべって は 悪い のです かな。 わし は 苦心の 末 

『火星 兵団』 という 意味の 光 を 空中に 発見した。 そう 

して、 それ はま さに 人類に とって 一 大事 だ。 それ を 


しゃべ つ て 悪い と言われる 貴官の 考えが わしに はわ か 

らん」 

と、 蟻田老 博士 は 不満 をう つたえた。 

「いや、 その —— 『火星 兵団』 という 意味の 光 を 空中 

に 発見した —— というの が、 困る のです。 そんなば か 

ばかしい ことが、 出来る と は 思われない。 火星 を 警戒 

しろと いうの はかまわない が、 あなたが 観測 中に 何 を 

知った か、 その 内容に ついては、 後で 解除 命令の ある 

まで、 誰に もしゃべ つて はな リま せんぞ」 

大 江山 課長 は、 きつい 顔で 申し渡した。 

ふしぎな 謎の 言葉 「火星 兵団」 ！ 


蟻 田 博士の 放送に よって 「火星 兵団」 のこと は、 日 

本 全国 津々 浦々 にまでった わった。 そうして、 その 時 

ラジオ を 聞いて いた 人々 を、 驚かした ものである。 

ここに 一人、 蟻 田 博士の 放送に、 誰よりも 熱心に、 

そうして 大きな おどろき を もって、 耳 を 傾けて いた 少 

ともなが せんじ 

年が あった。 この 少年 は、 友 永 千 二と いって、 今年 十 

三 歳になる。 彼 は、 千葉県の ある 大きな 湖の そばに 住 

せんぞう 

ん でいて、 父親 千 蔵の 手伝 をして いる。 彼の 父親の 手 

伝と いうの は、 この 湖に 舟 を 浮かべて、 魚 を 取る こと 

だった。 しかし どっち かとい うと、 彼 は 魚 をと る こと 

よりも、 機械 をい じる 方が すきだった。 


「ねえ、 お父さん。 今 ラジオで、 蟻 田 博士が たいへん 

な こと を 放送した よ。 『火星 兵団』 というものがある 

んだ つ て」 

千 二 は、 自分で こしらえた 受信機の、 前に 坐って い 

たが、 そう 言って、 夜業に 網の 手 入 をして いる 父親に 

呼びかけた。 

「なんじ や、 カセィ ヘイ ダン？ カセィ ヘイ ダンと い 

うと、 それ は 何に きく 薬 かのう」 

「薬？ い やだねえ、 お父さん は。 カセィ ヘイ ダンつ 

て、 薬の 名前 じ やない よ」 

「なんじ や、 薬で はない のか。 じゃあ、 うん うん わかつ 


た。 お前が 一度 は 食べたい と 言って いた、 西洋 菓子の 

ことじ やな」 

「ちがうよ、 お父さん。 火星 と言うと、 あの 地球の 仲 

間の 星の 火星 さ。 兵団 と言うと、 日中戦争の 時に よく 

やなが わへ いだん 

言った じ やない か、 柳 川 兵団 だと か、 徳川 兵団 だと か 

言う あの 兵団、 つまり 兵隊さん の 集って いる 大きな 部 

隊 のこと だよ」 

「ああ、 そうか そうか」 

「お父さん、 『火星 兵団』 の 意味が わかった？」 

「文字 だけ は、 やっと わかった けれど、 それ はどうい 

う もの を 指して いうの か、 意味 は さっぱり わからぬ」 


千 蔵 は 大きく 首 を 振る の だ つ た。 

「おい 千 二、 その 『火星 兵団』 という 薬の 名前みたい 

な もの は、 一 体 どんな もの じ や」 

父親 は 網の ほころび を 繕う 手 を 少しも 休めないで、 

一 人 息子の 千 二の 話 相手になる。 

「さあ 『火星 兵団』 つて どんな もの だか、 僕に も わか 

らな いんだ」 

「なんじ や、 おとうさん のこと を 叱りつ けと きながら、 

お前が 知らない のかい。 ふん、 あきれかえった 奴 じ や。 

ま ま ま ま 」 

「だって、 だって」 


と、 千 一 一は 口ごもりながら、 

「『火星 兵団』 のこと は、 これから 蟻 田 博士が 研究して、 

どんな もの だかき め るんだ よ。 だから、 今 は 誰に も わ 

か つて いないんだ」 

「おやおや、 それじゃ 一向に、 どうもな らん じ やない 

か」 

「だけれ ど、 蟻 田 博士 は 放送で、 こんな こと を 言った 

よ。 『火星 兵団』 という 言葉が あるから に は、 こっちで 

も 大いに 警戒して、 早く 『地球 兵団』 ぐらい こしらえ 

てお かなければ、 いざと いう 時に 間に合わな いって」 

「ふふん、 まるで 雲 をつ かむ ような 話 じ や。 寝言 を 聞 


いている といった 方が、 よい かも 知れん。 お前 も、 あ 

ん まり そのよう なへんな ものに、 こっち やならない ぞ 

きっと 後悔す るに きまって いる。 この 前お 前 は、 口 

おおや サ ど 

ケット とかいう もの を 作り そこなって、 大火 傷 をした 

ではない か。 いいかね、 間違っても、 その カセィ なん 

とかいう ものなん ぞに、 こっち やならない ぞ」 

「ええ、 大丈夫。 ロケットと 『火星 兵団』 とはいつ しょ 

に 出来ない よ。 『火星 兵団』 を 作れと いっても、 作れる 

わけの もの じ やない し、 ねえお とうさん、 心配し ない 

でい いよ」 

「そうかい。 そんなら いいが ：：： 」 


と、 父親 も、 やっと 安心の 色 を 見せた。 

だが、 世の中 は 一寸先 は 闇で ある。 思いがけな いど 

んな ことが、 一寸先に、 時間の 来る の を 待って いるか 

も 知れない。 千 二 も 父親 も、 まさか その 夜のう ちに、 

もう 一度 「火星 兵団」 のこと を、 深刻に 思い出さねば 

ならぬ ような 大 珍事に 会おうと は、 気がつかない。 

その 夜 ふけに、 千 二 は 釣の 道具 を 手に して、 ただ ひ 

うなぎ 

とり 家 を 出かけた。 湖に は、 たいへん おいしい 鰻が 

いる。 千 二 は、 その 鰻 をと るた めに 出かけた のだった。 

出かける ときに、 柱時計 は、 もう 十二時 を まわって 

いた。 


外 は、 まっくらだった。 星 一 つ 見えない 闇夜だった。 

だが、 風 は 全くない。 鰻 をと るのに は、 もってこい 

の 天候だった。 

千 二 は、 小さい 懐中電灯で、 道 をて らしながら、 湖 

の 方へ あるいて いった。 

「なんという 暗い 晩だろう。 鼻 を つままれても わから 

ない 闇夜と いうの は、 今夜の こと だ」 

でも、 湖に 近づく と、 どういう わけ か、 水面が ぼん 

やりと 白く 光って みえた。 

「こんな 暗い 晚に は、 きっと うんと 獲物が ある ぞ。 『う 

わ ー つ、 千 二、 こり やえら く 捕って きたな』 と、 お 父 


さんが、 えびす さまの ように、 にこに こして 桶の 中 を 

のぞきこ むだろう。 今夜 は ひとつ、 うんと がんばって 

みょう」 

千 二 は、 幼い ときに 母親に 死に わかれ、 今 は 親 一人 

子 一人の 間柄だった。 だから、 父親 千 蔵 は、 天に も 地 

にも かけがえのない ただ ひとりの 親だった。 千歳 は、 

千 二の ために は 父親で あると ともに、 母親の 役目まで 

つとめて、 彼 を これまでに 育て あげたの だ。 なんとい 

うたい へんな 苦労であった ろうか。 しかも 父親 千 蔵 は、 

そんな こと を、 すこしも 誇る ような ことがなかった。 

千 二 は 少年ながら、 そういう いい 父親 を、 できるだけ 


幸福に して あげたい と 思って、 日頃から いろいろ 考え 

ている のだった。 できるなら、 ひとつ 大 発明家に なつ 

て、 父親 を りっぱな 邸に 住まわせたい …… 

そんな こと を 考えながら 歩いて いた 千 二 は、 とつ ぜ 

ん、 

「おや！」 

といって、 立 止った。 それ はなに かわからない が、 

きいんと いうよう な、 妙な 物音 を 耳に したので ある。 

きいん。 

妙な 物音だった。 あまり 大きな 音ではなかった けれ 

ど、 问 だか 耳の 奥に、 錐で 穴 を あけられる ような 不愉 


快な 音 だ つ た。 

「う— ん、 いやな 音 だ。 一 体 何の 音 かしらん」 

暗 さは 暗し、 何の 音 だか、 さっぱりわからない。 そ 

の 音の している 見当 は、 どうやら 頭の 上らし いが、 ま 

たそうで もない ような 気 もす る。 

その 怪音 は、 やがて 更にき いんと、 高い 音に なって 

い つた かと 思う と、 そのうちに、 すう つ と 聞え なくな つ 

てし ま つ た。 

「あれつ、 音が しなくな つた ぞ」 

音 はし なくなつ たが、 千 二 は、 前よりも 何だか 胸が 

わるくな つた。 腐った 物 を 食べた あとの 胸の わるさに 


どこか 似て いた。 千 二 は、 さっき 家 を 出る 時に 食べた、 

夜食の かま ぼ こが 悪かった ので はない かと 思った ほど 

である。 

しかし、 これ は 決して 食 あたりの せいではなかった。 

いずれ 後に なって はっきり わかる が、 千 一 一が 胸が 悪く 

なった の も、 もっとも であり、 そうして それ は 食 あた 

りで はなく、 原因 は 外にあった ので ある。 

千 二 は、 ついにた まら なくなって、 道のう えに 膝 を 

つ いた。 

とたん、 さあつ と 音が して、 雨が 降 出した。 この 時 

冷たい 雨が 千 二の 頰に かからなければ、 彼 は その 場に 


長くな つて、 倒れて しまった かも 知れない。 だが、 幸 

運に も、 この 冷たい 雨が、 千 二 を はっと 我に かえらせ 

た。 

「うん、 これ はしつ かりし なければ だめ だ」 

雨のお かげで 地面が 白く 見え、 彼のす ぐ 近くに、 大 

きな 鉄管が 転がって いるの が 眼に ついた。 彼 は 雨に ぬ 

れ ないよう にと 思って、 元気 を 出して その 中へ はい こ 

んだ。 

その 時であった。 ずしん と、 はげしい 地響きが した 

の は！ 

ずしん！ 


たいへんな 地響きだった。 

まり 

千 二の はい こんでいた 大きな 鉄管が、 まるで ゴム 毬 

のように 飛び あがった ような 気がした くらいの、 はげ 

しい 地響きだった。 

はじめは、 地震 だとば かり 思って いた。 

が、 つづ いて 何度もず しんず しんと 地響きが つづく 

ので、 地震で はない ことが わかった。 

千 二 は、 そのころ、 もう 立 上る 元気 もなくて、 鉄管 

の 中で 死んだ ようになって 横たわつ ていた。 

その 時、 彼 は、 何だか 話 声 を 聞いた ように 思った。 

どこで しゃべ つ ている のか 知らないが、 さまで 遠くで 


はない。 

けもの 

話 声の ようで も あり、 また 数匹の 獣が 低く うなり 

あ つ ている ようで も あ つ た。 

ひゆう、 ひゆう、 ひゆう。 

0ヽ ヽ o、 .ヽ 。ヽ ヽ o、 ヽ o 

<  S  < / に 、ス y 

そんな 風に も、 千 二の 耳に 聞え た。 そんな 風に 聞え 

るの は、 彼の 気分が 悪い せいだと ばかり 思って いた。 

そのうちに、 その 話 声 は 急に 声高に なった。 

「何 を 言って いるの だろう か。 あれ は 誰だろう か」 

この 時 千 二の 頭 は、 かなり ぼんやりし ていたが、 あ 

まりに 気味の わるい 叫び声で あるから、 鉄管の 中で 


じっとし ている わけに もい かず、 鉄管から 首 を だして、 

声の する 方 を 眺めた のであった。 

その 時の 彼の 驚きと いったら、 言葉に も 文字に も 綴 

t な レ 

千 二の いると ころから、 ものの 二十 メ— トルと は 離 

れ ていない ところに、 大きな 岩が あった。 それ は 湖の 

中へ つきだし ている、 俗に 天狗 岩と いう 岩に ちがいな 

い。 その 岩の 上に、 とても 大きな 爆弾の ような ものが、 

斜に突 刺さって いるの だった。 その 爆弾 様の もの は、 

表面から ネオン 灯の ような うす 桃色の 光 を 放って いた 

ので、 その 輪郭 は、 はっきり 見えた。 


それ は 一 体 何もので あろう か。 

ただよ  どっき 

2 漂 う 毒気 

てんぐい わ 

天狗 岩に、 斜に 刺さって いる 爆弾の ような 怪しい 

物！ 

「あつ、 あれ は、 なんだろう！」 

と 言った きり、 千 二 は、 まるで 石の 人形の ように、 

からだが、 うごか なくなった。 それ は あまりに 驚きが 


ひどかった からだ。 

でも、 こわい 物 を 見たい のが 人情であった。 千 二 は、 

ぶるぶると ふるえながら も、 目 を 皿の ように 大きく し 

て、 そのうす 桃色に 光る 爆弾 様の 巨体 を じっと見 つめ 

ていた。 

すると、 いた、 いた。 

その 爆弾 様の ものの 上に、 なに かしきりに 動いて い 

る ものが あった。 それ は、 俵の ような 形 をして いた。 

うす 桃色の 光が、 そこのと ころ だけ 影になる。 つまり 

俵の 影絵 を 見て いるよう な 工合だった。 

「な、 なんだろう、 あれ は …… 」 


千 二 は、 鉄管から はい 出した。 とたんに、 なに かの 

毒気に あたった かの ように、 胸が むかむかして 来た。 

「あつ、 苦しい」 

彼 は、 また 鉄管の 中に、 はい こんだ。 すると、 とた 

んに、 気分 はもとの ようにす うつと 晴れ やかに なった。 

「どうも、 へんだ。 鉄管から 頭 を 出す と、 気分が 悪く 

なる。 これ は 一 体 どういう わけだろう」 

でも、 千 二 は、 そのまま 鉄管の 中に ひっこん ではお 

られ なかった。 どうしても、 あの 怪しい 物の 正体 を 見 

とどける の だ。 

千 二 は、 鉄管の かげに いると、 気分が 一向 悪くなら 


ない のに 気がつい たので、 こんど は 用心して、 鉄管の 

隙間から、 目 だけ 出した が、 果して 思った 通り、 気分 

の 方 は 大丈夫であった。 

「うむ、 あの 怪物 体から、 何 か 気分 を 悪く する ような 

毒気 を 出して いるのに ちがいない」 

千 二 は 大きく うなずい たが、 そのと き、 また 意外な 

光景に ぶっかった。 

もう 千 二 は、 一生 けんめい である。 鉄管と 鉄管との、 

わずかの 隙に 目 を あてて、 天狗 岩の 怪物 体 を にらみつ 

けて いる。 

その 時、 かの 爆弾の ような 形の、 大きな 怪物 体が、 


突然す うつと 動き 出した。 いや、 動く というよりも、 

横に 倒れ 出した ので ある。 

「あつ、 あぶない」 

と、 千 二が 叫んだ 時には、 もうかの 怪物 体 は、 天狗 

岩の 上に 横倒しと なって、 ごうんと ぶっかった。 そう 

して、 ぶっかった 勢いで、 こんど は、 ぼうんと 天狗 岩 

から はねあがった。 

「あつ、 おつ こちる」 

千 二 は、 手に 汗 をに ぎって、 怪物 体 を 見つめて いた。 

すると、 かの 怪物 体 は、 にわかに その 光る 姿を消し 

てし ま つ た。 


「おや、 どうした のか」 

と、 千 二が いぶかる 折し も、 ど ぼうんと いう 大きな 

水 音が 聞え た。 大地が みしみ しと、 鳴った くらい 大き 

な 水 音だった。 

「ああ、 とうとう 湖水の 中に おつ こって しまった！」 

千 二 は、 驚きと も 喜びと もっかない 声 を あげた。 

それつ きり、 かの 怪物 体 は 見え なくなった。 天狗 岩 

も、 また 元の 闇の 中に 消えて しまった。 

「ふうん、 今の は 夢じゃなかった かな」 

千 二 は、 自分の 顔 をつ ねって みた。 痛かった。 たし 

かに 痛かった。 では、 夢で はない。 


千 二 は、 鉄管 を はい 出した。 もう 大丈夫 だろうと 

思った から。 

果して、 もう 大丈夫であった。 さっきの ように、 気 

分が 悪くな り はしなかった。 すると あの 毒気の ような 

もの は、 やっぱり あの 怪物 体から ふきだし ていた もの 

にちがいない。 

「湖水の 中に おつ こって、 どうした かな」 

千 二 は、 そろそろ 天狗 岩の 方へ、 にじりよって 行く _ 

うす 桃色に 光って いた 怪物 体が、 天狗 岩の 上から 姿 

を 消す と、 つづいて 起る 大きな 水 音！ 千 二 少年が、 

暗闇の 中 を 這って 天狗 岩に 近づ いたの は、 その 怪物 体 


が、 どうな つ たかをた しかめる ためであった。 多分 こ 

の 怪物 体 は、 湖水の 中に 落 込んだ ものと 思われた。 

千 二 は、 もう 天狗 岩の 上に 来て いた。 

彼 は、 そこで 懐中電灯 をと もした。 

「さ つ き は、 この へんに 怪物 体が 立 つ ていたん だが… 

〜」 

そう 思って、 岩の 上 を 見る と、 果して 岩の 上 は 大変 

がんそう 

に 壊れて いた。 岩層が すっかり 出て しまって、 あたり 

に は その 破片が 散らば つていた。 

千 二 は、 びっくり したが、 自ら 気 を ひきたてて、 天 

狗 岩の 先の 方まで 這って 行った。 


その 岩の 鼻のと ころ は、 別に 何ともな つてい なかつ 

た。 苔 もむ していた し、 風化 をう けて 岩肌 はすす けた 

ようにな つ ていた。 

「さあ、 この 下の 淵に 何が 見える か。 気が 遠くなら な 

へ そ 

いように、 お 臍のと ころに 力 を いれなくて は …… 」 

と、 千 二 少年 は、 はやる 気 をお さえ、 二、 三回お な 

か を ふくらませたり また 引 込ませた りした 上で、 天狗 

岩の 鼻先に 腹ば いに なった。 そうして 下 を 向いて 淵 を 

のぞきこん だが、 何だか、 ぶつぶつと 泡の 立つ ような 

音が する だけで、 何にも 見えない。 そこで 彼 は、 また 

懐中電灯 をつ けて、 はるかの 水面に 光 を あてて 見た。 


「やっぱり、 なにも 見え やしない や」 

見える の は、 十メ— トル ほど 下に 淀んで いる 黒い 水 

面ば かりであった。 しかし 彼 は、 そのままの 姿勢で、 

しばらく はこの 黒い 水面 を じ つと 見つめて いた。 

そのうちに、 彼 はとつ ぜん 身近に、 ひゆう ひゆう と 

いう 妙な 音 を 聞いた。 

すわ！ 

千 二 は、 びっくりして、 その 場に ぱっと 身 を 起した 

とつぜん 耳に したと ころの 怪音。 ひゆう ひゆう、 

むち 

ひゆう ひゆう と、 鞭 かなん か を 振る ような 音 だ。 その 

音なら、 さっき も、 彼 はたし かに 自分の 耳で 聞いた の 


である。 あのうす 桃色の 怪物 体が、 天狗 岩のう えに 下 

りて 来た あの 時に。 

ひゆ うん。 

いきなり、 千 二の 耳 もとに、 怪 音が 聞え た。 

「あ、 痛つ」 

何者かが、 ふいに、 千 二の 持って いた 懐中電灯 を 叩 

きおと した。 

「だ、 誰 だ」 

千 二 は、 身近く に、 誰かが いるな どと は、 想像し な 

かった。 だから それだけに 驚き は ひどかった。 —— 立 

直ろうと する 時、 又もや、 


ひゆ うん。 

と 唸り ごえが 聞え たかと おもうと、 千 一 一 少年 は 背中 

を、 ど すん と 強くな ぐられ た。 

「うう む」 

つづけざまの、 不意 打の 襲撃だった。 何も 見えない 

まっくら 闇の 中で、 おもいがけない 見当から、 なぐら 

れ たり、 つきとばされたり、 ひどい 目にあった。 しか 

も 相手 は、 何者 だか、 まるつ きりわからない。 千 二 は、 

はあはあ 息をつい ていたが、 そのうちに 何者かが、 す 

ぐ 目の前 を とおりすぎる ような けはい を 感じた ので、 

思いきって、 


「やつ」 

とさけ ぶと、 こ こぞと 思う 見当に 向かって、 とびつ 

いた。 

すると、 はたして 手 ごた えがあった。 

「うぬ、 もうに がさない ぞ」 

千 二 は、 どなった。 そうして、 しっかりと おさえつ 

けた。 その 相手と いうの は、 何者であった ろうか。 と 

にかく それ は、 手 ざ わりだけ では、 苔が はえた 土管の 

ような 気がした。 生き物の ようではなかった。 

まったく 妙な 手 ざ わりで ある。 苔が はえた 土管の よ 

うに、 上 は ぬるぬるし ていて、 しかもた いへん 固い の 


であった。 それが、 千 二が 闇の 中で とらえた 相手で 

あった。 その 形 はくら がりの ことで、 はっきり 見えな 
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「これ は、 間違えて、 何 か 別の もの をつ かまえた ので 

はない かしらん」 

とす こしの 間、 千 二 は、 そう 思った。 

しかし、 千 二の つかまえ ている 土管み たいな 怪物 は、 

彼のお さえつけ ている 下から、 はねかえそう としてい 

るら しく、 しきりに もくもくと 動いた し、 また、 しば 

らくた つ て、 

ひゆう、 ひゆう。 ひゆう、 ひゆう。 


と、 しのびやかな 鳴き 声を立て たので、 今お さえて 

いるの が、 例の 怪物で ある ことに、 決して 間違がない 

と 知った。 

だが、 こうして おさえつけ ていても、 千 二 は、 決し 

ていい 気持ではなかった。 とびつく 前 は、 相手 は 人間 

か、 または この 湖に よく 下りる 鳥だろう と 思って いた _ 

ところが、 それと はまった く 手 ざ わりの 違った、 ぬれ 

土管の 怪物だった ので ある。 でも 後から 考える と、 彼 

はよ くま あ 勇敢に、 組附 いたりし たもの だと 感心す る _ 

これが 闇夜の 出来事で はなく、 昼間の 出来事で、 相手 

の 姿が はっきり 見えて いたと したら、 彼 は 決してと び 


つき はしなかった ろう。 いや その 反対で、 きっと 顔色 

を かえて、 逃 出した ことであろう。 

「さあ、 ずるい 奴め。 土管の 中から ひっぱり 出して や 

るぞ _ 

千 二 は、 本気で そう 言って、 相手の 体 をな でまわし 

たが、 さあたい へん、 土管 だと 思った のに、 その 先 は 

鉄 甲の ように、 まるい。 
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とたんに、 その 怪物 は、 うなった。 そうして 千 二の 

体 を、 細い 紐みたい な もので、 ぎゅっと しめつけた。 

その 力の 強い ことと いったら …… 。 


「うむ、 苦しい」 

千 二 少年 は、 遂にた えきれ なくなって、 悲鳴 を あげ 

た。 怪物 は、 妙な 手 ざ わりの 紐で、 千 二の 体 をぎ ゆう 

ぎゅうしめ つける のであった。 そのうちに 息が 止り そ 

うにな つ た。 

「ああ つ ！」 

もうだめ だと 思った。 天狗 岩の 上で、 変な 怪物に し 

め 殺されて しま うんだ と、 覚悟し なければ ならな かつ 

た。 そのと き 千 二の 瞼の 裏に、 わが 家に、 彼の 帰リを 

待って いる 父親 千 蔵の 顔が、 ぼうっと 浮かんだ。 

「あ、 お父さん」 


すると、 父親 千 蔵の 顔が、 にやり と 笑って、 

「おい 千 二。 負けち やなら ね えぞ。 かまう こと はない- 

そのけ だもの を、 水の 中に ひきずりこめよ。 お前の 得 

意の 水練で、 相手 を やっちま うんだ な」 

と、 千 二 を はげました。 きっと それ は、 人間が 息た 

えだえ になる 時に、 必ず 見る 幻で あつたと 思う が、 ま 

た 同時に、 孝心ぶ かい 千 二に 対し、 神が 助けの 手 をの 

ベ させた もうた ものと 思われた。 

「よし、 負ける もの か」 

千 二 は、 勇気 百倍した。 そうして 力 いっぱい 相手 を 

つきとばした。 


だが、 そんな ことで 離れる ような 相手で はない。 

ひゆう、 ひゆう、 ひゆう。 

かの 怪物 は、 うなり 出した。 

「うぬ、 この 野郎！」 

千 二 は、 もう 必死 だ。 相手が 離れない と 見る と、 そ 

のままず るず ると 相手 を ひきずって、 岩の 先の 方へ I 

0 

怪物 は、 驚いた か、 また 一 段とう なリ ごえ も 高く、 

妙な 紐で 千 二の 首 を しめつける。 いよいよ 千 二の 息 は、 

止り そうだ。 死んで はならない。 その 時 千 二 は、 

「えい！」 


と 叫んで、 どうと 横に 転がった。 

千 二 は、 怪物 もろとも、 どうと 横に ころがった。 に 

ぶい 音が した。 怪物が、 横腹 をう つたので ある。 

天狗 岩のう え を、 千 二と 怪物と は、 取組んだ まま、 

上に なリ 下にな り、 ごろごろと 転がる。 

「なにく そ。 負けて たまる もの か」 

と、 千 二 は どなって いるが、 実のところ、 どうやら 

怪物の 方が 力が つよい よう だ。 千 二 は、 すこぶる 危 
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「ま、 負けて たまる か！」 

そのと き 怪物 は、 千 二のう えに のしあがって、 が あ 


んが あんと、 かたい 身体 を 千 二に ぶつつ ける ので あつ 

た。 その 痛い ことと いったら、 まるで 自動車に つきあ 

たられる ような 気持であった。 怪物 は、 千 二 をお しつ 

ぶす つもりら しい。 

このと き、 千 二の 気持 は、 かえって だんだん おちつ 

いてきた。 どうせ 死ぬ のなら、 という 覚悟が ついた せ 

いか もしれ ない。 日本の 少年 は、 死の 一歩 前まで 勇ま 

しくた たかう のだぞ と、 日頃 教わって きた 先生のお 言 

葉 を 思い出し たためで も ある。 

「水の 中へ、 怪物 を ひっぱり こ むんだ！」 

父親の 幻 は、 一生 けんめいに、 応援して くれる。 そ 


こで 千 一 一は 相手の 怪物の すき をう かが つ て、 

「えい、 やつ！」 

と、 満身の 力 を こめて、 はねかえした。 そのき き 目 

はあった。 

怪物の 身体が、 くるつ と 一 転した。 そして ひゆう 

ひゆう と、 苦しそう に 呻った。 そのと き 両者の 体 は、 

一 しょに ごろごろと 転がって いく。 だんだん はずみが 

ついて くる。 そのうちに、 体が 急に 軽くな つた。 

(あつ、 落ちる の だな) 

両者の 体 は、 つぶての ように 落下して いく。 

どぶ うん。 はげしい 水 音が きこえた。 水柱が、 夜目 


にも 高く のぼ つ た。 

それつ きり 千 二 は、 気が 遠くな つてし まった。 


3 第二の 謎 


話 は、 すこし かわる が、 「火星 兵団」 のこと を、 ラジ 

ォで 放送して、 世間の 注意 をうな がした 蟻田老 博士の 

ことで ある。 

蟻 田 博士が、 警視庁の 大 江山 捜査 課長から 大いに 叱 


られ たこと は、 前に 言った。 それ は 「火星 兵団」 につ 

き、 博士が あまりに もで たらめ すぎる こと を 言 出した 

ので、 警視庁で は、 世の中 を まどわす ものと して、 叱つ 

たので ある。 

しかし 当の 博士 は、 それが たいへん 不服であった。 

その 翌日、 博士 は、 大 江山 課長 をたず ねて、 警視庁 

へ のこのこ はいつ て 来た。 

「や あ、 大 江山さん。 わし はどう も貴官 から 言いつけ 

られた 命令 を、 はいはいと 言って 聞いて おられな いよ 

うに 思います のじ や」 

博士 は、 課長の 顔 を 見る と、 いきなり 大きな 声で、 


こう 言った。 

「困ります ねえ、 蟻 田 博士」 

と、 大 江山 課長 は、 椅子から たちあがって、 博士の 

肩 をお さえ、 

「私が お伝えした 命令が 聞かれな いと あれば、 やむ を 

得ず、 博士の 自由 をお しばりす る ことになる かもしれ 

ま せんぞ」 

「はは あ、 わし を 留置場へ おしこめる と言うの でしよ 

う。 うむ、 やりた ければ、 どうぞお やりなさい。 しか 

しその ために 『火星 兵団』 を 用心す る ことが、 おろ そ 

かになる わけ じ やから、 大損です ぞ。 天下 は ひろいが、 


今 『火星 兵団』 の 秘密 を 解く 力の ある もの は、 はばか 

りながら、 わしの 外に は 誰もない のじ やからのう」 

蟻 田 博士 は、 白髪頭 を ふりたてて、 盛に 言い まくる 

のだった。 

「じ や、 博士 は、 火星が 兵団 をつ くつ て、 今夜に も 我々 

の 住む 地球へ、 攻めて 来る とで も 言われる のです か」 

「今夜に も、 火星の 生物が 地球へ 攻めて 来る かどう か、 

それ はま だはつ きリ 言えない が、 『火星 兵団』 と言う か 

らに は、 火星の 生物 は、 どこかと 戦い を 交える つもり 

にちがいない。 すると、 地球 を 攻める 場合 も ある わけ 

じ や」 


「ねえ 博士」 

と、 大 江山 課長 は、 何とか 博士 をな だめす かしたい 

もの だと 思い、 ますます 下から 出て、 

「博士のお 考え は、 ごもっともです。 です が、 火星に 

生物が すんで いるか、 すんで いない かも わかって いな 

いのに、 いきなり 巿 民に むかって、 火星の 生物が、 今 

夜に も 攻めて 来る ぞと おどす の は、 どうでしょう かね。 

つまり、 よけいな 心配 を かける わけで、 あまり 感心し 

ない と 思 うんです がね」 

「なに、 おどす？ わしが、 あり もしない ことで、 巿 

民 をお どす とで も 言われる のかな」 


と、 蟻 田 博士 は大 不服ら しく、 白髪頭 を ぶるぶると 

ふるわせ、 

「とんでもない 間違 じ や。 これほど わしが 本気で 心配 

している のが、 貴官に はま だお わかりに ならぬ かのう。 

ああ そんな ことで は、 前途が 案じられる。 が、 わしの 

言う ことが 信じられな いと あれば、 もう 何 を 言つ て も 

むだ じ や。 わし は、 もう 一 つ 重大な こと を、 聞かせる 

つもりで 来たが、 もう 何も 言うまい。 だが、 後で 貴官 

は、 きっと 思い知られる 時が あるじ やろう。 はい、 さ 

ようなら」 

博士 は、 そう 言って、 無念そう な 顔つきで、 課長の 


部屋 を 出て いこうと する。 

「もう 一 つ、 重大な こと を 聞かせる つもりで 来た！」 

と 蟻 田 博士 は 言った。 その 言葉 は、 課長の 耳に、 たい 

へん 無気味に ひびいた。 

「もし、 蟻 田 博士、 お待ちく ださい。 もう 一 つ 重大な 

ことと 言う の は、 一 体 何です か」 

と、 博士のう しろに、 おいすがった。 

蟻 田 博士 は、 課長の 手 を 払って、 小ば かにした よう 

な 目で、 じろ リと ふりかえ つたが、 そのまま 出て いく- 

「博士、 聞かせて ください」 

「ふん、 聞きたい と言われ るか。 聞いても、 やっぱり 


信じられ まいと 思う が  」 

と 博士 は あきらめ 顔で、 

「こういう 謎が おわかり かな。 近く 地球の 上で は、 『暦 

がいら なくなる 日が 来る であろう』 どうじ や、 おわか 

リ かな」 

(近く 地球の 上で は、 暦が いらなくなる 日が 来る であ 

ろう) 

蟻 田 博士 は、 みずから、 これが 謎の 言葉 だと 言って、 

大 江山 課長に ぶつ つけた。 

課長 は、 もちろん 面 くらった。 

(ふむ、 「近く 地球の 上で は、 暦が いらなくなる 日が 来 


るであろう」 うう む. はてな！  J 

蟻 田 博士 は、 課長が 困った 顔 をして いるの を 見る と、 

それ 見た かと 言わぬ ばかりに、 にやり と 笑って、 部屋 

を 出て いった。 

課長 は、 もう その後 を 追おうと はしなかった。 

「はてな、 どういう 意味 かしらん」 

課長 は、 ひとりごと を 言う と、 腕 を 組んで 考え こん 

だ。 

「ねえ、 課長さん。 あの 博士 は、 変なん です よ。 変な 

人の 言う こと を、 本気に なって 考えて いると、 こっち 

もまた 変にな つ てし まいます よ」 


佐々 という、 年の 若い、 顔の 赤い 元気な 刑事が、 課 

長の 後へ 来て、 なだめる ように 言った。 

「うむ、 博士 は 変 かもしれ ない と は 思って いたが、 そ 

れ にしても、 今の 言葉 は、 変に 気になる 言葉 じ やない 

か」 

「な あに、 気にする からい けない のです よ。 あんな こ 

と を、 なにも 考える ことはありません よ。 僕 だって、 

変な ことなら、 なんでも 言えます よ」 

「ほう、 言える かね」 

「言えます とも。 たとえば、 猫が ピストル を 握って、 

人 を 殺した ぜ。 いや、 今日、 僕の 前 を ラジオが 通り か 


かった ので、 右手で 摑 まえた よ。 どうです、 こんな こ 

となら、 いくらでも 言えます よ」 

佐々 刑事 は、 口から 出 まかせ を 言う。 

だが、 課長 は 笑い もせずに 言った。 

「いや、 博士の 言った 謎 は、 そんな ふざけた ものと は 

ちがうよ うだ。 もっと、 ほんとうの ことが はいって い 

る。 これ は、 明日までに、 よく 考えて 見る ことにしよ 

う」 

蟻田老 博士が、 かえりぎ わに、 なげつけ ていった 謎 

の 言葉 を、 大 江山 課長 は、 その 夜 も 大いに 考えた。 し 


かし どうも、 一向にと けなかった。 

明 くれば、 その 翌朝、 課長 は、 警視庁へ 出勤す る 道 

すがら も、 バスの 中で、 いろいろ 考えつ づけた が、 や 

はりと けなかった。 

(近く 地球のう えで は、 暦が いらなくなる  と は、 

はてな) 

出勤して みると、 大 江山 課長 は、 或る 別の 事件で、 

急に 目が まわる ようない そがし さとな つた。 それが た 

め、 あれほど 気になつ ていた 老 博士の 謎だった が、 い 

そがし さに まぎれて、 忘れる ともなく、 忘れて しまつ 

た。 


それ は、 一週間 ほど、 のちの ことだった。 

ふと、 大 江山 課長 は、 蟻 田 博士が ぶっけて いった あ 

の 謎の 言葉の こと を、 思いだ した。 

(はて、 あれ は、 どこまで 考えた のだった かな あ) 

大 江山 課長 は、 それ を 思いだ すのに、 たいへん 骨が 

折れた。 それと ともに、 課長 は、 ふしぎな 気持に おそ 

われた。 それ は 外で もない。 あれほど、 ぎ やん ぎ やん 

やかまし いこと をい つた 蟻 田 博士が、 その後 うんと も 

すん ともい つて こない こと だ つ た。 

課長 は、 その 日 も 時間が たつに したがって、 博士の 

ことが 気が かりにな つた。 そこで 彼 は、 部下の 刑事 を 


よびだした。 

「おい、 佐々。 君、 これから すぐ 出かけて、 蟻 田 博士 

がな に をして いるか、 様子 をみ てきて くれ」 

「はは あ、 いよいよ また 始リ ますね」 

「なにが、 始 るって」 

「いや、 変な 人相 手の、 新 こんにゃく 問答が 始 るんで 

しょう。 こんど は、 こっち も 負けずに、 でたらめな 文 

句 を 用意して いって、 変な 博士 を あべこべに、 おどか 

してやる かな。 うわつ はつ はつ」 

佐々 刑事 は 帽子 をつ かんで、 課長の 部屋 を とびだし 

た。 が、 しばらく すると、 彼 は 顔色 を かえて、 戻って 


きた。 

「課長、 いけません や」 

顔色 を かえて 戻って きた 佐々 刑事 は、 大 江山 課長の 

机のう えに、 はい あがる ような 恰好 をして、 もの もの 

しい こえ を 出した。 

「どうした のか、 佐々」 

課長 も、 胸に なに かしら、 するどい もの を 突 込まれ 

たような 感じが した。 

「課長！ 蟻 田 博士が、 姿を消して しまったん です」 

「姿を消した？ すると 家出した のか、 それとも 殺さ 

れた のか、 どっち だ」 


大 江山 課長 も、 息 を はずませて、 問い かえした。 

全く、 厄介な ことにな つた ものである。 「火星 兵団」 

をい いだした 博士が、 奇怪な 謎 をの こした まま 姿を消 

すなん て、 めいわくな 話で ある。 

「わしの 外に、 この 謎 をと く 力 を もった 人間 は、 居な 

い であろう」 

などと、 大きな こと をい つた 博士で ある。 

それ は、 いくぶん 大げさに いったので あろうが、 そ 

れ にしても、 謎 を 出した 御 当人が いなくな つて は、 た 

いへん 困る。 

—— 大 江山 課長 は、 佐々 が どんな 返事 をす るかと、 


目 をす えて 待つ ている。 

佐々 は、 課長が、 家出 か 殺された のかと 急な 問い を 

まめで っぽう 

かけた ので、 鳩が 豆鉄砲 を くらった ように、 目 を まる 

くして、 しばらく は 口が きけ なかった が、 やがて、 ご 

くりと 唾 をのんだ。 

「*KJ*K;*K; 、え、 そ、 それ は  」 

佐々 は、 あわてる と、 つかえる 癖が あった。 

「そ、 それ は —— つまり、 蟻 田 博士 は、 いつの 間に か、 

天文 室から いなくな つたので す。 机の 上 も、 望遠鏡の 

位置 も、 博士が その 部屋に いると きと、 全く 同じ 有様 

です。 天窓 も、 あけ 放しです。 ですから 天体望遠鏡に 


も、 机の 上に おいた 論文 や 本のう えに も、 露が しっと 

リ おりて、 べとべとです」 

「ふうむ、 なるほど」 

「だから、 博士 は、 ちょっと 便所に でもい くような ェ 

合に、 行方不明に なつたん です」 

蟻田老 博士の 行方不明！ 

「火星 兵団」 の 謎 を 解く 力の あるの は、 自分 だけ だと、 

いばって いた その 老 博士が、 とつぜんい なくなつ たの 

だ。 

佐々 刑事が、 大 江山 課長に、 今 報告した ところに よ 

ると、 博士の 邸内に ある 天文 室の 様子 は、 ふだんと す 


こし も 変らず、 天窓 は あけ 放しに なって いて、 机の 上 

にも、 望遠鏡に も、 露が おりて いると いうの だ。 

「博士が 部屋から 姿を消し たの は、 何時の ことかね」 

と、 大 江山 課長 は、 たずねた。 

「それ は、 わかりません よ。 あの 邸内に は、 博士 一  人 

が 住んで いる だけなん ですから、 誰も 知らない のです」 

「ふむ、 博士 は 一人で 暮 している のか。 じゃあ、 食事 

など は、 どうす るの だろう か」 

「食事 は、 外に 食べに いった リ、 または、 パンな ど を 

買いた めて おいて、 それ を 出して 食べて いるら しいん 

です よ。 私が さっきい つた 時 も、 包紙から、 パンが 顔 


を 半分 出して いました」 

博士 は、 よほどの 変り 者で ある。 

「でも 一日のう ちに は、 誰か 博士 邸 をたず ねて 来る 者 

が ありそうな もの だ。 たとえば、 ガスの メ —， ^ルを 見 

るた めに、 ガス 会社の 人が 来る とか、 洗濯物の 御用 聞 

が やって来る とか、 そんな 者が、 ありそう ではない か」 

「さあ、 どうです かな。 今後の 調べ を 待つ ほか はあり 

ません ね」 

「ふうん、 そいつ は 弱った ね」 

と、 課長 は 眉の 間に、 しわ をよ せて、 考え こんだ。 

「どうします か。 ラジオ 自動車 隊へ、 すぐ 手配 をして 


はどうで すか」 

「いや、 そんな こと はしない 方が いい。 おい 佐々。 君、 

案内して くれ。 僕が いって、 一 つよく、 調べて みょう」 

「えつ、 課長と 私と 二人き りで …… 」 

「そうだ」 

と、 課長 はうな ずき、 

「それから 博士の 失踪の こと は、 当分 世間へ は 秘密に 

してお くの だ」 


4 わからない 話 


蟻田老 博士の 行方不明 になった 事件 は、 新聞に も 出 

なかった し、 ラジオの ニュ— ス でも 放送され なかった。 

その わけ は、 主として 大 江山 捜査 課長の ふかい 考え 

で、 世間に は 知らせない 方が いいと いう ことにな つた 

ので ある。 報道 禁止 命令が、 新聞社へ も 放送局へ も 発 

せられた。 そうして、 課長の 部下 は、 老 博士の 行方 を 

つきとめる ために、 四方八方に 散って、 大 活動 を 始め 

た。 

だが、 老 博士の 行方 は、 いつまでも、 なかなか わか 


ら なかった。 

そのうちに、 r 一十 日 ほどの 日数が 過ぎて しまった。 

ちょうど そのころ、 読者 もま だよ く おぼえて おられる 

ことと 思う が、 あの 天狗 岩 事件が 起った ので ある。 

天狗 岩 事件と いえば、 友 永 千 二 少年が、 夜 釣に いく 

途中、 はからずも 天狗 岩の 上に、 怪しい 物体が 飛んで 

来たの を 見つけ、 それから 彼 は 勇敢に も、 天狗 岩へ 上つ 

たと ころ、 怪しい 者に 組みつ かれ、 もみあう うちに、 

両方 もろとも、 天狗 岩 をす べつて、 ど ぼんと 湖の 中に 

落ちて しまった 事件の ことだった。 

だから、 その 当時、 蟻田老 博士 は 行方不明 のま まだ 


し、 そこへ 持って来て 千葉県 下の 出来事ながら、 奇怪 

な 天狗 岩 事件が 持 上った わけで ある。 この 二つの 怪事 

件の 間に は、 何 かつな がりが あるの か、 どうであろう 

ゝ o 

力 

いや、 それよりも、 友 永 千 一 一 少年 は、 その後 どうな つ 

たのであろう か。 湖の 中に 落ちて、 そのまま 溺れ 死ん 

でし まった のであろう か。 

千 二 少年 は、 生きて いた。 

彼 は 今、 ふと 我に 返った。 とたんに 感じた こと は、 

なんだか、 大変 長い 夢を見つ づけて いたと いう ことで 

あった。 


「ああつ  」 

千 二 は、 うす 眼 を ひらいた。 

「ああつ  」 

千 二 少年が、 正気 を とりもどした ときに、 まず はじ 

めて 感じた もの は、 においだった。 それ はじつ に 異様 

なにお いだった。 

彼 は、 く すん く すん と 鼻 をなら して、 そのに おいが 

なんのに おいで あるか を 知ろうと した。 だが、 彼のお 

ぼえ ている ものに、 そんなに おいの する もの はな かつ 

た。 しいて、 それに 似た におい を さがして みると、 牛 

かたわ 

小屋の 傍ら を 通った ときの、 あのた まらない におい 


—— そのに おい を、 もす こし 上等に して、 その 中へ 海 

草のに おい を まぜる と、 いま 千 二が かいで いる 異様な 

においに 近い ものになる。 けれども、 牛小屋と 海草の 

におい を 合わせた だけで はない。 そのうえに、 もう 一 

つ、 なんだか におった ことのない、 妙に ぴりぴりした 

においが 交って いたので ある。 なんとなく うまそう で 

いて、 そして むかむかす るに おいだ。 

におった ことのない 妙な におい！ 

それ も 道理であった。 これ こそ、 火星の 生物の 汗の 

においで あつたの だ。 火星の 生物の 汗のに おいが、 そ 

の 部屋 一 ぱいに、 みちて いたので ある。 


はじめ 千 二 は、 ちょっと いいに おいだと 思った けれ 

ど、 間もなく 胸が むかむか してきた。 それほど いやら 

しいに おいであった。 

そのと き、 ぎ ー いと 音が して、 誰かが 近づいた 気配 

である。 

千 二 は、 ぱっと 眼 を ひらいた。 それまで 千 二 は、 正 

気に かえった とはいう ものの、 ぐったりして 眼 をつ 

ぶって、 ただ 鼻に においだ け を 感じて いたのだった。 

「おい 君、 いま 元気に してやる ぜ」 

うす 桃色の 湯気の 中から、 とつぜん、 この 言葉が 聞 

えたので ある。 


「え つ 」 

千 二 少年 は、 その 方 を 見た。 

湯気 は、 もうもうと 渦を卷 いていた。 その 向こうに 

何者か 立って いる。 ぼんやりと、 頭の かっこう のよう 

なまる いものが 見えた。 

「だ、 誰？」 

千 二 は、 まるい 頭の ような ものに、 声をかけた。 

「誰でもない。 おれ だよ」 

湯気の 中から、 ぬつ と 姿 を あらわした 者が あった。 

頭に は、 つばの 広い、 黒い 中折帽子 を かぶり、 そう 

して 同じ 黒い 色の 長い 外套 を、 引きずる ように 着た 大 


男であった。 

黒い 色の レンズの はまった 大きな 眼鏡 を かけて いる 

ので、 人相のと ころ は、 はっきり しない。 

その 眼鏡の 上に は、 太い 眉毛が のぞいて いる。 

鼻 は、 まるで 作り物の ように、 すべつ こくて、 きち 

んと 三角形 をな して、 とがって いる 

唇 は、 肉が うすくて、 たいへん 横に 長い。 

あごの あたり は、 よく 見えない。 外套の 襟 を 立てて、 

その 中に 頰 から 下 を、 ふかく 埋めて いるので ある。 

どうなか 

胴中 は、 さっき も 言った ように、 たいへん ふといの 

であるが、 両方の 腕 は、 外套の 上からで は あるが、 た 


いへん 細くて 長い。 だから 胴中と 腕と が、 妙に つりあ 

わない。 全く、 千 二 少年の 知らないお じさんだった。 

千 二 は、 この 黒い ものず くめの、 かっこうの 悪い お 

じさん を 一目み た 時に、 すでにもう、 たいへん いやな 

く も  ばけもの 

気持に なった。 遠慮なく 言う と、 蜘蛛の 化物み たいな 

人間なん だから …… 

「誰です。 おじさん は！」 

「おじさん？ おじさんて、 何の ことかね」 

「おじさん というの は、 あんた のこと を さして 言った 

んで すよ」 

おじさん という 言葉 を 知らない なんて、 変な 大人で 


ある。 千 二 は、 いよいよ うす 気味が 悪くな つて、 立 上 

ろうとした。 

が、 立 上る こと は 出来なかった。 よく 見る と、 彼の 

下半身 は、 何 かで 縛られて いるら しく、 立とうと して 

も、 体が いう こと を 聞かない のであった。 

「ああ、 こら こら。 じっと 寝て いるが いい。 今 おれが 

お前 を 元気に してやる よ」 

と、 蜘蛛の 化物み たいな、 その 黒い ものず くめの 大 

男が 言った。 

「もう、 たくさんです。 それよりも、 あんた は 誰な の 

か、 それ を 教えて 下さい。 そうして 僕が、 どうして こ 


んな ところに 来て いるの だか、 それ を 教えて 下さい」 

「はは はは。 そんなに 気になる かね。 ほんとう のこと 

を 言って 聞かせても いいが、 お前が おどろく だろう か 

ら、 まあ、 やめに しょう」 

「そんな こと を 言わないで、 教えて 下さいな」 

「そうか。 きっとお どろかない 約束 をす るなら、 教え 

て やっても いい」 

その 蜘蛛の 化物み たいな 大男 は、 もの を 言うた びに、 

唇 を 境に して、 鼻の 下から あごまでの 間が、 障子紙の 

ように、 ぶるぶる ふるえる のだった。 どうも 只者で は 

な レ 


「僕、 おどろいた りしません よ」 

千 二 少年 は、 心の中に 決心した。 どんな ことがあつ 

て も、 おどろく まいと。 

「そうか。 きっとお どろ かないな」 

と、 その 大男 は 念 をお して、 

「では 教えて やろう。 いいかね。 お前が 今こう してい 

ると ころ は、 火星の ボ ） ^の 中 だ。 そうして この 中に 

は、 火星の 生物が、 十四、 五体 も 乗組んで いるの だ」 

「えつ、 火星の ボ— トの 中です つて」 

「なんだ。 やっぱり おどろく じ やない か」 

火星の ボ— トの 中！ これが おどろかないで おられ 


ようか。 

火星の ボ— トの 中に、 千 二 はいたの である。 何時の 

間に、 火星の ボ— トの 中にはい つたの か、 さっぱり わ 

力、 らな レ 

「すると、 僕の 体 は、 もう 地球から 離れて しまったの 

です ね」 

「うう つ、 まあ その へんの こと は、 何とで も 考えた が 

よかろう」 

蜘蛛の 化物み たいな 大男 は、 ちょっと あわてた らし 

かった が、 ともかく 返事 はした。 

そうか、 火星の ボ ー トの中 か。 道理で 変な においが 


すると 思った。 こんな 変な におい は、 地球の 上で はな 

いに おいだ。 

だが、 ボ— ト にして は、 天井が あるの が、 不思議で 

ある。 火星で は、 天井の ある ボ— トを 使う のだろう か。 

「おい。 お前 を 今 元気に してやる から、 そのうえで、 

一 つ 頼みたい ことがあ るんだ」 

その 男 は、 突然 用事の こと を 話しかけた。 

「頼みたい ことです つ て」 

千 二 は、 目 をば ち ばちして、 この 不思議な 男の 顔 を 

見上げた。 

「一体、 おじさん は、 何とい う 人な の。 ああそう か。 


おじさん も、 やはり 火星の 生物なん だね」 

そうだ、 それに 違いない。 人間と 同じ 恰好 をして い 

たので、 今まで、 人間の ように 思って 話 をして きた。 

しかし 火星の ボ— トの 中に いて、 いばって いるから に 

は、 やはり 火星の 生物に 違いない。 しかし、 それにし 

て は、 日本語が こんなに うま いのは、 どうした という 

ことであろう。 

「お、 おれの ことかね」 

と、 その 大男 は、 また どぎ まぎして いるよう だった 

が、 やがて 蜘蛛の ように 肩 を 張る と、 

「お、 おれ は 人間 さ。 お前と 同じ 人間なん だよ。 ほら、 


よくごらん。 人間と 同じ 顔 をして いるだろう。 話 だつ 

て、 よく わかる だろう。 火星の 生物 じ やない さ。 だか 

ら、 おれ を こわがる こと はない。 仲好く しょうや」 

と、 そのき みの わるい 大男 は 言う のであった。 とん 

でもない こと だと、 千 二 は 心の中で 思った が、 口に 出 

して は、 この 大男 をお こらせる だろうと 思って、 やめ 

た。 

「おじさん は、 ほんとうに 人間です か」 

「そ、 それにち がいない。 なぜ、 そんなく だらん こと 

を 聞く のか」 

「でも、 変です ね。 火星の ボ— トの 中に、 地球の 人間 


が 一 しょに いるなん て」 

千 二 は、 生まれつき 胆 はふと い 方だった。 始めは、 

びっくりして、 すこし、 あわてて いたが、 だんだん 気 

が 落ちついて 来た。 

「べつに、 変な こと はない。 まあ、 そんな こと はどう 

でもい いじ やない か。 おれの たのみ を 聞いて くれれば、 

たくさん お礼 をす るよ」 

「さっきから、 たのみが あると 言って いるの は、 どん 

な ことです か」 

こんなき みの わるい 男に たのまれる 用事なら、 どう 

せ、 ろくな ことで は あるまい。 


「な あに、 ちょっとした 買物が あるんだ。 くす リを買 

いたいんだ。 それにつ いていっても らいたい」 

「えつ、 くすりの 買物？ どこ へ 買いに いくので すか」 

「どこでも 近いと ころがい い。 たくさん くすり を 売つ 

ている ところが いいの だが、 東京まで いった 方が いい 

だろう ね」 

「東京？ へえ、 東京です か。 はは あ、 すると、 僕た 

ち は、 また 地球に まいもど るので すか」 

「ふふん、 それ はま あ、 なんとで も 考える さ。 とに か 

く 東京まで いこう じ やない か。 今す ぐお 前 を 元気に し 

て やる から、 待って いろ。 元気に してやらな いと、 途 


中で 歩け なくな つ て は 困る からね」 

大男 は、 向こうへ いこうと する。 それ を 見て 千 二 は 

うしろから 呼びかけた。 

「おじさん、 ちょっと 待って ください。 おじさんの 名 

前 は、 なんというので すか」 

「おれの 名前 か。 それ は —— J 

と、 かの 大男 は、 背中 を 見せた まま、 だまって 立つ 

ていた。 すぐに は、 名前が 出て 来ない らしい。 

「おじさん は 名前が な いのです か」 

「ばか を 言え。 おれの 名前 は …… 」 

と、 彼 はうな つていた が、 


まるき 

「そうだ、 おれの 名前 は、 丸木と いうんだ。 丸木 だ。 

よく おぼえて おけ」 

そう 言うな り、 丸木と 名乗る 大男 は、 うす 桃色の 

湯気の 彼方に、 姿を消して しまった。 

あとに は 千 二 一  人が のこった。 あいかわらず、 寝か 

された ままで ある。 からだ は、 やはり 思うよう に、 う 

ごかない。 一体 どんな もの をつ かって、 自分の からだ 

を 縛って あるの か、 それ をた しかめる ために、 首 を も 

ち 上げよう としたが、 首が じゅうぶんに 上らない。 の 

どのと ころも、 何もの かで、 床に 縛りつ けられて いる 

まりよ 

らしい。 千 二 は、 いつの 間に か、 彼が 捕虜に なって い 


る ことに 気が ついた。 

捕虜と いっても、 あたり 前の 捕虜で はない。 火星の 

生物が 乗組んで いる 火星の ボ— トの 中に、 捕虜と なつ 

てし まった ので ある。 これから 先 どうされ るので あろ 

うか。 このまま 火星へ つれていかれる のであろう か。 

それとも 火星の 生物の 餌食に な つ てし まう のであろう 

か。 考えれば 考える ほど、 不安 はだん だん 大きくな つ 

て 来る。 こうなる と、 うす 気味 わるい 男で は あるが、 

あの 黒い ものず くめの、 丸木と 名乗る おじさん を、 た 

よるし かない。 

その 時、 とつぜん、 湯気の 向こうに、 火花の ような 


ものが、 ぱっと きらめい たかと 思う 間もなく、 千 二 は 

全身に、 数千 本の 針 を ふきつけられ たように 感じた。 

「あつ、 いたい」 

だが、 それ は 針ではなかった。 全身が ぴりぴり 痛む 

のだった。 電気に さわった 時の 感じと 同じ だ。 いつま 

でも ぴりぴりと 痛む。 

ぴりぴりと、 はげしい 痛みが、 千 二のから だ を、 だ 

ん だんつ よくしめ つけて いった。 

「あつ、 苦しい」 

おしまいに、 千 二 はもう 息が 出来ない くらい、 苦し 

くな つた。 


「おうい、 丸木 さあん」 

千 二 は、 遂に 悲鳴 を あげた。 このまま この ぴりぴり 

が 続いたら、 彼の 血管 は 裂けて しまう だろうと 思われ 

た。 

「丸木さん、 早く 来て …… 」 

と、 千 二 は、 歯 をく いしば つて 叫んだ。 

すると、 とたんに、 その ぴりぴりが 止った。 

湯気の 向こうから、 誰かの つ そりと 出て 来た。 見る 

と、 それ は 外ならぬ 丸木であった。 

「な あんだ、 人間と いう やつ は、 ずいぶん 弱い もの だ 

な あ、 まま まま」 


丸木 は、 笑い声 を あげた。 しかし 千 二 は、 丸木が 笑 

い 声 を あげてい るのに、 その 顔 は 少しも 笑って いるよ 

うな 顔に 見えない の を、 不思議に 思った。 それから も 

う 一 つ、 「な あんだ、 人間と いう やつ は、 ずいぶん 弱い 

もの だな あ」 などと、 自分 も 人間の くせに、 人間の 悪 

口 を 言った の を、 たいへん 変に 感じた。 

「どう だ、 千 二。 体に 元気が 出て 来たろう」 

「え つ 」 

言われて 気がついた。 なるほど、 さっきまで、 手足 

が 抜ける ように だるかった のに、 今 はすつ かりなお つ 

てし まった。 そうして 筋肉が ひきしまって、 その 場に 


ぴ よんと 飛 上りたい ほどの 気持だった。 

「ほう、 これ は 不思議 だ」 

と、 千 二が 目 を ぱちくりさせる と、 

「さあ、 千 二。 さあ 起きろ、 起きろ」 

「起きろ と 言っても、 僕 は 縛られて いるんで す。 起 上 

れる ものです か」 

「それ はもう 解いた よ。 起きろ。 起きて これから すぐ 

買物に いくんだ」 

丸木 は、 心得顔に 言った。 


5 あ、 火星の 生物！ 

丸木の 言った こと はう そではなかった。 まさか 起 上 

れ ないだ ろうと 思って、 千 二 は、 ためしに 首 を もたげ 

た。 すると、 ちゃんと 首が 上る のだった。 

おやおや、 不思議 だと 思い、 今度 は 両手 をつ いて、 

上半身 を 起して みると、 なるほど ちゃんと 上半身が 起 

上った。 (あつ、 いつの 間に、 緦を 解いた のか しら) 

飛 起きて、 千 二 は 足元 を 見 まわした。 彼のから だ を 

縛って いた 縛が、 そこらに 落ちて いる だろうと 思った 


ので ある。 

ほそ ひも 

だが、 足元に は、 細 紐 一本 すら、 落ちて はいな かつ 

た。 まるで 見えない 透明の 繩で、 からだ を 縛られて い 

たよう だ。 

「さあ、 こっちへ 来い」 

丸木 は、 大きな 声で、 千 二 を よびつけた。 

「え、 どうす るので す、 この 僕 を」 

「どうす るって、 これから 東京へ いくの じ やない か。 

東京へ 着く まで は、 これで 目隠し をして おく。 あばれ 

ちゃい けない ぞ」 

丸木の 言葉が 終る か 終らない うちに、 千 二の 目 は、 


急に 見え なくなった。 

「あつ！」 

と、 千 二 は、 両手 を 目のと ころへ もっていった。 目 

を こすろう としたの だ。 ところが、 おどろいた。 ちょ 

うど 目の前が、 ゴム 毬を 半分に 切った ような やわらか 

いもので、 蓋 をした ようになつ ている。 

「こんな もの！」 

と、 千 二 は、 その ゴム 毬の 半分み たいな もの を、 む 

しリ 取ろうと したが、 つるつる すべる だけで、 その も 

の 自身 は、 かたく 目 を 蓋して いて、 取れない。 

「あは はは。 何 をして いるの か。 お前の 力ぐ らいで は、 


取れ やしないよ。 さあさあ、 しばらくの 間 だ。 がまん 

しろ」 

そう 言う と、 丸木 は、 千 二の 背中 を どんとつ いた。 

千 二 は、 あっと 言って、 たおれた。 その 時、 何だか、 

ばさりと 音が して、 千 二の 首から 下 を 包んで しまった 

ものが ある。 

千 二 は、 目 かくし をされ たま ま、 袋の ような ものの 

中に 入れられた。 

どうなる ことかと、 彼 は 気が 気ではなかった。 

そのうちに、 丸木が、 

「ど つ こいしよ」 


と、 かけごえ をした と 思う と、 千 二の 体 は 袋に はいつ 

たま ま宙に 浮いた。 

それから 丸木 は、 歩き 出した。 

千 二の 体 は、 袋の 中で、 たいへん 揺れた。 

しばらく すると、 袋の まわりに ひゆう ひゆう という 

鳴き声が、 集って 来た。 ひゆう ひゆう ひゆう と、 しき 

りに 鳴き 合わせて いる。 

「あつ、 例の 怪しい 声 だ！」 

千 二の 胸 は どきどきして 来た。 それと ともに、 珍し 

いに おいが、 ぶんぷん におうの であった。 

(うむ。 丸木さん が、 さっき 言った が、 火星の 生物が、 


袋の 外に 集って 来たのに 違いない。 あの、 ひゆう ひゆ 

うとい う 口笛 を 吹く ような 声、 それから この 気 もちの 

悪い へんな におい、 この 二つが 見附 かると、 そこに 火 

星の 生物が いると 考えて いいんだ) 

千 二 少年 は、 たいへん 大事な こと を 知った。 これ か 

ら、 この 二つの ことに 気を附 けて いると、 そこに、 火 

星の 生物が いるか、 いな いかがわ かると 思った。 

それにしても、 丸木のお じさんと いう 人 は 不思議な 

おじさん である。 火星の 生物と、 おそれ 気 もな く 話 を 

している。 一体、 このお じさん は、 何者な のであろう 

か。 この 次に よく 尋ねて みる ことにしようと、 千 二 は 


思 つ た。 

丸木のお じさんと 火星の 生物との 話 は、 しばらくし 

て すんだら しい。 丸木のお じさん は、 火星 語が 出来る 

よう だ。 例の ひゆう ひゆう としか、 聞き とれない 言葉 

である。 

「おい、 千 二。 しばらく 目が 廻る かも 知れん が、 我慢 

しろよ」 

突然、 丸木の 声が 聞え た。 

目が まわる かもしれ ない が、 がまん をし ろと、 丸木 

の 注意で ある。 

その 言葉が 終る か 終らない うちに、 しゅうしゅうと 


はげし い 音が 始 つた。 蒸気が ふき 出す ような 音で あつ 

た。 

それと 同時に、 袋の 中に、 はいって いる 千 二の 体 は、 

ゴム 毬が 転がる ように、 ぐるぐ る まわり だした。 

「わつ、 目が まわる！」 

目が まわって、 胸が 悪くな つた。 千 二 はよ だれ を だ 

ら だら と 出した。 

「丸木さん、 僕 は 苦しい よ」 

千 一 一はとう とう 悲鳴 を あげた。 

だが、 その 声 は、 しゅうしゅう という 音に かき 消さ 

れて、 丸木の 耳に は 達しなかった ようで ある。 丸木 は、 


うんと も すん とも 返事 をし なかった。 

どうなる ことかと、 千 二 は 気が 気ではなかった。 

しかし、 それ はものの 四、 五分し か つづかなかった。 

しゅうしゅう という 音が とま つ た。 

「さあ、 千 二。 外へ 出 るんだ」 

千 二 は、 袋の 中から 出して もらえる の だとば かり 考 

えていた。 しかし それ はまちが いだった。 千 二 は 袋 ご 

と、 ど さっと 下にお ろされ た。 その 時 彼 は ひやり とし 

た 大地 を 感じた。 そうして、 ぴ ちゃ リぴち やりと、 さ 

みぎわ 

ざな みが 汀 を 叩く らしい 音 を 聞いた と 思った。 

「ああ 湖の 近く だ」 


千 二 は、 おぼえの ある 磯く さいにお い を さえ、 かぎ 

わけた。 

「ねえ、 丸木のお じさん。 僕 を ちょっと 外へ 出して 下 

さいよ」 

「外へ 出して、 どうす るんだ」 

丸木が、 怒った ような 声で たずねた。 

「ちょつ とうちへ 寄つ て いきた いんです」 

「だめ だめ。 そんな こと はだめ だ！」 

丸木 は、 あたま ごな しに 牝 りつけ て、 

「これから 東京へ 出 るんだ。 しっかりつ かまって い 

ろ」 


外へ 出して やる ぞと 丸木が 言った の は、 千 一 一 を 袋 か 

ら 外へ 出す ことではなかった。 後に なって 考えて 見る 

と、 あの 時 千 二 は、 湖の 底から、 何 か ある 乗物に 乗つ 

て、 水面に 浮かび 出た ものと 思われる。 それ を 操縦し 

たの は、 もちろん 丸木に ちがいなかった が、 その 乗物 

は、 一体 どんな 乗物で あつたか、 それ を ここに 書く と、 

誰でもび つ くりす るであろう。 

「さあ、 出発 だ。 いいかね」 

丸木が、 そう 言う と、 千 二の 体 は、 ふたたび 袋の 中 

で ゆられ 出した。 しかし 今度 は、 もうしゅう しゅうと 

音 はしない。 丸木が、 千 二の はいった 袋 を 肩に かけて、 


歩き 出した と 思われる。 

丸木 は、 どんどん 歩きつ づけた。 

「丸木さん、 汽車に 乗って いかない の」 

千 二 は、 袋の 中から 声をかけた。 

「汽車？」 

丸木 は、 ちょっと 言葉 を 切って、 

「汽車なん か をつ かうよ り、 歩いた 方が 早い や」 

「うそば つ かり」 

千 二 は、 丸木が、 汽車より 早く 歩け ると 言った ので、 

うそつき だと 思 つ た。 

しかし、 これ は 後に、 千 二の 考えち がいだ つたこと 


がわかった。 いや、 妙な 話で ある。 たいへんな 話で あ 

る。 

袋の 中に ゆられながら、 千 二 は、 その 間に、 これ ま 

での こと を ふりかえって みた。 すると いろいろと 腑に 

おちない ことが、 たくさん 出て 来た。 

中で も 千 二に とって 不思議で たまらな いのは、 この 

丸木が、 いつの 間に か 千 二の 名 を 知ってい たこと であ 

る。 千 二 は、 まだ 一度 も 彼の 名前 を 名乗らなかった し、 

服の どこに も 名前 は 書いて ない の だ。 

丸木と いう このお じさん は、 考えれば 考える ほど、 

う す 気味 の 悪い おじさんだ。 


「ここに は 火星の 生物が いるの だ」 と、 驚き もせずに 

言った の も、 丸木だった。 

千 二 を 袋の 中に 入れ、 それ を かついで 走る 丸木と い 

う 人物 は、 考えれば 考える ほど、 腑に 落ちない ところ 

の ある 人物 だ。 どうしても、 ただの 人間と は 思われな 
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千 二 は 袋の 中から、 声をかけた。 

「ねえ、 丸木さん。 おじさん は、 なぜ 火星の ボ ー トの 

中に いたの。 僕が 火星の ボ— トの 中で、 目 を さました 

時、 おじさん は 隣の 部屋から 出て 来たでしょう。 する 

と、 おじさん は、 僕より 早くから、 あの ボ— トの 中に 


いたわけ ね」 

丸木 は、 どんどん スピ ー ドを あげて、 走り続け なが 

ら、 

「こら、 千 二。 よけいな 口 をき くもの じ やない よ。 だ 

まっていなさい」 

と、 叱りつ けた。 丸木 は、 たいへん 気 を わるく して 

いるら しい ことが、 その 声から わかった。 

千 二 は 丸木に 叱られて、 しばらく 黙って いた。 しか 

し 彼 は、 間もなく また 丸木に 話しかけた。 

「ねえ、 丸木さん。 今 は、 まだ 昼 かしらん、 それとも 

夜 かしらん」 


「よく 喋る 子供 だな。 そんな ことぐ らい、 きかなくて 

も、 わかる じ やない か」 

丸木の 返事 は、 あいかわらず、 ぶっきらぼう であつ 

た。 

「僕に は、 昼 だか 夜 だか、 どっち だか わからな いんで 

すよ。 だって、 僕 は、 厳重な 目 かくし をされ てい るん 

だもの」 

「ああ、 そうだつ たね」 丸木 は、 ようやく 思い出した 

ま つ くら 

らしい。 「いま は 夜 だよ。 外 は、 真暗で、 どの 家 も 戸 を 

しめてい るよ。 そんな こと を 聞いて、 一体 どうす る 気 

だ」 


「そして 今、 幾 時？」 

「時刻 か、 さあ、 幾 時 だか わからない」 

「おじさん は、 時計 を もって いないの」 

「時計？ 時計なん か 持って いるもの か。 おい 千 二。 

東京へ 近くな つたから、 もうお 喋りし ちゃなら んぞ」 

「えつ、 もう 東京の 近くまで 来たの」 

千 二 は、 丸木の 足の はやい のにお どろいた。 さっき 

から、 まだ ものの 二十 分と たって いないのに、 はや 東 

京の 近くへ やって来た というの だ。 そんなば かげた 話 

はない。 千 二 は、 丸木が うそをついて いるの だと 思つ 

た。 


丸木 は、 かまわず、 どんどんと 龃け つづけた。 しば 

らくして、 丸木 は こえをかけた。 

「おい 千 二、 もう 東京の 中 だ。 買物 をす るのに は、 銀 

座が いいのだろう ね」 

「さあ、 僕 はよ く 知らない。 だって 僕 は、 そう 幾度 も 

東京へ 来た ことが な いんだ もの」 

「な あんだ。 お前 は、 こんな 近い 東京 をよ く 知らない 

のか。 とにかく、 銀座へ 出よう。 さあ、 このへんなら、 

人通りが ないから、 お前の 目 かくし を 取る に は、 いい 

場所 だ」 

そう 言う と、 丸木 は はじめて 足 をと めた。 そうして 


袋の 中にはい つていた 千 二 は、 丸木の 肩から 下された。 

「今、 中から 出して やる し、 目 かくしも とって やる が、 

その 前に 一 つ、 きびしく 言って おく ことがある」 

丸木 は 言葉のお しりに、 力を入れて 言った。 

千 二 は、 丸木が 何 を 言 出す かと、 だまって、 待って 

いた。 

「いい か。 忘れない ように、 よく 聞いて いるんだ ぞ。 

ここでお 前のから だ を 自由に してやる。 しかし 買物が 

終らない うちに 逃 出した リ すると、 お前の 命が あぶな 

ぃぞ。 命が 惜しければ、 よく 言う こと を 聞 くんだ。 わ 

かった か」 


千 二 は、 丸木から おどかされて、 ほんとうの ところ 

は、 腹が立った。 

(なに を、 この 野郎！) 

と 思った。 千 二 少年 も 日本人で ある。 むやみに おど 

かされて、 それでお めお め 引 込んで いるよう な、 弱虫 

ではない。 だが、 この場合、 千 二 は、 丸木と とつく み 

あい をす る 時で はない と 思った ので、 

「僕、 逃げたり なんか しないよ」 

と 答えた。 

「逃げない と 言った な。 よし、 その 言葉 を 忘れるな。 

ふ ふ ふ ふ。 やっぱり 人間と いう 奴 は、 命が おしいと み 


える I 

と、 丸木 は、 ふ ふ ふ ふと、 鼻の 先で 笑いながら、 千 

二 を 袋の 中から、 ひっぱり 出した。 

「さあ、 ちゃんと 立って みろ。 うしろ を 向いて、 しつ 

かり 立て と言うんだ」 

千 二の足 は、 ふらふらだった。 袋の 中で、 へんな ェ 

合に 足 を まげて いたので、 足が 変にな つていた。 

丸木 は、 千 二の 頭の 後で、 ごと ごと やって いたが、 

そのうちに、 千 二の 目の 中に、 ぱっと 夜の 光が 飛び こ 

んで 来た。 

うつくしい 広告 灯の 灯だった。 銀座が、 千 二の すぐ 


目の前に 立って いた。 

「あつ、 ほんとうにもう 東京へ 来たんだ。 丸木さん、 

僕たち は、 さっき 千葉県に いた はず だけれ ど、 どうし 

てこん なに 早く 東京へ 着いた の」 

「そんな こと、 どうで もい いじ やない か」 

すぐ 横で、 丸木の こえが した。 

千 二が、 横 を ふりむく と、 そこに は、 例の 黒ずく め 

の 服装 をした 丸木が、 眼鏡 を きらきら させて、 立って 

いた。 

「さあ、 薬屋へ いくんだ。 いいかね。 逃げる と 承知し 

ない ぞ」 


そう 言って 丸木 は、 千 二の 手 を 握った。 

それ は 氷の ように 冷たい 手だった。 いや、 丸木 は 革 

の 手袋 を はめて いるら しい。 

二人の 立って いると ころ は、 銀座 裏の 掘り割りの そ 

ばで、 人通りはなかった。 だから この 二人 は、 怪しま 

れるこ ともなし に、 こんな 会話 をす る ことが 出来た。 

「薬屋へ いって、 なに を 買う の」 

「ボロンと いう 薬 だ。 ボロンの 大きな 壜を、 二、 三本 

買いたい の だ」 

「ボロン を、 どうす るの。 何に 使う の」 

「おだまり。 お前 は、 早く 薬屋 を さがせば いいの だ」 


あくにん まるき 
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丸木に おどかされながら、 千 二 は、 賑やかな 銀座の 

通に、 ようやく 一軒の 薬屋さん を 見つけて、 その 店先 

をく ぐった。 

千 一 一は 薬剤師ら しい 白い 服 を 着た 店員に、 

おおびん 

「あのう、 ボロンの 大壜を 二、 三本 売って くれません 

> 一 

力」 


と、 おそるおそる 言った。 

まう そ 

「ボロン？ ボロン？ 硼素の ことです か」 

「さあ …… 」 

「白い 粉末に なって いる やつでしょう」 

「さあ、 どうです かねえ」 

千 二 は、 何も 知らないので、 弱って うしろ を ふリ向 

いた。 すると、 店先で、 他人 を よそおつ ていた 丸木が、 

(それ だ、 それ だ) 

という 意味 を 千 二に つたえる ため、 うなずいて みせ 

た。 千 二 は、 元 気づいて、 

「ああ それです よ。 白い 粉末の ボロンです」 


「精製の ものと、 普通の ものと あります が、 どっちに 

しまし ようか」 

「さあ、 精製のと 普通のと、 どちらが いいのでしょう 

かねえ」 

千 二 は、 またう しろ を ふり 返った。 すると 丸木 は、 

手 を 上に あげて、 信号 をした。 精製の 方の がいいと い 

う 意味ら し い。 

「いい 方 を 下さい」 

「はい、 承知し ました。 三本で よろしい のです ね。 で 

は 一本、 ただ今 二 円 三十 銭です から、 三本で、 六 円 九 

十 銭いた だきます」 


「六 円 九十 銭です とさ」 

千 二 は、 丸木の 方 をふリ 返って、 そう 言った。 

すると、 おもいがけなく、 丸木が 急に、 そわそわし 

だした。 

たいへん あわてて いるので あった。 彼 はしき りに 胸 

のと ころ を 叩いて いる。 何 かよ ほど 困った ことがある 

らしい。 

「丸木さん、 一 体 どうしたの」 

千 二 は、 丸木のと ころへ やって来て、 わけ をたず ね 

た。 

丸木 は、 いかめしい 姿に 似合わず、 ひどく あわてて 


いる。 その 様子が、 ますます はげしく なった。 

「おい 千 二。 お前、 金 を 持って いない か」 

「僕？ 僕 は、 お金なん か すこしも 持って いない。 な 

にしろ、 魚 をと りに いくため に 家 を 出かけた ので、 お 

金なん か 一 銭 も 持って いないで すよ」 

「そうか。 それ は、 どうも 困った」 

「丸木さん は、 お金 を 持って いないの。 なくし たんで 

す 力」 

「いや、 お金の こと は 知ってい たが、 ついそれ を 用意 

する こと を 忘れた。 そうだ、 買物 をす る 時には、 お金 

がい るんだ つたな あ。 ああ、 大 失敗 だ」 


丸木 は、 ひとりで さわいで いる。 

「じゃあ、 ボロン を 買う の は 中止です ね」 

「それ は 困る。 どうしても、 ボロン を 買って いかな け 

れば、 困る ことがあ るの だ」 

丸木 は、 今 はもう 自分に 代って、 千 二に 用事 をして 

もらって いる ことが、 がまん 出来 なくなった。 彼 はい 

きなり 薬剤師の 白い 服 をつ かまえ、 

「ねえ 君、 金 は あとでと どける から、 ボロン を 渡して 

くれた まえ」 

薬剤師 はお どろいた。 いきなり お客さんに、 自分の 

服 を ひっぱられ たの だから。 


「あつ、 そう 乱暴し ちゃ 服が やぶれ ますよ。 はなして 

下さい」 

「ぜひ、 ぜひ ボロン をた のむ」 

丸木 は、 必死であった。 

「いや、 いけません」 

年の わかい 薬剤師 はすこし 怒って いるら しく、 きつ 

ぱり 丸木の たのみ を しりぞけた。 

「そう 言わないで。 あとから 君に も、 たっぷり お礼 を 

する」 

「いや、 だめです。 お金 を 持って来なければ、 ボロン 

でも 何でもお 渡し 出来ません」 


「どうしても、 だめ か」 

と、 丸木 は うらめし そうに、 薬剤師 を にらみつけた。 

「お金 を 持って来ない 人に、 どんどん 薬 を 上げて いた 

ので は、 商売に なりません や。 じょうだん じゃあり ま 

せんよ」 

と、 若い 薬剤師 は、 丸木にから かわれた とで も 思つ 

たの か、 本気に なって、 怒って いる。 

「ふふん。 どうしても だめ か」 

丸木 は、 あらあらしい 息で、 またうな つた。 全く 気 

味の わるい 人物で ある。 

「ああ 金！ 金 さえ 持って来れば、 ボロン を 売って く 


れ るんだ な」 

「もちろんで すよ。 たった 六 円 九十 銭ぐ らいのお 金に、 

おこまりになる ような 方と も 見えません。 じょうだん 

はおよ しにな つて 下さいよ。 本気のお 買物なら、 もう 

午後 九 時 も 近くな リ ましたから、 早くお 願いいた しま 

す」 

「金 は、 今 ここに 持って いないの だ。 だが、 すぐ あと 

から 持って来る。 金 を 持って来れば、 かならず ボロン 

の 大壜を 三 つ 渡して くれる ね」 

「そんなに、 くどく おっしゃって 下さらな くと も、 大 

丈夫です。 かならずお 渡しいた します」 


「きっとです ぞ。 きっと だ！ もし それ を まちがえた 

ら ：：： 」 

と 言い かけて、 丸木 は、 後の 言葉 をのみ こみ、 

「いや、 すぐにお 金 を 持って来る。 待って いて くれた 

まえ」 

おし 問答の はて、 丸木 は 薬屋の 店 をと び 出した。 

「おい 千 二。 お金 を 手に入れなければ ならな いんだ。 

さあ、 お前 も 来い」 

何 を 考えた か、 丸木 は、 千 二の 手 を 取って どんどん 

走り だした。 

もう 午後 九 時 は 近い。 が、 銀座 通 は、 昼間の ように、 


たいへん にぎやかであった。 

丸木 は その 人 込の 中 を わけてい く。 一体 彼 は、 なぜ 

お金 を 持って いないの であろう か。 

丸木 は、 千 二の 手 を 引いた まま、 夜の 銀座 通の 人波 

を かきわけて、 どんどん 前へ 歩いて いく。 

「丸木さん、 どこへ いくの」 

千 二が、 心配に なって 聞く と、 

「だまって おれ。 声 を 出す と、 ひねり ころす ぞ」 

丸木 は 気が いらいら している らしく、 ひどい 言葉 で 、 

千 二 をし かりつ けた。 千 二 は、 丸木の 冷たい 手から、 

自分の 手 を はなそうと 試みた が、 丸木の 手 は、 まるで 


大きな 釘 抜の ように、 千 二の 手 を しめつけ ていて、 は 

なすこと が 出来なかった。 

丸木の 歩調が、 少しば かり 遅くな つた。 彼 はしき り 

に、 いろいろな もの を 売って いる 店先に、 目 を 向けて 

いる。 そこに は、 美しく 飾られた 飾 窓 を のぞきこんで 

いる 人 も あれば、 中で 何 か 買物 をして いる 人 も 見える 

「ああ、 金 だ、 金 だ」 

丸木 は、 時々 ひとりごと を 言った。 

そのうちに、 丸木 は ぴったりと 足 を 止めた。 

「どうしたの、 丸木さん」 

「しつ、 だまって おれ と言うのに …… 」 


この 時 丸木の 目 は、 大きな 鞫 店の 中で、 りっぱな ハ 

ンドバ ッグ をた くさん 前に 並べ、 どれ を 買おうかと、 

しきりに 見て いる 一人の 年の 若い、 洋装の 女の 上に 釘 

づけに なって いた。 

やがて、 その 洋装の 女 は、 中で 一番 りっぱな 鰐 革の 

ハンドバッグ を 買った。 その 時 かの 女 は、 抱えて いた 

白い 蛇の 革の ハンドバッグの 中から、 たくさんの 紙幣 

を つかみだして、 店員に 支払った。 

「ああ 金 だ。 たくさん 金 を 持って いる」 

丸木 は、 またうな つた、 そうして、 買物 をして 出て 

いく その 洋装 女の 後 姿 を ふりかえって、 じっとみ つめ 


ていたが、 

「おい 千 二。 ここで 待って いて くれ」 

と 言った。 

丸木 は、 千 二に 向かって、 ここに 待って いて くれと 

言う の だ。 

「ああ、 待って いますよ」 

千 二 は、 ひょっとすると、 この間に、 丸木の 手から 

逃 出す ことが 出来 はしない かと 思った ので、 そう 返事 

をした。 

「すぐ、 おれ はこ こへ 帰って来る」 

そう 言 置いて、 丸木 は 千 二 を はなす と、 すたすた 歩 


き 出した。 

(どこへ いくのだろう？) 

千 二 は、 その 時 ふとい やな 気持に なった。 丸木 は、 

さっき 見とれていた、 あの 洋装 女から、 金 を 借りる つ 

もりで はない かと 思った ので ある。 だしぬけに そんな 

こと を 頼まれて は、 さぞ かし 女の人 は 驚く だろう。 

千 二 は、 たいへん 心配に なった。 

「おうい、 丸木さん」 

千 二 は、 じっとして いられ なくなって、 丸木の 後 を 

追い かけた。 

だが、 丸木の 姿 は、 いつの 間に か 人 込の なかに 吸い 


こまれて、 どこへ いったの か、 わから なくなった。 そ 

れ でも 千 二 は、 あっちへ いった リ、 こっちへ かえった 

り、 いやな 胸 さわぎ をお さえつつ、 しきりに 丸木の 姿 

を さがしもとめた のだった。 しかし、 それ は、 遂にむ 

だに 終った。 

千 二 は、 またい つの 間に か、 元の 所へ もどって 来た。 

「おい、 千 二」 

だしぬけに 呼ばれて、 千 二 はび つくりした。 それ は 

丸木だった。 いつの 間に か、 丸木が 帰って来 ていたの 

だった。 

「ああ、 丸木さん。 どうしたの」 


「どうしたって、 ふ ふ ふ ふ」 と、 丸木 は、 へんな 笑い 

方 をして、 「お金 はこん なに ある。 さあ、 これ を 持って 

いって、 あの 薬屋で、 ボロンの 大壜を 三本 買って くれ」 

そういう 丸木の 手に は、 たくさんの 紙幣が 握られて 

いた。 不思議な ことで ある。 どこで こんな 大金 をつ 

くった のか。 

どこから 手に入れ たか、 丸木の 握って いる 大金！ 

「丸木さん。 このお 金 は、 どこから 持って来 たんです 

か」 

千 二 は、 息 を はずませて、 たずねた。 

「ふ ふ ふ ふ。 さっき、 洋装の 美しい 女が いたの を、 知 


ら なかった かね。 あの 女が 持って いた 金 だよ」 

「は あ、 そうです か。 あの 女の人が、 丸木さん に 貸し 

て くれたと いうんで すか」 

「貸して くれたって。 いや、 ちがうよ。 あの 女の 持つ 

ていたの を、 こっちへ もらって 来たんだ。 そんな こと 

はどうで もい いじ やない か」 

「すると、 丸木さん は、 あの 女の人から、 お金 を 取つ 

たんです ね。 女の人 は、 きっと 怒った でしよう」 

「ふん、 怒った かどう だか、 ちょっとな ぐリ つけたら、 

おとなしく なって、 地面に 寝て しまったよ」 

「えつ、 そんな こと をし たんです か。 丸木さん はいけ 


ない な あ。 女の人 を いじめたり しちや、 いけないです 

よ。 もし、 死んで しまったら、 どうします」 

「死ぬ？ はは はは、 死ぬ ことが、 そんなに たいへん 

な 問題 かね」 

丸木 は、 悪い こと をした と 思わない のか、 声高く 笑 つ 

た。 

(ああ、 悪い 奴 だ。 丸木さん は、 とんでもない 悪人 

だ！) 

千 一 一は、 あきれて しまった。 

「おい 千 二、 何 を ぐずぐず している のか。 金が 手に は 

いったん だから、 すぐ ボロン を 買 うんだ。 さあ、 一 しょ 


にいつ て くれ」 

丸木の 冷たくて かたい 手が、 千 二の 手く び をに ぎつ 

た。 千 二 は、 丸木に ひきずられる ようにして、 人影 も 

ようやく 少く なった 銀座の 通 を 走った。 そうして、 例 

の 薬屋の 店先まで 来た。 その 時 丸木 は、 驚きの 声 を あ 

げた。 

「おや、 この 家 だと 思った が、 店が しまって いる」 

薬屋の 店 は、 もうし まっていた。 そうであろう。 商 

店 法に より、 午後 九 時 を 過ぎる と、 店 をし まう 規則に 

な つ ている。 

丸木 は、 ぶんぷん おこり だした。 


そうして、 薬屋の 戸 を、 われる ように どんどん 叩い 

た。 

「もしもし、 さっきの 店員の 人。 金 を 持って来 たから、 

ボロン を 売って くれた まえ」 

店の 中で は、 人の 話し ごえが 聞え るが、 だれも 丸木 

にこた える 者がなかった。 

「もしもし、 さっき 君 は、 金 を 持って来れば 売る とや 

くそくし たじ やない か。 さあ、 ボロン を 売って くれた 

まえ」 

すると 店内から、 ばかにし たような こえで 返事が 

あった。 


「もう 九 時 を 過ぎました から、 商店 法の 規則で、 品物 

は うれません。 明日に して 下さい」 

これ を 聞いて、 丸木 は、 獣の ようにお こり だした。 

「おいおい、 金 を 持って来れば、 売る と 言った のに、 

それじゃ あ 話が 違う。 ぐずぐず 言わないで、 この 戸 を 

あけろ」 

「そり や 売る と 言い ましたが、 今晩のう ちに 売る と は 

言わなかったです よ。 商店 法なん ですから、 なんと 

い つ て も だめです」 

「なにつ、 どうしても 売らない と言うの か。 今にな つ 

て 売らない と言うなら、 この 戸 を 叩き こわして、 はい 


るぞ」 

「そんな 乱暴な こと を やつち や、 だめです よ。 しかし 

この 戸 は、 あなたの ような 乱暴な 人 を はいらせ ないた 

めに、 かなり 丈夫に 出来て いるんで す。 お気の毒 さま 

です が、 あなたの 手が 痛いだ けです よ」 

店員 もなかな か 負けて いない。 丸木 は、 それ を 聞く 

と、 益々 たけり だした。 

「これ だけ 言っても、 言う こと をき かないなら、 わし 

は、 好きな とおりに やる。 お前な ど を 相手に せんぞ！」 

そう 言う と、 丸木 は 二、 三 歩 さがり、 きっと 戸 をに 

らんだ。 


驚いた ことに、 戸 はめり めり と 鳴った。 今にも こわ 

れ そうだ。 

丸木 は、 からだで もって、 薬屋の 戸に ぶつつ かる。 

見て いる 千 二 は、 びっくりした。 

「丸木さん、 およしなさい」 

千 二 は、 一生 けんめい、 丸木 をと めにかか つたが、 

丸木の 耳に は、 もう 千 二の 言葉な ど は、 全く 聞えない 

らしい。 

そのと き、 千 二 は、 妙な 音 を 聞いた。 

ひゆう、 ひゆう、 ひゆう、 ひゆう、 ひゆう、 ひゆう 

千 二 は、 その 妙な 音 を 聞きながら、 


(あれ、 あの 音 は、 どこかで 聞いた 音 だぞ) 

と 思った。 しかし 彼 はすぐ さま、 そのこと を 忘れて 

しまった。 その わけ は、 丸木が、 ついに、 めり めり と 

薬屋の 戸 をお したおして しま つ たからで ある。 

「あつ、 乱暴者！」 

「おい、 みんな、 力 を 借せ。 こいつ を 取りお さえて、 

交番へ つきだ すんだ」 

奥で 顔 を あらって いた 店員た ち も、 どっと 店に とび 

出した。 そうして、 十 人 近い 人数で、 一 人の 丸木 をと 

りまい た。 

だが、 丸木 はすこし も、 ひるまない。 長い 外套の 下 


から、 足 を だして、 店員た ち を 蹴た おした。 丸木に 蹴 

られた 店員 は、 だれでも、 うう といった きリ、 二度と 

おきあがって 来なかった。 

残った 店員た ち は、 この 烈しい 丸木の けんまくに、 

すこしお それ をな して、 後へ ひきさがる。 

その 間に、 丸木 は、 薬の 壜を 並べた 棚のと ころに と 

んで 行って、 壜の 上に はって ある レッテル を 一 々見て 

は、 ちがって いると 見えて、 かわるがわる 両手に つか 

んで、 店員の 方へ なげとばす。 劇薬 も 毒薬 もあった も 

ので はない。 さわぎ は、 ますます 大きくな つた。 

そのうちに、 丸木 は、 大きな 声で さけんだ。 


「ああ、 あった。 ボロンの 壜 があった ぞ」 

と、 丸木 は、 その 場に おどり だした。 

その 時、 丸木の 後頭部め がけて、 野球の バットが 飛 

んで 来て、 ぐわん と 大きな 音 をた てた。 店員の 一 人が、 

この 乱暴者 を 静かに させる ため、 ありあわせの バット 

で、 丸木の 後から、 なぐりつけた のだった。 

だが、 丸木 は、 それに は 一向 驚かなかった。 そうし 

て ボロンの 壜を 大事そう に、 幾度 もな でまわした。 

「あれつ、 こいつ！ びくともしない ぞ。 へんだ な あ」 

店員 は、 もう 一度 力ま かせに、 バット を 振って、 丸 

木の 頭 を なぐりつけた。 丸木の 頭 は、 ぐわん といった。 


その はげしい 音で は、 頭が 破れた かと 思った が、 や は 

リ 丸木 は 平気だった。 しかし、 どうした わけ か、 その 

時から 丸木の 首 は、 急に 曲って しまった。 たいへん 妙 

な 工合で、 まるでお もちやの 人形の 首 を、 ぎゅっと 曲 

げたよう な 恰好であった。 

丸木 は、 それでも 平気であった。 首 を 曲げつ 放しで、 

ボロンの 壜を 腹のと ころに 抱える と、 表へ とび 出した。 

店頭に は、 もちろん、 この さわぎ をみ ようとい うの 

で、 弥次馬 連中が、 わいわい 集って 来て、 店内 を のぞ 

いていた が、 丸木 は、 おそれ 気 もな く、 その 連中 を 垣 

でもお したおす ように 突きの けて、 一 散に 戸外に 走り 


出した のだった。 

「おうい、 待て。 薬品 どろぼう、 待て！」 

店員と 弥次馬 連中が 一し よに なって、 丸木の 後 を 追 

いかけた。 店 をし めて、 静かに なった ばかりの 銀座 は、 

とんだ ことから、 火事場の ような さわぎに なった。 

「あれつ、 いない ぞ。 どこへ 行つ たんだろう！」 

「おい 薬品 どろぼう、 こっちへ 出て こい」 

出て 行く もの もないだろう が、 とにかく どこへ 逃 込 

ん だか、 丸木の 行方 はわから なくなった。 


7 やみと ひかり 


銀座に 起った 怪事件に ついては、 あくる 朝の 新聞 は、 

たいへん 大きな 見出しで、 でかでかと 書きた てた。 

「怪人、 銀座に 現れ、 薬屋 を 荒す」 

「怪事件に おびえた 昨夜の 銀座 通」 

「共犯者の 少年、 逮捕 さる」 

など、 いろいろな 見出しで 書きた てられた が、 「共犯 

者の 少年」 と は 外ならぬ 千 二の ことであった。 

千 二 は、 逃げ そこなって、 警視庁に ひかれて 行った 


ので ある。 

その 朝刊に、 もう 一 つ 銀座の 怪事件が、 並んで 出て 

いた。 

「宵の 銀座に、 奇怪な 殺人。 被害者 は、 若き タイ ビス 

卜」 

各紙と もこの 二つの 事件 は、 別々 の 事件と して 新聞 

に 並べ て 書きた てられた。 

ただ 一 つ、 東京 朝夕 新報と いう 新聞 だけ は、 この 二 

つの 事件 を 一 つと 考えて いいような 風に、 記事 を 書い 

た。 

「怪人、 深夜の 銀座 を あらして 逃走す。 美人 殺害、 薬 


屋の 店員 は あやうく 鬼 手 をの がれた。 満 都の 市民よ、 

注意せ よ」 

この 方の 新聞記事 は、 かなり 巿民を 驚かした。 犯人 

が 逃走した まま、 まだつ かまら ないから、 注意 をす る 

ようにと 書いた ことが、 巿 民の 胸に、 大きな 不安 を植 

えつけ たのだった。 

かわいそう なの は、 千 二 少年だった。 その 前夜から、 

へんな 目にあい 通しであった。 その あげく、 怪人 丸木 

にこき つかわれ、 共犯者と いう ことにな り、 警視庁の 

リ ゆうち じょう 

留置場へ、 放り こまれて しまったの である。 

千 二 は、 冷たい 壁に とり 囲まれた 留置場に、 しょん 


ぼり と 坐って いた。 彼 は 悪い 夢 を まだ 見つ づけて いる 

ような 気がして いた。 

千 二 は、 警視庁の 留置場へ ほうりこまれ たのち、 ほ 

ん のちよ つと 調べられた だけで、 あと は そのまま 留置 

場の 中に、 忘れられた ように とめおかれた。 

「うそをつくな。 うそをつ いている 間 は、 一力 月で も 

二 力 月で も、 ここへ ほうりこみ っぱなし だ。 一 つ、 よ 

く 考えな おしてみ ろ」 

そういう 言葉 を、 千 二 は、 痛い ほどつ よく、 小さい 

胸に おぼえて いる。 それ は、 取調が 終って、 再び 留置 

場に ほうり 込まれる 前に、 掛 官の大 江山 課長から、 な 


げ つけられた 言葉 だ。 

だが、 千 二 は、 なにもう そな ど はついて いない。 ほ 

ん とうの こと を 答えた ので あるが、 課長が、 それ を ほ 

ん とうにし ないだ けの ことだった。 

千 二の こと も 新聞に 出た。 

ある 新聞に は、 千 二の 顔が 大きく 出て いた。 それ は 

どこで とった 写真 か、 千 二が 見たら、 きっとな げくに 

違いない 写真だった。 

その 写真 は、 一年 前、 成 田 町で とった もの だ。 その 

時、 写真屋 さんの 店へ 上った の は、 千 二た だ 一人で は 

なかった。 新田 先生 も、 一し よだった。 つまり 新田 先 


生が、 小学校 をお やめに なって、 大阪へ 行かれる の を、 

成 田 町まで 千 二が 送って 来て、 そうして その 別れの 記 

念に とった 写真であった。 新聞社 は、 どこから か、 そ 

の 記念写真 を さがし 出して 来て、 千 二の 顔 だけ を 大き 

く 伸ばして、 写真版に つくり あげたの である。 思 出の 

ふかい 写真から、 複製した ものだった ので ある。 

だが、 千 二 は、 彼の 顔が 新聞に 出た こと は 知らない。 

だから、 その 写真が 使われた こと さえ、 知らないの だ。 

しかしながら、 新田 先生の 方で は、 千 二の 顔 を 新聞 

の 上に 発見して、 たいへんお どろいた。 そうして 顔 を 

まっかに して、 怒りの 声 を 発した。 


「こんなば かなこと が、 あってた まる もの か。 あの 千 

二君が、 共犯者 だなん て ことがあ るか！」 

千 二 少年の つよい 味方が、 一人 あらわれ たので ある。 

新田 先生 は、 つい 一年 前に 別れた 教え子の 千 二が、 

とんで もな い うたが い をう け、 警視庁に 入れられた， 」 

と を 朝刊で 知り、 その 場で 東京へ いこうと 決心した。 

それ はもち ろん 千 二の ために 弁護して、 留置場から 一 

刻 も 早く 出して やりたい ためだった。 

「あの 千 二君が、 あんなむ さくる しい 留置場に はいつ 

ている の だと 思う と、 かわいそうで、 たばこ をす う 気 


さえ 起らなかった」 

と、 後に 新田 先生 は、 その 頃の こと を ふりかえって、 

思 出 話 をな さった ことで ある。 

とにかく、 その 朝 先生 はすぐ に 電話 を 日本 空輸に か 

けた。 それ は 東京 行の 旅客機に 乗れる かどう か をたず 

ねたので ある。 たとえ 一時間で も 一分 間で も、 早く 千 

二の 困って いる 東京へ いきたいと、 新田 先生 は 飛行機 

で いく 道 を 選んだ ので ある。 

幸いに、 座席が 一 つあった。 予約して あった 客の 一 

人が、 急に 都合が わるくな つて、 それに 乗らない こと 

になった ので ある。 新田 先生 は、 すぐ それに 乗り こん 


だ。 

この 新田 先生と いうの は、 千 二 少年の 組に 理科 を教 

えていた 先生で ある。 一年 前に、 小学校 をよ して、 大 

阪 へいった。 大阪 では、 教鞭 をと るので はなかった。 

大阪 帝国 大学 工学部の 聴講生と なって、 さらに 勉強 を 

しょうと いうので あった。 新田 先生の 専攻す るの は、 

ロケットであった。 

ロケット というの は、 飛行機と 同じように、 空中に 

飛び まわる 新しい 乗物で ある。 まだ 研究が 完成して い 

ない ので、 あまり 大きな もの はない が、 行く行く は、 

地球の 旅行に も、 あるいは また 宇宙 を 飛び まわる にも、 


この ロケットが たいへん 都合の いい 乗物であった。 

新田 先生 は、 お昼 前、 無事に 東京 羽田の 空港に 着い 

た。 

新田 先生 は、 東京の 羽田 空港で 旅客 飛行機から 下り 

ると、 すぐ その 足で、 とる もの もとり あえず、 千ニ少 

年の 留置され ている 警視庁へ 龃 けつけ た。 

「何の 用です かね」 

と、 受附の 警官 はたず ねた。 

そこで 先生 は、 じつは、 これこれし かじかと、 千 二 

少年の こと をのべ、 あの 少年 は 自分の いい 生徒だった 

から、 殺人事件 を 一し よに やる ような 悪い 子供で はな 


い、 ぜひ 許して やつ ていた だきたい と、 まごころ を 面 

にあら わして 言った。 

受附の 警官 は、 たいへん いい 人であった。 新田 先生 

の 話に、 すっかり 同情して、 

「そうです か。 そういう ことなら、 誰よりも まず 捜査 

課長の 大 江山 警視に あって、 よく 話 をしたら いいで 

しょう。 ちょっとお 待ちなさい。 今 会える かどう か、 

私が 聞いて あげましょう」 

と 言って、 親切に も、 他の 来訪 客 を 待たせて おいて、 

大 江山 課長へ 話 をして くれた。 

そ の 口 添が きいた のか、 課長 は、 すぐ 新田 先生に 会 つ 


て くれる ことにな つ た。 

先生が、 みちびかれて はいった の は、 応接室と もち 

がう 小さな 部屋だった。 壁 は 防音 材料で 出来、 となり 

へ 話が 洩れない ようにな つていた。 その 壁に、 一枚の 

鏡が かかって いるの が、 どうも この 部屋に 似合わし か 

らぬ ものだった が、 これ は、 この 部屋から みると 鏡と 

しか 見えない が、 隣室から 見る とこの 部屋の 様子が 

すっかり 見える という、 一種の 魔法の 鏡であった。 

また 机の下に は、 マイクロ ホンが 隠して あった。 ひ 

とり 言 を 言ったり、 悪者 同士が 話 をす ると、 その 話 は 

すぐ 警官の 前にお いて ある 高声 機から、 大きな 声に 


な つ て 出る という 仕掛であった。 

さすがに、 警視庁 だけあって、 最新の 仕掛が して あ 

り、 悪人 を 調べる のに は、 すきがない。 外に 応接室が 

なかった ので、 新田 先生 はこ こへ 案内され たわけで 

あった。 

新田 先生が 待って いると、 そこへ 一 人の 痩せぎ すの、 

背の ひよ ろ 高い 背広の 紳士が はいって 来た。 顔 は 若々 

しいのに、 頭 はすつ かり 禿げて いる。 ちょっと 見る と、 

老人 だか 若い のか、 わからない。 

「や あ、 どうも 待たせ ましたね」 

「は あ、 あなた は 一 体 どなたで …… 」 


「私が 大 江山 警視です」 

「は あ、 あなたが 大 江山さん です か。 これ はとんだ 失 

礼 をいた しました」 

警視庁 のい かめし いお 役人と いえば、 さぞ かし 金ピ 

力の 服に、 サ ー ベ ルを がちゃがちゃ させて いると 思つ 

ていたのに、 これ はまた、 たいへん くだけた 姿、 くだ 

けた 物腰だった。 新田 先生 は、 正直に そのこと を 言つ 

てお 詫びす ると、 課長 は 笑って、 

「いや、 皆さんが そう 思つ とる ので、 困り ものです よ _ 

警視庁の 役人 は、 善良な 巿民 諸君の ため、 悪い 者 をお 

さえる のが 役目なん です。 悪い 者に 対して は 容赦し ま 


せんから、 こわい 顔 をし ますが、 善良な 巿民 諸君に 対 

して は、 親類の ように 思って 接して います。 実際の 役 

柄から 言って、 そうなんです からね。 子供た ちに は、 

それが よく わかる と 見え、 おまわりさんと 言って 慕つ 

おとな 

て くれます。 大人の 人に は、 まだよ くわ かって もらえ 

ないようで、 残念です がね」 

と 言い、 光の ある 自分の 頭 をつ るりと なでた。 

「大 江山さん、 私の 元の 教え子の 千 一 一 少年の ことで う 

かがった のです が、 千 二 少年 は 殺人 共犯者と なって い 

ますが、 彼 はそんな こと をす るよう な 生徒で はあり ま 

せん。 どうか、 放して やって いただきたい ものです」 


新田 先生 は、 そう 言って、 頭 を 下げた。 

「さあ、 そのこと です よ、 新田 先生」 

と、 課長 は、 にわかに 別人の ように、 き つ い 顔に な つ 

て、 

「私 も、 千 二君が、 そのような 悪人で ない こと は、 大 

体認め ている。 しかし、 どうも 今 困った ことがある！」 


8 先生と 教え子 


新田 先生が 大 江山 課長から 聞いた ところに よると、 

怪人 丸木の 行方 は、 さらに、 わからな いそうで ある。 

「これ は 困った ことです。 我々 は 捜査陣 を 広げて、 銀 

座 怪盗 (と 課長 はそう 呼んだ) を 探して いるので すが、 

どうも わからない。 彼 を とらえな いうち は、 気の毒な 

がら 千 二 少年 を、 ゆるす わけに はいかん のです」 

新田 先生 も、 それ を 聞いて、 なるほどと 思った。 そ 

こで、 仕方なく、 千 二 を ぜひ、 今 自由の 体に して くれ 

と、 頼む こと は、 一 時 見合わせる ことにして、 その 代 

り、 千 二に 一目 あわせて くれる ように 頼んだ。 

大 江山 課長 は、 まだ 誰に も 面会 を ゆるして いないが、 


特に 新田 先生に は、 それ を ゆるす ことにな つた。 

じめじめ とした うすぐらい 留置場で、 先生と 教え子 

と は、 手に 手 をと りあって 泣いた。 あまりの 情な さと 

なつかし さに、 どちらも 言葉 は 出ず、 涙の 方が さきに 

立った ので ある。 

やがて、 先生 は、 しわがれた 声で 千 二の 名 を 呼んだ _ 

「おい、 千 二君」 

「先生！」 

「誰が なんと 言おうと も、 この 先生 だけ は、 君が 悪者 

でない こと を 信じて いるよ」 

「先生、 ありがとう ございます。 僕 は、 うれしいです」 


千 二と 新田 先生と は、 また 強く 手 をに ぎりあった。 

「先生、 聞いて ください。 あの 丸木と いう 怪しい 人が、 

僕 を、 僕の 村から この 東京まで、 むりやりに 連れて来 

たんです。 そうして、 あのような ひどい こと を やった 

ん です。 です が 先生、 僕 は、 あの 丸木と いう 人が、 ど 

う もた だの 人間で ない と 思う のです」 

「ただの 人間で ない と 言う と、 どん な 人間 だ と 言う の 

かね」 

「火星の スパイ じ やない かと、 思う のです」 

「えつ、 火星？」 

新田 先生 は、 いきなり 火星が 飛 出して 来たので、 目 


を まるくした。 

「火星？ 火星の スパイと は、 一 体 それ は、 どういう 

ことかね」 

新田 先生 は、 目 を まるくして、 千 二の 顔 を じろ じろ 

と 見た。 

「先生、 これ は、 僕が いくら 警視庁の 人に 話 をしても、 

誰も 信じて くれない ことなので すが、 二、 三日 前の 夜、 

僕の 村へ、 火星の 生物が、 やって来たら しいんで すよ」 

「なに、 火星の 生物が やって来た。 ふん、 そうかね。 

それで …… 」 

新田 先生 も、 この 話に は、 ちょ つと 困った ようで あつ 


た。 いくらなんでも、 火星の 生物が、 この 地球に やつ 

て 来る なんて、 そんな 突拍子もない こと は 考えられな 

いからで ある。 

しかし 千 二 は、 熱心に、 そのこと を 語り 出した。 

あの 湖水へ、 夜お そく、 うなぎ を 取りに いった こと 

妙な 音が 聞え たこと、 光り物が した こと、 うす 桃色に 

光る 塔の ような ものが、 天狗 岩の 上に 斜に 突立って い 

たこと、 それから、 妙な 鳴き声の、 不思議な 動物が は 

いまわつ ていた こと、 千 二が それと 取組み あい を やつ 

て、 天狗 岩の 上から 水面へ 落ちた こと、 気がつく と、 

へんな においの する 部屋に いて、 そこへ あの 丸木と 名 


のる 怪人が 出て 来た こと、 その 丸木が、 「火星の 生物が 

隣に いる」 と 言い、 また 「これ は 火星の ボ —„ ^だ」 と 

いうよう な 意味の こと を 言った こと、 丸木に 捕えられ、 

はるばる 東京の 銀座まで ボロンと いう 薬品 を 買うた め、 

丸木 は 千 二 を 案内 人と して 連れて来 たこと、 それから 

例の 大事 件と なった ことな ど、 怪奇 きわまる この 数日 

の 間の 出来事 を、 千 二 はくわし く 新田 先生に 話 をした 

のであった。 

それ を 聞いて いた 新田 先生 は、 はじめの うち は、 笑 

いながら 聞いて いたが、 そのうちに、 だんだん まじめ 

な 顔に なり、 おしまい ごろに は、 膝 を 千 二の 方へ 乗 出 


して、 ほうほうと 驚きの 声 を あげて、 聞 入った。 

「ほう、 そうか。 千 二君。 これ は 笑い ごとで はない、 

大変な 事件 かも 知れない よ」 

新田 先生 は、 息をつめて、 千 二の 顔 を 見つめた。 

「先生 は、 わかって 下す つたんで すね。 僕、 うれしい 

です」 

と、 千 二 は、 永い 間の 自分 ひとりの 驚きが、 初めて 

ほかの 人に も わか つ て もらえた こと を 嬉しく 思った。 

「ところで、 その 丸木と かいう 怪人物 だが —— 」 

と、 新田 先生 は、 頭 を 左右に 振って、 

「丸木 こそ、 実に 不思議な 人間 だ。 さっき 千 二君 は、 


火星の スパイ かも 知れない と 言った が、 とにかく 彼 を 

つ かまえさえ すれば、 何もかも わかる だろうと 思う。 

よし、 大 江山 課長さん にも、 そう 言って、 よく 頼んで 

おこう」 

千 二 少年 は、 又、 その 時 心配そう に、 

「ねえ、 先生。 僕 は、 もう 一 つ 心配して いる ことがあ 

るので す」 

「心配して いる ことって、 なに？」 

「外で もありません。 お父さんの ことなん です。 お 父 

さん は、 僕が いなくな つたので、 心配して いると 思う 

のです」 


「あつ、 そうか。 お父さん は、 さぞ 心配して おられる 

だろう。 君のお 父さん は、 まだ ここへ 来ない のかね」 

「ええ、 何の 話 もな いんです から、 まだ 来ない のでし よ 

う。 きっと 僕が いなくな つて、 お 魚 を 取る のに、 大変 

いそがしくな つたた めでしょう」 

「しかし、 それ は、 どうも 変 だね」 

と、 新田 先生 は、 首をかしげた。 

なぜと い つ て、 千 二君が 警視庁へ あげられ たこと は、 

新聞に も 出た こと だから、 お父さん は 知らない はず は 

ない の だ。 それ を 知れば お父さん は、 千 二君が どうし 

ている かと 思って、 すぐ ここへ 龃 けつけ て 来る であろ 


う。 ところが、 まだお 父さんが 来ない というの は不思 

議 という 外ない。 

(これ は、 よほどの 大事 件 だ。 ゆだん をして いると、 

たいへ んな ことになる ぞ！) 

と 新田 先生 は、 腹の 中で、 おどろいた のだった。 

だが、 千 二の 前で、 心配そう な 顔 を 見せる こと はい 

けない と 考え、 心配の 方 は、 自分の 腹の 中に だけし ま 
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「千 二君、 何も 心配し ないがい いよ。 そこで、 先生 は 

決心した よ」 

「決心？ 先生 は 何 を 決心され たのです か」 


「それ はね、 千 二君の ため、 先生 は、 この 奇怪な 事件 

を 解こうと 決心し たんだ。 君の 味方に なって、 働 くん 

だ。 警視庁で も、 もちろん しっかり やって 下さる だろ 

うが、 それだけ では、 十分と はいくまい。 先生 は 当分、 

大学の 聴講 を やめて、 君の ため、 怪人 丸木 氏に まつわ 

る 謎 や、 そのほか いろいろと ふしぎな こと を、 出来る 

だけ 早く 解いて みょうと 思 うんだ」 

「先生、 すみません」 

千 二 は、 言葉 すくなに、 先生に お 礼を言った。 が、 

彼の 大きな うれし さは、 両眼から ぼたぼたと 落ちる 涙 

が、 それ を はっきり 語って いた。 


「な あに、 お礼なん か 言わなくても いいよ。 僕 は、 自 

分の 教えた 生徒が、 苦しんで いるの を じっと見 ている 

こと は 出来ない。 生徒が いくら 大きくな つても、 また 

えらくな つても、 やはり 先生 は 先生 だ。 生徒の ために 

なる ように 働く のが、 やはり、 先生の つとめ なんだ」 

「先生、 ありがとう ございます。 父に もよ ろしく 言つ 

て 下さい」 

「よしよ し、 心配す るな。 君 も、 そのうち ここから 外 

へ 出して もらえる だろう が、 それまで は、 じめじめし 

た 気持 をす てて、 元気で いなければ だめ だよ。 では、 

失敬」 


「先生、 もうお かえりに な るんで すか」 

「うん。 僕 は、 これから 例の 事件に ついて、 活動 を始 

める つもり だ。 たとい 半日で も、 一時間で も、 君 を 早 

く 自由の 体に してやりた いからね」 

てんぐい わ 
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千 二 少年の ため、 新田 先生 は、 ついに 立ち あがった 

の だ。 


先生 は、 大学の 勉強 をし ばらく やめる ことにして、 

教え子の うえに ふリ かかった 怪事件 をと こうと 決心し 

た。 まことに うれしい 新田 先生の 気持だった。 

先生 は、 警視庁 を 出る と、 すぐ その 足で 東京 駅に か 

けつけ、 省線 電車で 千 葉へ 急行した。 先生 は、 まず 千 

二の 父親に 会う つもりであった。 

駅 を 降りての ち、 先生 は 畠と 畠との 間の 道 を、 例の 

湖の 方へ、 てくてくと 急いだ。 その 道す がら、 先生 は 

千 一 一の こと を 何と 言つ て 話 を すれば 一 等 心配 を かけな 

いです むかし らんと、 いろいろと 考えて みた。 

だが、 それ は、 なかなか むずかしい ことであった。 


親 一人子 一人の 仲で、 父親 は 千 二の こと を 目に 入れて 

も 痛くない ほど、 かわいがって いるので ある。 その 千 

二が、 警視庁の 留置場に いる こと を 知ったら、 父親 は 

どんなに 悲しむ か 知れない。 

新田 先生の 足 は、 だんだん 重くな つた。 

ふと 気がついて 見る と、 この さびしい 田舎道 を、 湖 

の 方に 向かって、 大勢の 人々 が 行きつ かえりつ してい 

るので あった。 

「はて、 ばかに にぎやか だな あ。 お 祭で も あるの かし 

らん」 

そう 思いながら 歩いて いると、 行き かう 一 一人の 話が 


ふと 先生の 耳に はいった。 

「どうも、 えらい こったね。 まだ 千 二の こと を 知らん 

のか」 

「知る もんか。 千 蔵 は あのと おりの 体 だ。 そこへ 悴の 

千 二の こと を 聞かせち や、 かわい そうだよ。 悪く す 

リゃ あ、 それ を 聞いた とたんに、 う うんと いっち まう 

かもしれ ない よ」 

「そうか もしれ ない ね。 あの 怪我で、 血 をた くさん 

失って、 からだが ひどく 弱つ とる ちゅうこ とだ。 言わ 

な い のがえ え じ やろう」 

新田 先生 は、 胸 をつ かれた ように、 はっと 思った。 


行く 人々 の 話に よると、 千 二の 父親 は大 怪我 をした 

らしい。 一 体、 どうして 大 怪我な ど をした もので あろ 

ク ゝ o 

う 力 

怪我 をし たれば こそ 千 蔵 は、 千 二の こと も 知らない 

し、 東京へ 龃 けつけ もしないで いるの だ。 

千 二 は、 しきりに 父親の こと を 心配して いたが、 や 

はり、 それ はとり こし 苦労で はなく、 ほんとの こと だ つ 

た。 

「もしもし、 千 蔵さん がどう かした のです か」 

新田 先生 は、 一 人の 青年団 服の 男に 声をかけた。 そ 

の 男 は、 けげんな 顔 をして、 新田 先生の 顔 を ながめて 
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「大 怪我 をし たんです よ。 今う ちで、 うん うんうな つ 

て いますよ」 

「ああ、 そうです か。 どうして また、 そんな 大 怪我 を 

したんで すか」 

青年団 服の 男 は、 目 を ぱちくりして、 

「へえ、 あなた は 何も 知らないんで すね。 第一、 なぜ 

このような 人出が してい るんだ か、 知らないの でしよ 

う」 

「ええ、 何にも 知りません。 しかし、 私 は 千 蔵さん の 

ところへ 用が あって、 これから、 いく 者な のです」 


「はは あ、 なるほど。 では、 親類の 方です ね」 と、 か 

の 青年 は、 ひとり 合点 をして、 「それなら 話して あげ ま 

ひばしら 

しょう。 千 蔵さん は、 ゆうべ 火柱に ひっかけられて、 

大 怪我 をした のです よ」 

「えつ、 火柱です か？ 火柱と いうと …… 」 

「火柱と いうと、 火の 柱です」 

と、 青年団 服の 男 は、 わかった ような、 わからない 

ような こと をい つた。 

「ああ、 火柱が どこに 立った のです か」 

「天狗 岩と いう 岩が、 湖の 上に 出て いるので す。 すぐ 

その 側から、 びっくり する ような 大きな 火柱が 立って、 


そばに いた 千 蔵さん が やられて しまったんで すよ」 

新田 先生 は、 道行く 人の 話 を 聞いて びっくりした。 

千 二の 父親が、 ゆうべ 火柱で やられた というの だ。 

「はてな、 天狗 岩と いうと、 聞いた ような 名 だぞ」 

先生 は、 千 蔵の 家へ 急ぎながら、 道々 考えた。 

天狗 岩と は？ 

(そうだ。 千 二 くんに 聞いた の だ) 

やっと 先生 は、 天狗 岩の こと を 思い出した。 千 二が、 

その 天狗 岩の 上に、 ふしぎな 光 を はなつ 塔の ような も 

のが 立って いるの を、 見た と 言って いたが、 その 天狗 

岩 だ。 


また、 千 二 は、 天狗 岩の 上への ぼって いって、 そこ 

で 怪しい 生物と、 組 打 を やった と 言って いた。 その 生 

物と、 組合った まま、 岩の 上から ころがり 落ちて、 湖 

に はまった。 だが 気がついて 見る と、 例の 丸木と いう 

怪人が そばに いて、 これ は 火星の ボ ー ト だと 言った。 

そういう わけ だから 天狗 岩と いうの は、 この度の 事 

件と、 切っても 切れない ふかい 関係の ある 岩で ある。 

(この 岩 は、 後に なって、 火星 岩と 名 を かえた。 それ 

ほど、 後になる ほど 有名に なった 岩だった) 

その 天狗 岩で 千 二の 父親が 大 怪我 をした と は、 よく 

よくつ きな い 縁の ある 岩で ある。 


だが、 一 体 千 蔵 は、 どうして 怪我 をした のであろう 

かと、 いろいろ 考えながら 歩いて いるう ちに、 ついに 

千 蔵の 家の 前まで 来た。 

たいへんな 人だかりであった。 村人が、 たくさん 

集って いる。 みな、 心配そう な 顔であった。 

新田 先生 は、 人波 を わけて、 中にはい つた。 すると、 

ぶうんと、 消毒薬の きついに おいが した。 奥に は、 白 

い うわっぱり を 着た お医者さんが、 看護婦 相手に 病人 

の 手当 をして いるの が 見えた。 

「どうもい けない。 困った もんだ」 

と、 千 蔵 を 見て いるお 医者 さまが 言った。 


新田 先生 は、 玄関に 立って、 それ を 聞いて いた。 

「困りました わね え」 

と、 そばに ついている 看護婦が 言った。 

「なんとか 気の つく 方法 は、 ない ものです かな あ」 

と 言った の は、 勝手の 方から、 氷ぶ くろ を かえて 来 

た 中年の 男だった。 近所の 人らしい。 

新田 先生 は、 そこで しずかに 礼 をして、 はいつ ていつ 

た。 先生が 名乗 を あげる と、 お医者さん を はじめ 次の 

部屋へ つめかけ ている 人まで が、 親切な 先生が、 とお 

く 来て くれた こと を 感謝した。 

その 時、 お 医者 さまの 話で は、 千 蔵が ここに かつぎ 


こまれて 後ず つと 人事不省 になって いて、 いくら 注射 

をしても、 気がつかな いので、 困って いると いう こと 

だった。 

「それ は、 困りました ねえ」 

と、 新田 先生 も、 おなじ こと を 言った。 

お医者さん は、 千 蔵の 脈 を じっと かぞえて 首 を かし 

げ ていた。 

氷ぶ くろ を 持って来た リ、 こまごました 用事 をして 

いたの は、 千 蔵の 家のと なりに 住んで いる 佐 伯さん と 

いう 人だった が、 彼 は、 新田 先生に 向かい、 

「この 千 蔵さん は、 天狗 岩の 上で、 ひっくりかえって 


いたんです。 あのと おり 大 怪我 をして、 虫の息だった 

ん です。 出血 多量と いう やつで、 今朝が たに 輸血まで 

したので すが、 ここらで 気がついて くれれば いいので 

すがね え」 

と 言った。 

それ を 聞く と、 新田 先生 は、 

「では、 千 蔵さん は、 なぜ 怪我 をした か、 まだ その わ 

け を、 だれに も 話して いないので すか」 

「そうです。 なにしろ 千 蔵さん が、 人事不省の ままこ 

こへ かつぎこまれ たのです から、 よく わからないです 

が、 とにかくお 聞きでした ろうが、 火柱に やられたら 


しいと 噂して います」 

そう 言って いる 時、 お 医者 さまが、 

「あつ、 うまい ぞ。 口 を 動かし はじめた。 注射が きい 

て 来たの かもしれ ない」 

と 言った ので、 隣室に つめかけ ている 者 も、 それ を 

聞いて、 よろこび のこえ を あげて、 千 蔵の まわりに 集つ 

て 来た。 

「ああつ、 ああつ」 

千 蔵 は 苦しそう に 声 を あげ、 そうして うす 目 を ひら 

いた。 

「さあ、 千 蔵さん。 しっかりす るんで すよ」 


と、 お 医者 さま は、 千 蔵の 手 を、 かるく 叩いた。 

「あつ、 火柱 だ。 湖の 中から、 火柱が 飛 出した。 あつ、 

火柱が 飛ぶ。 火柱が 飛ぶ」 

千 蔵 は、 へんな こと を 口ば しって、 そうして 身 も だ 

え をした。 

「おい、 千 蔵 どん。 気 をし つか リ持 つんだよ」 

「おい 千 蔵さん。 わしが 見えない か」 

素朴な 近所の 人た ち は、 気の毒な 千 蔵 をと りまい て、 

しきりに 声をかけた。 

お 医者 さま は、 それ をと どめて、 

「ちょっとお 待ちなさい。 千 蔵さん は、 よほど 興奮し 


ている ようです から、 それが おさまる まで、 また 元の 

ところで、 しばらく 様子 を 見て いて 下さいません か」 

そう 言った ので、 皆 は 元の 隣の 部屋に うつった。 新 

田 先生 も、 それにつ いて、 千 蔵の 枕元から 去った が、 

先生 は、 

「はてな」 

と 言って、 じっと 腕ぐ み をして、 考え こんだ。 それ 

は、 さっき 千 蔵が、 うわごと のように 言った 言葉の 謎 

を、 どう 解いて いい かとい う 問題だった。 先生 は、 そ 

の 言葉の 中に、 千 蔵が その 夜で くわした おそろしい 事 

件が、 はっきり 織り こまれて いるよう に 思われる ので 


ある。 

新田 先生 は、 病床に ねて いる 千 蔵のう めき 声 を 聞き 

ながら、 ふかい 考えに しずんだ。 

さ つ き 千 蔵が 言 つたう わごと は、 たいへん 意味が あ 

るよう に 思われた。 

(火柱 だ、 湖の 中から 火柱が 飛 出した。 あつ、 火柱が 

飛ぶ！) 

これ だ、 これ だ。 

「そうか。 うむ、 そうか もしれ ない ぞ」 

新田 先生 は、 膝 を とんと 叩いた。 先生 は 今 千 蔵のう 

わごと から、 たいへんな 意味 を 拾い出した のであった。 


(火柱 だ！) 

千 蔵 は、 ゆうべ 火柱 をみ たんだ。 なぜ 千 蔵 は 火柱 を 

見た か。 それ はいつ ごろかわ からない が、 とにかく 千 

蔵 は 例の 湖の そばへ いってい たので、 火柱 を 見た ので 

ある。 湖の そばへ いった わけ は、 息子の 千 二 少年が、 

鰻 を 取りに いった まま、 いつまで たっても かえって 来 

ない ので、 心配の あまり、 見に いったの であろう。 そ 

こで 火柱 を 見た というわけだ。 

(湖の 中から 火柱が 飛 出した) 

火柱 は、 湖の 中から 飛 出した という。 その 火柱 は、 

地面の 上から 出た ので はなく、 実に 湖の 中から 立った 


ので あると いうので ある。 湖の 中から、 なぜ 火柱が 

立った か。 また その 火柱 は、 一体 どうした わけで 燃 

立った のか。 これにつ いて、 新田 先生 はすこぶ る 大胆 

な 考えだった が、 こう 考えた。 

この 湖の 中から、 火星 ボ— トが飛 出した のにち がい 

ない。 その 火星の ボ— ト というの は、 千 二の 見た とい 

う 塔の ような 形 をした もので、 それ は 全体が うす 桃色 

に 光って いたと いうから、 それが 湖の 中から 上へ 舞 

上った ので、 火柱に 見えた のであろう。 

これ は、 すこぶる 大胆な 考え方だった けれど、 その 

ように 考える と、 次の 言葉の、 


(あつ、 火柱が 飛 出した) 

という 意味が、 ちゃんと 合う ので はない か。 新田 先 

生が、 膝 を 叩いた の も 道理だった。 

おも C 

新田 先生の 面 に は、 喜びの 色が 浮かんだ。 

とにかく これで、 千 蔵のう わごと から、 一 つの 答え 

を 得た。 

(湖の 中から、 光る 火星の ボ— トが飛 出した) 

というの が、 その 答え だ。 

はたして、 この 答え は 正しい かどう か。 

火星の ボ— トは、 おそらく 空中に 飛 去った ことで あ 

ろう。 


一体、 なぜ 火星の ボ— トは、 湖の 中に あつたの であ 

ろうか。 それ は 千 二 少年が 語った ことが、 思い合わ さ 

れる。 —— つまり、 天狗 岩の 上に 立って いた 塔みたい 

な ものが 急に 傾き、 そうして、 湖の 中に 落ちる ところ 

を 見た と 言った。 そういう 千 一 一 少年の 話から 考えて み 

て、 火星の ボ— トは、 湖の 中に 沈んで いたので ある。 

それが、 飛 出した というわけだろう。 

その あとで、 千 二 は 怪物と 取組みあった まま 水中に 

落ちた。 そうして 気がついて みたら、 妙な 部屋の 中に 

いた。 その 妙な 部屋と いうの は、 火星の ボ— トの 中で 

あった。 


そこで 千 二 は、 丸木と いう 怪人から、 ボロンと いう 

薬品 を 買いに いくので、 一し よに いって くれと 頼まれ 

た。 そうして 丸木 は、 遂に 殺人事件 を ひきおこし てま 

で、 ボロン を 手に入れ たので ある。 

その 丸木 は、 ボロンの 壜を、 大事そう に 抱えて、 走 

り 出した という。 彼 は それから どこへ いったの であろ 

、つ。 

もちろん 怪人 丸木 はすぐ さま、 この 湖へ ひきかえし 

たのに ちがいない。 ボロンの 壜は 火星の ボ ー トの 中に 

持ち こまれた ことであろう。 それから しばらくして、 

火星の ボ— トは 湖の 底から、 空へ 向けて 飛 出した もの 


と 思われる。 

新田 先生の すぐれた 頭脳の 力 は、 遂に ここまで、 怪 

事件 を 解いた。 しかし 先生 も、 ボロンが なぜ 火星の 

ボ ー トに 入用で あるか、 それに ついては 知らなかった。 

^ 異常 現象 


新田 先生 は、 東京へ 引返した。 

その わけ は、 千 二の 父親が、 真夜中に 天狗 岩の そば 


で 見た 火柱と いうの が、 どうやら 「火星の ボ— ト」 と 

言われた 怪 ロケットの 出発す ると ころだった らしい の 

で、 さっそく これ は 東京へ 帰って、 別な 方面から 調べ 

たがいい と 思った からで ある。 

両国 駅の ホ— ムで 電車から 下りた 新田 先生が、 階段 

を 下りて 外に 出ようと した 時、 

「や あ 新田さん、 どうしました」 

と、 声をかけられた。 

その 声の する 方 を ふり 向いて 見る と、 そこに は 背広 

服の 紳士が 立って いて、 や あと 帽子 を 取った。 

「や あ —— 」 


と、 新田 先生 は 挨拶 を 返した が、 その 紳士の 顔 は、 

どこかで 見た おぼえが ありながら、 どうも 思い出せな 

かった。 

「はて、 あなた は、 どなたでした かしらん」 

「おや、 もうお 忘れです か。 私 は、 捜査 課長の 大 江山 

です よ」 

「ああ、 そうだ。 大 江山 課長で したね。 いや、 これ は 

失礼しました」 

と、 先生 は、 その 失礼 を わびた が、 その後で 首 を か 

たむ け、 

「しかし、 どうもお かしいで すね。 僕が お 目に かかつ 


た大 江山さん は、 もっとお 年 をめ していた 方の ようで 

したが …… おつむりな ども、 きれい さっぱりと 禿げて 

おられ ましてね」 

それ を 聞いて、 大 江山 課長 は、 苦笑した。 そうして 

課長 は、 新田 先生の 耳の そばへ 口 をよ せる と、 低い 声 

で、 

「いや、 はげ 頭 は、 あれ は、 私が 変装して いたんです 

よ。 初めて 人に 会う 時 は、 相手が どんな 人 かわから な 

いから、 あのよう に 変装して お 目に かかる ことにして 

いるので すよ。 私 は、 あんな 禿げ頭の 年寄で はあり ま 

せん。 どうか、 よく 見直して ください。 はは はは I 


両国 駅頭で、 大 江山 課長と 禿 頭 問答 を やった 新田 先 

生 は、 急に なんだか 和やかな 気持に なった。 

「大 江山さん。 僕 はい ま 千 二 少年の 父親 をみ まって、 

東京へ 帰って来た ところで すが、 あの 千 蔵さん は大怪 

我 をして いますよ」 

「そうだ そうです ね。 それ を 聞いた ので、 私たち もこ 

れ から、 あっちに 出かける ところ だが、 あなたに 先手 

をう たれた わけです ね。 それで、 何 かへんな 噂 を 聞か 

なかったです か」 

「ああ 聞きました。 火柱の 一 件でしょう」 

そこで 新田 先生 は、 千 蔵のう わごと について 話 をし 


た。 そうして 自分の 考え を、 みんな 課長の 前にの ベた 

のであった。 

「ふん、 そうです か。 よく 聞かせて くだす つた。 たい 

へ ん われわれの 参考になります」 

と、 大 江山 課長 は 一向 こだわる 様子 もな く、 新田 先生 

の 話 を 喜び、 

「だが、 そうなる と、 これまで われわれが、 蟻 田 博士 

の 予言 をば かにして いた ことが、 後悔され て 来ます よ。 

私 は、 博士が 変にな つたんだ ろうとば かり 思って いた 

が、 これ は、 改めて 考え直す 必要が ある」 

「蟻 田 博士 は 変で はない はずです。 僕 も、 むかし 教 


わった ことがあって、 よく 知っています」 

「ほう、 あなた は、 蟻 田さん の 門下 だつ たんです か。 

これ はふし ぎな 縁 だ。 そういう ことなら、 あなたに 一 

つ、 お願いしたい ことがあ るんだ が …… 」 

課長 は、 ちょっと 言いに くそう に、 あたり を 見廻し 

た 後、 

「新田さん、 怒つ ちゃ あいけ ません よ。 実は 私たち は、 

蟻 田 博士が 変 だと 思った ので、 極秘のう ちに、 博士 を 

病院に 入れて あるので す」 

「えつ、 博士 を、 …… 」 

「何しろ あのと おり、 火星 兵団 さわぎ を まきおこした 


本人の ことです から、 帝都の 治安 取締 上、 そういう 非 

常 手段 を とらない わけに、 いかなかった のです」 

「ああ、 僕 は 新聞で 読んで、 蟻 田 博士が 御 自分で 家出 

をして、 行方不明 になって しまった ことと 思って いま 

したが …… 」 

と、 新田 先生 は、 ため 息をついた。 

大 江山 課長 は、 かざりけのない 態度で、 その 時の 苦 

しい 立場 を 説明し、 

「そこで、 あなたに お願いと いうの は、 蟻 田 博士 を 病 

院 から 出して、 博士の 屋敷へ お帰しし ますから しばら 

く 博士の 様子 を 見て くれません か」 


「は あ、 様子 を 見ろ とおつ しゃい ますと、 どういう こ 

とです か」 

新田 先生 は、 課長の 言う 意味 を 問いた だした。 

「ああ、 それ は、 こういう 意味です。 実は、 われわれ 

は、 蟻 田 博士の 言われる こと は、 あり もしない こと だ 

と 思って いたのです。 しかし、 こういう ことにな つて、 

火星の ボ— トか何 か 知らないが、 ともかく 妙な ものが、 

やって来たり、 飛んで いってし まったり する ものです 

から、 博士の 言う ところ を、 もう 一度 考え直して みな 

ければ なりません。 そこで 幸い、 あなたが 博士の 門下 

生 だとい うこと ですから、 あなたに お願いして、 それ 


を 調べて いただきた いのです」 

と 言って、 課長 は、 ためいき をつ き、 

「こういう 天文学の ことな どになる と、 われわれ 素人 

に は、 ほんとうの ことか、 うその ことか 判断が つき ま 

せんので ね」 

と、 苦笑い をした。 

新田 先生 は、 大きく うなずいて、 

「よろしい。 そういう ことなら、 僕 もお よばず ながら 

それ を やって みましょう。 そうする こと は、 同時に、 

旧師に 対する 門下生の つとめで も あるので すから。 し 

かし、 千 二君 は、 なるべく 早く 出して いただきたい」 


すると、 大 江山 課長 は 言った。 

「これから 千 二君 は、 大事に 扱う ことにします。 今す 

ぐに 出す わけに はいきません。 が、 これ は 別に わけが 

あるので す」 

「別の わけと は、 どんな ことです か」 

新田 先生 は、 大 江山 課長の 顔 を 見た。 

「それ は、 例の 怪人 丸木が、 まだつ かまらない からで 

す。 千 二君 を 外へ 出した は、 とたんに 怪人 丸木が 現れ 

て、 千 二君 を、 殺した はとい うので は、 かわいそうで 

すから ね」 

「怪人 丸木 は、 千 二君 を 殺しましょう か」 


「それ は、 新田さん、 私たちが 犯罪に ついての 経験の 

上から 言って、 たしかに 起り そうな ことなんで すよ。 

丸木に ついては、 千 二君が 一番よ く 知っている のです 

からね。 千 二君が、 この 警視庁から 外へ 出た こと を、 

怪人 丸木が 知る と、 必ず、 少年 を 殺そうと 思う に 違い 

ありません」 

「なるほど。 そういえば、 そういう ことにな りそうで 

すね。 ああ かわいそうに …… 」 

新田 先生 は、 気の毒な 千 二の 身の上 を 思って、 胸の 

中が あつくな つた。 

「でも、 課長さん」 


と、 新田 先生 は、 しばらくして 言った。 

「あの 怪人 丸木 は、 火星の ボ ー トに 乗って、 もう 逃げ 

てし まったん ではない のです か。 あれ もき つと、 火星 

のま わし 者 かなん かでしょう から …… 」 

すると、 大 江山 課長 は、 首をかしげて、 

「さあ、 そこが 大事のと ころなん です が、 銀座 事件が 

あってから、 まだ 幾日もた つて いないので、 それ は 何 

とも 言えません。 私 どもの 経験に よると、 とにかく、 

ここ 四、 五日 は 様子 をみ ていなければ、 安心で きませ 

ん。 その 間に、 丸木が、 ひよ つくり 姿 を あらわす かも 

しれない のです」 


大 江山 課長 は、 火星の ボ— ト がいな くな つたから、 

丸木 も 一し よに 逃げた と、 そうきめ る こと は、 まだ 早 

すぎる と 思 つていた。 

新田 先生に は、 どっちが ほんとう だか、 よく わから 

なかった。 とにかく 課長の 頼み も ある こと だし、 彼 も 

前から、 旧師 蟻 田 博士の ことが 気に かかって いたと こ 

ろな ので、 その 足で、 蟻 田 博士に 会いに いくこと にし 

た。 

新田 先生 は、 その 足で、 蟻 田 博士が 入れられ ている 

病院へ いった。 

大 江山 課長 は、 両国 駅に はいるの を 一時 見合わせ、 


病院へ 電話 を かけて、 博士 を 出す ように 命令 をした。 

そうして 新田 先生に、 一人の 警官 をつ けて、 案内 させ 

た。 

とつぜん 退院の ゆるしが 下って、 蟻 田 博士 は、 喜ぶ 

やら 怒り 出す やら。 

「けしからん 奴 ども じ や。 わし を、 まるで 囚人の よう 

に、 こんなと ころへ おしこめ ておいて、 今にな つて、 

もう 出ても よろしい と は、 なんという、 勝手な 奴 ども 

じ や。 わし を、 一体なん と 思って いるの か」 

その 時、 新田 先生が、 博士の 前にい つて 御機嫌 を 取 

ら なければ、 博士 はなお も、 檻の 中から 出た ライオン 


のように、 あばれまわった ことであろう。 

「あつ、 新田 か。 貴様まで、 わし を 変 だとい うの か。 

け、 けしからん」 

「いや、 蟻 田 博士。 そういう わけではありません。 も 

うただ 今から、 お 屋敷に お帰りに なれる のです。 私が 

お供 をいた します」 

「ふふん、 その 手に はの らん ぞ。 そんな こと を 言って 

貴様 はわし を、 また どこかの 牢へ ぶちこむ つもりなん 

だろう。 弟子の くせに、 けしからん 奴 じ や」 

「いえいえ、 そうではありません。 全く もって、 私 は 

そんなけ しからん こと はいたし ません。 さあ、 御機嫌 


をお 直しに なって、 お 屋敷へ お帰りの ほど を」 

蟻 田 博士 は 白い あご 鬚 を ふるわせつつ、 暫く 新田 先 

生の 顔 を じっとみ つめてい たが、 

「おお、 新田。 貴様 はわし を だます のじゃないだろう 

な。 だまして みろ。  あとで、 うんと、 思い しらせ 

て やる から。 —— とにかく、 だまされ たと 思って、 出 

かける か」 

蟻 田 博士 は、 そこに 立ちながら 医者 や 看護婦の 顔色 

を 用心ぶ かくじろ リ じろ リと にらみつつ、 一歩一歩 玄 

関の 方へ あるいて いった。 

新田 先生 は、 けわしい 眼つ きの 蟻 田 博士 を、 なだめ 


すかして、 ともかく 博士 邸へ つれもどった。 

「けしからん。 実にけ しからん」 

と、 ぶつぶつ 言い どお しだった 博士 も、 久しぶりに、 

わが 家の 前に 下りた つと、 急に 機嫌が なおった ようで 

あった。 博士 は、 すたすたと 鉄 門 を あけて、 邸内へ は 

いっていった。 番をして いた 警官の 一人が、 おどろい 

たような 顔 をして、 裏手から とびだして 来たが、 蟻 田 

博士 は、 その 方へ、 じろ リと けわしい 目 を 向けた。 

「け、 けしからん。 わしの 屋敷 を、 刑務所に する つも 

り だな。 わし は ゆるせん」 

新田 先生 はまた 困った 顔 をした が、 一し よに ついて 


来た 警官が、 番をした 警官 を 呼んで、 博士の 相手に は 

ならず、 そのまま 自動車に 乗り、 ぶう— つと 警笛 を あ 

とに 残して、 帰って しまった。 

それでも 博士 は、 まだ 心 を ゆるめず、 

「おい、 新田」 

「はい」 

「お前、 その へん を、 よく 見て まわれ。 もし 人間が い 

たら、 どんな 奴で も かまわな いから、 箒で ぶんなぐつ 

て やれ」 

「はいはい。 承知いた しました」 

新田 先生 は、 博士 を この 上お こらせて はいけ ない と 


思い、 博士の 言われる ままに、 邸内 をぐ るつ とま わつ 

てみ る ことにした。 

裏手に まわって みると、 博士の 研究室に なって いる 

異様な 形の 天文台が ある。 

屋根 は 丸くて、 これが 中で、 モ— トル 仕掛で うごく 

ので ある。 そうして 屋根 は 二つに われる。 その 間から、 

博士の ご 自慢の 反射望遠鏡が、 ひろい 天空 をの ぞくの 

である。 

博士の 研究室に は、 りっぱな 機械が そろって いるが、 

その 天文台の 外 は、 庭 一面、 草が ぼうぼうと 生えて い 

る。 ほとんど 足 を ふみこむ すき もない ほどで ある。 垣 


など はこ われた ままで ある。 

蟻 田 博士の 天文台の まわり を、 新田 先生 は 幾度 か 足 

を 草に とられながら、 廻って みた。 

もちろん、 誰 一人と して、 そこに ひそんで いる 者 は 

なかった し、 警官の 姿 も 見えなかった。 

新田 先生 は、 天文台 を ひとまわりして、 博士 邸の 表 

に 出た。 そうして、 あらためて 玄関 を はいって、 博士 

の 姿 を 研究室に 見出した のであった。 

蟻 田 博士 は、 新田 先生に 言いつけた 見張の ことな ど 

は、 もうす つかり 忘れて しまった かの ように、 室内の 

機械 を 調べる のに 夢中であった。 


壁の 上に、 ガラスに はいった 自記 機械が あった。 自 

記 機械と いうの は、 人が 見て いなくても 観測した 結果 

が、 長い 巻紙の 上に、 インキで もって、 曲線に なって 

記録 せられる 機械で ある。 例えば、 室内の 温度が 一 日 

のうちに、 どう 変った かとい うような こと を 知りたい 

時、 人が 寒暖計の そばに つききりで、 一 々水銀の 高さ 

を 読んで 記さな くと も、 この 自記 機械に かけて おくと、 

巻紙が 廻る につれ、 ペンが 長い 曲線 を かいて、 室内 温 

度が どう 変った か 記して くれる。 

蟻 田 博士 は、 この 自記 機械 を あけ、 中から 巻紙 を ひつ 

ぱ つて、 それ を 見る のに 夢中に なって いる。 


「博士。 よく 見廻り ましたが、 もうお 屋敷のう ちに は、 

誰もい ませんで すから 御 安心なさい ませ」 

と、 新田 先生 は、 博士の 後から、 声をかけた。 

ところが、 蟻 田 博士 は、 それに は、 返事 をし ない。 

そうして、 なお も 夢中に なって、 その 自記 機械から、 

巻紙 様の もの を 長く ひっぱり 出して 見て いる。 その 目 

は 異様な 光 をお びて いた。 

「博士。 それ は、 何 を 自記す る 機械です か」 

新田 先生 は、 博士の 後に 近づいた。 

博士 は、 新田 先生に 声をかけられ、 びっくり したよ 

うで あ つ た。 


「誰かつ？」 

と、 けわしい 目で 振 返って 見て、 そこに 新田 先生が 

立 つ ている の を 見る と、 

「なんだ、 お前 か」 

「先生。 お 屋敷の 内に は、 ほかに、 もう 誰も いないよ 

うで ございま すよ」 

「そうか。 だが、 油断 は 出来ない ぞ。 もし 誰かの 姿 を 

見つけたら、 すぐ わしに 知らせる の だぞ」 

そう 言いながら も、 博士 は 長い 巻紙 を 手に 取って、 

自記 曲線 を 見入って いる。 

「博士。 それ は问を 測った ものなん です か」 


新田 先生 は、 再び 同じ こと を 蟻 田 博士に 尋ねた。 

「これ か」 

と、 博士 は、 巻紙の ような 記録 紙の 上 を ぼんと 手で 

叩いて、 

「わしが 留守に している 間に、 大変な 異常 現象が 起つ 

ていたんだ」 

「えつ、 大変な 異常 現象と は？」 

「異常 現象が 起った と は、 つまり、 この 宇宙の 中に、 

あたりまえ でない 出来事が 起って いたんだ」 

博士の 目の 中には、 いらいらした 気持が、 はっきり 

と 見られた。 それ を 見て、 新田 先生 も、 なに かしら ぞっ 


とした。 

「博士。 宇宙の 中に、 あたりまえ でない 出来事が 起つ 

ていた、 とおつ しゃ るんで すか。 それ は、 一体 どんな 

ことなんで すか」 

博士 は、 なお も 長い 記録 紙 を、 くりかえし 広げて 見 

ていたが、 

「とにかく、 これ は 地球 始 つて 以来の 大事 件が、 近く 

起る ぞ。 という わけ は、 わしの かねて 注目して いた モ 

口— 大 彗星の 進路が、 急に 変った のじ や」 

「は あ、 モロ ー 彗星の 進路が、 急に 変る と、 大事 件が 

起る のです か」 


U モロ— 彗星 


モ 口 ー 彗星が 、 急 に 進路 を 変え たからと いって、 さ 

わいで いる 蟻 田 博士だった。 それが なぜ 大事 件になる 

のか、 新田 先生に は、 わけが わからなかった。 

「おい、 新田。 地球が 遂に 粉み じんになる 日が 来る ぞ」 

「えつ、 なんです つ て」 

新田 先生 は、 びっくりして、 博士の 顔 を 見なお した。 


先生 は、 自分の 耳 を 疑った ので ある。 地球が 粉み じ 

ん になる。 …… と 聞え たように 思った ので。 

「なんだ といって、 それだけの ことじ や。 地球が、 粉 

みじんに、 くだけて しまう のじ や」 

「先生、 それ はじょう だんです か。 それとも、 小説 か 

なんかの 話です か」 

新田 先生に は、 博士の 言葉が まだの みこめなかった。 

そうで もあろう。 地球が 粉み じんになる 日が 来るな 

んて、 そんな ばかばかしい ことが、 あるであろう か。 

さもなければ、 蟻 田 博士 は、 やはり 病院に はいって 

いる 方が、 いい 人な ので はなかろう か。 つまり 博士 は、 


変にな つてい るので はなかろう か。 

新田 先生 は どっちに 考えて いいの か、 たいへん 迷つ 

た。 

蟻 田 博士 は、 記録 紙 を 机の 上に のせる と、 ていねい 

に 巻いて いった。 そうして それ を 大事そう に 側の 金庫 

の 中に しまった。 その 間、 博士 は 一言 も 発しなかった 

が、 それが 終る と 深いた め 息をついて、 新田 先生の 方 

を 見た。 

「おい、 新田。 お前に は、 この ことが のみこめ ないか 

もしれ ない。 が、 よくお 聞き。 さっき も 言った ように 

かねて 注意 を 払って おいた モロ— 彗星が、 わしの 留守 


中、 急に 進路 を 変えた の だ。 その 結果 モロ— 彗星の 新 

しい 進路 は、 これから 地球が 通って いくはず の 軌道と 

交る の だ。 しかも その 交る 時刻に、 モロ ー 彗星 も、 地 

球 も、 その 軌道の 交点に 来る の だ。 だから、 両方 は大 

衝突 をす る！」 

「地球と モロ ー 彗星と が、 大 衝突 をす ると おっしゃる 

のです か」 

新田 先生 はび つくりして、 思わず 博士の 腕 をつ かん 

だ。 

博士 は、 悟りき つた 人の ように 平気な 顔で、 

「そうだ。 やっと、 わかった かね」 


「つまり、 地球の 軌道と、 モロ— 彗星の 軌道と が 交つ 

ていて、 どっち かが、 その 交点 を 早く か 遅く か 通って 

しまえば いいの だが、 不幸に も、 地球と モロ— 彗星と 

が、 同時に、 その 交点 を 通る。 それで その 時大 衝突が、 

起る という わけです か」 

「そうだ、 そうだ。 全く その 通り だ。 地球の 人類に 

とって、 こんな 大きな 不幸 は あるまい な あ」 

「そこで、 大 衝突 を やって、 地球 は 粉み じんに なって 

しまう のです か」 

「そうだと も。 モロ ー 彗星の 芯 は、 地球の 大きさに く 

ら ベて 八 倍 は ある。 これ は、 さしわたしの 話 だ。 そう 


して、 その 心 は、 どんな もので 出来て いるか、 まだよ 

く はわから ない が、 とにかく 非常な 高熱で 燃えて いる、 

かたまり 

重い 火の 塊 だと 思えば いい。 そういう ものが、 地球 

の 正面から、 どんとぶ つかれば、 地球 はどうなる であ 

ろうか。 衝突 後 も 元の ままの 地球で あると は、 もちろ 

ん 考えられない」 

「地球 は、 幾つかに 壊れる のでし ようね。 日本と、 ァ 

メリ 力と が、 別れ別れに なったり する のでし ようね。 

しかし われわれ 人類 は、 そうな つても、 ちゃんと 生き 

て おられる でしよう か」 

新田 先生 は、 恐し い 想像の 中に、 思わず おののいた。 


「いずれ 日本と アメリカ とが、 別れ別れに なると 言つ 

て も、 それが 二つの 小さな 地球の 形になる と は 思われ 

ない。 今のところ、 わしの 考えで は、 地球 は 粉み じん 

になって、 そうして、 いくつかの 火の 塊に なって しま 

う」 

「えつ、 火の 塊です か。 すると われわれ 人類 は。 …… 」 

蟻 田 博士 は、 モロ ー 彗星が 地球に ぶっかった 時 は、 

地球 は 幾つかの 火の 塊に なって しまう であろうと、 大 

胆な 見通し をつ けた。 

「そう なれば、 もちろん、 地球上の 生物 は、 一 べんに 

焼けて しまって、 ただ もやもやした 煙に なって しまう 


だろう な あ」 

蟻 田 博士 は、 平然と、 まるで ひとの 事の ように 言う。 

「博士、 それで は、 大 衝突 をす ると、 地球上の 人間 も、 

牛 も、 馬 も、 犬 も、 猫 も、 みんな 死にた えてし まう と、 

お つ しゃる のです か」 

「そうだよ」 

「やっぱり そうです か。 地球上の ありと あらゆる 生物 

が、 死滅す るので すか。 ああなん という 恐し いこと だ」 

新田 先生 は、 もう 立っても 坐っても おられ なくなつ 

て、 椅子の 上に、 やっと 自分の 体 を ささえた。 

「蟻 田 博士。 ほんとうに そんな 恐し い 時が 来ます か」 


「もちろん 来る さ」 

「ああ、 なんとかして その 大 衝突 を、 防ぐ こと は 出来 

ない もので しょうか。 だって、 余りに も 悲惨です」 

「相手 は、 地球 だの モロ ー 彗星 だ。 その 大 衝突 を 防ぐ 

こと は、 とても 出来ない 相談 だ。 そんな 大きな 物体 を、 

右と か 左と かに 動かす 力 を、 人間が 持って いない こと 

は、 お前 もよ く 知ってい るだろう」 

「それにしても、 それで は、 出来事が 余りに 悲惨です。 

歴史 も、 文化 も、 みんな 煙と 化して、 なくなって しま 

うのです」 

「仕方がな いよ。 人間の 力 は、 とても 自然の 力に は 及 


ばない。 それとも お前 は、 人間が、 そんなえ らい 生き 

もの だと 思って いるかね。 列車 を 走らせたり、 ラジオ 

で 通信したり、 戦車 を 千 台 も 並べて 突撃 させたり は 出 

来る だろう が、 宇宙に みなぎる 力に 比べれば、 そんな 

こと は、 ほんのち つぼけ な 力 さ」 

なるほど、 大宇宙の 中で、 地球と モロ— 彗星と がぶ 

つかる その 大きな 力に 比べる と、 大砲の 威力 も、 爆弾 

の 破壊力 も、 まるで 大男に 蚤が 食いつ いた 程の 力に も 

値しない こと は、 よく わかる。 新田 先生 は、 もう その 

後 を 尋ねる 元気 もな くな つ た。 

「どう だ、 新田。 いよいよ 地球の 文明 も、 これでお し 


まいになる よ。 人間 ども は、 日ごろ この 宇宙の 中で、 

一 等え らい ものの ように 思つ ていたろ うが、 これで、 

いかに 弱い もの だか、 わかる 日が 来る のじ や。 全く、 

気の毒み たいな もの じ や」 

と、 蟻 田 博士 は、 自分 だけ は 人間で ないような 口ぶ 

りであった。 

新田 先生 は それ を 聞いて、 いやにな つてし まった。 

自分の 足の 下に ふまえて いる 地球が、 こわれて しまう 

なんて、 とんだ ことにな つた ものである。 しかも、 そ 

の 地球が こなごなに こわれる こと を、 じ つ と 見ながら 

死んで いくの だ。 なんという 恐し いこと であろう か。 


(全く、 こうなる と、 人間と いう ものの 力 は、 ずい ぶ 

ん 小さい もの だ。 蟻が 人間の 指の 下で、 おしつぶされ 

るよりも、 もっと 簡単に、 人間た ち は、 モロ— 彗星の 

衝突で、 みな 殺しに されて しまう の だ。 ああ、 なんと 

いう みじめな 人間の 力であろう か」 

新田 先生 は、 心の中で、 泣きの 涙に なって いた。 

「さあ、 そうなる と、 わし も、 新しい 仕事が 出来て、 

いそがしく なった ぞ」 

と、 蟻 田 博士 は、 手 を 後に 組んで、 落着かない 様子 

で、 部屋 を あちこちと 歩き 廻る。 

「まず、 第一 に 用意して おかなければ ならない こと は、 


地球の 最期 を 映画に うつして、 後の世まで 残して おく 

ことじ や。 はて、 どうして それ を やりとげた らいい 

じ やろう か。 これ は、 なかなか むずかしい ぞ」 

博士 は、 ひとりごと を 言って、 また 歩き 廻る。 

新田 先生 は、 不審の 面 持 だ。 

(地球の 最期 を 映画なん かにお さめた つて、 どうに も 

ならない ではない か。 なぜと いって、 地球 そのものが、 

モロ— 彗星の 衝突で、 煙の ように 消えて しまう の だか 

ら。 へんな こと をい う 博士 だ) 

そう 思って、 蟻 田 博士の 方 を じっと見て いると、 博 

士は、 そんな こと は 一向 気に かけない 康 子で、 今度 は 


しきりに 天体望遠鏡 を のぞきこんで いる。 

「ほう、 モロ— 彗星の 形が だいぶん 変って 来た ぞ。 な 

る ほど、 これで 観測の 結果が 正しい ことが わかって 来 

た」 

博士 は、 やがて 地球が こわれ、 そうして 自分 も 死ぬ 

ことが、 さらに 気にならない らしい。 そういう 落着き 

は、 学者 だからそう なのか、 それとも 又 別に ほかの わ 

けが あるの か、 今のところ、 どっちと も わからない。 

「もし、 蟻 田 博士」 

「なんじ や。 大事な ところ じ や。 あまり 口 をき くな」 

「だって、 そういう 大事 件が 迫 つ て いると 聞けば、 も つ 


と 詳しく 博士から 伺って おきた くなります。 博士。 一 

体 モロ— 彗星が、 地球に 衝突す るの は、 何月 何日の こ 

とです か」 

新田 先生 は、 モロ ー 彗星が 地球に 衝突す る 日まで が、 

なるべく 長い こと を 祈りながら、 最も 大事な こと を 博 

土に 尋ねた。 

「衝突の 日の ことか。 つまり 地球 最期の 日 は 何月 何日 

かと 聞く のじ やな。 ふ ふ ふ、 それ は なかなか 重大問題 

じ や。 うつか リ 答える こと は 出来ない」 

「博士。 ぜひ 教えて いただきたいです。 それによ つて、 

僕たち は、 用意 をし なければ なりません」 


「なに、 用意 をす る？ 用意って、 なんの 用意 をす る 

のか。 お前た ちが どんな 用意 をしょう と、 結局む だな 

ことじ や。 おとなしく 死んで しまう がいい」 

博士 は、 地球と モロ— 彗星との 衝突す る 日 を、 なか 

なか 言おうと はしなかった。 新田 先生 は、 ますますい 

らいら して 来る のだった。 

「もし、 博士。 なぜ それ を おっしゃって 下さらな いの 

です 力」 

「まあ、 いいよ。 そんな こと を 聞いても、 なんにもな 

り はしない」 

博士 は、 頑として 言わなかった。 


「まだ 一 年ぐ らい 先です か」 

「さあ、 どうかな」 

「それとも 一 箇月 後でし ようか」 

「さあ、 どうかな」 

博士 は、 同じ こと を 言いながら、 望遠鏡に しがみつ 

いている。 

「どうしても、 おっしゃって 下さいません か。 では、 

よろしい。 僕 は、 誰か ほかの 天文学者の ところへ いつ 

て、 それ を 聞いて 来ます」 

新田 先生 はとうとう おこって しまった。 いつも は 決 

してお こらない 先生だった が、 地球が 粉み じんになる 


という 恐し い 話 を 聞いた ので、 少し 取りみ だした かた 

ちで あつたと、 先生の ために 言い わけ をして おきたい。 

それ を 聞く と、 博士 は 初めて 望遠鏡から 目を離した。 

そうして 新田 先生の そばへ 近づき、 両手 を 後に 組んで、 

若い 弟子の 顔 を のぞきこむ ようにして、 

「はは はは はは、 お前 は、 この 師の 学力が、 どんなに 

大きく、 かつ 深い もので あるか を 知らない とみえる の 

う。 まあ、 やって みるがいい。 誰のと ころで もい い、 

天文学者と い う 学者 のと ころ を 歴訪し て 尋ね てみ るが 

いい。 恐らく、 それに 答えて くれる 学者 は、 一人 もい 

ないで あろう。 いや、 第一、 モロ— 彗星が 地球に 衝突 


する こと すら、 誰も 気がつかない であろう。 ふん、 自 

慢じ やない が、 世界 広し といえ ども、 わしょり えらい 

天文学者 は、 ただの 一人 も いないの じ や」 

そう 言って、 蟻 田 博士 は、 ここちよげ に、 からから 

と 笑った。 

蟻 田 博士の、 恐るべき 自信！ 

モロ— 彗星と 地球と が、 やがて 衝突す るだろう こと 

を 知ってい るの は、 世界 広し といえ ども 自分 一人 だと 

言う。 

あまりに も、 大きな こと を 言いす ぎる ではない か。 

だが、 新田 先生 は、 博士が 大 ぼら を 吹いて いるの だ 


と、 一が いに は、 きめられな いと 思った。 なぜなら、 

博士が 実にす ぐれた 学者で ある こと は、 その 昔、 博士 

ちと 

の 下で 助手の ような こと をして いたので、 そのころ か 

ら よく 知っている。 そのころ アメリカの ウィルソン山 

の 天文台に、 テ— ラ— という 博士が いたが、 その 人 こ 

そ、 その 頃に おける 世界一 の 天文学者だった。 その 

テ— ラ— 翁が なくなる すこし 前に、 蟻 田 博士のと ころ 

へ 一通の 手紙が 来た。 新田 先生 も、 あとで その 手紙 を 

見せて もらった けれど、 その 文中に こんな 文句が あつ 

た。 

(ああ、 自分 は、 初めて 安心と いう こと を 知った。 そ 


れは 自分の 亡き あと、 あなたの ような 天才 的 天文学者 

がいる から、 天文学に ついては、 心配が いらない とい 

うこと を 発見した からで ある。 蟻 田 博士よ、 どうか あ 

なた は 世の中の 評判 を 気にしたり、 またえ らくな つた 

り、 金 持に なつたり する こと を 願ったり しないで、 一 

命 をた だ ひたすら 学問の ために 捧げても らいたい。 世 

の 中から わる 口 を 言われても、 学問の 上の ことで は、 

決して、 弱くな つて はいけ ない。 そうする ことが、 世 

界 人類の ため、 真の 幸福 を もたらす 道で あるから であ 

る) 

(自分 は 恐れる。 あなたの 上に、 あるいは、 世間の 非 


難が 集中す る 時が 来る ので はない かと。 なぜ なれば、 

あなた はきつ と、 オリオン 星座 附近に 横たわる、 千古 

の 秘密に ついて 興味 を もち、 そうして ついに 一 つの 恐 

しい 答え を 得る かも 知れない からだ。 その 恐し い 答え 

こそ、 世界人 類が 常日頃 願って いる 幸福 を にぎりつぶ 

し、 大 暗黒 を 与える ものである かも 知れない からだ) 

テ— ラ— 老 博士の 手紙の 中には、 こうした 意味ぶ か 

い 文句が あつたの である。 

モロ— 彗星と 地球との 衝突 は、 もうさけ る ことの 出 

来ない もの だ —— と、 蟻 田 博士 は 信じき つてい る。 だ 


が、 その 衝突が、 いつ 起る の やら、 それに ついては、 

口 を かたくむ すんで、 語ろうと しない 博士だった。 

新田 先生 は、 どうかして、 その 衝突の 予想 日 を、 博 

土から 聞 出したい と、 あれ や これ やと、 手 を 考えた。 

「もし、 博士。 僕に もお 手伝 を させて 下さい。 モロ  — 

彗星の 位置の 計算で もやり ましょう か」 

すると、 博士 は 笑つ て、 

「ふふん、 お前 なぞに そんな むずかしい ことが、 出来 

る はずがない よ。 手伝って くれる というの なら、 この 

望遠鏡で、 モロ— 彗星の 様子に かわりが ないか、 それ 

を 気をつけ ていて くれない か」 


そう 言って、 博士 は 望遠鏡 を 新田 先生に ゆずった。 

もちろん 博士 は、 その 望遠鏡の 使い方に ついて、 一 

通りの こと を 新田 先生に、 教えて やらなければ ならな 

かった。 また、 モロ— 彗星が、 これまで どんな 風に 形 

を 変えて いった か、 それにつ いても、 写真 や 観測 表で 

もって、 大体の 知識 を 入れて やらねば ならなかった。 

おかげさまで、 新田 先生 は 一 気に 最新の 天文学 をのみ 

こむ ことが 出来た。 

そこで、 新田 先生 は、 ひとりで、 望遠鏡 を 動かす こ 

とに なった。 

ただ 残念な ことに は、 モロ— 彗星の いると ころが、 


今ち ようど 太陽 面の 近くに あり、 そのうえ 雲が 邪魔 を 

している ので、 はっきり 見えない ことだった。 しばら 

く 時間 を まつより ほか、 仕方がない。 

その代り、 新田 先生 は、 望遠鏡 を いろいろと 動かし 

て 見る ことが 出来た。 博士が 世界一 を 誇る だけあって、 

じつにす ばらしい 明かる い 望遠鏡だった。 そのうちに、 

新田 先生 は、 異様な もの を、 望遠鏡の 中に とらえた。 

えもの 

^ 三つの 獲物 


湖畔に 起った 怪事件 を 取調べる ため、 かねて 千 葉へ 

出張 中だった 大 江山 捜査 課長 は、 一日 向こうに 泊り、 

その 翌日の 夕刻、 東京へ 帰って来た。 

帝都 は、 今ち ようど 暮れた ばかりで、 高層ビル ジン 

グの あちこちの 窓に は、 電灯の 火が 明かる く かがやき、 

その 下で、 いそがしい 仕事 を かたず ける ため 居残り を 

している 社員た ちの 姿 さえ、 はっきり 見られた。 

「課長、 すぐ 本庁へ 行かれます か」 

と、 自動車の 運転 をして いる 警官が たずねた。 

「ああ、 すぐ 本庁へ たのむ」 


課長と して は、 こういう わけの わからない 事件の 報 

告は、 なるべく 早くす ませて おかないと、 気が 落ちつ 

かないの であった。 いってみ てよ かった。 これまでに 

手がけた 事件と ちがって、 全く 妙ち きりんな 事件で あ 

る。 警視総監 も、 さぞ 驚かれる ことであろう。 

課長の 乗った 自動車 は、 お 濠 を 右に 見て、 桜 田 門の 

向かいに 立つ いかめしい 建物の 玄関に 着いた。 この 建 

物 こそ、 わが 帝都 を 護る 大きな 力、 警視庁であった。 

課長 は、 一旦、 自室へ はいった が、 すぐ 席から 立つ 

て、 総監 室へ はいった。 

課長 は、 なかなか 出て 来なかった。 彼が 出て 来たの 


は、 それから 約 一時間 もた つた 後の ことだった。 総監 

も、 課長の 報告に よって 事件の 重大性に 驚き、 今後の 

ため、 いろいろと 念 入な 打合わせが、 行なわれ たもの 

らしい。 

課長が 自席へ 帰って来 ると、 それ を 見かけた 佐々 刑 

事が、 課長のと ころへ 飛んで 来た。 

「や あ、 課長。 ごくろう さまですな あ。 で、 その 火星 

の 火柱と か、 火星の 化物と かいう 怪しい ものの 正体 は、 

わかりました か」 

課長 は、 それに 返事 をす るか わりに、 首 を 左右に ふ つ 

た。 


「えつ、 やっぱり わからな いのです か。 課長に もね え」 

大 江山 課長 は、 溜 息をついた。 

そうして 佐々 刑事に 向か つ て、 

「おい、 皆に ここへ 集って もらって くれ。 千 葉 出張の 

獲物に つ い て 報告 をす るから」 

「はは あ、 獲物に ついての 報告です か。 獲物と は、 そ 

い つ はすば らしい 話 だ」 

佐々 は、 大仰に 驚いて、 課 内の 幹部の 机 を 一 々走つ 

てま わった。 

まもなく、 課長の 机の 前後左右 は、 部下の 主だった 

警官に よって、 ぐるつ と 取り かこまれた。 


課長 は、 そこで、 いつにな く 深刻な 顔つきで、 一同 

をぐ るつ と 見 まわした あとで、 

「千 葉へ 出張して、 摑んで 来た ことにつ いて 報告 をす 

る。 結局 獲物 は、 たった 三つで ある」 

と 言って、 課長 は、 机の 上 を 指先で、 ことん と 叩い 

た。 

「その 第一。 火柱の 発見者で、 そのために 大 怪我 をし 

た 友 永 千 蔵と いう 男 は、 怪我 をした 場所が よくな いら 

しいが、 目下 気が 変な 状態に ある。 どうに も、 手の つ 

けよう がない。 だが、 怪我の 方 は、 重傷で は あるが、 

致命傷で はない そうで、 このまま 死ぬ 心配 はない」 


課長 は そこでち よ つと 口 を 切 つ て、 

「第二の 収穫 は、 こういう 拾い物 だ」 

と 言って、 靼の 中に 手 を 入れて、 やがて 机の 上に 放 

り 出した もの を みれば、 木の葉 蛙の 背中の ような、 色 

のまつ 青な、 長さ ーメ— トル あまりの 鞭の ような もの 

であった。 

課長 を 取 りかこん でいた 幹部 警官た ち は、 俄に ざ 

わめきた つた。 そうして 首 をのば し、 目 をみ はって、 

その 気味の わるい 色 をした 鞭の ような もの をみ つめた。 

「課長。 これ は 一 体、 何です か」 

部下の 一 人が、 たまらなく なって、 課長に 質問 を 放つ 


た。 

「さあ、 お前た ち は、 これ を 何 だと 思う かね」 

大 江山 課長 は、 机の 上に のせた その 気味の わるい 青 

い 鞭の ような もの を 指して、 周囲に 集った 警官た ちの 

顔 を、 ずっと 見 まわした。 

「はて、 何でし ようかね」 

「 一 種の 紐 だな」 

「どこかに ついていた 紐が、 ちぎれた のじ や ありませ 

ん かね」 

「どうも わからない。 とにかく、 いやらしい 青い 色 だ」 

課長に ついて 千 葉へ 出張して いた 部下た ち も 集って 


来て、 皆の 説 を おもしろげ に 聞 入る。 千 葉で 拾って 以 

来、 一体 これ は 何だろう かと、 さかんに 議論 を やった 

らしい。 

「ねえ、 課長。 それ は、 火星の 化物の 遺失物で すよ」 

とつぜん、 大きな 声で どなった 者が ある。 それ は、 

いつも 元気の いい 佐々 刑事であった。 遺失物と いうの 

は 落し物と か、 忘れ物と かいう 意味であった。 

「よう、 佐々、 お前 は なかなか 目が きく ぞ。 今日は、 

特製 ライス カレ— を 食べたん だな」 

一 座 は、 ど つ と 笑った。 

佐々 刑事と 特製 ライス カレ ー の 関係 は、 庁 内で たい 


へん 有名であった。 彼 はずつ と 前、 或る 事件の ため、 

一年 近く 遠く 南の 方に 出張して いた。 わが 南洋 領の諸 

島 を 廻り、 それから 更に 南下して、 ジャワ、 ス マトラ、 

ボル ネオ、 セ レべス という 四つの 大きな 島 をぐ るぐ る 

廻って 来た。 そのと き 彼 は、 みやげに カレ ー の 粉 を 石 

油 缶に 五 杯 も 持って 帰り、 同僚に も 分け、 もちろん 大 

江山 課長に も 呈上した。 残り は、 大事に しまって ある。 

そうして、 時々 その カレ— 粉 を 出して 二 ゥムの 鍋に と 

き、 自分で ライス カレ— を 作って 食べる。 

それが 有名な 佐々 の 特製 ライス カレ— だが、 それに 

ついて まだ 話が ある。 


彼 は、 特製の ライス カレ— を、 うまそう に 食べる。 

七 分 づきの 御飯 は 食堂から とりよせ るので あるが、 こ 

の 上に ぶっかける 黄色な カレ— の 汁の 中には、 いろい 

ろな ものが はいる。 鳥の こ ともあれば 豚の 時 も あり、 

たまね き 

じ やがい もの はいって いる こ ともあれば、 玉葱の は 

い つ ている こと も ある。 

なお その上に、 彼 はいろ いろな 香の物 をき ざんで、 

混ぜ あわすの である。 黄色く 押しの かかった 古 漬の沢 

庵 や、 浅漬 のかぶ や、 つかりす ぎて 酸っぱい 胡瓜 や、 

紅しょう が や、 時には 中国 料理で 使う 唐が らし 漬の 

キャベツまで も 入れる。 香の物 は、 なるべく たくさん 


の 種類が はいって いるの がいいそう である。 

ぼつぼつと、 湯気の 立つ 皿の 上 を ながめて、 彼 は、 

まだ 食べない 先から、 盛に、 ごくり ごくりと 唾 をのみ 

こんでいる。 

こうして 用意が すっかり 出来る。 そこで 彼 は 大きな 

ため息 を 二つ 三つして、 はじめて 瀬戸物 製の 大きな ス 

プ ー ンを 左手に 握る ので ある。 彼 は、 左き きで ある。 

「ああ、 これ や 熱くて、 口の 中が 火になる ぞ！」 

彼 は、 頰を ふくらませて、 皿の 上に もうもうと 立 昇 

る 白い 湯気 を、 ふうつ と 吹き、 そうして 山の ように 盛 

上った ライス カレ ー へ、 左手に 握った 瀬戸物の スプ— 


ン をぐ さりと 突立て るので ある。 あと はた だ 夢中で、 

馬の ように 食う。  これ を やる と、 佐々 の 頭 は、 急 

にたい へ ん によくな るそう である。 

当人 は それでい いが、 迷惑 をす るの は 机 を 並べて い 

る 同僚 だ。 なにしろ、 これ だけの カレ— 料理 を、 佐々 

は 自分の 机の 上で 作る ので ある。 誰が なんと 言っても、 

彼 は、 断然 自分の 机の 上で 作る。 そのために、 彼の 力 

レ ー 料理が 始 ると、 捜査 課の 中 は、 カレ— のにお いが 

ぶんぷん する。 時には、 警視庁の 建物 全体が カレ ー く 

さくなる。 

佐々 刑事の 自席 料理の ため、 恐るべき カレ ー の毒ガ 


スが、 警視庁の どの 部屋と いわず、 どの 廊下と いわず、 

はい こんでい くので あるから、 これまで 幾度 も 問題に 

なった。 

だが、 当人 は、 何と 言われようと 平気であった。 こ 

の 特製の カレ ー 料理 を 食べる と、 元気が 出て 頭が よく 

なる。 その 結果、 犯人 を 早くつ かまえる ことが 出来る。 

そう なれば、 警視庁の ために 喜ばしい ことで ある。 だ 

から ライス カレ— の 手製 はやめられない。 —— という 

のが 佐々 刑事の 言 分で あつ た。 

とにかく 彼 は、 だれから なんと 言われても、 一 向 気 


にしない たちだった。 そうして 思った こと を、 どん ど 

ん やって いく。 だから、 成功す る こと も 多かった けれ 

ど、 失敗す る こと もまた 多かった。 

失敗した とき は、 彼 はちよ つと はずかし そうな 顔 を 

して、 自分の 首す じ を 平手で とんと 叩く。 が、 いつま 

でも 悲観して いるよう な ことが なく、 間もなく 猛犬の 

ように 立ち あがる。 そうして 目的へ 向かって 突進する。 

機関銃の 弾丸み たいな 男であった。 

佐々 刑事の こと を、 私 は あまり 長く 書きす ぎた よう 

である。 

大 江山 課長の 机の 上に 置いた 青い 鞭の ような もの を 


見て、 

(それ は、 火星の 化物の 遺失物 だ！) 

と 言った 佐々 の 言葉 は、 たしかに あたって いた。 

その 青い 鞭の ような もの は、 大 江山 課長が、 天狗 岩 

の 附近から 拾って 来た ものであるが、 全くめ ずらしい 

品物な ので、 果して 火星の 生物が、 天狗 岩のと ころへ 

来て いたと すると、 それが 落して いった、 と 考える と、 

一 応 話の つじつまが 合う のであった。 

だが、 火星の 生物の 遺失物で あるの はいいと して、 

それが どんな 用に つかわれる 品物 か、 それが よく わか 

ら ない。 


火星の 生物が、 天狗 岩の 附近に 落して いった 青い 鞭 

のよう な もの は、 一 体 何に 使う 品物 か、 謎 を 秘めた ま 

ま 大学へ 送られる ことと なった。 

つまり、 大学へ 持って いって、 材料 や 形な どから、 

それが どんな 用に 使われる 品物 か を、 研究して もらう 

ためだった。 

大 江山 課長 は、 一 通りの 報告 を 終えた あとで、 次の 

ような 注意 を、 部下 一 同に 与えた。 

「はじめ、 蟻 田 博士が、 火星の 生物に 注意 をし ろと か、 

火星 兵団と いう ものが あるから 気をつけなければ いけ 

ない などと 言 出した 時には、 私 は、 何 を 言う かと、 実 


は、 博士 を 気が 変な 人 あっかいに していた が、 その後、 

つづいて 起った いろいろの 怪事件 —— と言うと、 千 二 

少年が 天狗 岩で 会った 怪塔. 怪物 事件、 怪人 丸木が 銀 

座で ボロン を 買うた め 殺人 を 犯した 事件、 それから 千 

二の 父親 千 蔵が、 見て 大 怪我 をした という 火柱 事件な 

どで あるが、 それらの 事件 を 通じて、 よく 考えて みる 

と、 どうも これ は 何 か あるら しいの だ」 

と 言って、 課長 は、 あらためて、 部下 一同の 顔 を、 

ずっと 見廻した。 一座 は、 しいんと なって、 課長の 口 

から 出て 来る 稀代の 怪事件に 関する、 一 言 一 句 も 聞き 

もらすまい として いる。 


大 江山 課長 は、 言葉 をつ いで、 

「確かに、 何 かが あるの だ！ 果して、 これ は 火星の 

生物 か、 火星の ボ— ト かわからない けれど、 とにかく 

前代未聞の 怪しい ものが、 東京 附近へ まぎれ 込んだ こ 

とだけ は、 疑う 余地がない」 

課長 は、 そこで、 溜 息をついて、 

「それで われわれ は、 ここで 一 大 決意 を 固めなければ 

ならない と 思う の だ。 それ は、 一 日 も 早く、 この 前代 

未聞の 謎 をつ きとめる こと だ。 この 解決の 近道 は、 目 

下 行方不明の 怪人 丸木 を 逮捕す る ことに あると 思う」 

大 江山 課長 は、 重大 決意の ほど を、 部下 一同に 語リ 


つづける。 

「もう 一 度 言う。 この 際 一 日 も 早く、 怪人 丸木 を 捕え 

よ。 そうして、 捜査に 当って は、 仮に 火星人なる もの 

が、 我々 の 住んで いる この 地球へ 紛れ こんで いるもの 

として、 ぬかりな く 用意 をと とのえ るの だ。 これまで 

に 次々 と 起った 事件 を ふりかえって みると、 怪人 丸木 

にしても、 火星人に しても、 かなり 狂暴 性 を 発揮して 

いる。 だから、 お前た ち は 必ずめ いめいに ピストル か 

催涙弾 を 身に つけて おれ」 

これ を 聞いて いた 一同 は、 深刻な 顔つきで うなずい 

た。 めいめいに、 ピストル か 催涙弾 を 身に つけて おれ、 


ほ .》 

などと いう 命令 は、 共産党 本部へ 突入した 時の 外、 受 

取った ことがない。 

「課長、 彼等 を 殺して しまって は、 何にもな らん じ や 

い けどり 

ないです か。 ぜひ 生 捕に しろと、 なぜ 命令 しないので 

す 力」 

佐々 刑事 は、 いささか 不満の 顔つきであった。 

「うん、 生 捕に 越した こと はない。 だが、 彼等 は、 我々 

の 決意 を 知る と、 将来に おいて は、 もっと 狂暴な ふる 

まい をす るだろう と 思う。 君が たに 命が けで 活躍して 

もらいた いこと はもち ろんだ が、 しかし 一方に おいて、 

私と して は、 ここにい る 君が たのうち の 一人で も を、 


むくろ 

冷たい 骸 にす るに 忍びない。 だから 十分 用意 をと と 

のえ るよう に」 

悪人た ちから は、 鬼 課長と して 恐し がられて いる 大 

江山 警視 だ つたが、 部下の 身の上 を 思う その 言葉 の 中 

に は、 限りない 慈愛の 心が あふれて いた。 

「おれ は、 必ず 生 捕って みせる。 おれ も 生き物なら、 

相手 だって、 生き物なん だから。 生き物の 息の根 をと 

める に は、 こうして ぐっと やれば、 わけなし だ」 

と、 佐々 は 柔道の 手で 締める まね をした。 

怪人 丸木と 火星の 生物との 検挙 命令 を 発しお わった 

大 江山 捜査 課長 は、 その 時、 急に 思い出し たらしく、 


「おおそう だ。 あの 子供 は、 どうして いるかね。 千 二 

少年 は？」 

と、 かたわら を 向いて たずねた。 

「ああ、 千 二 少年です か。 あれ は …… 」 

と 言って、 掛長が、 あとの ことば を、 口の 中に のん 

だ。 その 刹那に、 掛長 は、 鋭敏に、 何 ごと か を 感じた 

ようで あ つ た。 

「あれ は！ あれ は、 どうかした のか」 

と、 大 江山 課長 も 席から 立って、 掛長の そばに よつ 

た。 

「あれ は、 今朝、 放免いた しました」 


「なに、 千 二 少年 を 留置場から 出した のか。 ほう、 一 

体、 誰が 千 二 少年 を 出せと 命令した のか」 

「これ は 驚きました。 課長が、 今朝 ほど、 電話 を こち 

らへ おかけに なって、 放免し ろと おしやつ たので、 そ 

れで、 出した ような わけです が、 もしゃ 課長 は、 それ 

がまち がいで あると …… 」 

r 大 まちがい だよ、 君」 

と、 大 江山 課長 は 掛長の 肩に 手 を かけて、 ゆすぶつ 

た。 よほど、 あわてた ものら しい。 

「おい 君。 私 は、 そんな 電話 を かけた おぼえが な いん 

だ。 その 話 をく わしく して くれた まえ」 


「いや、 それ は 驚き ましたな」 

と、 掛長 は、 あきれ 顔で その 先 を 語り 出した。 

その 話の 要点 は、 つまり、 今朝 ほど、 全く 課長に ち 

がいない 声で もって、 電話が あつたと いうのに 過ぎな 

かった。 その 声 も、 言葉の しゃべり 方 も、 全く 課長に 

ちがいな いので、 

「すぐ 千 二 少年 を 放免し ろ」 という その 命令に した 

がった の だとい う。 その 話 を 聞いて、 大 江山 課長の 顔 

は、 急に 青くな つた。 


^ りっぱな 自動車 


千 二 少年 は、 どうな つたろう か。 

その 朝、 彼 は、 突然 ゆるされて、 留置場 を 出た。 

「おい、 千 二君、 もう 二度と、 こんなと ころへ 来る の 

じ やない よ」 

と、 佐々 刑事が 言った。 

「ええ、 もう 二度と、 来 やしま せんよ。 だいいち、 今 

度 だって、 僕 は 何にも しないのに、 まちがって、 こん 

なと ころに 入れられたん ですからね」 


「まちがって 入れられた、 などと 思って いちや、 いけ 

ない よ。 だって 千 二君、 君の 連の 丸木と いう 男 は、 確 

かに 人 を 殺して 逃げたん だからね」 

「でも、 僕 は、 何にも しないの です」 

「何にもし ないか どうか、 証拠が ないから、 はっきり 

身の あかしが 立たない じ やない か。 とにかく、 課長 か 

ら すぐ 放免せ よと いう 電話で もなかった 日に は、 まだ 

まだ 共犯のう たがいで もって、 ここへ 止めお かれる と 

ころ だよ。 くれぐれも、 これから のこと を 注意した ま 

え」 

「はい」 


「あの 丸木なん かと、 一 しょに、 悪い こと を や るん じ や 

ない よ。 それから 一 つ、 君に たのんで おくが、 もし 君 

が、 どこかで 丸木 を 見かけたら、 すぐ この 私のと ころ 

へ、 知らせて くれ。 どこから でもい いから、 電話 を か 

けて くれれば いいんだ。 ほら、 この 名刺に 電話番号が 

書いて ある」 

千 二 は、 佐々 にいろい ろと、 たしなめられたり、 た 

のまれた りして、 警視庁 を 出て いったの である。 

そこ は、 桜 田 門の そばであった。 千 二 はふた たび 自 

由の 天地に 放 たれた こと を 喜び、 まるで 小鳥の ように、 

濠 端 を とびとびしながら、 日 比 谷 公園の 方へ 龃 出して 


いった。 

公園の 垣根のと ころまで 来る と、 千 二 は、 そこに 一 

台の りっぱな 自動車が、 運転者 もい ないで 放 りっぱな 

しにな つてい るのに 気が ついた。 

公園の そばに、 放り っぱなし になって いる 無人 自動 

車 は 何で あ つたろう か。 

千 二 は、 人一倍 機械なん かが 好きであった から、 こ 

の りっぱな 自動車 を 見る と、 そのまま 通りす ぎる こと 

が 出来 なくなって、 自動車の 窓のと ころから、 内部 を 

のぞきこんだ。 


美しい スピ— ド •  メ —タ— がつ いている し、 ハンド 

ルも、 黒光りに ぴかぴか光 つていて、 まだ 倉庫から 町 

へ 走り出して 間 もない 外国製の 自動車で ある ことが、 

千 二に もよ くわかった。 

「ふうん、 ずいぶん、 りっぱな 自動車 も あれば ある も 

ん だな あ」 

彼 は、 ガラス戸に おでこ を こすりつけながら、 思わ 

ず ひとりごと を 言った。 

「ああ、 ぼっちゃん。 少々 ごめんなさい」 

不意に、 千 二のう しろで 声が した。 

千 二 は、 きまりが 悪くな つた。 振り かえって 見る と、 


そこに は、 からだの 大きな、 そうして きちんとした 服 

と 帽子に 身なり を ととのえた 運転手が 立って いて、 扉 

について いる 取手 を、 がたん とま わすと、 その 扉 を あ 

けた。 

この 運転手 は、 運転台へ 乗り こむ つもりで ある こと 

が、 よく わかった。 

「ぼっちゃん、 これに、 乗せて あげよう かね」 

「え つ 」 

「乗りた ければ、 乗せて あげる よ」 

千 二のう しろに 立って いた 運転手 は 思いがけな いこ 

と を 申し出た。 


「だって、 僕 は …… 」 

千 二 は、 乗りた いのは 山々 であった。 しかし、 せつ 

かく 警視庁から 放免され たと ころで ある。 へ んな こと 

をして、 また 間違い をして はならない と、 乗りたい 心 

をお さえた のであった。 

「いいから、 お乗りなさい。 さあ、 早く、 早く」 

千 二 は、 運転手に 腕 をつ かまれた まま、 車内の 人と 

なった。 

はじめから、 この りっぱな 自動車に 乗りたい 心で 

あつたが、 これで は、 何だか この 運転手の ため、 無理 

やりに、 運転台へ 乗せられて しまった ような もので あ 


る。 

千 二 は、 何だか ちょっと 不安な 気 もちに なった。 そ 

ういえば 千 二の 腕 をつ かんだ 運転手の 力 は、 あんまり 

力が はいり 過ぎて、 こっちの 腕が 折れそう であった。 

「動く よ」 

運転手 は、 しわがれた 声で 言った。 

すると 自動車 は、 たちまち 勢いよ く 公園の そば を 離 

れた。 そうして 日 比 谷 公園の 角 を 右へ 折れる と、 芝の 

方へ 向か つ てスピ ー ドを あげた。 

「すごい スピ ー ド だな あ」 

千 二 は、 感心して、 運転台の ガラスから、 商店 や 街 


路樹ゃ 通行人が どんどん 後へ 飛んで いくの を、 おもし 

ろく 見 まも つ た。 

だが、 しばらく いくと、 変な ことが 起った。 

それ は、 白い ォ— ト バイが、 後から 追い かけて 来た 

ことで ある。 そうして、 千 二の 乗って いる 自動車の 前 

を 通り過ぎ ると、 うう うつと、 すごい 音の サイレン を 

鳴らした。 ォ— ト バイの 上に は、 風よ け 眼鏡 をつ けた 

逞しい 警官が 乗って いたが、 手 を あげて、 こっちの 自 

動 車に 「とまれ！」 の 合図 をした。 

(はは あ、 この 運転手 さんが スピ— ドを 出し 過ぎた か 

ら、 それで、 おまわりさんに、 ストップの 号令 を かけ 


られ たんだな。 かわいそうに、 この 運転手さん は、 お 

まわり さんに 牝られ た 上、 罰金 を とられる だろう) 

と、 千 二 は 気の毒に なって、 運転手の 方 を ふり 返つ 

た。 

すると、 運転手 は 車 をと める かと 思いの外、 車 外の 

警官 を じ つ と 睨みつ ける と、 かえ つ てスピ ー ドを あげ 

て、 たちまち ォ— ト バイ を 追 越した。 

千 一 一は 驚いた。 

白い ォ — „ に. 尸 ィ の 警官から ストップ を 命令 さ れ たの 

にもかかわらず、 自動車 は 彼 を 乗せた まま、 ぐんぐん 

スピ— ドを あげて 逃 出した からだ。 


「ねえ、 運転手さん。 おまわりさんが、 ストップ しろ 

と 命令し ましたよ。 早くと めない と、 大変です よ」 

「おだまり、 千 一 丁-」 

「え つ ！」 

千 二 は、 また 驚いた。 

運転手から、 彼の 名 を 呼ばれて、 一 一度び つくりで あつ 

た。 

「運転手さん は、 どうして 僕の 名 を 知ってい るんで す 

ゝ I 

力」 

と 千 二 は、 となりに 並んで 腰 を かけて いる 運転手の 

顔 を 見た。 


運転手 は、 中腰に なって、 正面 をに らんで いた。 車 

は、 町の 信号 も 何もお かまいな く、 怒れる けだものの 

ように 走つ ていく。 

その 時 千 二 は、 運転手の 横顔 を 見て、 心臓が とまる 

ほど 驚いた。 

「あつ、 丸木さん だつ！」 

丸木 だ！ 怪人 丸木 だ！ 運転台で ハンドル を 握つ 

ている の は、 この 前 千 二が ひどい 目にあわされた 怪人 

丸木で あつたの だ。 

「静かに しろ、 お前が、 そばから うるさい こと を 言う 

と、 この 自動車の ハンドルが、 うまく とれ やしない。 


もし 衝突で もしたら、 大変 じ やない か」 

丸木 も、 かなり、 あわてて いる ことが、 彼の 言葉に 

よって、 よく わかった。 

「でも、 丸木さん。 おまわりさんに つかまる と、 大変 

な ことになるから、 早く 自動車 をお とめよ」 

「いや、 とめない。 もしと める と、 わし は、 また 人間 

を 殺す だろう。 なるべく、 手荒い こと はしたくない か 

らな あ」 

そう 言って 丸木 は、 スピ— ドを さらに あげて、 芝 公 

園の 森の 中に 自動車 を 乗入れた。 

芝 公園の 森の 中に とびこんだ 自動車 は、 小石 をとば 


し、 木の 枝 をへ し 折って、 森 かげ を かけぬける。 

公園の 出口が 見えた。 

非常召集の 命令が 出た とみえ、 森の 出口のと ころに 

は、 棒 を も つ た 警官隊が ずらり と 人垣 をつ くつ て 通せ 

ん坊 をして いるの が 見えた。 

「あつ、 あぶない！」 

「なに、 かまう もの か。 向こうの 方で、 この 車に 礫 か 

れ たが つ ている の だから」 

怪人 丸木 は 怒った ような 口調で、 このような 言葉 を 

吐く と、 あっとい う 間に 自動車 を、 その 人垣の 中に お 

どり こませた。 


「ああ つ ！」 

千 二 は、 もう 目 を あけて いられ なくなった。 彼 は、 

両手で 自分の 目 をふさいだ。 

自動車の 前のと ころへ、 何 かぶつかった ような 音 を 

聞いた。 車体 はぎし ぎしと こわれ そうな 音を立てた。 

だが、 千 二が、 ふたたび 目 を あけて みると、 自動車 

は、 相 かわらず、 すごい スピ— ドで町 を 走って いた。 

「どうしたの、 丸木さん」 

と 千 二 は、 とても しんぱい になって、 丸木に たずね 

た。 

「こら、 だまって いろと いうのに。  もうす こし だ 


下りる かも 知れない から、 もっと わしの そばへ よって 

来い」 

「え つ 」 

「はやく 言いつけた とおりに しろ。 さもなければ、 お 

前の 命が なくなっても、 わし は 知らない ぞ」 

「いやです。 ま、 待って 下さい」 

自動車 は、 その 時 さびしい 坂道 を かけあが つていた _ 

人 通 はない。 

その 時、 自動車 は、 くる つ と 左 へ まが つ て、 きり 立 つ 

たような 坂 をの ぼり 始めた。 その 時 千 二 は、 その 坂道 

の 行 手に、 「危険！ とまれ！ このうし ろ は 崖 だ！」 


と 書いて ある 立札が、 立って いるの を 見た！ 

警報に より ォ— ト バイの 警官 はふえ、 隊を なし、 怪 

人 丸木と 千 二 少年の の つ た 自動車 を 追い かけた が、 

やっと 追い ついて その 自動車の 姿 を 見る ことが 出来た 

時には、 警官た ち は 心臓が ぎ ゆ つと ちぢまる ような 恐 

しい 光景に ぶっかった。 

「あつ、 あぶない！」 

それ は、 例の 「危険！ この 先に 崖が ある！」 の 立 

札が 立って いる 坂道 横町へ 曲った とたんの ことで あつ 

た。 

見よ、 その 時ち ようど 丸木た ちの 乗って いる 自動車 


は、 すでに、 坂 を のぼりき り、 つきあたりの ところに 

立って いた 柵 をが あんと はねとばし、 車体 は 腹 を 見せ、 

砲弾の， 1 J と く 空中に 舞 上 つていた。 

「あつ、 崖から 飛 出した！ もう、 だめ だ」 

警官隊 は、 ォ —， ^バイ を そこへ ころがす と、 一せ い 

に 飛 下り、 息 をと めて、 大 椿事 を 見 まもった。 

自動車 は、 そのまま 右へ 傾き 始めた が、 その 時、 意 

外な ことが 起った。 

それ は、 自動車の 運転手 席の 左の 扉が さっと 開き、 

そこから 怪人 丸木の 上半身が、 ぬつ と 出て 来たの だつ 

た。 


「あつ、 あいつ、 やっぱり 逃げお くれたん だな。 かわ 

いそうに、 もう 飛 下りた つて、 どうもな り やせん。 どつ 

ちみち、 死ぬ ばかり だ」 

丸木 は、 この 時、 なぜ 自動車の 扉 を あけて 上半身 を 

乗 出した のか。 警官た ちに は、 丸木が 逃げお くれた も 

のとし か 思われなかった。 

空中 を もがく 自動車 は、 頭の 方 を 下にす ると、 その 

まま 落ちて いった。 丸木 は、 まだ 助る つもり か 上半身 

を 乗 出して、 死に ものぐるい であたり を 見 まわして い 

る。 

「うつ、 かわいそうに、 見ち や おられな いな あ」 


「とても、 助る 見込 はない」 

警官た ち も、 ひどく 同情した。 

崖から、 まっさかさまに 落ちて いく その 自動車に は、 

千 二 少年 も 乗って いる はずであった。 丸木が 死ぬ の は、 

自ら まねいた 罰で、 仕方がな いとして、 かわいそうな 

の は 千 一 一 少年であった。 

警官た ち は、 崖のと ころに しがみついて、 自動車が 

これから どうなる かと、 はら はらしながら 見 まも つ て 

いる。 

この 崖 は、 高さが 七、 八十 メ— トル もあった。 ちょ 

うど ま 下 は 1® つばで、 その 向こうに は、 川が 流れて い 


た。 川と いっても、 大きい どぶ 川ぐ らいの もので、 川 

幅 もせ まく、 深さ もい くらで もなかった。 丸木の しが 

みついて いる 自動車 は、 どうやら この 川のう えに 落ち 

そうに 見えた。 

やがて、 どうん と 大きな 音が 聞え た。 

それ は、 丸木の 自動車が、 川の すぐそばの 堤のう え 

に 落ちて、 ガソリン タンクが こわれる と 同時に 火 を 発 

したためであった。 川の 中に 落ちる かと 思った のに、 

それよりも ずっと 手前に 落ちた ので ある。 

「あつ、 焼ける ぞ、 自動車が。 おい 皆、 すぐ、 あそこ 

へいって、 火 を 消 すんだ」 


崖のと ころに 腹ば つ て 下 を 見て いた 警官た ち は、 号 

令 一 下、 すぐさま 起 上って、 また ォ— ト バイに うち 乗つ 

た。 今度 は 下り坂で、 車が すべろう とする の を、 一生 

けんめいに ブレ ー キを かけながら、 隊伍 堂々 と 下へ 下 

りていった。 

あの 恐し い 墜落ぶ り、 そうして あの はげしい 火勢で 

は、 乗って いた 者 は、 だれ 一人と して 助るまい と 思わ 

れた。 

自動車 は、 赤い 焰と 黒い 煙と につつ まれて、 はげし 

く 燃えつ づける。 その ガソリンの 煙が、 大入道の よう 

なかつ こうで、 だんだん 背が 高く のびて いった。 この 


さわぎに、 駆けつけた 近所の 人た ち も、 その 煙の 行方 

を あおぎながら、 

「ああ、 あんなに 高くな つた。 蟻 田 博士の 天文台の 屋 

根よりも、 もっと 高くな つた」 

と 言って 指 を さした。 なるほど、 その 崖の 上に、 あ 

の 奇妙な 形 をした、 蟻 田 博士の 天文 研究所の まるい 屋 

根が 霞んで いた。 


U 恐し い 日 


窓の 外に、 そのような 椿事が ひきおこされて いると 

はつゆ 知らず、 天文 研究所で は、 蟻 田 博士と 新田 先生 

とが、 しきりに むずかしい 勉強 を やって いた。 

「おい、 新田」 

と、 博士が、 めずらしく やさしい 声で、 新田 先生 を 

呼んだ。 

「はい、 ただ今」 

新田 先生 は、 そう 言って、 自分の 席 を 立 上る と、 博 

士の 机の 前へ いった。 

博士の 大きな 机の 上 は、 本と ノ ー ト とで 一 ぱい だ。 


まるで、 本の 好きな どろぼうが はいって 散らかし たよ 

うに、 机の 上に は、 ぺ— ジを ひらいた 本の 上に、 また 

他の 本が ひらいて 置かれ、 その また 上に、 ノ— トがひ 

らいて あると いう 風で、 ほんとうの 机よりも 十 センチ 

ぐらい は 高くな つてい る。 だから 博士 は 廻転 椅子 をぐ 

るぐ る まわして、 だんだん 椅子 を 高く して、 坐って い 

る。 

新田 先生が、 机の 上 を のぞこう としたと いうので、 

博士 は、 またどなり ちらした。 困った 博士で ある。 

新田 先生 は、 二、 三 歩 後へ 下って、 ていねいに おじ 

ぎ をした。 


「どうも、 失礼いた しました」 

「お前 は、 どうもけ しからん ぞ。 わしの やって いる こ 

と を 盗もうと して、 いつも どろぼう 猫の ように 目 を 光 

ら せて おる」 

「どうもす みません」 

新田 先生 は、 博士が 病気の ため 気が立って いると 思 

うから、 なるべく さからわない ようにし ている。 

それ を 見て、 博士 は、 また 少しき げん を 直し、 

「せ つ かく、 わしが お前 をえ らくして やろうと 思 つ て 

いるのに、 お前 は …… 」 と 言い かけて、 後 は 口 を も ご 

も ごと 動かし、 「あのな あ、 お前が 知りたい と 言って い 


た、 地球と モロ— 彗星と が 衝突す る 日の ことじ やが… 

〜」 

新田 先生 は、 思わず、 全身に 電気 を かけられ たよう 

に 思った。 蟻 田 博士が、 どうやら、 ついに 地球と モロ ー 

彗星との 衝突す る 日の ことにつ いて、 話そうと してい 

るら しい。 

「は あ、 は あ」 

「なにが、 はあはあ じ や。 もう、 教えて やろうかと 思つ 

たが、 やっぱり 教えないで おく か」 

博士 は、 どこまでも 意地悪で、 つむじまがり であつ 

た。 こういう 人に つきそつ ている 新田 先生の 気苦労と 


来たら、 たいへんな ものである。 教え子の 千 二 少年 を 

たすけ、 そうして 博士 だけが 知っている ところの、 今 

地球に 迫りつつ ある、 恐し い 運命に ついて 知る ために、 

新田 先生 は 辛抱して、 この 天文 研究所に おきふしして 

いるの だった。 

「教わりたくない のか。 だまって いて は、 わからん 

じ やない か。 おい、 新田」 

「は、 ま ヽ.」 

返事 を すれば 怒る し、 また、 返事 をし なくても 怒る 

博士だった。 

「どうか、 教えて いただきます」 


「ふん、 では、 かんたんに、 わしの 研究の 結果 だけ を 

話そう」 

博士 は、 白い あごひげ をつ まみながら、 

「モロ— 彗星と 地球と が ぴたりと 接触す るの は、 来年 

の 四月 四日 十三 時 十三 分 十三 秒の ことで ある」 

「えつ、 来年の 四月 四日、 十三 時 十三 分 十三 秒？」 

四月なら、 今から まだ 約 半年 先の ことで ある。 明日 

や 明後日でなくて まあよ かった と、 新田 先生 は 胸 をな 

でお ろした。 

十三 時 —— というの は、 一日 を 午前. 午後で 区別せ 

ず、 一日 は 二十 四時 間と して 言い あらわし たもので、 


十三 時 は、 ちょうど 午後 一時に あたる。 つまり、 来年 

の 四月 四日 午後 一 時 十三 分 十三 秒の ことで ある。 

「どうじ や。 四、 四、 十三、 十三、 十三 —— と、 数字 

が 妙な 工合に つづいて いる。 数字まで が 恐し い 運命 を 

警告し とる！」 

来年の 四月 四日 十三 時 十三 分 十三 秒に、 地球 は、 モ 

口 ー 彗星に ぶっかって、 粉々 になって しまう  と、 

蟻 田 博士の 言葉で ある。 

これ を 博士の 机の 前で 聞かされた 新田 先生 は、 わが 

耳 をうたがった。 

「博士、 来年の 四月 四日に、 地球と モロ ー 彗星が 衝突 


する ことに 間違はありません か」 

「間違？ この わしの 言葉に、 間違が あると でも 言う 

のか。 お前 は、 わしの 言葉 を 信じない のか。 わしの 天 

文学に 関する 智力 を 知らない のか」 

「知らない ことはありません が …… 」 

「そんなら、 それでい いで はない か。 わし を 疑うよう 

な 言葉 をつ かう でない。 もし 疑わしい と 思うなら、 何 

なりと 尋ねて 見ろ。 たちどころに、 その 疑い をと いて 

やる」 

蟻 田 博士の 自信 は、 巌 のように ゆるがなかった。 

博士の 自信に 満ちた 様子が うかがわれ ると、 それだけ 


に 新田 先生 は 悲しくな つた。 

「すると、 四月 四日の 衝突の のち、 我々 地球の 上に 住 

んで いる 人間 は、 一体 どうなります か」 

「そんな こと は、 わしに 聞く まで もない」 

「すると —— すると、 やはり 我々 は 一 人 残らず 死ぬ の 

です ね。 死滅です ね」 

「そうだ、 その 通り だ」 

博士 は、 こともなげに、 あっさりと 返事 をした。 新 

田 先生の 胸 は、 しめつけられる ように 苦しかった。 い 

よいよ 来る 四月 四日 かぎりで、 地球と ともに 人類 も滅 

びる の だ。 こんなに 永い 間、 いろいろと 苦労 をつ づけ 


て 来た 人類が、 あっさりと 滅び、 その 光輝 ある 歴史 も 

何も、 全く 闇の 中に 葬られて しまう ので ある。 そんな 

恐し いこと があって いいだろ うか。 いや、 人類の 好く 

と 好かない とに かかわらず、 現に モロ— 彗星 は、 刻々 

地球に 追ってい るの だ。 

「助かる 方法はないでしょう か、 博士」 

蟻 田 博士 は、 だまって、 鉛筆で、 白い 紙のう え を 叩 

いている。 

「ねえ、 博士。 モロ— 彗星の ため 地球が ぶち 壊されて 

も、 何とかして、 我々 人類が 助る 方法 はない もので しょ 

うか」 


「ない ねえ。 絶対に 助る 手 はない」 

博士 は、 他人の ことのよ うに 言う。 博士 はどうなる 

のか。 博士 だって、 やはり 人類で ある 以上、 一し よに 

死ぬ ので はない か。 それとも、 自分 だけ は 助る つもり 

であろう か。 

まつと 

「先生 は、 生命 を 全うされます か」 

「いや、 むろん わし も 死ぬ さ」 

博士 は、 新田め、 何 を わかりき つたこと を 聞く の だ 

と、 言い たげ な 顔であった。 

新田 先生の 最後の 頼みの綱 も、 ついに 切れた。 先生 

は、 千 扨の 断崖から、 どんと 下へ 突 落された ように 思つ 


た。 もう 立って いる ことが 出来ない ほどだった。 

(だが、 I— ) 

と、 新田 先生 は、 その 時 口の 中で 言った。 

ばんぶつ れいちょう 

(だが、 万物の霊長 たる 人間が、 そうむ ざむ ざと 死滅 

してなる もの か！) 

人間と いう もの は、 どうに も、 もういけ ない とき ま つ 

た 時に、 不思議に も、 それ を はねかえす 力が 出て 来る 

ものである。 新田 先生 も、 今 それ を さとった。 

「もし、 博士。 私 は 死にません」 

新田 先生 は、 きっぱりと 言いき つた。 

「何 じ や。 お前 は 死なぬ というの か。 ほほう、 地球が 


粉々 になっても、 死なない というの か。 お前 は、 変に 

なった ので はない か」 

蟻 田 博士から、 あべこべに 変にな つたので はない か 

と 聞かれた。 世の中の こと は、 ずいぶん おもしろい。 

(変にな つた？) 

新田 先生 は、 自分で も、 変にな つたので はない かと 

思った。 しかし 先生 は、 どうしても 死ぬ つもり はな 

かった ので ある。 死ぬ 気 もしなかった ので ある。 

「うん、 私 はきつ と、 生きの びて 見せる！」 

先生 は、 顔 を 赤く して どなった。 


^ 大 江山 課長 

大 江山 捜査 課長のに せ 者が 現れ、 警視庁へ 電話 を か 

け、 千 二 少年 を ゆるして 留置場から 出す よう 命令した 

と 聞き、 本物の 課長 は、 驚きの あまり、 顔色 を 失った 

こと は 前にの ベた。 

「どうも、 そうだろう。 おれ は、 あの 電話の こと を 後 

で 聞いて 知つ たんだが、 あれ は 警視庁の 黒星 だ」 

と、 佐々 刑事 は のこのこ 前に 出て 来た。 課長 はよ ほ 


ど 驚いた ものと 見え、 無言で、 机の 上に 頰杖 をつ いて 

考え こんでいる。 

課長からの 電話 だと 思って、 千 二 少年 を 出して やつ 

た 掛リの 責任者 は、 すっかり おそれ 入って しまって、 

これ また 石像の ように 固くなって、 突立って いるば か 

「だが、 あの 少年 は、 なかなか はしつ こい 子供だった 

から、 うまく 家へ 逃げ かえつ たんじ やない かしら。 ど 

うです、 千 葉へ 電話 を かけて みて は」 

と、 佐々 刑事 ひとりが、 元気よ くいろ いろと しゃべ 

る。 


課長 は、 相 変らず、 頰杖 をつ いたま ま、 動こうと も 

しない。 

「どうです、 課長。 千 葉へ 電話 を かけて は …… 」 

佐々 は、 課長 を 元気 づけたい と 思って いるよう で、 

机の 前から 半身 を 乗 出して、 課長の 顔 を のぞきこんだ。 

大 江山 課長 は、 はっきり しない 顔つきの ままで、 唇 

だけ を 動かした。 

「それ は、 だめ だ」 

「課長、 なぜ だめです。 この 名案が …… 」 

「名案？」 課長 は、 じろ りと 上目で 佐々 の 顔 を 見て、 

「そんな 名案が ある もの か。 佐々、 お前 は、 まだ ライ 


ス カレ— の 食い 方が 足りない らしい ぞ」 

「はは あ、 ライス カレ— です か。 はは はは」 

と、 佐々 は、 とってつ けたよう に 笑い出した。 佐々 

お得 意の ライス カレ ー のこと を、 課長が 言った ので 笑 

い 出した わけで あるが、 佐々 として は、 ここで 大いに 

笑って、 課長 を 元気 づけたい 了 心だった。 

だが、 課長 は、 佐々 の 笑いに つられて、 笑い出し は 

しなかった。 

「そうじゃ ないか。 なぜと 言えば、 もし 千 二が 朝のう 

ちに この 留置場から 出て いった ものと すれば、 お昼す 

ぎに は 千 葉の 家へ かえりつ いている はず だ。 そうだろ 


う」 

「まあ、 そうです ね」 

「かえりつ けば、 千 葉 警察の 者が、 こっちへ すぐ 報告 

して 来る はず だ。 なぜと 言えば、 千 二の 家 は、 ちゃん 

と 警官が 張番を してい るんだ からな」 

「なるほど」 

「ところが、 今 はもう 夜 じ やない か。 しかるに、 千 葉 

から は、 何の 報告 も 来て いない。 すると、 千 二 は、 ま 

だ 自宅へ かえりつ いていない ことが、 よく わかる じ や 

なレ 力」 

「な、 なるほど」 


佐々 は、 なるほどの 連発 だ。 

「そこ だ、 私の たいへん 心配して いると ころ は」 

と、 課長 は、 語気 を 強めて 言って、 

「だから これ は、 ひょっとすると、 千 二が 途中で 例の 

怪人 丸木に さらわれて しまったの では あるまい か。 そ 

ういう 疑いが 起る ではない か」 

課長 だけあって、 考えが かなり 深かった。 ほんとう 

に 課長の 言う こと は、 中って いたので ある。 怪人 丸木 

は、 たしかに 千 二 を 途中で さらって いった。 日 比 谷 公 

園の そばに、 自動車 をと めて おいて、 千 二 をう まく 運 

転 台に おしこんで、 逃げて いったの だった。 


そこで、 課長 は、 はじめて 頰杖を やめて 体 を 立てな 

おすと、 一 同の 顔 を 見 まわし、 

「どう だ 管下に おいて、 少年が かどわかされて いくの 

を 見た 者 はない か」 

「さあ、 そういう 報告 はどう も  」 

「それとも、 なに か 少年に 関係した 事件はなかった ろ 

うか」 

「そうです ねえ  」 

さすがに、 大 江山 課長 は、 目の つけどころが ちがう。 

千 二 少年が、 何者かに さらわれたと 知る と、 すぐさま、 

捜査の 糸口 をつ まみ 出した。 


「さあ、 今日 管下に 起った 事件の 中で、 少年に 関係が 

あった 事件と 言います と、 皆で 三 件あります」 

と、 佐々 刑事が、 主任の 机の 上から 帳面 を 持って来 

た。 

一 同 は、 その 帳面の 方へ、 頭 をよ せる。 

「まず 第一 は、 午前 八 時、 名前の わからない 十二、 三 

歳の 少年が、 電車に はねとばされそう になった 小学校 

一 年生の 女生徒 を、 踏切で 助けよう として 自分が はね 

とばされ、 重傷 を 負いました。 これ は 小 田 急 沿線 登 戸 

附近の 出来事です」 

「それ はちが うね」 


と、 大 江山 課長 は 一言で、 首 を 横に 振った。 

「は、 ちがいます か」 

「時間が 午前 八 時で は、 千 二 少年 は、 まだ 外に 出て い 

ないで はない か」 

正に その 通りで ある。 

その 時刻なら 千 一 一 少年 は、 まだ 警視庁の 留置場に い 

た。 

「なるほど。 これ は 私と した ことが、 ぼんやり してい 

ました」 

と、 佐々 は 頭 を かきながら、 また 帳面 をめ くった。 

「はい、 ありました。 これ は 午後 一時です。 十四 歳に 


なる 竜 田 良 一と 名乗る 少年が、 リャ 力— に 乗った まま、 

昭和 通で 自動車に 衝突、 直ちに 病院に はいり ましたが、 

この 原因 は、 信号 を 無視した ためです。 直ちに、 主人 

に 知らせた ので、 主人 は、 店員と 共に 龃 けつけ、 目下、 

看病 中 —— というの があります」 

「それ もい けない ね」 

「は あ、 名前が ちがって いますが、 もう 一度 しらべ 直 

してみ ません と …… 」 

「主人 や 店員が 来て、 落ちついて 看病して いるの なら、 

ほんとうの 店員 竜 田 良 一で、 千 二 少年が 偽名して いる 

わけで はない」 


「なるほど。 これ も だめです な あ。 では、 こういうの 

があります。 あ、 これ だ」 

と、 佐々 刑事が、 大きな 声 を 出した。 

「うむ、 早く 読め！」 

大 江山 課長 は、 思わず 体 を 前に 乗 出した。 

「午後 九 時 四十 分の ことです。 千葉県から 出て 来た 十 

三 歳になる 少年が、 大 川端から 投身 自殺 —— はて、 お 

かしい ぞ。 大 川端から、 投身 自殺 を はかった 年若い 婦 

人が あるの を、 交番へ 知らせる とともに、 自分 も 飛込 

み、 巡査と 協力して 助けた。 いや、 これ は 少年のお 手 

柄 だ。 千葉県から、 杉の 苗木 を 積んで、 東京へ 売りに 


来た その 帰り道での 出来事だった」 

「なるほど、 それから …… 」 

「それから —— 人命救助の 表彰の 候補者と して、 この 

少年 宫本 一太郎 を —— あつ、 やっぱりい けません」 

「何 だ。 早く 名前 を 読めば いいのに」 

これ も だめであった。 

その 日、 少年に 関係の ある 事件 三つが、 いずれも 千 

二 少年に は 関係の ない ことが わかって、 大 江山 課長 は、 

がっか リ してし まった。 

佐々 刑事 は、 きまり悪 そうな 顔 をして、 同僚のう し 

ろへ、 こそこそと 姿を消しながら、 


「ちえつ、 きょうは、 あたまが 悪い や。 しょうがない、 

すこし 遅い が、 これから ライス カレ ー を 作り直す こと 

にす るか」 

佐々 刑事 は、 ライス カレ ー を うんと 食べて、 頭 をよ 

くしょうと 考えた。 

力 力り 

その 時 交通 〔# 「交通」 は 底本で は 「交番 匕 掛 の 主任 

が、 課長の 前へ 進み出た。 さっきから 何が 気になる の 

か、 もじもじ している 主任であった。 

「ええ、 課長。 これ は、 あまりた いした もので はあり 

ません が、 御 参考まで にお 耳に 入れて おきます。 申し 

上げない 方が いいので すが、 後で 万一 関係が あつたと 


いう ことになります と、 申 訳が ありま せんので …… 」 

と、 いやに 気の 弱い 言い かた をして、 大 江山 課長の 

顔 を じ つ と 見た。 

「なに、 参考になる ことなら、 どんどん 報告した まえ _ 

引 込んで いる こと は、 ないじ やない か」 

課長 は、 少しい らいら した 気持で、 この 遠慮ぶ かい 

主任 をうな がした。 

「は、 それで はお 話いた します が、 実は、 お昼 ごろの 

ことで したが、 スピ— ド 違反の 自動車が ありまし たの 

で、 これ を 白バイで 追跡いた しました。 すると、 運転 

台に、 妙な 顔 をした 運転手と、 その そばに 一 人の 少年 


が 坐つ ている の を 見ました」 

「な あんだ。 少年の 助手 は、 このごろ、 いくらでもい 

るよ」 

「ところが、 少し 変な ことにな つたので す」 

「あま リ、 もったいぶらないで、 どんどん 先 を 話した 

らいいだろう」 

「は、 つまり、 自動車 は、 脱兎の 如く 逃走いた しまし 

た」 

「逃げた と は、 変 だな。 白バイ は、 何 をして いたの か」 

「いえ、 自動車が、 猛烈な スピ— ドを あげて 逃げて し 

まった のです」 


「逃して は、 話に ならない ね」 

「ところが、 追いつい たのであります」 

「どうも 君 は、 話し方 を 知らないね」 

「いえ、 課長さん が、 もう 少し 黙って いて 下さる と、 

話しよ いのです が、 むやみに、 おいそが せになる もん 

ですから 困ります」 

「何 だ。 手の かかる こと だね。 よろしい、 では、 君が 

喋り 終える まで、 こっち は、 一言 も 喋らない。 だが、 

もっと 要領よ く、 そうして もっと 早く 喋って くれ。 

きょうは、 いつにな く 気が短い のでね」 

「は、 それで は …… 」 


と、 主任 は、 例の 追跡 談を くわしく 語り 出した ので 

あった。 ついに その 自動車 は、 麻布の 崖の 上から 下に 

落ちて しまった こと や、 運転手が、 まつ 逆さまに 落ち 

る 自動車の 中から、 半身 を 出して、 こっち をに らんだ 

ことな ど を  。 

交通 主任の 口 は、 なかなか 重くて、 話 は 一向 スピ— 

ドを 上げなかった。 しかも その 話 はたい へん 詳しい の 

で、 話 は なかなかお しまいに ならない のであった。 

だが、 さっきまで、 自分で いらいらして いるんだ と 

叫んで いた 大 江山 課長 は、 どうした わけ か、 別人の よ 

うに、 たいへん 熱心に、 この 話に 耳 を かたむけ ている 


のだった。 もっと 早く 喋れと も、 もっと 要領よ く 喋れ 

とも、 どっちと も 言わなかった。 

「 …… とにかく、 不思議な ことです。 崖 下へ いって、 

焼けお ちた 自動車の 車体 を ひ つ くりかえして 見ました 

が、 運転手の 死体 はおろ か、 骨 一本 も、 そこに は 見当 

ら なかった のです からね」 

と、 交通 主任 は、 その 時の こと を 思い出し たらしく、 

ここでもう 一 度 不思議 そうな 思い入れ をして、 首 を か 

「で、 少年の 死体 は？」 

課長 は、 やっと 一 言、 口を出した。 


「実に、 不思議と いう 外ありません。 運転台に 一 しょ 

に 乗って いた はずの その 少年の 死体 も、 やはり 見当ら 

ない のです。 全く、 こんな 不思議な こと は、 生まれて 

はじめてです」 

交通 主任 は、 「不思議」 を 盛に くりかえす のだった。 

「まさか、 君た ちが 見 あやまった のではないだろう ね」 

「見 あやまり？ そ、 そんな こと は、 けっして ありま 

せん」 

交通 主任 は、 これ を 報告して 来た 白バイの 巡査 をた 

いへん 信用して いたので、 課長から、 見 あやまり では 

ないかと 言われる と、 一生 けんめいに べんかいした。 


また、 墜落 現場へ は、 自分 もい つてみ て、 共に 二人の 

死骸 を さがしまわ つたの だつ た。 

「不思議 だ。 どんなに 考えても、 ありそうな 話 だと は 

思われない」 

課長 は、 腹立たし いような 顔 をして、 握リ 合わせた 

両手で、 とんとんと 机の 上 を 叩いた。 

「課長、 この 話ば かり は、 まじめに 聞いて いられ ませ 

んょ。 まるで 西洋の 大 魔術み たいな ものです からね 

え」 

いつの 間に か、 佐々 刑事が、 前へ 出て 来て、 あたり 

はばからぬ 大きな 声 をた てた。 


「不思議 だ」 

課長 は、 一言、 また 不思議 だと 言った。 そうして、 

とんとんと、 机の 上 をた たきつ づける。 

「この 大 魔術に、 なんという 名前 を、 つけます かねえ。 

ええと、 秘法 公開、 空中 消身大 魔術！ どうです。 な 

かな かいい 名前 だ」 

佐々 刑事 は、 ひとり 喜んでい る。 

「不思議 だ！」 

と、 課長 は、 また 言って、 頤の先 をつ まんだ。 

「だが、 この 世の中に、 種の ない 大 魔術 は、 ある はず 

がない。 そうだ、 この 事件なん か、 とても 怪人 丸木く 


さ いところ が ある ぞ」 

課長 は、 すっくと、 立ち あがった。 

「怪人 丸木です つて？」 

一 同 は、 言合わせ たように、 声 を そろえて、 丸木の 

名 を 言った。 

「そうだ。 運転 をして いたのが、 怪人 丸木で、 運転台 

に 乗せられ ていた 少年が、 千 二であった —— と、 こう 

考えて みるの も、 魔術であろう か」 

「えつ、 千 二 少年に 怪人 丸木！」 

と、 一 同のお どろき は、 再び 爆発した。 事件が、 ま 

た 再び、 千 二 少年の 行方のと ころへ 戻って 来たので 


あった。 

「そうだ。 あいつなら、 魔術ぐ らい は、 使う であろう。 

だが、 使わば 使え。 魔術の 種 を、 こっちで もって、 あ 

ばいて やる。 きっと、 その 魔術の 種 をつ きとめる ぞ」 

課長 は、 例の 自動車の 墜落 事件 を、 丸木の やった 魔 

術 だと、 きめて かかった。 たしかに それ は 誤りで はな 

かった。 怪人 丸木の やった 仕事に ちがいなかった の だ 

から。 課長 はいかに して、 その 魔術 をと くであろう か。 

課長 は、 車 を 命じた。 

恐し い 自動車 惨事の あ つ た 崖 下 は、 警官に よ つ て 守 

られ ていた。 


まっくらな 夜 を、 火が もえて いた。 

まだ、 惨事の 自動車が もえつ づけて いるの かと 思わ 

れ たが、 そうではなくて、 焚火であった。 あたり を警 

戒 する ためと、 そうして 惨事の 現場 を 照らす ためだつ 

た。 

焚火 は、 すぐそば を 流れて いる 小川に うつって、 火 

が 二 段に 見えた。 

大 江山 課長 は、 部下 をした がえ て、 焚火の 方へ 近づ 

いた。 

そこ を 守って いた 警官が、 やっと 気がついて、 課長 

の 方へ、 さっと 手 を あげて 敬礼 をした。 


「や あ、 ごくろう。 崖の 上から おっこちた 自動車と い 

うの は、 これ かね」 

「はい、 この 繩 ばり をして あるの が、 それであります」 

「ふん、 ずいぶん、 ひどくな つた ものだね。 もとの 形 

が、 さっぱりわからない くらいだ」 

「そうであります。 なにしろ、 崖の 高さ は 七、 八十 メ— 

トル もあります ので、 あれから おっこち たので は、 と 

て もた まりません。 その上、 車体 は ごろごろ 転がりな 

がら、 すぐ 発火いた しました」 

「転がる ところ を 見て いたの かね」 

「はい、 私 は、 崖の 上から、 それ を 見て いたので あり 


ます」 

「そうか。 乗って いた 者の 死骸が、 見当らない という 

^6/ わ 」 

「はい。 死骸 はおろ か、 骨 一本 見当らない のです。 よ 

く 焼けて しま つ たもので すな あ」 

「 …… 」 

課長 は、 それに 答えないで、 懐中電灯 をつ けて、 あ 

たり を 照らした。 焼けく ずれた 自動車の ェ ン ジンが、 

地面 を はって いるよう な 形 をして いる。 そこから 二、 

三メ  — トル 先 は、 小川であった。 

「ふうん、 これ は、 どうも 腑に 落ちない こと だらけ だ」 


「どこが、 腑 におち ない というので すか」 

闇の 中から、 ぬつ と 顔 を 出した の は、 佐々 刑事で あつ 

た。 彼 は、 大 江山 課長が、 何 か 言 出す の を 待って いた 

ようで あ つ た。 

「おお、 佐々 か」 

と、 課長 は、 後 を 振 返り、 

「どうも 腑 におち ない ことがあ るんだ。 ガソリンに 火 

がつ いて、 崖の 上から おちた 自動車 を 焼いた こと は、 

よく わかる が、 乗って いた 人間の 体 はもち ろん、 骨 一 

本 さえ 見当らない の だ。 へんで はない か」 

「だって、 課長さん。 ガソリンに 火が ついて、 たいへ 


ん はげしく 燃えた ため、 骨 もなん にも、 すっかり 跡形 

なく 焼けて しまったん ではない のです か」 

「ガソリンが 燃えた くらいで、 骨が 跡形 なくなつ てし 

まう だろう か。 そんな こと はない。 骨 はもち ろん 残る 

はず だ。 まあ、 黒 焦 死体が ころがって いると いうの が、 

あたりまえ だ」 

「じゃあ、 ガソリン ではなく、 もっと 強く 燃える もの 

があって、 それが、 骨まで 焼いて しまったの じゃあり 

しょういだん 

ません かね。 たとえば、 焼夷弾み たいな ものが、 自動 

車に 積んで あつたと 考えて はどうです」 

「それ も おもしろい 考え方 だ。 しかし、 たとえ 焼夷弾 


が 燃 出した としても、 そこから 少し 離れた 所に ある も 

の は、 焼け残る はず だし、 ことに、 骨が 一本 残らず 燃 

えてし まって、 灰 も 残って いないと いうの は、 ちと 変 

だね」 

課長 は、 小 首をかしげた。 

佐々 刑事 は、 いらいらして 来た。 

「課長。 どうも 変 だとい うだけ じ や、 困ります ねえ。 

で、 その 事に ついて 何 かいい 答え を もっている のです 

か」 

「うん。 だから 私 は、 こう 考えて みた。 とにかく、 こ 

の 自動車に 乗って いた 人間 は、 生きて いると 思う」 


「えつ、 生きて いる。 まさか  」 

佐々 刑事 は、 あまりの ことに、 あいた 口が ふさがら 

ない といった 形だった。 

「課長、 あなたの おっしゃる ことの 方が、 変です ねえ。 

あのと おり、 高い 崖の 上から 自動車が、 ここへ おちた 

のです よ。 たとえ、 ガソリンに 火が つかな くと も、 人 

のうしんとう 

間 は 脳震盪 かなん か を 起して、 死んで しまう はずです。 

生て いるなん てこと は、 考えられません な あ」 

そう 言って、 佐々 刑事 は、 課長の 顔 を、 じっと のぞ 

きこんだ。 課長 は、 どうかして いるので はない かと 

思った ので ある。 


「だが、 佐々。 骨が 一 本 も 見あたらな いの だから、 私 

は、 乗って いた 人間が、 ここで 焼け死ん だと は 思われ 

ない」 

「だって、 課長、 —— 」 

「もちろん、 私に も、 あの 高い 崖の 上から 人間が 落ち 

て、 それで、 命が 助る ものと は 考えない。 しかし、 骨 

がー 本 も 見当らない の だから、 崖から おちた 人間 は、 

命が 助って、 どこかへ いってし まった としか 考えられ 

ない の だよ。 不思議と いう ほかない」 

「そんな 無茶な 考えはないです よ、 課長。 崖の 上から 

おちた 人間が、 命 を 全うした ばかり か、 そのまま どこ 


かへ 行って しまった というの は」 

「やむ を 得ない。 理窟で は、 そうなる の だよ」 

「それにしても、 変です よ。 それや、 人間の 体が、 鋼 

鉄 造りで あれば、 助る かもしれ ません。 骨と いっても 

たいして 固くない し、 柔 かい 肉 や 皮で 出来て いる 人間 

が、 あの 高い 崖の 上から おちて、 死なないで、 すぐ さ 

まどこ かへ 行って しまった などと …… 。 あつ はつ はつ。 

これ はどう もお かしい。 あつ はつ はつ」 

佐々 は、 大きな こえで 笑い出した。 


S 大 発見 


同じ 夜の ことで あ つ た。 

崖の 上に 並んで いる 蟻 田 博士の 天文台で は、 新田 先 

生が、 昼間から ぶっ通しで、 望遠鏡 をの ぞいて いた。 

「おい、 新田。 お前 は、 なかなか がんばり 屋だ のう。 

たのもしい 奴 じ や」 

と、 蟻 田 博士が、 いつにな く 新田 先生 を ほめて、 椅 

子から 立って 来た。 博士 もなかな かがんば り屋 で、 こ 

の 天文台へ かえって 来てから は、 ぶっ通しで、 本 を 読 


ん だり、 しきりに 鉛筆 を はしらせて、 むずかしい 計算 

をす るな ど、 勉強 をつ づけて いたので あるが、 その 博 

士が、 今にな つて、 やっと 新田 先生の 熱心 さに 気がつ 

いたのであった。 

「おほめに あずかって、 恐れ入ります。 しかし 私 は、 

モロ— 彗星の 衝突が 起っても、 何とかして 地球の 人類 

を 助けたい のです。 それ を 考える と、 じっとし ていら 

れな いのです」 

新田 先生 は、 その 問題の ため、 全く 熱中して いたの 

である。 千 二 少年が 無実の罪に おちて いるの を 早く 助 

け 出したい と 思って いた 先生で あるが、 博士から モ 


口— 彗星の こと を 聞く と、 更に この 方の 事件が たいへ 

ん 急に 迫った 問題 だと 考えた ので、 何とかして、 人類 

を 惨禍から 救う 道がない かと、 その 糸口 をみ つける こ 

とに 熱中して いたわけ であった。 

何しろ、 天文の ことに ついては、 蟻 田 博士が、 世界 

中で 一番よ く 知っている。 博士の そばに いる 間に、 せ 

めて 問題解決の 糸口で も 見つけて おかないと、 後が た 

いへんで ある。 気まぐれな 蟻 田 博士 は、 いつまた 気が 

かわって、 どこかへ 姿 を かくして しまう かもしれ ない 

の だ。 今の うちだと 思って、 新田 先生 は、 しきりに 勉 

強 をして いる わけだった。 


実は、 こうして、 望遠鏡ば かりの ぞいて いる ことに 

ついては、 先生に 一 つの 考えが、 あっての ことだった。 

新田 先生の 考えと いうの は、 外で もない。 それ は、 

天空に 飛 去った はずの 火星の ボ— トの姿 を、 この 望遠 

鏡の 中に とらえる ことなの である。 

火星の ボ— トの話 は、 うそで はない と 先生 は 信じて 

いた。 あの 千 二 少年が、 うそをつ くような 少年で はな 

いし、 また 千 二 少年が、 枯 尾花 を 幽霊と 見 ちがえる よ 

うな、 そんな 臆病者で もない と 信じて いたので ある。 

火星の ボ— トは、 一 たん 天狗 岩の 上に 下りた が、 そ 

れ から 間もなく 姿を消して しまった。 一体 どうしたの 


であろう か。 その 火星の ボ —， ^は？ 

新田 先生の 思う に は、 火星の ボ— トは、 千 二の 父親 

の 見て いる 目の前で、 天狗 岩から 天空 はるかに 飛 去つ 

たのに ちがいない。 火柱が 見えた というの は、 火星の 

ボ —„ にと いうの は、 じつは ロケットであって、 ロケ ッ 

トの お尻から 強く ふきだす ガスが、 火柱に 見えた ので 

あろうと 考えて いた。 

しかし この 方 は、 なにぶん にもお かしくな つた 千 蔵 

の 言う こと だから、 あてに はならない。 

それで、 とにかく 例の 天狗 岩に 姿 を あらわし、 そう 

して また 天狗 岩から 飛 去った ものが 火星の ボ— ト であ 


ると したら、 それ は 地球 を あとに、 火星 へ どんどん 帰つ 

ていった にちがいない。 

ところで、 火星と 地球との へだたり は、 たいへん 遠 

い。 火星の ボ— トが、 火星へ かえりつ くのに は、 どん 

なに 早く 天空 を 飛んで いったに しろ、 一週間 や 二週間 

はか かるであろう。 そういう わけなら 蟻 田 博士の 自慢 

の大 望遠鏡で 宇宙 を さがして いると、 きっと その 火星 

のボ— ト といわれる ものが、 見つかる にちがいない。 

見つかれば、 そこで はじめて、 火星の ボ— ト であった 

ことが、 ほんとう だと わかる し、 さらにす すんで、 火 

星の ボ— トの 秘密 も いろいろと わかる にちがいない。 


「何 を 観測して いるの かね」 

と、 蟻 田 博士 は、 望遠鏡の そばへ 寄って 来た。 

「ああ、 博士。 ちょっと 待って 下さい」 

新田 先生 は、 そう 言って、 博士 をと どめた。 ちょう 

ど その 時、 新田 先生 は、 望遠鏡の 中に、 赤い 点の よう 

な ものが、 ぶるぶる ふるえながら、 動いて いくの を 見 

つけて いたのであった。 

(これが、 例の 火星の ボ— ト ではない かしらん) 

新田 先生 は、 胸 を わくわく おどらせながら、 しきり 

に 接 眼 レンズ を 前後に 動かした。 

すると、 例の 赤い 点の ような ものが、 だんだん はつ 


きりして 来て、 やがて 砲弾 をう しろから 見る ような 形 

をして いる こと や、 その 尾部から ガスら しい もの を、 

しゅうしゅう とふき 出して いる ことまで が、 はっきり 

見えて 来たので あった。 

「あつ、 見つけた」 

新田 先生 は、 思わず 声 を あげた。 たしかに 火星の 

ボ— ト といわれる 一種の ロケットであった。 しきりに 

上下 左右に ゆれて はいるが、 火星の ボ— トは、 いつも 

同じ 尾部 を 見せて いた。 スピ ー ドを あげ、 どんどん 前 

進して いくと ころら しい。 その 行 手 は、 やはり 火星な 

のであろう か。 


「何 を 見つけた のかね。 ちょいと、 望遠鏡 を わしに 貸 

しなさい」 

蟻 田 博士 は、 新田 先生の 体 をお しのけ るよう にして、 

望遠鏡に 目 を あてた。 そうして、 しばらく ピント を 直 

していた が、 そのうちに、 大きな 声 を あげた。 

「おや、 これ はめず らしい ものに お 目に かかる ぞ」 

新田 先生 は、 博士のう しろから、 

「博士、 そこに 見えて いる、 動く 物体 は、 一体 何でし よ 

うか」 

と、 せきこんで 質問の 矢 を 放った。 

「これ かい。 これ は 宇宙 艦 さ」 


博士 は、 それ を 宇宙 艦と 呼んだ。 

怪人 丸木 は、 それ を 火星の ボ— トと 言った ので ある。 

新田 先生 は、 口の 中で、 

(なに、 宇宙 艦！ 宇宙 艦と は？) 

と、 くりかえした。 宇宙 を 走る から、 宇宙 艦と いう 

のであろう か。 

博士 は、 望遠鏡に 食いつ いたよう になって、 しきり 

に その 宇宙 艦の あと を 目で おいかけ ている。 

「おお、 まちがい なく 宇宙 艦 だ」 

「博士、 宇宙 艦と いうの は 何です か」 

「宇宙 艦 は 何 だと 聞く のかね。 宇宙 艦 は、 わしの 友人 


が、 一度 報告書に 書いた ことがあった。 しかし、 誰も 

その 友人の 報告書 を 信用し なかった し、 その 友人 はま 

もな く 急死して しまったの だよ。 結局、 その 友人 は、 

脳に 異状が あつたた め、 あり もしない そんな 変な もの 

を 見た ように、 報告した のであろう という ことだった _ 

わし も、 正直に 言えば、 その 友人が、 変にな つていた 

の だと 思って いた。 が、 これ はどう だ。 その 友人の 報 

告 書に 書いて あつたと おりの 形 をした 宇宙 艦が、 今レ 

ンズの 向こうに 見えて いるで はない か。 しかも、 さか 

んに うごい ている！」 

博士 は、 すっかり その 宇宙 艦に、 気 を うばわれ てい 


る 様子であった。 

「博士、 その 宇宙 艦と いうの は、 どこの 国で 作った も 

のです か」 

「作った 国 は、 どこ だとい うの かね。 さあ、 わし はま 

だよ く 研究して いないが、 さっき 話した わしの 友人 は、 

ドイツの 空軍 研究所が、 試験的に 作った ものであろう 

と 書いて あった。 もっとも、 ドイツの 当局で は、 そん 

なば かな 話 はない と、 さかんに うち 消して いたがね」 

「博士 は、 あの 宇宙 艦が、 ドイツで 出来る と 思って お 

られ ます か」 

「いや、 そうは 思わない」 


蟻 田 博士 は、 望遠鏡の 中に うごめく 宇宙 艦 を、 しき 

りに 観察しながら、 新田 先生と 話 を 続けて いる。 

博士 は、 その 宇宙 艦が、 いつ だか 博士の 友人の ドィ 

ッ 人が 報告書に のせ、 人々 の 注意 をうな がした 宇宙 艦 

だと 言った。 新田 先生 は、 その 宇宙 艦 は、 ドイツ人に 

作れる かと、 重ねて 尋ねた が、 博士 は、 いや、 ドイツ 

人に は 作れないで あろうと 答えた の だ つ た。 

そこで、 新田 先生 は、 急に 頭の 血管が、 ちぢまった 

ように 感じた。 先生 はせ きこんで 博士に 尋ねた。 

「じゃあ 博士、 あの 宇宙 艦 は、 どこの 国で 作った もの 

だとお 考えに な るんで すか」 


「うむ。 さあ、 そのこと だが …… 」 

博士 は、 すぐに は、 返事 をし なかった。 そうして、 

なお もしき りに、 望遠鏡の レンズ を 動かしつ づけた。 

「博士、 それ は 一体、 どうなん でしよう か」 

「うむ、 待って くれ」 

と、 博士 は、 苦しそう にう めいた。 

新田 先生 はいら だって、 もうだ まって いられない 様 

子だった。 彼 は、 博士の 洋服 をつ かむ と、 

「博士、 私 は、 あの 宇宙 艦が、 どこで 作られた か、 知つ 

ている のです」 

「なんじ や、 お前が 知ってい るって。 ほほう、 そんな 


はず はない。 なに をお 前 は、 ばかばかし いこと を 言 出 

すの じ や。 あは はは」 

「いや、 博士、 私 は 申します。 あれ は、 火星 国で つく 

られた 宇宙 艦な のです。 そうして、 あの 宇宙 艦 は、 こ 

れ までに たびたび、 この 地球に やって来た ことがある 

のです。 いかがで すか、 博士」 

「ややつ、 どうして お前 は、 そんな こと を 知っている 

のか」 

博士 は 始めて 望遠鏡から 目を離す と、 新田 先生の 顔 

を、 穴の あく ほど、 じっと見す えたので あった。 

博士の 目 は、 ゴム まりのよ うに 大きく 開いて、 新田 


先生 を 見す えた。 

「おい 新田、 お前 は どこで そんな こと を 聞き こんだ の 

か。 それとも お前 は、 おかしくな つたので はない か」 

博士 は、 新田 先生 をつ まらん 弟子 だと 思い、 いい 加 

減に あしらって 来たので あるが、 とつぜん 博士の 心に 

ちくり と 痛い 質問 を 投げ かけた ばかり か、 その 果に、 

宇宙 艦が 火星 国で つくられ たこと を、 新田 先生に 言い 

あてられて、 びっくりした。 

それ も その はずであった。 宇宙の 秘密、 殊に 火星の 

事情な ど は、 蟻 田 博士 以外に 誰も 知る 者がない と 思つ 

ていたのに、 とつぜん 新田 先生に あばかれて しまって、 


博士のお どろき は、 一方でなかった。 

博士 は、 元来 世間の 事情に うとい 人であった から、 

天狗 岩 事件が 新聞に 出た ことな どに は、 気がつい てい 

ない らしかった。 

新田 先生 は、 そこで 改めて、 千 二 少年の 話、 火星の 

ボ— トが 天狗 岩へ 来た こと、 それから 怪人 丸木が 殺人 

事件 を 起して まで、 ボロンの 壜を うばって 逃げた こと 

など を、 すっかり 博士に 話 をした のであった。 

博士 は、 たいへん 真剣な 顔に なって、 一々、 ふむ ふ 

むとうなず きながら、 新田 先生の 話に 耳 を かたむけた。 

話しお わって、 新田 先生 は、 こ こぞと 思って 博士に 


重大な 質問 を 放った。 

「博士 は、 丸木と いう 怪人物に ついて、 なに か、 お 心 

あたりはありません か」 

「ああ、 丸木 —— とかいつ たね、 その 怪人物 は。 さあ、 

わし は、 なんにも 知らないよ」 

博士 は そっけなく 答えた が、 新田 先生の 睨んだ とこ 

ろで は、 博士 は、 その 怪人物 丸木の ことにつ いて、 た 

いへん 心 を ひかれて いる 様子であった。 

「丸木、 丸木 か？ おい、 新田。 その 丸木なる 者 は、 

どのくらいの 大きさだった かね」 

「大きさ？ ああ、 背丈の ことです か」 


「そうだ、 丸木の 背丈の こと だ」 

と 博士 は、 新田 先生に 言われて、 質問 を 言 直した。 

「丸木の 背丈 —— と 言って、 別に 変った こと はない よ 

うです。 中背と いうと ころ じ や、 ありま せんかね」 

「ありません かねと は、 はっきり しない 言葉 だね」 

「だって 博士、 私 は、 丸木 を 見た ことがない のです。 

千 一 一 少年から 聞いた 話なん ですからね」 

「おお、 そうか。 なるほど、 なるほど。 そうして、 そ 

の 千 二と いう 少年 は、 今 どこに いるの か。 すぐ、 ここ 

へ 呼んで もらえまい か」 

博士 は、 丸木の 話 を 聞く と、 急に 熱心に なった。 


「千 二 少年 は、 いま 警視庁に 留置され ている のです。 

博士から、 大 江山 捜査 課長に、 お話しに なれば、 会え 

な いこと はありますまい」 

「そうか。 では、 わし は、 これから 大 江山に 会って 来 

よう」 

「たいへんお 急ぎです ね」 

「うむ。 いや、 なに、 ちょうど 読書に あきたと ころ だ 

からのう」 

博士 は、 なぜか、 ぼつと 顔 を あからめて、 そう 言う 

と、 帽子 も かぶらず、 そのまま 玄関から 出て 行った。 

新田 先生 は、 博士に ついて 行って、 また 千 二 少年に 


会って みたい 気がした が、 しかし 少し 別に 考える こと 

があった ので、 

「じゃあ、 行って らっしゃ いまし」 

と、 玄関で 博士 を 送り出した まま、 自分 は 急いで 研 

究 室の 方へ 引返した。 

新田 先生 は、 室内に はいると、 すぐさま、 博士が さつ 

きまで 書見 をして いた 大きな 机へ 突進した。 そうして 

その 大 引出 を、 開いて みたので あった。 

「確かに、 博士 は、 あれ を 置いて 行った と 思う の だが 

…：- J 

と、 新田 先生 は、 しきりに、 何 か を 探し 始めた。 


n 意外な 室内 


蟻 田 博士 邸に はいりこんだ 新田 先生が、 博士の する 

ことにつ いて、 いろいろと 気をつけて いると、 わり あ 

い 明け っぱなしの 博士が、 ただ 一 つたい へん 用心 をし 

ている ことがあった。 それ は、 この 天文台と 棟つ づき 

の 奥まった 一 つの 部屋に 出入す るのに、 かならず 鍵 を 

用いて いた ことで ある。 


しかも 博士 は、 その 部屋へ いく 時 は、 きっと、 横目 

でじろり と 新田 先生の 様子 をう かがい、 それから 先生 

に 気づかれな いように、 そっと 大 引出 を あけ、 中から 

鍵 を 取 出し、 てのひらに 握って から、 席 を はなれる の 

であった。 

だが、 鍵 は 時 々がちゃりと 音 をた てること があった。 

そういう 時 博士 は、 はっと 息 をと め、 ゆだんな く 新田 

先生の 顔 を、 しばらく じっと見 つめていた。 新田 先生 

がそれ に 気がついた 時 は、 博士 は 席 を 立つ の を あきら 

める。 もし 新田 先生が 気がつかないで いると 見る と、 

はじめて 常 を はなれる のであった。 そうして 奥まった 


部屋へ 出かけて いくのであった。 そういう 時、 研究室 

の 廊下へ 通じる 扉に は、 かならず 外から かけがね がか 

けられて いて、 先生が ハンドル を まわしても、 向こう 

へ は、 あかなかった。 

でも、 新田 先生 は、 博士が、 その 大切な 鍵 をつ かつ 

て 奥の 部屋 を あけて いるの を、 ちゃんと 見て 知ってい 

た。 それ は、 扉の 下の 方に、 一 つの 節穴が あって、 そ 

こからの ぞくと、 廊下の 奥で、 博士が やって いる こと 

が、 手に とる ように、 わかって しまう のだった。 

その 部屋の 中には 何が あるの か は、 まだ わからない 

が、 これほど 大切な 鍵なら ば、 それ をい つも ポケット 


に 入れて おけば いいと 思う のに、 博士 は 用の ない 時 は、 

鍵 を 持って いるの がきら いらし く、 いつも 大 引出の 中 

へ しまう ことにし ていた。 

「ああ、 あった。 これ だ、 鍵 は！」 

新田 先生 は、 大 引出の 中の 書類の 下に かくして ある 

鍵 を、 ついに 見つけ 出した のであった。 

「さあ、 今の うちだ」 

新田 先生 は、 蟻 田 博士の 机から、 鍵 を 取 出す と、 い 

そいで 廊下へ 飛 出した。 その 奥に は、 博士が 秘密に し 

ている 部屋が ある。 

ゆるし 

恩師の 秘密に している 部屋 を、 その 許 もなくて、 ぬ 


すんだ 鍵で あけて はいる なんて、 けっして いいこと で 

はなかった。 しかし、 ぜひとも それ をし なければ、 気 

のす まない 新田 先生であった。 

先生に は、 一 つの 信念が あつたの である。 それ は、 

秘密 室 へ しのびこ むの は、 悪い ことで はな いと 信じ て 

いたの だ。 なぜならば 自分 だけが とく をす るた めに、 

むやみに 他人の 秘密 室に はいるの は、 どろぼうみたい 

な ものである。 しかし 新田 先生 は、 自分 だけのと く を 

考えて いるので はない。 そうする ことによって、 地球 

の 全人 類 を、 だんだん 迫って 来た 大 危難から 救う 道 を 

発見したい のであった。 どろぼうみたい なまね をす る 


にはちが いないが、 その 気持 は 実に 正しく、 そうして 

尊い ものであった。 

「さあ、 この 鍵で、 この 部屋が あく はず だ。 どうか あ 

いて くれます ように」 

先生 は、 心の中で 祈りながら、 秘密 室の 鍵穴に 鍵 を 

入れて まわした。 

すると、 がちゃりと 錠の はずれる 音が した。 

「しめた！」 

先生 は、 喜びの 声 もろとも 扉 をお して、 中へ 飛込ん 

だ。 さて、 どんなにお どろくべき ものが、 室内に 積み 

かさねられて あるので あろう か。 新田 先生の 胸 は、 ど 


きどき と 大きく 動悸 を 打 つ た。 

さて、 先生の 目に は、 どんな ものが うつった か。 

「あれつ」 

先生 は、 そこに 棒立ちに なった まま、 目玉 をぐ るぐ 

るつ とま わした。 思い も かけない この 部屋の 有様で 

あった。 

新田 先生 は、 博士の 秘密 室の 中で、 一体 何 を 見た の 

であろう か。 

意外に も 意外！ その 部屋 は、 空つ ぼ も 同様で あつ 

た。 

その だ だっぴろ い 部屋に は、 湿気の ために、 妙な 斑 


点の ついた 床が あるば かりで、 その 床の 上に は、 何も 

ない のであった。 まるで、 雨天 体操場み たいな もので 

あった。 

「なんだ、 何もない ではない か」 

新田 先生 は、 目 を ぱちくりした。 

全く 何もない のであった。 

「不思議 だ、 不思議 だ。 これ は 不思議 だ」 

先生 は、 あまりの 意外 さに、 つづけて 同じ 言葉 を は 

いた。 

ど う 考え て も 変で ある。 博士が あれ ほ ど 注意 を 払 つ 

て、 大切に している 部屋で ある にもかかわらず、 床ば 


かりで、 何物 もお いてない というの は、 腑に 落ち かね 

る。 

もっとも、 鼠色に よごれた 壁に は、 背の 高い 柱時計 

がかけ てあつた。 しかも その 柱時計 は、 なぜか わから 

ない が、 並べて 二つ かけて あった。 

どっち も、 たいへん 古めかしい 飾りが ついている、 

振子 形の 旧式 時計であった。 

振子 は、 どっちの 時計の 振子 も、 とまって いた。 つ 

まリ うごかない 二つの 柱時計が、 このが らんと した 秘 

密室 の 留守番で あつたの である。 

「まてよ、 この 二つの 柱時計が、 値 打の ある 宝物なん 


かで はなかろう か」 

新田 先生 は、 柱時計が かかって いる その 下まで 出か 

けて いって、 それ をて いねいに 何度もよ く 見た ので 

あった。 

たしかに 古くて、 時代が かった もので あつたが、 作 

リ もそう りっぱな もので はない。 むしろ 安 時計と 見て 

もい いもの だ。 

「変 だな あ。 なんとな くわけが ありそうな 時計 だけれ 

ど、 どうも わけがわからない」 

そう 言って、 先生 はなお も 柱時計の 文字盤 を、 じつ 

と 見す えたので あった。 


まるで、 二つの 柱時計が、 留守番 をして いるよう な、 

がらんと した 空 部屋 だ。 これが、 蟻 田 博士が、 厳重に 

鍵 を かけて おく、 秘密の 部屋な の だ。 

しかし、 こんなが らんと した 空 部屋の、 どこが 秘密 

にしておく 必要が あるので あろう。 空 部屋なら ば、 扉 

に 鍵 を かけて おいても、 或は また、 鍵 を かけないで、 

あけ 放しに してお いても、 同じ ことで はない か。 

新田 先生 は、 部屋の まん 中に 立って、 あきれ 顔で、 

部屋 中 をい くど も 見 まわした のであった。 

「どうも、 おかしい。 しかし、 博士が 鍵 を かけて おく 

以上、 この 部屋に は、 何 か 重大な 秘密の ものが あるに 


ち カレな レ」 

新田 先生 は、 そのよう に 判断した。 

「でも、 見たところ、 あやし いのは この 二つの 柱時計 

だけ だが、 一体 こんな 柱時計が、 何の 役 をして いるの 

であろう か」 

先生 は、 また 柱時計の そばへ いって、 つくづくと 見 

なおした のであった。 

その 柱時計の 針 は、 どっち もとまつ ていた。 また、 

時計の 上に は、 ほこりが たまって いた。 

「ふうむ、 この 時計 は、 近頃、 ずっとと まっていたん 

だな」 


新田 先生 は、 柱時計の 振子に、 くものすが かかって 

いるの を 見て、 そう 言った。 

するとい よいよ わからない。 博士 は、 たびたび この 

部屋に 出入して いるの だ。 きょう もた しか、 この 部屋 

に はい つたこと があった。 

博士 は、 この 時計が 示して いる 時刻 を 見る ために、 

この 部屋へ 出入す るので は あるまい かと 思った が、 時 

計 は 振子が ずっとと まってい るので あるから、 見ても 

何にも ならない はずであった。 すると、 ますます わか 

ら なくなる。 この 部屋の 秘密 は、 一体 どこに あるので 

あろう か。 新田 先生 は、 途方に くれてし まった。 


「どうも、 わからない！」 

新田 先生 は、 蟻 田 博士の 秘密に している 空室の まん 

なかに しゃがんだ まま、 とけない この 部屋の 謎 を、 じつ 

と 考え こんだ。 

だが、 先生 は 気が 気で はない。 警視庁へ 出かけた 博 

士が、 いつ、 ここへ かえって 来る か、 知れない の だ。 

見つかれば、 たいへんな ことになる。 博士に ことわ 

リ なしに 鍵 を 持 出し、 この 秘密 室に はいって いるの だ 

から、 見つかれば、 博士 は どんなに 怒り 出す か 知れな 

い。 その 結果、 せっかく 新田 先生が、 博士の 力 を 利用 

して、 モロ— 彗星 衝突に よる わが 地球人 類の 全滅 を、 


何とかして 食いと めたい と 努力 をして いる ことが、 一 

切 だめになる。 

先生 は、 腕ぐ み をして しゃがんだ まま、 しきりに 頭 

を ふったが、 この 部屋の 謎 は、 一向にと けなかった。 

先生が、 考え こんでから 五、 六 分の ちの ことで あつ 

たが、 ふと 先生 は、 あやしい 物音 を 耳に した。 

「おや、 何の 音だろう か、 あれ は …… 」 

先生 は、 けげんな 顔で、 聞 耳 をた てた。 

ごとん。  しばらくして、 また、 ごとん。 

「ああ 聞え た。 あれ は 一 体 何の 音だろう か。 うむ、 床 

下から 聞え て 来る よう だ」 


先生 は、 足音 をし のばせて、 立ち あがった。 どこか 

に、 床下へ はいる 場所が あり はしない かと、 部屋の 中 

を 見 まわした が、 何しろ、 とっさの ことで も あり、 そ 

んな もの は 見あたらなかった。 

(どうしたら、 床下が 見える だろう か？) 

先生 は、 考えた。 

ごとん。 ごとん。 

又しても、 怪音は 床下から 聞え て 来る。 

(そうだ。 庭へ 出て、 外から 床下 をの ぞいて みょう) 

先生 は、 そう 決心す ると、 さらに 足音 をし のばせて 

そ つ と 部屋 をた ち 出で た。 


化 命び ろい 


床下の 怪 音！ 

新田 先生 は、 その 怪しい 音 こそ、 蟻 田 博士の 秘密 室 

の 謎 をと くもので あろうと 思 つ た。 

先生 は、 くらがりの 庭 を、 足音 をし のばせて、 秘密 

室の 外 まわり を まわ つ た。 

(どこかに、 入り こめる 穴が あつたよ うに 思って いた 


が …… ) 

先生 は、 その 建物の 床下に、 空気 を 通じる ための 穴 

があって、 そこに 鉄の 格子が はまって いた こと を 思い 

出した のであった。 それで 先生 は 手 さぐりで 建物の 外 

を さぐって まわった。 気 はいら いらす るが、 もしも 相 

手が 生き物 だったら、 たいへん だと、 一生 けんめいに、 

はやる 心 をお さえた。 

だが、 一 体 何だろう、 あの 音 は？ 

(あつ、 穴 だ！) 

先生の 手が、 穴に ふれた。 四角い 窓の ように あいて 

いた。 


(おや、 鉄 格子が、 はまって いた はず だが、 外して し 

ま つ て あるじ やない か」 

鉄 格子 は、 なくなつ ていた。 誰が 外して 持って いつ 

たのであろう か。 

窓のと ころから、 すうと 風が 出て 来る のが、 はっき 

り 感じられた。 

ごとん。 

また あの 怪しい 音が した。 どうも 人間が いるら しい。 

先生 は 考えた。 どうして やろう か、 と。 だが、 ぐず 

ぐずして いられな いこと はたし かで あるから、 思い 

切って、 先生 は 床下に 向かって 声をかけた。 


「誰 だ、 そこにい るの は？」 

ごとん —— と、 また 音が した けれど、 へんじがない。 

「そんなと ころに はいりこん でいて は、 困る じ やない 

か。 用が あるなら、 こっちへ 出て 来た まえ」 

先生 は、 床下に ひそんで いるの は、 刑事 かも 知れな 

いと 思った ので、 なるべく 鄭重に 言った。 

新田 先生 は、 マッチ を 出して 火 をつ けた。 

「とにかく、 こっちへ 出て 来た まえ」 

と、 空気穴から 声をかけた。 

すると、 床下で は、 ごとん ごとん と つづけざまに 音 

がした が、 やがて 何者かが、 こっちへ ごそごそ はい 出 


して 来る 様子。 

「いよいよ、 おいでな すった な」 

と、 新田 先生 は、 体 を 建物の 土台の 方へ よせて 身 を 

守りながら、 また 新しい マッチに 火 をつ けた。 

(もし、 変な 奴 だったら、 この 空気穴から 頭 を 出した 

とたんに、 カー ぱい 首 をし めて やろう！) 

そう 思って 身が まえた とたん、 近づいた 床下の 怪物 

は、 

「先生、 新田 先生ではありません か」 

と、 意外な 言葉 を 発した のであった。 

驚いた の は 新田 先生 だ。 下手 を すれば、 どうん とピ 


ス トルの たまぐ らい、 こっちへ 飛んで 来る だろうと 

思って いたのに、 意外 も 意外、 その 怪物 は 自分の 名 を 

呼んだ のであった。 

「だ、 誰 だ！」 

新田 先生 は、 どなり 返した。 

「先生、 やっぱり、 新田 先生 だ。 僕です、 僕です」 

僕です、 という 声と ともに、 空気穴から かわいい 少 

年の 顔が、 こっち をの ぞいた。 

「あつ」 

新田 先生 は、 思いがけない 驚きに あって、 しばらく 

は 口が きけ なかった。 


「先生、 僕、 千 二です よ。 ああ 新田 先生 だ。 よかった、 

よかった」 

新田 先生 は、 空気穴の 方へ 手 を さしのば して、 

「ああ、 千 二君 だ。 ほんとうに 千 二君 だよ。 どうして、 

こんなと ころへ …… 」 

と、 言つ てから 気が つき、 

「さあ、 早く、 こっちへ 出て 来た まえ！」 

空気穴から 千 一 一 少年が はい 出して 来た。 

「おお、 千 一 一 君。 よく まあ …… 」 

「先生！」 

二人 は、 思わず 抱きあって、 涙に むせんだ。 


「先生 は、 どうして こんなと ころに、 いらっしゃ るん 

です」 

「ああ、 これに は、 わけが ある。 要するに、 君 を 助け 

たいた めと、 もう 一 つ は、 もっと 大きな もの を 助けた 

いため だ」 

「もっと 大きい ものつ て 何です か」 

「それ はね —— 」 

と 言い かけた が、 先生 は、 あわてた ように あた リを 

見 まわし、 

「それ は、 話が 長くなる から、 いずれ あとで、 ゆつ く 

りして 上げる よ」 


と 言って、 それから 改まった 口調に なって、 

「私の こと は ともかく として、 千 二君、 君 は 一体 どう 

して こんなと ころへ？ 警視庁 を 脱走した の じゃある 

まいな」 

「ああ、 そのこと です か。 先生、 心配し ないで くださ 

い。 僕 は、 おひる 前、 もう 帰って よろしい というので、 

久しぶりで 自由の 身に なれたん です」 

「それ はよ かった。 が、 ほんと かね。 じゃあ、 なぜ こ 

んな 床下に もぐりこんで いたんだ い。 許されて 出た も 

のなら、 堂々 と 町 を 歩いて いても いいはず ではない か。 

どうも、 おかしい じ やない か」 


新田 先生 は、 千 二が、 こんな 床下に もぐり こんでい 

たの は、 やはり 心の中に、 うすぐらい ところが あるの 

ではない かと、 心配して いるの だった。 

「僕、 うそなん かっきません よ。 じつは、 僕、 日 比 谷 

公園の そばで、 丸木の ため、 むりやりに 自動車に 乗せ 

られ て、 こっちへ 連れて来られ たんです」 

「なに、 丸木が？」 

と、 新田 先生 は、 驚いて 言った。 

そこで 千 二 は、 日 比 谷 公園の そばで、 怪人 丸木の た 

め、 むりやりに 自動車に のせられ たこと や、 丸木の 自 

動 車が 交通違反 をした ため、 ォ ー ト バイの 警官に 追い 


かけられ、 とうとう こんな 方角へ 来て しまった ことな 

ど を 話した。 

「 …… すると、 先生。 僕 は、 おどろいて しまったんで 

す。 とつぜん 自動車の 行 手に、 『危険！ この 先に 崖 

が ある』 という 注意の 札が 見えたん です」 

「まう、 まう I 

「危険の 札が、 立って いるのに、 丸木 は そのまま、 そ 

こ を 突破し たんです」 

「ほう、 らんぼう だね。 それじゃ、 自殺す るよう な も 

の だ」 

「そうです。 僕 は、 もう 死ぬ こと を覚捂 しました。 す 


ると、 そのと き 丸木 は、 片手で 運転台の 扉 を さっと あ 

けました。 そうして、 僕の 体 を、 カー ぱい、 車の 外へ 

ど んと 突きとば したんです」 

「なるほど、 なるほど」 

「僕 は、 思わず 目 を 閉じました。 頭 をぶ つつけ ては即 

死 だと 思った ので、 両腕で、 自分の 頭 を 抱える ように 

した ことまで 覚えて います。 それから 後の こと は、 な 

ん にも 知りません。 丸木が どうした のか、 自動車が ど 

うなった のか」 

「それで …… 」 

「気がついて みると、 僕の 頰ぺ たが、 ちくち く 痛い の 


です。 それから、 だんだんと 正気に もどって みます と、 

僕 は、 さっきと いう 木が あります ね。 あの さっきの 繁 

みの 中に ころが つ ていたん です」 

「ふん、 さっきと いうと、 この 屋敷に も、 たくさん あ 

るが …… 」 

「そうなんです。 その さっき は、 この 屋敷の もの だつ 

たんです。 僕の 落つ こったと ころ は、 屋敷の 外 まわり 

に 芝の 植 つてい る 堤が あります ね。 あの 堤 を 越して、 

下に ごろごろと 落ちて、 気 を 失って いたんです」 

聞けば 聞く ほど、 あぶない 命の せとぎわであった。 

よく ぞ千ニ 少年 は、 一命が 助かった ものであった。 


堤 下の、 さっきの 繁 みの 中に、 気 を 失って いたので、 

あと をお いかけて いた 警官 は、 そばまで 来ながら、 千 

二が いる ことに は、 気がつかなかった ものら しい。 

いや、 警官た ち は、 それよりも、 崖 下に 落ちて いつ 

た 自動車の ことば かりに、 気 を うばわれ ていたの かも 

知れない。 自動車 は、 怪人 丸木 をのせ たま ま、 崖から 

下へ 落ちて いった。 そうして、 めちゃめちゃに こわれ 

てし まい、 やがて 車体 は 火に 包まれて しまったの だ。 

誰も 彼 も、 この 方に 注意 を うばわれ たの は、 もっとも 

だった。 

「ふうん、 全く、 驚いた 話 だ」 


と、 新田 先生 は、 大きな 息をついて、 千 二 少年の 命 

びろ い を 喜び、 

「その 運転手 は、 怪人 丸木に ちがいな いかね」 

「丸木です よ。 僕 は、 丸木の 顔 をよ く 知っています か 

ら、 見 ちがえる ような ことはありません」 

「ふうむ、 やっぱり、 ほんとの 怪人 丸木 か。 あいつ は、 

もう、 こっちに はいない だろうと 思って いたのに」 

「先生、 丸木 は、 僕 を さらって、 何 をす るつ もリ だつ 

たんで しょうか」 

「さあ、 それ も、 私の 思いち がいだった。 先生 はね、 

丸木が 千 二君 を …… 」 


と 言った が、 そこで 先生 は 気がついて、 ことば を 止 

めた。 新田 先生 は、 丸木が 千 二君 を 捕えた の は 殺す つ 

もりだった と 思って いたの だ。 

「 —— とにかく、 丸木 は、 君の 命 を 助けた ことにな つ 

て、 丸木 は 命の 恩人 だと も 言える ね」 

「でも、 先生。 僕、 丸木の こと を 恩人 だなん て 思う の 

はい やです よ」 

「そうだろ うね」 

先生 はうな ずいた。 でも、 新田 先生 は、 丸木 は 千 二 

を 殺す だろうと 思って いたのに、 かえって 命 を 助けた 

ことが、 不思議で ならなかった。 


「丸木 は、 どうした ろうね」 

「さあ、 どうしたで しょうね」 

新田 先生と 千 二 は、 丸木の ことが 心配で ならな かつ 

た。 

「とにかく、 自動車 は 崖 下に 落ちたん だから、 崖 下へ 

行って 調べて みれば、 よく わかる だろう」 

新田 先生 は、 いま 崖 下で、 警視庁の 掛官 たちが 集つ 

て、 しきりに 手がかり を さがして いると は 知らない。 

怪人 丸木 は、 一 体 どうしたの であろう か。 彼 は、 自 

動 車 もろとも 崖 下に 落ちて、 死んで しまったの であろ 

ク ゝ o 

う 力 


りくつの うえで は、 どうしても、 そうなら なければ 

ならない ので あつたが、 丸木の 骨が 見つからない。 こ 

れは、 どうも へ ん である。 

(自動車に 乗って いた 大人と 少年と は、 どこかに 生き 

ている としか、 思われない) 

と、 大 江山 捜査 課長 は、 現場の 模様から、 そういう 

断定 をした。 そうして、 刑事の 佐々 に 笑われた ので 

あった。 

(佐々 が 笑う の も、 むりで はない。 あの 崖から 落ちて、 

こんなに こわれて しまった 自動車に、 乗って いた 人間 

が 死なずに 生きて いるなん て、 べらぼうな 話 だ。 しか 


し、 現場の 模様 は、 それにち がいない と 教える！) 

大 江山 課長 は、 永年の 経験で、 どこまでも 証拠のう 

えに 事件の 解決 をき ずいて いく 人だった。 証拠の ない 

もの は、 決して 信じない の だ。 

ともかくも、 課長の 推察の 半分 は、 たしかに あたつ 

ていた。 なぜならば、 千 二 少年が、 ちゃんと 生きて い 

たで はない か。 

だが、 大 江山 課長 も、 まさか 自動車が 崖 を ふみはず 

す 前に、 千 二 少年が 車 外へ つきおとされ たの だと、 そ 

こまで は、 気がつかない。 

千 二 少年 は、 助って、 ちゃんと 生きて いる。 では 残 


リの 怪人 丸木 は どこに いるので あろう か？ そうして 

どうして、 命 を とりとめた のであろう か？ 

かいりき 

陸 力 


大 江山 課長 は、 崖の 下に 集って いる 警官 や、 刑事た 

ち を 励まして、 再び 念 入の 捜査 をす るよう に 命じた。 

「必ず、 この 附近に、 何 かの 手懸 りが 残って いる はず 

だ。 それ を 探し あてない うち は、 われわれ は、 いつま 


でも、 ここから 引上げない 決心 だ。 さあ、 しっかり 探 

して くれ」 

課長 は、 聞く の もいた ましい 声で、 そう 叫んだ ので 

あった。 

「よろしい、 やりましょう」 

部下 は、 そう 答えて、 課長の 前 を 散った。 篝 火が 点 

せられ、 現場 附近 は、 更に 明かる くな つた。 捜査の た 

め、 右往左往 する 人々 の 顔が、 その 篝火 をう けて、 鬼 

のように、 赤く 見えた。 

このと き 佐々 刑事 は、 懐中電灯 を 照らして、 自動車 

の 落ちた 崖の すぐ 下のと ころ を、 しきりに 探して いた _ 


「この辺に、 足跡が ついていなければ ならぬ はず だが 

…：- J 

と、 彼 は、 ていねいに、 崖 下 を、 しらべて 歩いた。 

「こうあた ま を 使う の だったら、 ライス カレ ー を、 う 

ん とたべ てく るんだ つたのに …… 」 

あたまの よくなる ライス カレ ー のこと を、 佐々 刑事 

は、 思い出して、 うらめしく なった。 

そのと き、 佐々 刑事の 進んで いく 方角から、 反対に 

こっちへ 歩いて 来る 一 人の 警官が あった。 彼 は 夢中に 

なって、 崖 下 を 照らして いる 佐々 刑事の 姿 を、 様子 あ 

りげ に、 じろ じろ と 見て いたが、 やがて あたり を 振り 


かえり、 足早に 佐々 の 側へ 近づき、 

「おい 君。 この辺で、 子供 を 見かけなかった か」 

と、 声をかけた。 

「なに、 子供？」 

佐々 は、 顔 を 上げた が、 けげんな 顔。 

と つ ぜん 呼び かけられて 佐々 刑事 はちよ つ と 面く 

ら つた。 

「子供って、 何の こと だね」 

と、 佐々 は 問い かえしながら、 相手の 顔 を 見た。 

相手 は、 制服 すがたの 警官だった。 帽子 を まぶかに 

ひさし 

かぶって、 その 帽子の 庇から、 こっち を じっと見 てい 


る。 しかし、 佐々 刑事 は、 そのような 顔の 警官に 始め 

て 会う。 芝 警 察署 あたりから 応援に 来た 警 官 だと、 

佐々 は 思った。 

「子供 だ。 この辺で、 子供 を 見なかった かね。 その子 

供 は、 死んで いたか も 知れない。 子供の 足跡で もい い。 

君 知っていたら、 教えて くれた まえ」 

その 警官 は、 つかえながら、 そんな こと を 言った。 

「さあ、 僕 は、 何も 見かけなかった よ」 

相手の 様子が、 何だか 変で ある。 よく 見る と、 その 

ほうた い 

警官 は、 あごから のどへ かけて、 白い 繃帯 をまい てい 

るので あった。 


「君、 どうしたんだ、 その 繃帯 は？」 

と 言って、 佐々 は、 すこし 失敬 かなと は 思った が、 

懐中電灯 を 相手の のどに 向けた。 

すると、 相手 はび つくりして、 

「な、 何 をす る！」 

と 叫んで、 横に とびのいた。 

「や あ、 失敬 失敬。 いや、 その 繃帯 はどうした のかと 

思って ね。 どこで 怪我 をした のかね」 

「かぜをひ いたの だ。 それで 繃帯 をまい てい るんだ」 

相手 は つ つ けん どんに 言った。 

「そうかね。 かぜをひ いている のか。 でも、 あごまで 


繃帯で 包んで しまう なんて、 君 はずい ぶん 変って いる 

ね」 

「ふん、 おれの する ことに、 君が 口出しす る こと はな 

いよ」 

と、 相手 はお こったよ うな、 ものの 言い かた をした _ 

「君が 探して いる 子供と いうの は、 一体 どうした 子供 

なんだ ね」 

佐々 刑事 は、 かわり 者の 警官に、 それ をたず ねた。 

「ああ、 その子 供と いうの はね、 背が、 これく らいの 

少年なん だ」 

と、 顎に 繃帯した その 警官 は、 自分の 胸 あたりに、 


手 を あげた。 

「名前 は？」 

「名前 は —— 名前 は、 千 二と いうんだ」 

と、 警官 は 言った。 

「千 二と いうの か。 はて、 聞いた ような 名前 だが …… 」 

佐々 刑事 は、 小 首をかしげた。 

千 二？ そうだ、 千 二と いえば、 あの 天狗 岩 事件 や 

銀座 事件で、 つかまった あの 少年が、 千 二と いう 名前 

だった。 

「千 二と いうの は、 けさ 警視庁から 放免され た 千葉県 

生まれの 少年の ことじ やない のかね」 


「ああ、 そうか もしれ ない。 とにかく、 その 千 二と い 

う 子供に 会いたい という 者が あって、 それからの 頼み 

で 探して いるんだ」 

「へえ、 そうかね。 で、 それ を 頼んだ 者と いうの は、 

誰かね。 もしゃ、 丸木と かいう、 怪しい 男 じ やな かつ 

たかね」 

「丸木？」 

と、 顎に 繃帯 を 巻いた 警官 は、 何に びっくり したの 

か、 ちょ つと 口ごもつ たが、 

「ああ、 あの 丸木なら、 もう 死んで しまった じ やない 

か。 ほら、 あそこで 皆が、 火 をたい て 集って いるが、 


丸木 は、 自動車に 乗った まま、 この 向こうの 崖から 墜 

落して、 死んで しまった という こと だよ。 丸木 は、 も 

うど こに もい ない」 

「ほう、 君 は、 丸木の こと をよ く 知ってい るね。 それ 

から、 千 二 少年の こ ともよく 知っている らしい。 一体 

君 は、 どこの 警察署の 人 かね」 

「わしの ことかね。 わし は、 そのう、 つまり 日 比谷署 

の 者 だ」 

「うそ を つけ！」 

佐々 刑事 は、 何と 思った のか、 顎に 繃帯 をまい てい 

る 警官に、 うそをつ けと、 はげしい ことば を 吐いた。 


「何が、 うそ だ。 警官に 対して、 何 をい うの か。 お前 

こそ、 どこの 何者 だ」 

相手 は、 きびしく、 佐々 に 向かって、 逆襲して 来た。 

「君 は、 おれ を 知らない のか。 すると、 いよいよ 君 は、 

もぐりの 警官 だとい うこと になる。 おれ は、 本庁 随一 

の 腕 利 刑事で、 佐々 というけ ちな 男 だ」 

「え つ 」 

「おれが 腕 利 だとい うこと は、 もう 四、 五分のう ちに、 

君に も わかる だろう」 

「なにつ」 

相手の 警官 は、 思わず 一、 二 歩、 うしろへ 下った。 


「  という こと は、 おれ は 偽 警官の 貴様 を ふん じ 

ば つ て、 留置場へ のおみ やげ を こしらえよう としてい 

るんだ。 こら、 神妙に せい」 

佐々 刑事 は、 いきなり 相手に おどりかかった。 

相手の 警官 は、 逃げる ひまがなかった。 佐々 は、 彼 

を、 その 場に 押した おそうと したが、 

「おや、 貴様 は、 何 を 着て いるの か。 うむ、 鎧 を 着て 

いるんだ な。 いよいよ あやしい 奴 だ。 神妙に しろ！」 

と、 ねじふせよ うとした。 

ところが、 相手 は、 佐々 に 抱きつかれ たような 恰好 

だが、 びくと もしなかった。 


「それ を 知られた からに は、 貴様の 命 はもら つた。 か 

くごし ろ」 

う うんと、 相手 は、 うなった。 そうして、 あべこべ 

に、 佐々 の 胴中へ 手 を まわし、 ぎゆうと しめつけた。 

「なまいき なまね を しゃがる。 貴様 は、 佐々 刑事の 強 

い の を 知らないと 見えるな」 

相手の 警官 は、 なかなか 強かった。 

のどに 繃帯 をまい て、 かぜをひ いている とか 言って 

いたので、 さぞ 弱い 相手 だろうと 思って いたが、 なか 

なか どうして、 強かった。 佐々 刑事 は、 たじたじ であつ 

た。 


二人 は、 組みつ いたり、 離れたり、 うちあつ たりし 

たが、 なかなか 勝負が つかない。 

こんな 場合、 佐々 刑事 は、 もっと 早く 助け をよ ぶべ 

きで あつたと 思う。 ところが 佐々 は、 自分 一人の 手柄 

にしようと 思って、 大いにがん ばったの であった。 

ところが、 どうも 佐々 の 方が 旗色が 悪い。 助けの 声 

を 出そう にも、 声 を 出す 隙 さえない という 有様だった _ 

「あつ •：•： 。 うむ」 

「ぶう ー ん」 

「やつ。 えいつ」 

「ぶう— ん」 


苦しい かけ 声をかけ ている のが 佐々 刑事で、 相手の 

警官 は、 ぶう ー んと、 妙な うなり ごえ を あげる。 どこ 

まで も、 かわった 人物だった。 

(こいつ は 手 ごわい 相手 だ。 ぐずぐずして いると、 あ 

いつの 鉄拳で、 こっちの 肋骨 を 折られて しまう かもし 

れ ない。 何とかして、 早い ところ、 相手 をた おしてし 

まわねば ならぬ！) 

佐々 刑事 は、 だんだん 無我夢中 になって 来た。 どこ 

か、 相手の 隙 はない か。 

そう 思って いる 時、 彼 は、 一 つの 隙 を 見つけた。 

「これで も かつ！」 


佐々 刑事 は、 飛び こみ ざま、 相手の 顎 を 下から うん 

とっき あげた。 ぐわん と、 はげしい 音が した。 

「あいたつ」 

佐々 刑事 は 思わず 悲鳴 を あげた。 拳の 骨が、 くだけ 

たと 思った のだった。 相手の 顎の かたい ことと いった 

ら、 まるで 石の よう だ。 

相手 は、 よろよろと よろめいた。 その 時 佐々 は、 びつ 

くりして、 目 をみ はった。 

「あつ、 首が …… 」 

佐々 は、 自分の 目 をうたがった。 相手の 警官の 肩の 

上から、 首が、 急に 見え なくなって しまったの である 


警官の 首 は、 どこへ いった？ 

そんなば かな 話が あってた まる もので はない —— と、 

誰でも 思う であろう。 ところが、 その ばかばかし いこ 

とが、 ほんとうに 起った ので ある。 佐々 は、 面 くらつ 

た。 そうして、 背筋から 冷水 を ざぶ りと あびせ かけら 

れ たような 気がした のであった。 

「おれ は、 わけが わから なくなった ぞ。 おれ は、 相手 

の 首 を、 たたき 落して しまったんだ！」 

首 を 落された 警官 は、 たおれ もせず、 そのまま、 ちゃ 

んと 立って いた。 白い 繃帯が、 ばらり ととけ て、 ひら 

ひらと 肩に まつわる。 首の ない くせに、 彼 はなお も は 


げしく、 佐々 の 方に むかって 来る。 彼の 鉄拳が、 ぶん 

ぶん 佐々 の 目 を ねらって 飛んで 来た。 

「あれつ。 おれ はお かしくな つたん じ やない かしらん。 

首の ない 人間と、 たたかって いるの だ！」 

佐々 は、 こんな 気持の 悪い 思い をした こと は、 生ま 

れ てはじめ てだった。 てっき リ 自分 はお かしくな つた 

の だと 思った。 おかしくな つたから、 首の ない 人間が、 

生きて いるよう に 見える の だ。 

「ぶう ー ん」 

「あつ、 いた —— 」 

とつぜん、 佐々 の 顎に、 相手の 鉄拳が、 ご つんと は 


いった。 彼 は、 顎が 火の ように あつくな つたまで しか 

おぼえて いない。 佐々 は、 はリ板 をた おすよう に、 ど 

すん と、 うしろへ たおれた。 そうして 気 を 失って し 

まった。 

首の ない 怪人 は、 ここで、 にやり と 笑いたい ところ 

であったろう。 しかし 首がない ので、 笑う わけに はい 

ゝ 、  o 

力る レ 

そこで 彼 は、 ちょっと しゃがむ と、 両手 をのば して、 

うしろに 落ちて いた 首 を ひろい 上げた。 

怪人が、 首 を ぼろり と 落した。 

佐々 刑事 も、 そこまで はちゃん と 見て いたから、 間 


違ない。 

ところが、 その あとで、 怪人 は 腕 をのば して、 自分 

の 首 を ひょいと 拾い上げた のだった。 その 時には 佐々 

刑事 は、 怪人から 一撃 をく つて ひっくりかえ つていた 

から、 何も 知らない。 もしも、 そこまで 見て いたと し 

たら、 恐らく、 佐々 刑事 は 自分の 目 をうたがって、 発 

狂して しまった かも 知れない。 

怪人が、 首 を ぼろり と 落した こと もほんと なら、 ま 

た、 首 を 拾い上げ たこと も、 ほんと であった。 

「そんなば かなこと が！」 

と、 叱られる かも 知れない。 だが 叱られても 仕方が 


ない ので ある。 あたりまえの 考え方で は、 首が ぼろり 

と 落ちれば、 その 人間 は 死んで しまう の だから。 死ん 

でし まった 体が、 手 をのば して 自分の 首 を 拾う なんて 

ことが、 出来よう はずがない の だ。 普通に 考えれば、 

そうで あ つ た。 

しかし、 事実 は、 たしかに 怪人の 首が ぼろり と 下に 

落ち、 そうして 怪人が 手 をのば して、 その 首 を 拾い 上 

げたので ある。 そのこと は 決して 間違で はない。 

結局、 そのよう に、 普通で は 考えられない ことが 起つ 

たに ついては、 普通でな いわけが あると 思わなければ 

ならない。 その わけと は、 どんな ことで あるか？ 


その わけの 一 つ は、 顎に 白い 繃帯 をして いた 警官が、 

ただ者ではなかった という こと だ。 

怪人！ そうだ、 たしかに 怪人であった。 しかも、 

この 怪人 こそ は、 外ならぬ 丸木で あつたので ある。 

丸木だろう —— と は、 気がつい ていた 読者 もお あり 

であろう。 しかし、 丸木の 首が 落ちても、 丸木 は 平気 

で 生きて いられ るんだ と は、 まさか、 だれも 考え 及ば 

なかった であろう。 

怪人 丸木 は、 自分の 首 を 拾う と、 それ を 小脇に かか 

えて、 どんどん 逃 出した。 そうして、 どこへ いった か、 

姿 は 闇に まぎれて 見えな くな つ た。 


この 怪事件 は、 佐々 刑事が 息 を ふきかえして、 始め 

て大 江山 課長 を はじめ、 警視庁の 掛官 たちに 知れ わ 

たったの であった。 

「その 曲者 は、 きっと 丸木だろう。 その へん を さがし 

てみ ろ。 裸になつ ている 警官が、 みっかる にち がいな 

い」 

さすがに、 大 江山 捜査 課長 は、 すぐさま、 怪人の 正 

体 を 言い あてた。 

「えつ、 丸木が あらわれ たのです か」 

「警官な どにば ける と は、 ひどい 奴 だ」 

と、 掛官 たち は、 意外な 面 持であった。 


大 江山 課長 は、 ただちに 自ら 指揮 をして、 丸木の あ 

と を 追った。 

「丸木 だと 思ったら、 かまわな いから、 すぐ ピストル 

を 撃て！ ぐずぐずして いると、 こっちが やられる ぞ_ 

あいつ は、 多分 人間 じ やな いんだろう」 

「えつ。 課長、 丸木 は 人間で はない のです か」 

と、 部下の 一 人が きいた。 

「うん、 ばかばかしい 話 だが、 そういう 考えに ならな 

いわけに いかない の だ」 

「課長！」 

その 時 呼んだ の は、 佐々 刑事であった。 彼 は、 同僚 


の 手 あつい 介抱で、 やっと 元気 を とりもど したの だつ 

た。 

「どうした、 佐々。 もう 大丈夫 か」 

「さっき は、 残念ながら、 やっつけられ ましたが、 も 

う 大丈夫です。 ねえ、 課長。 相手 は 人間で ないそうで 

すね。 課長が、 おばけの 存在 を 認める ようにな つたと 

は 驚きました。 大 へんな かわり 方です な あ」 

「おばけと いうの は、 どうも- J とばが 悪い がし かし、 

たしかに、 丸木と いう 奴 は、 おばけの 一 種 だ！」 

課長 は、 そう 言って、 唇 をかん だ。 


怪人 丸木 は、 どこへ 逃げた。 

大 江山 課長 は、 部下 を 励まして、 あたり を さがさせ 

た。 中に も、 佐々 刑事 は、 さっき 丸木に やっつけられ 

た くやしさ もあって、 たいへんな、 はりきり 方で あつ 

た。 

「こんど 丸木に 出会ったら、 僕 は、 どんな ことがあつ 

て も、 あいつの 首 を 分捕って やる」 

佐々 刑事 は、 そんな こと を 言って いた。 

「怪人 丸木の 首 を 分捕る？ そんな もの を 分捕って、 

どうす るんだ」 

と、 同僚が 聞く と、 佐々 は 一 胃 を ゆすり あげて、 


「ふん、 あいつの 首の 使い道 か。 僕 は、 あいつの 首 を 

きざんで、 ライス カレ— の 中へ たたきこむ つも リだ」 

「えつ、 君 は、 あいつの 首 を 食う つもり か。 とんでも 

ない こと だ、 君 は 食人種 かね」 

「食人種？ そうじゃな いよ。 丸木が 人間なら、 あい 

つの 首 を 食べれば そり や 食人種 さ。 しかし 丸木 は、 人 

間 じ やな いんだ。 だから、 僕 は 食人種に なり はしない 

よ」 

「じゃあ、 何になる かな あ」 

「食 化 種 さ。 お 化の 味 を、 僕が 第 一番に 味わって みよ 

うとい うわけ さ。 もし、 おいしかったら、 君に も 分け 


て やる よ」 

「じょう だんじ やない。 お 化の 肉の はいった ライス 力 

レ ー など、 まっぴら だ」 

「さあ、 くだらん こと を 言わないで、 早く 丸木 を さが 

し 出せよ」 

「くだらん こと を 言って いるの は、 佐々 君、 君 だよ」 

そんな さわぎの うちに、 とうとう 不幸な 半裸体の 警 

官が 見つかった。 彼 は、 すっかり 官服も 帽子 も 奪いと 

られ て、 草 むらに 倒れて いた。 課長 以下 は、 すぐさま 

手 あつい 介抱 を 加えた が、 残念ながら、 もうだめ であつ 

ろっこつ 

た。 肋骨が 三本 も 折れて、 ひどく 内出血し ていた。 


「かわいそうな こと をした」 

と、 大 江山 課長 は 涙 をのみ、 

「丸木と いう 奴 は、 いよいよ 人間 じ やない。 人間なら、 

こんなに 残酷な こと は、 しないだ ろうに」 


^ 秘密 室 


こっち は、 新田 先生と 千 二 少年と であった。 二人 は 

不思議な 再会に、 手 をと つて 喜び 合った が、 話 はっき 


なかった。 

だが、 そのうちに、 新田 先生 は、 蟻 田 博士が 間 もな 

く 帰って来る だろうと いう ことに 気がついた。 そうし 

て、 同時に、 まだ 謎のと けない 博士の 秘密 室の こと も 

思いだ したので ある。 

そこで、 新田 先生 は、 話 をして みても、 しょうがな 

いと 思った けれど、 千 二 少年に 向かい、 

「な あ、 千 二君。 先生 は、 君 を 助けようと 思って、 こ 

こへ 来たので はなかった の だ。 実は、 君の かくれて い 

たと ころ は、 蟻 田 博士の 秘密 室の 床下 だつ たんだよ」 

「えつ、 博士の 秘密 室？」 


「そうだ。 蟻 田 博士が、 たいへん 大切に している 部屋 

なんだ。 ところが、 その 部屋へ はいって みたところ、 

部屋 はがらん 洞で、 何も 置いて な いんだ」 

あ き ベ や 

「空 部屋なん です ね」 

「うん、 空 部屋なん だよ。 ただ、 柱時計が 二つ、 壁に 

かかって いる だけ だが、 この 時計 も、 べつに 変った 時 

計で もな く、 昔から よく ある やつ だ。 しかも、 その 時 

計 は、 ほこり を 一 ぱい かぶった まま、 針 はと まってい 

るんだ。 先生 は、 博士が なぜ、 あのような とまった 古 

時計し かない 空 部屋 を、 大切に している のか、 わけが 

わからな いので、 困って いるの だよ」 


「そうです か。 全く、 わけが わかりません ねえ」 

と、 千 二 も、 先生 も 同じように 首をかしげた。 

「どう だ、 千 二君、 君 は 床下に いて、 何 か 秘密の ある 

ような もの を、 見なかった かね」 

「床下で 秘密の あるよう な ものと いうと …… 」 

と、 千 二 はしき りに 考えて いたが、 

「ああ、 あれ じ やない かしら」 

「何 だ。 あれと は —— J 

新田 先生 は、 思わず 声 を 大きく して、 千 二に たずね 

た。 蟻 田 博士の 秘密 室の 床下で、 千 二 は、 何 を 見た の 

であろう か。 


「それ は、 博士の 秘密 だか 何だか、 わかりません けれ 

ど …… 」 

と、 千 二 少年 は 前お きをして、 

「僕 は 床下で、 たいへん 太い 柱 を 見たん です」 

「なに、 太い 柱？」 

「そうです。 とても 太い 柱です。 コンク リ ー トの 柱な 

んで すよ。 太 さは、 そうです ね、 僕たちが、 学校で よ 

く 相撲 をと りました ね。 あの 時 校庭に 土俵が つくって 

あった こと を、 先生 はよ く 覚えて いらっしゃる でしよ 

う。 柱の 太 さは、 あの 土俵ぐ らいの 太 さは ありました 

よ」 


「そうか、 小学校の 庭の 土俵ぐ らいの 太 さとい えば、 

相当 太い 柱 だね。 それ は 柱と いうよりも、 中に 何 か は 

い つてい るの じ やない かな あ」 

「そうか も 知れません」 

「柱の 上 は、 床に ついている のかね」 

「さあ、 それ はよ く、 たしかめて みません でした けれ 

ど、 もし 床の 上に 出て いるものなら、 先生が おはいり 

になった 博士の 秘密 室の まん 中に、 その 柱が、 によつ 

きり 生えて いなければ ならない はずです ね。 先生、 そ 

んな ものが、 ありまし たか」 

「いや、 あの 部屋に は、 決して そんな 柱 は 見えな かつ 


たよ。 不思議 だな あ」 

新田 先生 は、 腕ぐ みして、 不思議 だな あと、 くリか 

えした。 

「いや、 とにかく、 その 柱の 中 は、 調べて みる 必要が 

ある。 が、 どこから はいれば いいの かわからない。 あ 

の 部屋に は、 別に、 その 入口ら しい もの も 見えな かつ 

たがね え」 

「変です ね」 

「な あ、 千 二君。 君 は、 あの 部屋の 床下に もぐりこん 

でから 後、 もっと 何 か 見なかった かね」 

「もっと、 何 か 見なかった か と言うんで すか」 


と、 千 二 少年 は、 またし きりに、 前の こと を 思い出 

そうとつ とめて いたが、 

「ああ、 そうだ。 僕 は、 時計が 鳴る の を 聞き ましたよ、 

先生」 

「え、 時計って」 

「いや、 僕の かくれて いた 頭の 上で、 ぼうん、 ぼうん 

と 時計が 鳴つ たんです」 

「ああ、 そうか。 千 二君 は、 床下で、 それ を 聞い たん 

だね。 すると、 博士の あの 秘密 室の 柱時計が 鳴つ たん 

だな。 でも、 それ は 不思議 だ」 

新田 先生 は、 首をかしげて、 妙な 顔 をした。 


「先生、 止って いた 時計 を 直して いるから、 時計が 鳴つ 

たの だと 思います よ」 

「ああ、 そうか。 時計の 針 を 動かして いたんだ ね」 

「きっと、 そうなんでしょう。 だから、 ぼうん ぼうん 

と、 幾つ も 打ち ましたよ」 

「なるほど、 なるほど」 

「ところが、 先生、 それが どうも、 へんなん です よ」 

「へん？ へんと は、 何が へんな のかね」 

新田 先生 は、 千 二 少年の 話に、 たいへん ひかれた。 

「その 時計の 鳴り 方です よ。 はじめ、 ぼうんと 一 つう 

ち、 次に ぼうん ぼうんと 二つう ち、 それからぼう んぼ 


うん ぼうんと 三 つうち  」 

「つま リ、 一時、 二 時、 三時 だな。 すると 一時間お き 

に 鳴る 柱時計 は、 めずらしい」 

「先生、 僕が へんだ と 言った の は、 そのこと じゃあり 

ません」 

と、 千 二 は、 先生の 言葉 を さえぎった。 

「え つ 」 

「僕が へ ん だと 思 つたの は、 ぼうん ぼうん ぼうんと 三 

つ 打った のち、 こんど は 四つ 打つ かと 思った のに、 ぼ 

うん ぼうん ぼうん ぼうん ぼうんと 五 つ 打った のです。 

それから 次 は 六つ、 次 は 七つと、 それから のち は あた 


リ 前に 打って いったの です」 

千 二が 床下で 聞いた 柱時計の 不思議に ついて、 新田 

先生 は、 首をかしげて 考え こんだ。 

「ふうむ、 柱時計が 一時 丄 一時 • 三時とう つて 四時が 

ぬけ、 それから、 五 時 • 六 時 • 七 時とう つてい つたと 

言 うんだ ね」 

「そうなんで すよ、 先生」 

「不思議 だね え」 

と、 新田 先生 は、 四時 をうた ない 時計の 謎 を、 どう 

解いて よい か 迷った。 

「ねえ、 先生。 その 時計が 四時 をうた なかった の は、 


時計が こわれて いて、 四時の ところでは 鳴らない ので 

はないで しょうか」 

千 二 は、 おもしろい 答え を 考え だした。 

「なるほど、 それ も 一 つの 考え だね」 

と、 新田 先生 はうな ずいた。 

「しかし 千 二君、 柱時計と いう もの は、 たいへんがん 

じょうに 出来て いるもの だ。 四時 だけ 鳴らない という 

ような こと は、 まず 起らない と 思う。 とにかく、 それ 

を しらべて みょうじ やない か。 さあ、 先生と 一し よに 

博士の 秘密 室へ いこう」 

新田 先生 は、 千 二 をうな がして、 ふたたび 博士の 秘 


密室へ はいって いった。 

うすぐらい 電灯が つくと、 室内 は、 さっきと 全く か 

わらない がらんと した 部屋であった。 古びた 柱時計が 

二つ 壁に かかって いるの も、 さっきと 同じ ことで あつ 

た。 もちろん 二つの 時計 は、 どっち も 動いて いなかつ 

た。 

千 二 は、 この 部屋の 殺風景 さに、 ひどく 驚いた よう 

であった。 

「先生、 この 部屋 は、 何だか、 気味の わるい 部屋です 

ね」 

「そうだ、 あまり 気味の よい 部屋 だと は 言えない ね」 


そう 言って、 新田 先生 は、 つかつかと 柱時計の 下に 

歩み寄り、 時計の 中 を 見ようと したが、 背が とどかな 

い。 そこで、 先生 は、 梯子 を 探しに また 外へ 出な けれ 

ばなら なかった。 

一体 蟻 田 博士の 秘密 室と、 そうして 四時に 鳴らない 

柱時計の 謎と は、 どのような 関係が あるので あろう か。 

柱時計の 中 を しらべる ため、 新田 先生と 千 二 少年と 

は、 部屋 を 出て、 梯子 を さがしに いったが、 その 梯子 

は、 その 隣の 物置の ような 室内に あった。 

「はは あ、 博士 は、 いつも この 梯子 をつ かってい るの 

だな」 


脚立の ような 形 をした その 西洋 梯子 を、 新田 先生 は、 

秘密 室へ かつぎこんだ。 そうして 柱時計の 下にお いた。 

ちょうど、 ほどよい 高さであった。 

「先生、 僕、 梯子 をお さえて いますよ」 

「そうかね、 じゃあ、 先生 はの ぼって みるよ」 

新田 先生 は、 梯子 をの ぼった。 

先生 は、 時計の 扉 を 開いて マッチ をつ ける と、 その 

光 をた よりに 中 を のぞきこんだ。 

「先生、 何 か、 かわった ものが、 見つかりました か」 

「そうだね。 時計の 中には、 ラジオの 受信機の ように、 

電線が、 ごたごたと 引 張り まわして あるよ。 しかし、 


この 電線 は、 何のた めにあ るんだ か、 どうもよ くわ か 

ら ない」 

「先生、 四時が 鳴らない わけ は、 わかりました か」 

「うん、 今 それ を しらべて いると ころ だが、 ええと、 

この 歯車が、 時計 を 鳴らす 時に まわる 歯車 だ。 すると 

—— 」 

先生 は、 また 新しい マッチ をつ けて、 時計の 中 をの 

ぞ きこんだ。 

「_ —— べつに、 かわった こと はない よう だ。 三時 も 四 

時 も、 ちゃんと 鳴る はず だが な あ」 

「四時 は 鳴る ように、 なって います か」 


「そうだよ、 千 二君、 今、 鳴らして みょう。 聞いて い 

たまえ」 

新田 先生 は、 時計の 中へ 指 を 入れて、 歯車の かぎ を 

引 張った。 

ぼうん、 ぼうん、 ぼうん、 ぼうん。 

「あつ、 四つう つた」 

「な あんだ、 ちゃんと、 四つ 鳴る じ やない か」 

柱時計 は、 いきなり 四時 をう つたので あった。 先生 

と 千 二 少年と は、 拍子ぬ けがして、 たがいに 顔 を 見合 

わせた。 

続いて 次 をうた せて みたが、 ちゃんと 五 時、 六 時、 


七 時 …… と、 うつのであった。 

「ふん、 別に、 こわれて いるので はない よう だ」 

「先生、 もう 一 つの 時計 を 調べましょう。 四時 をうた 

な いのは、 もう 一 つの 時計 かもしれ ません から」 

「よろしい。 もう 一 つの 時計 も 調べて みょう。 こんど 

は、 千 二君、 君が 調べて みたまえ」 

「ええ。 じゃあ、 僕が 調べましょう」 

先生が 下りて、 梯子 を 隣の 時計の 横に かけかえた。 

代って、 千 二 少年が のぼって いった。 

「じゃあ、 先生。 僕が この 時計 を 鳴らして みます よ」 

第二の 時計 は、 千 二の 手に よって、 時 をう ち はじめ 


た。 

柱時計 は 九 時、 十 時、 十一 時 …… と、 正しくう つて 

いった。 そうして、 三時 をう ち、 次 はいよ いよ 四時の 

番だ。 

「いよいよ、 四時のと ころです。 ああ、 僕、 何だか、 

気味が 悪くな つた」 

と、 千 二 は、 梯子の 上で、 すこし 顔 を こわばらせた。 

「何 だ、 千 二君。 君 は、 日本 少年の くせに、 いくじな 

しだね」 

「先生、 僕 は、 勇気 は あるので すよ。 ただ、 気味が 悪 

いと 言った だけです。 先生、 さあ、 聞いて いて 下さい」 


千 二 は、 指さき で 歯車の かぎ をお した。 すると、 第 

二の 時計 はいよ いよ 鳴り 出した。 

ぼうん、 ぼうん、 ぼうん、 ぼうん。 

音 は 四つ だ！ 

「な あんだ。 どっちの 時計 も、 四時 をう つじ やない か」 

「どうも、 へんだ ね。 君 はこの 時計が 四時 をうた な 

かった と言う けれど、 今やって みると、 第一 の 時計 も、 

第二の 時計 も、 ちゃんと 四時のと ころで 鳴った じ やな 

ヽ ゝ 一 

レカ」 

そう 言って、 新田 先生 は、 千 二の 顔 を 見た。 

「おかしいで すね。 そんな はず はな いんだが …… 」 


「たしかに、 君 は 四時 をうた なかった と言うの だね」 

「そうです とも。 僕 は、 時計が 間違な く、 四時 をぬ か 

してう つたの を おぼえて います。 間違ありません」 

千 二 は、 きっぱり 言った。 

「そうかね。 それほど 言う のなら、 間違ないだろう。 

だが、 柱時計 は、 この 通り ちゃんと 四時 をう つんだ か 

らね。 おかしな 話さ」 

先生 は、 腕ぐ み をして、 あきれ 顔で、 柱時計 を 見 あ 

げた。 

「これに は、 何 か、 わけが あるんだ。 —— 千 二君 は、 

この 柱時計が、 四時 をぬ かしてう つた と言うのに、 今 


鳴らして みると、 どっちの 柱時計 も、 ちゃんと 四時 を 

うつ。 なぜ、 そんな ことになる のだろう か。 この 答え 

が 考え出せな いうち は、 博士の 秘密 は、 それから 先、 

何にもと けな いんだ」 

うな 

新田 先生 は、 呻りながら、 しきりに 考えた。 

「うむ、 これく らいの 謎が、 とけない ようで は、 地球 

の 人類の 生命 を 救う なんて 大 仕事 は、 出来る はずが な 

い。 ちえつ、 新田、 お前の あたま も、 存外 ぼん くらに 

出来て いるな あ！」 

知らない 者が これ を 横から 見て いると、 新田 先生 は 

おかしくな つたんだ ろうと 思った であろう。 そばに 


立って いる 千 二 少年 も、 何だか 気味が 悪くな つた。 

その 時であった。 新田 先生 は、 急に にこに こ 顔に な 

ると、 

「ああ、 そうか。 謎 はとけ た ぞ！」 

と、 ぴしゃりと 手 を うちあわせた。 

「先生、 わかりました か」 

と、 千 二 は 胸 をお どらせ てたず ねた。 柱時計が なぜ 

四時 をうた なかった かとい う 謎 を、 ついに 先生が とい 

た と言うの だから。 

「わかった よ、 千 二君。 こう 考えれば、 柱時計が 四時 

をうた ないように 聞え るで はない か」 


と、 新田 先生 は、 思わず ごくりと つば をのみ こんで、 

「いいかね。 はじめ、 第一 時計 も 第二 時計 もとまって 

いるんだ。 そこで、 針 を 指で 動かして いくんだ。 まず、 

どっち か 第一 の 時計 を、 ぼうんと 鳴らして 一 時 さ。 そ 

れ から、 もっと 針 を 廻して ぼうん、 ぼうんで 二 時 だ。 

それから、 また さらに 針 を まわして、 ぼうん、 ぼうん、 

ぼうんで 三時 さ。 わかる かね、 千 二君」 

「それく らいの ことなら、 はじめから、 僕に もよ くわ 

か つ ています よ」 

千 二 は、 先生に、 ばかにされ たと でも 思った のか、 

頰を ふくらませて 答えた。 


「それが、 わかって いるね。 そんなら、 よろしい。 第 

一時 計 は、 そのまま にして おいて、 さて 次に、 第二の 

柱時計 をう ごかす のさ」 

「は あ、 —— 」 

「分針 を、 十二のと ころへ もってい くと、 第二の 柱 時 

計 は、 鳴り だした。 ぼうん、 ぼうん、 ぼうん、 ぼうん、 

ぼうん、 ほら 五 時 だ。 五 時 をう つたの だ」 

「えつ、 五 時？」 

「そうだ。 第二の 時計 は、 五 時から 鳴リ だした の だ。 

次 は 六 時、 七 時 …… とうって いった。 そういう わけ だ 

から、 四時 をう つ 音 は、 聞え なかつ たんだ」 


「ええつ、 何です つて」 

「つまり、 千 二君、 実際 は、 二つの 時計が 鳴った の だ。 

それ を、 君が 一 つの 時計が 鳴った ように 思った から、 

四時がぬ けたと 思 つたんだ」 

「はは あ、 なるほど」 

ああ、 ついに、 柱時計の 秘密 はとけ た。 

千 二 少年 は、 新田 先生の あたまの 働きに、 すっかり 

感心して しま つ た。 

(四時 をうた ない わけ は、 一 つの 柱時計が 三時 をう つ 

て 終り、 次に もう 一 つの 時計が、 五 時から うち はじめ 

るから だ) 


なるほど、 二つの 柱時計 を、 そういう 風に 鳴らせば、 

四時のと ころで は、 鳴らない わけ だ。 先生 は、 実にす 

ばらしい 謎 をと いた もの だ。 

その 新田 先生 は、 謎 をと いた あと、 別に 嬉しそうな 

顔 もせず、 二つの 柱時計 を、 じっと見 あげてい る。 

「ああ 先生、 どうしたんで すか。 何 を 考えて いるんで 

す 力」 

と、 千 二 は、 先生の 様子が 心配に なって 側へ よった。 

「うん、 千 二君。 先生 は 今、 この 柱時計に ついて、 もつ 

と 重大な こと を 思い つ いたんだ よ」 

「えつ、 もっと 重大な ことって？」 


千 二 は、 先生の 顔と、 相 変らず 振子のと まった まま 

の 二つの 柱時計と を 見 くらべた。 そうい われる と、 何 

だか まだ 大きな 秘密が、 その あたりに もやもや してい 

るよう な 気がする。 

「そうだ。 先生の 考えて いると おり、 大胆に やって み 

る ことにしよう」 

まゆ 

新田 先生の 眉が、 びくんと 動いた。 先生 は、 何 かし 

ら、 一 大 決心 を 固めた ものら しい。 

「先生、 先生。 何 を 先生 はやって みると いうんで すか」 

「おお 千 二君」 

と、 新田 先生 は、 千 二の 方 を ふり 向いて、 急に 顔 を 


やわらげながら、 

「さっきから、 先生 は 考えて いたんだ が、 今とうと う 

先生 は、 たいへんな 大 秘密 をつ きとめた ような 気がす 

るんだ。 それ こそ は、 この 蟻 田 博士 邸内に ある 最大の 

秘密 かも 知れない。 どうやら、 これで、 この 屋敷に が 

ん ばっていた かいが あつたよ うだ」 

^ 寄りそう 師弟 


何が、 そんなに、 新田 先生 を 興奮 させて いるの か。 

「先生、 大丈夫で すか」 

「何が、 大丈夫 だって。 いや、 心配し ないでも いいよ。 

そして、 これから、 先生の やる こと を 見て おいで」 

新田 先生 は、 はりきった 顔に、 つとめて 笑い をう か 

ばせ、 なる ベ く 千 一 一 君に 恐し さ を あたえな いように つ 

とめて いた。 

「さあ、 千 二君。 そこにいて は、 あぶない かもしれ な 

い。 君 は 入口の 扉のと ころへ いって、 なるべく 体 を、 

ぴったりと 扉に つけて おいで」 

「先生 は？」 


「先生 は、 もう 一 度 時計 を 鳴らして 見る」 

「また、 時計 を 鳴らす のです か」 

「そうだ。 だまって、 見て おいで。 しかし、 あるいは、 

千 一 一 君の 思いがけな いような ことが 起る かもしれ ない。 

が、 どんな ことがあっても、 おどろい てはいけ ない よ」 

「先生、 僕の ことなら、 大丈夫で すよ」 

千 二 は、 そう 答えて、 先生から 言われた とおり、 入 

口の 扉の そばへ、 場所 をう つした。 

その 間に、 もう 先生 は、 柱時計の そばに かけた 梯子 

を 上って いた。 

先生 は、 


(千 二君、 始める が、 覚悟 はいい かね) 

といった 風に、 千 二の 方 を、 ふりかえ つたが、 千 二 

が、 言いつけた とおり、 ちゃんと 扉のと ころで 小さく 

なって いるの を 見る と、 安心の 色 をう かべて、 時計の 

方へ 向きな おった。 それから、 新田 先生 は、 右の 柱 時 

計の 針 を、 指さき でまわして、 また、 ぼうん、 ぼうん 

と 鳴らして いった。 一時、 二 時、 三時！ 

「さあ、 こっちの 時計 は、 これでよ し。 今度 は、 もう 

一 つの 時計の 方 だ」 

先生 は、 右の 時計 を 三時のと ころで とめる と、 今度 

は、 左の 柱時計の 方へ 手 をのば して、 ぼうん、 ぼうん 


と 鳴らし はじめた。 

一 体、 何事が 起る のだろう か。 

ぼうん、 ぼうん、 ぼうん、 ぼうん、 ぼうん。 

第二の 柱時計 は、 あやしい 音を立てて、 五 時 をう つ 

た。 

その 音 を 聞いて いた 千 二 は、 何だか、 背中が ぞく ぞ 

くと 寒くなる の を 覚えた。 

新田 先生の 指が 動く と、 時計の 針 は、 またぐ るぐ る 

と 廻って、 やがて また、 ぼうん、 ぼうんと、 あやしい 

音を立てて 鳴り 出す のであった。 

「ああ 先生！ 新田 先生！」 


と、 千 二 は、 先生の 後から、 呼びかけて みたくな つ 

た。 でも、 どうした わけ か、 のどから 声が 出なかった。 

第二の 柱時計 は、 続いて、 ぼうん、 ぼうんと 鳴りつ 

づける。 そうして、 ついに 八 時 をう つてし まった。 

その 時、 何 思った か 新田 先生 は、 後 を 向いた。 

「おお、 千 二君。 よく 注意して いるかね。 さあ、 この 

次 は、 いよいよ 問題の 九 時 をうた せる から、 君 は、 お 

へそに、 うんと 力を入れて おいでよ、 ね」 

千 二 は、 返事 をす るか わりに、 無言で うなずいた。 

「さあ、 いよいよ 始 るぞ。 九 時 をうた せても、 鼠 一匹 

出て 来なければ、 ことごとく 先生の 失敗に 終る！」 


荒 鷲の 巣へ しのびよって、 巣の 中の 卵へ、 いよいよ 

手 を、 に ゆつ とのば した 獵師 のように、 新田 先生の 顔 

は、 一生 けんめいな 気持で 真 赤に なって いた。 

、ま うん、 、ま うん、 、ま うん  

いよいよ 柱時計 は 九 時 をう ち 出した。 

すると、 新田 先生 は、 急に、 梯子から、 どか どかと 

下りた。 そうして、 時計の 下の 壁ぎ わに ぴったりと 体 

をよ せ、 なお も 鳴り ひびく 怪 時計の 音に、 注意ぶ かく 

聞 入った。 

ぼうん！ ついに 時計 は、 九 時 をう ち 終った。 

その 時、 柱時計の 下で、 壁に ぴったりと、 からだ を 


よせてい る 新田 先生の はげしい 興奮の 顔！ 

また 入口の 扉 を 背に して、 何事が 起る かと、 目 をみ 

はって いる 千 二 少年の 顔！ 

ぎい— つ、 ぎい— つ。 

床下に あたって、 歯車 か 何 かが、 きしる 音！ 

「うう む …… 」 

と、 新田 先生 はうな つた。 

ぎい— つ、 ぎい 1 つ。 

「あつ、 床が …… 」 

千 二 は、 思わず 驚きの 声 を あげた。 

「しつ！」 


新田 先生が、 叱りつ ける ように 叫んだ。 そうして、 

両眼 を 皿の ようにして 床 を 見つめて いる。 

見よ！ 床が、 動いて いるの だ！ 

秘密 室の 床が、 真中のと ころで 二つに 割れて、 しず 

かに 左右に 分れて いく。 そうして、 その 間から、 まつ 

くらな 床下の 穴が 見えて 来た。 だんだんと、 その まつ 

くらな 四角な 穴 は 広が つてい く。 

千 二 少年 は、 息をつめて、 それ を 見て いた。 なぜ こ 

うして、 床が、 動きだした のであろう か。 

新田 先生 は、 ついに、 二つの 柱時計の 謎 をと いたの 

だった。 一方の 時計 を 三時まで うたせ、 それからもう 


一 方の 時計 を 九 時まで うたせ ると、 それが 組合わせに 

なって、 この 床 を 左右に 開く 仕掛が 働き 出す ので あつ 

た。 つまり、 そのよう に 二つの 時計 を 鳴らさせる とい 

うこと は、 錠前 を 鍵で はずした ことに もな り、 また、 

床 を 動かす 仕掛の スィッチ を 入れる ことに もなる の 

だった。 これが 蟻 田 博士が、 この 部屋に 仕掛けて おい 

た すば らしい 秘密 錠な の だ 。 

動いて、 割れる 床！ 

蟻 田 博士の 秘密 室に は、 こんな 思いがけない 仕掛が 

あつたの だ。 博士 は、 床に 錠前 を かけて おいた ので は、 

合鍵な ど をつ かつ て 人に あけられ るの を 恐れる あまり、 


こうした 暗号の ような 仕掛 をつ くって おいた の だ。 

床 は、 いつしか、 動か なくなった。 ぎい— つ、 ぎ 

い ー つと いう 歯車の きしる 音 も、 今 は 聞え なくなった 

そうして、 だ だっぴろ いこの 秘密 室の 床の 上に は、 ま 

ん 中のと ころに、 ぼっかり と 四角な 穴が 取 残されて い 

たのであった。 

新田 先生 は、 しずかに、 柱時計の 下から 体 を 動かし 

て、 壁に そって、 千 二のと ころまで、 ぐるつ とま わつ 

て 来た。 

「どう だ、 千 二君。 さぞ 驚いた ろうね」 

新田 先生 は、 千 二が、 どんなにび つくりし たかと、 


それが 心配に なって、 やさしく そばへ 近よ つたので 

あった。 

「ああ、 先生。 僕、 大丈夫です。 けれども、 あまり 思 

いがけ ない ことが 起った ので、 はじめは 胸が どきどき 

しました」 

「そうだろ うね。 あの 柱時計が、 たいへんな 仕掛に 

なって いたの だ。 とうとう 床が ひらいた よ。 博士 は、 

な 力な 力 用、.^^ 力 レ」 

「先生、 床の 下に は、 何が あるんで しょうか」 

「さあ、 何が あるか、 先生に は、 まだよ くわから ない。 

とにかく、 下 をの ぞいて みょう。 千 二君、 君 はついて 


来る かね。 それとも、 ここに 待って いるかね」 

先生 は、 千 二の 気持 をたず ねた。 

「先生、 僕 は、 先生の、 おいでになる ところなら、 ど 

こへ でも、 ついて 行きます よ。 つれて 行って 下さい」 

「行く かね。 そうか。 大丈夫 かね」 

「先生。 僕 は、 もう 火星の 化物で も 何でも、 恐し いな 

んて 思いません。 どこまでも 戦う つもりです」 

たしかに、 千 二 少年 は、 昔の 千 二 少年と はちがつて、 

強くな つたよう だ。 

火星の ボ— ト につれ こまれたり、 怪人 丸木に いじめ 

られ たりして いる 間に、 彼 は、 だんだん 勇気が 出て 来 


たの だ。 そうして、 世の中 を さわがす 怪しい 物の 正体 

を、 どこまでもつ きとめた いという 気持で、 はりきつ 

ていた。 

ことに、 自分の 先生で ある 新田 先生が、 わざわざ 学 

校 を やすんで、 千 二の こと を 心配して、 一生 けんめい 

にやって いてく ださる こと を 知った 時、 千 二 は、 自分 

もまた 先生の 親切に むくいる ため、 しっかりし なけれ 

ばいけ ない と、 決心した のであった。 

「先生、 じゃあ、 勇敢に、 床下の 様子 を、 さぐって 見 

ましょう」 

「ほう、 千 二君。 ばかに 元気 だな あ」 


と、 新田 先生 は、 感心の 言葉 を 洩らして、 

「だが、 もう そのうち にへ 蟻 田 博士が、 かえって 来 そ 

うだから、 早い ところ、 床下 を 探検して 見よう。 なる 

ベく、 足音 を 忍ばせ、 先生のう しろに ついて おいで」 

新田 先生 は、 千 二の 肩に 手 をお いて、 はげます よう 

に 言った。 

さあ、 柱時計の 暗号 鍵に よって 開かれた 床下に は、 

一 体 何が 秘められて いるので あろう か。 

二つに 左右に 割れた 床の 穴に 近づいて、 下 をの ぞく 

と、 そこに は 古びた 木製の 階段が ついていた。 懐中 電 

灯 をつ けて、 その 階段の 下の 方 を 照らして 見た が、 光 


がよ わくて、 よく 見定める ことが 出来なかった が、 と 

にかく 階段 は、 かなり はるか 下まで つづいて いるよう 

だった。 

先生 は、 先にな つて、 その 階段 を 踏み、 しずかに 下 

り はじめた。 古びた 木製の 階段 は、 ぎち ぎち と 音 を 立 

てた。 

この 階段 は、 大きな 煙突の 中に 仕掛けて あるよう な 

かっこう をして いて、 まわり は、 厚い 壁で とりかこま 

れ ていた。 だから、 ちょっと 靴の 先が 階段の 板に ぶつ 

かると、 とても 大きな 反響が した。 


^ 怪 動物 


真暗な 階段 を、 新田 先生と 千 二 少年と は、 足音 をし 

のばせつ つ 下りて いく。 

その 階段 は、 なかなか 長く つづいて いた。 まるで、 

ふかい 井戸の 中にはい つてい くような 気がした。 千 二 

少年 は、 あまりい い 気持ではなかった。 

先に 立って、 懐中電灯 を 光らせて いた 新田 先生が、 

この 時、 ふと 足 をと めた。 


(おや 先生が、 立 止った！) 

と、 千 二 は、 すぐ、 それに 気がついた。 

その 時、 先生の 手が、 千 二の 肩 を、 静かに おさえた。 

(動いて はいけ ない。 静かに！) 

と、 先生の 手 は、 言って いるよう だった。 

千 二 は、 もちろん、 動かなかった。 そうして、 これ 

は 何事 かが あるの だと 思った ので、 耳 をす まして、 先 

生の 合図 を まった。 

「おい、 千 二君。 君に は、 聞えない かね」 

新田 先生が、 千 二の 耳 もとに 口をつけて 言った。 こ 

の 井戸の 中の ような 階段に はいって 後、 始めての こと 


ばで ある。 

「えつ、 聞えない か —— と は、 一体 何が？」 

千 二 は、 自分の 耳に、 全身の 注意 を 集めた。 

「ああ、 —— 」 

千 二 は、 その 時、 思わず、 低く 叫んだ のであった。 

何 か、 聞え るよう だ。 

気のせい かと 思う が、 そうで はない。 何だか、 口笛 

を 吹いて いるよう な 音が、 地底から、 聞え て 来る の だ つ 

た。 

「先生、 僕に も 聞え ます。 口笛 を 吹いて いるよう な 音 

でしよう」 


「そうだ」 

先生の あつい 息が、 千 二の 耳た ぶに かかった。 

「おい 千 二君。 あの 音 は、 一体、 何の 音だろう ね」 

ひゆう、 ひゆう、 ひゆう。 

地底から、 かすかに 響いて 来る その 気味の 悪い 怪音 

は、 一体、 何であった ろうか。 

ひゆう、 ひゆう、 ひゆう。 

誰かが、 地底で、 口笛 を 吹いて いるよう に 聞え る。 

だが、 まさか、 こんな 地底に、 人間が いると は 思わ 

t な レ 

では、 機械の 音で でもあろう か。 


新田 先生と 千 二と は、 よりそって、 なお も その 怪音 

に 聞 入った。 

「千 二君、 機械の 音に して は、 何だか へんだ ね。 だつ 

て、 早くな つたり 遅くな つたり する よう だよ」 

「そうです か。 機械の 音で ない とすると、 何でしょう 

ゝ I 

力」 

「どうも、 わからない」 

と、 先生 は 吐き だすよう に 言った。 

「もし、 地底に、 誰かが かくれて いるの だったら、 わ 

れ われ は 今、 たいへん あぶない こと を やり はじめた こ 

とになる のか も 知れない。 と 言って、 せっかく ここ ま 


で 来たの だから、 このまま 引き かえす の も 残念 だ」 

新田 先生 は、 どうしようかと 困って いるら しい。 

「先生、 やっぱり、 下へ おりて みようではありません 

力」 

と、 千 二 は、 勇敢に 言った。 

「下へ おりる と言うの だね。 よし、 そんなら、 行って 

みょう。 さらに 一 そう 用心 をして おりて 行く の だよ」 

それから 二人 は、 さらに 足音 を 忍ばせて 階段 をお り 

て 行った。 

すると、 階段が 尽き、 二人 はしめ つぼい 土のうえ に 

おりた。 


懐中電灯の 光で さぐって みると、 あたり は、 なかな 

か 広い。 それだけに、 気味の 悪さ は、 一そう 加わった。 

「おお、 あの 見当 だ。 おや、 ぼうっと あかりが 見える 

ぞ」 

暗い 廊下の 奥に、 穴で も あるら しく、 下から ぼうつ 

と、 光が 天井の 方へ 映って いる。 

「何の 光であろう か？」 

新田 先生と 千 二と は、 やっと 並んで 歩け る ほどの、 

狭い その 廊下 をし のび 足で、 奥へ 前進して 行った。 

「這って 行こう」 

先生の 注意で、 千 一 一 も、 しめつ ぼい 土の 廊下に 腹ば つ 


た。 

ひゆう、 ひゆう、 ひゆう。 

ひゆん、 ひゆん、 ひゆん。 

奇妙な 笛みたい な 音 は、 だんだん 大きくな つて 来た。 

千 二 は、 その 音 を 聞いて いるう ちに、 いっか、 どこ 

かで、 そのような 音 を 聞いた ことがある ような 気がし 

て 来た。 

(はてな！ 一  度 聞いた ことがある ような あの 音？ 

どこだった かな あ) 

新田 先生 は、 ぐんぐん 前進して、 ついに 腹ば いの ま 

ま、 穴の ふちのと ころまで すすみ 寄った。 さすがに、 


これから 先 は、 先生 もよ ほどの 覚悟 を もって のぞまな 

ければ ならない。 先生 は、 その 覚悟 をつ ける ため か、 

二、 三度 大きい 息をした 後、 思い切って、 穴の 方へ そつ 

と 頭 を さしのべた。 今 こそ、 穴の 中の 光景が、 見える 

ところへ 来たので ある。 

さあ、 先生 は、 穴の 中に 一体 何 を 見た であろう か。 

(ああ —— ) 

先生 は、 石像の ように、 固くなった。 大きな おどろ 

きが、 先生 をそう してし まった ので ある。 

見よ！ 穴の 中には 檻が 見えた。 

その 檻の 中には、 何やら 暗い なかに うごめく ものが 


あった。 

ぼうっと うす 桃色に 光って いるが、 先生が、 その 怪 

しい うごめく 物の 形 を、 はっきり 見き わめる に は、 か 

なり 手間が とれた。 

(ああ、 不思議な 動物 だ！ 見た こと もない 怪しい 動 

物 だ！ 一  体、 あれ は 何であろう か！) 

「見た か、 千 二君」 

と、 新田 先生 は、 千 二 を 後から 抱きながら、 おどろ 

きを 伝えた。 

千 二 は、 無言で、 うなずく ばかりであった。 

うす ぼんやりした 光 を 放って いる その 陸 物 は、 何 だ 


か大 蛸の ような ところがあった。 頭が すこぶる 大きく 

て、 目玉が とび 出して いると ころ は、 蛸 そっくり であつ 

た。 

だが、 蛸と は 似て いないと ころもあった。 それ は、 

その 大きな 頭の 上から、 二、 三本の 角みたい な ものが 

出て、 それがしき リに 動いて いる ことだった。 いや、 

角と いうよりも、 蝶 や 甲虫な ど の 昆虫 類が 頭部に 持 つ 

ている 触角 に似ていて、 しきりに それが 動く ので あつ 

た。 

「不思議な 動物 じ やない か」 

新田 先生 は、 たいへん 感心して、 はじめに 感じた 恐 


しさ を、 どこかへ 忘れて しまったよう であった。 

千 二 は、 やはりうな ずくば かりであった。 

その 怪物 は、 はじめ 床の 上に、 ぐに やりと なって い 

たが、 しばらく すると、 むくむ くと 立 上った。 そうし 

て、 ぶらぶらと 室内 を 歩き 出した ものである。 

その 時、 また 奇怪な こと を 発見した。 その 動物に は 

人間 や 獣に あるよう な 胴と いう ものが 見当らなかった 

いや、 胴 は あるに は あるが たいへん 細く、 そうして 短 

く、 枕ぐ らいの 大きさ もなかった。 

足 はあった。 その 足 を 使って 怪物 は 立上り、 床の 上 

を ゆらゆらと 動いて いるの だ つ た。 


その 足の まわりに、 長い 手の ような ものが ぶらぶら 

している のが 見えた が、 その 長い 手 はむしろ、 蛸の 八 

本の 足 に似ていて、 ぐにゃぐにゃ していた。 しかし、 

ずいぶん 細い 手であった。 

細 いのは 手 だけで はない。 足 もまた ひよ ろ 長いが、 

乾 大根の ように 細い。 

「どうも、 不思議な 動物 だ」 

と、 新田 先生 は、 低く ささやいた。 

「熱帯 地方に いるく も 猿 は、 手 や 足が たいへん 長い。 

胴 は、 ほんの ぼつち りしかない ように 見える。 だから、 

くも 猿 かしらん と 思った が、 そうで もな さそう だ」 


「先生、 やはり 大蛸 ではない のです か」 

千 二 は、 やっと、 自分の 考え を 言って みた。 蛸と は 

ちがった ところが あるが、 しかし、 蛸に 一ばん よく 似 

ている のであった。 

「そうだね。 蛸と 思えない こと もない が、 蛸に して は、 

檻の 中で、 あんなに 活発に 生きて いるの が 変 だね。 何 

か あれに 似た ものが いたが、 はて 何であった ろうか」 

と、 新田 先生 は、 しばらく 考えて いたが、 

「ああ、 そうそう。 これ は 熱帯 地方に ある もの だが、 

たこの 木と いう 植物が ある。 これ は、 今 見えて いる あ 

の 怪しい 動物の ように、 小さい もので はなく、 大きな 


木 だけれ ど、 そのた この 木の かっこうが、 どこ やら あ 

の 動物 に似てい る」 

「先生、 今 下に 見えて いるの は 動物です ねえ。 そのた 

この 木 は、 植物なん でしよう。 たこの 木と 言っても、 

動け ない のでしょう」 

「もちろん、 そうだ。 地面に 生えて いる 大きな 木 だか 

ら、 動け る はず はない。 千 二君、 先生 は、 形の こと だ 

け を 考えて、 たこの 木 に似てい ると 言つ たんだよ」 

いくら 考えても、 この 不思議な 動物の 正体 は、 わか 

りそう もなかった。 

「ああ、 先生」 


と、 その 時 千 二が 叫んだ。 

「何 だい、 千 二君」 

「先生、 ーぴき だけ かと 思ったら、 まだ 奥の 方に、 も 

う 一 ぴ きいます よ」 

「なに、 二 ひきだって。 どれどれ」 

檻の 奥の、 うす 暗い ところ を 見る と、 なるほど、 も 

う 一匹の 怪しげな 動物が、 眠って いるの か、 丸くな つ 

ている。 

地底に うごめく  二 匹の 怪しい 動物！ 

新田 先生と 千 二と は 何だか、 夢を見て いるよう な 気 

がして ならぬ。 


「ねえ、 千 二君。 あの 動物の そばへ よって、 もっとよ 

く 見たい ものだね」 

「ええ」 

「どこか、 その へんに、 下りる ところが あるので はな 

いか。 さがして みょうよ」 

「ええ」 

「ああ、 千 二君、 こわければ、 先生に ついて 来なくて 

もい いよ」 

「いえいえ、 僕、 一 しょに 行きます。 しかしね え、 先 

生。 あの 怪しい 動物 は 一体 何でし ようか。 先生 は、 す 

こし も、 見当が ついていな いのです か」 


千 二 は、 熱心に たずねた。 

「まだ、 わからない。 全く、 わからない」 

「そうです か」 

と、 千 二 は、 ちょっと 考えて いたが、 

「実はね え、 先生。 僕 はさつ き 先生が、 穴の 中に へん 

な 動物が いる、 と言われ たので、 のぞきま したね。 そ 

の 時、 僕 は、 それ は 火星の 動物 じ やない かしらと 思つ 

たのです。 つまり、 いっか、 火星の ボ— トに 残って い 

た、 怪しい 奴の こと を 思い出して、 また、 あれと 同じ 

か つ こう をした 奴で はない かと 思つ たんです」 

「うむ、 うむ。 それ は、 なかなかい いところ へ 気がつ 


いた。 それで …… 」 

「それで、 穴の 中 をの ぞいて、 よく 見た のです が、 違つ 

て いました」 

「違って いた？」 

「そうです、 たしかに、 違って いました。 火星の ボ— 

トに 乗って いた 奴 は、 僕と 組みう ちした ことが ありま 

すが、 それ は 体が、 たいへん 固い やつでした。 まるで、 

鉄管の ような 固い 体 を 持って いました。 それから、 大 

きさ も、 ずっと 大きい やつでした」 

「ふうむ、 そうかね え」 

先生 は、 小 首をかしげた。 


新田 先生と 千 二 少年と は、 あくまでも、 その 地底の 

怪物の 正体 をつ きとめる 決心 をして、 穴の 中へ 下りて 

いく 道 を 探した。 

ところが、 その 道 は、 どこに あるの か、 なかなか 見 

つからなかった。 

そんな ことで、 まごまご していた 二人 は、 とうとう 

かなりの 時間 を 費して しまった。 

もちろん、 新田 先生 は、 蟻 田 博士が やがて かえって 

来る だろう から、 早く この 地下室 を 引上げなければ な 

らな いと 思って いたので あるが、 ふと 気がついて みる 

と、 もう ぐずぐずして おられない ほど、 時間が たった 


ことが わかった。 

「千 二君。 もう、 ここ を 引上げよう。 ぐずぐず してい 

て、 蟻 田 先生に 見つかる と、 たいへんな ことにな るか 

ら ：：： 」 

「ええ、 わかりました。 でも、 残念です ねえ。 もっと 

あの 怪物 をよ く 見た いのです が」 

「仕方がない。 この 次の ことにしよう」 

二人 は、 ふたたび 例の 狭い 階段の 下へ 来た。 そうし 

て、 千 二 少年が 先に、 先生が その後から ついて、 その 

曲った 階段 をの ぼって 行った。 

「おや」 


先に 立って 階段 をの ぼって 行く 千 二が、 とつぜん 叫 

んだ ことで ある。 

「どうした、 千 一 一 君」 

「先生、 どうも、 へんです よ」 

「何が、 へんかね」 

「だって、 階段 を のぼりき つたと ころ は、 天井で、 ふ 

さが つ てい るんで す」 

「天井で、 ふさがって いるって。 それ はどうい う 意味 

かね。 この 階段の 上に は、 さっき 僕たちが はいった 床 

の 割目が ある はず だ」 

「それが、 ない のです よ」 


「なにつ」 

先生 は、 驚いて、 懐中電灯 を 上に 向けた。 なるほど、 

これ はへん だ。 階段の 口 は、 いつの 間に かしまつ てい 

た。 


^ 国際放送 


日本時間 で 言えば、 その 日の 真夜中 のこと であるが、 

ロンドンと ベルリン とから、 同時に、 驚くべき 放送が 


なされた。 

ロンドン では、 時の 王立 天文学 会長 リ— ズ 卿が マイ 

クの 前に 立ち、 また 一方、 ベルリン では、 国防省 天文 

気象 局長の フンク 博士が マイクの 前に 立った。 

この 二人の 天文学の 権威 ある 学者 は、 一体 何 をし や 

べつた のであろう か。 不思議な ことに、 二人の 話の 内 

容は、 はんこで 捺 したよう に 同じであった。 違って い 

たの は、 

「わが 英国 民 諸君、 および 全世界の 人類 諸君よ！」 

という リ ー ズ 卿の 呼びかけの 言葉と、 

「わが ドイツ 民族 諸子、 および 全世界の 人類 諸君よ！」 


という フンク 博士の 呼びかけの 言葉 だ けだった。 

「ああ、 諸君。 本日 ここに、 諸君 を 驚かす ニュ ー スを 

発表し なければ ならない 仕儀と なった こと を、 予は深 

く 悲しむ ものである。 諸君よ、 諸君が 今 足下に 踏みつ 

けて いる 地球 は、 遠からずして、 崩壊す るであろう。 

従って、 わが 人類に とって 一大 危機が 切迫して いる こ 

と を、 まず 何よりも、 はっきり 知っていた だきたい」 

と 言って、 ここで 講演者 は 言い あわせた ように、 し 

ばし 言葉 をと どめ、 

「なぜ、 われわれの 地球が 崩壊し なければ ならない か、 

それ を 語ろう。 わが 太陽系 は、 非常な 速力 を 持った モ 


口 ー 彗星の 侵入 を うけてい る。 われわれ は、 本日 念 入 

な 計算の 結果、 わが 地球が、 この モロ— 彗星との 衝突 

を 避け 得な いという、 真に 悲しむ ベ き 結論に 達した。 

われわれ は、 直ちに 善後策の 研究 を はじめた が、 如何 

なる 有効な 損害 防止 方法が 発見され るか、 それ は 神の 

み 知る ことで ある。 ちなみに、 モロ ー 彗星との 衝突 は 

来る 四月の 初で ある」 

講演者の 声 はふる えていた。 

ロンドン とべ ル リンと からの 驚くべき 二 ュ— ス 放送 

は、 まだ つづいた。 

「われわれ は、 近く この 対策に ついて、 国際会議 を 開 


くつ もりで、 もうす でに その 仕事 を 始めた。 八十 億 年 

のかが やかし い 歴史の 上に 立つ われわれ 地球人 類 は、 

今 こそ あらんかぎりの 智力 を か たむ けて、 やがて 来ら 

ん とする 大 悲劇に 備えなければ ならない！」 

マイクの 前の 講演者 は、 ここで、 一き わ 声 を はりあ 

げた。 

「われわれ は、 決して、 悲しんで ばかりいて はなら な 

いの だ。 この 非常時に おいて、 何 かの すばらしい 考え 

が 飛 出さない もので もない。 そうして、 大 悲劇 をい く 

ぶん ゆるめ、 たとい 地球が 崩壊しても、 幾人 かの 幸運 

者 は、 後の 世界に 生残る かもしれ ない。 われわれの ゆ 


く 手 は、 全く 暗黒で はない と 思う から、 この 放送 を 聞 

かれた 方々 は、 大いに 智慧 をし ぼり、 いい 考えが 出た 

ら、 私のと ころへ お知らせね がいたい。 お知らせ 下 

さった 避難 案 は、 われわれの 会議に かけ、 よく 研究し 

て みるであろう」 

と、 ひろく 一般から、 来るべき 災難 を さける 方法 を 

つのり、 おしまいに、 

「わが 愛する 地球の 全人 類よ。 どうか、 最後まで 元気 

であれ。 そうして、 人類の 恥になる ような こと はしな 

いように」 

と、 言葉 を 結んだ のであった。 


驚くべき 二 ュ— ス であった。 

一般の 人々 にと つて は、 まさに 寝 耳に 水 を つぎこま 

れ たような 大きな 驚きで あつ た。 

地球が、 近く 崩壊す るの だ！ 

モロ ー 彗星と いう やつが、 われわれの 住んで いる 地 

球に ぶっかる の だ！ 

大宇宙に おける その 衝突 は、 来る 四月 だ！ 

この 放送 を 聞いた 人 は、 はじめは とても 信じられな 

かった。 これ は ラジオ ドラマの 一節 じ やない かと、 幾 

度もう たがって みたので あるが、 不幸に も、 それ はラ 

ジォ ドラマで ない ことが、 だんだん はっきりして 来た。 


ロンドンと ベルリン とから 放送され た 地球 崩壊 の 警 

告 講演 は、 もちろん 地球の 隅々 にまで も 達した。 

その 国際放送 は、 すぐさま 録音せられ、 そうして 自 

国の 言葉に 訳され、 時 をう つさず 再放送され たので 

あった。 

新聞社 は、 驚くべき 手 まわしよ さで、 この こと を 号 

外に 出した。 

各国 市場の 株 は、 がたがたと 落ちた。 

銀行 や 郵便局に は、 貯金 を 引出す 人々 が 押 掛けて 来 

て、 道路 は 完全に その 人た ちに よって うずまった。 自 

動 車 も 電車 も、 みな 立往生で ある。 


わりあいに 落着いて、 パイプ を 口に くわえて、 この 

有様 を 見て いた 老いた イギリス 人が、 がてんがいかな 

いという 風に 首 を ふりながら、 

「あいつら、 何 を さわいで いるの か、 わしに は、 とん 

とわ からん。 地球が こなごなに こわれて しまう ものな 

ら、 いくら 札束 を 持って いても 何にもな らん じ やない 

か」 

すると、 そば を 通りかかった アメリカ 人らしい 若者 

，、ゝ 、 

力 

「おじいさんに は、 わからない のかね。 僕 は、 銀行に 

あずけて ある 金 を 全部 引出して、 さっそく 大きい 風船 


をつ くるの だ。 ガス タンク ほど も ある 大きい やつ を 

ね」 

「ほほう、 そうかね。 そうして、 その 風船 を どうす る 

のかね」 

「つまり、 彗星が 地球に 衝突す ると、 地球が、 こな ご 

なになる でしよう がな。 とたんに 僕 は、 その 大きな 風 

船に ぶらさがる のさ。 すると、 足の 下に 踏まえて いた 

地球が なくなっても、 僕 は 安全に 宇宙に 浮かんで いら 

れる という わけさ」 

若者 は、 とくいに なって 言った。 

「そうかね。 それ もい いが、 わし は、 彗星が 地球に ぶ 


つかる 時、 お前さんの 風船 だけ を 残して いかない だろ 

うと 思 うんじ やが  」 

と 老人が 言う と、 若者 は、 な、 な ある ほどと 言って、 

とたんに 腰 をぬ かしてし まった。 

モロ ー 彗星が 地球に 衝突 するとい う 放送 二 ュ ー スは、 

日本の 国際 無電 局で も アンテナに とらえる ことが 出来 

た。 

その 驚くべき ニュ— スは、 事柄が 事柄 だけに、 一時 

発表が とめられた。 そういう こと をい きな リ発 表する 

と、 国内の 人々 が どんなに 驚き、 そうして 騒ぎ 出す か 

も 知れなかった。 また、 そのような ニュ— スが、 ある 


いは 噓 であるか も 知れない ので、 ともかくも、 よく 調 

ベた 上に しなければ ならない と、 当局者 は 考えた ので 

ある。 

それで、 この 驚くべき ニュ ー スは、 まず わが国の、 

一 ばんえ らい 天文学者の 集って いる 学会へ 知らされ、 

ほんと か噓 か、 これにつ いて 問 合わせが あった。 また 

一 方で は、 警視庁の ような ところへ も 知らせが あって、 

騒ぎの 起らない ように 注意 をす るよう にと、 上からの 

命令が あった。 

大 江山 捜査 課長のと ころへ も、 すぐさま 知らせが 

あった。 課長 は、 ちょうど、 麻布の 崖 下で、 崖から 落 


ちた 例の 自動車事故の 事件に ついて、 夜 もい とわず、 

怪漢の 行方に つ いて 取調 をして いると ころだった が、 

この 驚くべき ニュ— スを 受ける と、 現場 は そのままに 

して、 急いで 本庁に もどった。 

「課長、 さっきから、 面会人が 待って おります が …… 」 

と、 部下の 刑事 巡査が、 外から 帰って来た 課長の 姿 

を 見るな り、 言った ことで あつたが、 課長 は、 気ぜゎ 

しそうに 首 を 振る と、 

「う うん、 面会人 なんか 後 だ。 それ どころ じ やない。 

まず、 大変な 事件の 報告 を 聞く のが 先 だ」 

と 言って、 奥の 総監 室に 姿を消した。 


総監 は、 真夜中 にもかかわらず 出て 来て おられた。 

これ は、 それほど 大きい 事件であった。 

何の 打合わせが あつたか わからな いが、 それから 三 

十分 ほどた つて 出て 来た 大 江山 課長の 顔色 は、 いつに 

なく、 朱 盆の ように 赤かった。 

総監 室 を 出て 来た 大 江山 課長 は、 たいへ ん 興奮の あ 

りさまで あ つ た。 

彼 は、 すぐさま 自分の 席に とって 返す と、 首脳部の 

警部た ち を 集めて、 何 ごと か を 命令した。 すると、 そ 

の 首脳部の 警部た ち は、 共に うなずいて 課長の 前 を 

下った。 どの 人の 顔 も 緊張し きっていた。 警部た ち は、 


そのまま 外に 出て 行った。 

だんだんと、 モロ— 彗星 事件の 波紋 は 広がって 行く。 

警部た ち は、 まため いめいに 自分の 部下 を 集めて、 鳩 

のように 首 を あつめ、 何事 か を 伝えた。 

それから、 電話 掛と 無電 掛が たいへん いそがしく 

なった。 驚くべき 警報と、 何事 かの 密令と が、 方々 に 

とんで 行った ので ある。 

そのうち、 警官た ち は 一 隊又 一 隊、 剣 把 をと つ て ど 

やどやと 外に 出て 行った。 庁 内 は、 もう 胸 くるしい ほ 

どの 緊張した 空気で、 満ち 満ちて いた。 

その 時、 課長 室の 扉が あいて、 大 江山 課長が、 顔 を 


出した。 

「おい、 佐々 刑事 はいる かね」 

机の 上で 電話 を かけて いた 掛長が、 

「いや、 ここに はおりません」 

「どこへ 行った のか、 君 は 知らん か」 

「はい、 佐々 君 は、 やはり 麻布の 崖の 下で、 警戒と 捜 

索に あた つ ている はずであります」 

課長 は、 なるほどと うなずき、 

「そうか。 電話 を かけて、 すぐ 彼に 帰って来 いと、 言つ 

て くれ」 

「はい、 かしこまりました」 


課長が、 また 室内に 引き こもうと すると、 当番の 刑 

事 巡査が 飛んで 行って 声をかけた。 

「課長。 あの 面会人で すが、 いつまで おれ を 待たせる 

と 言つ て 怒 つ ています が …… 」 

「ああ、 面会人 だ。 どこの 誰かね、 その 気の 短い 面会 

人 は？」 

「蟻 田 —— だと、 申して いました」 


^ 博士 怒る 


モロ— 彗星が、 わが 地球に 衝突す る —— という 国際 

放送 を 受けて、 にわかに、 色めき立 つたわが 警視庁！ 

その 騒ぎの 中に、 大 江山 課長 をたず ねて 来た 蟻 田 博 

士が、 あまり 待た される ので、 とうとう おこり 出した 

という 知らせであった。 

「おお、 蟻 田 博士だった のか、 その 面会人 は …… 」 

と、 課長 も大 へん 驚いた が、 

「そうだ、 ちょうど いい。 博士に、 すぐ 会おう。 今、 

すぐお 目に かかる からと、 そう 言って くれ」 

と 言えば、 課長の 前に かしこま つていた 取次の 刑事 


巡査 は、 ほっとした 面 持で、 

「はい、 そう 申します。 いや、 どうも、 あの 蟻 田 博士 

という 人 は、 扱いに くい 人で 困り ましたよ」 

と 言って 出て 行った が、 間もなく 入口のと ころで、 

そ の 巡査 の 言 争う 声が 聞え た。 

「もし、 蟻 田 博士、 困ります な あ。 こっちへ、 はいる 

こと はなり ません」 

「いいや かまわん。 大 江山 氏が すぐに 会う というの だ 

から、 わしの 方で、 はいって 行く の は、 一向 かまわん 

じ やない か」 

「だめです、 博士。 応接室で お待ち 願います」 


「おうい、 まあいい、 博士 を こっちへ お通し 申せ」 

博士 は、 相 変らず なかなか 強情であった。 白髪 あた 

ま を ふりたてて、 つかつかと 大 江山 課長の 前に 近づく 

なり、 

「おお、 大 江山さん。 留置場に いる 千 二と いう 少年に 

会いたい の だ。 すぐ 会わせて くれた まえ」 

「千 二 少年です か。 彼 は …… 」 

と 言い かけて、 

「博士 は 少年に 何用です か」 

「うむ、 千 二が、 一し よに つれに なって いた 丸木と い 

う 怪漢に ついて、 話 を 聞きたい の だ」 


「丸木？ 博士 は、 丸木に ついて、 何 をお 知りに なり 

たいので すか」 

と、 大 江山 課長 は、 博士 を 怒らせな いように、 てい 

ねいな 言葉で たずねた。 

「そんな こと を、 君た ちに 言っても わからん よ。 早く 

千 二 少年に 会わせて くれ。 その上で、 君た ち は、 わし 

たちの 話 を、 よこで 聞いて おれば いい じ やない か」 

「それでも けっこうです。 が、 博士。 あの 丸木と いう 

奴 は、 一体、 何者なん です かねえ」 

「丸木 は、 一 体 何者 だ と言うの か。 ふふん。 君た ち は 

わし を 変 だと 思って いる。 だから、 わしが 言って 聞か 


せて やっても、 一向 それ を 信じないだろう から、 言わ 

ない 方が まし だよ」 

「いえ、 博士。 ぜひとも 教えて いただきたい のです。 

私 は、 今までた いへん 思いち がい をして おりました。 

博士に 対して、 つつしんで おわび をいた さねば なり ま 

せん」 

課長 は、 そう 言って、 頭 を 下げた。 

すると 博士 は、 びっくりし たように、 目 をみ はった 

が、 やがてに やりと 笑い、 

「ふふん、 そういう 気になって いるん なら、 まだ 脈が 

あると いう もの だ。 だが、 今 さらわし が 話 をして やつ 


て も、 君た ちに、 どこまで、 わしの 言う こと を 信じる 

力が あるか どうか、 うたがわし いもの じ や」 

「博士。 私 は、 しんけんに、 お教え を 乞います。 あの 

丸木と いう 人 は、 何者なん です か」 

「あの 丸木 かね。 あれ こそ、 火星 兵団の 一員 だよ」 

「えつ、 火星 兵団の 一 員？」 

よくやく 博士から 釣り だした 答えで あ つ たけれ ど、 

課長 は、 事の 意外に、 思わず 大きな こえで 反問した。 

「そうだと も。 火星 兵団の ことに ついては、 ずっと 前 

に、 わしが 君た ちに 警告した。 そうして わし は 変 だと 

言われた が、 丸木 こそ、 その 一員に ちがいな いと 思う 


の だ」 

博士 は、 たいへんな こと を 言 出した。 

(丸木と いう 怪人 こそ、 火星 兵団の 団員 だ！) 

蟻 田 博士 は、 大 江山 課長の 前で、 そのよう に 言 切つ 

たのだった。 

火星 兵団 —— というの は、 さきに 蟻 田 博士が 宇宙 か 

ら ひろいあげた 言葉であった。 そうして、 蟻 田 博士 は、 

そのこと を 放送した ため、 大事 件 を 起した こと は、 読 

者 も 知って おられる 通りで ある。 だが、 大 江山 課長 は、 

この 火星 兵団の こと をち よ つと 忘れて いたかつ こうだ。 

ムス 博士の 口から、 火星 兵団と いう 言葉 を 聞いて、 はつ 


と 思い出した のであった。 

(そうだ。 この 蟻 田 博士が、 いっか この 火星 兵団の こ 

とで、 ばかばかしい 警告 放送 を やった ことがあ つたが 

…… ) 

大 江山 課長 は、 火星 兵団の こと を、 前の 時の ように、 

今 も ばかばかし いと、 片附 ける わけに いか なくなった。 

先 ほど 警視総監の 前で、 モロ— 彗星が、 やがて 地球に 

衝突す ると 聞いて から は、 宇宙と いう もの を、 あらた 

めて 見なお さない わけに はいか なくなつ たの だ。 

昨日までの わが 捜査 課 は、 主として 日本 内地 だけ を 

にらんで 仕事 をして おれば よかった。 ところが、 今日 


から は、 大 江山 課長 は、 地球の 外に 果てしなく ひろが 

る 大宇宙にまで 目 を 光らせなければ、 すまない ことに 

なった ので ある。 

(火星 兵団？ そうだ。 これ を あらためて 考えな おす 

必要が ある！) 

しかも、 課長の 驚き は それば かりで はない。 蟻 田 博 

士は、 火星 兵団 員と いう ものが あると 言 放った の だ。 

そうして、 この間から、 捜査 課 を あげて、 みんなで 手 

わけして 大童で 探して いる あの 怪人 丸木が、 その 火 

星 兵団 員 だとい う 蟻 田 博士の 言葉 は、 一 一重 三重に 大江 

山 課長 を 驚かせ、 そうして、 彼の あたま を、 ぼうっと 


させて しま つ た。 

「ふうん、 たいへんな ことにな つた」 

と、 課長 はとうとう 本音 を はいた。 

「早く 千 二 少年に 会わせて 下さらん か」 

と 蟻 田 博士 は、 白い 髭の 中から 唇 を 動かした。 

「ええ」 

と、 大 江山 課長 は 返事 をした が、 千 二 少年 は、 もう 

この 警視庁に はいない ので ある。 

そのこと を 博士に 言う と、 博士 はたい へん 怒った。 

「じょう だんじ やない。 さっきから、 千 二 少年に 会わ 

せて くれと 言って いるのに、 いないなら いないと、 な 


ぜ 早く 教えない のか」 

これに は、 課長 もまい つた。 博士の 怒る の は 道理で 

あった。 だが 課長と して は、 自分が 今 困って いる 問題 

にっき、 博士から 一刻も早く 知識 をす いとりたかった 

ので ある。 それ は 課長の 利益 だけで はなく、 広く 日本 

人の ためになる ことで もあった から、 そうした ので あ 

る。 はじめから、 千 二 はいない と 答えれば、 博士 は、 

そうかと言って、 そのまま 帰って しまったであろう。 

でも 博士の 怒リ は、 なかなか しずまらなかった。 

「う ー ん、 けしからん。 君た ちはいつ でもそう だ。 こ 

の わし を、 だまして は 喜んでい る」 


「博士、 それ は 違います。 警察官が だます という こと 

は、 ぜったい にありません。 どうか、 考えち がい をし 

ないように 願います」 

「いや、 いつも わし を だまして いる ぞ。 この 後 は、 君 

たちが 何 を 聞いても、 わし はしゃ ベらない ぞ。 そうし 

て、 わし はわし で 勝手に 思った こと をす る」 

博士 は、 いよいよ きげんが 悪い。 ステッキ をに ぎつ 

ている 博士の 手 は、 ぶるぶると ふるえて、 今にも 課長 

の 机の 上の 電話機 を 叩き こわしそう である。 低気圧が 

やって来 たような もの だ。 

これに は、 さすがの 課長 も 困って しまった。 が、 ふ 


と 思いついた 一 策！ 

「蟻 田 博士。 あなたに、 おもしろ いもの を ごらんに 入 

れ ましょう」 

博士 は、 おこって しまって、 席 を 立ち かけた ところ 

だった。 そこへ、 とつぜん 課長から 声をかけられ たの 

だった。 

「おもしろ いもの を 見せる つ て？」 

博士 は、 その 言葉に すいつけられ たように、 後へ か 

えりかけ たが、 

「いや、 もう その 手に は 乗らない ぞ。 わし は、 もう 君 

たちと は 会わん つもり だ」 


課長 は、 博士の 言葉に はかまわないで、 後に あった 

金庫 を あけて、 一 つの 長い 箱 を 持 出した。 

「博士、 さあ 見て 下さい。 これ は、 火星の 生物が 落し 

ていった ものです。 一体、 これ は 何 だと 思います か」 

課長が 箱の 中から 取 出した もの は、 いっか 千 葉の 湖 

畔で ひろって 来た 不可解な、 むちの ような ものだった。 

課長に は、 それが 何で あるか 見当が つかなかった。 ま 

た、 課員に 見せて 智慧 をし ぼらせ たがや はリ わけが わ 

ゝ IJ- に ヽ o 

力、 らな レ 

仕方がな いので、 それ を、 鑑定して もらうた め 大学 

へ 送った が、 あいにく その 方の 先生が 旅行 中で、 鑑定 


が 出来ない ことが わかった ので、 ふたたび 課長のと こ 

ろへ もどって 来た ものだった。 それ を 思い出し たので、 

課長 は、 博士に 見せる ことにした のだった。 

蟻 田 博士 は、 その 青い  一 メ— トルば かりの 長いむ ち 

みた いなもの を 手に して、 目 を 光らせた。 そうして、 

さっき 課長に なげつけた 言葉な ど は、 もう わすれて し 

まった かの ように、 このめず らしい 品物 を、 どこで ひ 

ろった のかな どと、 いろいろと 課長に たずねる ので 

あった。 課長 は、 博士の きげんが なおった ので、 この 

ところ 大喜びだった。 そうして、 いろいろと 説明した。 

博士 は、 大きく うなずき、 


「ふむ、 これ は 実にたい した もんじ や」 

と、 いすの 上に こし を 下した。 

蟻 田 博士が、 ひどく 感心した 顔で、 

(これ はたい した もの だ！) 

と 言った 長さ  ーメ— トル 余りの、 むちの ような もの 

は、 一体 何であった ろうか。 

それ を 箱から 出して、 博士の 目の前へ 押し やった 大 

江山 課長 は、 博士の またたき 一 つ さえ 見お とすまい と、 

じっと見 つめている のであった。 

「いかがです、 博士。 これなら 博士 をお ひきとめした 

馗打は あ つたでしょう」 


博士 は、 ふん ふんと、 ただ 間に合わせの 返事 をし な 

がら、 その 青い むちの ような もの を、 しきりに ひつく 

りかえ して 見て いた。 やがて 博士 は、 その 一方の はし 

が、 すこし 太くな つてい ると ころへ、 指先 を あてて、 

押したり、 離したり しはじめた。 

すると、 どうかした 拍子に、 その 青い むちの ような 

ものが、 ほんの わずかで はあった けれど、 半殺しの 蛇 

のように、 ぴくぴ くと 動いた。 そうして 先の 方が くる 

ると 円く 輪に なった。 

「ほう、 こいつ は大 発見 だ！」 

おもて 

博士 は、 熱心 を 面 にあら わして、 なお もさかん に 指 


先で いじりまわ したが、 一度 蛇の ように 動いた 後 は、 

一 一度と そんなに 動か なくなった。 

大 江山 課長 は、 さっきから 博士の じゃま を しないよ 

うにと 思い、 さしひかえ ていたが、 もうが まんが 出来 

なくな つ て、 

ちんぴん 

「博士、 その 珍品 は 一体、 何に 使う もの だかお わかり 

です 力」 

と、 せきこんで 聞けば、 博士 は 無言で、 首 を 左右に 

ふるば かりだった。 

「博士、 なぜ 教えて 下さらな いのです か。 博士に は、 

おわかり にな つ ている はず だと 思う のに …… 」 


大 江山 課長の 言葉に、 博士 は、 はじめて そのむ ちの 

ような ものから 目 を 上げ、 

「わしに も、 さっぱりわからないの だ。 わし はこれ を 

研究して みたい と 思う。 どうだろう、 これ を もらって 

行って いいかね」 

「いえ、 それ はだめ です。 持って行つ てはいけ ません」 

大 江山 課長 は、 博士の 手から その 青い むちの ような 

もの を、 うばうよ うに 受取って、 すぐさま 箱の 中に 入 

れて しまった。 

博士 は、 気の どくな くらいが つかりして、 

「たった 一日で いいが、 貸して くれん か」 


「いや、 だめです」 

「じゃあ、 もう 十分 か 二十 分か 見せて くれん か」 

「だめです。 お断りし ます」 

「そんなら、 ぜいたく は 言わない。 もう 五分 間 見せて 

くれ」 

課長 は 博士の 頼み を あくまでも しりぞけた。 そうし 

て 箱に ふた をして しまった けれど、 箱 を 元の 金庫に し 

まう こと はしな か つ た。 

「ねえ、 博士」 

博士 は、 箱 を じっと見 つめて、 よだれ をたら さんば 

かりであった。 返事 もしない。 


「ねえ、 博士。 さっき あなた は 国際放送 をお 聞きで し 

たか。 地球が モロ ー 彗星に 衝突 するとい う …… 」 

課長の この だしぬけの 質問 は、 博士 を 驚かせる に 十 

分であった。 

「なに、 地球が モロ— 彗星に？ そんな こと は、 わし 

に は 前から わかって いたが、 誰が そんな こと を 君の 耳 

に 入れた のか」 

「国際放送で すよ。 ロンドンと ベルリンと からです。 

どっち も りっぱな 天文学者が 放送し ました」 

「ふうん、 そうか。 あいつら もやつ と 気が 附 いたと み 

える のう。 それで、 わが 日本で は、 誰が 放送した のか 


ね」 

「まだ 誰も 放送して いません」 

「なぜ 放送 しないの かね。 号外 は 出た のかね」 

「いや、 どっち も 今、 報道 禁止に してあります。 そん 

な こと を 知らせて は、 どんな さわぎが 起る か、 大変で 

すから ね」 

課長 は、 ほんとうに 心配そう な 顔 をして、 そう 言つ 

た。 

「そんな こと は、 一刻も早く、 全国の 人々 に 知らせる 

のがい い。 かくして おくの は、 かえって よくない」 

地球と モロ ー 彗星と が、 やがて 衝突す るで あろうと 


いう 二 ュ ー スを、 博士 はすぐ さま 人々 に 知らせよ と 言 

、つ。 

「もちろん、 いずれ 知らせ ますが、 その 前に、 我々 は 

十分 責任の ある 用意 をして おかなければ なりません」 

と、 大 江山 課長 は 言う。 

「責任の ある 用意と は？」 

「それ は、 つまり その 恐るべき ニュ ー スを 聞いて、 あ 

ばれ 出す 奴が 出たら、 すぐ 捕えて しばり 上げる 用意 を 

する， J とです」 

「そんなつ まらん こと を、 心配す るに は 及ばない だろ 

う。 もっと 大事な …… 」 


「そうです。 我々 は それ も 考えて います。 第二の 用意 

は、 その 衝突が 果して ほんとうに 起る ことか どうか、 

それ をた しかめなければ なりません」 

「よくよく、 ばかばかし いこと を 考えた もんだ。 それ 

よりも、 もっと …… 」 

「まあ、 お待ちなさい。 我々 の 第三の 用意 は、 もし ほ 

ん とうに 衝突が 起る ものと すれば、 何とかして 衝突し 

ないです む 方法 はない かと、 それ を 研究す る こと」 

「泥棒 を とらえて 緦を なう というの は、 この こと だ。 

ばかばかし レ」 

「いや、 我々 は、 すべての ことに 手 落が あって はなら 


ない のです。 第 四の 用意と して は …… 」 

「第 四の 用意？ ずいぶん 用意 をす るの だね え」 

「そうです。 第 四の 用意 は、 もし 衝突が 起っても、 我々 

日本人 だけ を 死なさずに、 何とか 助ける 方法 はない も 

のか どうか」 

「雲 をつ かむ より むずかしい 話 だ」 

「第五の 用意 は …… 」 

「わし は、 もうた くさんだ。 ばかばかしくて、 黙って 

聞いて いられん よ」 

蟻 田 博士 は、 大 江山 課長の 言う こと を、 一 々だめ だ 

とやつ つけた。 


だが、 博士 は、 帰る 帰る と 言って なかなか 帰らず、 

課長の 机の 前で、 もじもじ していた。 

「課長。 総監が お呼びです」 

一 人の 警官が、 大 江山 課長 を 呼びに 来た。 課長 はう 

なず くと、 そそく さと 自分の 席 を 立って、 向う へ 行つ 

た。 

その 課長の 姿 は、 衝立の 後へ 消えた が、 そこで 彼 は、 

足 をと どめた。 課長 を 呼びに 来た 警官 も、 また、 そこ 

で 足 をと どめて、 課長の 顔 を、 興 ありげ に 見た。 

「課長。 あの 老人の 写真 をと るので すか」 

「いや、 今日の は、 違う」 


課長 は、 よく、 こんな 風に 自席 を 立ち、 後に 残った 

机の 前の 客 を、 知れない ように 写真に とらせる ことが 

よくあつた。 つまり、 その 時たず ねて 来た 人の 顔 を、 

後の ために、 ちゃんと 残して おく 必要が あるよう な 時 

に は、 よくやる 手であった。 警官 は、 また その 写真 か 

と 思った ので ある。 

課長 は、 衝立の かげから、 自席の 方 を 注意して いる。 

その 時、 警官が 課長の 耳の 近くに 口 をよ せ、 早口で 

言った。 

「あつ、 課長。 あの 老人が 変な こと を やって いますよ。 

いいんで すか」 


「ああ、 いいの だ」 

「あつ、 課長の 机の 上に ある 箱の 中から、 何 か 長い も 

の を ひっぱり 出し ましたよ。 大丈夫で すか」 

「うん、 いいの だ」 

いいの だ、 いいの だと 言って いるう ちに、 蟻 田 博士 

のから だは、 課長の 机 を 離れた。 そうして、 戸口の 方 

へ、 早足で、 つつう つと 歩いて 行く。 どうやら、 博士 

は 逃げる つもりら しい。 

「いいんで すか、 課長。 あの 老人 は 太い 奴です よ。 課 

長の 机の 上から、 何 か 盗んで 行きます が、 いいのです 


蟻 田 博士 は、 うまうまと、 青い 色の むちの ような も 

の を、 大 江山 課長の 机上から 盗んで しまった。 それ は、 

課長が、 千 葉の 天狗 岩の 附近から 拾って 来た 貴重な 証 

拠 物であった。 

不思議な ことに、 課長 は、 博士が それ を 盗む ところ 

を 見て いて、 何も しないの であった。 わざわざ 博士に 

盗ませた ような ものであった。 一体、 どうし たんだろ 

、つ。 

博士の 姿 は、 もう 室内に 無かった。 

「課長、 追い かけて、 あの 老人の 襟首 をつ かまえて、 


連れ もどして 来ましょう か」 

「いや、 それに はおよ ばない」 

「じゃあ、 追跡し ましょう か」 

「いや、 それ も 必要ない よ」 

と 言って、 課長 は、 衝立の かげから、 ゆった リと姿 

を あらわし、 自席へ 帰って 行く。 

「なんだか、 さっぱり わけが わかりません な あ。 課長 

さえよ ければ それでい いんです が、 みすみす、 庁 内の 

現行犯の どろぼう を 逃して しまう なんて、 一 体 どうい 

うわけ なんです か」 

課長 は、 別に、 それに 対して 返事 はしないで、 


「おい、 どうした。 まだ、 佐々 は、 帰って来ない のか 

ね」 

と、 佐々 刑事の こと をたず ねた。 

「佐々 なら、 もう、 こっちへ 帰って来る はずです が… 

〜」 

と、 掛長が、 席から 立って 来た。 そうして 課長に 向 
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「あの 博士 は、 とうとう あれ を 持って行った ようです 

ね」 

と 言えば、 課長 は 軽く うなずいた。 

そこへ、 戸口が 大きな 音と 共に あいて、 佐々 刑事が 


とびこんで 来た。 

「課長、 帰って来ました。 ところで、 今、 蟻 田 博士に 

すれちが つたので すが、 あの 博士の 様子が、 いやにへ 

ん なんです がね え」 

「佐々。 博士 を 追跡し ろ。 そうして、 当分お 前 は 博士 

を 監視す るんだ！」 

火星の ボ— トが 残して 行った と 思われる、 青い 色の 

むちの ような もの を、 蟻 田 博士が さらって 逃げた。 大 

江山 課長 は、 元気者の 佐々 刑事に、 追跡して 監視し ろ 

と 命じた。 

佐々 は、 いま かけ 上って 来た 階段 を、 また どか どか 


とかけ 下りて、 警視庁の 玄関から とび 出した。 

こっち は、 課長の そばに いた 当番の 警官であった。 

佐々 のとび 出して 行った 戸口 を、 あきれた ような 顔で 

見送りながら、 

「課長。 佐々 刑事 は 黙って とび 出し ましたが、 あれで 

いいんで すか」 

「何が？」 

「つまり、 博士の 行方が、 佐々 刑事に わかって いるで 

しょうか。 博士 は どこへ 行った か、 もう 姿 は 見えな く 

なって いる はずです。 どうも、 あの 佐々 刑事と 来たら、 

気が 短く、 早合点の 名人です からね え」 


「ああ、 そのこと か。 そのこと なら、 彼の こと だから 

何とか やる だろう」 

佐々 は、 玄関の 外にと び 出した が、 博士の 姿 はもう 

見えなかった。 

「しまった。 どっちへ 行った のか しら」 

玄関 を 警戒して いた 同僚に、 博士が どっちへ 行った 

か をたず ねたが、 誰も 知らない。 戸外 をす かして 見た 

が、 街灯が ほの 明かる い 路面に は、 夜更 のこと とて、 

行人の 姿 は 見えなかった。 

「しま つた」 

刑事 は、 案に たがわず、 博士の 行方 を 見失って、 弱つ 


てし ま つ た。 

が、 彼 は、 突然 手 をう つた。 

「そうだ。 な あんだ、 わかった、 わかった」 

刑事 は、 急に 元気に なって、 自動車 を 呼んだ 

「どっちへ やる のかね」 

と、 運転台の 同僚が 聞いた。 

「麻布 だ。 蟻 田 博士 邸へ 直行して くれた まえ」 


S 去らぬ 足音 


話 は 変って、 ここ は、 蟻 田 博士 邸の 地下室の 中 だ。 

新田 先生と 千 二 少年と は、 階段の 下に 閉じ こめられ 

て、 どうしてよ いか 困って しまった。 誰が どうして 階 

段の 上の 蓋 を、 しめてし まった のだろう か。 それ をい 

ぶかる 折し も、 二人の 頭上に、 こつ、 こつと 重い 足音 

が 近づいた。 誰もい ない はずの 部屋に、 人の 足音が す 

る！ では、 博士が 帰って きたの か？ それとも、 別 

の 人であろう か。 新田 先生と 千 二 少年と は、 声 をのん 

で、 じっと 足音の する 頭上 を 見上げた。 

こつ、 こ つ、 こつ、 こつ。 


怪しい 足音 は、 なお も 頭の 上 を 歩き続ける のだった。 

もし 二人が、 地下 階段から 床に のぼれば、 待って いま 

したとば かり、 二人の 首っ玉 をお さえる つもりの よう 

に 思われる。 

「先生、 誰でしょう？ この 上 を、 歩いて いるの は？」 

千 二 は、 新田 先生の そばに すリ 寄って、 低い 声で た 

ずね た。 

「さあ、 誰だろう か。 先生 もさつ きから 考えて いるん 

だけれ ど、 よく わからない。 博士が 帰って来 たの かも 

知れない が、 それにして は、 あの 足音が、 あまり 響き 

すぎ る 」 


「足音が 響き 過ぎる というと、 どんな ことです か。 足 

音が 怪しい のです か」 

新田 先生 は、 うなずいた。 

「千 二君。 よく 耳 をす まして 聞いて いたまえ。 博士 は、 

老人 だよ。 そうして 体 もたいして 大きくな いの だ。 そ 

のよう な 老人に して は、 あの 足音 は、 あまりに ど しん 

どしんと 響き 過ぎる の だ。 まるで、 鉄で こしらえた 口 

ボットが、 足 を 引きずって 歩いて いるよう ではない か 

ねえ」 

千 一 一は、 それ を 聞いて、 にわかに、 薄 気味が 悪くな つ 

た。 まさか、 ロボットが！ 


新田 先生と 千 二 少年 は、 だんだん 不安に なって 来た。 

せめて その 足音が 遠くなる ようにと、 心の中に い 

のって いたが、 意地 わるく、 その 重 くるしい 足音 は、 

いつまで たっても、 二人の 頭上から 去らなかった。 

「私たち を、 いつまでも、 この 地下室に 閉じ こめて 置 

くつ もりな の だよ」 

先生 はそう 言った。 足音 は、 同じと ころ を、 こっこ 

つと、 ぐるぐ る まわりして いるの だった。 

「先生、 僕たち は、 どうなる のでし ようか」 

千 二 は、 心細くな つて、 思わず、 先生に ひしと 抱き 

つ いた。 


「こう なれば 仕方がない。 あっさりと、 あやまる より 

外ないだろう ね」 

「つまり、 ここから、 上に 聞え るよう に、 大きな 声で 

あやまる のさ。 博士の 留守に、 地下室へ もぐりこんだ 

こと を、 すなおに、 あやま るんだ よ」 

「残念です ねえ」 

先生 は 決心した。 そうする より 外に、 やり方 はない 

と 思った。 自分 一人 だけなら いいが、 千 二 少年 を、 い 

つまで もこん な 気味の 悪い ところに おくの は、 かわい 

そうだと 思った の だ。 

そこで、 先生 は、 階段 を 上までの ぼった。 そうして 


右手 を 上に のばして、 蓋の 下から、 どんどんと 叩いた。 

「あけて 下さい。 ここ を あけて 下さい」 

新田 先生が、 そう 叫んだ 時、 頭上 を こつこつと 歩い 

ていた 足音 は、 にわかに ぴたりと とまった。 

だが、 別に 答えはなかった。 

「早く ここ を あけて 下さい」 

先生 は、 ふたたび、 はげしく 蓋 を 下から 叩いた。 す 

ると、 今度 は、 上から 何 かうな るよう な 声が 聞え た、 

と 思って いると、 階段 上の 蓋 は、 左右に ぐうつ と あき 

だした。 

蓋 は あいたの だ。 今 こそ、 外へ 出られる ようになつ 


た。 

「さあ、 おいで。 千 二君、 早く …… 」 

と 新田 先生 は、 千 二の 手 を 取り、 階段 を 上に かけ 上つ 

た。 さだめし、 そこに は 博士が 白い 髭 を ぶるぶる ふる 

わせ、 大 おこりに おこって、 つつ 立って いる こと だろ 

うと 思った。 —— ところが、 それ は 思いち がいで あつ 

たの だ。 

「あつ、 君 は …… 」 

床の 上に おど リ 上った 新田 先生 は、 非常な 驚きに 

ぶつつ かった。 先生 は、 さっと 体 を ひねる と、 自分の 

あとから 出て 来た 千 二 を 後に かばった。 


「き、 君 は、 何者 だ！ 生きて いるの か、 死んで いる 

のか」 

いったい 先生が 目の前に 見た 相手と いうの は、 何者 

であったろう。 

黒い 長い マント を 着た 肩 はばの いやに 四角ば つた 怪 

物が、 新田 先生に 向かい合つ ている。 だが、 その 怪物 

に は 首がなかった。 

首の ない 長 マントの 怪人 だ！ 

さて こそ、 新田 先生 は、 「君 は 生きて いるの か、 死ん 

でい るの か」 とたず ねたの だ。 

その 怪人 は、 獣の ように 眩く うなる ばかりで、 口 を 


きかなかった。 

「向こうへ 行け。 ぐずぐずして いると 許さない ぞ」 

よわ 味 を 見せて はたい へんと、 新田 先生 は、 はげし 

い 声で 相手 を 叱りつ けた。 

が、 その 怪人 は、 べつに 驚く 様子 もなかった。 もつ 

とも、 首がない の だから、 どんな こと をしても 顔色が 

見えない ので、 見当が つかない。 

先生 は、 千 二の 手 を 取って、 怪人の 前 を すりぬけよ 

うとした。 

その 時、 首の ない 怪人 は、 黒い マントの 下から、 に ゆ 

うと 腕 を 出した。 そうして、 あっとい う 間に、 千 二の 


肩 を、 ぎゅっと つかんだ。 おお 一大事 だ！ 

蟻 田 博士 邸の 秘密 室 のまん 中！ 

とつぜん、 新田 先生と 千 二 少年の 前に あらわれ たの 

は、 首の ない 怪人！ 先生が 後に 千 二 を かばう ひま も 

なく、 黒い 長 マントの 怪人 は、 腕 をのば して、 千 二の 

肩 をむ ずと つかんだ ので ある。 さあ、 たいへんな こと 

になった。 

この 怪人 は、 一体 誰であろう か。 

あの 自動車事故 のあった 崖 下 を、 うろうろ していた 

あの 怪人であった。 そうして 佐々 刑事と たたかつ てい 

る 時、 首 を ぼろん と 落した その 怪人であった。 


大 江山 捜査 課長 は、 この 怪人 こそ、 例の 丸木で ある 

にちがいないと にらんで いた。 

その にらみに、 まちがいはなかった。 この 怪人 こそ 

丸木だった ので ある。 

一度 は、 千 二 を つれて 銀座に 案内 させ、 ボロンの 壜 

をう ばって にげた。 二度目に は、 警視庁から 出て 来た 

千 二 を、 曰 比 谷 公園の そばに 待 受けて いて、 むりやり 

に 自動車に 乗せて しまった。 そうして、 交通 掛の 警官 

におい かけられ たが、 ついに 麻布の 坂に おいつめられ、 

進退 ここに きわまった。 この 時、 「この 先に 崖が ある。 

危険！」 という 注意の 札が 目に 入った が、 もうどうす 


る こと も 出来なくて、 とうとう 自動車 を 断崖へ 走らせ 

あの 恐し い 自動車事故 を ひき 起した のであった。 

その 時、 丸木 は、 不思議な こと を やった。 

それ は 一体 どういう ことで あるかと いうと、 千 二の 

生命 をす くった ことで ある。 —— 自動車が、 断崖 を 通 

り 過ぎる その 直前、 丸木 は 自動車の 扉 を ひらいて、 千 

二 を 外につ き 落した のであった。 千 二の 体 は、 蟻 田 博 

士 邸の 生垣の しげみの 中に、 もん どり うって ころげこ 

み、 そうして 一命 は 助った のであった。 そうして 丸木 

は？ 

丸木 は、 そのまま 自動車と 共に 崖 下に 落ちた。 そう 


して 不思議な ことに、 今 もな おちゃん と 生きて いるの 

だった。 不思議 だ。 


^ 格闘 


首の ない 丸木が、 生きて いるの だ。 今 も 新田 先生と 

千 一 一 少年の 前に、 その 丸木が うそぶいて 立って いるの 

だ。 

いや、 それ どころではない。 千 二 少年 は 今、 丸木の 


ために 肩 をつ かまれて 動け なくなって いるの だ。 

「こら、 怪物。 その 少年 を はなせ。 何とい う、 かわい 

そうな こと をす るの か」 

新田 先生 は、 相手 を どなりつけた。 

だが 怪人 丸木 は、 いっかな それ を 聞こうと はしない。 

少年の 肩 をつ かんで、 ぐいぐいと 手 もとに ひきつける。 

千 二 は 顔 を 真 赤に して 丸木と 争って いるが、 かよわい 

少年の 力で、 どうして かなう もの か。 

そうして、 ついに 千 二 少年 は、 丸木の 長 マントの 中 

にかくされ てし まった。 怪人 は、 かちほこる ように、 

気味の 悪い うなり ごえ を 上げる。 


「け、 けしからん。 もう 君 を ゆるして おけない ぞ」 

新田 先生 は、 相手が 強敵で ある こと は 知ってい たが、 

こうな つて はもう やむ を 得ない。 全身の 力 を こめて、 

怪人 丸木の 胸に ぶっかった。 

丸木 は よろよろと、 二、 三 歩 後に 退いた。 だが、 彼 

はた おれ はしなかった。 

やり そんじた かと、 新田 先生 は、 もう 一度 後に 下つ 

た 後、 どうん と 怪物の 胸に つきあたった。 

今度 は、 大分 こたえた ようであった。 丸木 はうな り 

ながら、 四 歩 五 歩と、 後に よろめいて、 ついに 壁ぎ わ 

にど うんと 背中 をつ けて しま つ た。 


それ は 相当 ひどい 音だった。 その ひびきで 壁の 柱 時 

計が ごうんと 鳴った ほどであった。 だが、 怪人 はま だ 

ま いらない。 

千 二 は、 マントの 下で、 足 をば たばた させて いる。 

新田 先生 は それ を 見る と、 またもう 一 度、 丸木の 胸に 

ぶつ つかって 行った。 

すると、 丸木の 腕が マントの 下から ぬう つと 出た が。 


三度 目の 新田 先生の もうれつな 突つ ばりに、 さすが 

の 怪人 丸木 もや やひ るんだ ものと 見え、 それまで はう 

ごかさなかった 左腕 を、 マントの 下から ぬう つと 出し 


たが、 これ を 見て おどろい たの は、 先生だった。 

「あつ、 首！」 

怪人の 腕の さきに、 一箇の 首が 生えて いた。 —— い 

や、 怪人 は マントの 下で、 左手に 自分の 首 を 提げて い 

たので あるが、 新田 先生の はげしい 突つ ぱリ によ わつ 

たものと 見え、 マントの 下から 左手 を 出した とたんに 

提げて いた その 首が あらわれ たので あ つ た。 

何 をす るの か 怪人！ 

彼 は、 自分の 首 を 持 上げる と、 とつぜん 自分の 胴に 

すえた。 —— これで、 今まで 首の ない 怪人に、 はじめ 

て、 首が 生えた のであった。 


「おお、 きさま！」 

新田 先生 は、 丸木の 顔 を にらみつけた。 

怪人 丸木 は、 低く うなりながら、 左手で しきりに 首 

をお さえて いる。 

それ は、 どうやら 一たん はずれた 首 を、 胴の 上に 取 

附 けようと、 一生 けんめいに つとめて いるもの らし 

かった。 

人間が、 首 をお として 生きて いる こと も、 不思議き 

わ まる 話で あるが、 一 たん 下にお ちた 首 を、 もとのと 

ころへ 取附 けようと する の も、 へんな 話であった。 

読者 は、 こんな ばかばかしい 話に、 あきれられ たこ 


とと 思う。 まったくの ところ 新田 先生 も、 この 有様 を 

見て、 あきれき つてい るので ある。 

だが、 これ はま だ 説明して ない、 一 つの 秘密が ある 

の だ。 それが 何で あるか は、 まだ 話 をす る 時期に なつ 

ていない。 その 秘密 は 一体 どんな ことで あるか。 当分 

読者 のみな さんに おあずけ してお く。 

さて、 新田 先生 は、 この 時、 すてきな 機会 をつ かん 

だ。 

「待て、 新田 先生」 

とつぜん、 丸木が 叫んだ。 丸木が はじめて 声 を 出し 

たので ある。 


先生 はお どろいた。 

首の ない 怪物が、 ひょいと 首 をのせ たかと 思う と、 

とたんに 大きな 声 を 出した のに もお どろいた が、 いき 

なり 自分の 名 を 呼ばれた のに は、 とてもび つくりした 

どうして、 そんな 魔法の ような ことが 出来る ので あ 

ろうか。 とっさの 出来事で、 先生に は それが どういう 

わけ だか、 一向 わからなかった。 

「何 だ、 降参す るか」 

先生 は、 負けないで 大きな 声で やりかえした。 

「誰が 降参す ると 言った。 先生 こそ、 おとなし くしな 

いと、 いのちがない ぞ」 


「ばか を 言うな。 誰が 降参す る もの か」 

と、 新田 先生 は、 またはげ しくつつ かかって 行った。 

「おい、 待てと いうのに、 話が ある！」 

「話？ 何の 話 だ。 それより 先に、 その 少年 を 放せ」 

「いや、 放さん」 

「じゃあ、 たたかう ばかり だ。 この 怪物め！」 

先生 は、 もうれ つに 相手の 体に ぶ つつかった。 

怪物 は、 肩から 落ちそう な 首 を、 上から ちょいと お 

さえて、 身 を ひるがえした。 

「おい 待て。 そんなに、 らんぼう をす ると、 僕 は …… 」 

と、 怪物 は、 少し ひるんだ ような 声 を 出した。 


先生 は、 怪物の 胴に しっかりと だきついた。 

その 時、 不思議な ことに、 怪物の 胸 もと あたりから、 

妙ない きづかいが 聞え、 先生 を おどろかした。 

「おや、 へんだ な あ。 この 怪物 は、 ふところに、 何 か 

入れて いるか しら」 

新田 先生 は、 怪物の 胴に しがみついて、 はなれない。 

「こら、 放せ。 放さん と、 いのちがない ぞ」 

怪物の 声が、 先生の あたまの 上から、 きみ わるく ひ 

びく。 しかし 先生 は、 千 二 少年 を 助けたい 了 心で、 も 

う 死に ものぐるいで しがみつ いている。 先生の 顔 は 朱 

盆の ように まつ 赤 だ。 


先生 は、 怪物 を 床に たたきつけて やろうと 思って、 

えい やえい やと 腰 を ひねった が、 この 怪物の 力の 強い 

ことと いったら、 話に ならない。 

そのうちに、 怪物が 急に だまりこんだ。 と 思ったら、 

新田 先生 は、 頭に はげしく 一撃 を くらった。 あまり は 

げしくな ぐられ たので、 先生 は、 頭が われて しまった 

かと 思った。 

「うぬ、 負ける もの か」 

先生 は、 がんばった。 

だが、 それに つづいて、 また 第二の 一撃が やって来 

た。 それ は、 前よりも さらに 強い 一撃だった。 さすが 


の 先生 も、 

「あつ！」 

と 言って、 両手で 頭 をお さえた。 そうして 大きな ひ 

びき を 上げて 床の 上に たおれて しまった。 

怪物 丸木 は、 妙な 声 を あげた。 それ は、 うれしそう 

に 笑って いるよう な ひびき を も つ ていた。 

千 二 は、 おどろきの あまり、 さっきから 失神した ま 

ま、 丸木の 手に かかえられ ていた。 

丸木 は、 つかつかと 先生の たおれて いる そばへ やつ 

て 来た。 そうして 腰 を かがめて、 先生の 様子 をう か 

がった。 


先生が、 曲げて いた 腕 を、 ぐっと 伸ばした。 

「ふん、 まだ 生きて いるな」 

丸木 は、 そう 言う と、 片足 を あげ、 新田 先生の 鮮血 

りんりたる 頭 を、 けとばす ような かっこう をした。 そ 

んな こと を されれば、 先生 は、 ほんとうに 死んで しま 

、つ。 

あわれ 新田 先生 も、 ついに 怪物 丸木の ために、 け 殺 

される かと 思われた。 そんな ことがあれば、 千 二の な 

げきは、 どんなに 大きいだ ろうか。 

重傷 を 受けて、 床上に 苦しむ 先生 を、 何とかして 助 

ける 工夫 は あるまい か。 


ちょうど、 その 時であった。 蟻 田 博士の 秘密 室の 扉 

が、 ばたん と あいた。 

くせもの 

「待て、 曲者！」 

と、 大 ごえ を あげて、 室内へ 飛込んで 来た 者が あつ 

た。 

丸木 は、 ぎょっとした ようであった。 

入口の 方へ ふりむく と、 そこへ かけこんで 来たの は、 

佐々 刑事と、 もう 一人 は 制服の 警官だった。 

「おう、 手荒い こと を やった な」 

と、 新田 先生の 倒れて いる 姿 をみ とめ、 丸木の 正面 

に まわり、 


「おや、 お前 は 例の 崖 下で 見た、 首の ない 化物 だな。 

いい ところでお 目に かかった。 おい 君、 綱 をつ かって、 

こ い つ を ふん じば つ てし まおう」 

つれ 

と、 連の 警官に 目く ばせ した。 

丸木 は、 う ー う、 う— うとうな つてい る。 新田 先生 

一人 さえ、 かなり もてあましぎ みだった のに、 今度 は 

あらて 

二人の 新手が 飛 出した。 ことに 佐々 刑事と は、 この 前、 

崖 下で 組 打 を やり、 その 時 首 を 落されて しまったので 

ある。 これ はわる いところ へ、 にが 手が やって来 たも 

のと、 丸木 はちよ つと 困って いるら しい 様子が 見える。 

「おお、 静かに しろ。 出来なければ、 これ を くらえ」 


佐々 刑事 は、 綱 を 輪に して、 ぴ ゆうつ と、 丸木の 肩 

へう まくす つぼり とひつ かけた。 そこへ、 また 連の 警 

官が、 もう 一本の 綱 を ひっかけ たので、 両方から ひつ 

ばられ て、 丸木の 腰 はぐら ぐらに なった。 が、 彼も怪 

物で ある。 また 首 を 肩の 上に のせる と、 獣の ように、 

うお つ と 吠えた。 

怪物 丸木と、 佐々 組の 二人との 決闘であった。 

丸木 は、 胴中 を 佐々 刑事た ちの 二 本の 綱で、 ぎゆう 

ぎゆうと しめられながら、 決して それで まいる 様子 は 

なかった。 彼 は、 獣の ような こえ を 出す と、 千 二 少年 

を 隅へ ほうり 出した 後、 部屋の まん 中へ とびだして、 


あばれだした。 

たいへんな あばれ 方で ある。 丸木 もほんと うに 死に 

ものぐるいら しい。 

「こら、 しずかに せんか。 あとで、 ほえづら を かくな 

よ」 

「うう ー つ 」 

丸木が、 体 を 一 ふりす ると、 佐々 と 警官と は、 綱 を 

持った まま、 よろよろと 前に つんのめりそう になった 

しかし、 すかさず、 また 綱の 端 を、 丸木の 片足に かけ 

て、 えい やと 引いた から、 丸木 は、 ついに 床の 上に、 

どしんと 転がった。 首 は、 手から はなれて、 壁に ぶつ 


かった。 

「しめた！」 

佐々 は、 連の 警官に 目く ばせ して、 起き あがろうと 

する 丸木の 上から、 どうん と、 とびついた。 

それから 先が、 たいへんな ことにな つた。 丸木 は 二 

人力 も 三人 力 も あると みえ、 なかなか ひるまなかった。 

三人 は、 上に なり 下にな り、 蟻 田 博士の 秘密 室に、 ほ 

こり をた てた。 勝負 は、 なかなか つかない。 

その 組 打の まつ 最中に、 とつぜん 思いがけない 一大 

ちんじ 

椿事が もちあがった。 

じひびき 

それ は、 どうん という 地 響と ともに、 にわかに 床が、 


ぐっと 上に もちあが ると、 たちまち 部屋 は、 嵐の 中に 

漂う小舟 のように、 ゆらゆらと、 大 ゆれに ゆれ はじめ 

たのであった。 

地震？ 地震なら、 よほどの 大地震であった！ 壁 

は、 めり めり と大 音響 を あげて、 斜に 裂け だした。 柱 

がた おれる。 天井が おちて 来る。 あっとい う 間に、 五 

人の 者 は、 倒壊した 建物の 下敷に なって、 姿 は 見えな 

くな つた。 

思いがけない 大 異変であった。 五 人の 運命 はどう 

なった か？ 


思い も よらない 大地震に、 蟻 田 博士の 建物 は、 がら 

がらと 崩れて しま つ た。 

その 下にな つた 人々 は、 一体 どうな つたであろう か。 

真夜中の ことと て、 さわぎ は なかなか 大きかった。 

もし、 元気な 佐々 刑事が、 運よく 外に はい 出さな か つ 

たと したら、 他の 人た ち は、 どんな ことにな つた か 知 

オな レ 

暁 近くな つて、 ようやく 崩れた あと を掘リ かえし は 

じめ たが、 最初に 見つかつ たの は、 佐々 の 連の 警官の 

死体であった。 いたまし くも、 彼 は 殉職して しまった 

ので ある。 


佐々 は 作業 隊を はげまして、 さらに、 発掘 をつ づけ 

た。 すると、 今度 は、 折 重なった 柱の 下から、 新田 先 

生が 出て 来た。 

「おお、 新田 先生。 しっかり しなく ちゃ だめです よ」 

佐々 は 声をかけた。 新田 先生 は、 まつ 青な 顔 をして、 

もの も 言わなかった けれど、 生きて いる 証拠に は、 か 

まぶた 

すかに 瞼 をう ごかした。 

助け出された 先生 は、 かなりの 重体であった。 こと 

に、 丸木の ために 頭に 加えられ たうち 傷 はかなり 深く、 

それに 時間 もた ちす ぎている ので、 その 経過が あやぶ 

まれた。 それで、 救護班の 手に よって、 大 いそぎで 病 


院に 送られて 行った。 

何しろ 東京 全 巿も大 混乱して いるので、 新田 先生の 

手当 も、 早くし なければ ならぬ のに、 だんだん おくれ 

て、 その 結果 新田 先生 は、 それから 数 箇月 後まで も、 

病床に 横たわらなければ ならなかった ので ある。 

とけない 謎 は、 怪人 丸木と 千 二 少年の 行方であった。 

二人の 体 は、 棟木の 下に 見つからなかった。 どうやら 

二人 は、 命が 助かった ものら しい。 そうして 千 二 は、 

丸木の ために 連 去られた ものと 思われた。 そうして 二 

人 は、 消息 をた つてし まった。 

その 年 は、 混乱の 中に あわただしく 暮れ、 新しい 年 


が 来た。 

^ 大 警告 


元の 体になる かどう か、 あやぶまれた 新田 先生の 傷 

も、 年が あらたまる とともに、 不思議に よくな つて 行つ 

た。 

先生が、 怪人 丸木の ため 頭部に 受けた 深い 傷 は、 先 

生 をな がい 間 気が 変にな つた 人に してお いた。 ところ 


が、 このごろ になって 先生 は、 ようやく あたりまえの 

人に かえり、 看護婦た ちと、 やさしい お 話なら 出来る 

ようにな つ た。 

しかし、 新田 先生が、 ほんとうに 以前の 元気な 体に 

なる の は、 まだ 一 箇月の 先の ことで あろうと 思われた _ 

先生が、 病院の ベッドの 上に 寝て いる あいだに、 世 

の 中 は、 たいへん かわった。 

東京 地方 をお そった 例の 強い 地震 は、 大正 十二 年の 

震災 ほど 大きな 災害 を 与え はしなかった が、 それでも 

東京 巿 だけで 言っても、 巿の 古い 建物 はかなり 崩れ、 

また 火事が 十数 箇所から 出て、 中にはた いへん 広がつ 


たと ころも あつたが、 多く は、 日頃 訓練の とれて いる 

警防団 や、 隣組な どの 働きで、 余り 大きく ならない う 

ちに 消し とめられた。 一番 被害の 大きかった の は、 水 

道と 電気であった。 これ は、 元の ように 直る のに は、 

約 三 箇月 も かかった。 

どちら かとい うと、 東京 地方の 震災 は、 それほど さ 

わがれ なかった。 それ は 震災の 程度が 軽かった という 

ので はなく、 その 時 別に、 もっとた いへんな、 しんぱ 

いになる 事件が あつたの である。 それ は 外で もない、 

モロ— 彗星が、 いよいよ 地球の 近くに 迫った ことで 

あった。 


東京 だけで はない、 日本 国中 は、 その 日に 対する 準 

備の ため、 上 を 下への 大 さわぎであった。 工場と いう 

工場 は、 昼と 夜と の 交替 制で、 たくさんの 技術者 を 使 つ 

て、 宇宙旅行に 使う ロケットの 製造に 目の まわる よう 

な、 いそがし さであった。 

日本 だけで はない。 ドイツ も イタ リャ も、 イギリス 

も、 アメリカ も、 ロシャ も、 フランス も、 それから 満 

洲も、 中国 も、 大 さわぎで ある。 

足の 下に 踏みつけ ている 地球が、 こなごなに こわれ 

てなくなる の だと いうから、 これほど 恐し いこと は 外 

にない。 


一体、 地球の 上の 人類 は どこへ にげたら いいで あろ 

うか。 また どうしたら にげられる であろう か。 

この ことにつ いて、 世界中で 一番 さわいで いるの は、 

イギリスと ドイツと だった。 

イギリス では、 例の 王立 天文学 会長 リ— ズ 卿が、 昨 

年の 暮 になって、 『いかにして わが 人類 は、 生命 を 全う 

すべき か』 という 題の もとに、 放送局から 全世界へ よ 

びかけ た。 その 時、 リ— ズ卿 は、 こんな 風に 言った。 

「わが 王立 天文学 会へ、 皆さんが いろいろな 避難 方法 

を 書いて 送って 下さった こと を、 予は ふかく 感謝す る 

ものです。 我々 の 学会で は、 学者た ちに これ を 示して、 


どの 方法が いい か、 どの 方法が すぐに も 出来る か、 と 

いう ことにつ いて 調べて みました。 しかし、 ざんねん 

ながら、 どれ もみな 出来そう もない ものば かりで あり 

ました。 

たとえば、 モロ ー 彗星と 衝突す る 前に、 地球の 反対 

側から 軽気球に 乗って、 空中への がれる のがい いとい 

う 案が ありました。 そうして、 モロ ー 彗星が 衝突す る 

の を 空中で 避け、 衝突が 終ったら、 しずかに 元の 地球 

へ もどれば いいで はない かとい うのです。 なるほど、 

これ はちよ つと 聞く と 名案であります が、 ほんとう は 

全く 出来ない 相談であります。 


なぜか と言うと、 モロ— 彗星が 地球に 衝突 すれば、 

地球 は 多分 こなごな になって、 宇宙に 飛びち る ものと 

思われます。 すると、 その 破片 は、 避難者の 乗った 気 

球の ガス 囊 を そのままに はして おかないでしょう。 

つまり、 地球の 破片 は、 ガス 囊を 破ります から、 それ 

に 乗って いた 人た ち は、 空間に ほうりだされる でしよ 

う。 そうして  」 

リ— ズ 卿の 放送 は、 さらに 続く。 

「 •：：• そうして、 その 気球に 乗って いた 者 はと もに 焼 

かれて しまう か、 たとえ 焼かれなくて 助かっても、 地 

球が なくなって しまう の だから、 下りる 場所がない。 


だから、 この 方法 はむ だで ある」 

「結局、 予 等が 考えた 一 番 よい 方法と いうの は、 モロ  — 

彗星に 衝突す る 前に、 我々 人類 は 地球から はなれて、 

地球の 代りに 住める 場所 を 新たに 見つけて、 そこへ 移 

リ 住まなければ ならない。 これが ために、 我々 はさし 

あたり、 二つの 大きな 仕事 をし なければ ならぬ」 

「その 第一 は、 我々 は 宇宙 を 旅行す る ロケット のよう 

な、 りっぱな 乗物 をた くさん 作らなければ ならない。 

第二に は、 地球の 代りに 新たに 我々 人類が 住む ことが 

出来る 場所 を 発見し なければ ならない」 

「第一 の、 宇宙旅行 用の 乗物 は、 幸いに も 我が ィ ギリ 


ス において は、 前から かなり 研究 をして あつたので、 

相当 りっぱな もの を 作る ことが 出来る 見込で ある。 そ 

うして 現に 今 も、 たくさんの ロケットが 盛に 作られて 

いる」 

「第二の、 我々 は 新たに 住むべき ところ を、 どこに 発 

見 すれば いい かとい う 問題 は、 なかなか むずかしい 問 

題で ある。 世界の 多くの 天文の 知識の ある 人々 は、 誰 

しも それ は 火星が いいと いうであろう。 予 等の 考え も 

火星 を 最もよ い 移住 星 だと 思って いる。 火星よりも ェ 

合の よさそう なと ころ は 他 にないと 思う。 なぜなら、 

火星に は、 人間の 呼吸に 必要な 空気が わりあい 量は少 


いけれ ども、 とにかく 空気が ある ことが わか つ ている。 

水が ある こと もた しかめられて いるし、 かなりお びた 

だしい 植物が 茂って いる こと さえ わかって いる。 また 

地球からの 遠 さも、 他の 星に 比べる と、 まあ 近い 方で 

ある。 こういう 諸 点から 考えて、 火星 は 一番い い 移住 

先で は あるが、 また 心配な ことがない でもない」 

リ— ズ卿 はちよ つ と 言葉 を 切 つ た。 

「火星へ 移住す る こと は、 一番 都合が よいよう に 思わ 

れ るが、 一方に おいて、 心配が ある。 その 心配と は、 

何かとい うのに、 それ は、 火星の 空気が、 大変う すい 

ことが、 その 第一 である。 空気が うすいから、 肺の 弱 


いもの は、 生きて いられないで あろうと 思う。 もっと 

も 酸素吸入 を やれば いいこと はわ かってい るが、 火星 

へ 着いて から、 果して 我々 たくさんの 人間 全部が、 酸 

素 吸入が 出来る ほどの 大 設備が つくれる であろう か」 

「第二の 心配と いうの は、 火星の 生物と、 果して 仲よ 

く暮 していけ るか どうかと いう ことで ある。 火星に は 

多分 生物が いる。 それ は、 火星に 空気が ある こと や、 

植物 地帯ら しい ものが うかがわれる こと や、 それから 

また 我々 は 時々、 火星人ら しい もの か ら 無電 信号 を受 

取る ことから 考えても、 まず、 火星に 生物が いる こと 

はうた がいない と 思う。 その 火星人と 果して 仲よ くつ 


きあつて いける かどう か。 これ は なかなか 心配な こと 

である」 

「我々 の 仲間に は、 火星人が きっと 我々 地球人 類 を、 

いじめる にちがいないと 言って いる 者 も ある。 それ だ 

から、 我々 が 火星へ 移住す るた めに は、 まず 火星人と 

たたかわなければ ならない。 つまり 敵前 上陸 を やる つ 

もりで なければ、 この 事 は 失敗に 終る と 言って いる。 

しかし 我々 は、 このような こと を 言う 仲間 を 大いに 

叱って やる 必要が ある。 すべて は 愛情で いきたい もの 

である。 敵前 上陸と か、 火星人 征伐と か、 そのような 

およそ 火星人の 気持 を 悪く する ような 言葉 は、 つつし 


まなければ ならない と 思う。 話 は、 わき 道に それた が、 

この こと だけ は、 くれぐれも 賢い 諸君に お守り 願わね 

ばなら ぬ」 

そう 言つ て、 リ— ズ卿は そこで 深い ため息 を ついた 

のだった。 

リ— ズ卿 は、 蟻 田 博士 ほど 火星の 生物に ついて、 ふ 

かいこと は 知らない ような 放送ぶ りであった。 果して 

卿 は 知らないの であるか、 または 知っていても 言わな 

いの か、 そこ はま だよ くわから ない。 

蟻 田 博士が、 リ— ズ 卿の 放送 を 聞いたら、 どんな 感 

想 を 持つ であろう か。 ざんねんながら、 蟻 田 博士の 行 


方 は 知れない のであった。 くわしく 言えば、 昨年の 東 

京地 方の 大地震 以来、 どこかへ 行って しまった のか、 

それとも また、 どこかの 軒下で 押しつ ぶされ たの か、 

とにかく 博士の 消息 は さっぱり 聞かない のであった。 

リ— ズ 卿の 放送 は、 実は、 まだ もっと 先が あつたの 

である。 

「とにかく、 この 二つの 心配 —— つまり、 火星の 空気 

がう すいこと と、 火星人と 仲よ く 助けあって 住んで い 

られ るか どうかと いう こと  この 一 一 つ の 心配が、 火 

星 移住 をき める について、 暗い 影 を 投げる」 

「その外、 食物の 問題 も あるが、 これ は 何とか 解決が 


つくだろう。 火星の 上に 空気が あり 植物が ある ことが 

わかって いるの だから、 我々 人間に 食べられる 野菜み 

た いなもの があって もい いはず だと 思う」 

「それから また、 火星の 上 は、 夜 はたい へん 寒く、 一 

日中の 気温の かわ リ方 も、 たいへん はげしい から、 我々 

人間が それにた える ことが 出来る かどう かとい う 心配 

も あるが、 これ は 防寒具 を 持って行けば、 何とかなる 

だろうと 思う」 

「また、 火星へ 移住す るた めの ロケット は、 つく リ上 

げた ものが、 もうかな り わが イギリス 国内に も あるし 

諸外国 も それぞれ 工場 を大 動員して、 たくさんの 口 


ケット がつ くられて いる はずで あるから、 モロ ー 彗星 

と 衝突す る 日までに は、 相当 たくさんの ロケットが、 

世界 各地に 備えつ けられる ことにな ろう。 この 点に つ 

いても、 諸君 は 心 を しずかに していて いいと 思う」 

卿の 言葉 は、 なかなかつ きなかった。 

リ— ズ 卿の 放送に は、 世界 各国の 人た ちが、 水 をう つ 

たように、 耳 をす まして 聞 入って いた。 モロ ー 彗星と 

の 衝突 は、 もはや さける ことが 出来ない 今日、 我々 人 

類 は、 どうして その後の 生命 を 全うする ことが 出来る 

か。 それ は 誰もの、 ぜひ 知りたい ところであった。 

卿の 放送 は、 いよいよお しまいに 近づいた ようで あ 


る。 

「つまり、 ひっくるめて 言う と、 モロ— 彗星の 衝突に 

よって 起る 惨害から 救われる ために は、 誰し も 考えつ 

くの は、 火星への 移住で ある。 しかし 火星へ 移住す る 

こと は、 二つの 心配が あって、 一つ は 空気が うすい こ 

と、 もう 一 つ は、 火星人が、 我々 地球人 類 を、 こころ 

よく 迎えて くれる かどう か、 この 二つの ことが たいへ 

ん 心配で ある。 

どうか、 諸君 は、 くれぐれも この こと を 忘れて はな 

ら ない。 世界 各国の 政府 は、 この 二つの 心配に 対し、 

本気に なって 考えて おかねば ならない。 移住に 際し、 


火星人 を、 みな 殺しに してし まえな どと いう、 あらい 

言葉 をつつ しむよう に。 きびしい 言葉で 言えば、 我々 

の 一人たり とも、 火星人 をお こらせて はならない の だ。 

火星人が 気持 を 悪く する ような 言葉 を、 はいて はなら 

ない の だ。 つつしみの ないたつた 一人の 失敗の ために、 

我々 全人 類が、 火星人から、 ひどい 目にあう とすれば、 

ばかばかし いこと だ。 とにかく、 そういう 不穏な 人間 

が 出た 時 は、 政府 はすぐ 彼 を、 銃殺に してし まう のが 

いいだろう。 予の もっとも 気に かかる こと は、 これで 

ある」 

リ— ズ 卿の 放送 は、 そんなと ころで 終った。 


卿の 講演 放送に よって、 世界 各国 は、 また さわがし 

くな つた。 火星への 移住の 用意 は、 うまく 出来て いる 

か。 ロケットの 数 は 十分に あるか。 自分の 乗る 座席 は 

第 何 号 かな どと …… 。 

しかし 中には、 卿の 放送に 対し、 悪口 を 言う 者 も あつ 

た。 


？ 5 山の 上の 火 


長い間、 傷の ため 病床に 寝て いた 新田 先生が、 よう 

やく 退院す る ことと なった。 

三月と いえば、 いつもの 年なら まだ 春に 遠く、 ひえ 

びえ とした 大気 を 感じる のが、 あたりまえで あつたが、 

その 年 はどうし たもの か、 日 暦が 三月に かわる と 急に 

ぼか ぼかと 暖く なって、 まるで 四月な かばの 陽気と 

なった。 

めずらしい 暖さ だ。 それ も モロ— 彗星が 近づいた せ 

いだと あって、 人々 は、 夕暮 間もなく、 西の 地平線の 

上に、 うす ぼんやりと あやしい 光の 尾を引く モロ ー 彗 

星の すがた を、 気味 わるく、 そうして、 また 恐し く眺 


めつ くす のであった。 

新田 先生 は、 退院の 後、 すぐさま 甲 州の 山奥の、 掛 

矢 温泉へ 向かった。 

掛矢 温泉と いっても、 知らない 人が 多いで あろう。 

ここ は 温泉と 言っても、 宿 は掛矢 旅館が たった 一軒し 

かない。 その 掛矢 旅館 も、 たいへん むさくる しい 物置 

のよう な 宿であって、 客の 数 も、 いたって 少ぃ。 附近 

に 地獄 沢と いうと ころがあって、 そこ は 地中から くさ 

い ガスが ぷぅぷ うと ふきだし ていて、 一 キ ロメ 1„ r ル 

四方ば かり は 草 も 木 もな く、 ただ 一 面に、 灰色の 石 こ 

ろの 原に なって いた。 掛矢 温泉に 湧出る 湯 も、 実は こ 


の 地獄 沢から ぷ うぶう ふきだし ている ガスに よつ て、 

地中で 温められ ている 地下水だった。 

新田 先生 は、 この 温泉に 落着いた。 

このように、 掛矢 温泉が さびれて いる わけ は、 地下 

から 湧出して いる 温泉が、 時 々ぴたりと とまって、 温 

泉が お 休になる せいであった。 そのお 休 も、 一日 や 二 

日の ことで はなく、 時には 半年 も 一年 もとまつ ている 

ことがある。 それで は 客が 行く はずがない。 新田 先生 

は、 学生時代 ここへ 時々 行った こと を 思い出し、 今度 

も 病後の 体 を この 湯で 温めようと 思つ て 足 を 向けた の 

だ。 


掛矢 旅館 を、 ひよ つくりと おとずれた 新田 先生 は、 

そこの 主人の 弓形 老人から、 たいへん 歓迎 を 受けた。 

「ああ、 新田さん だね。 いい 時に おいでな すった。 長 

いこと とまって いたう ちの 温泉が、 一昨日 からまた ふ 

き だしたん でが すよ。 これが もう 三日 も 早ければ、 

せっかく おいでな すっても、 お断りせ にやなら ない と 

ころ じ や つ た」 

「ああ、 そうかね。 僕 は 運が よかった というわけだね」 

先生 は、 笑いながら、 勝手 をよ く 知った 上に あがつ 

た。 

弓形 老人 は 大喜びで、 新田 先生 を いろいろと もてな 


したが、 先生が 長い間、 病気に 倒れて いたと 聞いて、 

たいへん 驚いた。 

「そうけえ、 そうけえ。 まあな おって、 ようがした。 

体が 元の ようにな るまで、 ゆっくり うちの 湯に つかつ 

て 行きな せえ」 

老 主人 は、 いつに 変らぬ 親切 を、 新田 先生に 向けた 

ことで あ つ た。 

その 親切が、 新田 先生の 心 を、 かえっていた ませた。 

これが いつもで あれば、 すっかり 腰 を 落着け、 のうの 

うとした 気分で、 湯に つかって おられる ので あつたが、 

今度 はそう はいかない。 モロ ー 彗星 は、 あと 一箇月で 


地球に 衝突して しまう の だ。 この 掛矢 旅館の のんびり 

した 気分 も、 三方 を 高い 山に 囲まれた もの 静かな 風景 

も、 あと 僅かで おしまいになる の だ。 そう 思う と、 先 

生の 心 はかえ つて、 暗くなる。 老 主人 弓形 氏 は、 モロ ー 

彗星の ことな ど、 まだ 何も 知らないよう である。 この 

大地が くずれ て、 天空に ふきとんで しま う 最後 ま で 、 

この 人の いい 老 主人 は、 何も 知らないで 人生 を 終える 

ので はない か。 

(これ は 何とかし なければ ならぬ！) 

新田 先生の 同胞への 限りない 愛の 心が、 先生の 血 を 

湧きた たせる。 


春な お あさい 掛矢 温泉の 岩に かこまれた 浴槽の 中に、 

新田 先生 は 体 をのび のびと 伸ばして、 はや 二、 三日 を 

送った。 

温泉の ききめ は 早い。 先生の 体から、 病後の 疲れが 

見る見る 去って いって、 頰 にも くれないの 色が さして 

来た。 

「ああ、 ありがた いこと だ」 

先生 は 浴槽から 上って、 手ぬぐい を ぶらさげた まま、 

部屋に 帰って来た。 

すると、 その後 からこの 旅館の 老 主人 弓形 氏が、 お 

茶と お菓子と を 持って はいつ て 来た。 


「温泉 はいかが で ございまし たかな、 新田 先生」 

「ああ、 ありがとう。 今日は また かくべつ ないい 入り 

心地で したよ」 

「それ は、 けっこうでした。 まあお 茶で も 入れ ましよ 

う」 

老 主人 は 鉄 びんの 湯 をき ゆうすに ついで、 手 を 膝に 

おいた。 

「御主人に、 この 前から うかがおうと 思って いたので 

す 力  」 

と 言いながら、 新田 先生 は、 ぬれ 手ぬぐい を 欄干に 

かけて、 自分の 席へ 戻って 来た。 


「は あ、 どのようなことで …… 」 

「ゆうべ も 見えました がね、 温泉に つかりながら、 真 

暗な 山 を 見上げて いると、 こっちの 方向に ある 山の 上 

の 方に、 ちろ ちろ とうす 赤い 火が 見えたり 消えたり す 

るんだ が、 あれ は 一 体、 何です かね」 

「は あ、 あの 火 を、 ごらんに なった のかね」 

と 弓形 老人 は、 茶わん を 盆の 上に おいて、 新田 先生 

の 前に 差 出しながら、 

「あの 火 は、 わしら も 何の 火だろう かと、 うわさし 合つ 

ている のでが すよ」 

南の 山の 上に、 ちろ ちろ と 見えたり 消えたり する 


火！ 先生が 気にして、 老人に 尋ねる と、 老人 も 知ら 

ない と言う。 

「昔から、 あの 火 は あるので すか」 

と、 新田 先生 は 尋ねた。 

山の 上の 火のう わさ！ 弓形 老人の 顔が 少し こわ 

ばった。 

「それが 先生、 わりあい、 近頃の ことで がすよ。 昔 は、 

あんな 火 は 見えなかった」 

「ああ、 そう」 

新田 先生 は、 うなずいて、 

「あの 火 は 一 体 何の 火です かね」 


「さあ、 それが どうも 正体が 知れない のでして な」 

弓形 老人 は、 首 を 左右に ふった。 

「この 村の 人で、 誰も あの 火の こと は 知らない のかな 

あ。 ちょっと、 気になる 火 じ やないで すか」 

「新田 先生。 あそこまで は、 なかなかけ わしくて、 近 

づけない のでが すよ。 第一、 途中 はこの 間まで 雪が ふ 

かくて、 とても 上れな かったんです」 

「それで、 あの 火のと ころまで、 行って みた 者がない 

と いう わけです ね」 

「この 村の 者 じ やない が、 一週間 ほど 前に、 一人の 男 

が、 あの 火の こと をう わさしながら、 上って 行き まし 


たがな。 あの 男 はどうな つた かしら」 

「ほう、 誰か あの 火のと ころへ、 出かけた 者が あるの 

です ね。 それ は どこの 者です。 そうして、 まだ 山 を 下 

りて 来ない のです か」 

新田 先生 は、 ふかい 雪 を ふみ 分けて、 あの 火の そば 

へ 上って 行った 者が あると 聞いて、 たいへん 興味ぶ か 

いこと に 思った。 

「それ は、 東京の 人 だと 言って いました がね。 名前 は、 

わしが 聞いても、 いや、 いいんだ と 言って、 言わない 

でが すよ。 もっとも その 人 はこの 雪 を ふみ 分けて、 あ 

たるき 

の 山 を 越え、 向こう側の 垂木 村へ 下りて 行く の だと 


言って いたから、 こっちへ は 下りて 来ない ことにな つ 

ていたんで がすよ」 

「ほう、 この 雪の 中 を、 山越しに 垂木 村へ 下りる とい 

うんです か。 そいつ は 風が わりな 人 だな あ」 

新田 先生 は、 何だか、 この 人の ことが 気になって 仕 

方がなかった。 

山の 上に、 ちろ ちろ と、 見え かくれす る 怪しい 火に、 

新田 先生 は、 たいへん 興味 を おぼえた ので、 その 翌朝、 

先生 は、 掛矢 温泉の 老 主人が とめる の も 聞かず、 一 人 

山 をの ぼって 行った。 たいへんな 元気であった。 

新田 先生 は、 山 のぼりに ついては、 いささか 経験が 


あつたから、 ありあわせの 綱 を 借りたり、 杖 を こしら 

えたり、 また 蠟燭 など を もらい、 一 夜ぐ らい はす ごせ 

る ほどの 食料品 も 用意して、 出かけた のであった。 

山道 は、 かなりけ わしかった。 

病後の 新田 先生に は、 なかなか 骨の 折れる 山の ぼり 

だった。 だが、 経験 はえら いもので、 しずかに のぼつ 

て 行く うちに、 おひるす ぎに は、 もう その 高い 山の て つ 

べん 近くまで、 たどりついた。 てっぺんに 出れば、 怪 

火の 正体 も、 きっと わかる にちがいない のだった。 

山 は、 まだ 冬の ままの すがただった。 雑草 は、 のこ 

りの 雪の下から 枯れた まま、 黄い ろい かお を 出して い 


た。 それでも、 春 はもう 近くまで 来て いるものと 見え 

枯 草の あいだに、 背の ひくい 青草が まじって いた。 

とつぜん、 羽ばたき をして、 新田 先生の あたまのう 

えに、 飛び あがった ものが あった。 なんで あろうと、 

新田 先生が、 上 を 見 あげる と、 それ は 一 羽の 大きな 鳥 

であった。 きじの ようで もあった が、 なんという 鳥 か 

はっき リ しない。 その 鳥 は、 春めいて 来たので、 岩穴 

から 外へ 出て、 餌 を ひろい もとめて いたと ころ を、 先 

生が、 おどろかした ものであろう とお もった。 

その、 名 も 知れぬ 鳥 は、 空 高く 飛び あがる と、 あわ 


て ふためいて、 峰つ づきのと なりの 山の 方へ 飛んで 

行って しまった。 

先生 は、 その 鳥の 行方 を、 じっと見 送って いたが、 

そ のうちに、 

「おや」 と 叫んだ。 

山の てっぺん は、 すぐ 上に 見えて いる。 新田 先生が、 

今、 「おや」 と 叫んだ の は、 その てっぺんの しげみの 間 

から、 西瓜の ように 丸い ものが 四つ 五つ 重なり合って、 

動いて いるの を、 見つけた からであった。 

「あれ は 何だろう？」 

先生 は、 すぐさま 体 を 地に 伏せた。 それから、 また、 


少しずつ 前へ 這って 行った 先生 は、 ちょうど、 体 を か 

くす のにつ ごうの いい 岩 かげ を 見つけ、 ここへ 滑リこ 

んだ。 そして、 そっと 首 を 出して、 例の 西瓜の ような 

ものが、 一 体 何で あるか 見き わめよう とした。 

西瓜の ような もの は、 人の 頭で ある ことが わかった。 

しげみの 上から、 人の 頭が 行列して、 向こうへ 歩いて 

行く のであった。 それ はしばしば 木の かげに なって、 

見え なくなったり、 そうかと 思う と、 また、 ひよ つく 

り 岩角から 現れたり したが、 結局、 不思議な 人間の 行 

列で ある こと だけ は、 はっきりした。 

「どうも、 へんな かっこう をした 人間 ども だ」 


始めは、 木の しげみの 上から、 首 だけ を 出して いた 

その 怪しい 人間 ども は、 だんだんと 峰伝いに 奥の 方へ 

歩いて 行く。 そうして、 ようやく 彼らの 肩の へんが 見 

え 出し、 やがて 足の あたりまで も、 見える ようになつ 

た。 

彼らの 頭 は、 いずれも 西瓜の ように、 丸味 を 持って 

いた。 その 西瓜の ような 頭の 下に は、 ドラム缶 のよう 

に ふくれた 太い 胴が ついて ぉリ、 首 は 短くて、 あるの 

かないの か、 はっきり わからない くらいだ。 

奇怪な の は、 彼らの 手足であった。 

腕 は、 えもん 竹の ように 張った 肩の 両端から、 まる 


で 竹箒 を つ つ たように、 細い やつが ぶらぶらして いる。 

足と いえば、 これ も 竹の ように 細く、 曲って おり、 へ 

ん なかつ こうで 歩いて いる。 全体の 色 は、 すこぶる あ 

ざ やかな みどり 色だった。 

一 体、 何者？ 

S  ロボット 

峰伝いに 遠ざかる 怪人の 群 を、 新田 先生 は 岩 かげ か 


ら、 ねっしんに 見送って いた。 

気がつく と 先生 は、 全身に びっしょり 冷たい 汗をか 

いていた。 

「な、 何者であろう か？」 

どうも、 たいへんな 怪物に 出会った ものである。 

よも や、 あれ はほんと うの 人間で は あるまい。 人造 

人間と か ロボット とか 言って、 人間の 形 をした 機械が 

あるが、 その ロボット ではない かと 思った。 

それにしても、 不思議な の は、 こんな 山の 中に、 口 

ボットが ぶらぶら 歩いて いる ことで ある。 ひよ つ とす 

ると、 軍隊が ロボット を この 山の 中で 試験して いるの 


ではない かと 思った。 

だが、 ロボット でもない ように 思える ふしが あった。 

ロボットなら、 歩調な ど は 機械的に、 ちょん ちょん と 

正しくと る はずで ある。 なぜなら、 ロボット はたいて 

い、 みんな 電波な どで 動かされ ている わけ だから、 ちょ 

うど 電気時計と 同じように、 正しく 動く はずで ある。 

しかるに、 今 新田 先生が 見かけた 怪しい 人間の 群 は、 

人間と 同じように、 みんなが 一 人ず つ 勝手 気ままに 動 

いていた。 大 またに 歩いて いる 者 も あるし、 ちょこ 

ちょこ 歩いて いる 者 もあった。 また 互に 何 か 話 をして 

いるよう なの もいた。 肩 を 組合って いた もの さえ あつ 


た。 機械で 出来た 魂の ない ロボットが、 そんな こと を 

する であろう か。 いやいや、 そんな こと はしまい。 

「どうも、 あいつら は、 ロボット でもない らしい」 

ロボットで なければ、 一 体 彼ら は 何者であろう か。 

新田 先生 は、 小 首をかしげた。 

「 …… もしかすると、 あいつら は、 火星から やって来 

た 生物で は あるまい か」 

火星の 生物？ 

新田 先生 は、 そう 考えて、 はっと 胸 をお どらせ た。 

火星の 生物 は、 この 前 千 葉の 湖畔へ やって来 たよう 

である。 千 二 少年の 話に よると、 胴が 太って いて 手足 


が 細くて、 丸い 頭が あると いうから、 今 見た 怪物に よ 

く 似て いる。 

「ふん、 これ は、 たいへんな もの を 見つけた もの だ」 

先生 はうな つた。 

これ はいよ いよ 火星の 生物 どもに 違いない。 先生 は 

怪物の 後 を 追い かける ことにした。 

怪物た ち は、 いつしか 隣の 山の 上に 姿を消し てし 

まった。 山の 向こうへ 下りて 行った か、 あるいは その 

へんに、 穴で も あるので はなかろう か。 先生 はわ ざと 

道 を 遠 廻りして、 けわしい 山の 傾斜 を そろそろと 上り 

始めた。 先生の 指先 はや ぶれて、 血が 流れ出した。 


小一時間 も かかって、 先生 はやつ と 山の 上に 上りつ 

いた。 

「さあ、 このへんに 違いない の だが ：：： 」 

先生 は あたりに 気 をく ばりながら、 そっと 岩 かげ か 

ら顔を 出した。 

「ほう、 あった！ あれ だ！」 

先生 は、 思わず おどろきの 声 を 上げた。 

何が あつたか？ 先生の 目に はいった の は、 大きな 

ドラム缶の ような ものが、 山の 向こう側の 斜面に、 つ つ 

立って いるので あった。 まるで 小さな 塔 を そこに 建て 

たような、 かっこうであった。 


「ああ、 あれに 違いない。 千 二君が 言って いた 火星の 

ボ —„ にと いうの は、 多分 あれと 同じ ものだろう」 

何とい う 奇妙な 形 をした ものであろう か。 その 大き 

な 円筒 は、 表面が へんに 焼け焦げた ようになって、 そ 

うして ちかち かと、 薄い 光が さしていた。 

じんせき 

この 人跡 まれな 山中に、 火星の 宇宙 ボ— トが 着いて 

いる。 

新田 先生 の 驚き は 大き か つ た。 

火星の 生物 は、 この 山中に 宇宙 ボ— トを 着けて、 一 

体 何 を やる つもりな のであろう か。 

「早く、 この こと を 知らせなければ、 たいへんな こと 


になる！」 

と、 新田 先生 はいらい らして 来た。 

では、 このまま すぐ 山 を 下ろう か。 

(いや、 このまま 山 を 下った ので は、 物足りない。 火 

星の 生物 は、 まだ 自分が 近くに いる こと を 知らない だ 

ろうから、 もっと 彼らに 近づき、 彼らの 様子 を、 もつ 

と 調べた うえで、 山 を 下る ことにしたい) 

新田 先生 は 病後の 体で は あるが、 この 一大 発見 をし 

て、 ここで 自分 は、 もっとがん ばらなければ、 日本 国 

民 —— いや、 世界人 類の ために 申し わけない と 考えた。 

そこで 先生 はかた く 決心 をす ると、 また しげみの 中 


を、 そろそろと 前進して 行った。 何とかして、 目の 下 

に 見える あの 火星の ボ— ト まで、 行って みょうと いう 

ので ある。 

先生 は、 しげみの 中 を 巧みに くぐりぬ け、 ある 時 は 

岩 かげ を 利用して、 だんだんと 火星の ボ— トに 近づ い 

て 行った。 

気味の 悪い ボ— トは、 だんだん 大きくな つて 来た。 

実に、 いやな 気持の する 色で ある。 地球の 人類で はな 

いものが 作った だけの こと は ある。 小さい 窓みたい な 

ものが、 見えて 来た。 穴みたい な ものが あった。 そこ 

から は、 うす 赤い 煙の ような ものが、 すうつ と 出て い 


た。 しかし 火星人の 姿 はもう 見えなかった。 みんな、 

どこに はいつ てし ま つたので あろう か。 

だが、 火星人の 姿が 見えない の を 幸いに、 新田 先生 

は、 誰に も とがめられずに、 ずんずん 近づく ことが 出 

来た。 そうして とうとう 火星の 宇宙 ボ— トの 側まで 

やって来た。 

ボ— トを 見上げて、 新田 先生 は、 その ボ— トの 高さ 

が、 三階 建の 家ぐ らい あるのに、 今 さらの ように 驚い 

た。 

新田 先生 は 火星の 宇宙 ボ— トの まわり を、 そっと 

廻って 見た。 


先生 は 今 初めて、 目の あたりに 火星の 宇宙 ボ— トを 

見る のであった。 それ は 全く 不思議な 乗物だった。 だ 

が、 いつ、 火星人た ちに 襲われる か 知れない ので、 先 

生 は、 あまり ゆっくり 見て いる ことが 出来なかった。 

ほんの 僅かの 間、 きょろきょろと 見廻した だけの こ 

とだった けれど、 先生 は、 これ は 確かに 火星の 宇宙 ボ— 

ト であるに 違いない と 思った。 その わけ は、 火星の 

ボ ー トの 外壁 を 見ても、 それ は 地球の 人類が 作るなら、 

かならず 鉄と かジ ュ ラル ミンな ど を 使う ので あるが、 

この 火星の ボ ー ト では、 そんな 金属 は 使って いない。 

それ は、 みた こと もない 青 褐色の 材料で 出来て いた。 


先生が 軽く 叩いて みたところ では、 なかなか 固く、 

ひょっとすると 鉄な どよりも、 もっと 固い ので はない 

かと 思われた。 

それから この ボ— トが、 地球 以外のと ころで 出来た 

らしい しるし は、 まだ、 ほかに もあった。 今の 外壁の 

ことで あるが、 どこ にもつぎ 目がない。 もちろん リ 

ベットな ど は、 一 つも 打って ない。 これほどの 大きな 

もの を、 リベット もつ ぎめ もな くして 作り あげる こと 

は、 とても 人間 わざで は 出来ない。 

まだ 違う ところが ある。 

それ は 窓で ある。 我々 が 知っている ような 窓 は、 窓 


わく を 持って いて、 そこへ ふたの ような ものが はまる 

ので あるが、 火星の ボ— トへ よって、 先生が 見た とこ 

ろに よると、 そうはな つてい ない。 窓の あいてい ると 

ころ は、 まわりから 中央へ 向かって、 写真機の しぼり 

のように しぼられて、 しまる のであった。 全く へんな 

窓で ある。 

これらの ことから、 新田 先生 は、 この ボ— トは、 火 

星 人が 作った ものに 違いない と 思った。 

火星の 宇宙 ボ— トの 前に、 新田 先生が 立って いる。 

先生 は、 この 宇宙 ボ— トの 珍しい 姿に、 すっかり 気 

を 奪われて いた。 その あたりに、 火星人が、 うようよ 


いる こと を、 忘れて いたので ある。 それ は、 ほんの 

ちょ つとの 間の ことだった が …… 。 

先生が、 はっと 我に かえった 時 は、 もう 遅かった。 

何者かが、 先生の 両腕 をう しろから 強い 力で、 ぎ ゆつ 

とおさえ つけた。 

「あつ、 しまった」 

と、 先生が それ を ふりほどこう とする 間もなく、 今 

度 は、 先生の 両眼が 見え なくなって しまった。 それ は、 

うしろから、 いやに ぬらぬら する ゴ ム 布の ような もの 

で、 目 かくし をされ てし まった ので ある。 

いくら、 じたばた やって 見ても、 うしろから、 先生 


の 腕 をお さえて いる 力 は、 たいへん 強く、 それ を 無理 

に ふりほどこう とすれば、 先生の 腕の 方が、 今にも ぼ 

きんと 折れそう になった。 

(騒ぐ だけ 損 だ —二 

先生 は、 勇気 をな くした わけではなかった けれど、 

今、 じたばた 騒いでも、 こっちの 体が 痛くなる ばかり 

なので、 手向かう こと を やめた。 あとで、 相手に すき 

が 出来た 時に、 カー ぱい 腕 を ふるう ことにした 方が よ 

いと、 賢い 新田 先生 は 早く も 見て とった。 

「な、 何 をす るんだ、 君が たは …… 」 

先生 は、 おちつきの 心 をと りかえ しながら、 相手 を 


叱りつ けた。 

先生のう しろに いる 相手 は、 何にも、 返事 をし なか つ 

た。 何だか、 へんな においが、 ぶうんと 先生の 鼻 をつ 

いた。 奇妙な においであった。 それ は 先生が、 始めて 

かいだ へんてこな においであった。 

(ふうむ、 こんな へんな におい を 出す からに は、 いよ 

いよ 火星人に 違いない！) 

と、 先生 は 心の中で うなずいた。 

新田 先生 は、 あやしい 者の ために 両腕 をう しろから 

おさえられ、 その上 目 かくしまで されて、 無理やりに 

前へ 向かって 歩かせられた。 


何とかして 相手の 顔 を 見たい もの だと、 先生 は 顔 を 

くしゃくしゃに しながら、 目 かくしの 間にす き 間 を 作 

ろうとし たが、 なかなか うまくいかない。 そうした 先 

生の 心 をな おさらいら いらさせる かの ように、 例の 胸 

が むかむかす るに おいが、 うしろから におって 来る。 

「けしからん。 なぜ、 私 を、 こんな 目にあわす のか。 

その わけ を、 話した まえ」 

先生 は、 体 を ふりながら、 見えない 相手に また 呼び 

かけた。 今度 は 思いきって、 せい 一 ぱいの 大声で ど 

なった。 

相手 は、 あいかわらず、 返事 をし なかった。 だが、 


先生が たいへん 大きな 声 を 出した ので、 相手 もよ ほど 

おどろい たものと 見え、 急に うしろで、 何だか わけの 

わからない 叫び声が 聞え た。 

ひゆう、 ひゆう、 ひゆう。 

o、  >、  a  、 、ヽ a  、  >、  o、  lo 
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彼らの 叫び声 はそんな 風に 聞え た。 その 叫び声の わ 

け は、 一向に わかりそう もない が、 その ひゆう ひゆう、 

ぷ くぷ くと 言う 声 は、 何 か 話 をして いるら しい ことが、 

おぼろげながら わかった。 これ は、 火星人の 言葉な の 

であろう。 

(この 人間が、 今 大きな 声 を 出した ではない か。 逃げ 


るつ もりで はない か) 

(逃げる かもしれ ない。 もっとき つく、 おさえて いる 

んだ) 

と、 言った ような 言葉で もあろう かと、 先生 は 思つ 

た。 だが それ は 先生の 思い違いで、 ほんとう は 火星人 

はそんな、 なまやさしい 話 をして いたのではなかった 

それ は、 いずれ だんだんと わかる。 

先生 は その 話 声から して、 自分のう しろに つきした 

がって いる 火星人の 人数が 六、 七 人、 あるいは もっと 

多人数で ある こと を覚 つた。 

ひゆう ひゆう、 ぷ くぶく。 


新田 先生 を、 後から おさえつけた 火星人た ち は、 一 

体 何 を 言つ て いるので あろう。 

しばらく すると、 火星人の 話 は、 まとまつ たものと 

みえ、 新田 先生 は、 また 後から ぐんぐん 前に 押された。 

「どこまで、 連れて行く つも リ かな あ」 

新田 先生 は、 少し 不安に なって 来た。 

ひゆう ひゆう、 ぷ くぶく。 

火星人 は、 おこった ような 声 を 出した。 

それから 十五、 六 歩 も 歩いた ところに 岩が あった。 

その 岩の かげに、 人間の はいれる くらいの 穴が あった。 

火星人 は、 後から、 ぐんぐん 押した。 その 穴の 中へ、 


押 込む つもりら しい。 その 穴の 中には、 一体 何が ある 

のであろう か。 

「ええい、 どうなる ことか。 行く ところまで 行って や 

れ」 

先生 は、 もう 度胸 を さだめた。 そうして、 火星人の 

意に さからう ことなく、 穴 をく ぐった。 穴の 中から、 

例の いやな においが、 ぶうんと 鼻 をう つた。 

中 はまつ 暗であった。 しかし、 中 は あんがい 広くて、 

人間が はいっても、 頭が つかえる ような こと はな かつ 

た。 

先生 は、 くさい においに は 閉口しながら も、 一生け 


ん めいがまん しながら、 穴の 奥の 方まで、 連れて行か 

れた。 

目 かくし は、 いつのまにか、 取れて しまった ようで 

ある。 

穴の 中の 暗 さに も、 だんだん なれて 来た ものと みえ、 

あたりの 様子が ぼんやり わか つ て 来た。 

その 時、 まず 先生 を おどろか したの は、 いつの 間に 

か、 自分の 前 を 歩いて いる 異様な 火星人の 姿であった。 

穴の 中 は 暗い ので、 それで 安心して、 火星人 は、 先に 

立って 歩いて いるら しかった。 彼らの かっこうの 悪い 

胴体が、 歩く 度に 重そう に ゆれた。 


すると、 とつぜん 先生 は、 明かる い 光の 中へ 押出さ 

れた。 

「あつ！」 

先生の 目 は、 くらくら とした。 


^ 妙な 申出 


穴の 中で、 新田 先生 はとつ ぜん まぶしい 光 を あびせ 

かけられ、 はっとした。 


眼が くらくら として、 頭の しんが、 つうん と 痛くな つ 

た。 そうして、 ひょろひょろと、 足元が あやしく なつ 

て、 踏み こたえる いと まもなく、 その 場に ど すん と 尻 

餅 をつ いてし まった。 

(どうに でも なれ！) 

先生 はもう 覚悟 をき めた。 

耳元で は、 例の 通り、 ひゆう ひゆう ぷくぷ くと、 火 

星の 生物が、 奇声 を 出しながら しきりに 騒いで いた。 

しばらくして 新田 先生 は、 とつぜん 呼び かけられた。 

「さあ、 顔 を 上げなさい、 新田 先生」 

先生 はび つくりした。 いきなり 人間の 言葉で、 呼ば 


れ たのであった。 しかも 自分の 姓まで、 知ってい るの 

だ。 

一 体 自分 を 呼んだ の は 誰？ 

新田 先生 は、 光の 中に 顔 を 上げた。 

目の前に 一人の 男が 立って、 先生の 方 を 見て いた。 

黒い 長 マント を 着て、 つばの 広い 帽子 を かむ つた 長身 

の 男だった。 眼に は 黒い ふちの 大きな 眼鏡 を かけて い 

るの だった。 

「あつ、 丸木？」 

新田 先生 はお どろいて、 その 場に はね 起きよう とし 

たが、 相手の ために 肩 をお さえつ けられた。 それ は、 


かなりの 強い 力だった から、 新田 先生 は 起き あがる こ 

とが 出来なかった。 

「そうだ。 わし は 丸木です よ」 

と、 黒 マントの 男 は、 へんに しわがれた 声で 言った。 

「君 は 丸木 か。 いつぞや は、 私 を ひどい 目にあわせた 

な。 それ はいいが、 君 はまた 千 二 少年 を さらって、 ど 

こへ 連れて行った のか。 早く 返した まえ」 

怪人 丸木 は、 それに は 答えず、 

「新田 先生。 我々 は、 あなたに 相談が あるの だ」 

穴の 中の 広間で、 めずらし くも、 怪人 丸木と 新田 先 

生と が、 にらみあつ ている。 


その 丸木が、 いつにな く、 やさしい 猫なで声 を 出し 

て、 新田 先生に 相談が あると 言った ので ある。 

「相談と は、 何です」 

と、 新田 先生 は ゆだん をし ない。 

すると、 丸木 は、 

「まあ、 そこへ おかけ」 

と 言って、 先生に、 腰かけに ちょうど いい ほどの 大 

きな 石ころ をす すめ、 自分 はの っそリ とつつ 立った ま 

まで 話 を はじめた。 

「どうぞ、 君 もお かけなさい」 

と、 先生 は 礼儀正しく、 丸木に も 腰 を かける こと を 


すすめた が、 丸木 は、 いや、 私 は、 この 方が いいので 

すと 言って、 あいかわらずつつ 立った ままだった。 他 

の 火星人 は、 先生と 丸木と をと おまきに して、 つつ 立つ 

ぶ さ ほ う 

ている 奴 も あれば、 無作法に も ごろん と 地面に 寝 そ 

ベ つてい る 者 もあった。 

「ところで、 新田 先生。 相談と いうの は 外で もない が、 

先生 は、 こ の 地球が やが て モロ— 彗星と 正 面 衝突し て 、 

ばらばらに こわれて しまう の を 知つ ている でしよう 

ね」 

「知ってい ますよ」 

と、 新田 先生 は、 すぐに 返事 をした。 


「それが、 どうしたので すか」 

「いや、 どうもし やしま せんが、 モロ— 彗星に 衝突 さ 

れ ると、 皆さん、 地球の 人類 は、 死んで しまう わけ だ 

が、 その 対策 は 出来て います か」 

「対策と いうと …… 」 

「つま リ、 その 場合、 何とかして 助かる 工夫が 出来て 

いるかと、 私 は 聞く のです」 

「さあ、 それ は …… 」 

と 言った が、 先生 は、 返事に つかえた。 

日本 を はじめ、 世界 各国で は、 その 日の 用意と して、 

全 工業 力 を あげて ロケット をた くさん つくって いると 


噂に 聞いて いるが、 それ を 丸木に 話して いい もの かど 

うか？ 

丸木の 眼が、 黒眼鏡の 奥で、 きらり と 光った ようで 

ある。 

怪人 丸木の 質問に、 新田 先生 はどう 返事 をしょう か 

と、 迷って しまった。 

丸木 は 先生の 困った 様子 を 見て とって、 それ を 自分 

のつごう のい い 方へ とった。 

「お困りの 様子 だが、 まったくお 気の どくに 思う。 皆 

さん 方 は、 永久に 地球の 人類が 栄える ものと 思って い 

られ たので あろうが、 モロ— 彗星と いう やつが、 それ 


を 正面から、 じゃま をす るんで すから ね。 もっとも、 

モロ— 彗星 は、 意地 わる をた くらんで、 じゃま をす る 

わけで はなく、 不幸に も、 モロ— 彗星の 進む 道が、 地 

球の 道と ちょうど 合う ことにな つ て いるんで すから、 

これ はどう も 仕方のない ことです よ。 その 点 は、 先生 

にもよ くお わかりで しょうね」 

「それ は、 よく わかって います」 

「それなら よろしい。 来るべき この 大事 件 は、 地球の 

人類に とって 最大の 不幸で ある。 しかし それ は 同時に、 

モロ— 彗星に とっても また 不幸な 出来事で ある。 そう 

でしよう が」 


先生 は、 うなずいた。 今まで、 考えなかった が、 モ 

口 ー 彗星に とっても 不幸で あるに 違いない。 しかし モ 

口 ー 彗星の 上に は、 この 地球み たいに、 生物が 住んで 

はいないだろう から、 いくら 不幸 だと 言っても、 我々 

の 不幸に くらべ ると、 くらべものにならないと 思った _ 

「わし はずつ と 前から、 この 不幸な 事件に ついて、 モ 

口 ー 彗星に も、 また 地球の 人類に も 同情 をして いた。 

そうして、 何とかして 外力 を 用いて、 一 方の 軌道 をす 

こし 外して みる 方法 はない もの かと、 研究 をした こと 

もあった」 

丸木が とつぜん、 けなげな こと を 言 出した ので、 先 


生 はお どろいた。 

「だが、 そいつ は、 なかなか むずかし いこと だ。 ちょつ 

と 我々 の 手に おえない ことです。 だから、 この 上 は、 

せめて 皆さんが た 地球の 人類の 命 を、 一 人で も 多く 

救って あげたい と、 思うよう になった のです」 

怪人 丸木 は、 親切そう な こと を 言 出した。 

「それ は、 御 親切 さまに …… 」 

と、 新田 先生 は 怪人 丸木に お 礼を言った。 

ほんとうに 親切な の だか 何だか わからな いが、 とに 

かく 丸木 は、 熱心 を 面に あらわして、 地球の 人類 をモ 

口 ー 彗星の 衝突で 死ぬ ことから、 助けて やろうと いう 


ので、 これに は、 挨拶と してお 礼を言わな いわけに い 

力な レ 

「で、 あなた は 一体、 我々 人類 を、 どうやって 助けて 

下さる のです か」 

「そのこと、 そのこと です」 

と、 怪人 丸木 は 両足で 地面 を とんとんと 踏 鳴らしな 

がら、 

「ねえ、 先生。 わし は、 火星に 持って いる 宇宙 艇を、 

たくさん 地球へ よこそうと 思う のです」 

「宇宙 艇 と言うと …… 」 

「つまり、 さっき 先生 は、 外で 見られた ろうと 思う が 


いただ. 

山の 頂 に 火星の ボ— トが、 斜 になって、 立って いた 

でしよう」 

「ああ、 あれが 火星の ボ— トで すか」 

先生 は、 始めて それ を 知った ような 顔 をして、 うな 

ずいた。 

「宇宙 艇 と言う やつ は、 あの ボ J ^よりも、 何 倍も大 

きい 乗物なん だ。 この 宇宙 を どんどん 走る やつで、 そ 

れ はとても この 地球の 上で は、 どこに も 見当らない 

りっぱな 乗物なん です よ」 

丸木 は、 身ぶ リを まぜて、 ほこら しげに 話 をした。 

「この 地球の 上に だ つ て、 ロケット と言う ものが あり 


ます ぞ」 

「ロケット？ はて、 それ は どんな もの かな」 

丸木 はま だ ロケット を 知らないら しいので、 先生 は、 

地面に 図 を かいて、 こんな もの だと 説明して やった。 

丸木 は、 たいへん 熱心に、 それ を 聞いて いたが、 

「はは あ、 ロケットと は、 そんな もの か」 

と、 安心した ような 声で 言った。 

「あの ロケット などと いう もの は、 全く、 おもちゃみ 

た いなもの だ」 

と、 怪人 丸木 は 笑う。 

新田 先生 は、 ちょっと むっとした。 


「わが 火星に ある 宇宙 艇は、 スピ— ド もたい へん 早い 

し、 人 を 乗せる にしても、 一せ きの 中に 千 人 や 二 千 人 

は、 大丈夫 だ。 一万 人 乗の もの も ある。 この 地球に は、 

そんなに 人の 乗れる ロケットはないでしょう」 

丸木 は、 ほこら しげに 言った ことで ある。 

「火星の 宇宙 艇に は、 そんなに、 たくさんの 人が 乗れ 

るので すか」 

と、 新田 先生 は、 思わず、 ためいき をつ いた。 わが 

地球の ロケット では、 せいぜい 五十人ぐ らいの 人間が 

乗れる だけで ある。 

「だから 先生、 この 際 地球の 人類 は、 自分 だけの 力で 


この 難関 を 切りぬ けようと しても だめです よ。 わが 火 

星の 力がなくて は、 地球人 類の 生命 は、 助らない の だ。 

だから、 我々 の 申出 を 受けて 下さる がいい」 

丸木 は、 いよいよ 得意そう に 言った。 

「なるほど。 そんな りっぱな 火星の 宇宙 艇を、 たくさ 

ん 借りる ことが 出来れば、 我々 も大 助り です。 政府に 

話 を すれば、 きっと 喜ぶ でしよう」 

「そうです。 きっと 喜ぶ でしよう。 先生、 あなた は、 

やっと、 我々 の 話 を、 本気で 聞いて くれる ようになり 

ましたね」 

「で、 私に、 政府へ 話 をし ろと、 おっしゃ るので すか」 


「その 通りです。 そうして、 こういう こと も、 よく 話 

をしても らいたい のです。 わが 火星の 宇宙 艇の 着陸 場 

として、 この 附近の 山中 を 我々 に ゆずっても らいたい 

のです」 

「え つ、 何です つ て」 

丸木 は、 少し 言葉 じり を ふるわせながら、 

「つまり、 この 山梨県の 山中 を、 我々 火星人に、 自由 

に 使わせても らいたい のです」 

と、 何でもな いこと を、 おずおずと 申し出た。 どう 

も、 丸木の 話しぶ りが へんだ。 


S 火星人 

たいへんな 相談 を かけられた ものである。 地球人 類 

を 救って やる から、 この 山梨県の 山中 一帯 を、 火星人 

に ゆずれ と言うの だ。 

新田 先生 は、 そんな 相談 を かけられても、 返事 をす 

る こと は 出来ない。 先生 は、 この 山梨県の 地主で も 何 

でもない の だから。 

「そんな 相談 を 受けても、 私に はとり きめる 力が あり 


ません よ」 

先生 は、 正直に 怪人 丸木に 返事 をした。 

すると 丸木 は、 むっとした ようであった。 

「なぜ、 とりきめが 出来ない のかね」 

丸木 は、 時々 らんぼうな 口の ききかた をす る。 

「私 は、 そんな ことに 力の ない 一 国民です からね え」 

「そんな こと はない」 

と、 丸木 は 強く 言いき つた。 

「我々 は、 君 を 人間の 代表と して、 相談 をして いるの 

だ。 力が ある もない も、 もう 一箇月 も すれば、 地球の 

人類 は、 誰も 彼 も、 なくなって しまう ではない か。 君 


は 人間だろう。 人間なら、 人間と して、 りっぱに 我々 

に 返事が 出来る はず だ」 

どうもよ く、 丸木の 言って いる ことが、 のみこめな 

いが、 火星人 は、 人間界の ことなら、 どの 人間に 相談 

しても いいの だと、 思って いるら しかった。 

先生 は、 はからずも 人間の 代表に 選ばれて、 むしろ、 

たいへんめ いわくだった。 

どうした もの かと、 なやみながら、 ふと 前 を 見る と、 

怪人 丸木の まわりに は、 いつの 間に か 例の ドラム缶に、 

細い 手足 を はやした ような 火星人が、 たくさん 集って 

来て、 しきりに こっち を 見て いる。 


先生 は、 その 時、 火星人が、 まん 中に 妙な 機械 を 抱 

えこんで いるの を 見つけて、 あれ は 一体 何であろう か 

と、 不思議に 思った。 それ は、 ラジオの 機械の 上に、 

うちわ を 立てた ような 機械だった。 先生が こっちから 

何 か 言う と、 丸木 以外の 火星人 は、 その 機械の 方に、 

ね つ しんに 顔 をよ せる。 

「どうしても、 そんな 相談に、 約束 は 出来ません」 

先生 は、 きっぱり 言った。 

「まだ 君 は、 そんな こと を 言う のか」 

怪人 丸木 は、 いよいよ きげん を 悪く した。 

すると、 他の 大勢の 火星人 も、 とつぜん 奇妙な 声 を 


立てて、 騒ぎ 出した。 

その 時 先生 は、 その 大勢の 火星人が、 大事そう に 抱 

いている へんな 機械が、 ひょっとすると、 人間の 話 を、 

火星人に わかる ように 直す 変 話 機で はない かと、 気が 

つ いた。 

その 時 先生 は、 とつぜん 火星人の 一人に、 胸 ぐら を 

取られて、 びっくりした。 

「こら、 らんぼうし 給うな」 

と、 先生 は 彼の 手 を振リ はらった が、 彼 はしつ かと 

握って、 放さなかった。 その 時、 先生 は 火星人の 手が、 

まるで 鋼鉄の 棒の ように 固くて、 そうして 冷たい の を 


知って おどろいた。 

そのらん ぼうな 火星人 は、 先生 を なぐりつける つも 

りか、 一方の 手 を 振 上げた。 その 時、 火星人の 腕の つ 

けね に 妙な 音が した。 ぎりぎり ぎりと、 何 か 歯車で 鎖 

を卷 くような 音だった。 

「何 をす る つ 」 

先生 は、 必死になって それ を 防ぎながら、 火星人の 

目 を 見た。 

火星人の 目 は、 じっと 遠い ところ を 見つめて いるよ 

うであった。 ガラス 玉の ような、 うつろな 動かない 目 

であった。 


そのく せ、 火星人の 腕 はの びて、 先生の 頭 をめ がけ 

て、 はげしく うちおろす のであった。 

「あつ！」 

先生 は、 受 損じて、 頭が 割れた かと 思った。 そうし 

て、 ふらふらと 倒れそう になった ので、 先生 は 前後の 

考え もな く、 火星人の 胴中に 抱きついた。 

すると、 火星人 は あわて 出した ようであった。 そう 

して 急に 弱くな つて、 ごろん とその 場に 倒れた。 

新田 先生 は、 火星人 を 下に 押さえつ けた まま、 ふう 

ふうと 苦しい 息 を はいた。 何 かどな りつけ て やりた 

かった が、 あまりに 息切れが はげしくて、 声 を 出そう 


にも、 声が 出なかった。 

下にな つてい る 火星人 は、 両手、 両足 を 動かして 盛 

にもが いた。 

ひゆう、 ひゆう。 ぶく、 ぶく、 ぶく。 

火星人 は、 妙な 声 を あげてう なった。 

新田 先生 は、 この 時 火星人の 体に ついて、 重大な 発 

見 をした。 

それ は、 ひゆう ひゆう ぷ くぶく と言う 声が、 火星人 

の 口から 出て いないで、 のどの あたりから 出て いる こ 

とだった。 

先生 は、 おどろいて 火星人の、 のど を 見た。 すると 


火星人の 首 は、 もう 少しで、 肩から 外れそう になって 

いた。 

やっぱり、 首な しの 生き物な の だ。 火星人 は —— 。 

ひゆう ひゆう ぷくぷ くの 声 は、 首と 肩との つぎ 目の 

あたりから、 もれて 来る のであった。 

首の 外れる 生物！ 首な しの 生き物！ 

そんな 不思議な 生物が、 この 世の中に あってい いも 

力 

気がついて、 先生 はもう 一度 火星人の 目 を 見直した。 

目 は 相 かわらず、 ガラス 玉の ように 遠い ところ を 見 

つめていた。 そうして 少しも 動かない のであった。 ま 


るで つくりものの 目 だ。 

火星人の、 のた うち 廻る の を 押さえつ けながら、 先 

生 は 苦しい 息の下に、 なお も 敵の 体に 気をつける 努力 

を 忘れなかった。 

先生 は 火星人の 口 を 見た。 

口 は 半ば 開いた きりであった。 そうして うるおいが 

なく、 動かなかった。 もちろん そこから はげしい 息づ 

かい も 聞かれなかった。 どう 考えても 火星人 は、 こし 

ら えものの 首 を 肩の 上に のせて いると しか 思われな 

、 

し 

(おどろいた。 火星人の やつめ、 こしらえものの 首 を 


のせて いるら しい！) 

先生が 下に 組みし いている この 火星人 だけが、 そう 

ではない の だ。 丸木 だと 思われる 怪人 も、 この 前、 首 

を ころりと 落した ことがある。 

先生 は 急に、 気持が 悪くな つた。 首がなくて、 生き 

て いられる なんて、 不思議な こと だ。 とても、 ほんと 

うだと、 思われな いこと だ。 

だが 火星人 は、 まさしく 首な しで 生きて いるの だつ 

た。 それ をしょう こ 立てる ように、 ちょうど その 時、 

先生の 下で もがいて いた 火星人の 首が もげて、 ころ こ 

ろと 向こう へ ころが つて 行った。 


「あつ、 とうとう 首が 落ちた！」 

あまりの 奇怪 さに 新田 先生 は、 もうた まら なくなつ 

て 火星人の 腹の 上から 飛びの こうと して 上半身 をお こ 

した。 その 時であった、 先生が もう 一 つの、 おどろく 

ベ きもの を 見た の は …… 。 

それ は、 一体 何であった ろうか？ 

新田 先生が、 上半身 をお こした 時、 先生 は 火星人の 

胸に ついている 大きな 二つの ボタンに、 ぐっと 睨まれ 

たように 思 つたので ある。 

ボタンに 睨まれる？ 

そんな ことがあって いいであろう か。 とにかく、 確 


かに 大きな 二つの ボタンに、 睨まれた ような 気がした 

のであった。 そうして 確かに、 その ボタン はぐる ぐる 

と 目玉の ように、 動いた のであった。 

「ああ つ 」 

先生 は 思わず さけび 声を立てて、 もう 一 度 その 目玉 

のように 動く 大きな ボタン を 見た。 すると、 どうで あ 

ろう。 奇怪に も、 今の 今まで 見えて いた 二つの ボタン 

は、 あとかたもなく 消えて、 火星人の 胸 は 前の ように、 

ドラム缶 のように 固い 表面が あるき リ だった。 

この 時 火星人 は、 す 早く はね 起きた。 

気味の 悪い 火星人と 組みう ち を やって、 新田 先生 は、 


いろいろと 不思議な 目にあった。 火星人の 首が、 今に 

も 落ちそう になって いた こと や、 その 火星人の 声が、 

肩の あたりから 聞え たこと や、 それから また、 火星人 

の 胸に、 目玉の ように 動く 大きな ボタンが ちらと 見え 

たと 思ったら、 また 直ぐ なくなって しまった ことな ど、 

どれ 一 つと して、 不思議で ない ことはなかった。 

火星人の 体に は、 いろいろの、 ひみつが あるら しい。 

少く とも 地球の 人類が 持って いる 体と は、 そのつ くり 

方が、 たいへん 違うよう だ。 

新田 先生 は、 この 時 以来、 どうかして、 火星人の 体 

の ひみつ を、 ぜひ 早く 知り 尽くした いもの だと 考える 


ようになった。 火星人の 体の ひみつが、 はっきり わか 

ら なければ、 こうして 火星人と つきあって いても、 何 

だか 安心して いられない 気がした。 

先生の 組みう ちの 相手に なった その 火星人 は、 すつ 

くと 立ち あがった が、 それで 引 込む のかと 思ったら、 

そうで はなく、 また じりじりと 先生に 向かって 来た。 

先生 は、 もうかな り 疲れて いたが、 ここで 弱み を 見 

せて は、 敵に なめられ ると 思い、 

「まだ 来る か、 来るなら 来い！」 

と、 大手 を ひろげた。 

すると、 さきほどから、 両人の 組みう ち を、 かたわ 


ら から、 じっと見 ていた 丸木が、 急に 両人の 間に 割つ 

て 入リ、 何 だ かわけ の わからない 言葉 をべ ら ぺ ら と 

しゃべ つた。 

それ はどう やら、 らんぼうな 火星人 を 叱りつ けた も 

のらし い。 先生の 敵 は、 すごすごと 廻れ 右 をして、 仲 

間の 後へ かくれて しまった。 

•  木 田 先生， I 

と、 今度 は 丸木が 先生に 話しかけた。 

「これ 以上、 火星人 をお こらせな いのが、 身の ためで 

すよ。 さっきの 話 は 承知して ください」 

怪人 丸木が、 新田 先生に おしつけ ようとす るの は、 


山梨県 一帯の 山中 を、 火星人に ゆずりわた せとい うこ 

とだった。 

「そんな こと を 言っても、 私に は、 きめる 力がない の 

だ。 それ は、 政府へ 申し込んで 下さい。 私 は、 そんな 

ことに は 何の 力 もない、 一人の 教師なん だから …… 」 

「ふ ふ ふ ふ、 こまった 人間 だ」 

と、 丸木 は、 うす 笑い をしながら、 

「わしの 目から 見れば、 先生で あろうが、 政府の 役人 

であろうが、 どっち も 地球の 人間と 見る ことに かわり 

はない。 わし は、 これ 以上 くどくど 言う こと はやめ ま 

す。 要するに、 わした ちの 相手 は、 人間で ありさえ す 


れば、 誰でもい いの だ。 人間 どうしの 相談なら、 先生 

だと か、 役人 だと か、 そんな うるさい 資格が 必要 かも 

しれない が、 火星人 対 地球人の 相談に は、 人間が 勝手 

にきめ た 地位 や 資格の こと を 考える 必要 はな いの だ」 

と、 丸木 は 少し むずかし いこと を 言った のち、 

「ねえ、 先生。 ぐずぐずして いると、 あなたがたの 足 

の 下に ふみつけ ている 地球が、 煙の ようになって、 ふ 

きとんで しまう のです よ。 わした ち は 火星人 だから、 

そんな ことにな つても、 一向 こまり はしない。 こまる 

の は、 あなたがた 地球の 人間た ちば かりだ。 そうで 

しょうが」 


先生 は、 だまって いたが、 もちろん、 丸木の 言う と 

ぉリ にち がいなかった。 

「だから、 先生。 あなた は、 地球の 人間 を 代表して、 

わしに 返事 をして くれれば いいのです。 先生が うんと 

言って 承知 をして くれれば、 わした ち は 出来るだけの 

力 を 出して、 先生 を はじめ 地球の 人間 をす くう つもり 

です。 人間 だけで はない、 牛 や 馬 や 犬 や 猫 や、 それ か 

ら 桜の 木 や、 松の木 や、 かつお や、 ひらめの ような 魚 

や、 それから、 鶴 や 蛇 や、 地球上の ありと あらゆる も 

の を、 一通りす くい 出して、 火星に つれていつ てあげ 

る」 


「えつ、 人間 ばかりでなく、 たくさんの 動物 や 植物 ま 

でも、 のせて 行く のです か」 

新田 先生 は、 火星人 丸木の 言葉 を、 おどろいて 聞き 

かえした。 

「そうです とも」 

「なぜ、 そんな こと をす るので すか。 一 人で も、 多く 

の 人間 をのせ て 行っても らいたい と 思う のに、 牛馬 や 

木な どに、 場所 を 取られて は、 惜しいです」 

「いや、 わした ち は、 こう 考えて いるので す。 人間 だ 

け を 火星に 持って行 つたので は、 向こうで、 人間が く 

らしに 困る かと 思う。 だから、 あらゆる 植物 や 動物 を、 


持って行つ てあげよう と言うの です」 

「なるほど。 そういう わけです か」 

新田 先生 も、 丸木の 言葉が、 ようやく わかった よう 

な 気がした。 

「では、 その へんで、 わした ちの 申出 を、 承知して く 

れ ますね」 

「いやいや、 丸木さん」 

と、 先生 は あわてて、 丸木 を さえぎり、 

「その 話 は、 いくら 私に 相談 を かけられても だめです _ 

政府に 話 をして 下さい」 

すると 丸木 は、 ぶるぶると 体 を ふるわせ、 


「どうも 君 は 話の わからない 人間 だ。 もうよ ろしい。 

わした ち はこん な ことで、 ぐずぐずして おられな いの 

だ。 兵団 長 は、 もうこれ で 十五 へん も、 話 はき まった 

かと 聞いて 来られた。 この 上、 ぐずぐずして いると、 

わが 火星の 大計 画 はく ずれて しまって、 とりかえしの 

つかん ことになる。 …… 」 

と、 丸木 は 妙な こと を 口走って、 しきりに 足ぶ み を 

した。 

新田 先生 は、 丸木の 言った 言葉の 中から 「兵団 長」 

だの 「わが 火星の 大計 画」 だの 「とりかえし がっかん」 

だのと 言う 謎の ような 言葉 を、 頭の 中で おさらい をし 


てみ て、 不審 顔であった。 

^ はいって 来た 者 

新田 先生が、 火星人の 申出 を、 うんと 言って きかな 

いので、 丸木 は、 とうとう おこって しまった。 

丸木 は、 うしろ を ふりかえって、 奇妙な 声 を あげて 

両手 を、 頭のう えで 振った。 

それが、 合図であった らしい。 うしろに 集って、 丸 


木と 新田 先生との 話 を、 熱心に 聞いて いた 火星人た ち 

は、 一 時に 立 つ て 先生に 向か つ て 来た。 

「な、 なに をす るつ」 

先生 は、 近よ る 火星人た ち を、 しかりつけた。 

しかし、 相手 は大ぜ いで ぁリ、 こっち は 一人で ある。 

もうどう する こと も 出来なかった。 あっとい う 間に、 

先生 は、 両手 両足 を、 火星人た ちに 取られて、 真暗な 

奥の 方へ、 引きず リ こまれて しまった。 そうして、 や 

がて ど さりと 柔 かい 土の 上に、 なげだされた。 

「あつ、 いたつ！」 

先生 は、 腰骨のと ころ を、 したたかに 打って、 痛 さ 


い き 

の あまり、 しばらく は、 呼吸が 出来ない ほどだった。 

先生 は、 ぐったり として、 地上に へたばった まま 身 

動き さえし なくなった。 

それから、 どのくらい たった か、 わからない。 その 

うちに、 先生 は、 ふと、 眠りから、 目 ざめ た。 冷たい、 

ひやりとした 土が、 先生に、 

(さあ、 しっかりして 下さい、 先生) 

と、 励ます ように、 思われた。 この しっとりとした 

土 さえ、 やがて 間もなく、 数十 億 年 もす みなれた 故郷 

を、 奪われて しまう の だ。 先生 は、 なんだか、 涙 もろ 

くな つてし まった。 


先生 は、 起 上った。 

逃げる ことが 出来たら、 逃げ だそうと 思って、 手 さ 

ぐり で、 はいだ していった。 

しばらく はって いくと、 ぼうっと 薄 桃色の 光が 見え 

た。 

(しめた、 あれが 出口だろう) 

と、 はいだ していつ たが …… 。 

穴の 入口の、 うす もも 色の 光リ もの！ 

監禁のう き 目にあつ ている 先生 は、 ここ を 逃 出した 

い 一 心で、 これに 近づ いた。 

すると、 その 光り もの は 火星人 だとい うこと がわ 


かった。 

(しまった！) 

と、 思った 時にはもう おそかった。 

火星人 は、 くるりと 後 を ふり 向き、 先生の 方への こ 

のこ 歩いて 来た。 そうして、 右手 を ふり 上げた かと 思 

うと、 び ゆうん という、 うなりと ともに、 何だか 鎖の 

ように 固い ものが 飛んで 来て、 先生の 背 をび しりと 

打った。 

「ああ つ ！」 

先生 は、 思わず 悲鳴 を 上げて、 そこへ、 へたばった。 

火星人 は、 また ぞろ 右手 を 上げた。 


先生 は それ を 知ってい たが、 さっき 強く 打 たれたい 

たみで、 もう 逃げる ことが 出来ない のだった。 

やがて また 強い 一撃が、 先生の 頭の 上に、 降って 来 

るかと、 先生 は 目をつぶった。 

しかし 次の 一 撃 は、 いつまで たっても、 上から、 降つ 

て 来なかった。 

不思議に 思った 先生 は、 おそるおそる 顔 を 上げた。 

すると 火星人 は、 いっそ こへ 来たの か 黒 マントの 丸木 

の 前に、 しきりに、 憐みを 乞うて いる 様子だった。 

丸木 は、 首 を 横に 向けた。 すると、 前に かしこまつ 

ていた その 火星人 は、 外へ 出て しまった。 丸木に 叱ら 


れ でもした ので あろうと、 先生 は 思った ことで ある。 

黒 マントの 丸木 は、 先生の 方へ 寄って 来た。 何 か 用 

事で も ありそうな 様子で ある。 

新田 先生 は、 立 上って、 身が まえた。 

怪人 丸木 は、 ずんずん 前に 寄って 来る。 彼の 手に は、 

ともしび 

妙な 形の 灯火が にぎられ ている。 まるで 竹筒の ようで 

も あり、 爆弾の ように も 見える。 

先生 は、 じりじりと 下った。 

穴 ぐらの 監禁 室の 中！ 

新田 先生 は、 もうさ がれる ところまで、 後 さがりし 

た。 


それでも、 黒 マントの 怪人 丸木 は、 まだ じりじりと 

先生に 迫って 来る。 もうこれ 以上、 後に さがれない。 

先生 はさつ き 丸木の 言う ことに、 どうしても 従わない 

と 言った ので、 丸木 は大 へんき げん を 悪く している は 

ず だ。 こうして、 今 また 丸木が 先生の 前に 迫って 来た 

からに は、 いよいよ 丸木 は、 先生の 体に 危害 を 加える 

つもりで はない か。 

そう 思う と、 じりじりと 穴の 奥まで、 追い つめられ 

た 先生 は、 もうどう にも 助かる 道がない ように 思った。 

先生 は 最後の 勇気 を 出して、 自分の 鼻の 先に 迫って 来 

た 丸木の 顔 を、 ぐっと にらみつけた。 


「おや！」 

この 時 先生 は、 非常にお どろいた。 急に くらくらと 

目まい を 感じた ほど、 おどろいた のであった。 

それ は 一 体 なぜだった ろう。 

丸木の 眼 は、 いつも 黒く 色の ついた 眼鏡 を かけて い 

る こと は、 誰でも 知っている。 今 丸木 は マントの 下 か 

ら手を 出して、 その 眼鏡 をと つたので ある。 すると、 

その 下から 二つの 眼が 現れて、 くるくると 動いた。 I 

I 生きて いる 目 だ！ 

火星人 もそう であるよ うに、 怪人 丸木 もよ く 自分の 

首 を 下に 落した。 


ぼっくり 下に 落ちる 火星人の 首に は、 目玉が ついて 

いる けれど、 先に 先生が 発見した ように、 その 目玉 は 

ガラス 玉 同様で、 決して 生きて いる 人間の 目玉の よう 

に 動き はしない ので ある。 ところが 今、 丸木の 目玉が、 

くるくる ぎょろぎょろと 動いた ので、 先生 は、 びつ く 

りして しまったの だ。 なぜ 急に 丸木の 目玉が、 生きて 

いる 人間の 目玉の ように、 動き 出した のであろう か？ 

丸木 だけが 火星人と して、 特別 仕掛のに せ 首 を 持って 

いるの だろう か？ 

先生 は、 丸木の 動く 目玉に、 気 を 失いそう なくら い 

おどろいた。 全く 丸木と いう 奴 は、 なみなみならぬ 怪 


物 だ。 

「しずかに、 声を立て てはいけ ない！」 

怪人 丸木が、 とつぜん 口 を 開いた。 その 声 は、 あた 

リを はばかる ような 低い 小さい 声だった。 

先生 は、 二度び つくりであった。 なぜなら 怪人 丸木 

の 唇が たしかに 動き、 その 中から は 白い 歯 も 見えた。 

丸木 だけ は、 他の 火星人と 違って、 作り物の 首 を 肩の 

上に のせて いないの か。 

「 …… 」 

新田 先生 は、 声 もな く 恐怖の 色 を 浮かべた。 全く、 

どんなに 考えても、 正体の わからない 奴 は、 この 丸木 


だ！ 

「新田 先生、 何とか 返事 をしなさい よ。 おっとお つと、 

大きな 声 を 出して はいけ ない。 火星人 だの、 それから 

丸木なん かに 知れる と 大変な ことになる」 

怪人 丸木 は、 先生の 耳の そばに 口をつけて、 ささや 

くように、 こう 言った。 

「えつ、 丸木に 知れる と 大変 だと 言って …… 丸木 は 君 

じ やない か」 

「違う 違う。 丸木 じ やない。 わし だよ。 新田 先生。 わ 

力、 らな レの カレ」 

「えつ、 君 は、 誰？」 


「わし だよ、 佐々 刑事 だ」 

「ええつ、 佐々 刑事？ へえ、 佐々 さんです か。 ほん 

とうです か」 

新田 先生 は、 あまり 話が 意外な ので、 信じて よい か 

どうか、 大 迷いの かたちであった。 

「よく わしの 顔 を 見た まえ。 へんな 仮装のお 面 を か 

ぶって いるが、 わし だとい うこと が、 わかる だろう。 

何しろ、 こんな 竹 ぼらの ような 声 を 出す 人間が、 世間 

にそうた くさん ある もの かね」 

「ああなる ほど、 佐々 さんだ。 あつ、 佐々 さん、 あな 

たはよ くま あ、 こんなと ころへ …… 」 


と、 新田 先生 は、 喜びの あまり、 佐々 の 手に、 すが 

りついた。 

「どうして あなた は、 丸木に 変装したり なんかして、 

こんなと ころへ 忍び こんだ のです か」 

と、 新田 先生 は 佐々 に 尋ねた。 もちろん、 大方 その 

わけ は、 察しが ついては いたが …… 。 

「わしの 任務 かね」 

と、 佐々 刑事 は、 仮装のお 面 をぬ いで 上に あげ、 

「わしの 任務に ついては、 くわしく 言う こと は、 許さ 

れ ていない さ。 大 江山 捜査 課長に でも 聞いても らうん 

だね。 しかし 新田 先生。 わし は 重大 使命 を 帯びて、 こ 


うして 火星人に 近づいて いるんだ。 わし は 今、 命が け 

で 仕事 を やって いるんだ」 

先生 はうな ずいた。 なるほど、 単身 火星人の 群に 飛 

び こむ なんて、 命が けの 仕事でなくて 何であろう か。 

「それで、 その 仕事 と言うの は …… 」 

「それ は やっぱり、 あまり しゃべれない けれど、 とに 

かく 先生、 今夜 これから、 大変な ことが 起る よ」 

「大変な こと？ 佐々 さん、 それ は 何です か」 

「今夜の 中に 火星の ボ— ト 群が、 かなりた くさん、 こ 

のへん 一帯に 着陸す るだろう よ。 火星人 はいよ いよ そ 

の 数 を 増して 来 るんだ」 


「えつ、 そうです か。 それ はどう も 話が、 早す ぎます 

ね。 さっき 私 は、 ぜひ この 山中 一帯 を ゆずって くれと、 

丸木に 責められ たんです。 もちろん 私が、 うんと 言わ 

ない ので、 丸木 はお こって いました。 その 時の 丸木 は、 

まさか 佐々 さんじ やな か つたで しょうね」 

「違うよ 違うよ。 あれ は 本物の 丸木 だ。 わし はかげの 

ところから、 そっと 隙 見 をして いて、 知ってい るよ」 

と、 佐々 はに が 笑い をして、 

「そこで 先生。 わし は、 いよいよ 思いき つたこと を や 

るつ もり だよ」 

怪人 丸木に 変装した 佐々 刑事が、 すこぶる、 はりきつ 


ている の は、 たのもしい ことであった。 とりこに なつ 

ている 新田 先生 も、 佐々 の 話 を 聞いて いると、 自然に 

勇気が 出て 来る ような 気がした。 

「ねえ、 佐々 さん、 私 は 一 つ、 大変 心配して いる こと 

が あるんだ が …… 」 

「心配 ごとって、 それ は 何 だね。 早く 言いた まえ」 

「それ は 外で もない、 千 二 少年の 行方の ことなん です 

がね」 

「ああ、 千 一 一の ことか」 

「どうです、 佐々 さん。 千 二 少年 は、 丸木に つれられ 

て 行つ たんだが、 ここで 見かけなかった でしよう か」 


先生 は どこまでも 教え子の 千 二の こと を、 心配して 

いるの だった。 これ も 先生 なれば こそで、 まことに あ 

りが たいこと であった。 

佐々 刑事 は、 首 を 左右に 振って、 

「見かけなかった ねえ」 

「いないので しょうか。 一体、 千 二 少年 はどうし たん 

だろう な」 

先生の 目 は、 憂いに 曇った。 

「千 二の 行方 も 捜さなければ ならん が」 と 佐々 刑事 は 

言つ て、 

「わしが 課長から 命ぜられ ていて、 まだ 果してな いの 


は、 蟻 田 博士が 去年の 大地震 以来、 どうな つたと いう 

こと だ。 君 は その後、 蟻 田 博士と 会った ことがあ るか 

ね」 

「いや、 どういたしまして …… 」 

と、 新田 先生 は 首 を 振って、 

「何しろ 私 は あの 大地震 以来、 つい 先 ごろまで、 病院 

のべ ッドに 寝て いたんで すから ねえ」 

「ふん、 なるほど。 考えてみれば あの 大地震と いう や 

つが、 我々 の 仕事 を どのくらい 邪魔した か 知れない。 

いや、 こんなぐ ち を、 今 言って みても 仕方がない がね。 

まあいい や。 どんな 災難で あろうと、 困った ことで あ 


ろうと、 もうお どろく もの か」 

佐々 刑事 は、 立 上った。 

丸木の 顔に 似せた 面 を かぶり、 黒い 眼鏡 を かける と、 

全く 丸木 そ つ くりに 見える。 

「もう、 行 くんです か」 

と、 新田 先生 は、 少し 心細くな つて、 声をかけた。 

「そうだ。 こんなと ころに ぐずぐず していて、 本物の 

丸木 やその ほかの 火星人に 見つかって は、 せっかくの 

わしの 冒険 も、 とたんに、 だめになって しまう からね」 

「あ、 ちょっと 待って 下さい」 

と、 新田 先生 は、 佐々 刑事 を 呼 止めた。 


「佐々 さん。 ぜひ、 この 際、 伺って おきたい のです が、 

丸木と 火星人と は、 別 ものなん でしよう か。 それとも 

同じ 火星人で しょうか」 

「そり や、 同じ こと さ。 丸木 も、 確かに 火星人 だと 思 

われる」 

「でも、 見たところ、 服装が 違う じゃありません か」 

「うん、 もちろん、 丸木と いう 奴 は、 火星人の 中で も、 

頭 かぶの 火星人ら しい。 しかし 火星人で ある こと は、 

同じ こと さ。 丸木 は、 黒い 眼鏡 を かけたり、 黒い マン 

トを 着て いるが、 わしの 考えで は、 あれ は、 人間に 近 

づく ため、 ああして いるの だと 思う ね。 つまり、 あの 


蟻の 化物み たいな、 火星人 独得の へんな 体 を、 見られ 

ないた めさ」 

「じ や、 丸木 も、 マント を 脱ぐ と、 火星人と 同じ こと 

です 力」 

「確かに、 その 通り だ。 しかし、 マント を 着て いてく 

れて、 こっち は大 助り さ。 もしも 丸木が 一般の 火星人 

と同じように、 蟻の 化物み たいな 体 をむ き 出しにして 

いたら、 こんどの ように、 わし は、 彼らの 陣営に 忍び 

こむ なんて こと は、 出来なかった ろうね え。 何が、 幸 

いになる かわからない。 はは はは」 

なるほど、 iM 々刑事の 言う 通りであった。 しかし、 


彼 は、 なんという 豪胆な 刑事なん であろうかと、 先生 

は、 改めて 感心した。 
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新田 先生 は、 佐々 刑事から 火星人の ことにつ いて、 

もっとた くさん 聞きたかった が、 その 時、 佐々 は 何 か 

の 音に おどろき、 

「じゃあ、 また 後で、 もう 一 度 来る！」 


と 言 捨てた まま、 新田 先生 を そこにお いて 出て 行つ 

てし ま つ た。 

穴の 中 は、 またもとの 闇に かわった。 そうして、 ま 

た 心細い ことと なった。 

それから、 かなり 長い 時間が 過ぎた。 

新田 先生 は、 穴の 中で 空腹 を 感じながら も、 今に 何 

ごと かが、 起る だろうと 待 構えて いた。 

その 時刻の こと は、 はっきりし なかった が、 とに か 

く、 かなり 夜 更にな つて、 新田 先生 は、 ごうん ごうん 

と いう 遠雷の ような 響 を 耳に した。 

「あつ、 いよいよ 来たな つ！」 


と、 先生 は、 穴の 中に、 居ず まい を 直した。 火星の 

ボ— トが、 いよいよ この 山中 目が けて、 やって来 たの 

であろう。 

ごうん ごうんと いう 怪音 は、 先生の 耳の せいか、 だ 

ん だん 大きくな つて 来る ようであった。 火星の ボ— ト 

が、 ますます 近づいて 来たので あろう。 

ひゆう、 ひゆう、 ひゆう。 
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妙な 声を立てて、 火星人た ちが、 騒ぎ 出した。 新し 

くやって 来る 火星の ボ— トの 着陸の 用意で、 大変い そ 

がしくな つたので あろう。 


新田 先生 は、 その 時、 またもや 穴の 奥から、 そろ そ 

ろと 這 出して 行った。 

(今 こそ、 脱走す るのに、 もって 来い の 時だろう！) 

この 騒ぎのう ちに、 先生 は 監禁の 手からの がれたい 

と 思った ので ある。 

穴の 中から 外の 方へ、 そろそろと 這って 行った が、 

幸いに も、 さっきの 番人が いたと ころに、 誰もい ない。 

「しめたつ！」 

新田 先生 は、 番人の いないの を 幸い、 どんどんと、 

穴の 中 を 這って 前進した。 

すると、 とつぜん 目の前に、 ぴ かつと 光り ものが し 


た。 

そうして、 火星人から 奇妙な 叫び声 を あびせ かけら 

れた。 

「あつ、 見つかつ たか」 

先生 はお どろいた が、 かねて 覚悟 をして いた ことと 

て、 いきなり 身 を ひるがえして、 後へ 戻る と、 壁に ぴ 

たりと 体 をつ けた。 とたんに 後 を、 風の ように 行きす 

ぎた ものが あった。 火星人が、 先生の 跡 を 追って、 穴 

の 奥の 方へ 行った のであった。 

「今 だ！」 

先生 は 勇気 を 出して、 またもや、 穴の 入口の 方へ 向 


かって、 這って 行った。 まるで、 もぐらの ような、 か つ 

こうで あ つ た。 

しばらく 夢中に なって、 這って 行く うち、 また 前方 

から 光り ものが 現れて、 ぱっと こっち を 照らした。 

「ちょつ、 しまった！」 

先生 は、 今度 はいよ いよだめ かなと 思った が、 もう 

一度と、 また ぞろ身 を ひるがえして、 壁に 体 を 押しつ 

けた。 

すると、 とたんに 先生の 体 は、 ずるずると 壁の 中に 

はいつ てし まった。 

「ああ つ ！」 


先生 は、 声 を あげたが、 もう 遅かった。 先生の 体 は、 

もん どり 打って ころげ 込んだ。 

いよいよ 深い 底な し 井戸へ でも、 落 込んだ のかと 

思った が、 気がついて みると、 先生 は、 うすあかりの 

ともった 小さい 部屋の 中に いた。 かくし 部屋 だ。 いや、 

よく 見れば、 そこ は 倉庫みたい なと ころで、 いろいろ 

な ものが、 ごたごたお いてあった。 その 中に、 先生の 

目に ふとと まった の は、 黒い 長 マントと 黒い 帽子と で 

あった。 よく 見れば、 黒眼鏡 も あるで はない か。 

先生 は ある こと を 思いつ いた。 

黒 マントに 黒帽 子に 黒めが ね ！ 


新田 先生 は、 それ を じぶんの、 からだに つけた。 す 

ると、 先生 は、 すっかり 怪人 丸木と おなじ 姿に 変って 

しまった。 

「こういう 姿 をして おれば、 しばらく でも 火星人の 目 

を ごまかす ことが 出来る であろう。 その 間に、 何とか 

次の こと を 考えよう」 

その 時、 壁 穴の そとで は、 先生の あと を 追って 来た 

火星人の、 ひゆう ひゆう という 声が した。 先生 を 探し 

ている の だ。 

先生 は、 もう その 時、 別の 入口から、 外に 出て いた。 

あたりに は、 同じような 姿 をした 火星人が、 しきりに、 


走リ まわって いた。 もちろん、 黒 マントの ない、 はだ 

かみたい な 火星人 も、 たくさんいた。 

黒 マント を 着て いる 火星人 は、 おなじ 仲間の 中で も、 

すこし はえら い 火星人の ようで、 先生が、 黒 マント を 

着て、 前に 進む と、 はだかの 火星人 は、 さっと からだ 

を 横 飛に して、 先生の ため 道 を あける のであった。 

こうして、 先生 は、 火星人の 中に、 うまく、 まぎれ 

こんで しま つ た。 

この ころ、 先生 を 追い かけて いた 番人た ち も、 もう、 

あきらめて しま つ たようで ある。 

先生 は、 火星人の 間 を すりぬけて、 穴の 入口から 外 


へ 飛び だした。 

先生 は、 久方ぶ りに、 新しい 空気 を 吸って、 元気 を 

とりもどした。 

まっくら 

だが、 外 は 真暗であった。 その上 雨風が はげしく、 

この 山中 をた たいていた。 時お リ、 ぴかぴかと 電光が 

光って、 ものすご さ を 加えた。 

「ああ、 たいへんな 嵐 だ！」 

先生 は、 一度、 雨の 中に 飛び だした ものの、 吹 飛ば 

されそう になった ので、 また 穴の 入口へ もどらな けれ 

ばなら なかった。 

その 時であった。 あたまの 上 はるかに、 また、 ごう 


ん ごうんと 雷と も 違う、 気味の 悪い 音が しはじめた。 

嵐の 中に 気味の 悪い ごうん、 ごうんと いう 音 は、 ま 

た 大きくな つ て 来た。 

がらがら、 ぴかぴかと、 雷が ひっきりなし にあたり 

の 山々 に 落ちた。 そうして、 足の 下に 踏まえて いる 大 

地が、 地震の ように 揺れた。 

その 時 先生の 目 は、 一隻の 火星の ボ ー トの すがた を 

捕えた。 はげしい 電光が、 あた リを 昼間の ように 明か 

るく 照らした 時、 先生の 立って いると ころから 百メ— 

トルぐ らい 先に、 火星の ボ— トが あざやかに 着陸す る 

ところ を 見て しまったの であった。 


火星の ボ— トは、 例の 通り 大きな 塔の ような 形 をし 

ていた。 そうして ボ —„ ^は、 電光に 見 まがうよ うな 明 

かるい 光に 包まれながら、 空中から 降って 来たので あ 

る。 そうして、 地 ひびきと ともに 大地に 突き ささった 

ので ある。 

先生 は 火星の ボ— トが、 地面に 突き ささつてから、 

少し 左右に ゆらぐ ところまで、 はっきり 見て しまった 

でも、 思いの外 やわらかく 大地へ 突き ささった。 何 か 

よい 方法が あって、 大地に 近づく とともに、 スピ ー ド 

を ゆるめる 仕掛が つ いている らしい。 

そのうちに、 また 次の 新しい 火星の ボ— トが 降って 


来た。 一隻ではなかった。 ニ隻、 三隻、 四隻 ：：： いや、 

数えて いる ひまがない。 おどろくべき たくさんの 火星 

のボ— トは、 百雷が 一 時に 落ちる 時の ように、 巨大な 

光と 音と を 立てて、 空中から 舞いお りた。 雨と 風と は、 

いよいよ はげし さ を 加え、 雷 はしき りに あたりの 山中 

に^ P ちた。 

火星の ボ —！ ^と 落雷と、 どっちが どっち だか わから 

ないような、 恐し い 光景であった。 

「ああ  」 

と、 新田 先生 は、 ため 息をついて、 全身 を 雨に 打た 

れ ながら、 もの 陰に たたずん でいた。 一体 これから ど 


うなる のであろう か 
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大 雷鳴の 中に、 山梨県の 山中に 着陸した 火星の ボ— 

トは、 その 数お よそ 五、 六十 隻 であった。 

これ こそ 火星 兵団の 敵前 着陸 だ。 

しかるに、 地球の 人類 は、 この 恐るべき 兵団 を、 や 

す やすと 着陸 させて しまったの である。 もっとも、 誰 


が このような 火星 兵団の 襲来 を、 あらかじめ 考えて い 

たであろう か。 

我が 日本に ついて 考えて みても、 これ は 全く 意外な 

出来事であった。 また、 そうなる までの 事情 はと も か 

くも、 いいこと ではなかった。 我が 日本 は 昔から、 日 

本本 土 を 敵に 占領され たこと はなかった。 いくら 地球 

外に 住んで いる 火星人の 襲来 だからといって、 本土の 

一部 を 占領され たこと は、 決してい いこと ではない。 

新田 先生 は、 闇の 中に たたずみながら、 くやしさに 涙 

を ぼろぼろと 落した。 

たくさんの 火星の ボ— トは、 何れも 皆 着陸が 終った 


らしい。 空中 を 飛ぶ あの 大きな 音 も、 もう 聞え なく 

なった。 そうして、 火星の ボ —„ ^は、 船体から 例のう 

すもも 色の 光 を 出して、 あちこちに 塔 を 並べた ように 

立って いた。 

時々 妙な 怪 音が、 ひとしきり やかましく 耳 を 打つ の 

であった が、 それ は、 今 着いた ばかりの 火星人た ちが、 

点呼 を 受けて いるので あろう。 

今度 はかなり たくさんの 火星人が、 着いたら しいの 

であるが、 その 割に 騒ぐ 様子 もなかった。 

(はは あ、 それでみ ると、 火星人 はかな リ 教育 程度が 

進んで いると 見える) 


と、 新田 先生 は、 心の中で ひそかに、 そう 思った の 

であった。 

先生 は、 この 上 は、 何とかして、 ここ を 抜 出して、 

この 一 大事 を 出来るだけ 早く、 警察な り 軍隊な りに 知 

ら せなければ ならな い と 思 つ た。 

新田 先生 は、 そろそろと、 もの 陰から 這 出した。 今 

のうちに 火星人の 目 をの がれて、 山 を 下ろうと 考えた 

のであった。 

先生 は 手 さぐりで 雑草の 間 をく ぐって、 山 を 下り 出 

した。 

すると 下の 方から、 また 例の、 ひゆう ひゆう ぷくぷ 


くと 火星人の 声が して、 こっちへ 近づいて 来る 様子な 

ので、 びっくりして またもと へ 引返した。 

先生 は、 もとの もの 陰に 戻った つもりであった。 

ところが、 しばらく すると、 先生 は それが 間違で、 

また 別の 場所へ 来て いる ことに 気がついた。 

ほらあな 

そこ も、 一 つの 洞穴で あつたが、 火星人が 十四、 五 

人 ごろごろと 転が つていた。 

(これ は 大変！) 

と、 先生が そこ を 飛 出そうと すると、 前方から 怪人 

丸木が はいって 来た。 

丸木 は、 洞穴に はいると、 大きな 声で どなった。 そ 


れは、 先生に は 何 を 言って いるの か、 よく わからない 

火星人の 言葉であった。 

すると、 転がって いた 一同 は、 がば と はね 起きて 丸 

木の 前に 並んだ。 

先生 はび つくりした。 ここで 見つかって は 大変で あ 

る。 どこかに 体 を かくすと ころ はない かと、 前後左右 

を 見廻す と、 ちょうど 幸いに も、 あまり 大きくない 機 

械を、 山の ように 積 上げて あると ころがあった ので、 

先生 は 急いで その後に 体 を かくした。 

丸木 は、 先生の いる ことに は、 どうやら 気がつかな 

いらし く、 しきりに 火星人 を 前に、 声高に 話 をして い 


る。 一体 何の 話 をして いるの か、 先生 はこれ を 知りた 

かった が、 火星人の 言葉 を 知らないので、 どうに もな 

ら ない。 

ところが その 時、 先生 は、 どこかで 人間の 小さい 話 

声 を 耳に した。 

怪人 丸木が 洞穴の 一 室で、 隊員た ち を 前に、 何 かわ 

けの わからない 火星人の 言葉で、 しきりに しゃべ つて 

いる。 その 同じ 室の 隅で は、 新田 先生が、 つみ 上げら 

れた 機械の 後に、 じっと 小さくな つて かくれて いる。 

すると、 その 時 先生 はとつ ぜん、 かすかな 人間の 声 を 

耳に した もの だから、 びっくりして しまった。 


(誰だろう。 あのよう に 小さい 声で、 一 生 懸命に しゃ 

ベ つ ている の は？) 

先生 は 不思議に 思って、 声の する 方 を、 しきりに さ 

がして みた。 その 声 は、 どうやら、 機械の 中から 聞え 

て 来る ようであった。 先生 はます ますお どろいて、 

(はて、 このように、 機械 をつ み 上げた 中に、 誰かが、 

かくれて いるの だろう か) 

しかし、 それ はどう も、 ありそうな ことと 思われな 

い。 その 声 は 大変 小さい 声であった。 いや、 むしろ 大 

変 遠 い 声 だ と 言 つた 方が いいであろう。 小さい 声 だが、 

大変 は つ きりした 言葉で ある。 それがしき リ にしゃ 


ベ つ ている ので ある。 

「 •：：• だから、 我々 は、 短い 時間のう ちに、 この 重大 

な 仕事 を やって しまわなければ ならない。 さもないと 

我々 火星 兵団が、 危険 を 冒し、 こうして 地球上へ 来た 

ことが、 まったく、 むだになる。 …… 」 

はっきりと、 そういう 声が、 新田 先生に 聞え たので 

ある。 

先生 は 改めて、 びっくりし 直した。 なぜと 言って、 

この 言葉の 中には、 明らかに、 「火星 兵団」 と言う 言葉 

があった。 それから 「こうして 地球上に 来た ことが… 

〜」 などと 言って いる。 この 言葉 は 地球の 上で、 火星 


兵団の 中の 一 人が、 しきりに しゃべ つてい る 言葉ら し 

いこと がわ かる。 それにしても、 人間に わかる ような 

言葉 (実に その 言葉 は、 日本語だった ので ある) を 使つ 

て いるの は なぜであろう か？ 

先生 は ある ことに 気がついた。 

新田 先生 は、 積んで ある 機械の 箱の 中に、 そっと 手 

を 差 入れた。 

幸いに も、 箱の 蓋が あいている ものが あつたので、 

中の 機械 を さぐる こと は、 思いの外 やさしかった。 

(おお、 これ は 妙な もの だ。 電話機の ような 形 をして 

いる ぞ) 


先生 は、 手 さぐりで それ を ひっぱり 出した。 それ は 

小さな 胸 あての ような もので、 真中に は、 送話 機の 口 

と 同じに、 小さい ラッパの ような ものが ついて おり、 

また その 胸 あての 両側から は、 お医者さんが 使う 聴診 

器の ような 管が 二 本、 かなり 長く ついてい るので あつ 

た。 例の 小さい 声 は、 確かに この 機械の 中から してい 

るので あった。 

(これ は、 不思議 だ) 

先生 は、 その 聴診器の ゴム 管みたい な もの を、 耳の 

中に 入れて みた。 しかし、 何の 音 もしなかった。 さつ 

きまで、 聞え ていた 例の 小さい 人間の 声 もし なくなつ 


たので ある。 

(変 だぞ) 

そこで 先生 は、 ゴム 管みたい な もの を、 耳の 穴から 

はずした。 すると、 また 前の ように、 どこから か、 小 

さい 人間の 声が 聞え て 来る のであった。 先生 は、 あせ 

りながら、 その 機械 を、 ひねくり 廻して いるう ちに、 

やっと、 声の 出る ところが わかった。 それ は、 胸 あて 

のよう な ものの 真中に ついている ラッパから 聞え て 来 

る ことが わかった。 

(あつ、 ここから 聞え るの だ！) 

先生 は、 耳に あてた。 しばらく 聞いて いるう ちに、 


先生 は 重大な こと を 見つけた。 それ は、 丸木の 声と、 

この 小さな ラッパから 出て 来る 声と が、 いつも 同じ 時 

に 大きくな つたり、 また、 とまった りする ので ある。 

(ふうん、 この 機械 を 使えば、 火星人の 言葉が 日本語 

に 直って 聞え るの だ。 すばらしい 機械 を 見つけた 

ぞ！) 

変 話 機 だ！ 

変 話 機が 見つかつ たの だ。 

新田 先生 は、 鬼の 首 をと つたよう に 嬉しかった。 変 

話 機の ラッパの 方に 耳 を あて、 また ゴム 管の 穴 を 怪人 

丸木の 方に 向ける と、 丸木が、 火星人の 言葉で しゃべ つ 


ている ことが、 みな 日本語に 直されて、 ラッパから 出 

て 来る のだった。 

この 機械 は、 あべこべ にして 働かせる と、 日本語が、 

火星人の 言葉に 直る のであった。 そういう 場合 は、 火 

星 人 は 一 一本の ゴム 管の 穴 を 耳に 近づけ、 ラッパ を 人間 

の 方に 向ける。 つまり、 その 時 は ラッパが 一種の マイ 

クの 働き をし、 ゴム 管の ある 方が、 受話 機になる ので 

あった。 

(しめた。 これ はいい ものが 手に はいった。 ようし、 

丸木が 何 を 言って いるか、 しばらく 聞いて いて やろう) 

と、 新田 先生 は、 息を殺して、 変 話 機から 聞え て 来 


る 丸木の 言葉に 聞 入った のであった。 

「 …… だから、 我が 隊は、 出来るだけ 早く、 この 仕事 

をす まさなければ ならない。 地球の 人間に 勘づかれた 

ら、 それから 後 は、 人間 ども は 用心 を 始める から、 人 

間 をつ かまえる ことが、 ますます むずかしくなる。 … 

…」 

丸木 は、 人間 をつ かまえる ことにつ いて、 話 をして 

いるら しい。 人間 をつ かまえる といって、 一体 誰 をつ 

かまえる つもりであろう か。 

丸木の 言葉 は、 なお も 続く。 

「 …… 我々 の 計画で は、 男と 女と が 同じ 数 だけ 入用 だ。 


ぜひとも 男 を 五 百 人、 女 を 五 百 人 集めて くれ。 このう 

ち、 我々 が 集めて 持って行 くの は、 生まれた ばかりの 

赤ん坊が 百 人、 五 歳ぐ らいの 小さい 子供が 百 人、 それ 

から 十 歳から 十五 歳ぐ らいの 子供が 百 人 —— つまり 子 

供 は 三百 人 だ。 その上に、 二十 五 歳ぐ らいの 若い 大人 

が 百 人、 それから 四、 五十 歳の 大人が 百 人、 これでち よ 

うど 五 百 人 だ。 その外の 人間に 用事 はない。 …… 」 

丸木 は、 とんでもな いこと を 言って いる。 

丸木 は、 隊員に 向かって なお もしゃべ りつ づける。 

新田 先生 は、 変 話 機に かじりついて、 一生 けんめいに、 

丸木の 話 をぬ すみ 聞きして いる。 


「 …… どう だ、 わかった ろうな、 みんな。 人間に 近づ 

いた 時 は、 さっき も 言った ように、 なるべく 相手の 顔 

を 見ない ようにし ろ。 こいつ を さらう の だと 見当 をつ 

けたら、 足音 を 忍ばせて、 うしろから どんどん 追いせ 

まり、 さっき 教えた ような 方法で、 早い ところ、 袋 を 

頭の 上から かぶせ、 それが すんだら、 すぐさま、 人間 

の 足 を、 こういう 工合に かついで、 例の 人間 箱の 中に 

入れて しまう の だ。 いいかね。 …… それが 出来れば、 

後 は、 出来るだけ 気 を 落ちつけ て、 その 人間 箱 を 自分 

の そばに ならべて、 ゆっくり ゆっくり 歩いて 行く の だ 

その 時 そわそわし ていよう ものなら、 人間 箱 をつ きた 


おして、 せっかくの 獲物が 人間に 気づかれて しまった 

リ、 また、 お巡り さんや 刑事に 怪しまれて、 かえって 

こ つちが とりお さえられ るから、 出来るだけ 用心 をす 

るんだ ぞ」 

新田 先生 は、 これ を 聞いて いて、 ますます 驚いた。 

丸木た ち は、 こんな 手で、 人間 を 五 百 人 もさら つて 行 

くつ もりな ので ある。 

「隊長！」 

と、 火星人の 一 人が、 違った 声 を 出して 丸木に 呼び 

かけた。 

「何 用 か、 三 八 九」 


「ねえ 隊長、 わし は、 どうも 人間と いう ものが 恐し く 

てな らんので す。 ほかの 役に かえて くれません か。 た 

とえば、 草と か 木と か を 集める 方へ 廻して 下さい」 

「だめ だ、 だめ だ。 われわれ は、 はじめから 一 等む ず 

かしい 役 をす る ことにき まってい るの だ。 むずかしい 

役 を やる の だから、 われわれ は 火星 兵団の 中で も、 特 

別に ごほうび を もらって いるの だ。 姿 だって、 人間 

そ つくりの 道具 を もら つ て いるで はない か」 

怪人 丸木と、 その 部下の 火星人との あいだに、 とん 

でもない 話が つづいて いる。 それ は、 地球の 人間 を 捕 

える ことにつ いてで ある。 


これ を 聞いて いた 新田 先生 は、 顔色 を かえた。 丸木 

は、 この 前、 

(地球が こわれる 前に、 君た ち 地球の 人間 を 出来る だ 

けたく さん、 すくって あげたい と 思って いるの だ) 

と 言った が、 その 当時、 丸木た ちの 親切に、 お礼 を 

言った もの だ。 ところが、 今 聞いて おれば、 丸木 は、 

(人間 を 集める の だ。 人間 を 捕える の だ！) 

と、 部下に 話 をして いるので あった。 丸木た ち は、 

人間 を 捕虜に して、 火星へ つれて 行く つもりら しい。 

「けしからん。 地球人 類が、 火星人の 捕虜なん かに 

な つ てた まる もの か」 


と、 新田 先生 は、 ものかげで ひとり 歯 をく いしば つ 

た。 しかし、 そうは 言う ものの、 地球の こわれる 日 は 

ほらあな 

もう 目の前にせ まっている。 その上、 この 洞穴で 見て 

いても よく わかる ように、 智慧に かけて は 人間よりも 

火星人の 方がず つと 進んで いるよう だ。 たとえば、 火 

星 人の 持って いる 火星の ボ— ト だって、 じつにす ばら 

しい ものである。 人間の 力で は、 とても あのような も 

の をつ くる こと は 出来ない。 だから、 まともに たたか 

えば、 これ はどうしても 火星人の 勝で、 地球人 類の 負 

となる だろう。 これ はたい へんな ことにな つた もので 

ある。 


「では、 二十 四時 間の 後に、 お前た ち は、 人間 狩に 出 

発する の だぞ。 それまで は 十分に 養分 をと つたり、 人 

間に 見 あらわされな いような 練習 を 積んだり してお 

け」 

丸木 は、 隊長ら しく おごそかに 命令し、 そうして 心 

こまやかな 注意 を、 部下た ちに 与えた ので ある。 

先生 は、 さしせまった 事件 を 前にな やんだ。 

さ つ さ 

^ 佐々 刑事 


こっち は、 佐々 刑事であった。 

彼 は 丸木の あと を 追って くらがりの 中 を 歩いて いる 

うちに、 とうとう 相手の すがた を 見失って しまった。 

実は その 時、 丸木 は 隊員のと ころへ 行って、 例の 二 

十四 時間 後に、 東京へ 出発の こと を 話す ため、 洞穴の 

中へ はいって いったの である。 そうして 丸木の 話 は、 

新田 先生に よってす つか リ 聞かれて しまったので ある。 

そうと は 知らない 佐々 刑事 は、 丸木の すがた を 見 

失った こと を、 大変 残念に 思いつ つ 通りかかつ たのが、 

一 隻の 火星の ボ— トの そばだった。 


その 火星の ボ— トは、 例の 通り 大きな 塔の ような 巨 

体 を、 地に 対して、 すこし かたむき かげんに して そび 

え 立って いたが、 ふと 見る と 扉が 少し あいている。 

「おや、 これ は …… 」 

火星の ボ— トの 出入り は、 かなり きびしかった から、 

これまで も、 佐々 刑事 は その内 部 をう かがおう として、 

ついに 一度 も、 その 目的 を はたす ことが 出来ない でい 

た。 ところが、 今め ずらしく 火星の ボ— トの 扉が 少し 

あいていて、 中から ぼんやりと あかりが 見える ので 

あった。 

「ふむ、 これ はもつ けの 幸いだ」 


と、 佐々 刑事 は 身 を ひるがえ すと、 ボ —， ^の そばへ 

近づいた。 

扉に 手 を かけて 中 をの ぞいた が、 いいあん ばいに、 

誰もい ない。 火星人の 番兵 か 誰かが、 扉の かぎをかけ 

忘れて、 どこかへ 行って しまった らしい。 

「こいつ はしめ た。 しからば、 まっぴら ごめんと、 中 

へ 入って みる か」 

佐々 刑事 は、 およそ 世の中に、 恐し いという もの を 

知らない 人間だった。 だから 扉が あいて おれば、 後の 

こと はたい して 心配し ないで、 のこのこ はいって 行く 

彼 だ つ た。 


佐々 刑事 は、 丸木と 同じような 姿 をして、 火星の ボ— 

トの 入口から 中へ はいりこんだ。 

誰もい ない！ 

「おやおや、 誰もい ない ぞ。 どうした というの かな あ」 

佐々 刑事 は、 あたり をぐ るぐ る 見廻しながら、 しば 

らく その へん を 歩き 廻った。 がらんと した 部屋で 何も 

ない。 

そのうちに、 彼 は 何の気なしに、 扉に 手 を かけて 動 

かしてみ ている うちに、 どうした はずみだった か、 扉 

が、 ぐうつ と 動き 出して、 やがてば たんと 音を立てて 

閉ま つ てし ま つ た。 


「あれつ、 扉が 閉まった ぞ」 

と、 佐々 刑事 は、 扉のと ころへ 行って ハンドル を 握 

り、 扉 を あけに かかった。 

ところが ハンドル は、 どうした もの か、 右に も 左に 

も、 廻らなかった。 したがって、 扉 はし まったき りで、 

あかない ので ある。 

あたり 前の 人間なら、 このへんで 顔色 を 変えて、 お 

どろく ところで あるが、 さすが は 佐々 刑事で ある。 ベ 

つ だんお どろく 様子 も、 あわてる 様子 もな く、 

「はは あ、 扉に かぎが おりて しまったんだろう。 が、 

まあいい や。 そのうちに、 誰かが あける だろう」 


と、 おちつい たもので、 彼 は 次の 部屋へ はいつ て 行つ 

たので ある。 

次の 部屋 は、 大変く さかった。 彼が まだ 一度 も かい 

だ ことのない 変な においであった。 その 部屋 は、 休憩 

室ら しい 様子であった。 ここに も、 誰もい なかった。 

もう 一 つ 次の 扉 を あける と、 そこ は 機械 室に なって 

いた。 天井 は 急に 高くな つて、 ビル ヂング の 床 を 三階 

分 もぶ ちぬいた ような 高さであった。 そこ は、 たしか 

に 機械 室に は 違いなかった が、 地球上に ある 工場で は、 

こんな 風 変 りな 機械 室 を 持って いると ころ はない。 ま 

るで、 化学 工場と 変電所と 要塞 砲と を 組合わせ たよう 


な 形 だ。 

火星の ボ— トの中 を、 すみずみまで よく 見て 廻った 

の は、 人間で は 佐々 刑事が 始めて であろう。 

佐々 は 階段 をの ぼって、 だんだん 上へ いった。 そう 

してとう とう 頂上まで い つ た。 

すると、 どこから か、 何 かしきりに 話 をして いるよ 

うな 声が 聞え る。 

「はてな、 誰だろう？」 

と、 佐々 は 廊下に 立ち どまって 耳 をす ました。 

話 声 は、 壁の 中から 聞え て 来る のであった。 

「はてな、 この 壁の 中に 部屋が あるら しいが、 どこか 


ら 出入す るの かな あ？」 

と、 佐々 は あたり を 見廻した が、 別に 扉 もない 様子 

であった。 

その 時、 話 声 は ぴたりと とまった。 

「おや？」 

と、 佐々 は 壁の 方に 耳 をす りよせ た。 すると、 どこ 

かで、 するすると 扉の 開く ような 音が した。 佐々 は、 

すばやく また あたり を 見廻した。 

「あつ」 

ちょうど、 彼の 立って いたと ころの 後の 廊下の まん 

中に、 大きな 円い 穴が あき かかって いる。 それ は、 見 


る 見る 大きく ひろがって、 人間の からだが はいれる く 

らいの 大きさに なった。 佐々 は、 これ を 見る と、 すば 

やくから だ を 伏せた。 

すると、 また 別の ぐうぐう という 音が して、 穴の 中 

から 二つの 大きな 頭が 現れた。 

あつ、 火星人 だ！ 火星人が、 そこに 残って いたの 

だ。 

二人の 火星人 は、 佐々 の 姿 を 認めて びっくりした。 

一 旦、 穴 を 飛 出そうと したが、 また 急に 引返そう とす 

る。 

「こら、 待て」 


佐々 刑事 は、 大きな 声で 叫ぶ と、 床 をけ つて はねお 

き、 二人の 火星人め がけて、 

「やつ」 

と、 飛びつ いた。 

佐々 刑事 は 二人の 火星人に 見つけられ、 このまま 引 

込んで は、 こっちに 弱みが 出来る と 思った ので、 やに 

わに、 二人の 火星人に 飛びつ いたので ある。 

火星人 は、 これに はたし かに、 肝 をつ ぶした ようで 

ある。 妙な 声 を あげる と、 彼ら は、 へたへ たと その 場 

にへ たばった。 同時に、 三人の 体 は 下に 落ちて 行った。 

二人の 火星人 は、 何だか エレべ— タ— のよう な ものに 


乗って いたので ある。 その エレべ ー タ— が、 三人 を 乗 

せて 下に 落ちた ので ある。 とたんに、 えらい 音が した _ 

「ふん、 おどか しゃがる」 

佐々 は、 顔をしかめながら 起き あがった。 腰骨が 折 

れ たかと 思った くらいで ある。 頭の 中が びいん となつ 

た。 

二人の 火星人 はどうし たかと 思って、 後 を 見る と、 

二人とも 気 を 失った のか、 長く のびて いる。 

「こいつ はしめ たぞ。 やっつけ るの は、 今の うちだ」 

佐々 は、 ふところから 捕緦を 出した。 刑事と して、 

どこへ でも 持って行く 丈夫な 麻緦 であった。 それ をす 


ば やくとくと、 二人の 火星人の 体 を 引きよ せ、 それ を 

背中合わせ にして、 足 は 足、 手 は 手、 首 は 首と いう 風 

にしば りあげて しま つ た。 

さあ、 こうして おいて、 今のう ちに 早い ところ、 火 

星の ボ— トに おさらば しょうと 思って、 元の 出入口 ま 

で 行った が、 どうした もの か、 扉が ぴたりと しまって 

いて、 あけよう としたが、 あかない。 

「あ、 やられた かな」 

佐々 は、 いまいま しそうに 舌 打 をした。 しかし、 あ 

かない もの はいつ までた つても あかない。 仕方がない 

ので、 さっきし ばった 火星人 をお どかして 扉 を あけさ 


せようと 考え、 いくつかの 階段 をの ぼって 行く うちに、 

火星の ボ— トは、 ぐらぐらと 動き 出した。 

「ああ、 あの 音 は！」 

さすがの 佐々 刑事 も、 火星の ボ— トの エンジンが、 

大きな 音を立て てまわり 出した のに は おどろかされた。 

彼 は、 廊下 を 走った。 廊下の つきあたりに、 妙な 形 

をして 外へ つき出した 反射 式の のぞき 窓が あ つ た。 

佐々 は その 窓に 飛びつ いて、 下の 方 を 見た。 大きな お 

どろき が、 そこに 待って いた。 火星の ボ— トは、 今や 

地上 を 離れて、 大空 高く、 ずんずん 上昇して 行く の だつ 

た。 


はるか 下の 方に は、 中空からの まぶしい 光に 照らし 

出されて、 たくさんの 火星の ボ— トが、 まるで 太い 棒 

を 植えた ように 見える。 

その 異様な 中空からの 光 は、 佐々 の 乗って いる 火星 

のボ— ト から 出て いるので あった。 これでみ ると、 火 

星の ボ —  „ r は、 エンジン を うんと かける と、 ボ —  „ ^全 

体が、 大変 明かる く 光る らしい。 だから、 これ を 遠く 

から 見る と、 火柱が 天に 向かって 伸びて 行く ように 見 

える であろう。 

「ほう、 これ はえら いこと になった ぞ。 とうとう この 

ボ ー トは、 宇宙へ 飛 出したら しい」 


この 時、 佐々 刑事の 声 は、 もうあたり まえに もどつ 

ていた。 別に うろたえ ている 様子 も、 恐れ おののいて 

いる 様子 も 見えなかった。 

「さあ、 これ は 珍しい 旅行 をす る ことにな つた ぞ。 こ 

のボ —„ ^は、 どこまで 行く つもり かしらな いが、 何し 

ろ、 火星の ボ ー トに 乗って、 宇宙旅行 をした の は、 わ 

しが 始めて だろう。 これで また 話の種が ふえた ぞ」 

と 佐々 刑事 は、 おもいの 外、 落着き はらって いた。 

火星の ボ— トに、 とりこに なって しまった ような 

佐々 刑事であった。 宇宙へ 飛 出した の はいいが、 これ 

から 果して 彼 は どんな 目にあう こと やら …… 。 


話 は 変って、 こっち は 新田 先生であった。 

先生 は、 今 はうた がい もな く 火星 兵団の 一隊 長で あ 

ると ころの、 怪人 丸木の 恐るべき 人間 狩の 話 を 聞き、 

今 はもう、 ぐずぐず している こと は 出来ない と 思った 

ので、 先生 はくら がり を 幸いに、 洞穴 をう しろに して、 

山 を 下りに かかった。 


先生 は、 肩に 大変 貴重な 品物 を ぶらさげ ていた。 そ 

れは ほかで もない、 あの 変 話 機だった。 それ を 使えば、 

火星人の 話が、 人間の 言葉に 変って、 耳に 聞え ると い 

う 不思議な 機械だった。 

先生 は、 くらがりの 山の 斜面 を、 ずるずると 二、 三 

メ ー トル 下って は 休み、 耳 をす ました。 誰か、 自分の 

後 を 追い かけて 来ないで あろうかと、 先生 は、 心配で 

あった。 別に、 そのような 音が しないの をた しかめる 

と、 先生 は、 また ずるずると 二、 三メ —„ r ル 下って、 

また 耳 をす ますので あった。 もし 今 火星人に 見つけら 

れ たら、 今度 こそ、 人間の 世界へ はも どれない であろ 


う 

その 心配 は、 時間と 共に、 だんだん 薄らいで 行った。 

火星人 は、 先生が 逃 出した ことに 気がつかない らしく、 

誰も 追い かけて 来る ものはなかった。 

「ここまで 来れば、 大丈夫 だぞ」 

先生 は、 やきつく ように かわいた のど を、 手に ふれ 

る 残雪 をぶ つかいて、 口の 中に 入れ、 元気 を 取り もど 

した。 こうして、 地獄 沢 を 後に、 掛矢 温泉へ たどりつ 

いた 時 は、 もうす つかり 夜 は 明けて、 朝と なって いた。 

温泉 旅館の 主人の、 弓形 老人 は、 庭に 出て 梅の 枝 を 

切って いたが、 とつぜん そこへ もどって 来た 先生の 姿 


を 発見して、 おどろきの あまり、 鋏 を 手に 持った まま、 

その 場へ 尻餅 をつ いた ほどだった。 

「せ、 先生。 あ、 あなた は、 まあ、 きのうから、 どこ 

にいつ ておいで だった のです か」 

新田 先生の 体 も、 へたへ たと 庭に くずれて しまった。 

先生の 顔 は、 血の気 を 失って、 まつ 青だった。 目の 

下に は、 黒い 隈が 出て いた。 顔 はもち ろん、 手足と い 

わず 服装と いわず、 血 や 泥に まみれて、 どこの 人 かと 

思う くらいだ。 

そうで もあろう。 病後 まだ 幾日もた つて いないのに、 

新田 先生 は、 精神の 上に おいても、 また 体の 上に おい 


て も、 非常な 苦労 を 味わった のであった。 今まで、 途 

中で、 よく 倒れなかった ものである。 

それと いうの も、 先生が、 一 つに は 教え子の 千ニ少 

年の 身の上 を 心配し、 また 一 つに は、 やがて 地球が モ 

口— 彗星と 衝突した 時の 大 惨事 を 思い、 どうかして、 

人類 を 救いたい との 一心が、 こうして、 先生 を 堪えが 

たい 苦し さの 中から、 ようやく 救い出した のであった。 

弓形 老人に、 先生 は 手み じかに、 火星 兵団の 先遣 部 

隊の 襲来の こと を 話した。 そうして 自分 は、 これから 

直ぐに この こと を 東京へ 知らせた いから、 電話 を 頼ん 

で くれと 言った。 


弓形 老人 は、 いよいよお どろいて、 ぬけた 腰が、 元 

にも どらなかった。 そこで 手を叩いて 家人 を 呼ぶ と、 

その 手 を 借りて、 先生と 共に 家の 中にはい つた。 

老人が、 直ぐに この 話 を 家人に しゃべつ たので、 旅 

館内 は、 さらに 大 さわぎと なった。 さっそく 電話 を 東 

京へ 申し込ん だが、 急ぐ 時 は、 意地の 悪い もので なか 

なか 通じない。 

それでも 午前 九 時 ごろに なって、 やっと、 旅館の 電 

話 は 警視庁へ つながった。 

新田 先生 は、 久しぶりに、 大 江山 捜査 課長の 声 を 聞 

いた。 


課長 は、 新田 先生の 声が、 直ぐに わかった。 

「や あ、 新田 先生。 あなた は、 もう 東京へ 帰って来ら 

れ たんです か」 

と、 電話に 出て 来た 大 江山 課長 は 驚いて いた。 そう 

でもあろう、 新田 先生に したと ころが、 あの 掛矢 温泉 

にっかって、 病後の 体 を ゆっくり 丈夫に したいと 思つ 

ていたの であるが、 はからずも、 地獄 沢の 上の 怪火に 

引きよ せられ、 火星 兵団に ぶっかつ たれば こそ、 こう 

して 早く 東京へ 舞い もどらね ばなら なくなって 来たの 

だから。 

「大 江山さん。 私 は、 火星 兵団に あいまし たよ。 命 か 


ら がら 逃げ もど つ て 来たと ころです」 

「なに、 火星 兵団？」 

「課長 は 御存じな いのです か、 甲 州の 山の 奥に、 火星 

兵団が、 いわゆる 火星の ボ— トに 乗って 着陸した こと 

を」 

「それが、 火星 兵団です かね。 こっちに はそんな 報告 

は 来て いないが、 昨夜、 山梨県で たいへん あざやかな、 

流星が 見えた という 話 は 聞いて いますが ね」 

「昨夜なら、 それ は、 きっと 火星 兵団の ことに 違い あ 

りません。 私 は、 あの 時、 火星の ボ— トの 着陸す るす 

ぐ そばに いたので すよ」 


と、 新田 先生 は、 手み じかに、 昨夜からの 出来事 を 

話した。 

「ふうん、 それ はたい へんな こと だ。 あまり 深い 山奥 

のこと だから、 我々 の 目に は、 それほどた いへんな も 

のに 見えな かったん だ。 よろしい、 総監に 報告 をして、 

すぐさま 手配 をし ましょう」 

「まあ、 課長、 待って 下さい。 火星の ボ— トを 駆りた 

てるの も 大切な ことです が、 それと 同時に、 丸木 隊の 

火星人が、 人間に 変装して、 もうす ぐ、 そちらへ やつ 

て 行く と 言って いました から、 用心して 下さい」 

「何です、 その 丸木 隊 というの は」 


「人間 を さらって、 火星へ つれて 行こうと いうので す」 

「えつ、 それ はほんとう かね？」 

丸木 隊の 火星人が、 東京 方面へ も 出て 来て、 人間 狩 

をす るであろう という 新田 先生の 報告 は、 大 江山 課長 

を 大変 おどろかせた。 課長 は、 はじめの うち はな かな 

かこれ を 信じようと はしなかった が、 先生が、 変 話 機 

を 使って、 親しく 丸木の 命令す るの を 聞いた と 話 をす 

ると、 

「ふうむ。 そういう ことなら、 火星人 は、 本気で やる 

つもり だな。 そういう らんぼうな こと は、 許して おけ 

ない。 にくむべき 火星人 だ」 


と、 大 江山 課長 は、 机 を 叩いて おこり 出した。 

「しっかり 頼みます よ、 大 江山さん」 

「いや、 よく わかりました。 早く 知らせて くれて、 あ 

りが とう」 

「大 江山さん。 私が 火星 兵団から うばって 来た 変 話 機 

は、 大変 重宝な ものです。 これ を 使えば 火星人の 話が、 

ちゃんと 日本語に なって 聞え るので す。 この 機械 は、 

い つで もお 貸しし ますよ」 

「ありがとう、 ありがとう」 

と、 課長 は 厚く 礼 をのべ、 

「しかし、 火星人 は、 先生 を 一生懸命 探して いる だろ 


うから、 油断が なりません よ。 わし も、 先生の ことが 

うできき 

心配 だから、 誰か 腕 利の 警官 をつ けて 上げましょう。 

体が よくな つたら、 先生、 あなた も、 ぜひ われわれに 

力 を 貸して 下さい」 

「はい、 わかりました。 私 は、 すこし 寝たい と 思い ま 

す。 その上で、 火星人と 大いに 戦います よ」 

そこで、 先生 は 電話を切った。 

警視庁で は、 先生の この 報告に は、 おどろき もした 

がまた 喜び もした。 

早速 全国に 手配 をして、 火星人に 備える ことと した。 

さて 火星人 は、 どんな 手 を 使って、 人間 狩 をす るで 


あろう か 


^ 石け りの 子供 


火星 兵が、 人間 狩 を はじめる。 

何と、 世の中 は 変った ことであろう か。 その 昔、 地 

球 人類 は、 火星 へ 攻めて いこうな どと 言う こと を 考え 

た 時代 もあった が、 今 は あべこべに、 いつの 間に やら、 

火星 兵に おびやかされる 世と はなった ので ある。 


地球が モロ ー 彗星と 衝突して、 こなごなに こわれる 

日 は 近づいた し、 その上に、 この 火星 兵の 人間 狩の 恐 

怖まで が 加わって、 地球に 住む 人間た ち は、 二重の 大 

難に ぶっかつ たわけで ある。 

その 火星人 と言うの が、 どうも いろいろの ことから 

考えて、 地球の 人間よりも、 ずっと 賢い 生物ら しいの 

は、 困った ことであった。 

人間と 人間、 国と 国との 戦争に おいて は、 いくら 相 

手が 強くても、 強さが 知れて いる。 いくら 相手に 秘密 

の 新兵 器が あると 言つ て も、 こ つち は スパイ を 使って、 

ある 程度まで、 その 新兵 器が どんな もので あるか を、 


あらかじめ 知る ことが 出来る。 

しかし、 火星 兵の とつぜんの 襲撃に は、 全く 困って 

しまった。 地球の 人間 は、 今までに、 火星 兵の ことな 

ど を、 ほとんど、 しらべて いなかつ たので ある。 火星 

人の すがた を 見た の も、 今が はじめて である。 

ところが、 火星人の 方で は、 前から、 よほど 念 入に、 

地球の こと を しらべ、 地球に 住んで いる 人間の こと ま 

でしら ベて いた ものら しい。 ことに、 地球の 上で 世界 

戦争が おこり、 人間 同志 攻め あい 殺し あいして いるの 

を、 火星人 は、 よく 知ってい たようで ある。 彼ら 火星 

人 は、 人間た ちが 人間た ち 同志の 戦争で、 ちょうどつ 


かれはて ている こと を 知って、 地球 攻略の 心 を 起した 

ように も 考えられ るので ある。 

誰か、 火星人の こと をよ く 知っている 者 はいない か。 

そうして 火星人の 弱点 をつ いて、 あべこべに、 彼ら を 

やっつける 者 はいない か。 こういう 時に 思い出される 

の は、 あの 火星の 研究家 蟻 田 博士の こと だ！ 

火星人の 帝都 侵入！ 

それ は、 だまって 許して おかれない ことであった。 

およそ、 地球の 人間 をば かにした やり方であった。 口 

では 人間 を 助けて やる の だと 言って いるが、 その実、 

このまま 人間 を ほうっておけば、 地球が モロ— 彗星と 


衝突の 日に 人間 は 皆 死んで しまう であろうから、 人間 

の 死なない 前に、 その 全部 を 火星へ つれて 帰り、 これ 

を 火星の 上で 飼おうと いうの が、 火星人の 腹の 中に あ 

る ほんとうの 考えら し い。 

思った だけで も 腹の 立つ ことで ある。 人間と も あろ 

う ものが、 家畜と 同じように 飼われた りして たまる も 

のか。 火星の 上で、 人間が 柵の 中に つながれたり、 首 

に 鎖 をつ けて 火星人に 引 張って 歩かれたり、 そんな 目 

にあって 平気で いられる であろう か。 火星人 は、 地球 

の 人間の 弱みに つけこんで いるの だ。 人道から 見て、 

許しが たいこと である。 


ある 人々 は、 この 際 だから、 火星人に 助け を 求める 

より 外な かろうと、 弱音をは いていた。 火星の 外に、 

人間に 近い 生物の いる 星 はない ので あるから …… 。 

だが、 そう 言う 人々 は、 だんだん 火星人の 腹黒 さが 

わかって 来る とともに、 口 をつ ぐんで しまった。 彼ら 

もや はリ 火星人の ため、 人間が 奴隸 のように 使われる 

ことが、 いやだった のであろう。 

この、 まことに よくない 火星人の 心掛 は、 どうして 

起った のであろう か。 火星人 は、 みな 悪者の 生まれ か 

わりであろう か。 これから 後、 だんだんと、 火星人の 

残忍な 行いが、 読者 諸君の 前に あらわれて 来る であろ 


うが、 火星人 こそ、 人間の 考えで はとても わかりつ こ 

ない ほどの 奇怪な 生物で あつたの だ。 火星人が、 なぜ 

それほど 平気で むごたら しい こと を やる か、 その 謎 は、 

やがて はっきりす るであろう。 恐 し い 強盗 殺人犯 ど ザ J 

ろか、 鬼畜に もまして、 火星人 は 冷たい 心の 持主な の 

だ！ 

下町の、 と ある 横町の 道ば たで、 女の子が 五、 六 人、 

チヨ— クで 白い 輪 を かいて、 楽しそう に 石け り をして 

いた。 

その 時、 向こうの 辻に、 黒い 帽子に、 黒い 長 マント 

を 着、 黒い 眼鏡 を かけた 同じような 姿の 人が、 五、 六 


人 あらわれた。 

長 マントの 連中 は、 辻のと ころで、 こっちの 方 を 見 

た。 女の子た ちが、 楽しげに 遊んで いるの を 見る と、 

彼ら は、 何事 か 話し合って いたが、 そのうち、 あまり 

広く もない 横町 を、 一列に なって 進んで 来た。 

あいにく、 ちょうど その 時、 この 横町 は、 子供の 外 

にだれ も 外に 出て いる 者 もな く、 また 通行人 もなかつ 

た。 だから、 長 マントの 連中 は、 そのまま ずんずん 歩 

いて 子供の 方に 近づいた。 

女の子た ち は、 石け りに 夢中に なって いた。 その 時、 

長 マントの 一 隊が 近づ いた こと も 知らないよう であつ 


た。 はっと 気がついた 時 は、 もう 遅かった。 

「あら、 おじさん。 線の 上 を 通つ ちゃ、 ひどい わ」 

「あら、 あたしの 石 をけ とばして さ。 いや あよ」 

長 マントの 連中 は、 なにも 言わなかった。 そうして 

一列に なった まま、 そこ を 通って 行った。 

彼らが 通って いった 後に は、 チヨ ー ク でかいた 石け 

りの 白い 輪 はあった。 石け りの 石 も、 そのまま そこに 

あった。 しかし、 どうした わけ か、 今の 今まで、 そこ 

に 楽しそう に 遊んで いた 五、 六 人の 女の子の 姿 は、 ど 

こに も 見えなかった ので ある。 

長 マント 隊は、 そ 知らぬ 頦 をして、 ずんずん 向こう 


へ 歩いて 行く。 だが、 別に 子供 を つれている 様子 も 見 

えない。 ただ 彼らの マントが、 風 もない のに、 どうし 

たわけ か、 へんに 波う つのであった。 誰か そこへ 行つ 

て、 マントの 下 を 見て やる とよかった。 

こうして、 かわいい 女の子た ちが、 火星人に さらわ 

れて しま つたので ある。 

火星人の 帝都 侵入の こと は、 いち 早く 放送され もし、 

新聞で も 注意す るよう に大々 的に 書きた てた が、 不幸 

にも、 帝都の 巿 民の 多く は、 そんな ばかばかし いこと 

が ある もの かと、 信じなかった。 だから、 火星人の 人 

間 狩 は、 案外う まくい つたよう である。 


こんな こと も あ つ た。 

或るお 嬢さん が、 駅の 裏手の さびしい ところで、 立 

木 を 背に して、 誰か を 待って いた。 すると、 いつの 間 

にか、 その後へ、 例の 長 マントの 火星人が 三人 あらわ 

れた。 

あた リは 大変 さびしかった ので、 待って いる 人の こ 

とで、 心 を うばわれ ていた このお 嬢さん だった が、 き 

リ きり、 きつたん、 きつたん と言う 機械的な 音が、 じ 

ぶんの 後に 聞え たので、 はっと 気がついて 振 向いた。 

「あれつ」 

お嬢さん は、 とたんに 悲鳴 を 上げた。 そうで も あろ 


う。 同じ 服装の 三人の 長 マントの 男が、 すぐ 自分の 後 

に 立って いたの だから。 

お嬢さんの 悲鳴 は、 一 べんきり で 終った。 それと と 

もに、 お嬢さんの 姿 は、 かき 消す ようになくな つてい 

た。 

お嬢さんの 悲鳴 は、 かなり 大きかった ので、 駅の 建 

物から 若い 駅員が 走り出た。 そうして 声の した 方 を、 

きょろきょろと 見廻した。 しかし、 そこに は 女の 姿 は 

なかった。 ただ 三人の 黒い 長 マントの 紳士が、 廻れ 右 

をして、 向こうへ 歩いて いく だけであった。 

「もしもし、 もしもし、 お待ちなさい」 


駅員 は、 三人 を あやしい と 見て とって、 後から 呼び 

とめた。 ところが あやしい 三人 は、 それが 耳に はいら 

ない のか、 ずんずん 向こうへ 歩いて いく。 

「もしもし、 お待ちな さいと 言ったら」 

若い 駅員 は、 かけ 足で 三人の 後に 追いついた。 三人 

は、 一せ いに 後 を 振 向いた。 おやという ような かっこ 

う をした。 一 つの マントが、 ぱっと ひるがえ つたよう 

に 思われた。 とたんに、 若い 駅員の 姿 も 消えう せた。 

火星人の 人間 狩の こと を 書きつ づけて いくと、 大変 

恐し くも あり、 またお もしろ いが、 きりがない。 

人間 狩 をす る 火星人 は、 うっかり している 人間ば か 


り を 襲った ので、 かなり たくさんの 人間が、 さらわれ 

ていながら、 その 割に、 被害 報告が、 すぐに は 警視庁 

へ は 集らなかった。 それが ますます 火星人 をして、 人 

間 狩に 成功 させ、 彼ら を 喜ばせた のであった。 

「火星人 は 誰に も それと わかる、 黒い 帽子に、 黒い 長 

マ ントを 着て います」 

と、 拡声機から は、 特別 公示 事項の 放送が、 ほ とん 

ど 絶え まなく 行われた。 しかし それ は、 もう 午後に 

なつてから のこと で、 かなり たくさんの 人間が、 さら 

われて しま つ てから 後の ことであった。 

「であり ますから、 黒い 帽子に 黒い 長 マントに、 黒い 


眼鏡の 怪しい 人物 を 見かけたら、 すぐに、 もよりの 交 

番へ 駆けつける なり、 大声で それ を 知らせながら 火星 

人と 反対の 方へ 走り、 なるべく 狭い 横町に 駆 込んで 下 

さい」 

などと、 妙な 注意が、 しきりに 放送され たので あつ 

た。 

だが、 中には、 案外 そんな ことに 注意して いない 人 

もあった。 

その 夜の こと、 或る さびしい 町の 電柱の 下に、 一 人 

の 紳士が、 倒れて いた。 彼 は、 真 赤な 顔 をして わけの 

わからぬ ひとり 言 をぶ つぶつ しゃべ つ ていたから、 こ 


れは酒 を 飲んだ 酔 払で あるに 違いなかった。 

そこへ 黒 マントの 紳士が 三人、 ひよ つ こリ あらわれ 

た。 三人 は 酔 払 紳士の そばに、 例の ごとく 近づいて 

いった。 

「あは はは、 くすぐったい！」 

と、 かの 紳士の 声が した かと 思う と、 もう 次の 瞬間 

に は 筋 書 通りに、 紳士の 姿 は 消えて なくなって いた。 

とうとう 火星人に さらわれて しまったの だ。 やれやれ 

気の毒、 気の毒！ 

その よっぱらい 紳士 は、 まことに、 奇妙な 目にあつ 

たと、 後に 人に 語った ことであった。 それ は、 彼が、 


火星人の ために さらわれて 行った 経験談であった。 

あの 時、 彼 は、 かなり よっぱら つていた。 だけれ ど、 

まだいく ぶん は 気がしつ かりして いた。、 彼 は、 かなり 

よっぱら つていた こと も おぼえて いたし、 また、 電柱 

の そばで 電柱と 話 をして いたよう にも、 おぼろげ なが 

ら 思い出す のであった。 

ところが、 そのうちに、 どこから か、 足で も 引きずつ 

ている ような 音が 聞え、 それが 自分の そばへ 近づ いて 

来る こと も 知ってい たの だ。 彼 は 後へ ふり 向こうと し 

たが、 体が 言う こと をき かなかった。 何しろ あまり 

よっぱら つてい るので …… 。 


その 時、 彼 は 急にから だ を 引き あげられ たように 

思った。 エレべ— タ— が、 こんなと ころに あつたかな 

などと、 へんな こと を 思った。 

ば さり！ ぱ たん！ 

そんな 音が 聞え たように 思う。 

すると 彼 は、 にわかに 息ぐ るし くな つた。 が、 彼の 

体 は、 ひとりで ゆらゆらと ゆれ はじめた。 何 か 乗物に 

乗って いるよう な 気がする のであった。 

その 時 へんな においが した。 一体なん のにお いで あ 

ろうかと 彼 は 考えて いた。 

しばらく すると、 その 乗物が ぱ たりと とまった。 す 


ると、 乗物の 窓が ぱ たんと あいて、 人の 顔が のぞきこ 

んだ。 それ は 火星人の 顔で あつたの だが、 そんな こと 

に は 気がつかなかった。 

(こんな 年より はだめ だ！ どこかへ 捨てて しまお 

う) 

と 火星人が 言った こと も、 もちろん その 紳士 は 知ら 

なかった。 そうして 次に 気がついた 時、 彼 は、 牛小屋 

の 中に 寝て いたので ある。 火星人の ため、 牛小屋へ ほ 

うりこまれ たこと も 知らぬ 彼だった。 


^ ころがる 胴 


恐るべき 人間 狩！ 

ラジオが どんなに か 警報 を 発しても、 火星人の 襲来 

などと 言う 夢の ような こと を 信じない 人々 は、 平気で 

町 を 歩いて いた もの だから、 火星人 は、 ますます 図に 

乗って、 帝都 を 荒して 歩いた。 

だが、 その 中には 火星人の 方が、 人間の ためにう ま 

くして やられた 場合 もないで はなかった ので ある。 

ある 小学校の 六 年生た ちが、 ラジオで 人間 狩の こと 


を 知って、 だんぜん 火星人と 戦う 決心 を 定めた。 

小学生た ち は、 十 人ず つ 組になって、 方々 へ わな を 

作った。 

火星人の 通りそう なさび しい 町の 辻 をえ らんで、 そ 

こに 丈夫な 綱で 結び 綱の わな を 作って、 夜の ふける の 

も かまわず 待って いたのであった。 

大手 がら を 立てた 組 は、 大変い いところ へ、 その わ 

なを 作った。 その 小学生の 五 人 は、 陸橋の 上に 待って 

いた。 残りの 五 人 は、 陸橋の 下に わな を 仕掛けた。 

こうして 待って いると、 やがて 例の 黒い 長 マントの 

火星人が、 三人 づれで 通りかかった。 


「ほう、 来た ぞ、 来た ぞ。 あれ はきつ と、 火星人 だよ」 

「うん、 そうら しい。 黒い 長 マント を 着て いる。 橋の 

上に も 知らせて やれ」 

「しいつ！ 騒い じ や だめ じ やない か。 火星人に さと 

られ ると、 だめになつ ちゃう じ やない か」 

下の 組 は、 橋の 上へ 石 を ほう リ 上げて、 火星人の 近 

づ いた こと を 知らせた。 上の 組で も あやしい 影が 近づ 

くの を、 さっきから 気づいて いたのだった。 

それ を 知って か 知らない でか、 火星人 はしき リ にあ 

たりに 人間が いない かと 注意 をしながら、 ゆったり 

ゆったり 歩いて 来る。 そこ を、 待って いた 小学生が、 


それと いうので 上下から わなの 綱 を 引いた。 

小学生と 火星人との 戦いだ。 

火星人 は、 大変 あわてて いる 様子で ある。 何しろ、 

足の 方 を 太い 綱で 作った わなに しめつけられて 走れな 

いで 困って いるのに、 陸橋の 上から は、 また 別の わな 

どうなか 

が 落ちて 来て、 火星人の 胴中 を、 ぎゅっと しめつけて 

いるの だから ：•：• 。 

「ほら、 もっと 引け！」 

「もっと 引 くんだ。 火星人 を 生け どった よ」 

「わ あい、 火星人の 宙づり だ」 

上と 下との 十 人 組が、 火星人 を 互に ひっぱり 合う も 


の だから、 かわいそうに、 火星人 は、 陸橋の 下に 宙ぶ 

らリん になって しまって、 まるでく もの 巣に、 蝶々 が 

ひっかかつ たような 有様と な つていた。 

ひゆう、 ひゆう、 ひゆう。 

o、  >  o、  •，  o、  ,、  o、  >o 

プカく  ，力く  、るく 

火星人の つれが 二人いた。 

この 二人 は、 仲間 を 助けたい と 思って、 何とかし よ 

うと 手 を 出す ので あるが、 上の 火星人が あばれる ので 

どうに もなら ない。 

その 中に、 宙づりに なって いた 火星人の 足が、 つけ 

限のと ころから ぼろり と 落ちた。 


「あつ、 足がぬ けた ぞ」 

陸橋の 上の 小学生 は、 一生懸命に 力を入れて ひつ 

ぱ つていた ので、 宙づりの 火星人の 足がぬ けたと 同時 

に、 力が あまって、 どうん と 後へ 尻餅 をつ いた。 しか 

し、 彼ら は 大事の 綱 だけ は、 手から はなさなかった。 

綱 は、 びんと はりきった。 

綱の 先の わな は、 足の ない 火星人の 胴から 上に 動い 

て、 首に ひっかかった。 ところが、 あいにく、 そこに 

橋桁が あった もの だから、 火星人の 首 は、 その 下に は 

さまって しまった。 小学生た ち は、 そんな ことと は 知 

ら ないで、 とび 起きる と、 力 を あわせて、 また 綱 をう 


うんと 引いた ので、 とたんに、 火星人の 首が ぼろり と 

もげ、 胴 だけが 下に 落ちて ころげ はじめた。 

火星人の 足が もげ、 首が もげ、 そうして、 もちろん 

帽子 も マント も、 どこかへ 飛んで しまい、 まるで ドラ 

ム 缶の ような 形 をした 火星人の 胴 だけが、 ころころと 

ころげ 出した のであった。 

陸橋の 下 はすべ りの いい、 アスファルトの 斜面の 道 

だった。 だから、 火星人の 胴 は その上 を ころころと 坂 

下の 方へ ころげ、 だんだんと 勢いが 早くな つて 行った。 

「うわ あい。 火星人 待て！」 

「火星人 じ やない よ、 火星人の 胴中 待て！」 


「わつ、 胴中め、 ころがって 行く ので、 早い 早い。 そ 

ら、 もっとへ ビ— を かけて 追い かけな くつち や …… 」 

と、 小学生た ち は、 わなの 綱 を そこに ほうり 出す と、 

火星人の 胴中 を 一 生 懸命に 追い かけて 行った。 

まリ 

胴 は ゴム 毬 のように はずみながら、 坂 を 一気に 下つ 

た。 その 時 は、 もう 大変な 勢いだった。 大きな 砲弾が 

飛んで 行く ようであった。 

坂 下の 十字路！ 

そこ を 火星人の 胴が、 坂 を 下りて 来た 勢いで 通り 過 

ぎょうと した 時、 それに 交叉す る 他の 道から 重戦車が 

行進して 来たので、 あっと 言う 間に、 火星人の 胴 は 重 


戦車に、 はね 飛ばされて しまった。 

ぐ わ あん。 

ひどい 音が した。 重戦車 も かなりの 勢いで、 そこ を 

通過 中だった ので、 火星人の 胴 は、 一た まりもな くこ 

われて、 戦車の 下敷に なって しまった。 

附近に 居合わせた 人々 は、 あまりの 突発 事件に 息 を 

とめて、 戦車の 下 を 見 まもった。 

戦車 は 通り過ぎた。 

その あとに は、 瓦の ように 厚い、 そうして 瓦の かけ 

ら のよう な 青黒い 破片が、 ばらばらと あたりに 散ら 

ばっていた。 そうして、 そこにもう 一 つの 不思議な も 


のが ころが つていた。 

戦車が 火星人の 胴中 をば らばら にこ わして しま つ て、 

その上 を 通り過ぎた あとに、 瓦の ような 厚み を 持ち、 

そうして 瓦の ように 青黒い 破片が あたりに 飛びち り、 

そうして、 その外に もう 一 つの 不思議な ものが ころ 

がって いた と言うが、 その 不思議な ものと は、 一体 何 

であった ろうか。 

それ は 全くえ たいの 知れない ゴム 製の たこの ような 

ものであった。 しかし 決して、 たこではなかった。 そ 

の 色 はへんに 青く、 その 大きさ は、 大きな ゆでだこぐ 

らい —— つまり、 大きな 猫 か、 中ぐ らいの 犬 ほどの 大 


きさし かなかった。 

(ああ、 何だろう、 あそこに ころがって いるもの は？) 

と、 そばに いた 人々 は、 不思議に 思って、 こわごわ 

その 方 を 見つめて いると、 そこへ 一 匹の 白つ ぼい 大き 

な 犬が 飛 出して 来て、 あっと 言う 間に、 その 不思議な 

ゴ ムだこ  とで も 言う 外 言いよう がな いが、 その ゴ 

ムだ こに、 ぐ わつ とかみつ くと、 口に くわえた まま、 

向こうへ 走って 行った。 

「あつ、 あの 犬 を、 追い かけろ」 

やっと 龃 けつけ た 小学生の 一 団も、 犬が 不思議な も 

の を くわえて 行く の を 見た。 


「何 か くわえて 行った ぞ」 

「へんな ものが、 火星人の 胴から 出たん だそう だ。 あ 

れは 皆、 ぼくたちの だから、 あの 犬から うばい 返せ！」 

そこで、 小学生の 一団 は、 大きな 犬 —— それ は 多分、 

グレ— トデ— ンと 言う 種類 の 犬 だと 思わ れた —— そ の 

大きな 犬の あと を 追い かけた。 だが、 犬 は どこへ 逃げ 

こんで しまった か、 なかなか 行方 は 知れなかった。 犬 

の くわえて 行った あの 不思議な ゴム だ この 正体 も、 結 

局、 何が何だか わから なくなった。 ただ、 人々 の 記憶 

に 残ったの は、 火星人の 胴が こわれた こと、 そうして 

胴中から、 へんな ゴム だ こみた いなもの が 飛 出した こ 


と —— この 二 つだった。 

大きな 犬が くわえて いった ゴム だ こみた いなもの は、 

その後 どうな つた か、 誰も 知らない。 

その 時の 小学生た ち は、 その ゴム だ この ことな どが 

あきらめ きれず、 いつも そのこと を 話し合う。 

「あの ゴム だ こ は、 どうしたんだ ろうね」 

「ああ、 あの ゴム だ こ を くわえて いったの、 大きな 犬 

だね」 

「グレ —„ ^デ— ン という 犬だろう、 あの 犬 は」 

「うん。 そんな こと は、 どうで もい いんだ。 僕 は あの 

犬 をき のう 見た よ」 


「えつ、 見た かい、 それで どうしたの。 ゴム だ こ をく 

わえ ていなかった かい」 

「だめ だめ。 そんなに いつまでも、 ゴム だ こ を、 くわ 

えてなん か、 いる もんか。 でも、 どこかに くわえて いつ 

て、 埋めて あるの かも 知れない と 思った からね。 僕 は 

あの 犬の あと をし ばらく つけて みたよ」 

「そうかい。 犬の あと をつ けたの かい。 そうして、 ど 

うだった い。 ゴム だ こ を 埋めて あると ころが、 わかつ 

たかい」 

「いや、 それ も だめ さ。 あの 犬 は ごみため ばかり あ 

さ つ て 歩いた が、 ゴム だ こ を 埋めて あるよう なと ころ 


へ はいかなかった よ」 

「へんだ ね」 

「全くお かしい ね。 第一、 あんな りっぱな 犬が、 ごみ 

ためば かり あさるの はお かしい よ。 だって、 あの 犬 は 

三、 四百 円 もす る 高い 犬なん だぜ。 飼主が 食べ物 を や 

らな いはず はない」 

「そんな こと は、 わかり やしない。 モロ— 彗星が 地球 

と 衝突す る 日が 近づいて いるんだ。 どんな りっぱな 犬 

でも、 犬の ことなん か、 かまって いられな いよ」 

「なるほど、 それ もそう だね」 

「それより、 僕 は、 あの ゴム だ こに ついて 不思議に 思 


う ことがあ るんだ」 

「えつ、 不思議に 思う つて、 何が さ。 …… 」 

小学生た ちの 話 は、 なお も つづいた。 

「だって、 そうじゃ ないか。 僕たち は、 人間 狩に 出て 

来た 火星人 を 生 けどりに した と言うんで、 たいへん ほ 

めら れ たね。 ところが、 あの 火星人と いう 奴 は、 僕た 

ちが 投 綱で ひっくくって みれば、 足 はぬける し、 首 も 

ぬけち まう しさ、 胴中ば かりみたい になって、 ごろ ご 

ろ ころげ 出したろう」 

「そうだ、 そうだ。 そうして 戦車に ぶっかって、 火星 

人の 胴 は、 こなごなに こわれて しまったんだ」 


「うん、 その 時、 あの ゴム だ こみたい なへんな ものが、 

胴の 中から ころがり 出したん だが、 あれ は 一 体 何 だろ 

うねえ」 

「あれ は 火星人の はらわた だよ。 きっと そうだ」 

「おかしい な あ。 はらわたなら、 ぐにゃぐにゃ してい 

る はず じ やない か。 僕 は、 はっきり、 みたんだ けれど、 

ゴム だ こ は 干物みたい だった ぜ。 そうして、 僕の 目に 

は、 その 干物み たいな ものに、 たしかに 首が ついてい 

たように 見えた。 首 だけで はない、 大きな 目が ついて 

いたよ」 

「そうか しら。 そんな ばかばかしい ことはないだろう。 


はらわたに 首が あつたり、 目が あつたり …… 」 

「でも、 たしかに そうだつたん だから 仕方がな いよ。 

だから、 不思議 だ と言うんだ」 

「そうかな あ。 ほんとう かな あ。 ほんとう だとす ると、 

なるほど、 これ は 不思議 だ。 胴中から 首が ある ものが 

飛び だすなん て」 

「ああ、 わかった、 わかった。 じゃあ、 それ は、 火星 

人の子 供なん だよ。 ひきころされた 火星人の 腹の 中に、 

その子 供が いたんだ」 

「子供？ 子供なら、 やはりぐ にやぐ にやして いな 

きゃあ ならない。 あれ は、 干物の ように こちこち だつ 


たよ。 子供じゃないだろう」 

「そんな こと を 言う と、 ますます わけが わからな くな 

る じ やない か」 

お 秘密と ける 日 

火星人の 胴が ばらばら になって、 その 中から 飛び だ 

した 不思議な ゴ ムだ このような ものの 正体に ついて、 

三人の 小学生 はたい へん 知りたがった が、 彼らの 仲間 


では、 ついに それ をと く 力がなかった。 

その 前に、 新田 先生た ちが、 火星人の 首が ぼろ リと 

落ちる こと を 発見して いる。 これ も 全く わけの わから 

ない こと だ。 

一体 火星人 は、 どんな 体 を 持って いるので あろう か。 

火星人 は 鉄の 体 を 持ち、 そうして 首が はなれ、 手足が 

はなれ、 それから 胴中が われて、 へんな ゴム だ こみた 

いなもの が 飛び だす。 何とい うこと であろう。 人間の 

知識で は、 火星人の 体の 秘密に ついて、 いくら 答え を 

出そうと しても、 それ を 出す 力がない ので はなかろう 


まず、 その 通りであった。 火星人 は、 地球の 人間の 

こと を、 前から くわしく 研究して 知っていた けれど、 

人間の 方で は、 火星人の 研究 をして いるものが、 ほと 

んど いなかつ たので あるから、 仕方がない であろう。 

だが、 ついに 火星人の 体の 秘密が、 すっかり わかる 

日が やって来 たので ある。 実にす ばらしい こと だ！ 

それ は、 一 体 誰が 答え を 出した のであろう か。 それ 

が、 誰で あつたか を ここで 言って しまうよ リも、 私 は、 

その後の 新田 先生の 一 生 懸命な 働きに ついて、 お 話 を 

する のが い いだろうと 思う。 

新田 先生が、 火星人の 変 話 機と いう 機械 を みやげに、 


東京へ もどって 来た こと は、 前に 言った。 そうして 先 

生は大 江山 課長な どに、 火星人が 人間 狩 を はじめる か 

ら、 用心す るよう にと 知らせた。 そうして 先生 は、 火 

星 人から うばって 来た 変 話 機 を 用いて、 しばしば 思い 

がけない 手柄 を 立てた のであった。 何しろ 火星人が、 

何 かもの を 言う と、 その 意味が すぐさま こ つちに わか 

るので、 火星人 はよ く 不意 をう たれて 追っぱらわれる 

ような ことがあった。 

だが、 火星人 は、 いつも 大 江山 課長 を 隊長と する 警 

察隊 のために、 追っぱらわれる だけで、 つ い ぞっか まつ 

たこと はない。 何しろ あの 強力な 火星人の ことで ある 


から、 人間が あたりまえに 向かった ので はとても 相手 

にならない が、 変 話 機のお かげで、 東京に おける 火星 

人の 人間 狩の 計画 は、 夜の ふける につれ て、 めちゃめ 

ちゃに な つ てし ま つ た。 

警視総監 は、 別に 命令 を 出して、 火星の ボ— ト がた 

くさん 着陸して いる 山梨県の 山奥へ も、 討伐 隊を 向け 

たのであった。 ところが、 この 方は大 失敗に 終った。 

数百 名からの、 警官隊 は、 火星 兵団の ため 見事に やつ 

つけられて しまったの である。 

「とても、 警官隊で はだめ です。 兵隊さん に 出かけて 

もらわなくて は、 とても 勝 味が ありません」 


と、 心細い 報告が 大 江山 課長の もとへ、 届いた ので 

あった。 

「ふうん、 残念 だ」 

と、 課長 は その 報告 文 を 手に して 歯を食いしばった。 

新田 先生 は その そばに いた もの だから、 悲しむべき 

警官隊の 敗退 を、 すぐ 知る ことが 出来た。 

「ねえ、 大 江山さん、 失礼ながら 警官隊 だけで は、 火 

星 兵団 はどうに もな りません よ。 軍隊 を 向ける にして 

も、 重砲 か 重爆撃機 を 持って いかなくて は、 とても 攻 

略 は 出来ないでしょう」 

と、 自分の 思う ところ を 述べた。 


課長 はだ ま つ てうなず いた。 

「だが、 軍隊 を 出す という こと は、 そうかん たんにい 

かないの だ。 総監 は どんな 目にあおう とも、 ぜひとも、 

警官隊で も つ て、 火星 兵団 をつ かまえる ようにと 厳命 

して おられる の だ」 

「課長さん。 それ はどう 考えても 無理な 話です よ」 

と、 新田 先生 は、 正直に 考え を 言った。 しかし、 先 

生と て 総監 や 課長の 苦しい 胸の 中 を 察しない ではな 

かった。 

火星 兵団の 先遣 隊を 討伐に 向か つ た 決死 警官隊 は、 

どれ もこれ も、 ひどい 損害 をこう むり、 本庁に は 次々 


に、 全滅の 報告が 舞い こんだ。 

東京 市内の 警戒の ため、 夜通し 町の 辻に 立って、 任 

務を つづけて いる 大 江山 課長 は、 その 報告が やって来 

るた びに、 さらに 顔 を 暗く した。 

新田 先生 は、 いつも 課長の そばに ついてい たが、 課 

長の 苦しそう な 表情 を 見る につけて、 先生 もまた だん 

だん 苦しくな つて 来た。 

(これ は、 こんな こと をして いたので はいけ ない。 何 

とか、 ここで 我々 が もりかえさなければ …… ) 

先生 は、 どうし たらよ いかと それ を 考えた が、 すぐ 

に 名案 も 浮かんで 来ない。 


「ねえ、 新田さん。 せめて 佐々 刑事に 連絡 をと る 方法 

がない もの かねえ」 

「さあ、 困り ましたな」 

と、 先生 は 首 を 振って、 

「もう 佐々 さんが、 山から 下りて 来ても いいころ なん 

です が、 何 をして いるので しょうね」 

新田 先生 は、 佐々 刑事が 火星の ボ— トに 乗って、 宇 

宙に とび 出した こと を 知らない。 先生が 知らない くら 

いだから、 大 江山 課長が 知る はずがない。 

「では、 もう 一度、 私が 山へ 上って みまし ようか」 

と、 先生 は 言 出した。 


「いや、 それ はいけ ない」 

と、 大 江山 課長 は 強く 言って、 

「佐々 は、 火星人に 殺されて しまったの かも 知れない 

の だ。 この 上 あんた が 行って、 また それつ きりに なつ 

たら、 どうして 火星人 を 攻めて 行って よい か、 見当が 

つかなくなる」 

「だって、 私な どが …… 」 

「いや、 この 上 は、 火星人の こと を 少しで も 知ってい 

る 者 は、 大事に してお かなければ ならない」 

先生 は、 その 時、 はっと 気がついた。 

蟻 田 博士の こと を。 


「大 江山さん。 蟻 田 博士の その後の 消息 は、 わかり ま 

した か」 

大 江山 課長 は、 帽子の あごひも をし め 直しながら、 

「その 蟻 田 博士の ことなん だが、 我々 も、 一生懸命に 

さがして いるんだ が、 手がかり なしでね、 全く 残念な 

んだ。 博士が 見つかれば、 我々 は、 きっと 何 か 火星人 

について、 大切な ことが 聞 出せる と 思 うんだ が …… 」 

と、 ほんとうに 残念そう に 言った。 

「大 江山さん。 あなた は、 蟻 田 博士 を、 どう 思って い 

るので すか」 

「どう 思 つ て いると は？」 


「つまり、 博士 はいい 人 だと か、 悪い 人 だと かいう こ 

とです」 

「さあ、 そんな こと は、 うっかり 言えない がね え」 

と、 課長 はつつ しみ 深い 口ぶりで、 

「ここ だけの 話 だが、 前に は、 蟻 田 博士 は、 おかしい 

と 思って いたんです。 しかし、 こうして 博士の 予言 通 

りに 火星 兵団が 攻めて 来た 今日、 私 は 博士 はお かしい 

とば かリ、 きめてし まう わけに はいかんと 思う」 

大 江山 課長 は、 前の こと を 思い出しながら、 しんみ 

りと、 ただ今の 気持 を 先生に 話した。 

「じゃあ、 蟻 田 博士が、 とうとい 大学 者で ある こと を、 


大 江山さん はみ とめた わけです ね」 

「まあまあ、 それに 近いと 思って 下さい。 だが、 我々 

は 博士に ついて、 全く 気を許して しまう わけに はいか 

ない と 思つ ている」 

「え、 気が 許せない というので すか。 それ はまた、 な 

ぜ です」 

「それ はつ まり、 これ もこ こだけ の 話 だが、 蟻 田 博士 

は、 火星の スパイで はない かと、 そんな 気 もす るの だ」 

大 江山 課長 は、 蟻 田 博士が 火星人の ことな ど をよ く 

知ってい るが、 火星の スパイで はない かと 思う と言う。 

それ を 聞いて いた 新田 先生 も、 実は、 自分の 先生で 


ある 蟻 田 博士が、 いい 人で あるか、 それとも 悪い 人で 

あるか、 はっきり わからなかった ので ある。 博士の 曰 

頃の 行い は、 あまりに とっぴで ある。 人間ば なれが し 

ている。 博士から、 教え を 受けて いた 昔の こと を 思い 

出して みるのに、 博士 は、 ただもう 学問の ことに、 い 

つも 夢中であって、 学問の ためなら、 その外の どんな 

ことで も、 捨てて しまう というた ちであった。 だから、 

学問の ためなら、 大 江山 課長が うたがって いるよう に、 

或は、 火星の スパイと なって、 地球人 類 を 陥れる かも 

知れない と、 そんな 風に 思われて 来る のだった。 

(もし、 博士が、 ほんとうに 火星の スパイ を 働いて い 


ると すると、 これ は 許して おけない ことで ある。 これ 

はどうしても、 博士 を 探し出し、 ほんとうの 気持 をた 

しかめて みる 必要が ある。 何しろ、 火星の 学問 をお さ 

めて いる 学者と して、 博士 以上の えらい 人 はいない の 

だから、 ぜひとも、 博士が 火星の 味方 をし ないように 

説き ふせなければ ならない) 

と、 新田 先生 は、 ついに、 はっきり 自分の 覚悟 をき 

めた のだった。 

「大 江山さん。 私 は、 これから 行って、 博士 を 探して 

来ます」 

「何、 博士 を 探しに 行く というので すか」 


課長 は、 びっくりした。 

「そうです。 すぐ 出かけます」 

「それ は、 我々 にと つても ありがた いこと だが、 新田 

さん、 あなたに は、 博士が どこに いるか、 わかって い 

るの かね」 

博士 は ど こにいる か？ 

もちろん、 新田 先生 は、 博士の 居る ところ を、 はつ 

きり 知らなかった。 だが、 先生 は、 あると ころへ 見当 

をつ けて いた。 


^ 地底の 声 


行方不明の 蟻 田 博士 を 探す ために、 新田 先生 は、 た 

だ 一 人で 出かけた。 

この 夜更、 しかも 火星人が 人間 狩 を はじめていて、 

往来の あぶない 時 にもかかわらず、 先生 は、 だんぜん 

出かけた ので ある。 

大 江山 課長 は、 先生の 強い 決心 を 聞いて、 ぜひとも 

警官 を 五、 六 人、 連れて行く ようにと すすめた ので あ 

るが、 先生 は、 考える ところが あるから、 一 人で 行く 


と 言って、 護衛の 警官の ついて 来る の を 断った。 

さて、 新田 先生 は どこへ 行く のであろう か。 

先生の 足 は、 博士の 研究所の あった 麻布の 高台へ 向 

いた。 夜の 町 を 歩く 先生 は、 度々、 非常線に ひっかかつ 

て、 警官から きびしい 取調 を 受けた が、 その 度に 大江 

山 課長から 貰った 通行 証 を 差 出して、 そこ を 通して 

貰った。 ついに、 先生が 博士の 研究所 跡に たどり 着い 

たの は、 真夜中の 二 時の ことであった。 

研究所 跡！ 

あの りっぱな 天文台の 円い 大きな 屋根 も 今 はない。 

あの 日の 大地震で、 すっかり 崩れて しまったの である。 


先生が 勉強して いた 本館 も、 今 は 地上に 崩れて しまつ 

て、 石塊の 間から は、 雑草が 芽 を 出して いた。 雲間 を 

もれて 来たう す 明かる い 月光が、 蟻 田 博士の 研究所 跡 

を 照らし 出して、 見る からに、 はだ 寒い 荒涼たる 風景 

の 中に、 新田 先生 は 気 も ぼんやりして、 たたずん だの 

である。 

「ああ、 これで は 博士 を 見つける ことなん か、 思い も 

よらない！」 

新田 先生 は、 深い ため息と ともに つぶやいた。 

ひょっとしたら、 研究所 跡の どこかに、 博士が 小屋が 

けで もして、 がんばって いるので はない かと 思った が、 


見渡した ところ 崩れた 跡 は そのままであって、 博士の 

住んで いる 様子 は どこに もなかつ たので ある。 

蟻 田 博士の 天文台の 崩れた あとに、 月光 は、 ぼん や 

りと 光 を なげて いる。 まるで 墓場の ような 風景で ある。 

ただ 一 人 そこにた たずんで いる 新田 先生の 心に は、 言 

い あらわせない ほど、 いろいろの 思いが、 わいて 来た。 

博士 は、 どうして いるので あろう か。 

そうして、 博士 は 一体い い 人な のか 悪い 人な のか。 

そうして、 また 大 江山 課長の 言うよう に、 ほんとうに 

火星の スパイ を はたらいて いるので あろう か。 

博士の 研究所 は、 このように、 めちゃめちゃ にくず 


れ ている。 だから、 博士 は どこへ 行った こと やら わか 

ら ない。 とにかく、 こんなと ころに 博士が とどまって 

いない こと は、 たしかであろう。 

先生 は、 深夜に せっかく ここまで やって来 たが、 こ 

ん なわけ でかな り 気 を 落した。 こう なれば、 どこか 別 

のと ころ を 探しに 行く より 外に 仕方がな いと 思った。 

が、 しかし、 何 か 博士の 行方に ついて、 手がかり にな 

るよう な ものが 落ちて いない かと、 あたり を 見 まわし 

た。 

その 時、 先生の 目に とまった ものが ある。 

「おや、 これ は、 後から 掘りお こした 穴の よう だ」 


先生の 足 もとに は 壁が くずれて、 コンク リ— トの塊 

や 木材が、 ごたごたと 折 重なって いたが、 その コンク 

リ ー トの 塊の 間に、 人間が くぐれる くらいの 穴が あい 

ていたの である。 それ は、 ちょうど くずれおちた 屋根 

の 下にな つていて、 遠くから 見た ので は、 穴の あいて 

いる ことが わからない。 先生 は 俄に 元気 を とりもどし 

た。 

(ひょっとすると、 この 穴の 中に 誰かが、 かくれて い 

るので はなかろう か) 

そう 思って、 新田 先生 は、 からだ を かがめる と、 穴 

の 中の 様子 をう かがった。 


(おや、 何だか、 穴の 中で、 かすかに 人の こえが する 

よう だ) 

先生 は、 耳 をす ました。 

穴の 中から もれて 来る 話 声 は、 たいへん かすかで 

あった。 新田 先生 は、 全身の 注意力 を 耳に あつめて、 

それ を 聞きと ろうと つとめた。 

だが 何 を 話して いるの か、 先生に はよ く 聞き とれな 

かった。 ただ、 その 話 声 は、 かなり 深い 地底から 聞え 

てく る ものである らしく 思えた。 それにしても、 不思 

議な話 声で は ある。 

(どうも 日本語で はない らしい ぞ。 一体 誰が 話 をして 


いるので あろう か) 

先生 は、 二重の 不思議にぶ つかった。 

穴の 中へ はいつ て 行こうと は 思った が、 中から 聞え 

るの が、 日本人の 話 声で ない ことが わかる と、 たいへ 

ん 気味が 悪くな つて、 はいる 決心が つかなかった。 

その 時、 新田 先生 は、 ふと 心の中に 思い浮かべ たこ 

とがあった。 

(まさかと は 思う が、 あるいは …… ？) 

と、 持って いた 変 話 機 を 耳に あてて みたので ある。 

すると、 どうであろう、 穴の 中の 話 声が、 たちまち 日 

本 語に かわったの である。 


(あつ、 やっぱりそう だった。 中に いるの は 火星人 

だった の だ！) 

先生のお どろき は、 たとえよ うのない くらい 大き 

かった。 くずれた 蟻 田 博士 邸の 下に、 火星人の 話 声が 

している！ 

先生 は、 変 話 機 を かたく、 にぎりしめて、 地下から 

聞え て 来る 話 声 を 聞きと ろうと、 一 生けん めいだ。 

「 …… いや だな あ。 これ はいよ いよく さって、 落ちて 

しまう だろう」 

「ふん、 なるほど。 だいぶん ひどくな つたね え。 何と 

か 手当 を しないと いけない。 博士 は、 この こと を 知つ 


ている のか」 

「知ってい るよ。 博士 は、 薬 を 作って いるの だ。 だが、 

それ はいつ になったら 出来 上る のか、 見当が つかない 

んだ」 

「困った ねえ」 

地底から は、 火星人の 言葉で、 そんな こと を 話し合つ 

ている のが 聞え る。 

(火星人が、 この 穴の 中に、 かくれて いるの だ！) 

新田 先生 は、 大変な 発見 をした のであった。 そんな 

ことがあろうと は、 今の 今まで 夢にも 考えて いなか つ 

た。 


しかし、 不思議な の は、 火星人の 話で ある。 それに 

よると、 一 一人の 火星人の 中の 一 人が、 何 か 病気に かかつ 

ている らしい。 それ は、 体の くさる 病気の ようで ある- 

博士が、 その 病気 をな おすた めに、 薬 をつ くって いる 

と言う。 博士と いうの は、 たぶん 蟻 田 博士の ことで あ 

ろう。 

くわしい こと はわから ない が、 博士が まだ ちゃんと 

生きて いる ことと、 そうして この 附近に 姿 を 現す こと 

が、 あきらかにな つたので、 新田 先生 はます ます 元気 

を 取り もどした。 もう 少し、 しんぼうして おれば、 蟻 

田 博士に めぐりあう ことが 出来そう である。 


(よし、 では、 中へ 下りて 行って みょう) 

先生 は 決心した。 どういう わけで 火星人が こんなと 

ころへ はいり 込んで いるの か、 その わけ はわから ない 

が、 とにかく ひとつ、 あたって くだけろ である。 

先生 は 立 上った。 そうして、 なるべく 音の しないよ 

うに 気をつけながら、 足 を 穴の 中に 入れた。 

こわれた コンク リ— トゃ 石塊 やが、 ご つ ごつ とっき 

出て いて、 その上に 足 を ふみしめ、 手で つかま リ なが 

ら 、下りて 行く ので あるから、 なかなか 大変な こと だ つ 

た。 だが、 豆 電灯が ついてい るので 助った。 

少し 行く と、 ちゃんとした 階段のと ころへ 出た。 


(階段 だ！) 

その 階段に は、 先生 は 見覚えが あった。 上から 下り 

て 来て、 急に 右へ まがる 階段で ある。 それ は 博士が 秘 

密 にして いた あの 部屋の 階段で あつたの だ。 

(ほう、 こんなと ころに つづいて いたの か) 

と、 新田 先生 は、 うれしい おどろきに、 目 を まるく 

した。 階段の 下に は 一 体 何が ある？ 

地下 階段の まん 中に 立って、 新田 先生 は、 ずっと 前 

のこと を 思い出した。 

それ は、 蟻 田 博士の 留守の 時、 千 二 少年と 二人して、 

この 地下 階段 を 下りて 行った ことがあった。 その 時、 


この 下で 何だか、 えたいの 知れない 生物 を 見た おぼえ 

が ある。 

その 時、 一し よに いた 千 二 少年 は、 今 はこ こにいな 

ヽ o 
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どうな つたであろう、 千 二 少年 は？ 

少年 はこの 前、 この 同じと ころで 怪人 丸木の ため、 

さらわれて しまったの であった。 どうしたの だろう。 

千 二 少年 は？ 無事で 生きて おれば いいが、 死んだ の 

ではなかろう か。 もし 千 二 少年に めぐり 会えれば、 火 

星 兵団の 秘密が、 もっと いろいろと わかって 都合が い 

いこと であろうに。 


先生 は 階段のと ころで たたずんだ まま、 しばらく 千 

二 少年と 一し よに ここへ 来た 日の 思 出に ふけって、 胸 

がしめ つけられる ようで あつたが、 やがて、 ぼんと 胸 

をた たき、 

「いや、 過ぎた こと を、 そんなに くよくよ 考えて いて 

も、 しかたがない。 今 は、 地球の 人間 を 救うた め、 そ 

うして 火星 兵団の 暴力に 手向かう ため、 どんどん 働か 

なければ ならない の だ。 めめしい こと を 考えて、 涙な 

んか 出して いて はならない 時な の だ！」 

先生 は、 自分の 心 を 自分で はげました。 そうして、 

覚捂 をき める と、 階段 を しずかに 下りて 行った。 


階段の 下に は 何が ある？ 前に 来た 時と 同じに なつ 

ている のであろう か。 

下りながら 先生 は、 はっと 気がついた。 大変 重大な 

こと を 忘れて いたので ある。 

「これ は、 うつか リ していた。 この 地下室から 聞え て 

来る 話 声 は、 怪人 丸木の 声で はなかろう か。 それ だつ 

たら、 大変 だ」 

先生の 足 は 階段の 途中で、 しぜんと とまって しまつ 

た。 

新田 先生 は、 ふたたび 自分の 心 を 鞭打った。 

(私 は、 もっとし つかりし なければ ならない。 こうな 


れば、 怪人 丸木で あろうが、 誰で あろうが、 ぶっかつ 

てみ る ほか、 みち はない の だ。 我々 地球人 類の 幸福の 

ために！) 

新田 先生 は、 胸の 中に そう 叫ぶ と、 今度 は 決心 も か 

たく、 しずかで は あるが、 たしかな 一歩一歩 を ふんで、 

地下へ 下りて いった。 

階段 は、 右の 方へ まがつ ている こと も、 前と 同じ だつ 

た。 下へ 下りて いくうち に、 ぶうんと 妙な においが 先 

生の 鼻 を 打った。 それ も、 この 前 かいだのと 同じに お 

いであった。 

先生 は、 なお も 下へ 下りて 行った が、 急に あかりが 


とどかない 廊下へ 出て しまった。 

(これ は 足 もとが あぶない！) 

と 思った もの だから、 先生 は ポケットに 入れて 来た 

懐中電灯 を 取 出そうと 思って、 そこに 立ち どまった。 

その 時、 先生の 足 もとが、 ぐらぐらと 動いた。 

「あつ！」 

と 叫んだ 時 は、 もうお そい。 先生の 体 はかた むいて、 

がらがらと 土の くずれる 音と ともに、 そのまま 下へ す 

ベリお ちていった。 

やがて、 先生の 体 は、 下にと まった。 とたんに 上 か 

ら土ゃ 石ころが、 ばらばらと おちて 来て、 先生の 目と 


いわず 口と いわず、 さかんに 飛込んで 来た。 

「ああつ II」 

先生 は、 いきぐるしく なって、 土 や 石ころ を かき わ 

けて 立 上った。 が、 頭 をした たかに 打 たれた ので、 先 

生 はしば らく、 ぼうっと していた。 

ひゆう、 ひゆう、 ひゆう。 

o\  •、  o、  •、  o、  ,、  o、  >o 

ぶ \/ ブカ \/ ぶく  > ベく 

先生が、 気がついた 時、 そういう あやしい 叫び声が、 

すぐ 間近に 聞え た。 

先生が、 気がついて みると、 その 前に は、 丈夫な 檻 

があった。 


檻の 中には、 不思議な 生物が いた。 それ は 犬ぐ らい 

の 大きさで あつたが、 犬で はなく、 形 は、 たこに よく 

似て いた。 —— 大きな 頭に、 ぎろ ぎろ と 動く 大きな 目 

玉、 それから、 胴中が ほんのち よつ ぼり しかつい てい 

なくて、 すぐ 手足み たいな ものが 生えて いる。 

「あつ、 まだ 生きて いたな。 この 前、 穴からの ぞいた 

時に、 下にう ごめいて いた 怪物 は、 こいつら だ！」 

先生 は、 急に は 言う こと をき かぬ 体 を、 むりやりに 

動かして、 檻から すこし 後に 下った。 

ひゆう、 ひゆう、 ひゆう。 

o\  •、  o、  •、  o、  ,、  o、  >o 

> ^く ブカ \/ ぶく  > ベく 


怪物 は、 二 匹であった。 その 二 匹の 怪物が、 檻の 中 

から、 しきりに、 新田 先生の かお を ながめつつ 口 をと 

がらせて、 何 か 叫んで いるの だ。 

先生 は、 はじめび つくりした。 それ は、 あまりに 気 

味の わるい 怪物の そばへ、 近よ つていた からで ある。 

ところが、 怪物 は、 檻の 中で 吠えた てて いるが、 ベ 

つに 先生に 飛び かかろう という 風で はなく、 どうやら 

何 か 訴えて いるよう だ。 

そこで、 新田 先生 は、 変 話 機が あった こと を 思い出 

して、 こころみに それ を 耳に かけて みた。 すると、 は 

たして、 


「もしもし、 私たち を 助けて 下さい」 

と、 はっきりした 日本語が、 変 話 機 を 通じて 聞え た 

のであった。 

「おお、 こいつら も、 火星 語 を はなす ぞ。 すると、 や 

はり 火星人な のかな」 

先生 は、 もう 恐し さも 何も 忘れて、 変 話 機の たいし 

た 力と、 目の前に かわった 姿 を さらして いる 地底の 怪 

物と に、 たいへん 心 を ひかれた。 

「どうか、 我々 のために、 力 を 貸して 下さい。 蟻 田 博 

士を 見ませんでした か」 

と、 かの 怪物 は、 先生に なれなれしく 話しかけ るの 


であった 


1 来 J  ！  f  ！ 

4  llllnt  llllnt 


「不思議な 生物 だ！」 

と、 新田 先生 はつぶ やいた。 

博士 邸 跡の 地底に ひそんで いる その 檻の 中の 動物 は、 

大きな、 たこの ような かたち をして いて、 火星 語 を 話 


(火星 語 を 話す からに は、 火星に いるもの のよう であ 

るが、 しかし 火星人と は、 形が ちがうよ うだ) 

新田 先生 は、 怪人 丸木 を 始め、 山梨県の 山中で 見た 

たくさんの 火星人の、 あの いかめしい 姿 を 思い浮かべ 

た。 

丸木た ち は、 ずっと 形が 大きい。 背 も、 人間と ほと 

んど 同じ くらいだ。 ところが、 檻の 中の 怪物 は、 それ 

ょリ ずっと 小さい。 大体、 半分ぐ らいの 大きさし かな 
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それから、 まだ 違う ところが ある。 丸木た ち は、 ま 

るで ドラム缶の ような、 かたい 胴 を もってい るが、 そ 


れに 引き かえ、 この 地底の 怪物 は、 胴な ど は あるの か 

ない のか、 わからない くらい 小さい。 

こう 考えて 来る と、 先生に は、 この 地底の 怪物と 丸 

木た ちの 火星人と は、 全く 別の 生物の ように 思われて 

来る のだった。 不思議な 動物 だ。 蟻 田 博士 は 前から こ 

の 怪物 を 飼って いたらし いが、 どうして こんな もの を 

生け どった のであろう。 そうして、 また、 なぜ こんな 

もの を 飼つ ている のだろう か。 

新田 先生の 頭の 中には、 いろいろと 疑問が 泉の よう 

に 湧いて 来て、 とめよう もなかった。 が、 先生 は、 こ 

こで 決心 を かため、 この 怪物と よく 話 をして みょうと 


思 つ た。 

「私で よかったら、 助けて あげよう が、 どう すれば い 

いの かね」 

新田 先生 は、 例の 変 話 機 を 口に あてて、 もの を 言つ 

てみ た。 

怪物 は 驚いた。 新田 先生が、 思いがけなく 火星 語 を 

使った ので …… 。 しかし、 それ は 別に 驚く こと はない。 

先生 は 火星人から 分捕った 変 話 機 を 口に あてて、 使つ 

てみ ただけ なの だから。 

「ほんとうに、 私たち を 助けて くれます か」 

怪物 は、 新田 先生の 顔 を 見て、 喜びの 声 を あげた。 


が、 急に がっかりした 様子で、 

「いやいや、 だめ だ。 蟻 田 博士で ない と、 私たちの 取 

扱い方が わからない。 せっかく だが、 あなたで は、 だ 

めです よ」 

そう 言って、 怪物 はしおれて しまった。 

「何、 わけが ないじ やない か。 私 は、 この 檻 を 破って 

君た ち を 出して あげよう」 

そう 言って 先生 は、 そばに 落ちて いた 鉄の 棒 を 拾い 

あげる と、 檻の 弱そう なと ころ を 打とうと した。 

「ま、 待った、 待った」 

と、 怪物 は 叫んだ。 


「え つ 」 

「そんな もので 打って は、 減圧 幕に 穴が あいて、 こわ 

れて しまう。 減圧 幕に 穴が あけば、 私たち は、 一 べん 

に 死んで しまう」 

と、 怪物た ち は、 声 を そろえて、 新田 先生が 鉄の 棒 

を ふりおろ すの をと めた。 

「ええつ、 その 減圧 幕と は、 どんな もの？」 

いきなり 減圧 幕と いうの が、 とび 出して 来たので、 

先生 は 面 くらった。 

「減圧 幕と いうの は —— つまり、 私たちの 体 を、 まもつ 

て くれてい るすき とおった 幕 だ。 地球の 空気 は、 たい 


へん 濃い の だ。 私たち は 地球の 空気の 中に、 そのまま 

はいる こと は 出来ない。 強い 空気の 圧力の ため 押しつ 

ぶされ て、 小さくな つて 死んで しまう の だ」 

怪物 は 自分の 体の 秘密に ついて、 不思議な こと を 語 

リ 出した。 先生 は、 それ を 聞いて いるう ちに、 重大な 

ことに、 気がついた。 

「じゃあ、 君た ちの 国で は、 もっと、 うすい 空気の 中 

で暮 している の だね」 

「そうだと も」 

「君た ちの 国と いうの は どこ だ。 もしゃ、 君た ちの 国 

は 火星 じ やない のかね」 


と、 新田 先生 は、 地底の 怪物に 尋ねた。 

地球に くらべる と、 ずっと、 うすい 空気の 中に 住ん 

でい ると いうから、 火星で はなかろう かと 思った の だ _ 

すると 怪物 は、 

「そうだと も。 我々 は、 火星人な の だ。 私 は ロロと い 

う 名前 だ。 そばに いるの は ルル だ」 

と、 たいへんな こと を 白状して しまった。 

それ を 聞いた 新田 先生の 驚き は、 非常な もので あつ 

た。 

「ええつ、 君た ち は 火星人 か。 あの、 火星人 …… 」 

と、 先生 は 思わず 大きな 声で 叫んだ が、 その後で 首 


を 左右に 振り、 

「うそ だ、 そんな こと はう そだ。 私 は、 これまで にた 

くさん の 火星人 を 見た が、 君 たちのよ うな、 そんなぐ 

にやぐ にやの 体 をして はいない し、 また そんなに 小さ 

く はない。 だから、 うそ だ」 

と 言った。 すると 怪物 は、 たいへん 不満ら しい 言葉 

つきで、 

「私たちが 火星人で なければ、 どこに ほんとうの 火星 

人が いるもの か。 私たち は 火星人 だ」 

「いや、 違う。 火星人 は、 大きな 強い 胴 を 持って いて、 

背 も 我々 人間と 同じ くらいだ。 それから、 ちゃんと 人 


間と 同じような 首 を 持って いる。 もっとも その 首 は、 

よくこ ろげ 落ちる ので、 ちょっと へんだ が …… 」 

と、 そこまで 言う と、 先生の 話 を 聞いて いた 火星人 

は、 急にから からと 笑い出した。 

「何が おかしい」 

「いや、 それで わかった。 あなたの 言う の は、 火星 兵 

団の 隊員の ことだろう」 

「君た ち は、 火星 兵団 を 知っている のかね」 

「もちろん 知ってい るよ。 しかし、 人間なん て、 ばか 

な ものだね。 私たちと 火星 兵団の 隊員と が、 同じ 火星 

人 だとい うこと に 気がつかな いのかしら。 ほつ、 ほつ、 


ほつ」 

「君た ちと 火星 兵団の 隊員と は、 同じ 火星人 だ つ て？」 

新田 先生 は、 どうしても 信じられない と言う 顔で、 

地底の 怪物に 問 返した。 

「ほつ、 ほつ、 ほつ。 まあ 文化の 低い 地球人 類に は、 

その わけがわからないの も 無理で はない がね。 ほつ、 

ま， つ、 まつ- 

怪物 は、 檻の 中で、 からだ を 奇妙に くねらせて 笑う 

あ ン 

のであった。 それ は、 まるで 川岸に 生えて いる 蘆が、 

風に ゆれる ような か つこう であった。 

「その わけ を 話した まえ。 でない と、 私 は 君た ち を 助 


ける の を、 やめて しまう かも 知れない よ」 

と、 先生 は、 わざと 怪物 をお どした。 

「ま、 待って くれ。 あなたで も 蟻 田 博士で も、 地球人 

類 はすぐ に 怒り 出す から 嫌 さ」 

と、 怪物 はぶつ ぶつ 言って、 

「じゃあ、 その わけ を 言う がね。 たいした ことで はな 

いの だ。 さっき も 言った ように、 私たちが、 地球の 上 

で ちゃんと 生きて いるの は、 この 檻の 内側に、 目に は 

見えない が 蟻 田 博士の 発明した 減圧 幕 を 張って あるた 

めだ。 ところが、 火星 兵団の 連中 は、 こんな 便利な 減 

圧 幕の ある こと を 知らない ために、 あの 大げさな 入れ 


物の 中に、 はいって いるの だ」 

「入れ物？」 

「そうだ。 入れ物 だよ。 入れ物と いうの は、 ほら、 さつ 

き あなたが 言った ではない か。 たいへん かたい 胴！ 

ドラム缶の ような 胴！ あれが その 入れ物なん だよ」 

「火星人が はいって いる 入れ物？ あの いかめしい 

どうなか 

胴中に 火星人が はいって いるの かね。 地球の 空気が あ 

ん まり 濃す ぎる ので、 あの 胴の ような 入れ物の 中に、 

火星人が はいって いるの かね。 ほんとう かね。 いや、 

ほんとう らしい。 ふうん、 それ は 驚いた。 へええ つ」 

新田 先生 は、 驚き を かくそう ともせず、 しきりにた 


め 息をついた。 

「ふうん、 そうか、 火星人の 体に、 そんな 秘密が ある 

と は 気がつかなかった」 

と、 新田 先生 は、 地底に うごめく 火星人の 話 を 聞い 

て、 感心の あまり ひざ を 打った。 

そういう ことが、 ほんとう だとす ると、 いろいろな 

ことが わかる。 小学生た ちが 生け どった 火星人が おし 

まいに 胴中 一 つに なって ころげ 廻る うち、 折から 行進 

して 来た 戦車に ぶっかって、 胴中が 粉み じんに 割れ、 

その 時、 中から ゴムで こしらえた たこの ような ものが 

ころがり 出て 来たと ころ を、 大きな 犬が くわえて 行つ 


た 謎の ような 事件が あつたが、 今、 火星人の 話 を 聞い 

て、 あの 不思議な 謎 も、 たちまちに、 解けて しまう。 

つまり、 火星人 を、 地球の 濃い 空気の 圧力から まもつ 

ていた 胴が こわれ、 その 中に いた 火星人 は、 たちまち 

空気に 押しつけられて、 小さく ちぢまって しまったの 

だ。 だから、 あのよう に 小さな 体に なって しまった わ 

けだ。 

頭の すぐれた 火星人 は、 人間に 近づく ために は、 そ 

のま まの、 自分の 姿 を 人間に 見せて は 損 だと 思い、 怪 

人 丸木の ように、 また 山梨県の 山中に 着陸した 火星 兵 

団の 兵士 たちのよ うに、 胴の 上に、 つくりものの 首 を 


つけたり、 これ も つくりものの 手 や 足 をつ けたり して 

ひたすら 人間の 形に 似る ようにつ とめて いたので あつ 

た。 

「何とい う 用意の いい 火星人だろう」 

と、 新田 先生 は 三度 感心の 声 を 放った。 

「さあ、 あなた、 感心ば かりして いないで、 私たち を 

早く 助けて 下さいよ、 ねえ」 

と、 檻の 中の 火星人が、 先生に さいそく をした。 

「おお、 そうだ。 こうなる 上 は、 善良な 君た ち を、 ぜ 

ひ 助けて あげたい が、 一体 蟻 田 博士 は …… 」 

と 言って いる 時、 後で 咳ば らいが 聞え た。 


^ 人間 ぎら い 


「何 だ、 新田 じ やない か。 お前 はけし からん 奴 だ」 

と、 しわがれた 声が、 先生の 背中の、 すぐ 後でした。 

「あつ、 蟻 田 博士！」 

いつの 間に、 ここへ はいって 来たの か、 蟻 田 博士が、 

先生の 後に、 ぬつ と 立って いた。 

「博士、 どうして， ，- こへ？」 


「どうして ここへ？ ふん、 あたり 前 だ。 ここ は、 わ 

しの 研究所なん だからな。 他人の さしず を 受ける もの 

か」 

と、 博士 は 相 変らず、 気み じかで、 ずけずけした 口 

をき く。 

その 時、 新田 先生 は、 久方ぶ リに 見る 博士の 姿が、 

この 前 見た 時と は 違い、 大 へん やつれて いるの をいた 

ましく 思った。 すなわち、 腰 はまが リ、 顔 はさら にや 

せ、 真白の 頭髪 はぼう ぼうとの び、 あの かっこう よく 

かりこん であった あご ひげ も、 のび ほう だ いに のびて、 

たけ ぽ うき 

すリ 切れた 竹箒 のようにな つていた。 


(どうした のだろう か。 博士の この やつれよ うは？) 

博士 は、 鼻の 頭に ずり 落ちそう になる 眼鏡 を 押し あ 

げ ながら、 

「おい、 新田。 今、 聞いて おれば、 お前 はこ こにいる 

ロロと、 何 か 話 をして いた じ やない か。 お前 はいつ、 

そのような 勉強 をした のか、 いやさ、 どうして 火星 語 

を 話せる ようになった のか」 

博士 は、 不思議に 思って いるら しい。 

新田 先生 は、 今 はもう 仕方がな いと 思い、 変 話 機 を 

出して、 これまでの いきさつ を、 かいつまんで、 博士 

に 報告した のであった。 


博士 はうな ずきながら、 おとなしく、 先生の 話 を 聞 

終った 後、 

「ふうん、 お前に して は、 お 手柄 じ や。 その 手柄に め 

ん じて、 わし は、 これまでの お前の 罪 を 許して、 もう 

一 度、 門下生と して 教えて やろう」 

博士 は、 横柄な 口 をき いた。 

蟻 田 博士の きげんが、 大 へんいい ので、 新田 先生 は、 

この 時とば かり 博士に 聞いた。 

「博士、 モロ— 彗星が 地球に ぶっかる 日が、 いよいよ 

近づき ましたが、 どうにかして 人類 を 助ける 工夫 はな 

いでし ようか」 


博士 は、 ひげ を ふるわせ、 新田 先生の 顔 を じろ りと 

睨み、 

「助ける 工夫 はない。 たとえ、 助ける 工夫が あっても、 

今日の ような、 おろかな 人間 ども を 助ける こと は 無用 

だよ」 

「そ、 そんな、 らんぼうな 考え は、 よくない と 思い ま 

す」 

「わし は、 今日の 人類に は、 あいそが つきて いるの だ。 

そんな 連中 を 助けてみ たって、 始 らんで はない か」 

「博士、 そんな こと を 言わないで、 人類の ために 力 を 

出して やって 下さい。 博士が 本気に なって やって 下さ 


れば、 モロ— 彗星 衝突の 惨禍から、 かなり たくさんの 

人間が 救われる のではないでしょう か。 救われれば、 

どんなに 心がけの わるい 人間で も、 心 を 入れ かえるに 

違いありません」 

「わし は、 そんな こと を 信じない。 助け を 乞う 時には 

ちょっと いい 人間になる が、 助けられて しまった あと 

は、 またもと のように、 だら しのない 人間に 戻って し 

まう。 ふだん 自分勝手な、 欲ば つたこと ばかり をして 

自分 さえよ ければ、 この 地球が どうな つ て もい いなど 

と 思って いる、 そんな 心がけの よくない 人間 を、 助け 

て みても 一 向つ まらん よ」 


蟻 田 博士 は、 ずけずけと 地球の 人類 を やっつける。 

先生 も、 これに は、 とりつくし まがなかった。 

そこで、 話 を かえて、 

「博士、 そこにい る 火星人が、 お帰り を まってい まし 

たよ。 何でも、 体が わるい の だそう です ね」 

と言うと、 博士 は、 

「おお、 そうじゃった。 すぐさま、 手 あて をして やら 

にや」 

と、 檻の 方へ 近づいた。 

「おお、 かわいそうに。 今す ぐに、 よくして やる ぞ」 

地球人 類 は 大きら いという 博士が、 檻の 中の 火星人 


に対して は、 たいへん やさしくす るの は 不思議で あつ 

た。 

新田 先生 は、 博士の する こと を、 じっと見 まもって 

いた。 

博士 は、 鞠と 小さな 紙づ つみと を 持って、 檻の 中に 

はいった。 二人の 火星人 はまる い 頭 を あげて、 ひゆう 

ひゆう ぷくぷ くと、 喜びの 声 を あげた。 

博士 は、 奥の 方に 寝て いた 火星人の そばに よって、 

「薬 を やっと 作って 来た。 何しろ 火星の 上と は 違って、 

この 地球の 上に は、 なかなか いいのが 見つからな いの 

だ。 わし は、 日本 アルプスの 雪 を 掘りつ づけて、 やつ 


とこれ だけ 取って来 たの だ。 ほら、 この 通り」 

博士 は、 小さい 紙づ つみ を 解いて、 中から 小さい ガ 

ラス びん を 取 出した。 びんの 中には 褐色の 草の根の よ 

うな ものが 押し こんであった。 そこで 火星人 は、 また 

喜びの 声 を あげた。 

博士 は靼の 中から 小さな すり鉢 を 取 出し、 その 中へ 

草の根 を 入れて、 ごし ごしと すった。 すると 褐色の ね 

ばねば した 汁が、 鉢の 底に たまって 来た。 

博士 は その 汁 を 筆の 先につ け、 苦しそう にあえいで 

いる 病気の 火星人の、 手 だか 足 だか わからな いが、 そ 

のつ け 根のと ころへ、 ぬって やる のであった。 


火星人 は、 きいきいと 声を立てた。 

「どうじ や、 気持が よくな つたろう。 当分 まあ これで、 

しんぼうして いるんだ。 もうあと、 しばらく すれば、 

火星へ つれて 帰って あげる から、 元気 を 出しなさい」 

博士の 言葉 を、 新田 先生 は、 ふと 聞き とがめた。 博 

士 はこの 火星人 を つれて、 火星へ 行く と 言った ではな 

ヽゝ o 

レ 力 

「どうかね、 薬 をぬ ると、 しみる かね」 

と、 蟻 田 博士 は、 やさしく 火星人に たずねた。 地球 

の 人間 はきら いだが、 火星人 は 好きで あると 見え、 別 

人の ように、 やさしい 声 を 出す 博士であった。 


「博士、 だいぶん しみます。 しかし わたし は、 我慢し 

ていなければ ならないでしょう。 そうでな いと、 いつ 

まで も、 もとの 体に なれません からね え」 

と、 病気の 火星人 も、 たいへ ん 博士 を 信じて、 たよ つ 

ている らしい ことが、 その 言葉つ きから も、 うかがわ 

れた。 

そばで この 有様 を 見て いた 新田 先生 は、 全く 不思議 

な 気がした。 

「博士、 その 薬 は、 よほどき く 薬ら しいです ね。 一体 

どういう 病気に きく 薬な のです か」 

と 先生が たずねる と、 博士 は、 


「どういう 病気と いって、 こういう 病気に きくの だ。 

ほら、 見て いたまえ。 この 通り 火星人の くさり かかつ 

た 体が、 どんどん きれいに、 なおって いく」 

「なるほど、 不思議で すな あ。 そんなに よくき く 薬な 

ら、 わたしに も 分けていた だきたいです ね。 実は、 わ 

たしの …… 」 

「だめ だよ、 新田 君」 

と、 博士が 言った。 

「この 薬 はね、 君の ような 動物に は、 さっぱり きかな 

いんだ」 

「動物？」 


君の ような 動物と、 博士に 言われて、 新田 先生 はむ つ 

とした。 いくら 弟子で あると 言っても、 動物と 呼ぶ の 

は ひどい。 先生 は、 ここで 蟻 田 博士の 無礼 を やっつけ 

て やろう かとまで 思いつめ たが、 しかし、 今 は 重大な 

時で ある。 ここで 博士 をお こらせて しまって は、 人類 

のた め 大損で ある。 先生 は、 一 生けん めいに こらえた 

のだった。 

だが 実は、 博士 は、 悪気が あって、 先生 を 動物と 呼 

ん だのではなかった の だ。 

蟻 田 博士から、 「動物」 と 呼ばれた こと を、 新田 先生 

は いつまでも 忘れる ことが 出来なかった。 が、 それ は 


博士から、 「お前 は 動物 だ ぞ！」 と言われた 時に 腹が 

立った という、 それだけの ことではなかった。 それ か 

ら ずっと 後に なって、 博士の 言葉 を、 もう 一度たい へ 

んな おどろき と共に、 思い出さなければ ならない 大事 

件の 日が やって来 たからで ある。 それ は どんな 大事 件 

か、 やがて わかる。 

博士 は、 病める 火星人の ために 薬 を 塗 終えた。 

火星人 はたい へんに 喜んだ。 そうして 全身 を ふるわ 

せつつ、 自分の 体 を 博士の 体に すりよせ た。 

「蟻 田 博士、 ありがとう、 ありがとう」 

よほど、 うれしい らしい。 


博士 は、 にこに こ 笑って、 その 病める 火星人に、 ゆつ 

く リ体を 休ませる ように 言った。 そうして、 火星人が、 

そこに 寝る と、 その 火星人の 体の 上に、 きれ を かけて 

暗く し、 それから、 どういう わけ かその 火星人の 足 を、 

水 を いっぱい 張った 大きな 洗面器の ような ものの 中に、 

つけさせた のであった。 

それ を 見て いた 新田 先生 は、 また 不思議に 思った。 

「火星人の 足 を、 水に つけたりして、 一体 どうした わ 

けです か。 おまじない なんです か」 

と、 新田 先生 は 尋ねた。 

すると 博士 は、 首 を 左右に 振って、 


「いや、 これ はお まじない ではない。 こうす る ことに 

よって、 火星人 はさら にいき いきと して 来る の だ」 

と、 博士 は 妙な こと を 言った。 まるで、 植物の 根に 

水 を あたえて、 いきいきとさせる ような こと を 言った 

「え？ 博士の 言われる ことが、 よく わかりません が」 

「わからない と言うの か。 ふん、 君に は そこまで わか 

るまい」 

きせい も 

^ 寄生 藻 


蟻 田 博士の 手当が うまくいった のか、 病気の 火星人 

は、 その後す やすやと 眠り 出した。 

もう 一人の 仲間の 火星人 も、 気づかれ がした もの か、 

その そばで 大きな 瞼 を 重そう にばち ばちして いたが、 

これ もまた、 うつらう つらと 眠リ について しまった。 

急に あたり は、 しんとして しまった。 地底に は、 博 

土と 新田 先生と が、 じっと 向きあって いた。 師と 門下 

生と が、 ひさかたぶりに 水 いらず で 向きあって いるの 

であった。 博士の 心 はどう か 知らないが、 新田 先生の 

胸中に は、 これまでの いろいろな ことが 思い出されて、 


いたいく らいだった。 

だが、 先生 はいつ まで も、 めめしく はなかった。 地 

球の 壊滅 は、 もう 間近に せまって いるので ある。 めめ 

しく 涙ぐんで いる 時で はない。 

「博士、 この 火星人た ち は、 どうして ここにい るので 

す 力」 

と、 先生 は 質問の 矢 を 博士に 向けて 放った。 

「ああ、 この 二人の ことかね」 

博士 は、 長く のびて、 額に 落ち かかる 白い 髪 を かき 

上げながら、 先生の 方 を 向いた。 

「この 二人 は、 ずっと 前 わしが 火星に 行った 時、 助け 


て 連れて来て やった 火星人 なんだ」 

「え？ 博士 は 火星へ 行かれた ことがあ るので すか」 

先生 は、 びっくりして 尋ねた。 

「おや、 そのこと はま だ 話 をして なかった かね」 

「それ はう そです。 博士 は、 人間の 力で は 火星へ 行け 

ない と言われた ことが、 あつたではありません か」 

と、 先生 はつつ こんだ。 

「うむ、 たしかに それ は 言った。 しかし それ は、 一般 

の 人間 を さして 言った のじ や。 わしの 力 は 人間以上 

だ！」 

と、 蟻 田 博士 は、 いばって 言った。 


人間以上  という 言葉に は、 二様の 意味が ある。 

わし は、 すぐれた 人間 だとい うの か、 それとも わし は 

人間で はない ぞ というの か、 どっちであろう か。 

新田 先生に は、 その どっちの 意味 か、 わかり かねた。 

といって、 まさか 博士に、 

(博士 は、 人間で はない のです か？) 

と、 聞く わけに もい かない。 だから 先生 は、 この 大 

きな うたがい を 持った まま、 しばらく 問題 を 先へ 持ち 

こす 外なかった。 

「この 二人 を 助けた とおつ しゃった が、 なぜ 博士 は 助 

けられた のです か。 一体 この 二人の 素姓 は 何者です 


か」 

と、 先生 は 尋ねた ので ある。 

「ああ、 この 二人の 素姓 かね。 わしが 助けた 時 は、 二 

人 とも子 供だった。 二人 は、 女王 ラ— ラの 子供なん だ。 

ラ ー ラに は、 百 人ば かりの 子供が あつたが、 今 残って 

いるの は、 多分 この ロロと ルルの 一 一人 だけ だろうと 思 

う」 

博士 は、 すこぶる 奇妙な 話 を はじめた。 先生 は、 博 

土が でたらめ を 言って いるので はない かと 思った。 な 

ぜ かとい つて、 その ラ— ラ とかいう 女王に、 百 人ば か 

りの 子供が あつたと いう 話で あるが、 そんなに たくさ 


んの 子供が 生める であろう か。 

「博士、 ほんとうで すか、 その 話 は。 百 人の子 供 を 生 

むなん て、 あまり 不思議す ぎます よ」 

博士 は、 仕方がな いという 顔で、 首 を 左右に ふった。 

「ふん、 お前に は それが 信じられない かも 知れん。 い 

や、 むり もない。 だが、 それ はほんと うのこと なの だ。 

—— その 女王 ラ— ラは、 非常にす ぐれた 者 じ やった。 

我々 地球の 生物の ように、 やさしい 情 ある 心 を 持って 

いた。 だから 女王 は、 地球の 人類と、 たがいに 手 をと つ 

て、 力に なり 合おうと 考えた。 それが、 他の 火星人 ど 

もの 気に入らなかった のじ や」 


「火星 国に、 せっかく 地球人 類と 手 をに ぎって やって 

いこうと いう 女王 ラ— ラが 現れた のに、 多くの 火星人 

は 大反対 をして、 とうとう 女王 を 殺して しまった。 女 

王 だけで はない。 百 人 近い 女王の 子供た ち も、 ほ とん 

ど 全部 殺さ れて しまったの だ」 

と、 蟻 田 博士の 不思議な 話 は 続く。 

「ほう、 ずいぶん 残酷な 話です ね」 

「残酷 は、 元来、 火星人の 持って生まれた 悪い 性質な 

の だ。 わし は、 女王 ラ— ラ とその 子供た ちが 死ぬ とこ 

ろ を 見た が、 いやもう 気の毒な もの じ やった。 火星人 

は、 女王た ち を、 森の 中に つくった 大きな 牢 にぶち こ 


んだ。 その 牢は、 上から 見る と、 円形で、 高い 壁に か 

こまれ、 そうして 天井がなかった」 

「ままう」 

「女王た ち を、 この 天井の ない 牢に ぶちこむ と、 火星 

人た ち は、 今度 は 水 を そそぎ 入れた」 

「水の 中に、 おぼれさせ るので すね」 

「そうで はない。 水 は、 わずか 十 センチぐ らいの 浅い 

ものだった が、 その後で 投げ こんだ ものが、 恐るべき 

もの じ や」 

と、 博士 は、 その 時の こと を 思い出して か、 肩先 を 

ぶるぶると ふるわせた。 


「何です、 博士。 そのお そるべき ものと 言います と… 

〜」 

新田 先生 は、 博士の 答え を もどかし がった。 

「それ は、 一種の 藻 じ や。 見たところ は、 たいした こ 

とのない 緑色の 藻 じ やが、 その 藻 こそ、 恐るべき 繁殖 

力 を 持った やつ じ や」 

「繁殖力？」 

「そうじゃ。 つまり 藻が ふえる のじ や。 その 藻 は、 水 

の 中で は大 へんな 勢いで ふえる のじ や。 しかも、 そば 

に 他の 生物が いると、 それにと りつき、 その 生物の 体 

から 養分 をす いとって、 どんどん 繁殖して いくの じ や。 


恐るべき 寄生 藻 だ」 

と、 蟻 田 博士 は、 そこで また 体 を ふるわせた。 

「ああ、 藻 をつ かって 殺す なんて、 始めて 聞きました。 

火星の 上に は、 とんでもない 植物が ある ものです ね」 

新田 先生 は、 ため 息をついた。 蟻 田 博士の 語り 続け 

る 女王 ラ— ラと、 その子 供た ちの 最期 ほど 風が わりな、 

そうして 気の毒な もの は、 ちょっと 外にな かろう。 

博士 は、 なお も 語り 続ける。 

「  女王 ラ ー ラ とその 子供た ち は、 四日 目に は、 そ 

の 恐し い 藻に 包まれて、 全く 死んで しまったの だ」 

「ああ、 かわいそうに …… 」 


「その 時、 わし は、 森の 中の 一本の 木の 上に のぼって 

見て いたの だが、 あまり かわいそう なので、 何とかし 

て、 せめて 子供 だけで も 助けて やりたい と 思い、 いろ 

いろと 助けて やる 方法 を 考えた のじ やが、 どうも、 な 

かな かいい 智慧が 出ない。 ところが、 そのうち、 ふと 

思いつ いた ことがあった」 

「何です、 その 思いつかれ たこと は？」 

「それ は ほかで もない、 わしが 持って いた 長さ 五十 

まきじゃく 

メ ー トルの 長い 巻尺 じ や」 

「巻尺？ あのぐ るぐ るまい て、 ケ ー スに はいって い 

る あの 巻尺の ことです か」 


「そうじゃ、 その 巻尺 じ や。 わしが 火星へ 持って行つ 

たやつ は 特別に つくらせ たもので、 丈夫な 鋼鉄で 出来 

ている。 わし は、 その 巻尺の 一端に、 わしが 護身 用に 

持って いた 獵銃を ゆわい つける と、 木の 上から、 やつ 

と 掛声 をして、 十メ— トルば かり 離れた 牢へ なげこん 

だの じ や」 

「あま まま ま I 

と、 新田 先生 は 笑い出した。 

「なぜ、 お前 は 笑う のか」 

「博士、 ほら 話 はいけ ません ね。 いくら 博士が その 時 

お 若かった にしろ、 そんな 重い もの を、 十メ— トル も 


離れた 遠い ところへ、 やすやすと 投げられる ものです 

か」 

「お前 こそ、 何 をた わけた こと をい う。 火星の 上で は 

物の 重さが 約 三分の 一に 減る こと を、 お前 は 知らない 

のか」 

「火星の 上で は、 物が 軽くなる？ なるほど そうでし 

たねえ。 うっかりして いました」 

新田 先生 は、 頭 を かき、 

「博士 は、 巻尺の さきに 銃 をつ け、 牢の 天井から 投げ 

こまれ、 それから どうしたので すか」 

博士 は、 口 を もぐ もぐさせ ながら、 


「う ふふん。 わしの 計画 は、 うまく 行った の だよ。 投 

げこんだ 巻尺 を、 今度 は 手 もとへ たぐって、 引上げて 

みると 銃身に 二つの 青黒い 塊が ついていた。 それ は 火 

星 人の —— いや、 女王 ラ ー ラの 子供だった。 つまり こ 

こにいる ロロと ルルが、 その 時に 巻尺 を 力に して、 お 

そろし い 寄生 藻の 牢獄 をぬ け 出た 幸運な 女王の 遺児た 

ちな の だ」 

「な、 なるほど。 それ はいい こと をなさい ました」 

「わしが、 ロロと ルルと を 引上げた 時 は、 二人とも、 

頭から 足まで 寄生 藻 を かぶ つ て 真青 だ つ た。 そのまま 

では、 どんどん 体が まいる から、 わし は 二人 を かつい 


で 急いで 木の 上から 下りる と、 二人 を 連れて、 さらに 

森の 中 深く 分 入り、 川の 流れ を さがして 歩いた。 小川 

が 見つかった。 わし はさつ そく 二人 を 流れに つけ、 ご 

しごし と 洗つ て やった よ」 

「そうでし たか。 二人 はよ くも 助かった ものです ね」 

「ロロ は 割合に 元気だった が、 ルルの 方 はだい ぶん 

弱って いた。 その 時 は、 かなり ひどく 寄生 藻に やられ 

ていたの だ。 でも、 わし は 出来るだけの 手 をつ くした。 

その 結果、 ともかくも 二人の 体 を、 すっかり 元の よう 

に、 なおして やった。 わし は 火星人に 二人 をう ばいか 

えされ る こと をお それ、 わしの 宇宙 艇の 一室に 二人 を 


かくして、 外へ 出さなかった の だ。 —— こうして、 口 

口と ルルの 二人 を、 この 地球へ 連れて来る ことが 出来 

たの だ」 

と、 蟻 田 博士 は、 深い ため息と ともに、 不思議な 話 

を 語り 終った のだった。 

M 時お そし 

火星人 ロロと ルルと を 助けた 蟻 田 博士の 話 は、 新田 


先生 をたい へん 感心 させた。 博士 を、 つめたい 心の 持 

主 だとば かり 思って いたのに、 これ をみ ると、 なかな 

かや さしい 心がけであった。 

「ねえ、 博士。 博士 は、 火星人 ロロ や ルルに たいして、 

そんなに しんせつ ならば、 人間にたい しても もっと 思 

いやり を 持って 下さっても いいではありません か。 や 

がて 四月 四日、 モロ— 彗星に 衝突され て、 むなしく 死 

んで しまわねば ならぬ 地球人 類にたい して、 危難 を ま 

ぬかれる 何 かいい 方法 を 考えて 下さいません か」 

「人間 は 大きら いじ や」 

と、 老 博士 は、 にがにがしく 言って、 


「それに、 もうす でに 時お そし じ や。 何 を やっても、 

もう 間に合わないだろう よ」 

「そこ を、 何とか ならない もので しょうか。 何千 年- 

何 万年と いう 輝かしい わが 人類の 歴史 を 考える と、 こ 

のま ま 人類 を 絶滅させる に は、 しのびない では ありま 

せんか」 

「人間た ちの 心がけが よくない から、 そんな ことにな 

るの だよ。 今ごろに なって 言っても、 もう 始ら ない が 

わし は 三十 年 このかた、 地球人 類に 警告 をして 来たの 

だ。 近 ごろに なっても、 あの 『火星 兵団』 についての 

警告 放送 を やったり したが、 誰も 本気に なって、 それ 


を 聞かない の だ。 対策 を 考えようと しないの だ。 万事、 

もうお そいよ。 自業自得 だ」 

と、 博士 は あいかわらず 人間た ちにたい して、 ひや 

やかな 言葉 を はいた。 

(そうで もあろう が、 ここで 何とかして、 博士の 心に、 

人類愛 • 同胞愛 を 起させなければ ならない) 

と、 新田 先生 は 自分の 心 を 自分で むち 打った。 

「すると 博士 はどうされ るので すか。 四月 四日の 前に、 

ロロと ルル を 連れて、 火星へ お帰りになる のです か」 

「何 をば かなこと を！ 火星へ 行く の は、 ロロと ルル 

を 処刑 場へ 連れて行 くような もの だ」 


(火星なん ぞへ 行く もの か！) 

と、 蟻 田 博士 は、 はっきり 言った。 

「じ や 博士 は、 どこへ 行かれる のです か。 まさか 四月 

四日に、 この 地球の 上に とどまつ ていて、 地球人 類と 

共に 死滅 せられる わけではないでしょう」 

と、 新田 先生 はつつ こんだ。 

「ふん、 わしの 心 はき まっている。 しかし それ をお 前 

に 話 をす る わけに はいかん」 

「なぜ、 話して 下さらな いのです か」 

新田 先生 は 不満であった。 

「わし は、 そのような 大切な 計画 を、 誰に も 知られた 


り、 じゃまされ たりした くないの だ。 何しろ、 四月 四 

日の 大 危難 を 切りぬ ける の は、 なまやさし いこと では 

ないから のう」 

博士 はため 息をついた。 

蟻 田 博士に とっても、 モロ— 彗星の 衝突 事件 は、 た 

いへん 困った ことら しい。 新田 先生 は、 これ 以上 博士 

を ときふせる ことが 出来 なくなって、 口 をつ ぐんで、 

少しう つ 向いた。 

「まう、 まう、 まう I 

博士 は、 奇妙な 笑い 声を立てた。 

「何 だ、 お前 はい やに しょげて しまった じ やない か。 


若い者の くせに、 そんな ことで どうなる のか」 

「です が、 博士。 博士のお 言葉 は、 私から 元気 をう ば 

い 取つ てし まいます」 

「誰でも、 最後まで 勇気が 必要 だ。 わし を 見ろ。 この 

通りの 老人 だが、 どんな 時に も、 勇気 をう しなわない 

で、 たたかって 来た。 —— そうだ、 お前に いい もの を 

見せて やろう。 こっちへ お出で」 

博士 は、 新田 先生 を 手招きす ると、 立 上って、 暗く 

てせ まい 地下の われ 目 を 奥の ほうへ と、 はいって 行つ 

た。 

(何 を 見せて くれる のだろう？) 


新田 先生 は、 好奇心に かられながら 博士の あと を 

追った。 

しばらく 行く と、 急に 地下道が ひろびろ として、 り つ 

ぱな 廊下 や 階段が あらわれ たのに は、 先生 はび つくり 

した。 

(何 を 見せて くれる のだろう か！) 

と 新田 先生 は、 蟻 田 博士のう しろに ついて、 不思議 

な 長い 地下道 を、 どこまでも 下りて 行った。 

(全く 不思議 だ。 こんな りっぱな 地下道が あると は… 

〜) 

地上 は、 地震で 見る かげ もな く、  くずれて しまった 


のに、 地下 はこの 通り ちゃんとして いるので ある。 地 

震の 害 は、 地上の 方が ひどく、 地下 は 割合に 害 を 受け 

ない と 聞いて いたが、 新田 先生 は 今 それ を、 この 地下 

道に おいて、 この 目で 見て、 はっきり 知る ことが 出来 

た。 

それにしても、 博士 はいつ の 間に このような りっぱ 

な 地下道 を 作った ものであろう か。 先生 は、 底 知れな 

い 博士の 力に、 あきれる 外なかった。 

「この 部屋に あるの だ。 さあ、 わしに ついて、 はいつ 

て 来い」 

博士 は、 一 つの 部 g の 扉 を あける と、 中へ はいって 


行った。 電灯が ぱっとつ いた。 

先生 は、 どんな ものが、 ならんで いる 部屋であろう 

かと、 中へ はいって、 あたり を 見 まわした。 

その 部屋 はたい へん 広かった。 そうして わけの わか 

ら ぬいろ いろな 機械が ぎっしり ならんで いた。 町の ェ 

場の 機械 室で も、 これほど 機械 や 工具のと とのった 部 

屋は あるまい と 思われた。 

その 部屋で、 先生が 一番お どろいた の は、 奥まった 

正面に、 形 は 魚雷のお 尻に 似て、 非常に 大きい ものが、 

壁の 中から、 に ゆつ と 出て いる ことであった。 その 

かっこう は、 まるで、 大きな 魚雷 を 壁に 打ち こんだ よ 


う だ  と で も 言 おうか。 

博士 は、 つかつかと、 その 魚雷のお 尻の ような もの 

の そばに よると、 その 下にし やがん で、 しきりに 金属 

音を立て ていたが、 やがて 先生に、 

「さあ、 こっちへ 来い。 頭 を 打たない ように 気をつけ 

て、 ここから はいって 来い」 

と 言った。 先生 は、 腰 を ひくく して、 そこ を のぞき 

込んだ が、 あっとお どろいた。 

形 は 魚雷のお 尻の ようで あるが、 大きさ はとても 魚 

雷 どころ の 騒ぎで はな い。 大きな 舵 器の ように 見える 

が、 その 隣に ぱっくり あいている 穴に は、 上から はし 


ごが 下って いる。 

蟻 田 博士 は、 その はしご を 上って、 中にはい つてし 

まった。 新田 先生 はお どろいた が、 博士に おくれない 

ようにと、 はしご を 上って いった。 

「おお、 これ は …… 」 

新田 先生 は、 又も おどろきの 声 を あげた。 

それ も その はず、 博士に ついてはい りこんだ 魚雷の 

お尻み たいな ものの 中 は、 たいへんに 広い のであった。 

室内 は、 どこの かべ も 安楽椅子の 背中の ように じょ 

うぶに され、 ゆびで おしてみ ると、 中には 強い 「ばね」 

が はいって いた。 つまり かべ 全体が —— いや、 かべ だ 


けで はなく、 天井 もとび らも —— 安楽椅子の 背中の よ 

うにつ くられて あった。 それから、 やたらに 電車の つ 

り 皮みたい な ものが ぶらさが つていた。 それ も かべ だ 

けで はなく、 天井 にもついて いるし、 床に も それが つ 

いている のだった。 

床に ついている つり 皮！ 新田 先生 は、 こんなと こ 

ろに つり 皮が ついている なんて、 じつに へんだ とその 

時 は 思った。 だが、 それに はわけ があった ので ある。 

いずれ 後に わかる が、 この 魚雷のお 尻の ような ものが、 

一体 何で あるかが わかる と、 何も わかって しまう の だ。 

「おい、 新田。 何 をし とる。 早く 来ない と 見えな くな 


るぞ」 

蟻 田 博士が 呼ぶ ので 先生 は 気がついて ふりかえ ると、 

いつの 間に か 博士 は、 おくの 壁に ついている 丸窓の よ 

うな 形のと びら を あけ、 もう 一 つお くの 部屋に はいつ 

て、 先生 を さしまねいて いるので あった。 はたして そ 

のおく の 部屋に は、 何が あつたであろう か？ 

(早く しないと、 もう 見えなくなる ぞ) 

と、 蟻 田 博士 は、 奥の 部屋から 新田 先生 をよ ぶ。 一 

体 何が 見える というので あろうかと、 先生 は、 丸窓の 

ような 形 をした 入口 をく ぐって、 博士の そばへ 近よ つ 

た。 


室内 は 暗かった。 暗室な の だ。 

ただ、 標示 灯の あかりが、 ぼんやりと 機械の 一 部 を 

照らして いた。 それ は のぞき 眼鏡の ような もので あつ 

た。 博士の 手が、 その あかりの 中に あらわれて、 のぞ 

き 眼鏡の ような もの を 指す。 

「おい、 新田。 この 中 をの ぞいて 見ろ」 

蟻 田 博士の 声 だ。 姿 は 見えない が、 声 だけ 聞え る。 

うすきみ がわる い。 

先生 は、 博士の 手が 指さす のぞき 眼鏡の ような もの 

に、 目 を 近づけた。 

「右の 横につ まみが ある。 それ を 廻して、 焦点 を 合わ 


せる の だ」 

先生 は、 その のぞき 眼鏡の 奥に、 何だか、 ななめに 

なった 光り物 をみ とめた。 しかし それ は 何で あるか わ 

からない ので、 右手の 指で つまみ を さぐって 廻して み 

た。 

すると、 その 光り物 はだん だん はっきりして 来た。 

「ほう、 これ は 彗星 だ！」 

と、 先生 は 思わず、 おどろき を 声に 出して さけんだ 

「そうだと も、 もちろん 彗星 だ」 

「すると、 この 彗星 はもし や …… 」 

「もしゃ も 何もない。 それが モロ— 彗星な の だ。 おど 


ろくべき 快速 度 を もって、 刻々 地球に 近づきつつ ある 

モロ— 彗星な の だ」 

博士の 声が、 くら 闇の かべに あたって ひびいた。 

ああ、 モロ— 彗星！ 

これが、 モロ— 彗星で あつたか。 地球人 類、 いや 地 

球 上の 全 生物の いのち をう ばつ ていこう とする 魔の 彗 

星 はこれ であるか！ 新田 先生 は、 真暗な 空に 異様な 

すがた を 見せて いる この 彗星 を、 食いい るよう に 見つ 

めて いる。 

「どうして、 こんな 地底から モロ— 彗星が 見える ので 

しょう。 博士、 これ は、 どうした わけです か」 


新田 先生 は、 博士に たずねた。 

「よけいな こと は 聞かない がいい。 それよりも、 モ 

口 ー 彗星 をよ く 見て おくがいい。 間もなく、 雲に さえ 

ぎら れて 見えな くな つ てし まう から  」 

博士 は 言った。 

新田 先生 は、 博士に 叱られながら も、 地底から 見え 

る この 望遠鏡の 不思議に ついて 考えた。 空が 見え る か 

らに は、 この 望遠鏡の あたま は 空へ 向けて 出て いなけ 

れ ばなら ない。 そこのと ころが どうな つてい るの か、 

先生 は 知りたい と 思った ので ある。 だが、 博士 は、 そ 

れ について、 返事 をし なかった。 


モロ ー 彗星 は、 博士の 言った ように、 間もなく 雲に 

かくれて 見え なくなって しまった。 先生 は、 そのこと 

を 言って 望遠鏡から 目 を はなす と、 博士 は、 

「これから、 一 日増しに、 大きく 見えて 来る じ やろう 

そうして、 やがて 地球に 衝突す る 一 週間ぐ らい 前にな 

ると、 モロ— 彗星の 一番 太いと ころ は 満月ぐ らいの 大 

きさになる じ やろう。 そのころ に は、 人間の なかで、 

気の 弱い 奴ら は、 そろそろ 妙な こと を 口走る ようにな 

る じ やろう」 

博士 は、 気味の 悪い こと を 言った。 

「何とかして、 地球人 類 を 助けて やる 方法 はない もの 


です かねえ」 

先生 は、 むだな ことと は 知りながら、 またしても、 

博士に それ を 相談せ ずに はおられ なか つ た。 

「だめ じ や。 よほどの 奇蹟で もない かぎり は …… 」 

博士の 返事 は、 先生の 考えて いた 通りであった。 

二人が、 話 をして いる 時、 暗中で、 五つの 赤い 電球 

が、 しきりに ついたり 消えたり しはじめた。 すると 博 

士は、 あわてて 立 上った。 

ぴかぴか ぴ かと、 しきりに ついた リ消 えたり する 赤 

い 電球 は、 何 を 知らせて いるので あろう か。 

蟻 田 博士 は、 くらがり でもよ く 目が 見える らしく、 


立 上る と、 何 かしきりに 機械 を 廻して いる 様子 だ。 

力ら 力ら 力ら 力ら 

高声 器の 中から、 雑音が 出て 来た。 空電が はいって 

いるら しい。 博士 は、 なぜ 高声 器 を 働かせて いるの か _ 

「博士、 どうしたので すか」 

と、 新田 先生 はたず ねた。 

だが、 博士 は それに 答えなかった。 その代りに、 高 

声 器の 中から はげしい 雑音に 交って、 何 かしき リ にわ 

めきち らして いるよう な 人の 声が 聞え る。 

その 声 は、 はじめ、 たいへん 小さかった が、 しばら 

くす ると、 雑音 以上に 大きくな つて 来た。 しかも その 


声が、 日本語で しゃべつ ている ことが わかった。 

(誰だろう？) 

先生 は、 くらやみの 中で、 きき 耳 を 立てて いた。 そ 

の 声 は、 大きくな つた けれど、 何 を 言って いるの か、 

言葉の 意味が はっきり しない。 しかし、 その 中で、 

「おい、 聞いて いるか、 日本人！」 

という 言葉が、 くりかえされた ことが わかった。 

先生 は、 それ を 聞いて いる 中に、 言葉の 調子から、 

一 人の 人物 を、 ふと、 心の中に 思い浮かべ たので あつ 

た。 それ は 外で もない。 刑事の 佐々 のこと であった。 

(佐々 刑事の 声に よく 似て いるが な あ) 


と、 先生が 首をかしげ ている 時、 高声 器からの 声 は、 

また 一 段と 声 を はり 上げて、 

「 …… 火星の やつに、 気を許すな。 火星の やつ は、 ど 

んな ひどい ことで も、 平気で やる ぞ。 ゆだんす るな。 

火星の やつ は、 ぁリゃ 動物で はな いんだ！」 

火星の 人間 は 動物で ない —— などと、 へんな こと を 

言 出した。 

「おお、 あれ は 佐々 刑事の 声に 違いない！」 

と、 新田 先生 は、 すっかり 興奮して しまった。 

「何 じ や、 佐々 刑事？ この、 しおから 声 を 出して い 

る 人間 は、 あのが むしゃら 刑事 じ やった か」 


博士 はちよ つと 驚いた 様子 だ。 そうして、 「ふん、 お 

もしろ くもない」 と スィッチ をぷ つんと 切って しまつ 

た。 とたんに、 佐々 の 声 は 聞え なくなった。 

「あつ、 スィッチ を 切つ ちゃい けません。 もっと 私に 

その 先 を 聞かせて 下さい」 

新田 先生 は、 博士に 迫って 行った。 

「こんな もの を、 聞く こと はない よ。 今 さら こんな 世 

まよいごと を 聞いて、 何のた しになる！ モロ ー 彗星 

は、 もう 間近に 迫って いるの じ や」 

博士の 口ぶりから 考える と、 佐々 刑事の 電話 を 新田 

先生に 聞かせたくない らしい。 博士 は、 切って しまつ 


た スィッチ を、 再び 入れようと はしない のだった。 

新田 先生 は、 老いた る師の 博士 をつ きのけ てまで も、 

佐々 刑事の 宇宙 電話 を 聞く 気に はなれなかった。 次の 

機会 を 待つ より ほか 仕方がない であろう。 

だが、 このまま 引つ こんで しまう の は、 たいへん 惜 

しかった もの だから、 

「博士、 今の 電話 は、 火星から 伝わって 来た ものの よ 

うに 思います が、 違います か」 

博士 は、 そうだと は 言わなかった。 が、 そうでない 

とも 言わない ところ をみ ると、 たしかに 火星からの 通 

信に 違いない と、 先生 はさと つてし まった。 


「博士。 火星人が 動物で ない と言うの は、 ほんとうで 

すか。 動物で なければ、 一 体、 何です か」 

「ふうん、 そのこと だ。 が、 人間に は、 とてもむ ず か 

しすぎる 問題で、 言っても わかるまい」 

« おそろしい 仮お 


実に 奇怪な 話で は ある。 火星人 は、 動物で ない 

と、 佐々 刑事 は 言う のだった。 


蟻 田 博士 は、 それにつ いて、 いくら 新田 先生に 説明 

しても わかる まいと 言って、 話 をしょう と 言わない。 

新田 先生 は、 ぜひとも この 重大な、 なぞの 言葉 を 解 

いてし まいたい と 思う のだった。 これ は 博士の 力 を 借 

ら ずに、 自分の 力で 解いて、 博士に ぶつつ ける より 外 

はない。 

そこで 新田 先生 は、 自分で、 この なぞの 言葉に ぶつ 

つかった。 

(火星人 は 動物で ない —— と言う。 では、 いったい 何 

であろう か) 

動物で ない —— と言うと、 植物 か 鉱物 か 二つのう ち 


の 一 つであろう。 しかし それ は あまりに 変な こと だ。 

なぜと 言って、 人間 は 動物で あり、 犬 や 猫 も 動物で 

ある。 動物 は、 文字で 書いても、 動く ものと 書く。 だ 

から 動物 は、 動け るので ある。 植物 や 鉱物 は 動け ない。 

そうなる と、 佐々 刑事の 宇宙 電話 も、 とりとめ のな 

いこと を しゃべった としか 考えられない。 動物で なけ 

れば 動く ことが 出来ない の だから …… 。 

だが、 待てよ。 

ここに 一 つ 考えの こした ことがある。 鉱物が 全く 動 

かない こと はわ かってい るが、 植物の 方 は、 全く 動か 

ない ものば かりと も 言えない。 たとえば、 蟻地獄と 言 


われる 草 や、 蠅取 草の ような もの は、 自分で 動いて、 

蟻と か蠅 とか を 捕える という 話で ある。 アミ— バ とい 

う 下等植物 は、 自分で 体の 形 を かえて 水中 を 泳ぐ。 

またい つ だか 見た 文化映画で、 『植物の 生長』 という 

のが あつたが、 植物の 蔓が、 まるで 蛸の 脚の ようにぐ 

ら ぐらと 動き まわって、 どこかに まきつく 棒と か緦と 

かない かと、 しきりに さがしもとめ ている 有様が う 

つって いた。 その 映画 を 見る と、 植物が まるで 動物と 

おなじように 見えた。 

そんな こと を だんだん 考えて 来る と、 植物 は 全く 動 

かない もの だと は 言い きれなくなる。 さあ、 問題 は そ 


こだ！ 

(アミ— バも 動く、 蠅取草 も 動く！) 

火星人の 正体 を、 ほり 出そうと して、 新田 先生の 推 

理は つづく。 

動物で ない 火星人！ 

(では、 火星人が、 アミ— バゃ蠅 取 草の ような 動く 植 

物であった としたら、 どうであろう か？) 

先生 は、 考え を そこまで 持って来た。 そこに は、 恐 

しい 大 驚異の 世界が 開かれて いた。 そうだ！ 動く 植 

物！ 火星人なる もの は、 進化した 動く 植物 だと 考え 

て は、 どうであろう！ 


「ああ、 驚くべき こと だ。 ああ、 恐し い 世界 だ」 

と、 新田 先生 は、 思わず 口に 出して 叫んだ。 

そばで 蟻 田 博士 は 眠れる ロロと ルル を 見 まもつ てい 

たが、 とつぜん 新田 先生が 声 を 出した ので、 後 を 向い 

て 先生 を にらみつけた。 

「おい、 静かに せんか」 

新田 先生 は 顔 を まつ 青に して、 興奮の ために ふるえ 

ていた。 

(わかる、 わかる。 火星人 を、 進化した 動く 植物 だと 

仮定して 考える と、 これまでに 疑問だった ことが、 大 

分う まく 解ける！) 


蟻 田 博士 は、 火星人 は 動物で ない と 言った。 だから 

植物で あると いうの は、 答えになる ではない か。 

それから 又、 そこの 檻の 中に 病気で 弱って いる 火星 

人 ルル は、 博士が 日本 アルプスの 山中から 掘 出して 来 

たという 草の根 を、 くさり かけた 体に ぬって、 たいへ 

ん 気持が よくな つたと いうが、 この 薬 は 動物に はき か 

ない という。 火星人 は 植物 だからき いたので はない か。 

まだ ある！ 火星人の 残酷 さ だ！ 

火星人 は、 情と いう もの を 全然 知らないよう である。 

なさけ ごころ 

情 心 は、 動物 だけに ある もので、 植物に はない の だ。 

この 前 火星人 丸木 は、 銀座で 平気で、 人殺し を やった 


ではない か。 

(火星人 は、 植物に きまった！) 

新田 先生 は、 長い 歎息 をした。 

(全く 情 心と いう もの を 持 合わさない 植物 なれば こそ、 

火星人 は、 あの 通り 残酷なん だ！ ああ 何とい う 恐し 

い ことであろう！) 

新田 先生 は、 たいへんな 結論 を 引っぱり 出した もの 

である。 

火星 は 植物の 世界 だ！ 植物が、 火星 を 治めて いる 

ので ある。 ちょうど、 人間が 地球 を 治めて いるよう 

に！ 植物が いばって いる 星！ 植物が 高い 文化 を 


もっている 星！ それが 火星な の だ。 

新田 先生 は、 火星へ 行った こと もなければ、 火星の 

世界 をく わしく 研究した わけで もなかった。 しかし、 

火星の 上で 植物が 万物 を 支配し て いる 世界 を 想像して 

みる こと は 出来た。 ああ、 それ は 何とい う 風が わりな 

興味の つきない、 恐し い 世界で ある ことか！ 

(ゆだん はならない！ 火星 は 植物が 治めて いるし、 

わが 地球 は 人間が 治めて いるの だ。 この 二つの もの は、 

とても 手 を 握って つきあって は 行けない であろう。 火 

星 人 は、 火星 兵団 を 送って、 もはや 働き かけて いるの 

だ。 ゆだん はならない！) 


ゆだん はならない。 —— と は、 佐々 刑事が 宇宙 電話 

でもって、 地球に 住む 者 どもに 対して 警告して 来た こ 

とだった。 恐らく 佐々 刑事 は、 火星へ 上陸す るか 何 か 

して、 火星人が むごたら しい こと を 平気で やる のに 驚 

いたのであろう！ あの 心臓の 強い 佐々 刑事が 驚く と 

は、 よほど 目に余った ことが、 火星の 上で 行われて い 

るに 違いない。 

「ああ 大変な ことにな つた！」 

と、 新田 先生 は、 むごたら しい 火星人の 幻影 を 両手 

で 払いの けつつ、 うめき ごえ を 発した のであった。 あ 

あ、 陸 また 陸！ 


新田 先生が、 火星人の おそろしい 正体に ついて、 推 

理を くみ 立てて いる 間、 蟻 田 博士 は、 向こう を 向いて、 

しきりに 火星人の 兄弟 ロロと ルルの 寝顔 を 見 まも つ て 

いた。 

ところが、 その 中に、 博士 も だんだん ねむ 気 を もよ 

おしたら しく、 こっくり、 こっくり と、 いねむ リを始 

めた。 

「ああ、 博士！」 

先生 は、 うしろから 声をかけた。 

しかし 博士の 返事はなかった。 そうして あい 変らず、 

こっくり こっくり と、 いねむり をつ づける のであった。 


(しょうがな いな あ。 ぜひ、 博士に、 私の 推理 を 聞い 

て もらいた いの だが …… そうして 私の 考えが 正しい… 

…火星人 は 植物から 進化した おそるべき 生物 だと 言つ 

て もらいた いの だが、 これ はどう もしょうがない) 

新田 先生 は、 博士 を 起せば、 博士 はきつ と、 怒り 出 

し、 御き げん を 損じて しまって、 あとあと のために 悪 

いこと を 知ってい たので、 博士 を ゆり 起す こと はさし 

ひかえた。 

さて、 こうして 地底に おいて、 火星人 兄弟 も 眠り、 

博士 も 眠って いると ころ を 見て いると、 先生 はだんだ 

ん へんな 気持に なって 来る のであった。 何だか、 ここ 


は 東京ではなくて、 火星 国の 中の ような 気がする ので 

あった。 

その 時、 先生の 頭に、 ひらめいた ことがあった。 

それ は 外で もない。 博士の ねむって いる 中に、 さつ 

き 宇宙 電話 を かけて 来た 佐々 刑事 をよ び 出し、 話 をし 

てみたい、 という ことであった。 佐々 は、 きっと 地球 

人類の ために なること を、 話して くれる にちがいない。 

「そうだ、 それが いい。 そうして 今の 中 だ」 

先生 は、 宇宙 電話機の 前へ しのびよった。 そうして、 

高声 機 を、 耳に かける 受話 機の 方に 切り かえ、 その 受 

話 機 を、 大急ぎで 耳に かけて スィッチ を ひねった ので 


あった。 

さあ、 果してう まく 佐々 の 声が 聞え るか どうか。 

新田 先生 は、 スィッチ を ひねつてから 機械が はたら 

き 出す までの 数秒 間 を、 たいへん 待ちわびた。 

ところが、 受話 機の 中から、 ついに 佐々 の 声が した 

のであった。 

「 …… おい、 聞いて いるか、 日本人。 こっち は、 警視 

庁の 佐々 刑事 だ。 今、 火星から 宇宙 電話 を かけて いる 

の だ …… 」 

ああ、 それ はまちが いなく 佐々 刑事の 声であった。 

先生 は、 これに 対して、 何とか こちらから も 話し か 


けたいと 思った。 そう 思って、 機械 を 見る と、 つごう 

のよ いこと に、 マイクが ちゃんとつ いている ではない 

ゝ o 

力 

(うん、 これ はしめ た。 マイクの スィッチ を 入れさえ 

すれば、 佐々 刑事と 話が 出来る にちがいない！) 

新田 先生 は、 今 はもう 博士に 気が ね をして いる 時で 

はない と 思い、 マイクの スィッチ を ひねった。 そうし 

ておいて、 

「ああ もしもし、 佐々 刑事さん」 

と、 先生 は あたり を はばかりつつ、 マイクに 口 をよ 

せて、 宇宙 電話で 佐々 によび かけた のであった。 


蟻 田 博士 は、 この 宇宙 電話機 をう まく 合わせて おい 

たもの らしく、 

「はいはい。 佐々 刑事 は、 ここに こうして 聞いて いる 

が、 私 をよ ぶ 君 は、 全体 何者かね」 

と、 まぎれ もな く 佐々 の 声で 返事 をして 来たので あ 

る。 

「あつ、 しめた！」 

と、 先生 は 喜びの あまり、 今にもお どり 出しそう で 

ある。 

「おお、 佐々 さん。 私の 声が 火星へ 聞え たのです ね。 

私 は 新田です よ。 おわかりで すか。 新田です」 


「おう、 新田 先生 か。 や あ、 いいと ころで 返事 をして 

くれた。 ああ、 なつかし いねえ」 

と、 佐々 刑事 は、 うわずった 声で、 喜び をぶ ちまけ 

た。 

さあ 聞え 出した。 宇宙 電話 だ！ 

新田 先生 は、 うれし さの あま リ、 急に 胸が どきどき 

して 来た。 

「ああ、 うれしいです、 佐々 さん。 あいさつ はぬ きに 

して、 今 ほろびん とする 地球の ために、 必要な こと だ 

け を 話し合う ことにして 下さい」 

先生 は、 ねっしんに 呼びかけた。 


「ああ、 わかった、 わかった。 僕 はさつ きも この 宇宙 

電話で 放送し たんだが、 火星人 は、 ゆだんが 出来ない 

やつ だよ」 

「そのこと です が、 私 は 一 つの 推理 を 立てました。 火 

星 人と いうの は、 植物の 進化した やつで、 動物の よう 

な 情 心 を 知らないです。 だから 生まれつき、 たいへん 

残酷なん です。 どうです か、 その 通りでしょう」 

と、 先生が 言えば、 佐々 は 非常にお どろいて、 

「えつ、 そうかね。 火星人 は、 植物の 進化した やつで、 

情知らず か。 なるほど、 そう 言えば、 いろいろ 思い あ 

たる ことがあ るよ。 この 火星で は 道ば たな どで、 仲間 


同志が 殺し 合う こと を、 平気で やって いるよ。 全く も 

のす ごいと ころ だ」 

と、 たいへ んな こと を 言う。 

「先 をい そぎます よ。 それにつ いて 佐々 さん、 火星人 

は、 まだた くさん 地球に 攻めて 来る のでし ようか」 

先生 は、 しんぱ いなこと をたず ねた。 

「そうと も、 そうと も。 火星 兵団 は、 たいへんな 人数 

だ。 甲 州の 山奥で 見た 火星 兵団なん か、 ほんの 一部分 

だ。 兵団に いる 兵士の 総数 はたい へんだ。 何十 億 何百 

億 人 だ。 何しろ 火星人の 子供 は、 一 度に ずいぶん たく 

さん 生まれる の だ。 子供の ふえ 方で は、 とても 人間な 


んか、 かなわな いね。 だから 人間 軍と たたかって 負け 

るよう な こと はない と、 火星 兵団の 連中 は 言って いる 

よ」 

佐々 刑事の 言葉 は、 聞けば 聞く ほど 恐し い 意味 を 伝 

えて 来る のであった。 

火星に いる 佐々 刑事と 蟻 田 博士の 地下室に いる 新田 

先生と が 交す 宇宙 電話 は、 なお も 続いた。 

「もしもし 新田 先生、 聞いて いるかね」 

「聞いて いますよ、 佐々 さん。  で、 どうなん です 

か、 火星人の 考え は？ 我々 地球の 人間 を どうす るつ 

もりなん でしよう か」 


「それ は、 さっき もちよつ と 言った が、 地球の 人間 を 

ひっぱって 来て、 飼って 利用し ようと 思って いるんだ。 

ちょうど、 人間が 豚 や 鶏 を 飼って いるよう に、 火星人 

は、 人間 を 飼って、 自分た ちの 勝手な ことに 使おうと 

している の だ。 そう なれば、 地球人 類の 降服 だ。 火星 

人の 奴隸 になる こと だ。 いや、 奴隸 以上の はずかしめ 

を 受ける ことになるだろう。 だから、 火星 兵団に 対し 

て は、 一歩 も ゆずって はいけ ない。 彼等が、 人間 をす 

くって くれる と 思って いて は大 まちがいだ」 

佐々 刑事の 言葉 は 烈しい。 

「でも、 困った ですな あ。 モロ ー 彗星に は 衝突され る 


し、 火星人に すくわれれば 奴隸 になる し、 それじゃ 地 

球の 人間 は 助からない」 

と、 新田 先生 は、 ほんとうに 困って しまった。 

「だから、 だんぜん、 火星 兵団と 戦 うんだ」 

「戦っても、 どっちみ ち 人間 は 助からないで はないで 

す 力」 

「助かる か 助からな いか、 とにかく やって みなければ 

わからない。 戦って たおれれば、 もともと だ。 もうだ 

めだから と 言つ て、 負ける つもりに な つ ている ことが 

いけな いんだ。 せめて 日本人 は、 建国 精神に よって、 

はなばなしく 戦っても らいたい な あ。 火星 兵団に 降参 


してし まった などと いう、 ふがいない 歴史なん か、 残 

しても らいたくない」 

佐々 刑事 は、 火星の 上に、 ただ ひとりがん ばって、 

はるかに 地球の 人々 を 励ました のであった。 

すいせいた いさく 

« 彗星 対策 

三月の 十 何日 ごろから、 肉眼で も モロ ー 彗星が 見え 

るよう にな つ た。 


モロ ー 彗星の 位置 は、 南東の 地平線に 近い 空で あつ 

た。 太陽が 西に 沈んで、 あたりが ほのかに 暗くなる と、 

うつす り 〔# 「うつす リ」 は ママ〕 と 青白い 光の 尾 を ひい 

たこの 妖星 は、 急に かがやき 始める。 

日が 暮れ かかる と、 誰も 彼 も 言い合わせ たように 南 

東の 空に 首 を 向けた。 家々 の 窓に は 家族 中の 顔が なら 

び、 道行く 人 は 立ち どまり、 あっちに 一 かたまり、 こつ 

ちに 一 かたまりと、 不安な 面 を そろえる。 

モロ ー 彗星 は、 そういう 地球の 上の 騒ぎ を 知って か 

知らない でか、 絵に かいたよう にしず かに、 低い 空に 

かかって いるので あった。 無言の 威圧 だ。 


「あれが、 モロ ー 彗星です か」 

「そうです よ。 今に あれが どんどん 大きくな つて、 月 

よりも 大きくなる そうです」 

「もしもし、 月よりも 大きくなる どころ じゃあり ませ 

んょ。 彗星 は 自分で 光って いるんで すから、 太陽より 

も 明かる くなります よ」 

「ほんとうで すか。 あれ は 自分で 光って いるんで す 

か」 

「そうです とも。 今に 空い つ ぱいに 彗星が ひろがり ま 

すよ」 

「ええつ、 何です つて」 


「つまり、 空と いう ものが 見え なくなって しまう ので 

す」 

「えつ、 よく わかりません な あ」 

「さあ、 どう 言ったら いい か。 つまりで すな、 空が 見 

えなくな つて、 その代り 彗星の 表面ば かりが 見える よ 

うになる でしよう。 その 時 は、 他の 星 は 全く 見えな く 

なります よ」 

「へええ、 驚き ましたな あ。 太陽 も 月 も 見えなくなる 

のです か」 

「そうです とも。 太陽 も 月 も、 地球から 言う と、 モロ  — 

彗星の 向こう側 にな つ てし まう のです からね え」 


俄か 天文学者が 急に ふえた。 

モロ— 彗星が 肉眼で 見え 出す と、 騒ぎ は、 いよいよ 

大きくな つ た。 

『モロ— 彗星 対策 相談所』 とか、 『延寿 相談所』 などと 

いう 珍妙な 看板が、 どこの 都会に も、 十 や 十五 は あら 

人々 の 中に、 何とかし てこの 際、 自分た ちの 命 を 全 

うしたい ものと 思い、 この 珍妙な 看板 を かけた 家の 門 

をく ぐる 者が 少 くなかった。 いや、 少 くない どころ か、 

その 門前 は、 順番 を 待つ 人々 で、 長い 列 を 作って いた。 

「さあ、 お 次 は 九十 番、 九十 番 のお 方！」 


と、 受附の 男が 呼ば わると、 待って いた 人 は 番号札 

をに ぎって、 その 延寿 相談所 長 室へ はいって 行く ので 

あった。 

「まず、 相談 料 をいた だきます。 相談 料 は 先 払で 百 円 

です」 

「百 円？ 高いです ね」 

「高い と 思えば およしなさい。 何しろ ここで、 あなた 

の 家の 御 家族の 命が 助かる か、 助からな いかと いう 場 

合です からな。 別に 私 ども は、 こんな ことで お金 を も 

うけようと は 思わない のです。 ただ、 この 通りた くさ 

んの お客さんに 押 寄せられ、 門 や 家が こわれそう なの 


で、 その 混雑 を 防ぐ ために、 少しば かリ 高い お金 を 支 

払って もらって、 入場 整理 を やって いるので す。 気に 

入らなければ およしなさい。 ただし、 命の せとぎわで 

すから な」 

と、 へんな こと を 言って、 困って いる 人 を 困らせた 

り、 おどかしたり。 

それで 客 は、 せっかく 決心 をして ここまで 来たので 

も あるし、 百 円 はちよ つと こたえる が、 それで 命が 助 

かるなら、 まあ 安い もの だと 思って その 金 を 支払い、 

さて、 モロ ー 彗星の 害からの がれる 方法 は？ と 相談 

所長に うかがい を 立てる と、 


「それ はいい 方法が あります。 しかし、 決して、 ほか 

の 人に 洩らして はいけ ません よ。 つまり 鉱山 —— 銅 や 

石炭 やそうい う 鉱物の 出る 山の 坑道の、 奥深く 逃げ こ 

んで いるので す」 

「鉱山の 坑道に はいって おれば、 かならず 助かります 

でしよう か」 

と、 客 はふに 落ちない 顔で ある。 

「そり やもう、 たしかに うまく 行きます よ」 

と、 モロ— 彗星 対策 延寿 相談所 長 は、 大きく うなず 

いた。 

「モロ— 彗星が、 地球に 衝突した 時 を 考えて ごらんな 


さい。 地上なん かに おられ やしま せんよ。 彗星が 衝突 

したと たんに、 地上 は、 一せ いに 火事に なって しまい 

ますよ。 とても 熱くて、 おられる ものではありません。 

おまけに 彗星 は 地球 を こわして 行きます よ。 ビル ヂン 

グ であろうが、 岡で あろうが、 山で あろうが、 ぶっか 

いて 行きます よ。 その 時人 間が 地上に おれば、 一し よ 

に 持って行かれ ますよ。 だから、 今お 教えした ように、 

坑道の 底に おれば、 助かる わけです。 つまり 地球が 一 

皮む けたく らいで は、 坑道の 底に おれば、 まず 大丈夫 

ですからね。 どうです、 たしかな 方法でしょう」 

と、 相談所 長 はとく いで ある。 


「なるほど、 なるほど」 と、 客 は 感心して うなずいた 

，、ゝ 、 

力 

「しかし 所長さん、 地球が 粉々 にこ われる だろうと い 

う 話です が、 その 時 は、 坑道の 底に いても 地表に いて 

も、 やられる こと は 同じ ことでしょう」 

「いや、 同じではありません。 地表に いる 人間が やら 

れる 時、 坑道の 底に いる 人間 は、 まだ 生きて います」 

「しかし、 遅かれ早かれ、 坑道の 底に いても、 やられ 

るではありません か」 

「それ は 仕方が ありま せんよ。 少しで も、 いのちが 長 

くの びれば、 それでい いとしなければ ならんで すぞ。 


まず 五、 六 分 は 長く のびます。 あまりよ くばりな さる 

な」 

客 は、 あっけに とられた。 百 円 は、 ただ どり をされ 

たような もの だ。 

また 別の 相談所で は、 海中へ 逃げる 方法 を 売って い 

た。 それ は …… 。 

「海へ 逃げ こむ のが 一 ばんよ ろしゅう ございま すよ」 

と、 別の 相談所 長 は 言う のであった。 

「つまり、 陸 は 安心が ならない のです。 陸 は モロ— 彗 

星に つきあたられ ると 粉々 に 飛散って しまう し、 地上 

は、 大地震の 起った ように 大 ゆれに ゆれる から、 人間 


はつぶ されて しまい ますよ。 そこへ いくと、 海の 中に 

はいって おれば、 ずっと 安全です な。 どうです、 おわ 

力り 力な」 

その 相談所 長 は、 そう 言 つ て 鼻 を うごめか すので 

あった。 

「どうも わかりません が、 先 を 話して 下さい。 海の 中 

に 逃げ こむ と 言 つても、 ど うすれば いいので すか」 

と、 客 は 不思議が る。 

「つまり その、 潜水艦に 乗って いるので す。 陸 はいく 

ら ぐらぐら しょうと、 また 海上に どんなに 波が 立とう 

と、 海の 中 は、 あんがい 静かです。 たとえ ぐらぐらし 


て も、 潜水艦なら、 どんなに ゆれても 大丈夫です。 上 

と 下と が あべこべに なっても、 心配はありません。 だ 

から 命が 助かりた いと 思ったら、 ぜひ 潜水艦の 中へ、 

ひなん をな さるので すな」 

「なるほど、 潜水艦 は なかなか いい 思いつき ですな あ」 

と、 客 は 言った が、 

「しかし、 わたしたち を 乗せて くれる 潜水艦 は、 どこ 

に います かねえ」 

と、 たずねた。 すると 相談所 長 は、 

「さあ、 そこまで は 知りません よ。 手前の ところでは 

命 をのば す 御 相談に あずかる だけで、 あなた を 乗せて 


くれる 潜水艦が どこに いるか、 そんな ことまで 世話 を 

やく わけに はいきません よ」 

と、 つつ 放す ように 言った。 

人々 が 難儀 をして いる 時に、 ろくで もない こと を 

言 つ て 金もうけ をしょう という、 けしからん 者が たく 

さん 出て 来た。 

モロ ー 彗星の 光 は 日と ともに つよくな り、 そうして 

ますます 大きくな つてい つた。 

地球の 人類の 不安 は、 モロ ー 彗星の 大きさと ともに 

増して いった。 町に は 気が狂った 人が、 だんだん 人数 

を增 してい つた。 


しかし、 一部の 人間 はおち ついていた。 すっかり 覚 

悟 を きめてし まった ので あろうと 思われる が、 いつも 

のように 平然として 仕事 をつ づけて いた。 

その 人た ちが 言って いる 話 を、 横 あいから 聞いて み 

ると、 こんな 風であった。 

「どうです、 モロ— 彗星 も、 だいぶん 大きく 見える よ 

うにな りました ね」 

「そうです ねえ。 あなた は、 どちらへ 御 ひなんなさい 

ます 力」 

「いいえ、 べつに ひなん はいたし ません。 このままに 

して います」 


「はは あ、 どうして、 ひなんな さらない のです か」 

「いや、 さわいでも、 どうなる ことで もない のです。 

何しろ 相手 は 彗星です からね え。 我々 に、 彗星 を 動か 

す 力が あれば ともかくもで すが、 そんな 力 はない ので 

すから、 後 はもう 自然の 成 行に まかせて おくより ほか 

仕方が ありません」 

「たいへんお ちついて おいでで すね。 しかし、 死ぬ こ 

と はおい やでしょう」 

「べつにい やと も 思いません。 いや だと 思っても、 ど 

うなる ことで もない のです から。 それよりも、 わたし 

は、 たいへん 楽しい ことに 思って います。 つまり、 地 


球 は 生まれてから 八十 億 年 もた つてい るのに、 地球が 

崩壊す ると ころが 見られる の は、 今日の 時代の 我々 だ 

けに かぎられ ている という こと は、 なかなか すばらし 

いこと ではありません か。 わたし は、 地球が どんなに 

崩壊し、 そうして 人間な どが、 どんな 風に 死んで いく 

か、 ゆっくり 見物し ようと 思って いますよ」 

と、 その 人 は、 口の あたりに 微笑 さえ 浮かべて、 そ 

う 言う ので あ つ た。 

^ ピ ー ト 大尉 


怪人 丸木 は、 甲 州の 山中で、 しきりに 火星 兵団 を 指 

揮して いた。 

彼 は、 日本 上陸 兵団の 指揮者で あると ともに、 地球 

遠征 軍の 隊長で もあった。 だから、 世界中から 兵団の 

こと や 何 かにつ いて、 知らせが 集って 来た。 

「わが 火星 兵団 は、 たいへん 優勢であります。 この 分 

では モロ— 彗星に 衝突す る 日までに、 地球 をす つかり 

占領して しまう ことが 出来る と 思います」 

と、 丸木 は 火星に 向けて 放送 をした。 彼 はもう 地球 


を、 すっかり 自分の 手に おさめて しまった つもりで い 

る。 

「マル キ総 兵団 長！」 

と、 アメリカ 上陸 兵団から、 電話が かかって 来る。 

「どうした のかね」 

「ただ今、 当地から ロケットが 一台 飛 出しました」 

「ふん、 それ は 人間が 乗って いる ロケット かね」 

「そうであります。 アメリカ 一 流の 飛行士 ピ— ト 大尉 

が 乗り こんでいる のです。 その ロケット は、 火星に 向 

けて とんで いるものと 思われ ますが、 すでにもう 成 層 

圏 を 通り越して、 ぐんぐんと まっくらな 宇宙に 光の 尾 


を 引いて 走つ ていきます」 

「そうか。 では、 こっちから も 見える じ やろう。 よろ 

しい」 

丸木 は 電話を切 ると、 火星の 宇宙 艇の 中にはい つて、 

ラジオの 箱の ような ものの 前に 腰 を かけた。 

めもりばん 

その 機械に は、 たくさんの 目盛 盤が ついてい たが、 

丸木 は それ を 器用な 手つきで まわした。 そのうちに、 

ぱっと 緑色の 電灯が 光り 出した と 思う と、 とたんに そ 

の ラジオの 箱の ような ものの 真中に、 映画の ような も 

のがう つり 出した。 その 中には 一台の ロケットの 姿が 

あった。 丸木 は 言った。 


「ふふん、 こんな ロケットなら 一 ひねりで 片附 くわ」 

怪人 丸木 は、 箱の 中に 映って いる ロケット を 睨んで 

いる。 その ロケット は、 アメリカの ピ— ト 大尉の 乗つ 

ている ものであった。 

「おい、 宇宙 艇 司令 所！」 

と、 丸木 は 電話 を、 別のと ころへ かけた。 

「はい、 宇宙 艇 司令 所です」 

返事が あった。 

「すぐ 一隻 を、 宇宙へ 飛ばす の だ。 そうして、 ピ ー ト 

大尉の ロケット を 追撃す るの だ。 その ロケットの 位置 

ば  」 


と、 怪人 丸木 は、 訳の わからぬ 符号 を しゃべって、 

ロケットの 位置 を 知らせ、 

「すぐ、 その ピ ー, ^機 を やっつけて しまえ！」 

うちおと 

火星へ 飛ぶ ロケット を 撃 落せと いう 命令で ある。 も 

しも このまま 火星へ 着かせたなら、 それ は 丸木の 手 落 

という ことになるの であった。 だから、 そういう 人間 

の ロケット は、 すぐに やっつけて しまわねば ならない。 

怪人 丸木の 命令一下、 間もなく 真暗な 宇宙に おいて、 

すさまじい 惨劇が 起った。 ピ— ト 大尉の ロケットが、 

白い ガス を 吐きながら、 真一文字に、 ぐんぐんと 進ん 

でい くと ころ は、 まことに 勇ましい ものが あつたが、 


そのうち、 後から、 異様な 形 をした 大きな 宇宙 艇が現 

れた。 それ はもち ろん 火星 兵団の 宇宙 艇 であった。 

火星 兵団の 宇宙 艇は、 前と 後と に、 大きな 魚の目の 

ような 窓が まぶしく 光って おり、 艇 全体が、 薄 桃色の 

光の 霧の ような もので おおわれ ていた。 形から 言って 

も、 ピ ） ^大尉の ロケット を 金魚ぐ らいに たとえる と 

火星 兵団の 宇宙 艇は、 一 メ— トル 以上 も ある 大きな 鯉 

のよう で、 とても、 くらべものに ならなかった。 宇宙 

艇は どんどん ロケットに 追いせ まり、 やがて、 

「あつ！」 

という 間に、 ピ— ト 大尉の 乗った ロケット は、 氷の 


塊が 熱した 鉄板の 上に 置かれた 時の ように、 外が わか 

ら どろどろ ととけ 出した。 

どろどろ ととけ 出した ロケット！ 

全く 不思議な 光景だった。 

ピ ー ト 大尉の 乗った ロケット は、 見る見る うちに、 

空間から 消えて しまった。 

ロケットの あと を ここまで 追い かけた 火星の 宇宙 艇 

は、 任務 を果 したので、 うしろへ もどりながら、 マル 

キ総 兵団 長のと ころへ 電話で 報告 をして 来た。 

「ピ— ト 大尉の ロケット は、 完全に とけ 終りたり」 

陸 人 丸木 は、 それ を 聞いて、 


「ふん、 そうか。 それで 一先ず 片づ いた。 火星まで 行 

かれて たまる もの か」 

と、 安心した。 

しかし、 安心 はま だ 早かった。 

ピ— ト 大尉が 火星 兵団の 宇宙 艇に やられて しまった 

ことが、 まだ 人間の 世界に は 知れて いないと 見え、 同 

じ アメリカの ところどころから、 別の ロケットが、 火 

星の 方に 向いて 出発した。 その 数 は 五箇であった。 

怪人 丸木のと ころへ、 この 報告が とびこむ と、 彼 は 

また その ロケットの 追撃 を 命じた。 そうして ロケット 

は、 いずれも ピ— ト 大尉の 時と 同じく、 不思議に も、 


どろどろ とけて しま つ て 宇宙から 消えて 行った。 

「ほう、 そうか。 今度 もまた 片づ いたか。 あと、 ゆだ 

ん がなら ないから、 見かけたら、 すぐ 追い かけて、 人 

間の 乗って いる ロケット をと かしてし まえ」 

怪人 丸木 は、 そう 言って、 部下に しかと 言いつけた。 

こうして、 ロケット は、 いくつと なく、 火星 兵団の 

ために 怪しい 最期 を とげて しまった。 

地球の 人々 にも、 ロケットの 最期の ことが だんだん 

知れて 来た。 そうして ついに、 宇宙へ とび 出す ことが、 

たいへん あぶない 状態に ある ことが わかった。 


化 なさけの 先生 


さて、 ある 朝の ことであった。 

怪人 丸木 は、 まだ 宇宙 艇 内の 寝室の 中で、 しずかに 

ねむって いた。 

火星人 は、 一 体 どうして ねむる のか、 たぶん、 人間 

は それ をよ く 知らないであろう。 

怪人 丸木 は、 寝室の 二重 戸 を 下す と、 大きな 一 つの 

袋の 中にはい る。 それ は、 蚊帳の ように 四角に なって 


いた。 だが、 空気 は、 もれない ような 仕掛であった。 

その 袋の すそに ポンプが あった。 

その ポンプ を 動かす と、 袋の 中の 空気が どんどん 出 

ていく。 そうして 圧力が 低くなる。 圧力計の 指針が 

ぐっと 左に 動いて、 赤い しるしの ついている ところ ま 

で 来る と、 そこで ポンプ は、 しぜんにと まるので あつ 

た。 

それまで 怪人 丸木 は、 ぼんやりと 立って いたが、 ポ 

ンプ がと まると、 彼 は 急に 元気になる。 

彼 はまず 例の 長い マント を、 するりと ぬぐ。 マント 

の 下 は 例の 通り、 太い ドラム缶の 胴に、 西瓜の ような 


頭が のって おり、 手 や 足と 来たら、 針金の 少し 太い や 

つ を 組立て て 作った ような、 妙に 細い ものであった。 

彼 は、 手 を 上に のばして、 まず 大きな 頭 をす つぼり 

とぬ ぎ、 下にお く。 

これが すむ と、 胴中に 手 を かけて、 こそこそ やって 

いたかと 思う と、 その ドラム缶の ような 胴が、 真中 か 

ら、 たてに 二 つに われる。 

すると 中から、 赤黒い 異様な 生物が、 大きな 目 をぎ よ 

ろリと 光らせて、 はい 出して 来る。 まるでた このよう 

なかつ こうだ。 頭の 下に は、 胴が ほとんどなくて、 た 

くさん の 根の ような と言う か、 触手 のよう なと 言う か 


へんにぐ にやぐ にやした 触手が 生えて いる。 

彼 は そのぐ にやぐ にやした 触手 を、 袋の 底に いっぱ 

いに 広げる。 その 時 頭 は、 もちろん 敷物の 上に おいた 

フット ボ— ルの 球の ような 有様 だ。 そこで 彼 は 目 を あ 

いたま ま、 ねむり はじめる のだった。 そうして、 今 も 

彼 はよ く 眠って いるので ある。 

げん あ つば こ 

怪人 丸木 は、 蚊帳の ような 形 をした 減圧 箱の 中に、 

だらしなく 眠って いる。 —— 

朝日が、 天井 窓から さしこんで 来た。 何の 音 も 聞え 

ない。 静かな 朝であった。 人間た ちの、 さわぎ をよ そ 

に、 丸木 はすつ かりい い 気持で 眠って いるの だ。 


すると その 時、 天井から さしこんで 来た 光が 動いた。 

朝日の 光が 動いた ので はない。 光の 中に、 別の 人が 

はいつ て 来たので ある。 

影法師の 人間が、 減圧 箱の 上に 影 をな げかけ た。 大 

きな 頭が うつった。 その 頭に は、 不思議に も 鬼の 角の 

ような ものが 生えて いた。 

鬼 か？ 

鬼で もな さそう だ。 角 は、 二 本よりも、 もっとた く 

さんあった。 そうして 束ねた 髪の毛の ように、 ぶらん 

ぶらん ゆれて いた。 

やがて 一 本の 梯子が、 上から 下りて 来た。 そうして 


床の 上に ついた。 

その 梯子 を、 つたわって、 下りて 来る 者が あった。 

さっき 影 を 見せて いた、 あの 鬼の ような 人物だった。 

黒い マント を 着て いたが、 下に 下 立った ところ を 見 

ると、 それ は 外で もない 千 二 少年であった。 

ああ、 千 二 少年！ 

千 二 は、 今まで どこに いたのであろう？ 今、 千 二 

はた だ 一人で 下りて 来た。 だが、 かわった すがた をし 

ている。 黒 マント はま だいいと して、 たいへん かわつ 

ている の は 彼の 頭部であった。 

角が 生えて いるの かと 思った が、 そうではなかった 


千 二 は、 妙な かぶとの ような もの を、 頭に かぶって い 

るの だ。 その かぶとの ような もの は、 きっちり 千 二の 

頭に はまって いたが、 その かぶとの 上に は、 あちら こ 

らせん 

ちら 螺旋の ような ものが ぶらさが つていて、 千 一 一が 歩 

く 度に ゆれた。 

とつぜん、 あらわれた 千 二 少年！ 

妙な 形の かぶとの ような もの を、 かぶって いる 千 二 

少年！ 

その 千 二 は、 少し 様子が おかしかった。 目と 言えば、 

うすく 半分 だけ あ いている。 歩く か つ こうと 言えば、 

頭の 方が 先に 出る。 操り人形みたい である。 


その 千 二 少年 は、 よろよろと よろめきながら、 怪人 

丸木の 眠る 減圧 箱の そばに よ つ た。 

「ねえ、 隊長。 もう 起きる 時間です よ」 

と、 千 二 は 火星 語で すらすらと 言った。 

丸木 は、 それが 聞えない のか、 まだ、 眠って いる。 

千 二 は、 もう 一度 同じような 調子で 言った。 

すると、 眠って いた 丸木 は、 ぶるぶると 長い 手足 を 

ふるわせた。 と 思う と 間もなく、 丸木 は 大きな 頭 を 持 

ち 上げて、 ぐらぐら とふった。 それ は、 まるで 猫が ひ 

る 寝から 目が さめて、 背の び をす る 時の かっこうに、 

よく 似て いた。 


「おお、 もう そんな 時間 か」 

丸木 はそう 叫ぶ より 早く、 体 をぐ つと ちぢめる と、 

床の 上 を 目に もとまらぬ 早 さで 這 出した。 そうして、 

あっと 思う 間もなく、 かたわらにお いてあった ドラム 

缶の ような、 胴の 中に とびこんだ。 胴 はたち まち 左右 

から 寄って、 ぱ ちんと、 しまって しまった。 

すると、 胴中に 生えて いた 手足が、 急に 勢いよ く、 

ばた ばた 動き 出した。 そうして、 かたわら において 

あった 首の 方へ 手 をのば すと、 それ を ひょいと 肩に の 

せた のであった。 —— とたんに、 完全な 丸木 氏が 出来 

あがって しまった。 


不思議な 丸木の 朝の 日課であった。 

千 二 少年 は、 少しも 驚く 様子が なく、 そばに じっと 

立って いた。 

不思議な 日課 を 終えた 丸木 は、 減圧 箱の 中から 出て 

来た。 

そこで 彼 は、 減圧 箱 を 足で ぼんと 蹴った。 

すると 減圧 箱 は、 ゴム 風船が ちぢむ 時の ように 見る 

見る 小さくな つた。 そうして 誰も さわらな いのに、 ポ 

ストぐ らいの 大きさの ものに なると、 ことことと 音 を 

立て、 ひとりで 部屋の すみのと ころへ いった。 そこで 

は、 どうした わけ か、 かたりと 音が して、 その 折りた 


たまれた 減圧 箱 を、 部屋の 隅に、 動かない ようにくく 

りつけ てし まった のであった。 —— 火星人が 持って来 

た 宇宙 艇 に は、 このような 不思議な 働き をす る ものが、 

いくつ もあった。 

「おう、 千 二。 きょうは きげん はどう かね」 

丸木 はそう 言って、 千 二の そばへ 寄って 来た。 

「はい、 上き げんであります」 

千 二 は、 あざやかな 火星 語で そう 答えた。 

丸木 は、 手足 をば たばた と 動かした。 それ は、 うれ 

しいと いう 気持 を あらわして いるの だった。 

なさけ ごころ 

火星人 は 植物 だから 晴ひ などはなかった。 しかし 


丸木 は、 火星人の 中で もす ぐれた 人物だった ので、 こ 

の ごろ 情 心と いう もの を 自分の 心に も 植えて みょうと 

思った。 丸木 は そのために、 千 二 を 使って いるので 

あった。 

千 二 少年 は、 あれから ずっと 丸木の ため、 きびしく 

監禁され ていたが、 少年 は 一 度 は 大きな 悲しみに 沈み、 

その後 あきらめた のか、 ほがらか になった。 とにかく、 

このい つわりの ない 少年の 心が、 怪人 丸木 を、 たいへ 

ん 動かした ものら しい。 

(自分 も、 この 少年の ように、 情 心 を 持ちたい もの 

だ！) 


そう 思った 丸木 は、 それから 後、 いつも 千 二 少年 を 

そばに おいて、 少年の 悲しみ や、 笑い や、 それからい 

きどお り や、 かわいがる ことな ど を 手本に して、 自分 

も そのような 感情 を 湧かそうと、 つとめた のだった。 

怪人 丸木の ため、 情の 心 を 教えて いる 千 二 少年 こそ、 

不思議な 役割の 人であった。 

丸木 は 植物で あるから、 植物に は 持 合わせが なく、 

動物に かぎり 持 合わせて いる 情の 心が うらやましくて 

たまらな いので ある。 だから 丸木 は、 情の 心 を 自分の 

ものにして、 更に 高等な 火星人と なろうと したので 

あった。 


火星の 王様に ペペと いうの がいた。 彼 は 広い 火星 を 

自分 一人の 手で おさめて いると いう、 たいした 王様 

だった。 丸木 は その ペペ 王 さえ 持って いない 情の 心 を、 

自分 は 持ちたかった の だ。 そうすれば、 丸木 は ペペ 王 

よりも、 高等な 生物に なれる と 考えた のであった。 

丸木 は 千 二 少年 を そばに おいて、 少年と いろいろの 

話 をしたり、 それから また 少年 をお こらせたり、 悲し 

ませたり、 それから、 ほんの ちょっぴり では あるが、 

少年 を 喜ばせたり 笑わせた りして 楽しんで いるので 

あった。 勉強の かいが、 あつたと でも 言う のであろう。 

このごろ では 丸木 はだ いぶん 情の 心が 湧い て 来る よう 


になった。 

「おい、 千 二。 わし はお 前に 金で こしらえた、 おもちゃ 

を やろうと 思うよ」 

「ほんとう？ ほんとうなら うれしい な あ」 

千 二 は 喜んだ。 千 二が、 喜ぶ と、 

「千 二、 お前が 喜ぶ と、 わし も、 うれしくな るよ。 う 

れ しいと いう 気持 は、 なかなか 値 打の ある もの だな」 

と、 そんな ふうに 丸木 は 言う のであった。 

そうかと 思う と、 丸木 は、 時には、 とつぜん 少年に、 

お前 を 殺して しまう ぞ、 などと 言って 悲しませて 喜ぶ 

こと もあった。 とにかく、 丸木 は 情の 心 を もて あそん 


で 喜んでい る。 感情 を 持つ ようになった 植物 は、 はた 

して 幸福であろう か、 それとも 不幸であろう か。 

「わし は、 高等 火星人に なった ぞ！」 

と、 丸木 ひとり は 喜んでい るが …… 。 


^ 電気 帽 


人間で はない 植物の 丸木の そばで 使われて 暮 してい 

る 千 二 少年 は、 決して 楽しい はずがなかった。 なぜ、 


千 一 一は 丸木のと ころから 逃 出さない のであろう か。 

見たところ、 千 二 は、 別にく さりで つながれ ている 

わけで もな く、 また、 番人が ついている わけで もなか つ 

た。 それなら、 千 二 少年 は、 いくらでも 逃 出す ことが 

出来る はずであった。 

しかし 千 二 は、 もうず いぶん 長い こと 怪人 丸木に つ 

かまった まま、 逃 出し もしないで 暮 している。 なぜ 彼 

は 逃げない のか。 

それに は、 わけが あった！ 

その わけとい うの は、 千 二 少年が 頭に かぶって いる 

かぶとの ような ものに、 わけが あつたの である。 


いや、 彼 は 好きで、 あの かぶとの ような もの を、 か 

ぶって いるので はなかった。 怪人 丸木が、 あれ を 少年 

の 頭に かぶせた のであった。 

あれ は 電気 帽と いう。 

電気 帽に は、 ふさの ような ものが 下って いるが、 あ 

れは アンテナの ような もので、 外から 電波 を かける と 

その 電波 は アンテナに 感ずる。 丸木 は、 千 二 を 逃さな 

いために、 千 二に その 電気 帽を かぶせ、 そうして、 ま 

た 宇宙 艇 の 中に ある 電波 機械から、 ある 不思議な 電波 

を 出して いる。 その 電波が 電気 帽に 感じる と、 千 二 は 

逃げる 気持が なくなって しまう。 つまり、 電気 帽は千 


一 一 の 脳髄の 働き を 一 部と めて しまう の だ。 

脳髄の 働き は 一 種の 電気 作用 だから、 こんな ことが 

出来る のであった。 

つまり、 千 二に は、 逃げたい という 気が 起らない よ 

うに、 し 向けて あるの だった。 千 二の 体に は、 鎖 こそ 

しゅうじん 

つないで なかった が、 彼 こそ 電波で しばられた 囚人 

であった ので ある。 

千 二 は、 怪人 丸木の もとから 逃 出す 気 は 少しもな 

かった。 それ は 丸木が、 千 二の 頭に かぶせた 電気 幅の 

働きであった。 千 二の 心に は、 まったく そういう 気が 

起らない ように 仕掛けられて あつたの だ。 


火星人と いう 奴 は、 どこまで、 ざんこくな こと をす 

るか、 底が 知れなかった。 

千 二 は 電波 囚人 だから、 今度 は 新田 先生が いくら さ 

がしても、 待って いても、 先生の もとへ 戻って 来ない 

のであった。 千 二 は、 いつまで こうして、 電波 囚人に 

なって、 こころの 自由 をし ばられ ている のであろう か _ 

「ああ 火星から 無電が はいった ようです。 おお、 ペペ 

王からの 電話です」 

と、 千 二 は 急に 壁のと ころへ、 かけ 出して 行った。 

「何 だ、 はや ペペ 王から 電話 か。 はてな、 いつもの 通 

信 時間と は 違うよう であるが …… 」 


と、 丸木 はふ しん 顔。 

「そうです。 特別 通信です。 何 か ペペ 王の 方で、 急が 

れる ことがある のでしょう」 

こういう 話になる と、 千 二の 頭 は あたり 前に 働いた。 

千 二が 今 かぶって いる 電気 帽は、 ただ 『ここ を 逃 出す』 

という 気 だけ を、 ぜったいに 千 一 一に 起させな いように、 

機械 を 合わせて あ つ た ので ある。 

千 二 は、 壁のと ころに 出て いる 小さな ボタン を 押し 

た。 

すると、 壁の 上に、 ぼ こんと 四角な 窓が あいた。 窓 

ではない、 一種の テレビジョンの 幕 だ。 無電 を かけて 


来た 火星の 景色が、 うつって いるので あった。 

「おい、 マル キょ」 

画面 一 ぱいに、 いきなり、 例の トマトに 目 をつ けた 

ような 火星人の 顔が あらわれた。 ペペ 王だった。 画面 

のぺ ぺ 王が 口 を 開く と、 そこから ぺ ぺ 王の 声が 出て 来 

るので あった。 

千 二 は、 かくべつお どろいた 様子 もない。 

「はい、 ペペ 王。 何の 御用です か」 

丸木 は、 椅子に 腰 を かけて、 落着いて 言った。 

「こら、 マル キ。 お前の 監督 はよ ろしくない ぞ」 

と、 とつぜん ペペ 王のお 叱りだった。 


「はて、 何 をし くじり ました かな」 

丸木 は、 口 ほど 驚いて いない。 

「きのうだった か、 そっちから 火星へ 戻って 来た 宇宙 

艇 があった」 

「なるほど」 

「お前 も 知ってい るの だな。 —— その 宇宙 艇は、 着 星 

したの はいいが、 いつまで たっても 誰も 出て 来ない の 

じ や。 入口の 扉 を どんどん 叩いても、 中から あけよう 

ともしない。 仕方がな いから、 こっちから 通信で もつ 

て、 『おい、 早く 扉 を あけて 出て 来ん か。 何 を ぐずぐず 

している のか』 と 言っても、 さらに 答えな しじ や」 


「ほほう。 それ は、 けしからん」 

「通信が 中へ 聞えない かと 思う と、 そうで もない 様子 

だ。 中には、 火が ついたり 消えたり もす るし、 それ か 

らまた 中から 電波 を 発射して いる こと も わか つてい る 

そのく せ 扉 を あけない のじ や」 

「逆 乱軍でしょう かな」 

「えつ、 逆 乱軍？ おい ほんとう か。 そんな ものが 起 

る わけはな いの だが …… 。 とにかく 宇宙 艇の 扉と 来た 

ら、 内側から あけない かぎり は、 外から は どんな 事 を 

しても、 あかない 仕掛に なって いる。 全く 困って し 

まった よ」 


「それ は 困り ましたな」 

「おいおい、 マル キ。 お前が 涼しい顔 をして いて は 困 

る じ やない か。 お前の 監督が 悪い から、 このような 命 

令 を 聞かない 者が 出来る のじ や。 しかも、 この 宇宙 艇 

は、 たしかに、 地球 派遣軍の 火星 兵団に 属して いる 宇 

宙艇だ から、 お 前が 責任 を とらなければ ならない ぞ！」 

と、 ペペ 王 はかん かんに おこって いた。 

でも、 丸木 は 言った。 

「なるほど、 それ は、 私の 責任 かも 知れません。 しか 

し 実際 を 考えて みて 下さい。 今 地球と 火星との 間 を 連 

絡す るた めに、 火星 兵団 は、 毎日の ように 宇宙 艇を幾 


台 も 飛ばして いるので す。 中には、 内側から あかない 

宇宙 艇も あるか も 知れません」 

「何 を 言う、 マル キ！， - 

ペペ 王 は、 大きな 声 を 出した。 

「わしが お前に 言 いたい こと は、 宇宙 艇の 警戒 を 怠 つ 

て、 む ざむ ざ 人間に 取られて はならぬ と 言う こと だ。 

人間と て、 相当 頭が 進んだ 生物 だから、 宇宙 艇の中 を 

知れば、 同じ もの を まねして つくる かも 知れない。 も 

しそんな ことがあったら、 我々 は 人間から、 さらに 強 

い 手向かい を 受ける ことにな つて、 困る のじ や」 

「大丈夫です。 そんなえ らい 人間 はいません よ」 


「そうで はない。 むかし、 この 火星 ヘア リタ 博士と い 

うのが やって来 たが、 彼な ど は、 なかなか すぐれた 頭 

を 持って いた。 ああい う 連中に 見せたら、 後が よくな 

い」 

「です が ペペ 王、 モロ— 彗星 は、 あと 十日ぐ らいして 

地球 を 粉々 にこ わして しまう のです よ。 ですから、 た 

とえ 宇宙 艇を 人間に 見せた ところで、 あと 十日で は、 

そのうちの 一台 だって 作り上げられません よ。 心配 は 

御 無用です」 

丸木 は、 落着き 払って 言った。 

「ふん、 まあ、 せいぜい 気をつけて くれ」 


と、 ペペ 王 はよう やく 折れた。 

「で、 その 占領され た 宇宙 艇は、 この 後 どうな さるの 

です 力」 

と、 今度 は 丸木が たずねた。 

「うん、 仕方がない。 中に いる 火星人に は 気の毒 だが、 

宇宙 艇 ごと、 粘液で、 とかして しまう つもり だ」 

と、 ペペ 王 は 放言した。 


^ 連合 脱出 隊 


中天に かかる 恐怖の 星 モロ— 彗星 は、 日 ごとに 大き 

くな り、 光力 を 強めて いった。 

もう そのころ に は、 夜間 だけで はなく 白昼で さえ も 

モ 口  —彗星が 空に 浮かんで 見える のだった。 

夜になる と、 モロ— 彗星 は、 にわかに らんらんと 輝 

き 出す のであった。 その 大きさ は、 もう 月の 半分 ぐら 

いに なった。 月が 空に 二つ、 かかって いるよう にも 見 

える。 全く 怪しく も 不思議な 光景であった。 地球の 

人々 は、 モロ ー 彗星の 光が 強く なれば なるほど、 興奮 

の 度 をた かめた。 


半分お かしくな つてい る 者 や、 道ば たで 一 日中 泣き 

どお しの 者が、 だんだん ふえて 来た。 そうかと 思う と、 

盛に ステッキ や 剣 を 空に 向けて うち ふり、 

「 モ 口 —彗星なん か 何者 じ や 」 

と、 見えす いた 強がり を 言って いる 者 もあった。 

その 一方に おいて、 科学者 や 技術者た ち は、 その 大 

半が 工場に つめて、 わきめ も ふらずに、 地球 脱出 用の 

ロケット を 製造す る ことに、 一生 けんめいであった。 

彼ら は、 時に モロ ー 彗星の こと を 忘れて いるかの よう 

に、 製造に 熱中した。 

ドイツで は、 いつの 間に 揃えた か、 ロケット 兵団 を 


つくった。 それ は、 百 台の 大 ロケットで 編成 せられて 

いた。 この ロケット 兵団 は、 アルプス山脈 地帯に かた 

まっている 火星 兵団 を 尻目に、 空中 高く 飛 出し、 

示威 飛行 を 始めた。 

ところが、 その 挑戦に 応じて、 アルプスの 方角から 

は 火星 兵団の 宇宙 艇五 台が 飛 出した。 そこで ロケット 

百 台と 宇宙 艇五 台の 大 空中戦が 始 つたが、 気の毒に も、 

口 ケット は 見る見る うちに 空中で とろり とろり と 溶け 

だした。 やがて 四十 台 ほどの ロケット は 空中で 溶けて 

散って、 あとかたもなく なり 残りの 六十 台の ロケット 

は 基地へ 引き かえした。 科学 国 ドイツの 技術 を 総動員 


しても、 火星人の つくった 宇宙 艇に は、 かなわな かつ 

た。 

モロ— 彗星 は、 いよいよ 近づいた。 

地球から 見る と 彗星の 頭 は 満月の 一 一倍ぐ らいに 大き 

くな つた。 

夜分 だけし か 見えなかった その 彗星 は、 このごろで 

は、 昼間 も 空中に う つ すらと 姿が 見える ので あ つ た。 

地上の 人間 は、 日毎 夜毎に モロ— 彗星の 怪奇な 姿に 

おびやかされ、 神経衰弱に ならない 者 はない と 言って 

いい ほどで あり、 おかしくなる 者が 平年の 百倍 千倍に 

も ふえてい つた。 


モロ ー 彗星の 尾 は 気味の わるい 青白い 光 を 放った。 

天空 を 大きな 川の ように 流れて いたが、 その 形 はいつ 

も 同じで はなく、 風に ふかれる 煙の ように 方向が 変り、 

形が 変った。 それ は 太陽の 影響に よって、 ふき 飛ばさ 

れ るの だと 学者 は 説明した。 

このような、 怪しげな 天空の 下に、 地上の 人々 が だ 

ん だん 望 を 失って 来たの も、 無理の ない ことであった。 

しかし、 いつの 世に もそう であるよ うに、 どんな 悪 

い 世の中の ありさまの 時に も、 決して 負けない 人間 も 

いた。 いや、 かえって そういう 苦しい 困った 時に、 元 

気 や 勇気が 出て 来る 人間が いた。 


日本人と ドイツ人と イタ リャ 人と アメリカ人と は、 

なかなか 勇敢な 人種で あつ た。 

ドイツで は、 前に も 言った ように、 かなりす ぐれた 

ロケット を 百 台 も 空に 飛ばした けれど、 火星 兵団の 宇 

宙艇 のために、 すっかり やっつけられて しまった。 し 

かし それに もこり ず、 ドイツで は、 また 二回 目の 地球 

脱出 ロケット 隊が 編成せられ、 またもや 大空に 飛 出し 

た。 

だが、 気の毒に も 彼ら は、 やはり 火星 兵団の 敵で は 

なかった。 最後 は、 この 前と 同じように、 語る も 悲惨 

な ことにな り 終った。 


しかし、 負けじ魂 を 持った ドイツ人 は、 さらに、 次 

から 次へ と 地球 脱出 隊を 編成して いったの である。 も 

しゃ、 ただの 一機で も 無事に 地球 外にの がれて くれる 

かと、 彼ら は それ を 心待ちにし ていたの だ。 

ドイツの すぐれた ロケット による 地球 脱出 隊が、 次 

から 次へ 悲惨な 最期 を とげて いる 一方、 イタ リャ でも、 

アメリカ でも、 同じような 脱出が こころみられた。 が、 

その 結果 は 似たり よったり で、 ついに 火星 兵団に 勝つ 

こと は 出来なかった ばか リか、 地上に おける 火星 兵団 

の 基地 攻撃 さえ、 うまくいかず、 大損 害 を 受けた。 

「どうに も 手段がない。 どんな こと をして みても、 火 


星 兵団 を 打破る 見込 は 立たない」 

「仕方がない。 この 上 は 世界 同盟 をつ くり、 各国の 智 

慧者を 集めて、 火星 兵団の 暴力に 手向かう 方法 を 考え 

出す ことに しょうじゃ ないか」 

「それが いい。 それの 外 はない」 

その 昔、 地球の 上で、 互に はげしい 戦争 を 交えた 各 

国 も、 こうな つて は、 にらみ 合っても いられず 何とか 

して 手 をに ぎリ 合って 地球 総力戦の 体制 を 作り、 火星 

兵団に 対抗す るよ リ外途 のな いこと が、 彼らに も、 は つ 

きりわかって 来た。 

「そんな こと を 言っても、 今から 寄 合 をして、 いい 考 


え を 出したん じ や、 もうお そいよ。 そんな こと は、 もつ 

と 早くから 気がつかなければ ならな か つ たんだ」 

「だって 仕方がな いよ。 今にな つて、 やっと 地球 総力 

戦の 体制 をつ くる ことに 気がつい たんだ。 それに、 今 

まで はお 互に 各国と も、 にらみ 合って いたんだ から、 

そうかん たんに 一 しょに はなれな いよ」 

各国の 足 並 は、 まだみ だれが ちで あつたが、 とに か 

く、 日一日と、 地球 総力戦の 体制が、 まとまって 来た。 

その 結果、 あと 二日 後に は 各国の ロケット 隊が、 連 

合の 編隊 をつ くり、 その 数 も 五 百 台と いうたい へんな 

数で、 一気に 地球 を 飛 出し、 金星へ 向けて 飛行しょう 


という 相談が まとまった。 そうして、 この 連合 脱出 隊 

のこと は、 火星 兵団に は、 ぜったい 洩れない ように 気 

をつ け 合った ので ある。 

連合 脱出 隊 のこと は、 極力 秘密 を 保 たれて あった。 

いよいよ その 日、 各国のより すぐった ロケット 隊は 

空中の 某 点に 集合す る こと を、 あらかじめ よく うちあ 

わせて おいて、 めいめい その 基地 を 出発した ので あつ 

た。 

その 基地と いっても、 一国に 一箇所で は 目に 立つ か 

ら というので、 方々 に 分けた。 アメリカの ごとき は 全 

国 六十 五箇 所に 基地 を 作り、 そこから 二 台 または 三 台 


ずつ の ロケット を、 同時に 飛 出させた のであった。 

彼ら は、 無事に 空中の 某 点に 集合す る ことが 出来た。 

「ふむ、 うまくい つ たぞ」 

と、 乗組員た ち は、 五 百 台からの ロケットから 成る 

堂々 たる 脱出 隊の 威容 を ながめて、 にっこりと 笑った 

のであった。 

そこで、 連合 脱出 隊は 一 せいに 舵 をと りなお して、 

金星 を 目 あてに 飛行 を 始めた のであった。 

ところが、 それから ものの 五分 もた たない うちに、 

「ああ、 あそこに 見える 黒い もの は 何 だ」 

「え、 ああ、 あの 黒い 点の ような もの か。 風船で もな 


さそう だが、 事によると …… 」 

と、 首をかしげ ている うちに、 空中に 浮かんで いる 

黒 い 風船 のように 見えた 黒点 は、 見る 見 る 大きく 広が 

り 出した。 

「あつ、 火星 兵団 だ！」 

「うん、 やっぱり そうだつ たか。 おい、 火星 兵団の 大 

襲来 だ！」 

と 言って いるう ちに、 その 大きく 広がった 黒い 斑点 

の 中には、 さらに 小さい 粒々 の 黒点が、 たくさん 集つ 

ている ことが わかり、 襲来した 火星 兵団の 宇宙 艇の数 

は 二、 三百 だとい うこと がわかった 時には 連合 脱出 隊 


の ロケット は 完全に 針路 をお さえられて しまった。 そ 

うして 次の 瞬間に は、 火星 兵団の 宇宙 艇隊 は、 ロケ ッ 

ト隊 のまん 中を剌 貫ぬ くように 飛込んで 来た。 勝ち 負 

け は、 その 瞬間に きまって しまった。 

せ つ かく 力 を 合わせ て 編成した 連合 脱出 隊のロ ケ ッ 

ト五百 台 は、 火星 兵団の ため、 空中に 全滅して しまつ 

た。 

この 悲報 は、 全世界 を 打 震わせた。 

「今度 は、 大丈夫 だと 思って いたのに …… 」 

「あれで いけなかったら、 われわれ 地球人 類 は、 絶対 

に 火星人に 降服す る 外 はない」 


「もっと 早くから、 対 火星 戦 を、 考えて おくんだ つた 

な」 

と、 各国の 責任者た ち は、 無念の 涙 を はら はらと 落 

しつつ、 この 惨敗の あと を ふりかえった。 

ロケットに 乗せて 貰えない 連中 は、 ロケットが、 地 

上から 飛 出して いくたびに、 自分が いつまで たっても、 

地上に 取 残されて いる こと を 不満に 思い、 飛んで いく 

ロケットの あと を うらめし そうに、 そうして うらやま 

しそうに 見送った ものである。 ところが 近頃に なって 

は、 彼ら はもう そのような、 うらめし そうな 目附 はし 

なかった。 それ は 出て いく ロケット という ロケットが、 


ことごとく 火星 兵団の ため 空中で とけて しま つ たり、 

地上に 追 帰された からで ある。 彼ら はニュ ー ス により、 

うまく 地球から 脱出した ロケットが、 まだ、 ただの 一 

台 もない こと を、 はっきり 知った からで ある。 

打 続く 火星 兵団の 勝利！ そうして 地球 軍の 惨敗。 

しかも、 モロ— 彗星 は、 そんな ことに はお かまいな 

く、 刻一刻と 地球に 近くな つて 来た。 

地球の 上に は、 こうして 二重の 苦難が おおい かぶ 

さって 来たので ある。 地球と 地球人 類と は、 もはや、 

自分た ちの 『死』 を 覚悟し なければ ならない 時が 来た 

ように 見える。 


だれか、 この 大 危難 を 救う 者 は 出て こないで あろう 

か。 救世の 英雄の 足音 は、 まだ 少しも 聞えない ようで 

ある。 

ああ、 絶望の 地球！ 


1^ 博士の 大 決心 


新田 先生 は、 蟻 田 博士の 地下 研究室の 中に あって、 

ただもう いらいら していた。 何とかして 心 を 落着け た 


いと 思う が、 今までの ように 心が しずまらない。 そう 

でもあろう、 モロ ー 彗星との 衝突の 日まで、 あとわず 

か 一 週間し か 残って いないので あるから …… 。 

新田 先生 は、 落着き はらって 仕事 をつ づけて いる 蟻 

田 博士が、 うらやまし くも ぁリ、 腹が立っても 来る。 

「博士。 もうあと 一週間で、 この 地球が 粉々 にと び 

ちって しまう というのに、 博士 は 何 を そんなに 熱心に 

研究して おられる のです か」 

博士 はしき りに 電気 火花 を じい じい 言わせて、 ガラ 

ス 管の 中に ある 青黒い 紐の ような ものに あてて いた。 

「しずかに していて くれ。 わしの 研究の、 じゃま をし 


てはいかん」 

博士 は、 目盛 を 直して は、 また じい じいと 電気 火花 

をとば し、 ガラス 管の 中 を のぞきこんで いる。 

「しかし、 博士。 …… 」 

「こら、 だまって おれと いうのに …… 」 

博士 は、 新田 先生が 話しかける ごとに、 きびしく 叱 

りつけ た。 一体 博士 は、 何 をして いるので あろう か。 

新田 先生 は、 ついに だまって しまった。 

博士 は 実験 をく リ かえして いたが、 そのうちに、 た 

いへん 驚いた 様子で 口 を 大きく あけ、 手のひら を 打つ 

た。 


「うむ、 やっと 思うよう に 行った ぞ！」 

博士 は、 ひとりごと を 言った。 

新田 先生 は、 博士のう しろから 実験台 を のぞきこん 

だ。 

博士 は ガラス 管 を 指先に つまみ あげて 中 を のぞきこ 

んだ。 青黒い 紐の ような ものの 一 部が、 赤く 焼けた よ 

うにな つてい る。 

「これ だ、 これ だ」 

博士 は 子供の ようにお どり 上った。 博士 は 実験に 成 

功したら しいが、 それ は  一： K: どんな ことで あったろう 


蟻 田 博士が 躍り 上って 喜ぶ なんて、 よくよく のこと 

である。 

博士の 研究 は、 ついに 完成した らしい。 

一体、 博士 は、 何 を 研究して いたのであろう か。 

新田 先生 は、 博士が 喜んでい る そばへ、 恐る恐る 近 

づ いた。 

「博士、 御 研究が、 うまくまい りました か」 

と、 先生が 声をかけ ると、 蟻 田 博士 は 後 を ふりかえつ 

て、 

「ややつ、 お前が いたの か …… 」 

と、 急に 不機嫌に なった。 博士 は、 自分の 研究 を 他 


人に 知られる のが、 いやな のらし い。 

新田 先生の 心 は、 ちょっと 重くな つた。 博士と 自分 

と は 師弟の 間 がらで あるのに、 なぜ、 こう 博士 はい や 

な 顔 をす るので あろう か。 

先生 は、 この間から、 言いたい と 思って いた こと を 

この 際 言つ てみ ようと 決心した。 

「博士」 

「何 じ や」 

「博士 は、 私が、 博士のお ためになら ないような こと 

をす る 人間 だと 思って おられます か」 

「さあ、 どうかな」 


「さあ、 どうかな —— と は、 おなさけ ない お 言葉です。 

博士、 あなた は、 私に とって は 尊い 師 です。 師の ため 

にならない ような こと を 何でし ましょう か」 

「そうかね」 

「 …… 私 は、 博士の 冷たい お 心 をな おして、 今 死の 直 

前に 立って いる 地球人 類の ために、 大いに 力 を 貸して 

いただこうと 毎日 力めて いるので す。 しかし 博士 は、 

一向、 そういう 気になって 下さらない。 博士、 私 は、 

そんなに 信用 出来ない 人間で しょうか」 

「人間に は、 もうこり ごり だよ」 

と、 蟻 田 博士 はぶつ きらぼう に 言った。 


新田 先生 は、 これ 以上 博士 を 動かす こと は 出来ない 

と 知って、 涙が 出た。 

新田 先生 は、 どうかして、 蟻 田 博士の 心 を 直し、 地 

球 人類の ために 博士の すぐれた 智力 を 出しても らおう 

と、 永らくつ とめて 来たので あるが、 今度と いう 今度 

は、 先生 も、 さじ を なげて しまった 形であった。 

(だめ だ。 蟻 田 博士 こそ、 人間の 形 はして いるが、 心 

は 人間で はない。 博士 は、 心 を 火星人な どに 売って し 

まっている のであろう。 すると、 博士 はまず 鬼 だと 

言って よろしかろう。 そういう 博士の 心 を、 自分の 手 

で、 何とかい い 方へ 直せる と 思って いたの は、 たいへ 


ん ばかだった！) 

新田 先生 は、 そう 思って、 顔 をった つて 落ちる くや 

し 涙 を、 とどめる ことが 出来なかった。 

「博士、 私 はいよ いよ 博士に お別れして、 ここ を 出て 

いきます」 

先生 は、 ついにそう 言った。 もうこんな 所に とどま 

る こと は 出来ない。 いくら ここにいても、 むだで ある 

博士 は、 地球人 類の ために 力 を 貸そうと はしない ので 

ある。 

「今にな つて 出て いくか。 いよいよ この 恩知らずめ 

、、ゝ  一 

力！」 


博士 は、 口ぎ たなく 先生 をのの しった。 先生 は、 すつ 

くと 立 上った。 一分 間で も、 こんなと ころに いて は、 

身の けがれ だと 思った。 

ところが、 その 時、 思いがけない ことが 起った。 そ 

れは、 何であった か？ 

博士が、 いきなり 新田 先生の 手 を、 ぐっと 握った の 

である。 

「あつ！」 

新田 先生 は、 びっくりした。 博士の 心 を はかり かね 

て …… 。 

その 時、 博士の 唇が、 先生の 耳 もと 近くに あった。 


「新田、 だまって、 わしに ついて 来い！」 

博士 は、 聞 取れない ほどの 小さい 声で 先生の 耳に さ 

さやいた。 

「え つ ！」 

新田 先生 は、 自分の 耳 をうたがった。 

(新田、 だまって ついて 来い！) 

と、 博士 は 言って、 先に 立った。 

新田 先生 は、 博士の 言葉つ きの 中に、 何 かしら、 い 

つもと 違つ た 感じ を 受取 つ た。 

博士 は、 部屋の 片隅に ある 犬の くぐり 戸の ような ま 

るい 形の 扉 を あけて、 次の 部屋へ 這い こんだ。 先生 も、 


その あとに 続いた。 

這い こんだ ところ は、 紫色の 電灯が ついてい たが、 

実に 奇妙な ところであった。 まるで、 鉄管の 中には 

いったよ うな 感じが した。 なぜ まあ、 このように 変な 

ところば かりが、 あるので あろう か。 

先生の 前に は、 博士が、 ごそごそと 音 を させて 這つ 

ていく。 後から 声をかけたくて、 しかたがなかった が、 

博士に おこられて はたい へんと、 先生 はがまん して、 

あとから ついていった。 

ニメ— トルば かり、 いったと ころで、 小さな 部屋に 

出た。 部屋と いうより は 大きな 樽の 中にはい つたと い 


う 感じで ある。 

曲面 を もった 壁 は、 にぶい 金属 的な 光 を もっていた。 

この 部屋の 中には バンドの ついた 腰かけと、 天井から 

吊 革の ような ものが、 ぶら 下って いる だけで、 外に 何 

もない。 

博士が、 何 か ごそごそ やって いるう ちに、 先生の 後 

で、 ぎい つと 音が した。 ふりかえって 見る と、 今 這い 

こんで 来た 鉄管の 出口が、 すっかり ふさがれ ていた。 

全く 妙な 部屋であった。 先生 は 博士の 心 を はか りかね 

た。 

「うむ、 これで 安心 だ。 もう、 大きな 声 を 出しても い 


いよ」 

博士の 声 は、 いつもと は 違って、 たいへん やわらか 

に 響いた。 

「博士、 私 を こんなと ころへ 連れて来られて、 何 をな 

さろうと いうので すか」 

さっそく、 先生 はたず ねた。 

「おお 新田。 これから わし は、 お前に、 はじめて 本心 

を うちあけ るよ」 

「えつ、 本心？」 

先生 は 驚いて 博士の 顔 を 見つめた。 

本心 を 打明ける  と、 博士 は 言った ので ある。 


「どういう のが、 博士の 本心です か」 

と、 新田 先生 は、 せきこむ ようにして 問い かえさず 

に はおられなかった。 そう 言えば、 さっきから 博士の 

態度が、 いつもと は、 たいへん 変って いる。 何 か 重大 

なわけ が あるの だ。 

「のう、 新田」 

と、 博士 は 両手 をき ちんと 膝の 上に おいて 語り 出し 

た。 

「わし は、 いよいよ これから 火星 兵団と たたかい を は 

じめ るよ。 いや、 お前の 驚く の ももつ とも だ。 わし は 

いつも 地球の 人間の こと を 悪く言って、 むしろ 火星人 


の 味方の ように さえ 見えた。 これに はわけ が あるの 

だ」 

と、 博士 は そこで、 これまで のこと を 思い出し なが 

ら、 

「わしと て、 お前と 同じ 地球の 上で 生まれた 人間で あ 

る ことに 変り はない。 だから 地球人 類が 栄える ように、 

ねがう ことにつ いても 人後に 落ちない。 しかし、 今 ま 

で そのこと を 誰に も 話 をす る ことが 出来なかった の だ。 

なぜか と言うのに、 火星人 は 絶えず わしの 身の まわり 

に、 目に は 見えない が、 きびしい 監視の 網 を はって い 

るの だ。 火星人 は、 わしが 何 か 言えば、 かならず それ 


を 聞いて しまって いる。 だから、 うっかりし たこと は 

言えない」 

「博士、 それ は、 ほんとうで すか。 私 は、 博士のお つ 

しゃる 火星の スパイ を、 見た ことがありません が …… 」 

「今 も 言う とお リ、 お前な どの 目に は 見えない の だ。 

わしに も 見えない。 しかし、 わし は それ を 知っている 

火星人 は、 わしの 声の 特徴 をよ くしら ベて いる。 わし 

が 声 を 出す と、 非常に 精巧な 検音 受信機で、 わしの しゃ 

ベ る こと を 向こうで 録音して しまう らし い。 何しろ 火 

星 人の 智力と 来たら、 人間よりも すぐれて いるの だか 

ら、 始末が わるい。 わし は 火星人に、 自分の しゃべる 


こと をけ つして 聞かれな いために、 苦心の 結果、 この 

防音室 をつ くった」 

と、 博士 はま わりの かべ を 指さしながら、 

「これ だけ 厚い 金属の かべで とりかこみ、 そうして、 

音 も 電気 も 磁気 も、 それから 放射能 も 全然 さえぎる よ 

うな 仕掛 をつ けて ある。 だから、 多分 この 中で は、 何 

を しゃべり、 何 を 考えても、 火星人に 知れる こと はな 

いだろう」 

聞けば 聞く ほど、 火星人の 智力と いう もの はお そろ 

しい。 

「何しろ、 わしが この 前、 火星から こっちへ かえった 


当時から、 火星人 はわし の 身の まわり を大 警戒して い 

るの だ。 それ はつ まり、 わしが 火星の 秘密 を 地球人 類 

にった えて、 火星 を 攻める 準備 をす るの じ やない かと、 

うたがって いるの だ。 しかし 正直な 話が、 地球人 はと 

て も 火星人 をう ち 破る 智力 を 持 つてい ない」 

博士 は 残念そう に 言 つ た 。 

「だが、 わし は 火星 兵団の ことに ついては、 いち 早く 

地球人に 知らせて おいた。 地球人 は、 それに 発憤して、 

何 か 新発明の 兵器で もつ くる かしらん と 思 つ たが、 

やっぱり 智力が 足りなかった。 わし は、 どうせ そんな 

ことじ やろうと 思い、 火星人に は、 絶対に 気がつかれ 


ないように 注意 を 払いつつ、 或る 研究 をつ づけて いた 

の だ。 その 研究 は、 やっと 完成した。 これ さえ 使えば、 

火星 兵団 をう ち 破る こと はそう むずかし いこと ではな 

いと 思う。 そこで わし は、 お前 だけに、 ほんとう のこ 

と を、 うちあける 気になつ たの だ。 これまで、 お前に 

も、 わざとつ らい 目に 合わせて 気の毒だった。 今 こそ 

わし は、 全力 を あげて 火星 兵団と たたかう ぞ」 

「おお、 博士— …… 」 

新田 先生 は、 意外 また 大意 外の 博士の 話 を 聞いて、 

喜びの あまり、 後の 言葉が 出なかった。 

蟻 田 博士の 様子が、 すっかり 変って しまった。 


博士 は、 今まで 怪しい 人物 だとば かり 思って いたが、 

本心 を 明かせば、 実にえ らい 人物であった。 博士 は、 

ほんとうに 地球人 類の こと を しんぱいし、 そうして 火 

星 人 を 追い はらう こと を 研究して いたの だ。 

「博士。 今度み ごとに 出来 あがった 博士の 或る 研究と 

は、 どんな ものです か。 ぜひ、 私に も 教えて 下さい」 

と、 新田 先生が 言えば、 博士 は ひげの 中から 口 を も 

ぐ もぐと 動かして、 

「その 研究の こと は、 ぜったい 秘密に してお かなけれ 

ばなら ない の だが、 ここ だけの 話と して、 お前に も 話 

をして おこう」 


と、 博士 は 先生の そばに、 すり 寄って、 

「いいかね。 わし は 火星人の 着て いる 殻 を うちやぶる 

毒ガス を 発明した の だ。 この 毒ガス を 十 号ガ ス と名附 

けた。 十 号 ガス を 火星人に 浴びせ かける と、 火星人が 

着て いる あのかたい 殻が、 見る見る 中に 蒸発して、 影 

も 形 もな くな つ てし まう の だ」 

それが 十 号 ガスの 偉力であった。 たいへんな 力 を 

持った 毒ガスで ある。 新田 先生 はこれ を 聞いて 舌を卷 

いた。 

「十 号 ガスと いうので すか。 なかなか すごい ものです 

ねえ。 その 十 号 ガスの ため、 火星人の 殻が 蒸発して、 


なくな つ てし まう と、 それから 火星人 はどうなります」 

「どうなる と言うの か。 それ はわ かってい るで はない 

か。 火星人 は、 はだかになって しまう。 地球の 上で、 

火星人が はだかになれば、 彼等 は、 すぐに 死んで しま 

わに やならん。 なぜって、 地球の 上で は 大気の 圧力が 

強す ぎて、 火星人の 体 はもたない の だ。 火星人の 体 を、 

地球の 強い 圧力の 大気から 守る ために、 火星人 は 殻 を 

つけて いるの だからね え。 それ を 取られり や、 一た ま 

リも なく、 火星人 は 死んで しまう はず じ や」 

十号ガ ス の す ばら しい 力！ 

蟻 田 博士 は、 たいへんな もの を 発明した もの だ。 こ 


れ なら 火星人 は、 かなり 苦戦に 陥る であろう。 

「全く、 驚きました。 何とい う りっぱな 発明でしょう。 

怪人 丸木が、 この 十 号 ガス を あびて ふうふう すると こ 

ろ を、 今から 想像す ると、 とても 嬉しいで すな」 

新田 先生 は、 嬉し さの あま リ、 子供の ように 手を叩 

いたり 笑ったり。 

それ を 見て いた 博士 も、 すこぶる 満足ら しかった が、 

「そこで、 新田。 わし はこれ からしば らくお 前に も あ 

わない よ」 

と、 博士 は、 とつぜん 妙な こと を 言いだ した。 

「えつ、 私に あわない とおつ しゃる と …… 。 博士 は ど 


こへ 行かれる のです か」 

先生 は 意外に 思った。 

とじこち 

「わし は、 これから ひとりで 閉 籠って、 十 号 ガス をう 

んと つくらに やならん のじ や。 火星 兵団 を やっつける 

に は、 十 号 ガス をよ ほど 多量に もつ ていなければ なら 

ん のでのう」 

博士 は、 研究 を 完成した 十 号 ガス を、 これから 製造 

にか かると いうの だ。 

「博士、 私に お 手つ だい を させて 下さい」 

「いや、 それ は 困る。 これ はわし ひとりが、 たましい 

を うちこんで、 作らん ことに は、 いい ものが 出来ない 


の だ。 誰かが そばに いると、 気が 散って いい ものが 出 

来ない」 

「しかし 博士、 地球 最期の 日 は、 もうあと 一 週間 そこ 

そこです よ。 十 号 ガスの 製造に、 あまり 長く 日が かか 

ると、 もう 間に あいま せんよ」 

「それ は 大丈夫 だ。 あと 三日 あれば いいの だ。 じ や、 

あと を 頼んで おくよ」 

「ああ 博士、 どこへ 行かれる のです か」 

博士 は、 それに は 答えず、 出て 行った。 


や しま 

^ 矢ケ島 天文台 

日毎 夜毎に、 モロ— 彗星の すがた は 怪し さ を 加えて 

いった。 

今では、 彗星の 大きさ は 月 を はるかに しのいで し 

まった。 空 を 見上げる と、 まるで 大きな 光る 飛行船 を 

天に 張リ つけたよう であった。 

モロ ー 彗星の 距離 は、 地球から 月までの 距離の 何十 

倍ぐ らいかのと ころまで 近づいた のであった。 あのす 

ばらしい 速さで もって、 モロ ー 彗星 は 間もなく 月の 側 


を 通り越し、 地球の 正面へ どうん とぶ つつかる はず 

だった。 

人々 は、 もう 殆ど 全部が、 おかしくな つてし まった。 

もうあと 七日 足らずの 生命 だと いうので、 変な 遊びに 

熱中して いる あさましい 人間が 町に あふれて いた。 そ 

うかと 思う と、 中には せっせと 働いて いる 者 もあった。 

庭に 一 生けん めいに 朝顔の 種 をまい ている 者が あった 

リ、 町から 投 売の 安い 品物 を 買って 来て、 一生 けんめ 

いに 納屋へ しまい こんでいる 者 もあった。 彼ら はたい 

へん 落着いて 働いて いるよう でありながら、 その実 は、 

やっぱりお かしくな つていた の だ。 なぜと 言って、 朝 


顔の 種 をまい て みても、 その 花が 咲く の は 夏時 分に な 

る。 夏まで この 地球が もてば いいが、 あと 数日で 崩壊 

してし まう の だから、 彼の やって いる こと はどう もお 

かしい。 安い 品物 を 買 集めて いる 人に しても、 やはり 

同じように、 気が どうかして いるので あった。 

たまに、 まじめな こと を 言 出す 人が あっても、 誰も 

それ を 本気で 耳に とめる 者 はいなかった。 モロ ー 彗星 

は 日毎 夜毎に ぐんぐんと 大きくな り、 それ を 見て いる 

と、 誰に 説明 を 受けなくても、 地球と 正面衝突す るで 

あろうと いう ことが、 誰に も わかりす ぎる ほど、 わか つ 

たので ある。 


(もはや、 さける ことの 出来ない 悲しい 運命 だ！) 

誰も 彼 も、 そう 信じて いた。 

天文台で は、 一日 二十 四時 間、 近づく モロ— 彗星の 

観測と 記録と に、 かかりき りであった。 

台 員の 数 は、 前に 比べる と 五分の 一に 減って しまつ 

た。 非常に 熱心な 台 員 だけが、 やがて 自分の 死 も 忘れ、 

それから 今と つ ている 記録 もやが て 灰になる こと さえ、 

あまり 気に とめないで、 手不足の 中に 観測 をつ づけて 

いたのであった。 

天文台 はじまって 以来、 これほどす ばらしい 観測 材 

料が ころがりこんだ こと は、 前例がなかった。 


各国の 天文台に おける モロ— 彗星 観測の 結果の 中で、 

重要な もの や、 ひどく 興味の ある もの は、 ラジオ ゃテ 

レビ ジョンで もって、 ただちに 天文台の 名と ともに 放 

送され た。 

しかし、 その 放送 を 聞いて いる 者 は、 ほとんど なかつ 

た。 どこの 天文台で も 台 員 は 放送す るば かりで、 他人 

の 放送 を 聞こうと もしなかった し、 また 人手が 足りな 

いため 聞いて いる ひま もなかった。 かえって、 天文学 

者で もない 素人の 方が 熱心に 聞いて いたのであった。 

その 素人 も、 さっき 言った ように、 その ほとんど 全部 

が 気の毒な おかしく なった 人であった わけ だが …… 。 


「矢 ケ島 天文台 発表」 

ぼそぼそした 声で 放送して い る 者が あ つ た。 

「矢ケ 島 天文台？ 聞いた ことのない 天文台 だな あ」 

この 放送 を 聞いて いた 病人が、 にやり、 気味の 悪い 

笑い をう かべた。 

「わが 天文台 は、 一 昨日から 月に 関する 天文 放送 を始 

めて いますから、 今日 以後の 放送 を、 よく 御注意 下さ 

い」 

「なんじ や、 この 放送 者 は、 どうも 頭がおかしい ぞ。 

気が へんにな つたの じ やない かな」 

と、 放送 を 聞いて いる 病人が 言った。 モロ— 彗星の 


ことで、 世界 は、 ひっくりかえる ような 騒ぎ を やって 

いるのに、 ひとり 矢ケ島 天文台から は、 月に 関する 観 

測 を 放送す る と言うので あるから  。 

だが、 月の 南中の 早い 遅い は、 果して ばかばかしい 

ことであろう か。 

矢ケ島 天文台で は、 それにつ いて、 こんな こと を 放 

送した。 

「皆さん、 月が 怪しい 運動 を 始めて いますから、 どう 

か 御注意 下さい。 月が どうかして いるので す。 今 は、 

たった 百 分の 一秒と か、 百 分の 二 秒と かです が、 この 

先、 この 異常 運動が どういう 風に 変って 行く か、 注意 


していた だきたい のです。 もっと 申し上げた いのです 

が、 今 は、 このく らいに してお きます」 

矢ケ島 天文台 は、 たった 百 分の 一 秒の 程度ながら、 

月が 怪しい 運動 をして いるから、 注意 をして くれと い 

うの だ。 

(モロ ー 彗星 • 地球. 火星と、 この 三つの もの を 考え 

なければ ならない 地球人 類に とって、 この 上、 月の こ 

とまで 心配 させられて たまる もの か) 

と、 あざわらう 人 も あれば、 おこる 人 もあった。 

人々 のそう いう 声 は、 矢ケ島 天文台に も 聞えぬ はず 

はなかった が、 この 天文台 長た る 素人 研究家の 矢ケ島 


君 は、 悪口に は 平気の 平 左で、 月の こと を 熱心に 研究 

して、 人々 の 注意 をうな がして いるので あった。 

また 或る時、 矢ケ島 天文台 は、 こんな こと を 言 出し 

た。 

「皆さん、 いよいよ 月に 注意して いただきとう ござい 

ます。 月 は、 一日のう ちに 二度、 異常 運動 をして いる 

ことが わかりました。 そうして、 異常 運動 はごくわず 

かです が、 はげしく なって 行く ようです。 明晩の 月に 

特に ご注意 下さい。 望遠鏡で 月の 面 を ごらん 下さい。 

その 時、 月の 面に、 何 か 変った ことがあら われる かも 

知れません。 どうぞ、 明晩の 月 を 御注意 下さい」 


矢ケ島 天文台 は、 すこぶる 内気で、 人々 にこう 呼び 

かける のであった。 

明晩の 月？ 果して どういう 月が 眺められた であろ 

ク ゝ o 

う 力 

いくら 矢ケ島 天文台の 台 長が おかしい にしろ、 こう 

度々 月の ことば か リを言 出す もの だから、 一度、 その 

放送 を 聞いて 気になり 出した 人 は、 その あと も 矢ケ島 

天文台の 放送 を 聞かな いで はおられ なくな つ た。 

さて 『明晩の 月』 と、 昨日の 放送で 注意の あった 月 

が、 いよいよ 夕刻から 空に 出た のであった。 もういよ 

いよ 満月に 近い 明かる い 月だった。 


空 は 雲 もなかった。 いやな モロ— 彗星の 光の 尾が、 

水平線から 斜 にぼう つと 明かる く 空 を 染めて いるが、 

これ さえなければ、 今宵 は 静かな 美しい 月の出よ と、 

人々 は 楽しんだ にちがいない。 とにかく、 その 月が 

上った ので ある。 

気にして いた 連中 は 窓に 寄ったり、 屋根に 上ったり、 

または 望遠鏡 を 持 出して、 その 月の 面 を 眺めた ので 

あった。 

「な あんだ。 別に、 あのお 月 さま は 少しもち がって い 

な レじ やな レ力」 

いつも 見る 月と、 月の 面 は 少しも かわった ことが な 


い —— と、 そう 思った 人々 は 腹立たし さ を 感じた。 い 

よいよ 矢ケ島 天文台の 台 長の ため、 一 ぱい 食わされた 

かと 思った からで ある。 

ところが その 中に、 

「おやおや、 どうもお かしい ぞ！」 

と、 首 を ひねった 熱心な 素人 天文家が 二、 三いた。 

「どうもお かしい。 ス ミスの 海が、 すっかり 見えな く 

なった。 おやおや、 これ は 今まで 地球から は 見えな 

かった 月の 面が、 あそこの ところへ 見え 出した ぞ。 そ 

うだ、 あの 山なん か 始めて お 目に かかる 山 だ！ これ 

は 不思議 だ」 


不思議な ことで ある。 これが ほんとうなら、 月 はこ 

のと ころ 急に 地球に 対して、 少し 軸 を かえたら しいの 

である。 

果して それに まちがいなければ、 たしかに 月 は 異常 

運動 を 始めた ので ある。 一体 それ は、 これから どんな 

影響 を 我が 地球の 上に およぼす のであろう か。 

矢ケ島 運動 —— と、 後に なって、 この 変な 月の 運動 

のこと を 呼ぶ ようになった。 

(妖星 モロ— が、 一た び 地球に 襲い かかる と、 月 さえ 

怪しげな 運動 を 始める。 何とい う 歎 かわしい こと 

か！) 


そんな 風に、 矢ケ島 運動の こと を 歎く 人 もあった。 

さすがの 蟻 田 博士 も、 この ことに は 気がつか なかつ 

た。 ちょうど 博士 は、 地底 深く はいって、 例の 十号ガ 

スの 製造に 一生懸命 になって いて、 その他の こと は、 

一切 打棄 てて あつたの である。 矢ケ島 運動が 発見され 

たの は、 その 間の 出来 ごとで あつたの だ。 素人 天文家 

の 大手 がらで あつたの だが、 その 時 は、 誰も それが 大 

手 がらで ある ことに 気がつかなかった。 何しろ、 もう 

あと 数日後に 地球が 崩壊 するとい う 時の こと だから、 

皆、 かあつと のぼせて いて、 そんな こと を 静かに 考え 

てみ る 人 もなかつ たし、 矢ケ島 その 人 は、 ある 予想 は 


していた ものの、 たいへん 内気な 人で、 自分の ような 

素人が 言いだ して、 もしも 間違って いたら 申 訳がない 

と、 つまらぬ 遠慮 をして いたわけ であった。 

矢ケ島 運動が、 後に いかなる 重大な 事件 をお こす か、 

それに ついては、 今し ばらく 書く こと をと どめて いな 

ければ ならない。 

新田 先生 も、 この 時 は 少し ぼんやりし ていたと 言え 

る。 しかし、 それ も 仕方がない ことだった。 先生 は、 

蟻 田 博士が、 人類の ために 断然 立って、 火星人と 戦う 

と 言った ので、 嬉し さの あまり 先生 も、 のぼせ あがつ 

ていたき らいが、 ないでも なかった の だ。 


それで 先生 は、 その 間 何 をして いたか と言うと、 し 

きりに 食料品 を 集めて いたので ある。 これから 宇宙へ 

飛 出して、 火星 兵団と 戦う ことに なれば、 ずいぶん 地 

球 を 離れる ことにな ろうから、 その 間、 博士に おなか 

をす かさせて は、 一大事 だと 思った からで ある。 …… 

ある 朝、 突然、 蟻 田 博士 は 部屋へ 戻って 来た。 約束 ど 

おり、 三日の 後の ことであった。 

s ガス ピストル 


蟻 田 博士が 帰って来た。 

それ は、 約束に たがわず、 ちょうど 三日 目の ことで 

あった。 

「あ、 博士。 うまくいきました か」 

新田 先生 は、 何よりも まず、 そのこと を 聞かずに は 

おられなかった。 

「ああ、 まずう まくい つたつ もり だ。 これから 毎日、 

十 トンず つの 十 号 ガスの 原 液 を 作り出せる ことと な つ 

た。 これ だけ あれば、 火星人と 戦っても、 まず 大丈夫 

だろう」 


「ほう、 そんなに たくさん 出来ます か」 

と、 新田 先生 は 目 を 円く した。 

一体、 どこまで 蟻 田 博士 はえら いの だか、 その えら 

さ 加減 は、 底が 知れない。 知らない 者から 見れば、 博 

士 はまる で 魔術師の ように 見える。 しかし 博士 は 魔術 

師 ではない。 六十 年 近くと いう もの を、 研究に ささげ 

た そのとう とい 努力の 結果で ある。 

「その 十 号 ガスの 原 液 は、 どこに あるので すか」 

「水道の ように、 管から 出る ようになって いるよ。 原 

液 製造 機械が 動く と 原 液が 出来る。 それ を 地下 タンク 

にため る 仕掛に なって いる。 その タンクに は、 別に 圧 


搾 空気 を 使う ポ ンプが とりつけて あるから、 管の 栓を 

ひねる と、 その 原 液 は 水の ように、 いくらでも 出て 来 

るの だ」 

博士 は 事 も なげに 言う。 

「はは あ、 驚きました ねえ。 ところで、 その 原 液 は、 

私たち 人間に かかる とどうな ります か。 やっぱり 体が 

蒸発して しまいます か」 

「いや、 そんな こと はない。 人間の 体 を 蒸発させる よ 

うな、 そんな もので はない。 しかし、 何 か 作用が ある 

と 思われる が、 そのこと は 試験 をして いる ひまがな 

かった。 何分に も、 早く これ を 使わない と、 火星 兵団 


のた め、 崩壊 前の 地球 を、 すっかり 占領され てし まう 

ことになる からのう」 

と、 博士 はさ さやく ように 低い 声で 言って、 持って 

いた 荷物 を 開く と、 中から ピストルに 似た へんな 器具 

を 取 出した。 

「博士、 それ は 何です か。 変った 型の ピストルみたい 

に 見えます が  」 

と、 新田 先生 は 言った。 博士が 荷 をと いて 取 出した 

の は、 まさに ピストル としか 見えない ものだった。 ピ 

ス トルの 胴 を、 うんと ふくらませて、 ひだ をつ け、 握 

ると、 こぶし をす つかり かくして しまうよ うな もの 


だった。 

「これ かな。 一 挺お 前に わたして おく。 これ は 十号ガ 

スを 発射す る ガス ピストル だ。 あまり 遠くへ はとばな 

いよ。 まず 百メ— トルが 関の山 だ」 

「百メ J 厂ル？ 百メ —„ ^ル なら 使い ものになります 

よ」 

新田 先生 は 嬉しそうな 顔で、 博士から もらった ガス 

ピストル を 握って、 しきりに 胸のと ころへ 持って行つ 

たりして、 早く 一発 撃って みたそう である。 

それ を 見て 博士 は 言 つ た。 

「だめ だめ。 こんなと ころで、 その ピストル を 撃って 


みても、 こわれる もの は 一 つも あり はしない。 それよ 

リも、 これから わしと 二人で、 火星 兵団の 奴 を 追い か 

けて、 ためして みょうで はない か。 支度 をした まえ」 

「えつ、 ためしに 火星人 を 撃って みるので すか」 

先生 は、 嬉しい ような、 こわい ような 気持に なった。 

博士の 方 は、 そんな ことに は 一向お 構いな しに 見え 

た。 

「さあ、 すぐ 出かけよう。 ついて 来た まえ」 

と 言 つた かと 思う と、 はや 部屋 を ずんずんと 出て 

行って しまった。 先生 は 驚いて その後 を 追い かけた が、 

博士の 姿 は 見えない。 地下から 地上へ 出る 階段 を かけ 


上って 見た が、 博士 は どこに 行った か 見えない。 

そこで 先生 は、 もう 一度 階段 を 下りて、 もとの 部屋 

へ 引返そうと 後へ ふり 向いた。 とたんに 「あつ」 と 叫 

んだ。 

驚く の も 道理、 いつの 間に 忍び寄つ たか、 そこに は、 

黒装束の 火星人が 立って いたのだった。 

先生 はぎよ つと した。 いつの 間に、 火星人が こんな 

ところまで、 はいって 来たので あろう か。 全く、 ゆだ 

んも すき もあった もので はない。 

「博士、 火星人が ここにい ます」 

先生 は、 ぱっと 身 を ひるがえして 蚯 出しながら、 博 


士 のうしろ を 追い かけた。 

と、 火星人 は 大声で 笑った。 

先生 は、 もうだめ だと 思った。 そこで、 博士から あ 

ずかった 十 号 ガスの ピストル を、 火星人の 方へ 向けて、 

「さあ、 これ を 食って 往生し ろ！」 

と言うな リ、 引金 を 引いた。 

ぱさ つ と 音が して、 ガス ピストル は ガス を 撃 出した。 

黄い ろい 煙が あたりに 広がった。 

r4a!  ま  ま  L3  ま II 

火星人 は 煙の 中から 笑う。 


「しま つた！」 

先生 は、 もう 一度、 ガス ピストルの 引金 を 引いた。 

ガス は、 またば さっと 音が して、 火星人の 方へ 飛ん 

で 行って、 もうもうと 広がった。 

「もうよ せ、 もうよ いよ。 わ、 は、 は、 は、 は」 

と、 十 号 ガスの 中で、 火星人 は 苦しそう に 笑いな が 

ら 叫んだ。 

十 号 ガスで まいらない 火星人 だ！ 

これで はせ つ かく 蟻 田 博士の 発明した 十 号 ガス も、 

さっぱり 威力がない の だと わかる と、 先生 はがつ かり 


してし ま つ た。 

「おい 新田、 お前 は ひどい こと をす る じ やない か」 

と、 ガスの 中から、 火星人 はお かしそう に 言った。 

その 声 を 聞いて、 先生 はお やっと 思った。 その 声 は、 

たしかに 聞き ぼお えが ある！ 

「はてな？」 

と、 先生 は 言った。 

「はてな も 何もない よ。 わし じ やない か」 

と、 黄い ろい ガスの 中から 出て 来たの は、 外ならぬ 

蟻 田 博士の 顔だった。 

「ああ、 博士。 やっぱり 博士だった のです か」 


「そうだ、 わし だよ」 

「でも、 わたし は、 たしかに 火星人の 姿 を 見かけた の 

です 力  」 

「わ はは は、 まだ まじめくさって、 そんな こと を 言つ 

ている のか。 あれ はわし じ やよ。 火星人の 姿 をして い 

ただけ じ や。 ほら、 ここに 衣裳が あるの だ」 

と、 博士 は、 黒い マント や 黒い 帽子 を 手で さし 上げ 

た。 

「どうしたので すか、 博士。 なぜ 火星人の 姿な ど をな 

さるので すか」 

「お前 もずい ぶん 血の めぐりの 悪い 男 だな あ。 火星 兵 


団の そばへ いくに は、 こっち もや はり 火星人の 姿 をし 

ていかな くち や、 向こう は ゆだん をし ないで はない か」 

「なるほど」 

「さあ、 お前 も 早く この 衣裳 をつ けて、 火星人に 化け 

るの だ。 ほら、 ここに ある」 

と、 博士 は 別の 衣裳 を 先生の 方に さし 出した。 

「ああ、 そうでし たか。 いや、 よく わかりました。 こ 

れ はどう も、 わたしが のぼせ 上って いて 大 失敗 をし ま 

した。 あは はは」 

と、 先生 は師の 前で 頭 を かいた ことであった。 

博士と 新田 先生と は、 穴から 外へ 出た。 外 は、 まつ 


くらで あ つ た。 

「おい、 新田。 ちょうど いい。 いっしょに 下の 方へ 下 

りていって みょう。 赤 羽 橋 あたりへ 出れば、 火星人に 

出会う かも 知れない」 

「はい」 

先生 は、 博士と 並んで 歩き 出した。 月が 空に かかつ 

ていて、 二人の 影 を 地上に はっきり うつした。 

また 別の 方から は、 モロ ー 彗星が 強い 光 を 放って、 

二人に 別の 影 をつ けて いた。 先生 は、 火星人 そっくり 

の 自分の 姿 を 見て、 苦笑い をした。 


S 危機せ まる 


ガス ピストル を 持っての 初 試験 だ。 

蟻 田 博士と 新田 先生と は、 火星 兵団の 者 そっくりの 

姿 をして、 深夜の 町 を そろそろと 赤 羽 橋の 方へ 歩いて 

いった。 

町 は、 死んだ ように 静かであった。 

「博士、 町 は、 たいへん 静かです よ。 この 様子で は、 

火星人 は、 引上げて いったの かも 知れません」 


「そうだな あ、 ちと 靜 かすぎ るのう」 

博士と 先生と は、 そんな こと を 言いながら 芝 公園の 

横 をぬ け、 電灯が ぼつん とついて いる 赤 羽 橋の 方へ 足 

を 向けた のであった。 

その 時、 とつぜん、 奇妙な 声 を 二人 は 聞いた。 声の 

方角 は 芝の 山 内 だ。 

何 を 叫んで いるの かわからない が、 たしかに 何 か 重 

大な ことが 起ったら しく、 金 切 声 を あげてい る。 それ 

は 一人 や 二人で はなく、 かなりの 人数だった。 しかし 

人間の 声 かどう か、 それが はっきり しない ほど 怪しい 

ひびき を 持って いた。 


「おお、 あの 騒ぎ は、 たしかに 火星 兵団の 者と 人間と 

が、 衝突し たんだ。 さあ、 いって 見よう」 

博士 は、 先生 をうな がして、 赤 羽 橋 を 目の前に 左へ 

曲り、 芝 公園の 深い 森の 中へ はいって いった。 博士 は、 

老人と も 見えない 元気であった。 

森の 中 をし ばらく 走って いくと、 果して 森の 中の 幅 

の 広い 自動車 路の 上で、 入 乱れて 盛に 格闘して いる 一 

団の あるの を 見つけた。 

「あそこ だ。 おい、 新田、 そっと あそこへ 近づく の だ。 

ガス ピストル は、 わしが うつまで はお 前もう つて はな 

ら ない ぞ」 


「はい、 承知し ました」 

二人が そっと 近づく と、 格闘して いる 一団と いうの 

は、 一人の 火星人と、 こっちの 警官隊と であった。 火 

星 人 を 真中に して、 警官隊 は その まわり を取卷 いてい 

る。 

形に おいて は、 火星人 を、 警官隊が 取 巻いて いるの 

であった けれど、 火星人の 勢い はものす ごく、 警官隊 

は、 むしろ じりじりと 押されて いた。 

「 •：：• この 上 は 皆で、 こいつに とびつく の だ。 失敗し 

たら、 次 は 体 あたり だ。 とびついたら 放すな」 

と、 先頭に 立って さけんで いる 声に、 新田 先生 は 聞 


き おぼえが あった。 

「おい、 いい か。 突撃 用意！ 一、 一一 、三！ 突 込め！」 

号令 一 下、 わ あっと、 警官隊 は 剣 や 棒 を ふりかざし 

て、 火星人 をめ がけて うちこんで いった。 
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火星人 は 妙な うなり 声 を あげて、 一歩う しろへ さが 

る。 そこへ 警官隊 は、 どっと、 とびこんで いったの だ。 

それが はじまりで、 あと は、 ものすごい 格闘が はじ 

まった。 あっと 言う 間に、 警官の 一人 は、 空中た かく 

ほうり 上げられた。 他の 一 人 は 立 木に、 いやと 言う ほ 

どた たきつけられた。 勇敢に も 火星人に とびついて 


いった 警官た ち は、 ことごとく 火星人の ために、 あべ 

こべに やっつけられて しまった。 全く、 おどろくべき 

火星人の 大力であった。 

火星人の 大力！ それ は 警官隊 もよ く 知ってい たの 

だ。 しかし 警官隊 は、 巿民 たち を 守る その 職責の ため、 

死 を 覚悟して この 大敵に 向かって、 とびこんで いった 

の だ。 

「おい、 がんばれ。 死んでも 一歩 も 引くな！」 

警官隊 長ら しいの が、 金 切 声で 叫んで いる。 しかし 

部下の 多く は 深い 傷 を 受けて、 地上に 倒れて しまった。 

隊長 は それ を 見る と、 剣 をと りなお して、 みずから 大 


力の 火星人に ぶっかって いった。 

「あつ、 あれ は大 江山さん だ、 捜査 課長 だ！」 

と、 新田 先生が さけんで、 思わず 前へ、 とびだした。 

大 江山 捜査 課長 だ！ 

課長 は、 怪人に とびついた。 

火星人 は、 おこった ような 声 を 出して、 課長 を どう 

んと、 つきかえした。 

課長 は 地上に ひっくりかえった。 体 を ひどく 打った 

らしく、 課長 はしば らく 地上に 体 をく の 字な りに 曲げ 

ていた。 —— 何しろ 火星人の 力と きたら、 人間の 十 人 

力ぐ らいの は、 ざら にいる。 


「くせ 者！ まだ 降参せ ぬか！」 

課長 は、 やにわに 起 上る と、 また 火星 兵団の 怪人に 

とびつい ていった。 

火星人 は、 目 を 光らした かと 思う と、 とびついて 来 

る 課長 を、 横 あいから 触手で 強く はらった。 

「あつ！」 

課長 は、 顔 を 押さえて、 その 場に どうと倒れて しま つ 

た。 

その 時 突然、 木陰から 五、 六 人の 火星人が 現れた。 

新田 先生 は 気が 気で ない。 早く ガス ピストルで 火星 

人 を 撃って やりたい と 思った が、 博士が ピストル を 撃 


つまで は、 決して 撃って はならない という ことにな つ 

ている ので、 こまって しまった。 

「博士、 早く ピストル を …… 。 今、 倒れた のは大 江山 

課長です よ」 

と、 博士の 耳 もとで 早口に 言った。 

「博士、 課長 や 警官 を 見 ごろし にす るので すか。 私 は 

もう、 がまんが 出来ません。 ガス ピストル を 撃ちます 

力 レレ です 力」 

「待て、 ガス ピストル を 撃つ に は、 いい 折が ある。 火 

星 人の ゆだんす るまで 待て」 

と、 博士 は 先生の 手 をし つかりと にぎって 放さない。 


その 中に、 課長 も 動かなくなる。 他の 警官た ち も、 

火星人に かなわず、 みんな 長く のびて しまう。 立って 

いるの は 火星人 だけにな つた。 それ を 見た 博士 は、 

「今 だ！」 

とさ けんで、 黒 マントの 下から、 ガス ピストルの 口 

を 出して 引金 を ひいた。 

ついに 蟻 田 博士の 手に よって、 ガス ピストルから 第 

一 弾が 撃 出された。 

ごうん。 

ぱ かつと いうよう な 音が して、 その 弾丸 は 一番い 

ばっていた 火星人の 横腹に 見事 命中して、 黄い ろい け 


むりが、 弾丸の あたった あたりから、 もうもう とたち 

のぼ つ た。 

火星人た ち は、 思いがけない 出来事に あって、 その 

場に 茫然と 立って いた。 気 をの まれた かたちで ある。 

弾丸が 腹に 命中した その 火星人 は、 

(おや、 へんだ ぞ！) 

というよ うな 身ぶ リ をして、 黄い ろい けむりが たち 

のぼる 自分の 腹 を、 触手で しきりに 撫で まわして いた。 

この 火星人 こそ、 大 江山 課長 を やっつけた 火星人 だつ 

たの だ。 

そのうちに、 ひどく 大きな 音で、 


しゅう つ ！ 

と、 へんな 音が した。 

とたんに、 その 火星人の 体 は、 ふらふらと 前後に ゆ 

れ たかと 思う と、 積 重ねてあった 樽 をた おすよう に、 

ど すん と 横た おしに、 たおれて しまった。 

それ を 見て、 他の 火星人 はまた びっくりし なおした 

らしかった。 彼ら は、 たおれた 火星人の そばへ 蚯け 

よった。 

すると 彼ら は、 そこで 不思議な 有様 を 見た。 それ は 

たおれた 火星人の 大き を 腹の 上から、 黒い けむりが も 

や もやと 盛に 立ちのぼりつ つ 広がって いくと 見て いる 


うちに、 あの 丈夫な ドラム缶の ような 胴が、 どんどん 

湯気の ように 蒸発して いって、 やがて その 下から、 み 

にくい 火星人の 体が、 小さく ちぢこまって、 あらわれ 

たのであった。 

胴が 蒸発して、 なくなって しまったの である。 さあ 

たいへん である。 どうしてこう なった のか、 訳が わか 

らな いが、 火星人た ち は、 びっくりして そこ をと びの 

いた。 

「撃て！ 今 だ！」 

博士の 声 だ。 ごうん、 ごうんと、 博士と 先生と は、 

残る 火星人め がけて ガス ピストル を 撃 出した。 


十 号 ガスの ききめ はものす ごかった。 

蟻 田 博士と 新田 先生と は、 のこりの 火星人め がけて、 

ガス ピストル を、 どんどんぶ っぱなした。 

こ * つん こ、 つん こ、 つん。 

ばかつ、 ばかつ。 

どうなか 

弾丸 は、 おもしろい ほど 火星人の 胴中に あたる。 そ 

うして 黄い ろい けむりが むくむ くと 出て 来る。 

火星人 は そのけ むりに おどろく。 

ひゆう、 ひゆう、 ひゆう。 

o、  •、  o、  •、  o、  >o 

> ^く ブカ \/  > ベく 

妙な 声 を 出して、 火星人た ちが さわいで いるう ちに、 


あっちで もこつ ちで も、 しゅうつ、 しゅうつ と 音が し 

て、 火星人の かぶって いる 固い 胴が、 湯気の ようにと 

けて しまう ので あ つ た。 

どたり、 どたりと 火星人た ち は、 黄い ろい けむりに 

包まれ、 大地の 上に ころがる。 

けむりが 少し 消えて 来る と、 その 下に、 火星人 は、 

たこの ひものの ように、 赤黒い 体 を 小さく ちぢめて、 

固くなって いるので あった。 

火星人の かぶって いた あの 固い 胴 は、 地球の 空気の 

圧力に 対して、 よわい 体 を 持った 火星人が、 その 圧力 

を 防ぐ ためだった。 その 防 圧 胴が、 蟻 田 博士 発見の 十 


号 ガスの ため、 とろとろと とけて、 湯気の ように 蒸発 

してし まう もの だから、 火星人 は 赤 はだかの 上に、 地 

球の 空気の 強い 圧力 を 受けて、 一た まりもな く 押しつ 

ぶされ てし まう ので あ つ た。 

何とい う 痛快な 出来事であろう か。 

「博士、 すばらし いですな あ。 これ この 通りに 火星人 

の やつ、 みんな 死んで しまいました」 

と 新田 先生 は、 喜びに 声 を ふるわせて 言った。 

「うん、 これなら、 まず 使い ものになる わい」 

蟻 田 博士 は、 死んだ 火星人の 体 を、 前 かがみに なつ 

て、 よく 見ながら 言った。 


「蟻 田 博士、 その あたりに、 もっと 火星人が おれば い 

いのです がね え」 

と、 新田 先生 は、 ガス ピストル を 手に して、 ものた 

りない 顔で、 あたり を 見 まわした。 たった 二、 三 発 撃つ 

たくらい では、 あまりに もの 足りない。 

「火星人よりも、 そこに 倒れて いる 大 江山 課長 を 助け 

て やれ」 

博士 は 地上 を 指さした。 

「そうだ、 大 江山 捜査 課長が、 火星人に やられて いた 

のでした ね。 ガス ピストルが、 あまりよ くきく もの だ 

から、 つい 忘れて いました。 失敗 失敗」 


と、 新田 先生 は 赤い 顔 をした。 

そこで 二人 はまず 第一に、 気 をう しなって 倒れて い 

る 勇敢な 大 江山 課長 を だきおこし、 背中 を さすって、 

えいと 活を 入れた。 

「う うん、 ああ、 さあ 来い！」 

課長 は、 きかない 体 をむ りに 動かして 立とうと する _ 

新田 先生 は、 それ を 押さえて、 

「大 江山さん、 そう 興奮し ないで 気 をた しかに もって 

下さい」 

と 言えば、 課長 は 先生 を 見る より、 さらに 強く 興奮 

して、 


「いや、 放せ。 火星人な どに 負けて たまる もの か。 よ 

くも おおぜいの 部下 を 殺した な。 日本人 は、 最後の 一 

人と な つ て も 戦う ぞ」 

と、 なお も 先生に、 つかみかかろう とする。 

「大 江山さん。 そんなに 興奮し ちゃい かん。 わたし だ、 

新田です ぞ」 

「新田 だ？ 新田の 声の まね をしても、 きさま は 火星 

人 だ」 

「ちがう、 ちがう」 

蟻 田 博士が、 ふと 気がつき、 

「おい、 新田、 火星人と まちがえられ るの は、 その 服 


装が いけない の だ。 もう 火星人 はいない から、 服装 を 

ぬいだ がいい」 

「ああ、 なるほど。 どうも 今日は あわてて いけない」 

と、 新田 先生 は あわてて 帽子 をぬ いだ。 

帽子 をぬ げば、 はは あ 新田 先生 だな と、 誰でも わか 

る。 大 江山 課長 も、 そこで はじめて、 ほんものの 新田 

先生に、 かいほうされ ていた ことに 気がついた。 

そこへ、 先生と 博士が 寄って 来て、 傷口に、 マント 

を 破って、 かりの 繃帯 をす る。 

「これ は 新田 先生、 たいへんめ ずらしい が、 どうした 

のかね」 


「いや、 お 話 を すれば 長い 話が あるので す。 しかし、 

短く 言えば、 課長、 喜んで 下さい。 蟻 田 博士が、 火星 

兵団の 奴ら を やっつける、 すばらしい 熔解 ガス を 発明 

された のです。 そこらに ころがつ ている 赤黒い 怪物 は 

みんな 蟻 田 博士の 発明され た 十 号 ガスの ため、 やっつ 

けられて しまったん です。 どうか 喜んで 下さい」 

新田 先生が、 早口で 説明す ると、 課長 は、 

「なに、 蟻 田 博士が 発明した つて？ あの 博士が かね」 

新田 先生 は 驚いて、 そばに いる 博士の 顔 を 見た。 

博士 は、 ただ 笑って いる。 

「ねえ、 課長。 わたしたち は 思いち がい をして いたの 


です。 博士 は りっぱな 人物です。 そうして 人類の 大恩 

人 で す ぞ 」 

「それ は、 どうかな」 

博士 は、 にが 笑い をして、 やむなく 課長に 声をかけ 

た。 

「おい、 大 江山さん。 そのお かしな 博士 は、 ここにい 

て、 あんた の 手に 繃帯 を 巻いて おる よ。 わしの こと は 

後で ゆっくり 新田から 聞く がいい」 

「や あ、 あなた は 蟻 田 博士 …… 」 

「驚く こと はない よ。 それよりも、 いよいよ 明日から 

全国の 火星人 征伐 を やりなさい。 十 号 ガス はたく さん 


用意が あるから、 いくらでも あげる。 今夜 は 休んで、 

明日 突撃 隊 でも 作って、 その 先頭に 立つ がいい」 

と 言って、 博士 はすた すた 引返した。 

ああ、 十 号 ガスの すばらしい ききめ！ 

ガス ピストル や ガス 銃 を 持った 突撃 隊が 、 警視庁に 

勢ぞ ろい をした の は、 翌日のお ひる 近くであった。 

ガス 弾の 原料 は、 博士の 屋敷 あとへ いくと、 いくら 

でも 出て 来る。 博士 は 地下の 原料 タンクから 地上まで 

鉛管 を 何 本 も 出して、 ポンプで 吸 出す ように 仕掛 を 

やっきょう 

作って おいた から、 雷管の ついた 薬莢 さえ あれば、 い 

くらで も ガス 弾 は 作れる のであった。 


「突撃 隊、 集れつ」 

勇ましい 号令 を かけて いるの は、 大 江山 課長 だ。 

昨夜 課長 は 何事 ももう これまでと 思い、 部下のと む 

らい 合戦の つもりで 火星人の 中に 斬 込み、 死力 を 尽く 

して はなばなしく 戦い、 そこで 死んで しまう つもり 

だった。 そんな 悲壮な 決心 を 固めた 課長 は 一 夜明ける 

とたち まち 元気 を 取 返し、 さっそく 博士に すすめられ 

た 通り 突撃 隊を 編成し、 これに 博士の 発明した ガス 弾 

を 持たせ、 火星 兵団に 大逆 襲 を こころみ ようとい うこ 

ととな つた。 そうして 今や 一切の 用意 は 出来 上った の 

だ。 


「今から まず 帝都 附近 一帯に 出動して、 火星人と 見た 

ら、 今一 同の 手に 渡した ガス 弾で やっつけて しまう の 

だ。 火星人 を 見つけたら、 決して 見逃さない ようにす 

る こと。 ここで 一人の 火星人 を 逃せば、 十 人、 二十 人 

の 尊い 日本人の 生命 を 犠牲に する 上、 もしも 火星に ま 

で 逃 帰られたら、 それ こそ どんな 新兵 器 を 持った 新手 

の 火星 兵団が、 この 地球へ 攻 寄せて 来る かわからない 

ので ある。 だから わが 突撃隊員 は、 火星人 を 見たら 仕 

損じな く、 そうして すばしこく 火星人 を 倒す よう 心が 

ける こと だ。 わかった か、 わかった ろうな」 

「はい、 わかりました」 


「よろしい、 各隊、 出発！」 

突撃 隊長 大 江山 課長 は、 ついに 前進の 号令 を 発した。 

と つげき た い 
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突撃 隊の 出発 だ。 

めあて は、 まず 甲 州の 山奥に かまえて いる、 火星 兵 

団だ。 

そこに は 怪人 丸木が 隊長と して、 幾 十 幾 百と も 知れ 


ぬ 火星の 宇宙 艇を、 さしずして いるので ある。 

地球が モロ ー 彗星に こわされる 前に、 この 宇宙 艇の 

中に つみこんで 火星 へ さら つ て いこうと いう あわれな 

捕虜た ちが、 附近の 穴の 中に たくさん 押し こめられて 

いた。 人間 も おれば、 馬 や 牛 や 豚 や 猫 や 犬 もい る。 す 

ベて 火星で は 見られない、 まことに 不思議な 生物な の 

である。 

火星人 は、 人間 や 馬 や 牛 を 火星へ 連れていって、 家 

畜 とする つもりで ある。 馬 や 牛が 家畜と される の はま 

だいいと して、 人間た ちが、 火星人の ため 家畜と され 

て、 たまる もので はない。 


大 江山 捜査 課長 を 隊長と する 突撃 隊は、 火星 兵団の 

手から、 捕虜に なって いる 人間 をと りかえ そうと、 甲 

州の 山奥 を さして 押し かけた のであった。 

「はは あ、 また 麓の 方から 人間 隊が やって来た ぞ」 

「おお、 また 来た か。 人間と いう やつ は、 なかなかし 

ぶと いやつ だな」 

火星人が 二人、 山の いただきに 監視 兵と して 立って 

いたが、 突撃 隊が 下からの ぼって 来る の を 見て、 ばか 

にした。 

そうで もあろう。 これまで にこの 山 をめ ざして 攻め 

のぼ つ て 来た 警官隊 や 青年団な どの 数 は、 じつにお び 


ただしい。 しかし、 彼ら はいつ も 火星人の 敵で はな 

かった。 いつも、 こつび どく 火星人の ために 撃退され 

てし まった ので ある。 今度 も、 きっと 人間 隊は、 山の 

斜面 を ころがって、 逃 出す であろうと、 火星人 は、 ば 

かにし きっていた。 

火星人 は、 おいおいと 山の いただきに、 すがた を 見 

せ はじめた。 突撃 隊は 静かに のぼって 来る。 さて、 ど 

んな 戦いが はじまる のであろう か。 

静かに、 だまりこくって、 じりじりと 山道 をの ぼつ 

て 来る 大 江山 突撃 隊 であつ た。 

これ を 上から 見て いる 火星 兵た ち は、 がやがや さわ 


ぎた てて いる。 

「また 性 こり もな く、 人間 どもが 攻めて 来 やが つた。 

見ろ、 たたかわない 前から 元気が ないや」 

「そのよう だな。 負ける とわ かって おれば、 攻めて 来 

なければ いいのに、 人間 は、 頭が わるい ね」 

「みな 殺しに される まで、 ああ やって 攻めて 来る つも 

りなんだろう。 さあ、 今日は 人間 を 何人 やっつけて や 

るかな あ。 十四、 五 人 を 手 だまに とって、 谷底へ 投げ 

こんで やる かな」 

「おれ は、 火星へ みやげに 連れて 帰る の だから、 よく 

働きそう な 奴 をよ つて 捕える つもり だ。 そして 奴ら の 


体に、 おれの 名前 を 焼きつ けて おこうと 思う」 

などと、 火星 兵 は、 ずいぶん 勝手な こと を 言合って 

いた。 

実のところ、 このごろ 火星 兵た ち は、 人間が あまり 

弱い ので、 本気に なって たたかう 気がし なくなった。 

宇宙の 中で、 火星人が 一 番 えらい の だとい う 考えが、 

一 そう 彼らの 心 を おごらせ、 そうして、 ゆだん を させ 

た。 

だから、 山の いただき 附近に は、 まるで 蟻の けんか 

でも 見る ような 気で、 たくさんの 火星 兵が 集って 来た。 

彼ら はいずれ も、 かっこうのわるい、 あの 太い 胴 を ゆ 


すぶり、 そうして 針金の ように 細い 手足 を 振り まわし 

て 大きな 頭 を ぐらぐら させながら、 楽しそう に 下 をの 

ぞいて いる。  まことに 失敬 きわまる 火星 兵 どもで 

あった。 

ちょうど その 時、 彼らの そばへ、 黒い 帽子に 黒 マン 

トの 火星人が 二人、 近寄って 来た。 黒い 帽子に 黒 マン 

トの すがた をして いるの は、 火星人の 中で も、 幹部 級 

の 者と か、 とくべつ 任務の 者であった。 だから、 火星 

兵た ち は、 この 二人 を 見る と、 手 を あげて 敬礼 をす る 

のであった。 

「あいつ、 いやな 奴 だな あ。 敬礼 をして やっても 礼 を 


返さない よ」 

「ふん、 き つ と 地球の 空気 を 吸いす ぎて、 おかしくな つ 

ている のじ やない か」 

火星 兵た ちが、 こんなう わさ をして、 黒い 帽子に 黒 

い マントの 二人 づれの あと を 見送って いる。 

このい やな 奴と 言われた 二人 こそ、 じつは 蟻 田 博士 

と 新田 先生と であった の だ。 二人 は、 突撃 隊 よりも 一 

足 先に この 山中に まぎれこみ、 大胆に も、 今こう して 

火星 兵の いるまん 中 を、 のつ しのつ しと 歩いて いるの 

だった。 もちろん 二人とも だまって 歩いて いる。 黒い 

目が ねの 下から、 一 一人の 目が あやしく ぎらぎらと 光つ 


ている。 二人 は 何 をしょう というの であろう。 

(もう、 このへんで よかろう。 おい、 新田、 一、 二、 

三で、 例の こと を はじめる ぜ) 

と 目く ばせ をした の は、 蟻 田 博士であった。 

新田 先生 はうな ずいて、 早く も マントの 下の ガス ピ 

スト ルを にぎりしめた。 

(それ、 一、 二、 三。 そら、 はじめ！) 

博士 は、 ピストル を マントの 下から 出す と、 新田 先 

生の 方に 手 を 上げて 合図 をした。 それと 同時に、 博士 

は ガス ピストルの 引金 を 引いた。 

今日は ピストルの 音が しなかった。 今日 博士 は、 消 


音の しかけ を ピストル につけ 加えた のであった。 

どうなか 

ガス 弾 は、 無音のう ちに 火星 兵の 胴中に 命中して い 

く。 火星 兵 ども は、 はじめの うち は 何にも 気がつかな 

い。 そのうちに 自分の 胴から 黄い ろい 煙が 出た なと 

思った とたんに、 

しゅうつ、 しゅうつ。 

と、 大きな 音が して、 全身が 破れそう に 痛くなる。 

そうして あと は、 気が とおくな つてし まう。 その 時に 

は、 彼 はもう 地上に 倒れて いるので あった。 

火星 兵 は、 次々 に 倒れて いく …… 。 

火星人に ばけた 蟻 田 博士と 新田 先生と は、 ガス ビス 


トル を、 さかんにぶ っぱなし ている。 

山の いただきに 集り、 近づく 大 江山 突撃 隊を 見お ろ 

して、 がやがや おしやべ り をして いた 火星 兵 ども は、 

かたっぱしから 怪音を 発して、 ぶった おれる。 あたり 

は、 十 号 ガスの 煙が もうもうと たちこめて、 まるで 煙 

幕 を ひいた ようで ある。 

そのうちに、 火星 兵の 方で も 気がついた。 

「どうも、 おかしい ぞ。 あやしい 奴が、 はいりこんだ 

らしい。 おいみん な、 気をつけろ」 

「気をつける どころ じ やない ぞ。 これ を 見ろ、 たいへ 

んだ。 いつの 間に か 防 圧の 壁が とけて しまって、 みん 


な、 はだかになって 死んで いく ぞ。 どうも へんだ。 わ 

しも やられた らしい ぞ。 た、 助けて くれ」 

「この 煙が おかしい。 おや、 あそこに いる 二人の 火星 

兵め が 妙な もの を 手に 持って、 わしら の 仲間の 胴中に、 

何 かしきりに 撃ち こんでいる ぞ。 こら、 お前た ち は 何 

をして いるの か。 おい 待て」 

「うん、 さっきから、 その 一 一人 は、 あやしい 奴 だと 思つ 

ていた。 やい、 手に 持って いるもの を、 こっちへ わた 

せ」 

蟻 田 博士と 新田 先生と は、 ついに 火星 兵の ため、 ば 

けの 皮をはがされて しまった。 


「博士、 どうやら、 こっちの 正体 を 見 やぶられ たよう 

です よ。 どうしましょう か」 

「な あに、 かまわん。 今のう ちに、 手 あたりし だい、 

ぶ っぱなし ておけ。 こいつら をた おしてお けば、 向 こ 

うにい る 本隊の 火星 兵 ども は、 まだ 当分、 気がつかな 

いでいる だろう。 そら、 そこにい る 火星 先生に も 一発 
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と、 博士 は 楽しそう に ピストル を 音 もな く 撃ちまく 

る。 そのうちに、 火星 兵の 誰かが、 これ を 知らせた も 

のと 見え、 宇宙 艇が 林立す る 本隊の 方から、 火星 兵 部 

隊が どっと 押し だして 来た。 


ちょうど その 時、 大 江山 捜査 課長の ひきいる 突撃 隊 

の 先頭が、 ついに 山の いただきに 顔 を 出した。 さあ、 

大 合戦 だ！ 

火星 兵と 人間 突撃 隊 との 大 合戦の 幕 は 切って 落され 

た。 

しか まね 

大 江山 隊長 は、 こん どこそこの 山に 屍 を さらす つ 

もりで、 自ら 突撃 隊の 先頭に 立って、 おどり 上って 来 

た。 

「突撃 隊、 つっこめ！ 恐れて はならん、 おちついて、 

一発ず つ 正確な 射撃 をし ろ！ 第 一隊 は 正面、 第二 

隊. 第三 隊は 左へ いって、 横 合から 攻めろ。 第 四隊以 


下 は、 我らに かまわず、 敵の 本隊へ 突入せ よ！」 

「うわ あつ、 うわ あつ」 

のど も はりさけ よとば かり、 突撃 隊は、 ときの 声 を 

あげて、 火星 兵の 中に おどりこんで いった。 

ひゆう、 ひゆう、 ひゆう。 

o、 、ヽ o、  •，  o、  >o 

プ カく  ，力く ぶく 

火星 兵 部隊の 方で も、 何だか わからな いが、 しきり 

に 怪しい 声 を あげ、 人間 突撃 隊を 踏みに じろうと、 押 

出して 来る。 まるで 人間 タンクの 大群が、 どんどん 前 

へ 出て 来たよう である。 

ごうん、 ごうん。 


突撃 隊の 持って いる ガス ピストル や ガス 銃 は、 消音 

式に なって いないから、 さかんに 大きな 音を立てる。 

は 力つ ぱ 力つ はカぱ かつ 

あちらで もこ ちらで も、 火星 兵の 胴中が 破裂する。 

しゅうつ、 しゅうつ と、 えらい 響で ある。 

たちまち、 あたり は 黄い ろい 煙に 閉じ こめられて、 

まるで 先が 見え なくなった。 

しかし、 ガス ピストルの 音と、 火星 兵の かぶって い 

る 胴が とけて 爆裂す る 響と、 それに 交って、 双方の 死 

物ぐ る いの 叫び声が、 ものすごく 山々 を ゆすぶ つ た。 

一体、 どっちが 勝って いるの か 負けて いるの か、 さつ 


ばり 見当が つかなかった。 

そのうちに、 ピストルの 音が、 はたと やんだ。 しき 

りに 聞え ていた 火星 兵の 胴の 爆裂 音 も、 にわかにと 

まった。 はて？ 

珍しい 大 合戦 だ。 

火星人と 人間との、 追いつ 追われつ の 合戦だった。 

いつも 人間 隊が、 みじめに やっつけられ ていたが、 今 

度と いう 今度 は、 人間 隊は、 強き を ほこる 火星人 隊を 

向こうに まわして、 かな リ 有利に たたかった。 

急に 静かに なった の は、 どういう わけで あるか。 

大 江山 隊長、 蟻 田 博士、 新田 先生の 三人 は、 一 つと 


ころに 集って 来た。 

「博士、 新田さん。 何だか 火星 兵の 様子が おかしいで 

すそ I 

「おお、 大 江山さん。 にわかに 静かに なり ましたね。 

博士、 これ はどうい うわけ でしよう か」 

「さあ、 わしに もよ くわ からん。 だが、 とにかく 今度 

は、 人間 部隊の 勝った ことに は 間違な しだ。 ひとつ、 

ここらで 威勢よ くと きの 声 を あげろ」 

「いいでしょう。 おい、 突撃 隊！ 大勝 利 を 祝って、 

大声で、 ばんざい 三唱 だ。 それ、 ばん ざ あい」 

ばんざい、 ばん ざ あいと、 突撃 隊の 一 同 は 声 を そろ 


えて、 ばんざい を さけんだ。 

そのうちに、 もうもうと たちこめ ていた 十 号 ガスの 

かたまりが、 風に 吹かれて、 だんだん 谷 あいの 方へ す 

べっていった。 そうして、 その あとから、 大 合戦の あ 

との 血 なまぐさい 戦場が、 あらわれ 出た ので ある。 

ああ、 何とい う 奇妙な 光景であろう。 

褐色が かった 火星 兵の、 あかはだかの 死体が、 あた 

り 一面に、 ごろごろ ころがつ ている。 味方に も 多少 傷 

ついた 者 はあった が、 火星 兵の ため、 殺された 者 はい 

ない。 

「おお、 あれ を 見よ。 火星 兵 は みんな 宇宙 艇の 中に 逃 


げこんだ の だ！」 

博士が さけんだ。 

なるほど、 火星 兵 は、 もうす つかり 宇宙 艇の 中に 逃 

げこんで しまって、 窓からの ぞいて いる。 もはや 地上 

に は 一人の 火星 兵 もい ない。 かくして、 ぶきみな、 に 

ら みあいが はじまった。 

火星 兵団と 大 江山 突撃 隊 とが 向きあって、 気味の 悪 

い にらみあい を 続けて いる。 

火星 兵 は、 一 人 残らず 林立す る 火星の 宇宙 艇の 中に 

はいって しまった。 そうして 窓から、 こっち をの ぞい 

ている。 


突撃 隊の ほうで も、 これ 以上 ちょっと 進み かねてい 

る。 

「蟻 田 博士」 

と、 大 江山 隊長が 博士 を よんだ。 

「なんじ やの」 

「火星 兵 ども は、 すっかり、 宇宙 艇の 中に 逃 込んで し 

まいました。 この 上 は、 宇宙 艇の 中へ 攻 込んで、 火星 

兵 を 残らず やっつけ たいので すが、 何 かいい 方法 は あ 

ります ま レカ」 

大 江山 隊長 は、 あくまで 火星 兵団 を やっつける 気で 

ある。 これまでに、 火星 兵団が した 悪い ことの かずか 


ず は、 そのまま 許して おけなかった し、 この 上、 ほうつ 

ておけば、 どんな ことになる かわからない。 

「そうだのう。 わし は、 火星 兵が 思いの ほか、 あっさ 

りと 引き こんで しまったので、 あてが はずれた ところ 

じ や。 はてな、 どうして やろう か」 

そう 言って いる 時、 林立して いる 火星 宇宙 艇の 上の 

方が ぴ かりと 光った。 それが、 合図で でも あるかの よ 

うに、 並ぶ 宇宙 艇 から、 ぴかぴか ぴ かと、 目 も くらむ 

ような 光が、 いなずま のように、 烈しく きらめき だし 

たのであった。 

何事が 始 つたの か？ 


「あ、 こいつ は、 いかん ぞ。 大 江山 隊長、 残念ながら、 

早い ところ 山 を 下りた がいい。 火星 兵団に 何 か、 たく 

ら みが ある ぞ！」 

博士が、 いつにな く、 あわてて 注意した。 

「え、 一 度 引上げる のです か」 

「うん、 早くせ い」 

そう 言って いる 時、 突撃 隊の 中に 変な ことが 起った。 

火星の 宇宙 艇が、 ぴかぴか やって いるう ちに、 突撃 

隊の 中に、 へんな ことが おこった。 —— と は、 どんな 

ことだった か？ 

「隊長、 ピストルが ぐにゃぐにゃ になって しまい まし 


た」 

「わたしの もそう です。 いや それば かりで はない。 腰 

について いた 剣が どろどろに とけて、 地面に 落ちて し 

ま いました ぞ」 

「わたしの も、 とけて しまった。 これ はどう も、 へん 

な ことにな つ たもの だ」 

と、 隊員た ち は、 さわぎ 出した。 全く 不思議な 出来 

事であった。 かたい 金属で 出来た ものが、 いずれも、 

ぐにゃぐにゃ になって、 とけて 流れる のであった。 

「博士、 えらい ことにな りました。 一体、 どうしたの 

でしよう」 


と、 新田 先生が、 横から 心配そう にたず ねた。 

「うん、 察する ところ、 火星 兵団で は、 金属 をと かす 

怪力 線 を 使って いるら しい。 あの ぴかぴか光る のがく 

せ もの だ。 とにかく、 ここにいて は、 きけん だから、 

ひき 上げた がよ い。 おい、 大 江山 隊長 ざんねんだろう 

が、 ここ は ひとまず、 ひき 上げた がいい ぞ」 

「そうです か。 ひき 上げなければ なりません か。 ここ 

まで 攻めた てた のに、 ざんねん だな あ」 

そうこう する うちに、 ありと あらゆる 金属が ぐに や 

ぐに やにな リ 出した。 十 号 ガスの ピストル は、 こと ご 

とく 地上に 落ち、 帽子の きしょう も、 金 ボタン も、 み 


んな とけて 落ちる のであった。 

「こいつ は ひどい」 

「これで は、 火星 兵 を なぐりつける こと も 出来ない」 

そこで 大 江山 隊長 は、 ついに 心 を 決し、 

「総員、 いそぎ ひき 上げろ！」 

と、 命令 を 出した。 

一同 は、 その 命令に したがって、 ひき 上げ を はじめ 

た。 すべる ように、 山の 斜面 を 下りて いく。 蟻 田 博士 

も 新田 先生 も大 江山 隊長 も …… 。 すると、 火星 兵 ども 

は、 あやしげな 声 を あげて、 はやした てるのであった 

ざんねんながら、 大 江山 突撃 隊は、 一 たん ひきあげ 


る 外なかった。 

火星 兵団が、 あやしい 光線 を 出して 金属 をと かすと 

いう こと は、 これまで にも、 外国の 例に あった ことで 

も ある。 しかし、 日本に おいて、 これが はっきり 見ら 

れ たの は、 今度が はじめてであった。 

大 江山 隊長 以下、 まず、 たいした 損害 もな く、 山の 

ふもとまで ひきあげる ことが 出来た。 しかし 隊長 を は 

じめ、 突撃 隊の 一同 は、 ざんねんで たまらない。 そこ 

で 隊長 は、 蟻 田 博士に この こと を 相談した。 

「蟻 田 博士、 火星 兵団の 怪力 線 を ふせぐ 方法 はない も 

のです かな あ」 


「それ は、 わし も 道々 考えて 来た こと だが、 大きな 反 

射 鏡 をつ くる か、 それとも、 電気 か 磁気 をう まく 使つ 

て、 怪力 線 を 途中で まげる か だな」 

「それ はいいで すね。 さっそく、 つくって いただきた 

いものです」 

「そう 君の 言うよう に、 かんたんに つくれる ものが。 

いくら 早くつ くっても、 二週間 や 三 週間 はか かる。 そ 

れ では、 モロ ー 彗星に 衝突され た あとの ことにな るか 

ら、 もう 間に あわん よ」 

「いけません か。 外に 方法 は …… 」 

「博士、 十 号 ガス を 爆弾の 中に 入れ、 飛行機 を 使って 


空中から 火星 兵団 を 爆撃して はどうで しょうか」 

と、 新田 先生が 横から 口 を はさんだ。 

「おお、 それ はいい 考え だ」 

と大 江山 隊長 は 喜んだ が、 博士 は、 かぶり を 振って、 

「だめ だ、 そんな こと は。 なぜって、 飛行機が とんで 

いっても、 火星 兵団が 怪力 線 を 出せば、 飛行機が とけ 

てし まう ではない か」 

「ああ、 なるほど。 困り ましたね」 

「ただ 一 つ、 わりあいに 早く やれる 方法が ある。 多分、 

うまくい くじ やろう」 

と、 蟻 田 博士が、 眉 を あげて 言った。 


一 度 は 十 号 ガスの ピストルで 火星 兵団 を 退却 させた。 

ところが、 火星 兵団 は 怪力 線 を 使って、 あべこべに 

大 江山 突撃 隊を 逆襲した。 そこで 残念ながら、 一 同 は、 

蟻 田 博士の すすめで、 いそぎ 山 を 下りる しかなかった 

ので ある。 

残念が る大 江山 隊長 を、 博士 はなぐ さめて、 明日 を 

待てと 言った。 博士に は、 怪力 線 を 使って あばれる 火 

星 兵団に たいし、 後に ただ 一 つの 攻め かける 方法が 

残って いるから、 その 用意 を 明日までに しょうと いう 

のであった。 

さて、 その あくる 日と なった。 


ここ は、 宇宙 艇が 林立 している 火星 兵団の 基地の 朝 

であった。 

火星 兵 ども は、 宇宙 艇の扉 を あけて、 地上 を 蟻の 大 

群の ように、 思い思いの 方向に 歩き まわって いる。 

「いないよ。 全く いないよ」 

「みんな、 逃げて しまったら しいね。 不意 打に 怪力 線 

を ひっかけて やった ので、 人間 どもの 持って いた 金属 

製の ものが、 みんなぐ にやぐ にやに なつち まって、 き 

も をつ ぶした のだろう。 人間の くせに、 我々 高等生物 

を やっつけよう などと は、 ふらちな 奴 ども じ や」 

何が、 ふらちであろう。 地球へ 攻めて 来て、 人 もな 


げな 振舞 をす る 火星 兵の 方が、 よほど、 ふらち 千万で 

ある。 

しかし 世の中 は 実力が もの を 言う。 いくら、 相手が 

けしからんと 口で おこって みても、 相手が 実力で 攻め 

て 来れば、 こっちに 実力がなければ、 むざんに ふみに 

じられ る。 実力 を 持って いない もの、 実力 を 用意す る 

こと を 忘れて いた もの は、 いつの 世に も、 あまりにみ 

じめ である。 

しかし、 地球人 類 は、 火星 兵団の 怪力 線の ために、 

全く 手 も 足 も 出 なくなつ たわけで はない。 少く とも、 

ここに わが 蟻 田 博士が いる。 


一夜のう ちに、 博士 は 火星 兵団 を やっつける 新しい 

用意 をと とのえ 終った のであった。 さて、 何が 出て 来 

るであろう か？ 

ま  いくさ 

S 負け戦 

その 朝、 火星 兵団 長の 丸木 は、 例の 通り 千 二 少年に 

起された。 

丸木 は、 いつにな くき げんがよ かった。 それ はきの 


ぅ大 江山 突撃 隊の ため、 あやうく やつ つけられ そうに 

なった が、 怪力 線 を 使って それ をう まく 撃退した ので、 

それで、 きげんが よいので あった。 

(ふん、 きのう は 人間 隊の ために、 すっかり やられて 

しまった かと 思った よ。 あの まま、 こっちへ 人間 隊に 

来られる と、 こっち も、 かな リ 苦戦に おちいった かも 

知れん。 人間 隊が 退却して くれて、 幸いだった) 

と、 丸木 は、 きのうの こと を 思い出して、 ふ ふ ふ ふ 

と、 うす 笑い をした。 

千 二 少年 は、 丸木の 身の まわり を、 かたづけて 出て 

いこうと した。 それ を 見て いた 丸木 は、 


「おい 千 二、 ちょっと 待て」 

「はい、 兵団 長」 

千 二 少年 は、 あいかわらず、 丸木の ため 電気 帽をか 

ぶら され、 電波 囚人と なって いるから、 何でも 丸木の 

命令に したがう 外ない。 

「お前、 きょうは 顔色が 悪い が、 どうかし やしない か」 

丸木 は、 めずらしく 少年に、 やさしい 言葉 を かけた 

「はい。 けさから 頭が、 われる ように 痛い ので、 こまつ 

て います」 

「なに、 頭が われる ように 痛い か」 

丸木 は、 何 か 考えて いたが、 やがて うなずき、 


「電気 帽で、 あまりき つく、 この 少年の 脳 をし ばった 

せいか も 知れん。 千 二に 今 死なれて は、 おれ は 困る。 

じゃあ、 すこし ゆるめて やる かな」 

とひと りごと を 言って、 千 二の そばへ 近づく と、 電 

気 帽に手 を かけた。 

「あ、 痛つ、 痛い 痛い」 

千 一 一が 飛 上った。 

「いま、 痛み をと めて やる から、 がまんし ろ」 

と、 丸木 は、 千 二の かぶって いる 電気 帽の ねじ を、 

ゆるめに かかった。 

「あれつ！ これ は、 ねじが さびて いる。 なかなかう 


まく、 まわらない ぞ。 うん、 うん」 

丸木 は、 うなりながら 力 いっぱい 触手で もって、 ね 

じ を ゆるめた のであった。 ところが、 あまり 力を入れ 

すぎた もの だから、 ねじの 一 つが、 ぼろん ともげ、 こ 

つんと 音を立てて 下に 落ちた。 

「ああつ、 痛つ！」 

千 二が、 悲鳴 を 上げた。 

「おお、 かわいそうに …… 」 

丸木 は あわてた。 

千 二 は、 もだえながら、 ぱ たりと 下に 倒れて しまつ 

た。 


「しまった。 千 二よ、 死ん じ やい かん ぞ」 

丸木が、 少年の そばへ、 かけよろ うとした 時、 この 

室に とりつけ てあつた 警報の ベルが、 けたたましく 鳴 

り 出した。 

じ やん、 じ やん、 じ やん、 じ やん。 

「おお、 警報 ベル だ。 どうした のかな」 

丸木 はび つくりして 立ちす くんだ。 

その 時、 かべに しかけて あった 高声 器から、 大きな 

声で 火星 語が 鳴り 出した。 

「兵団 長、 たいへんです。 わが 兵団 は、 ただ今 大損 害 

を 受けつつ あります。 すぐお 出で を 願います」 


「大損 害と は、 どうしたんだ。 何事が はじまった のか」 

「たいへんです。 宇宙 艇が ぼか ぼか こわれて いくので 

す。 どんどん かけて、 煙の ように 消えて いくのです」 

「なんじ や、 宇宙 艇が 煙に …… 。 そうか、 それ はたい 

へんだ。 今、 そっちへ いくから、 みんなに、 しっかり 

しろと 一一 一一 n え」 

兵団 長 丸木 は、 びっくりして 部屋 をと び 出して いつ 

た。 あとに は、 千 二 一  人が、 床の 上に 長くな つてい る。 

たいへん だ！ 

原因 はわから ない が、 火星 兵団の 乗って 来た 宇宙 艇 

が、 今一 大事で ある。 しゅっし ゆつ と 宇宙 梃が、 はし 


から 煙に なって、 くずれて いくとい う 報告であった。 

火星 兵団 長の 丸木 も、 これ を 聞いて おどろいた。 彼 

は、 あわてて 外へ 飛 出した。 

「おお、 こいつ は ゆゆしい 一大事 だ！」 

丸木 は、 ぼんやりして しまって、 煙 を 上げて いる 宇 

宙艇を 不思議そう になが めて いる。 

「兵団 長、 あのと おりです。 あつ、 こっちの 宇宙 艇か 

らも 煙が 出て 来ました。 やられた 宇宙 艇は、 これで、 

もう 六隻 か七隻 になります。 どうしましょう、 兵団 長」 

参謀と も 見える 火星人が、 あわてく さって 丸木の 肩 

をた たくので あった。 


「おお こいつ は、 ゆゆしい 一大事 だ！」 

と、 丸木 はまる で 夢を見て いる 人の ように、 ひとり 

ごと をく りかえ した。 

「兵団 長、 命令 を 出して 下さい。 急ぎ 地球から 引上げ 

ろ！ とで も、 おっしゃって 下さい。 このまま では、 

我々 の 火星まで 乗って 帰る 宇宙 艇が、 全滅して しまい 

ます」 

参謀の 声 は 恐し さに ふるえて いた。 

「う— ん、 こいつ はよ わった。 敵の やつ、 蒸発 ガス を 

砲弾に こめて 砲撃して 来たんだ な。 こっちに ゆだんが 

あった。 おい、 逃 出す ことより は、 敵の 砲兵 陣地 を 探 


しあ てること だ。 早くい つて、 この 砲弾 を 撃 出して い 

る 陣地 を 探して 来い」 

「敵の 砲兵 陣地です か。 へ— い」 

一度 言 出したら 引かない 丸木だった。 それ を 心得て 

いるから、 参謀の 一人 は龃 出して いった。 観測 台の あ 

る 宇宙 艇の ところへ いって、 人間 隊の 砲兵 陣地 を 探さ 

せる ためだった。 

「参謀、 よく わかりません。 山の かげに なって いて、 

陣地な ど 見え はしません」 

「そうか、 山の かげに なつと るか。 それ は 困った な あ 

なんとかして 知る 方法 はない か」 


「さあ、 困り ましたな」 

火星 兵団 は、 めずらしく 負け色で ある。 

観測 台の ある 宇宙 艇の 下で、 参謀と 観測 兵と が 押 問 

答 をして いる 時、 ばた ばた と 音が して、 また 二 名の 火 

星 人が かけつけて 来た。 

「おい、 兵団 長が 返事 を 待って おられる ではない か。 

どうしたんだ。 人間 隊の 砲兵 陣地が ある 場所 は？」 

「おい、 早くし ろと いう こと だ。 ぐずぐずして いるか 

ら、 また 宇宙 艇が 三隻 ばかり 煙に な つ てし ま つ たぞ。 

これで は 約束が 違う。 こっちの 命が あぶない」 

参謀 は、 う うんと、 うなって いたが、 


「よし、 仕方がない。 この 上 は 兵団 長に 言って、 少し 

も 早く 宇宙 艇を 全部、 空に 舞 上らせる こと だ。 それし 

か 助かる 方法 は 考えられない」 

「じ や、 早く 兵団 長に そう 言って 下さい」 

そこで 三 名 は、 一 かたまり になって、 丸木の 待って 

いると ころへ、 もど つ て 来た。 

参謀が それ を 言う と、 丸木 はき げん を 悪く して、 

「なんだ、 たった これ だけの ことで 兵団 全体が 引上げ 

るなん て、 そんな 弱い こと を 言つ ちゃい かん。 第一、 

今 全部の 宇宙 艇が飛 出せば、 せっかく あそこに 捕虜に 

して ある 人間 や 家畜なん かが、 みんな 逃げて しまう 


じ やない か。 よろしい、 観測 をす るた めに、 ニ隻 だけ 

空中へ 飛 出せ」 

一 一隻 だけ 飛 出せ！ 

そういう 命令だった けれど、 やがて 空中へ 飛 出した 

宇宙 艇は ニ隻 ではなかった。 その 数 は、 およそ 三、 四 

十隻、 いずれも 逃 足の ついた 臆病 連中ば かりであった。 

そうで もあろう。 命と 頼む 宇宙 艇が 煙と なって しま 

い、 その 時、 自分た ち も 一し よに、 しゅっし ゆつ と 煙 

を はいて、 死んで しまったので はやり きれない。 

十 号 ガス を 砲弾に つめて、 火星 兵団 を 射撃す る 作戦 

は、 蟻 田 博士が 考えついた もので あつたが、 そこまで 


は 大成功だった。 

空中に 飛 上った 火星の 宇宙 艇は、 その 数 三、 四十 隻 

であった。 

高い 山々 に せばめられ たせまい 空 を、 この 宇宙 艇は、 

怪 音を立てて 飛び かう のであった。 

その 中の ニ隻 は、 火星 兵団 長の 丸木から、 偵察 を 命 

せられた 宇宙 艇 だった。 

「どこに いる？ 人間 隊は？ そうして ガス 砲隊 

は？」 

偵察の 艇は、 山 を 一 つ 飛越え て、 しきりに その 向 こ 

う を 探し まわって いた。 


ところが、 空中に 舞 上った ほかの 宇宙 艇は、 ごうん、 

ごうんと、 ものすご いひび きを 立てて、 どんどん 高空 

へ 上って いった。 

これ を 見て、 突撃 隊は、 さっと 喜びの 声 を あげた。 

「ああ、 宇宙 艇の 一部が、 逃 出した のじ やない かな」 

「おお、 逃げて いく。 鬼の ような 火星 兵団が、 そろ そ 

ろお じけ づ いた ぞ」 

ところが、 偵察 任務に ある ニ隻の 宇宙 艇は、 勇敢に 

も だんだん 低空に 舞 下りて 来て、 どこまでも 人間 隊の 

ガス 砲 陣地 を、 さぐろう という 様子が 見えた。 

「どうした のだろう か。 人間 隊は、 どこに も 見えない 


よう だが …… 」 

偵察 艇の 火星 兵に は、 人間 隊が 見えなかった。 見渡 

すと 山に は 木が しげり、 白い 道が くねくね まわって い 

るのと、 それから、 はるかに 下の 方に、 畠が 見える ば 

かりであった。 

「おかしい。 どうも わからぬ。 もっと 下って 見よう」 

ちょうど 山の ふもとに、 こん もりした 森が あった。 

宇宙 艇 はだん だん 舞 下り、 千メ ー トルぐ らいの 高度 を 

とって この 森の 上まで 来た 時、 にわかに 森の 中から、 

まぶしい 火光が つづけざまに 走 つたと 思 つ たら、 ど ど 

ど どん、 ど ど どんと 大きな 音を立てて、 高射砲 弾が 宇 


宙艇 のま わりに 炸裂した。 

「あつ、 しまった！」 

と、 火星 兵た ち はび つくり！ 

「ああ、 しまった！」 

と 言った の は、 偵察 艇に 乗って いた、 火星 兵で あつ 

た。 

ちょうど 森の 真上まで 来た 時、 下から 不意 打に、 も 

うれつな ガス 弾の 砲撃 を 受けた のであった。 

蟻 田 博士の 作戦に もとづき、 突撃 隊 はこの 森に 放列 

をし き、 ここから 砲撃して いたのであった。 そこへ 偵 

察艇が 飛んで 来た ものであるから、 しばらく 鳴り をし 


ずめ ていたの である。 しかも この 時 偵察 艇 はたい へん 

高く 飛んで いて、 とても 森から ガス 弾 を 飛ばしても、 

とどかない ことが わか つていた。 だから 今 も 言った よ 

うに、 鳴り を しずめて いた 方が よかった の だ。 

そのうちに 何も 知らない 火星の 偵察 艇は、 大砲の あ 

リかを 探す ため、 だんだん 下へ 舞 下りて 来た。 これ は 

ちょうど、 おあつらえ むきだと 思って いるう ちに、 偵 

察艇は どんどん 高度 を 下げ、 ついに ガス 砲の 射程 内に 

はいった ので ある。 

(そら、 しめた！ 今 だ、 撃て、 撃て！) 

という わけで、 森の 中から、 はげしい 砲撃が、 火星 


の 偵察 艇に 向けて 始 つたので あった。 

大 江山 突撃 隊は、 おど リ上 つ て 喜んだ。 

森の 上へ 舞 下りて 来た ニ隻の 偵察 艇は、 いずれも 

こっちが 放った ガス 弾が 命中して、 あのかたい 外壁が、 

黄色い 煙 を 上げて とけ 出した 様子で ある。 

「そら、 もっと 撃て！」 

突撃 隊は元 気づいて、 さらに 巨弾の 雨 を 一 一隻の 偵察 

艇に 集めた。 

「もういけ ない。 非常信号 を 丸木 兵団 長に！」 

消え ゆく 偵察 艇 から 無電が 放 たれた。 それ は 丸木 兵 

団長のと ころへ、 もちろん 聞え た。 兵団 長 は それ を 聞 


くと、 たいへん おこり 出した。 

「よし、 今度 は、 おれが 出かける ぞ」 

丸木 は、 司令 艇の 中で、 はげしく おこって いる。 

「兵団 長、 お待ち 下さい。 人間 隊の ガス 弾 は、 なかな 

かつよい ききめ を もってい ますから、 おいでにならぬ 

方が …… 」 

と、 幕僚が 言えば、 丸木 は、 またもや おこり 出して、 

「だまれ。 こっちの 偵察 艇は ゆだん をして 低空に おり 

たから、 ガス 弾の ために、 あんな むざんな 最期 を とげ 

たの だ。 うんと 高空から、 怪力 線 をお とせば いいの だ」 

「しかし、 万一の ことがありまして は、 火星へ もどり 


ました 時に、 われわれ は …… 」 

「われわれ はお もく 罰せられる と言うの だろう。 いや 

とめるな。 ここで、 わが 火星 兵団が 人間 隊に 負けた と 

あって は、 火星 軍の 恥で ある。 どうせ 地球人 はもう 永 

いこと はない の だから、 きっと、 こっちが 勝つ にち が 

いない。 全艇に 出動命令 を 出せ」 

丸木 は、 なんと 言っても 聞かない。 

「それに、 困った ことが 起る と 思います」 

「困った ことと は …… 」 

「宇宙 艇が とびあが ると、 中にはた たかう どころ か、 

さっさと、 また 火星へ にげて かえる 艇が 出る にち がい 


ありません」 

「そういう 艇兵 は、 あとで きびしく 罰する から、 ほう つ 

ておけ。 とにかく 高空への ぼり、 全艇 同時に 敵の 砲兵 

陣地へ 向けて、 怪力 線 を 出せば、 きっと こっちの 勝 だ。 

おい、 早く 命令し ないか」 

「はい」 

丸木の 決心 はかたかった。 

そこで 仕方なく、 幕僚 は全艇 出動の 号令 をった えた。 

全艇 出動と 言っても、 捕虜の 番をする ため、 十 名ば か 

りの 火星 兵が、 あとに のこる ことと なった。 

こうして、 ついに 火星 兵団の 全艇 は、 ものすごい 音 


をた てて、 一時に 空中に まいあがった のであった 

丸木 は ぷりぷりおこ つ ている！ 

^ 大空 & 


大 江山 突撃 隊長 は、 ガス 砲 陣地の あると ころから、 

すこし 離れた 小高い 岡の 上に 立って、 数名の 観測 員な 

ど を、 さしずし ていた。 隊長 を はじめ、 いずれも みん 

な 草 や 木の 枝 を あたまから かぶって、 擬装して いた も 


の だから、 空から は、 これが 人間 だと は、 見えな かつ 

た。 

観測 員の 一人が、 しきりに、 空 を 見上げて いる。 彼 

の 目の前に は、 一本の つなが たれて いた。 そのつな を、 

下から 上へ 見て いくと、 二百 メ ー トルば かリ 上に、 一 

とび 

羽の 鳶 のよう な 形 をした 鳥が、 つばさ を ひろげて、 と 

んで いる。 —— いや 空中に、 ほとんど、 じっとして、 

うごかない のであった。 

それ は、 もちろん、 ほんものの 鳶 ではなかった。 そ 

れは、 たいへんに かるい 気体 をつ めた 一種の 風船で 

こうでんがん 

あって、 その 風船に は、 光電 眼が ついていた。 


光電 眼 は、 テレビジョンと 同じような、 はたらき を 

もっている。 球形の レンズに、 外の 景色 は みんなお さ 

めら れる。 すると、 内側で、 これが 電気に なって、 つ 

なの 中 をった わ つ て 地上の 観測 員のと ころまで おくら 

れる。 あと は、 テレビジョンと 同じに、 再び 物の 形に 

して、 景色が 見える。 これ も 蟻 田 博士の 発明品だった。 

この 光電 眼 をつ けた 鳶は、 二百 メ— トルの 高さのと 

ころから、 火星の 宇宙 艇の 基地 をに らんで いた。 宇宙 

艇の 全部が とびだした ところが、 この 光電 眼 を 通じて、 

観測 員に、 よく 見えた。 

「隊長、 いよいよ 全艇 そろって、 まい 上りました。 あ 


とに、 宇宙 艇は、 一 つも、 のこって いません」 

「そうか。 よろしい。 どうも、 蟻 田 博士の 予言した こ 

とが、 いちいち そのと おりになる ねえ」 

「は あ、 そうです かねえ」 

「いまに、 全艇 が、 高空から、 われわれ めがけて、 ま 

い 下りて 来る だろう。 これ も 博士の 予言 だ」 

「はは あ、 博士 は、 そんな ことまで、 見と おして いら 

れ るので すか」 

どこまで、 えらい 蟻 田 博士であろう。 

このように、 えらい 博士 を、 おかしい と 思って いた 

大 江山 課長 は、 ときどき、 それ を 思い出して 今でも 冷 


汗が 出る。 

「ああ、 博士です か。 全艇 そろって、 ただ今、 高度 一 

千メ —， ^ル のと ころ を、 急上昇 中です。 よろしいです 

ゝ I 

力」 

大 江山 は、 とびあがった 火星の 宇宙 艇の 様子 を、 刻々 

に、 博士のと ころへ、 電話で つたえる のであった。 

博士 は、 どこに いるので あろう か。 

博士 は 今、 例の せまい 研究室の 中に、 新田 先生と 一 

しょに いる。 

博士 は、 そのせ まい 室内に ある 操縦席み たいな 椅子 

に、 ふかく 腰 を 下して いる。 博士の 前に は、 たくさん 


の 計器が 並んで いる。 

新田 先生 は、 その 隣の 座席に、 腰 を 下して いる。 

大 江山 隊 からの 電話 は、 博士の 頭の 上の 高声 機から、 

ひびいて 来る。 

「大丈夫 だよ、 大 江山 君。 やがて 火星 兵団が、 君の 陣 

地 を 攻撃す るだろう。 しばらく、 がんばつ ていて くれ 

たまえ。 あと は、 こっちで いいよう にやる から …… 」 

蟻 田 博士 は、 座席の 下から、 ぬつ と、 口のと ころ ま 

でのび ている 送話 機の 中に、 声 を ふきこんだ。 

「じゃあ、 博士、 どうかお 願いし ます」 

「よろしい。 引きう けました」 


博士 は、 たのもしい 言葉 を、 もらした。 電話 は、 そ 

こで 切れた。 

「博士、 ほんとうに、 大丈夫で すか」 

「うん、 自信 は あるの だ。 まあ、 見て いるが いい」 

「この 部屋に、 いつまでも、 こうして いるので すか」 

「そうじゃ。 じ やが、 間もなく、 この 部屋 もろとも、 

出発 じ や」 

「え？」 

先生 は、 ふしぎ そうに、 聞き かえした。 

(この 部屋 もろとも、 出発 じ や！) 

博士の いった こと は、 新田 先生に は、 わけが わから 


なかった。 そこで、 えつと、 ききかえ したわけ であつ 

た。 

「新田、 この 部屋が、 かわった 作り かた をして あるの 

が、 お前に はわから ないか」 

「えつ、 かわった 作り かたと いいます と ：：： 」 

「なぜ、 こんなに せまいの だろうかと、 考えなかった 

かね。 また、 なぜ、 こんなに トンネル のように、 奥行 

ばかり ふかいの だろうかと、 うたがわなかった かね」 

博士 は、 そういって、 新田 先生の けげんな かお を、 

たのし そうに 眺めた。 

「博士、 わかりません な あ」 


「わからん か。 よほど、 お前 は 血の めぐりが 悪い。 

じゃあ。 これ を 見よ」 

博士 は、 そういって、 前の 計器 盤の 下につ いている 

押 ボタンの 一 つ を、 指さき で 押した。 

すると、 にわかに、 大きな エンジンが、 ま わりだし 

たような 音が した。 そうして 部屋 全体が、 こまかく ふ 

るえ ている のだった。 

新田 先生 は、 耳 をす ました。 そうして、 ふしぎそう 

に、 あたり を 見 まわした。 

博士 は、 第二の ボタン を 押した。 エンジン らしい も 

のの 廻転が、 また 一段と、 早くな つたよう である。 


「まだ、 わからん か。 —— 新田、 お前の 坐って いると 

ころの 正面に、 やがて 窓が あくから、 よく 気をつけて 

いろ」 

「は あ、 窓です か」 

そのと き、 博士 は、 第三の ボタン を 押した。 

とたんに、 新田 先生 は、 ひどい 力で、 ぐうん とうし 

ろへ、 引かれた と 思った。 あたまが、 ふらふら とした 

なんだか、 部屋が、 走リ だした ようで ある。 ここ は、 

ふかい 地下 だとい うのに、 ふしぎな ことで ある。 

「ほら、 外 を 見ろ」 

「え つ ！」 


先生の 前の かべに、 円い 窓の ような ものが あらわれ、 

明かる い 光が 外から はいって きた。 先生 は、 その 窓 を 

のぞいて、 あっとお どろいた。 

ゆれる 部屋 だ！ 

新田 先生 は、 窓から 外 を 見て、 びっくりして しまつ 

た。 という わけ は、 窓の 外に、 いきなり、 巿 街が 見え 

たからで ある。 

いや、 走る 市街であった。 

「博士、 これ は、 どうしたので しょうか」 

それに 対して、 博士 はおち ついた こえで 答えた。 

「わからない かねえ。 われわれ は 今、 大空 艇に のって 


いるの だ」 

「大空 艇？ 大空 艇 というと …… 」 

「これ は、 わしが、 かねて こしらえ ておいた 新式の 飛 

行艇 だ。 麻布の 高台の 下に、 うずめて おいた が、 トン 

ネルの ような 長い 部屋と 見せて、 実は、 魚雷 を 大きく 

したよう な 形の 飛行艇な の だ」 

「そんな りっぱな ものが、 地底に うずめて あつたので 

す 力」 

「そうだ。 しかし この 大空 飛行艇 は、 飛行機と もちが 

うし、 ロケット ともち がう。 わしが、 苦心 をして 作つ 

た 原子 弾 エンジン をつ かってい る 世界 無比 —— い や、 


ことによると、 外の 遊星に も、 あまり 類のない 飛行艇 

じ や。 小型の くせに、 今までの ロケット などの 速度よ 

り も、 十倍で も 二十 倍で も 早くなる。 空気の ない とこ 

ろへ 出れば、 もっと 桁ち がいの 快速 度が 出る」 

「それが、 どこから、 とび 出した のです か」 

「研究所の 横に、 崖が あつたね。 あの 崖 をつ きぬけて、 

とびだし たの だ」 

「じゃあ、 今、 窓の 下にみ える 巿街 は、 東京 巿 なので 

す 力」 

「そうじゃ。 もう 今 は 通りす ぎて 見えない が、 あれ は 

東京 巿じ やった。 — そんな こと は、 おどろく に uy リ 


ない が、 この 大空 艇の すばらしい 性能 は、 地球の 引力 

圏外に とびだして みれば、 はっきり わかる の だ」 

「え、 引力圏 外へ？ すると、 火星まで も、 とべる わ 

けです か」 

新田 先生 は、 目 を まるくして、 このお どろくべき 新 

飛行艇の 中 を 見 まわした。 

新田 先生 は、 感心して いる。 なんというす ばらしい 

この 大空 艇 であろう か。 

そういえば 思いだ したが、 このまえ、 地底に 変な 長 

細い 部屋が、 しきって あると 思った。 あの 時 見た 魚雷 

のしつ ぼ のよう な もの は、 実に、 この 大空 艇の 尾部 だ つ 


たの か。 

だんだん 見て いるう ちに、 これが 空飛ぶ 大空 艇 であ 

る ことが、 はっきり してきた。 

博士の すわって いると ころ は、 たしかに 操縦席で 

あった。 その 前に、 たくさん ならんで いる 計器 は、 空 

を 飛ぶ 時、 ぜひとも、 よく 見て いなければ ならない 速 

度 計 や コンパ スゃ、 そうして 原子 弾 弁 や 加速度計 など 

であった ので ある。 

「おや、 こいつ は 困った ぞ」 

新田 先生が、 おどろいて ふりむく と、 博士 は、 にが 

い 顔 をして、 しきりに、 ボタン を 押したり、 スィッチ 


を 開いたり 閉じたり している。 

「どうしました、 博士」 

「どうも、 変 だ。 せっかくの 原子 弾 エンジンが、 ちょ つ 

と 工合が 悪い の だ」 

「そうです か。 困リ ましたね。 どこが 悪い のでしょう 

か」 

「おお、 ここが いけない のじ やな。 冷却 用の 水が、 う 

れいきゃくかん 

まく まわらな いの だ。 冷却 管の いい 材料がなくて、 

仕方なし に、 つなぎ目に、 ゴム 管 を 使って ある。 その 

ゴム 管が、 どうかした のじ やない かと 思う。 ゴム 管と 

いう やつ は、 折れたり、 または 上から 重い ものが のる 


と、 平った くな つ てし ま つ て、 穴が ふさが つ てし まう」 

「博士、 私が 見て きましょう」 

「お前に、 わかる かな あ。 しかし、 わし は、 ここ を 

ちょっと 離れられ ないから、 とにかくお 前にた のもう 

となりの 部屋に、 あかり をつ けて、 見て くれない か。 

ここに 図面が ある。 ここのと ころ だ」 

先生 は、 図面 を 持って、 操縦 室よりも 先の 方に ある 

部屋 を 開いた。 

(冷却 管の 故障 だ) 

と、 蟻 田 博士 は、 言う のであった。 

新田 先生 は、 ほんとうに、 そうか しらと、 うたがい 


ながら、 図面 を 片手に 機械 室の 中 をの ぞいた。 そこ は、 

せまいと ころへ、 ごて ごてと 機械が ならんで いて、 電 

線 や パイプが、 まるで はらわた のように 壁 や 天井 を、 

い つ ぱいに はいまわって いた。 

新田 先生 は、 冷却 管 は、 どこであろう かと、 機械の 

間 を 見廻した。 

そのと き、 先生 は、 

「おやつ」 

と、 さけんだ。 

「だれか、 寝て いる。 人間 だ！」 

先生 は、 機械のう しろに、 せなか を 円く して、 たお 


れ ている 人間 を 発見して 驚いた。 

だれであろう？ 何者であろう か？ 

先生 はちよ つと 尻 ごみした が、 やがて、 勇気 を 出し 

て、 その 寝て いる 男 を ひきおこして みた。 

「ああ、 千 二  くんじ やない か！」 

先生 は、 びっくりして 〔# 「びっくりして」 は 底本で は 

「びっくり しして 匕 大きな 声 を 出した。 意外に も 意外！ 

この 思いがけない 大空 艇の客 は、 彼の 教え子の 千 一 一 

だった ので ある。 

千 一 一 少年と いえば、 彼 は、 火星 兵団の 丸木に つかまつ 

て、 ながいこと 捕虜に なって いた。 丸木 は、 少年が 逃 


出さない ようにと、 電気 帽を かぶせて おいた。 

この 電気 帽 というの は、 電気の しかけで、 人間の 脳 

の はたらき をし ばる。 これ は、 脳の はたらき という も 

のが、 電気 作用で あると いう こと をつ きとめた 火星人 

の 学者が つくった ものであった。 千 二 は、 これ を かぶ 

されて いたた めに、 丸木のと ころ を 逃 出そう などと い 

う 考えが 出ない ように、 しばられて いたので ある。 

その 千 二が、 どうして、 丸木の そば を 逃 出し、 こん 

なと ころに もぐりこんで、 寝て いたのであろう か。 

千 二 は、 一体、 どうして 丸木のと ころ を 逃 出せた の 

であろう か。 


その わけ は、 すでに 気がついて おいでの 読者 も あろ 

うが、 ある 朝、 千 二の かぶって いた 電気 帽の ねじが、 

ゆるんで 下に 落ちた のが、 その 原因であった。 

電気 帽の ねじが 落ちた こと を、 丸木 は 知らなかった 

ので ある。 もし 知って おれば、 すぐさま 千 二の そばへ 

よって、 ねじ を 固く しめな おした であろう。 

千 二 は、 電気 帽が 落ちた とたんに、 夢から さめた よ 

うに 気が はっとした。 そうして すべて を さとった ので 

ある。 —— 電気 帽み たいな ものが 発明され るか もしれ 

ない こと は、 この 前、 新田 先生から 教えられた ことが 

あった。 


千 二 は、 それから、 丸木の 目 をの がれ、 逃 出した の 

であった。 丸木 は、 そのと きちょう ど、 警報に おどろ 

いて、 外へ 飛 出した のであった。 千 二 は、 

(今 だ。 逃げる の は 今 だ！) 

と 思い、 裏口から、 逃 出した ので ある。 

少年の 足 は 速い。 どんどん 山 を 下って いった。 

すると、 ちょうど、 幸いに も、 一 台の ォ— ト バイが 

走って 来た。 千 二 は、 それ を 見る と、 神の たすけと 思 

い、 手 を 上げた。 

ォ— ト バイ は、 千 二の 前にと まった。 操縦して いた 

の は、 一人の 陸軍の 下士官であった。 


千 二 は、 手み じかに わけ を 言って、 その 下士官の 車 

に、 のせて もらった ので ある。 

東京まで、 全速力で 来た。 

下士官 は、 丸ノ 内の 方に、 急用が あつたので、 千 二 

は、 芝 公園のと ころで 下された。 それから 千 二 は、 お 

ぼえ の ある 博士 邸 あとへ やって来て、 地底に はいる 入 

口 をみ つけ、 そうして ずんずんい くう ちに、 とうとう 

この 大空 艇 のおく まで 来て しまったが、 博士 も 先生に 

も あわず、 そのうちに、 疲れ はてて、 冷却 管のう えに 

倒れて、 寝込んで しまったの であった。 

千 二 は、 こうして 新田 先生のと ころへ、 もどって 来 


たので ある。 

「ふうん、 そうだった のか。 先生 は、 千 二君が、 どう 

している かと 思って、 いつもい つも、 心配して いたよ」 

と、 新田 先生 は、 千 二の 手 をと つて、 ためいき をつ 

いた。 

「先生、 ありがとう ございます」 

千 二 も、 胸が、 いっぱい になった。 

「おうい、 新田。 何 をし とる。 用が すんだら、 さっさ 

とこつ ちへ こんか。 何 を ぺちゃくちゃ、 ひとりごと を 

言 つと るの じ や」 

博士が、 隣の 部屋で どなった。 


新田 先生 は、 千 二が もどって きた 嬉し さで 一 ぱいで、 

博士から 言い つけられ たこと を 忘れて いた。 これ は大 

変な こと をした。 

「はい、 ただ今。 —— 冷却 管 を 今 調べます」 

「冷却 管 はもう いいんだ。 何 を 間がぬ けた こと を 言つ 

とる」 

「は あ、 冷却 管 は、 もういい のです か」 

「ちゃんと、 なおった よ。 お前が、 なおした から、 な 

おった のじ やない か」 

「はは あ、 そうです か」 

先生 はとん ちんかん な 返事 をして、 なお も 冷却 管の 


ところ を、 のぞきこんで いる。 

千 二が、 それ を 見て、 

「先生、 冷却 管が どうかし たのです か」 

「うむ、 冷却 管に、 水が 通ら なくなって、 さわいで い 

たの だ。 そこに 見える 冷却 管が ねえ …… 」 

と、 先生 は 言った が、 その 時、 気がついて、 笑い出 

した。 

「あ、 わかった。 冷却 管の 上に、 千 二君が 寝て いたん 

だ。 だから、 からだの 重味で、 冷却 管が べちゃんこに 

なって 水が 通らな かったん だ。 な あんだ、 そんな こと 

だった か」 


しゃへいもう 

S 遮蔽 網 


冷却 管 は、 いつのまにか、 うまくな おっていた。 博 

士は、 それで、 やっと あんしんした。 今や 大空 艇は、 

音た かく 甲 州の 空 をめ がけて とんで いく。 

「博士、 冷却 管の 故障 を 見つけに いったと ころ、 そこ 

に、 この 少年が いたのです」 

「なんじ や、 その 少年が いたと いうの か。 どこかで、 


見かけた ような 子供 じ やが、 だれだった かな」 

「千 一 一 少年です よ」 

「千 二 少年？ そうか、 そうか。 おもいだ したよ。 天 

狗 岩で、 火星の ボ— トを 見つけた の は、 この 少年 だつ 

たな」 

「そうです」 

「それから、 火星人 を 見た の も、 わし をのけ ると、 こ 

の 千 二 少年が はじめて じ や。 しかし、 なぜ、 となりに 

いたの かね」 

そこで 先生 は、 千 二に かわって、 千 二の 身の上 を 話 

した。 


千 二が、 丸木に つかまり、 それから 電気 帽を かぶせ 

なさけ ごころ 

られ て、 情 心の 先生 をして いるう ち、 電気 帽の ねじ 

が ゆるんで、 下に 落ちた ため、 われに もどり、 ここ ま 

で、 にげ もどった いきさつ を、 話して いると、 

「もういい、 話 は そのく らいに してお け。 火星 兵団の 

宇宙 艇が、 向こうに 見えて 来た わ」 

「えつ、 見えました か」 

「いる わ、 いる わ。 わが 突撃 隊の いる 森の 上に 群れて 

とぴ 

いる。 まるで 鳶が 喧嘩して いるよう に 見える。 おお、 

森 をめ がけて、 なに か 怪しい 光線 を かけて いる。 あれ 

は、 鉄が とける 怪力 線に ちがいない。 お前た ち も、 そ 


こに ある 望遠鏡 をの ぞいて 見なさい」 

新田 先生と 千 二 は、 博士に 言われて、 望遠鏡に 目 を 

あてた。 なるほど、 見える。 博士の 言った とおり だ。 

そのと き 博士が、 こま つ たような こえで 言った。 

「はて、 あの 中で、 どれが 丸木の のって いる 宇宙 艇か 

しらん」 

「丸木の 乗って いる 宇宙 艇で すか。 それなら、 ぼくが 

よく 知 つ て いますよ」 

千 二が、 前へ すすみ 出た。 

「知ってい るか。 知っているなら、 おしえて くれ」 

「望遠鏡で よく 見る と、 わか るんで す。 丸木の 宇宙 艇 


に は、 背中のと ころに、 赤い 三角の 旗が 立って います 

よ。 それが 司令 艇 です」 

「ほう、 赤い 三角の 旗が 立って いるか。 うむ 見えた。 

あれ じ やな。 わかった、 わかった」 

「丸木の 宇宙 艇を、 まつ 先に やっつけ るので すか」 

と、 千 二 少年 は、 ちょっと 気の毒に なって、 博士に 

たずねた。 

「悪い やつ は、 えんりょなく、 どしどし やっつけ なけ 

れば ならん」 

すると 千 一 一が、 

「博士。 丸木 は 悪い やっか もしれ ません が、 ぼく は、 


丸木に 情 心 をお こす こと を おしえた ので、 ぼく は、 言 

わば、 丸木の 先生です。 そうなります ねえ」 

「それ はそう だ」 

「ぼく は、 丸木 を、 いい 火星人に なおして やりたい の 

です」 

「だめ だよ。 火星の 生物 は、 植物の 進化した やつなん 

だから、 生まれつき、 ざんこく だ。 どんな、 むごたら 

しい ことで もやって のける。 少しく らい、 情の 心 をお 

し えても、 たぶん、 それ はだめ だよ」 

「でも、 ぼく は、 きっと、 それが 出来る とおもう ので 

す。 しかし、 丸木 は あばれん 坊 です。 ですから 博士、 


丸木 をう まく 捕虜に する こと は 出来ません か。 そうし 

たら、 ぼくが …… 」 

と、 千 二が、 ねっしんに、 博士 をと いている うちに、 

博士 は、 はっとした 顔に なった。 

「ああ、 とうとう 火星 兵団 は、 わした ち を 見つけた よ 

うじ や。 おお、 方向 を かえて、 こっちへ 向かって 来る 

ぞ。 おい、 新田、 ガス 砲の 発射 準備 だ。 その 席に つい 

て、 ねらい を さだめる のじ や」 

丸木 を 兵団 長と する 火星の 宇宙 艇は、 ついに 蟻 田 博 

士の、 大空 艇の姿 を 見つけた ようで ある。 

さかんに、 大 江山 ガス 砲隊 陣地 を、 怪力 線で 攻撃し 


ていた 宇宙 艇隊 のなかから 五箇 艇 ばかりが、 艇の首 を、 

こ つちへ 向き かえた。 

「来る ぞ。 新田、 いよいよ 来た ぞ」 

博士 は、 さけんだ。 老人と も 見えない 元気 をみ せた 

博士であった。 

新田 先生 は、 ガス 砲の 引金に 指 を かけ、 敵影め がけ 

て、 ねらい を さだめた。 

「博士、 大丈夫です。 用意 は 出来ました」 

「そうか。 まつ 先に とんで くる やっから、 うちおと そ 

う」 

博士 は、 おちつき をみ せた。 


千 二 少年 は、 望遠鏡に、 ぴたりと 目 を あて、 敵の よ 

うすが、 どうなる かと、 汗をかきながら、 みている。 

「博士、 今、 前から こっちへ むかって くる 艇の 中には、 

丸木の のつ ている 宇宙 艇は まじ つ て いないで すよ」 

「そうかね。 お前 は、 そこで、 そうして、 丸木の のつ 

ている 艇を みつけて くれ。 わかったら、 すぐ 知らせる 

の だよ」 

「博士、 さっき、 ぼくがお ねがいし たこと は、 どうな 

るので すか」 

「ああ、 丸木 を 捕虜に する ことか。 まあ、 考えて おく。 

—— そら、 来た ぞ」 


「博士、 敵 は、 なんだか、 あやしい 光線 を 出しました。 

あれ は、 怪力 線 じ やない のです か」 

と、 新田 先生が さけぶ。 

「そうだ、 あれ は 怪力 線 だ」 

「では、 わたしたちが 今の つてい る 大空 艇は、 やっつ 

けられる のではありません か。 つまり、 鉄の かべが、 

怪力 線の ため、 どろどろと とけて しまって、 墜落す る 

のではありません か」 

「な あに、 大丈夫 じ や。 わし は、 そんな こと は、 ちゃ 

んと、 かんがえて あるの じ や」 

そうして いるう ちに、 火星 兵団の 怪力 線 は、 ものす 


ごく、 大空 艇に あつまつ てきた。 

火星の 宇宙 艇が はなつ 怪力 線 は、 きみの わるい 光 を 

あげて、 蟻 田 博士 たちのの つ ている 大空 艇に、 あつまつ 

てきた。 

さあ、 たいへん。 

怪力 線 は、 大空 艇に あたって、 金属で できた 胴 を、 

とろとろと、 とかして しまう であろう。 そうな つたら 

たいへん ではない か。 

しかし、 博士 は、 大丈夫 だとい う。 

「ほんとうに、 大丈夫で すか」 

「まあ、 見て おれ」 


博士 は、 大空 艇を 操縦して、 おそれげ もな く、 火星 

の 宇宙 艇 のまった だ 中に とびこんで いく。 

敵の 方で は、 おどろいた。 ぱっと、 四方に、 とびの 

いて、 みちを あけた。 

博士 は、 操縦桿 を ひいて、 飛行機の ように、 あざ や 

かに、 宙が えり をう つた。 

「新田、 撃て！」 

博士 は、 つよく、 命令した。 

「は」 

新田 は、 ねらいの 中に、 ちょうど はいって きた 宇宙 

艇を、 これ さいわいと、 うでに 力を入れて、 引金 を ひ 


いた。 

ごうん、 ごうん。 

機関 砲から は、 ガス 弾が、 うなり を あげて、 とびだ 

していく。 

たちまち、 火星の 宇宙 艇の 胴中に、 ミシンで 穴 を あ 

けたよう な 穴が あいた。 そうして、 その 穴から は、 黄 

いろい 煙が、 すうつ とでて きた。 

それが、 その 宇宙 艇の 致命傷であった。 

宇宙 艇の 巨体 は、 まもなく、 胴の まん 中から、 ぱく 

りと 二つに われた。 そうして、 あわてふためき、 空中 

に ほうりだされる 火星人が、 黒豆 を、 ふりまい たよう 


に 見えた。 こんな 痛快な こと はない。 

「撃て、 撃て！ 新田！」 

博士 は、 はげました。 

「やります！」 

と、 さけんで、 先生 は、 ねらい を 次へ うつした。 

「撃て、 撃て！」 

博士 は、 叫ぶ。 

「やります つ！」 

新田 先生 は、 敵の 二番 艇に ねらい をつ けて、 引金 を 

ひいた。 

こ 、つん こ、 つん こ、 つん。 


ガス 弾 は、 大空 艇 のへ さきから、 たてつづけに、 撃 

ち だされる。 

敵の 二番 艇は、 たちまち、 黄い ろい けむりに つつま 

れて しまった。 

「ああ、 先生、 あぶない。 うしろから、 やってく るの 

が いますよ」 

千 二 少年が、 叫んだ。 

「なに、 うしろから？」 

先生 は、 博士の 方 を 見る。 

「うしろ は、 ほうっておけ。 うしろから 来ても かまわ 

ん」 


「大丈夫で すか、 博士」 

「大丈夫 だ」 

と、 言って いると き、 大空 艇は、 突然 烈しい 震動 を 

はじめた。 

がらがら がら、 がたがた がた —— と、 今にも、 大空 

艇が、 ばらばら になって しまい そうに、 烈しく 震動す 

る。 

「博士、 あの 音 は …… 」 

「あの 音 か。 あれ は、 うしろから 来た 火星の 宇宙 艇が、 

怪力 線 を、 わが 大空 艇に、 あびせ かけた の だ」 

「えつ、 この 艇に、 怪力 線が 命中した のです か。 そい 


つ は、 たいへん だ。 艇は こわれて しまう ので はあり ま 

せんか」 

「大丈夫 だと、 いくど も 言って いるで はない か」 

「しかし 博士、 怪力 線と いう 奴 は …… 」 

「心配す るな。 そんな こと もあろう かと、 わし は、 わ 

が 大空 艇の 外に、 怪力 線よ けの 遮蔽 網 を はって おいた。 

あの 音 は、 その 遮蔽 網が 怪力 線 を 吸いと る 時に 出る 音 

だ」 

「ああ、 そうです か。 それ は、 よかった」 

「おい、 撃て、 新田。 あと 三 台の 敵艇 を、 はやい とこ 

ろ、 片 づけろ I 


今、 かれと われとの 戦闘 は、 火の ように 熱して いる。 

一 一台 は うちおとされ、 のこる 三 台の 火星の 宇宙 艇は、 

にげる かと 思いの ほか、 さらに はげしく 蟻田艇 にお そ 

いかかった。 怪力 線 は、 まるで 大 雷雨の 中の 電光の よ 

うに、 蟻田艇 をつ つんだ。 艇を、 やいて しまおうと、 

火星人 はやつ きとな つ ている。 

しかし、 博士が、 あらかじめ この こと を 考えて、 艇 

をつ つんで おいた 遮蔽 網 は、 よく 怪力 線 を もちこたえ 

ている。 

時に 怪力 線 は、 はげしく 艇の外 を金づ ちで 乱打す る 

ようにき こえる。 そうして 今にも こわれ そうに、 もの 


すごく 震動す る。 そのたび に、 

(もう、 いけない のじ やない か) 

と、 新田 先生 は 気が 気で ない。 

だが、 いつも、 蟻 田 博士の 用意して おいた 遮蔽 網 は、 

怪力 線 をく いとめる。 

「新田、 どうした、 早く 撃てと いうのに …… 」 

博士の さいそく だ。 

先生 は、 

「ただ今 …… 」 

と、 こたえる。 

が、 引金 を 引く いい 時が、 なかなか やって こない。 


敵の 艇と、 あま リ近 くによ つ て、 ぐるぐ る 空中戦 を やつ 

ている ため、 敵の 艇が 狙いに はいって、 さあ 撃とうと 

そ 

思う とたんに 外れて しまう ので ある。 

「ガス 砲 は、 撃 放しに せよ。 味方 は 一 機 だけ、 敵 は 多 

い。 どれに でも 当れば いいの だ」 

博士の ことばに、 はげまされて、 先生 は 思い切って 

引金 を 引 放しに している と、 当る わ 当る わ、 たちまち 

敵の 一 一台 は 煙 を あげて ふらふら とおち だす。 

そうなる と、 のこりの 一 台 は、 さすがに 気お くれし 

て か、 火星 兵団の 本隊の いる 方へ、 かじ をと つて にげ 

だそうと した。 


「待て、 にがす もの か」 

小気味よい 追撃で、 その 一台 もとうと う 黄い ろい 煙 

を ふきだして 下界へ …… 。 

s 命中 また 命中 

火星の 宇宙 艇五台 は、 蟻 田 博士の ため、 みんな 撃墜 

されて しまった。 

新田 先生 も、 千 二 も、 ともに 大 よろこびであった。 


「博士、 うまくいき ましたね。 ばんざいです」 

「すごい な あ、 この 大空 艇は」 

博士 は、 ベ つに、 それほど うれしそうな 顔 をし なかつ 

た。 

「これく らい、 なんでもない。 目 ざす 相手 は 火星 兵団 

長の 丸木 だ。 たたかい は、 これから だよ」 

博士 は、 気 を ゆるめなかった。 

そのと き、 千 二 少年が、 おどろき のこえ を あげた。 

「あつ、 きました、 きました。 新手の 宇宙 艇が、 こつ 

ち へ とんで きます」 

「うむ。 森の 中の 大 江山 隊を 攻めて いた 火星 兵団が、 


われわれに 気がついた のじ や。 そうじゃろう、 宇宙 艇 

が 五 台と もやつつ けられた ので、 これ はたい へんと い 

うわけ じ やろう」 

「こっちへ きます。 みんなき ます」 

「千 二、 丸木の のって いる 宇宙 艇は、 まだみ つからな 

レカ」 

「ああ、 博士、 いました！」 

「え、 いたか。 どこに」 

「先頭から 三番 目の 宇宙 艇 です。 左から かぞえて、 三 

番目になります」 

「うむ、 あれ か。 なるほど、 赤い 三角旗の ような もの 


が 見える。 —— おい、 新田、 ガス 砲の 用意 を！ こん 

ど は、 なかなか 骨が折れ るから、 そのつ もりで …… 」 

「はい、 しっかり やります」 

「千 二 も、 しっかり 見張 をして いるん じ ゃぞ」 

「博士、 ぼくの ことなら、 心配い りません よ」 

「よろしい。 みんな、 それでよ ろしい。 今 ここで、 火 

星 兵団 を 叩きつ ぶさない と、 地球人 類 は、 かれらの 奴 

隸 とならなければ ならん のじ や。 しっかり いこう」 

ふしぎな の は、 蟻 田 博士と いう 人であった。 おかし 

な 学者と いわれた 人物で ありながら、 こうして、 火星 

兵団と たたかつ ている ところ をみ ると、 どう みても、 


千軍万馬 を ひきいる 無敵の 老将 軍の おもかげが ある。 

たのもしい かぎりで ある。 

かんがえて みるのに、 蟻 田 博士 は、 たいへん、 かわつ 

た 学者であった。 博士 は、 あたりまえの 学者と は、 全 

くちが う 道 をと お つ てきた 大学 者で あ つ た。 

博士 は、 ずいぶん 前から、 地球人 類が、 地球 外の 生 

物から、 このように、 はげしい 攻撃 をう ける こと をし つ 

ていたの である。 そうして 博士 は、 そのこと を、 世の 

人々 に、 それとなく 注意した ので あるが、 だれも それ 

に 耳 を かす 者が いなかった。 やむなく 博士 は、 他人 を 

たのみに せず、 自分 ひとりで 外敵に あたろうと、 決心 


したので あった。 

博士の ながいあいだの 苦労が、 今 ここに 実 をむ すん 

で、 うまく 外敵 をけ ちらす か、 それとも、 外敵の ため、 

博士 も、 他の 人間と おなじように、 こつ ぴど くやつつ 

けられる か、 二つのう ちの 一 つが、 今き まると ころな 

の だ。 

たまたま、 新田 先生と 千 二 少年と は、 はからずも、 

博士 をた すける ことにな つた。 それ は、 そのよう に 

なった とも おもわれ るが、 しかし、 よくかん がえ てみ 

ると、 それ は、 おもいがけない 出来 ごとではなかった。 

なぜならば、 新田 先生 は 蟻 田 博士の 門下で あり、 千 


二 少年 は、 新田 先生の 生徒であった。 博士から いうと、 

新田 先生 は、 弟子で あり、 千 二 は 孫弟子に あたる わけ 

だ。 師弟の えん は、 このように、 ふかいの であった。 

なんとかして、 蟻 田 博士 隊に、 凱歌 を あげさせたい 

が、 はたして、 うまく いくか、 どうか。 火星 兵団 長 丸 

木 は、 今や、 かんかんに おこって、 全 宇宙 艇を ひつ さ 

げ、 ただ 一台の 大空 艇 めがけて、 おそいかか つたので 

ある。 

火星人 対 最後の 人間の 空中 死闘 だ！ 

火星人が 勝つ か、 地球人 類が 勝つ か。 

空中に おいて、 いよいよ 最後の 運命 を かけた 一 大決 


戦の 火ぶ たは 切られた ので ある。 

ああし かし、 こっち は 蟻田艇 ただ 一台、 それにたい 

し 敵の 宇宙 艇は、 かぞえられない ほど、 どっと 蟻田艇 

めがけて 攻めて きた。 

「博士、 大丈夫で すか」 

と、 新田 先生の 顔色 も かわった。 

「博士、 勝って くださ あい」 

と、 千 二 も 一生 けんめいな こえで、 博士 を はげまし 

た。 

「勝ち負け はわ からん。 ただ、 各員 大いに ふんとうす 

る だけ だ。 —— そら 来た ぞ！ 新田、 撃て！」 


蟻田艇 めがけて、 火星の 宇宙 艇は、 束になって やつ 

てきた。 いつのまにか、 丸木の のった 司令 艇は、 うし 

ろに かくれて しまった。 ずるい やりかた だ。 

新田 先生 は、 このところ 射撃 手で ある。 先生 は、 な 

かな か 責任が おもい。 

「撃ちます」 

引金 を ひいた。 ごん ごん ごんと 音が して、 ガス 弾 は 

白い あと を ひいて、 砲門 を はなれて いく。 

みるみる うちに、 先頭の 敵艇 は、 ま 正面 を ひきさか 

れて、 火 を ふきながら 下にお ちていった。 なに かもえ 

やすい ものが、 正面のと ころに あったら しい。 


「やった！」 

先生 は、 さけんだ。 だが、 おちて いく 敵艇の 最後 を、 

たしかめ ている ひまはなかった。 また 次なる 敵艇 が、 

もうす ぐ まぢかに せま つ ていたの である。 

「きさま も、 煙に なれ！」 

先生 は、 ねらい を さだめて 撃つ。 

見事に 命中 だ！ 

それから は、 先生 は、 もう 無我夢中で、 引金 を ひき 

つづけた。 今 は 全く 火星の 宇宙 艇 群の 中に とびこんで 

しまったの だから。 

千 二 は、 おどろいた。 蟻田艇 から、 どっち を 見ても 


敵艇 ばかりで ある。 すっかり 敵艇 にと りかこ まれて し 

ま つたので ある。 

「これで、 よく まあ 空中衝突 をし ない もの だな あ」 

千 二 は、 蟻 田 博士の 操縦のう まいのに おどろいた。 

しかし、 これ は 博士の 操縦のう まいだ けで はなく、 

大空 艇に は、 引力 を 利用した 衝突 を さける 装置が つけ 

てあつた の だ。 

これ はつ まリ、 自分の そばへ 他の ものが 近づいて 来 

ると、 ごくわず かで あるが、 二つの ものの 間に 引力が 

はたらいて 来る、 すると、 装置 は その 引力の 方向 を感 

じ、 自動的に 舵 を 安全な 方角に 向けな おすので あった _ 


この 衝突 自動 防止 装置のお かげで、 大空 艇が、 どん 

なに 相手に 近づいても、 けっして、 衝突 はお こらない 

仕掛に なって いた。 だから、 この 装置のお かげで、 大 

空艇 は、 どんな ことがあっても、 衝突 はしない ので あ 

る。 

このように、 引力 をう まく 利用した 安全な 自動 器械 

は、 やはり 蟻 田 博士の 考案した ものだった。 博士の 考 

えで は、 別に、 宇宙 艇 相手の 場合で なくと も、 これ か 

ら ま すます 空中 を と ぶ 飛行機 や ロケット などの 数が ふ 

えて 来る と、 空中衝突 事件が、 ますます ふえて 来る こ 

と を 心配し、 あらかじめ、 このような 装置 をつ くって 


おいた ので ある。 

だが、 火星の 宇宙 艇の 方に は、 そんな 便利な 装置 は 

なかった ので ある。 だから、 蟻田艇 のま わり を、 とり 

かこんだ の はいいが、 それから 先、 たいへんな ことに 

なった。 それ は、 丸木の、 どなって いる こえ を 聞いて 

いると、 よく わかる。 

「 —— やつ、 また、 同志 うちだ。 ややつ、 あそこで も 

宇宙 艇と 宇宙 艇 とが 衝突した。 あつ、 あぶない。 今 あ 

たまのう え を、 飛び こえて いったの は、 誰が 操縦して 

いる 宇宙 艇か。 もうす こしで、 本艇 に、 ぶっかる とこ 

ろだった じ やない か」 


火星の 宇宙 艇 群と、 博士の 大空 艇 とのた たかい は、 

今た けな わで ある。 

せんど 

博士の 命令に よって、 新田 先生 は、 ここ を 先途と、 

ガス 弾 を、 あとから あとへ と 撃ちつ づける。 

こうして、 空中の 死闘 は 十五、 六 分 も つづいた が、 

その 間に、 火星 兵団 は、 宇宙 艇の 半分ぐ らい を 失った。 

そうして、 これ はかな わんと、 ようやく 浮 足 立った。 

「おお、 火星 兵団 は、 にげ 腰に なった ぞ。 そこ を ねらつ 

て 撃ち はらえ」 

うちかた 

博士 は、 いよいよ 元気に、 新田 先生に 撃 方の 号令 を 

下す。 そうして、 大空 艇は、 横転. 逆転と、 あらゆる 


秘術 をつ くして、 敵の 宇宙 艇を おいかければ、 必ず そ 

の 宇宙 艇は、 黄い ろい 煙 を あげて 撃墜され る。 す さま 

じい 大空 艇の 奮戦の ありさま は、 まるで 鬼神の ようで 

あった。 

「おい 千 二、 丸木 艇は 見えない か」 

博士の 声 だ。 

「丸木 艇で すか。 丸木 艇は、 まだ どこに いるか、 見え 

ません よ」 

と 言って いる 時、 千 二の 目に 赤い 旗が、 ちらりとう 

つった。 

見る と、 やっぱり それ は 丸木 艇 であった。 逃げる 宇 


宙艇 のた め、 うしろに いた 丸木 艇は、 だんだん あとに 

とりのこされ、 前の 方に 現れて 来たので あった。 

「いました、 博士。 丸木 艇が、 ちょうど 正面に います」 

「なに、 正面に …… 。 ああ、 あれ か。 わしに も 見えた 

ぞ」 

「丸木 艇は、 うろうろして いますね え」 

「うん、 そのと おりだ。 よろしい、 これから 丸木 艇と 

一騎 打 を やる ぞ。 新田 も 千 二 も、 この 際がん ばって く 

れ」 

「わかりました」 

「やります」 


「では、 突進す るぞ」 

博士 は、 にわかに 大空 艇の 速度 を あげた。 大 急追で 

ある！ 

「おお、 丸木 艇め、 へんな うごき 方 をして いる ぞ」 

蟻 田 博士 は、 丸木 艇を レンズの 中に とらえて、 こん 

ど は、 はなす まいと 一生 けんめい である。 

丸木 艇は、 宇宙 艇 群の そとに とりのこされ、 あっち 

へ 行ったり、 こっちへ 行った リ、 逃げよう か、 それと 

も、 攻めようかと、 考えに 苦しんで いる 様子 だ。 

博士 は、 そこ をす かさず、 大空 艇 をとば して、 一 直 

線に すすんで いく。 


すると、 丸木 艇は、 ついに 決心した ものと みえ、 軸 

を たてなお すと、 もうぜんと 蟻田艇 めがけて 向かって 

来た。 

「うむ、 とうとう 決戦 をす るかく ごだな。 新田、 ガス 

砲 をし つかりた のむ ぞ」 

「大丈夫です、 博士」 

両艇 は、 だんだんと 近づいた。 

丸木 艇の ものすごい うなりが、 大空 艇の 中まで 聞え 

て 来た。 千 二 少年 はお もわず 手に 汗 をに ぎる。 

ついに、 両艇は 正面衝突 か？ 

大空 艇の 中で は、 このところ、 自動操縦装置 を切リ 


はなし、 博士 自身が 操縦桿 をに ぎって いるが、 ここ は、 

機械に まかせられない 重大な 瀬戸際で ある。 

博士 は、 操縦桿 を 両手で ぐっとに ぎり、 両脚 を ふん 

ばった まま、 化石の 人の ようであった。 この 際、 針路 

をび くと も かえまい と 決心して いるので あった。 

正面衝突 らしい。 正面衝突 をしたら、 どんな ことに 

なる のであろう。 

新田 先生 は、 こ こぞと ガス 弾 をとば せば、 向こうの 

丸木 艇 では、 怪力 線 をう ちかけ て、 ガス 弾 をた たきお 

とす。 そのもう もうた る 煙の 中に、 両艇 はついに 衝突 

かと 思った が、 間 一 髪のと ころで、 丸木 艇は、 舳を ぐつ 


と 上に 向けて、 ひらりと かわした。 すぐ その 下 を、 蟻 

田艇 が、 砲弾の ように 通りぬ けた。 

つ いげき 

ゆ 追撃 


丸木 艇と蟻 田艇の 一 騎打は つづいた。 

だが、 勝負 は なかなか つかない。 

丸木 艇が、 怪力 線 をう ちかけ ると、 蟻田艇 は、 

遮 i 網で ふせぐ。 また、 蟻田艇 が、 ガス 砲弾 をぶ つば 


なすと、 丸木 艇は、 たくみに これ を かわして 逃げて し 

まう。 

ともえ 

まるで 巴 のように、 敵 味方 は、 ぐるぐ ると、 うちつ 

うたれ つ、 上に なり 下にな り、 追いつ、 追われつ、 死 

闘 をく リ かえした。 だが、 勝負 はっかない。 

「博士、 丸木 艇に、 一 つも ガス 弾が、 あたらな いので 

す 力  」 

と、 新田 先生が、 ついに 悲鳴に 似た ような 声 を あげ 

た。 

「あたらぬ と はお かしい。 おちついて、 一発 必中と、 

よく ねらえ」 


「はい」 

大空 艇は、 またもや 空中に 反転して、 丸木の のった 

宇宙 艇を 追う。 

「あつ、 丸木が、 窓からの ぞいて、 こっち を 見て いま 

すよ」 

千 一 一が 叫んだ。 

「え、 どこに。 どの 窓 か」 

博士 は、 テレビジョン をつ けた。 配電盤 上に、 雑誌 

を ひろげた くらいの 四角な 映写幕が、 みどり 色に 光り 

出し、 丸木 艇を うつし 出す。 

二ばん、 あたまのと ころです。 うす 桃色に 光って い 


る 窓から、 丸木が のぞいて います」 

博士 は、 テレビジョンの 倍率 をた かめて、 しきりに 

映写幕に う つる 像 を 大きく して いく。 

「ああ、 これ か」 

博士 は、 うなずいた。 円い 窓に、 一 つの 奇妙な 顔が 

のぞいて いる。 それ は、 丸木の ほんとうの 顔だった。 

つまり 耐圧 服 をぬ いで、 素顔 をみ せて いるので あった。 

奇妙な 火星人の 顔で あ つ た。 

眼 は 大きく、  くちばしの ような ものが とび 出し、 ひ 

たいのと ころから は、 触角の ような ものが ぶらさが つ 

ている。 丸木 は 火星人と して は、 かなりの 年寄 だ。 


宇宙 艇の 窓から、 丸木の 目が、 あやしく うごく。  く 

ちばしが、 ぶるぶると、 ふるえる ところ までが、 よく 

見える。 

「なに か、 しゃべって いるの だな」 

と、 博士 は、 宇宙 艇の 丸窓 を大 うつしに うつし 出し 

ている テレビジョン を 見て、 言う のであった。 

博士 は 手 をのば して、 配電盤 上の スィッチ を、 ぴち 

んと 入れた。 

すると、 天井に つって ある 高声 器から、 いきな リ異 

様な 声が とび 出した。 

「おい、 蟻 田。 やっと、 受信 を はじめた か。 あいかわ 


らず、 あたまの わるい 奴 だ」 

どくづい ている その 声 は、 丸木の 声であった。 

博士 も、 負けて はいない。 

「おい、 丸木。 われわれ 地球人 類が、 いかにつ よい か 

という こと を、 もう 十分、 さとった であろう。 このへ 

んで 降参した がいい」 

「なに を、 蟻 田め、 それ は、 こっちで 言う こと だ。 モ 

口 ー 彗星に 衝突 されれば、 地球人 類 は、 みな 死んで し 

まう の だぞ。 それ を 助けて やろうと している のに、 恩 

を 仇で かえす なんて ことがあ るか。 この 上 は、 ゆるせ 

ない。 その 血 祭に、 まず、 貴様の のって いる その ロケ ッ 


トを、 うちおとして、 息の根 をと めて やる ぞ」 

「丸木。 こっち は、 平気 じ やよ。 それに 反して、 わが 

ガス 弾が、 一 発 『ド— ン』 と、 お前の のりもの にあた 

れば、 たちまち 煙と なって、 おしまいになる ぞ。 つま 

り、 空中 葬に なって しまう の だ。 このへんで、 降参し 

たがいい」 

「ばか を 言え。 おれ は、 もう、 貴様の ような 人間 は、 

相手に しない ことにする」 

丸木の ことば は、 あやしく ふるえて いた。 

「博士、 丸木 艇は、 速力 を はやめて いますよ。 にげ 出 

すの じ やない かしら」 


千 二 少年が、 さけんだ。 

丸木 艇は、 とつぜん、 長く のびたよ うに 見えた。 そ 

うして 艇 全体が、 にわかに 赤み をました ようであった。 

丸木 艇は、 速力 をました。 

「おや、 丸木 艇は、 あんな 方向へ 行く ぞ。 うむ、 にげ 

るつ もり だな」 

と、 蟻 田 博士が、 叫んだ。 

「あれ あれ、 あんなに、 丸木 艇は 小さくな つてし まい 

ましたよ。 ぐずぐずして いると、 見失って しまいます 

よ」 

と、 千 二 は、 気が 気で ない。 


「うむ、 たしかに、 にげる つもり だ。 —— おい、 新田、 

うちかた 

撃 方 やめ。 今より わが 大空 艇は、 丸木 艇を 追い かける。 

速度 を あげる から、 すこし 気 もちが わるくなる かもし 

れん。 みな、 しんぼうす るの だぜ」 

「はい。 しんぼう します」 

先生と 千 二 は 声 を 合わせて、 答えた のであった。 

「よろしい な。 では 追撃に うつる」 

博士 は、 そう 言う と、 エンジンの 速度 を あげた。 ぐ 

ぐうつ と、 三人のから だは、 うしろへ 吹きとば される 

ように 感じた。 そうして 気味が わるい 頭痛が して、 汗 

が 出た。 大空 艇は、 急に 速度 を はやめた ので ある。 


「にげる、 にげる。 丸木 艇は、 だんだん 地球から とお 

ざ か つ ていく ぞ」 

博士 は、 丸木 艇の 航跡 を 測りながら、 宇宙 図のう え 

に、 鉛筆で しるし をつ けて いく。 

「地球から、 とおざかって いくと 言います と、 火星へ 

戻る つもりで すかな」 

と、 先生が 尋ねた。 

「さあ。 もうす こし、 丸木 艇の 行方 を 見て いなければ、 

たしかな こと は 言えない が …… 」 

「博士、 さっき 丸木 艇が、 だいぶん 大きく 見え だし ま 

したが、 今 また、 ずんずん 小さくな つて 行きます よ」 


千 二が、 注意した。 

「うむ、 そうか。 丸木 艇は、 また にげ 足 を、 はやめた 

ん だな。 いや、 負けて はいない ぞ」 

博士 は、 また 速度 を あげた。 エンジンの 音が、 にわ 

かに 大きくな つた。 

そのと き、 空が 急に 暗くな つてき た。 星が ダイヤ モ 

ンド のように きらめき だした。 

「先生、 どうしたので しょうか。 日が 暮れ だした のか、 

急に 真暗に なり ましたよ」 

千 二が、 驚いて、 叫んだ。 

「ふん、 おかしい ね。 日が 暮れた のにして は、 おかし 


い。 下 を 見る と、 あのと おり、 地球 は、 まぶしく 太陽 

の 下に 光って いる。 なにしろ 太陽 も、 ちゃんと、 ああ 

して 空に 輝いて いるの だからね え」 

「先生、 どうしたので しょうか、 これ は …… 」 

「さあ、 おかしい ねえ。 ここ は 太陽の 下にいながら 日 

が 暮れ、 地球の 上 は、 ぎらぎら 光って、 真昼なん だ」 

二人が、 そんな こと を 言いあって いると、 博士が、 

「お前た ち は、 なに を、 ばかな こと を 言って いるの か」 

「は、 あま リ、 ふしぎで すから …… 。 まさか、 まだ 

せ いそう けん 

成層圏へ 来た わけで もないで しょうと 思います から… 

…」 


「なに を 言つ とる か。 もう、 われわれ は 成層圏の 中に 

いるの だ。 成層圏に はいつ たれば こそ、 夕暮 みたい な 

景色に な つたの だ」 

「えつ、 もう 成層圏へ 来て いたので すか。 たいへん 早 

いですな あ」 

先生 は、 びっくりした。 

「先生、 成層圏て、 なんの ことです か」 

千 二が、 おどおどして、 きいた。 

「成層圏と いうの はね、 千 二君、 地上から はかって、 

大体 二十 キロぐ らいから 上の空の こと だ。 その あたり 

に は、 空気が 非常にう すくなる から、 太陽の 光が、 ち 


らばらない。 だから、 空 は 暗く 見える の だ」 

「太陽の 光が、 散らばらな いと は、 なんの ことです か」 

「つまり たくさんの ガラス 玉 をと おして、 光 を 見る と 

どこから 見ても ぎらぎら 光つ て 見える だろう。 空気 は 

ガラス 玉と 同じ はたらき をす るの だ。 太陽の 光 を、 空 

気の 粒が ちらばらせ るので、 空気の ある 空 は、 明かる 

いの だ。 空気の ない ところでは、 太陽の 光が ちらばら 

ないから、 空 は 暗く 見える の だ」 

かせいこう 

S 火星 行 


新田 先生が、 千 二 少年に、 成層圏の はなし をして い 

る 間に、 大空 艇は、 どんどん すすんで、 あたり は、 い 

よいよ 暗 さ を くわえて いった。 空気が、 いよいよ うす 

くな つたので ある。 

先生 は、 千 二 少年の ため、 はなし をして やる のに、 

つい 夢中に なって いたが、 このと き、 はっと 気がつき、 

操縦席に いる 蟻 田 博士の 方 を、 ふりかえった。 

博士 は、 じっと 映写幕 をみ つめていた。 博士の 手 は、 

いつの 間に か、 操縦桿 を 放れて いた。 再び 自動 操縦に 


戻って いたので ある。 

「博士、 丸木 艇は どうし ましたで すか」 

先生 は、 それ をたず ねた。 

「丸木 艇は、 さかんに 逃げて いく わい」 

「逃げて いきます か。 どこへ いくので しょうか」 

「さあ、 今のところ では、 なんとも わからな いが、 多 

分、 火星へ 戻る かもしれ ない よ。 君 は 無電 を 注意して 

いて くれ」 

「はい。 どこの 無電 を …… 」 

「丸木 艇が、 やがて、 火星と 通信す るか もしれ ない。 

それ を、 こっちで も、 ききとって くれ。 何 か、 参考に 


なること があろう からな あ」 

「はい、 わかりました」 

博士 は、 先生 を ガス 砲から 無電 機の 方へ、 うつした 

のであった。 

千 二の 顔が、 博士の 方へ 向いた。 

「博士、 ぼく は、 どうします か」 

蟻 田 博士 は、 千 二の 方 をみ て、 にっこり 笑い、 

「千 二。 お前、 髪床 やさんに なって くれぬ か」 

「えつ、 髪床 やさん」 

「そうじゃ。 丸木 艇に おいつく までに は、 まだち よつ 

と 時間が あるから、 お前、 わしの 後へ 廻って、 髪 をつ 


んで くれ」 

博士 は、 妙な こと をい いだした。 

「博士、 おしゃれ をす るので すか。 ぼくに は、 髪床 や 

さん は、 できません」 

でんきば さ み 

「な あに、 わけなし じ や。 ここに 便利な 電気 鋏が ある 

から、 これでぐ るぐ ると やって くれれば いい」 

成層圏のと こやさん —— 千 二 は、 このへんな 仕事 を 

言いつ かって、 博士のう しろに 廻った。 

「待て 待て。 とこや さんが やる ように、 肩のと ころへ 

白い 布 を かけて くれ」 

「博士。 ぜいたく を 言って は 困ります よ。 ここ は、 成 


層 圏です からね」 

「成層圏 はわ かってい るが、 とこやさん を、 やっても 

らうに は、 やっぱり、 白い 布 を かけた 方が いいよ。 そ 

こに ある 機械お おい を 取って、 肩に かけて くれ」 

「へい。 これです か、 機械お おい は …… 」 

千 二 少年 は、 機械の 上に かけて あった 油く さいきれ 

をと つて、 いい 気な 博士の 肩に かけて やった。 

はさみ 

「ふん、 なかなか いい ぞ。 うまく 鉄 をつ かって、 この 

のびた 髪 を、 わしが 言うよう に、 切って くれ」 

千 二 は、 博士が あまり のんきな ので、 おどろいた。 

そうして、 鉄 をし きりに つかって、 長く のび 切った 髪 


を、 つんで いった。 

博士 は、 いろいろと 口 やかましく、 千 二の 鋏の つか 

いかたに、 文句 を 言った。 しかし、 そのうちに 博士の 

髪 かたち は、 ととのって いった。 

博士 は、 やがて 一変して、 若々 しくな つた。 

「博士、 ずいぶん、 若く なられました ねえ。 十 歳 ぐら 

いも、 若くな りました よ」 

と、 となりの 座席に いる 新田 先生が 言った。 

「そうじゃろう。 な あに、 もう、 おかしく なった まね 

をして いる 必要 も、 なくなった からのう」 

千 二 は、 すっかり 仕事 をな しおえ た。 成層圏で 髪 を 


刈った の は、 わが 蟻 田 博士ぐ らいの ものであろう。 

このと こやさ わぎが、 先生 や 千 二の 心 を、 大 へん や 

わらげ た。 博士 は、 ほんとうの ところ は、 髪 を 刈りた 

かった ので はなく、  二人の 気持 を、 らくに する ために、 

むりに 髪 を 刈れと 言った のか もしれ ない。 …… 

大空 艇は、 いま 暗黒の 空間 を、 ひたむきに 飛んで い 

る。 

博士 は、 髪の かたち をと とのえ、 すっかり 若くな つ 

て、 座席に ついた。 先生 も 千 二 も、 それ を 見て にこに 

こして いる。 いよいよ 一同の 意気 は 高い。 

映写幕に は、 外が うつって いる。 まっくらな 中に、 


うす 桃い ろの 丸木 艇が、 うつって いる。 博士 は、 目盛 

盤 を 動かして、 ピント を 合わせた。 

丸木 艇が、 くっきりと、 映写幕の 上に うつった。 

「丸木 艇は、 いよいよ、 火星へ にげて かえるつ もり だ 

な」 

と、 博士 は、 うめく ように 言った。 

「博士、 どうな さいます」 

「どうす ると は？」 

「丸木 艇に、 おいつけ ます か。 おいつけ ない とき は、 

地球へ 戻る のです か、 それとも、 あくまでも、 丸木 艇 

をお いかけて いくので すか」 


「どこまでも、 追い かけて いくの だ」 

博士 は、 はっきり 言った。 

「え、 すると、 火星まで いくので すか」 

「そういう ことになる かもしれ ない、 もし こっちが、 

追いつけ なければ …… 」 

「は あ」 

先生 は、 おどろいて、 博士の 顔 を 見直した。 

「博士、 火星へ いくので すか。 おもしろいです ねえ。 

一度、 いってみ たいと 思って たんです」 

千 二 は、 にこに こ 顔であった。 

先生 は、 笑う 気持に なれなかった。 火星 旅行 は、 地 


球の 上の 飛行機の 旅の ように、 かんたんに はいかない。 

第一、 火星の 気候 は、 たいへん ちがって いる。 それ か 

ら、 すんで いるの は 人間で はない。 植物の 進化した 生 

物 だ。 彼ら は、 丸木み たいに、 すぐれた 知識 を もって 

いる。 そういう 火星人の たくさん すんで いる 中へ、 三 

人で いって、 どうす るので あろう。 いわん や、 丸木 は、 

自分た ち を 恨んで いるので はない か。 そう 思う と、 火 

星 行 は、 いやな 気がする。 

「博士、 火星まで いって、 大丈夫で すか」 

と、 先生 は、 それ を 聞かないで はおられなかった。 

「大丈夫 かどう か、 わからない。 しかし、 今と なって 


は、 火星で あろうが、 どこで あろうが、 丸木 艇を 追い 

かけて いくし か、 方法がない の だ」 

「そうでし ようか」 

「丸木 は、 地球に 対して、 はじめて 戦い をい どんだ 敵 

だ。 この 宇宙の 侵入者 を、 ここで 撃ちお としてお かな 

ければ、 地球人 類の 大恥 である。 わし は、 あくまで、 

丸木 艇を 撃墜し、 丸木 を、 やっつけて しまう の だ」 

博士の 決心 は、 岩よりも かたい。 火星人と 戦って、 

どちらが 勝つ か 負ける か、 わからな いので ある。 しか 

も、 博士 は、 丸木 艇を 追って、 進撃す るので あった。 

「博士、 火星へ でも、 どこへ でも、 いきましょう。 先 


生 もい きましょう」 

千 二 は、 新田 先生 を、 はげます ように 言った。 そう 

言われて、 先生 も、 いやと は 言え なくなった。 

「もちろんです とも。 どこへ でも、 いきます よ。 われ 

われ は、 大宇宙に ある 第 一 線 部隊です ね」 

「うむ、 そうだ。 だから、 どんな ことがあっても、 負 

けられん のじ や」 

博士 は、 拳 を ふりあげて、 言い はなった。 

千 二 は、 この 時、 望遠鏡の プリズム をう ごかして、 

大空 艇の 後方 を 見 わたした。 

「ああ、 見える。 地球が 見える」 


千 二 は、 思わず、 ため 息をついた。 

見える 見える、 地球が、 大きな 球の かたち をして、 

雲に とりまかれつつ、 宙に 浮いて いる。 雲の 間から 地 

表が 見える。 地表 は、 まぶしい までに、 明かる く 光つ 

ている。 アメリカ 大陸ら しい ものが 見える。 なんとい 

う 壮観であろう。 

雲が、 ぱっと 光った ように 見えた。 とたんに、 雲の 

さけ 目から、 へんな 青白い 光り ものが 見えた。 それ は 

モロ— 彗星だった。 

丸木 艇を 追って、 大空 艇は、 なお も、 まっくらな 空 

間 を、 まっしぐらに 飛んで いく。 


「博士、 こんなに 追い かけて いるのに、 一向 追いつき 

ません ねえ」 

と、 先生が 言えば、 蟻 田 博士 は、 

「うむ、 困った もの じ や。 実を言えば、 これぐ らいの 

速度 を 出す エンジンで、 十分 だろうと 思 つ ていたが、 

今と なって は、 不十分 だと わかった。 今 さら 言っても 

仕方がない」 

博士 は、 設計に 不十分な 点が あった こと を、 すなお 

に 認めた。 

「じ や、 いくら 追い かけても、 だめで しょうか」 

「いや、 そうと も かぎらない。 丸木 艇が、 もし 故障で 


もお こして くれれば、 しめた もの だが …… 」 

「なるほど、 そうです か。 しかし、 丸木 艇も、 なかな 

か 調子よ く、 にげて いくじゃありません か」 

「うむ、 敵ながら、 感心して いたと ころ だ。 もうあと 

百 キロば かり 間 をつ める ことができれば、 ガス 弾が と 

どくんだ がな あ」 

「ほう、 あと 百 キロです か」 

すると、 千 二が、 測距 機で、 彼と 我との 間 を 読んで、 

「ええ、 丸木 艇は、 百 三十 キロのと ころ を とんで いま 

すよ」 

「ふふん、 そうか。 あと 百 キロぐ らい、 宇宙の 大きさ 


にくらべ ると、 何でもな いがな あ」 

と、 先生 はくやし がった。 

その 時、 博士 は、 めずらしく 座席から、 立 上った。 

「博士、 どこへ いかれます」 

「おお、 わし は、 ちょっと ここ を 留守に する よ。 新田 

お前、 しばらく ここ を あずかつ ていて くれ。 すぐに 

戻つ てく るから」 

「承知し ました。 しかし 博士 は、 どちらへ …… 」 

「ちょっとした 用事 じ や。 すぐ 戻る」 

博士 は、 行 先 を 言わないで 出て いった。 


S 怪しい 影 


博士が、 出て いって、 部屋に は、 新田 先生と 千 二と 

の 二人き りに なった。 

「先生、 博士 は、 どこへ いかれ たんです か」 

「さあ、 どこ だかな あ。 博士 は、 ことさら 返答 を さけ 

たよう だ」 

「髪 を つんだり、 座席 を 立って どこかへ いったり、 な 

ん だか 博士の 様子が、 へんです ねえ」 


「そうだね。 へんだ と 言えば、 へんだ が、 まさか、 ま 

ちがい は あるまい と 思う が …… 」 

先生 は、 そう 言うよ り ほかなかった。 

二人 は、 しばらく だまって いた。 

「ねえ、 先生」 

「なんだ、 千 二君」 

「博士 は、 はじめから 火星へ いくつ もりで は、 なかつ 

たので しょうか」 

「はじめから、 火星へ いくつ もり？ どうして だい」 

「つまりで すね、 地球 は、 あと 二、 三日したら、 モロ  — 

彗星に 衝突され て、 こわれて しまう でしよう。 だから、 


博士 は、 粉々 になる 地球の 上に いて 死んで しまう の は 

いや だから、 その 前に この 大空 艇に のって 地球 を はな 

れ、 火星へ いくつ もりじゃなかった のでし ようか」 

「なるほど ねえ、 それ は、 ちょっと 理窟に なって いる 

ねえ。 はは あ、 博士 は、 そういう つもりで、 地球 を は 

なれたの かしらん」 

先生 は 首をかしげて 考え こんだ。 

すると、 しばらくして、 また 千 二が 言った。 

「先生 は、 火星へ いった ことがあります か」 

「いや、 いった ことなん かないよ。 第一、 人間が 火星 

へいける なんて、 よっぽど 先の こと だと 思って いた。 


そうして、 たとえ 人間が 火星へ ついた にしろ、 大空 艇 

から 出て、 火星の 表面 を あるく の は、 なかなか むず か 

しい ことじ やない かねえ」 

「そうです か。 火星と 地球と は、 気候 やなん かが、 ち 

がう のです ね」 

「ああ、 たいへん ちがう の だ。 空気 は ある けれど、 非 

常にう すい。 一日のう ちに、 たいへん 寒くな つた リ暑 

くな つ たりす るの だ」 

「それじゃ 万一 火星へ ついても、 だめです ね。 ぼくた 

ち 人間 は、 火星に おりても、 いきが くるしくて、 死ん 

じまい ますね」 


千 二 少年 は、 こまった ような 顔 をして、 新田 先生 を 

見た。 

「そういう わけ だね。 丸木な ど 火星人た ち は、 地球へ 

くるに ついて、 たいへん 用意して 来た。 ドラム缶 のよ 

うな 固い いれものの なかにはい リ、 地球の つよい 大気 

の 圧力が、 自分た ちのから だに、 じかに あたらな いよ 

うにして いるの だ。 それほどの 用心 をして こそ、 あの 

ように、 地球の 上 を、 らくに 歩いたり、 平気で くらし 

ていたの だ。 だから、 逆に、 われわれが、 火星の 上に 

おりて、 安全に 生きて いるた めに は、 やはり 用意が い 

る わけ だね」 


「用意と いうと、 やはり 何 か 着る のです か」 

「もちろん、 着る 必要 もあろう し、 第一、 空気が うす 

いの だから、 酸素の はいった タンクの ような もの を、 

持って いく 必要が あると おもう ね」 

「先生、 ぼく は、 そんな もの を 持って いません が、 じ や 

あ、 火星へ おりられません ね」 

「持って いないの は、 千 二君 だけ じ やない よ。 先生 

だって、 持って いない」 

「じゃあ、 博士 は 持って いるで しょうか」 

「ああ、 博士 かね。 そうだな あ、 博士 は、 火星に いた 

ことがある というから、 きっと 持って いると おもう が 


は つきり した こと はしらない」 

「先生、 こんな こと は、 ないで しょうか。 火星へ つい 

て、 博士 だけが 下へ おりて、 いってし まう。 あとに、 

先生と ぼくと は、 いきが くるしく なって、 死んで しま 

う  」 

「そんな ことがあって は、 たまらな いね」 

と、 先生 は、 ちょっと 顔 をく もらせた が、 

「あ、 そうだ。 わたしたちの 前にもう 一人、 火星へ いつ 

ている 男が いるの だよ。 あの 男 はどうした かしらん」 

「へえ、 ぼくたちの 前に、 火星へ いっている 人が ある 

のです か。 だれです、 その 人 は …… 」 


と、 千 二 少年 は、 おどろいた。 

「それ はね、 佐々 刑事 だよ。 警視庁に いた 元気の いい 

刑事さん だ」 

と、 新田 先生 は、 説明した。 

「ああ、 あの人で すか。 山梨県の 山中で、 火星の 宇宙 

艇を うばって、 逃げた 人でしょう」 

「そうだ、 あの人 だ。 一 時 は、 佐々 刑事の 無電が はいつ 

たもの だが、 このごろ しばらく 佐々 刑事から、 たより 

をき かない。 今 どうして いるの だろう か。 おお、 そう 

だ。 この 受信機で、 佐々 刑事の 電波 を さがして みょう」 

「それが いいです ね」 


と、 千 二 も、 さんせいした。 

そこで、 新田 先生 は、 受話機 を 頭に かけ、 受信機 を 

はたらかせて みた。 そうして、 この 前う けた 時に お ぼ 

えた 波長のと ころへ、 目盛 盤 を まわして みた。 

「どうです か。 はいります か」 

「いや、 きこえな いね。 このへんで、 たしかに きこえ 

たはず だが、 今日は、 ぴ いっとい う、 うなりの 音 も 出 

ない」 

新田 先生 は、 さらに、 増幅器 を 加えたり したが、 空 

間 は、 寝 しずまった ように しずかであった。 

「だめ だね え。 とにかく、 佐々 刑事の 電波 は 今 出て い 


先生 は、 ちょっと、 がっかりし たかた ちであった。 

ちょうど、 その 時、 扉が ひらいて、 博士が かえって 

来た。 

「博士、 異状はありません。 ひきつづき 丸木 艇の あと 

を 追 つ ています」 

と、 先生 は、 すぐ 報告 をした。 そうして、 席 を 博士 

に 少ず つ た。 

博士 は、 どうした わけ か、 のぼせた ように、 頰を赤 

くして いた。 そうして 席に つくと、 すぐさま 二人の 方 

へ 顔 をむ けて、 


「まだまだ、 道中 はなが いから、 お前た ち、 こっちの 

寝室へ いって、 ねて きなさい」 

と 早口で 言った。 

蟻 田 博士 は、 千 二と 新田 先生と に、 寝室へ 引取って、 

寝て こいとい うの だ。 

二人 は、 博士の 言葉が だしぬけだった ので 思わず、 

目と 目 を 見合わせた。 だが、 火星まで、 丸木 艇を 追つ 

ていく とき まれば、 まだまだ 先 はとお い。 ここらで 休 

息をして おく こと は、 いいこと であろうと 思った ので、 

新田 先生 は、 

「じゃあ 千 二君、 あと を 博士に おねがいして、 しばら 


く、 寝て こようで はない か」 

と、 千 一 一 を さそった。 

もちろん、 千 二 は、 先生の 言葉に したがった。 二人 

は、 寝台の ついている 別室に はいった。 

その 寝台と いうの は、 ちょっと 風が わりな 形 をして 

いた。 それ は、 ちょうど 列車の 網棚 を、 もっと 深く し 

たような かっこう になって いて、 体 を 入れる と、 すつ 

ぼリ とはいり、 下に 垂れさが る。 しかも 取附 けられた 

その 寝具の 蒲団 は、 体 を 入れた あとで、 蒲団の 合わせ 

目 を そろえ、 内部から、 チャック という 金具 を 引く と 

まるで 袋の ようにな つ てし まう ので あ つ た。 


「先生、 この 蒲団 は、 おもしろいで すね。 なぜ、 こん 

な ことにな つてい るので しょう」 

と、 千 二が 言う と、 先生 は、 

「これ かね。 これ は、 つまり 天井と 床と が、 逆にな つ 

て も、 ちゃんと 寝て いられる ように、 つくって あるの 

さ。 そうだろう。 逆に なれば、 反対に、 ぶら りと、 さ 

がるの だよ」 

と、 説明 を こころみた。 

「なるほど、 おもしろい 寝台 だな あ」 

千 二 は、 目から 上 を、 蒲団の 外に 出して、 笑って い 

たが、 そのうちに、 つかれが 出て、 ぐっすり 寝 こんで 


しまった。 

それから あと、 どのくらい、 眠った のか、 千 二 は、 

よく おぼえて いない。 ふたたび 気がついた とき は、 千 

二 は、 だれかに、 しきりに 名 をよ ばれて いた。 

「おい 千 二君。 へんな ことがあ るから、 ちょっと 起き 

たまえ」 

千 二 は、 ねむい 目 を こすって、 寝台の 中から、 首 を 

出した。 

「あ、 先生。 どうしたので すか」 

と、 先生の 顔 を 見る と、 先生の 顔色 は、 まつ 青で あつ 

た。 ただごと ではない らしい。 


「おい、 千 二君。 博士の ようすが、 へんな の だ。 われ 

われ は、 かくご をし なければ ならない ぞ」 

先生 は、 そう 言って、 いたましい 顔 をした。 

「どうしたので すか。 くわしく、 話 をして 下さい」 

千 二に は、 わけが わからなかった。 とにかく 千 二 は、 

ふとん を 開いて 下へ おりた。 

「いい か、 千 二君。 おどろい てはいけ ない。 この 大空 

艇に は、 いつの 間に か 火星 兵団の やつが、 しのびこん 

でいた の だ。 しかも、 二人 だ」 

「えつ。 火星 兵団の やつばらが、 ここにい るので すか」 

「そうだ。 しかも、 その 二人 は、 博士 を 両方から かこ 


んで いる。 博士 は、 なれなれしく、  二人と 話 をして い 

る。 何 を 言って いるの か、 話 は あつい ガラスに へだて 

られ て、 わからな いがね。 とにかく、 博士 は、 火星 兵 

団の やっと、 一し よに 組んで いるら しい。 いや、 それ 

にちがいない」 

「そうです か。 博士 は、 また、 気が かわったの かしら」 

「われわれ を、 控室へ ひきとらせ たの も、 われわれが、 

操縦 室に いて は、 都合が わるい からだ。 もう、 こうな 

れば、 かくご をき めて、 たたかう だけた たかって、 た 

おれる ばかり だ」 

「そうかな あ。 博士 は、 なぜ そんなに、 急に 気が かわつ 


たんだろ うな あ」 

と、 千 二 は、 いつまでも 小 首をかしげ ている。 

「千 二君。 君 は 博士の 変心が、 信じられな いら しいね。 

では、 あそこまで 来て、 あの 部屋 をの ぞいて ごらん。 

すると、 それが わかる から …… 」 

「じゃあ、 火星 兵と 博士が 話 をして いるの が 見える と 

ころまで、 つれていって ください」 

と、 千 二 は、 先生に 言った。 

「よろしい。 しずかに、 足音 をし のばせて、 こっちへ 

来た まえ」 

先生 は、 せまい 廊下 を、 先に 立った。 


まったく、 困った こと だ。 この 大空 艇に、 火星 兵が 

のりこんで いるなん て。 

これが、 地上で おこった ことなら、 博士と 火星 兵と 

を そこへの こして、 一時にげ だす 手 もあった が、 この 

ように、 空中での 出来 ごとで ある。 しかも、 空中と い つ 

て も、 あたり 前の 空中で はない。 この あたり は、 もう 

空気がない 空間で ある。 外へ にげだす こと は 出来ない。 

空気が ないから、 死んで しまう だろう。 それに、 第一、 

代りの ロケット も、 なんにもな いので ある。 

千 二 は、 先生の あとから、 ついていった。 そうして 

足音 をし のばせつつ、 ようやく 操縦 室の 次の 部屋まで 


来た。 

先生 は、 扉の 上に ついている 小さい のぞき 窓の ふた 

を、 そっと、 よこにう ごかした。 

「ほら、 まだ、 三人と も、 話に 夢中 だ。 さあ、 ここ か 

ら、 のぞいて みたまえ」 

千 二の 背の たかさで は、 その 窓が、 すこし 高す ぎた。 

爪 さきで、 のび 上って みても、 目の 高さが、 窓に とど 

かなかった。 そこで 千 二 は、 そこにあった 木箱 を つん 

で、 その上に のって、 はじめて 窓に 目 を あてる ことが 

出来た。 

「あつ、 ほんとう だ。 あつ、 火星 兵 だ。 火星 兵が 二人、 


博士と 話 をして いる」 

千 二 は、 おどろいて、 口の 中で 叫んだ。 

博士の そばに 立って いる 二人の 火星 兵 は、 例のと お 

り、 大きい あたま を、 ふとい 胴の 上に のせて いた。 つ 

まり、 その 胴 は、 地球の 気圧に たえる ように、 つくら 

れ てあつた の だ。 火星 兵 は、 しきりに、 例の 細い 手足 

を、 いそがしく、 うごかし ていた。 

なに を 話して いるの か、 さっぱりき こえない。 しか 

し 博士 は、 二人の 火星 兵 を、 たいへん、 ていねい にと 

り あ つかって いるよう すだ。 

蟻 田 博士 は、 二人の 火星 兵と 向きあって、 しきりに 


話 をつ づけて いる。 

(博士 は、 火星 兵団と、 ひそかに 手 をに ぎり 合って い 

るの だ) 

と、 新田 先生 は、 そう 思い こんでいた。 だから、 寝 

ていた 千 二 少年 を、 ゆりおこして、 博士の このけ しか 

らぬ 有様 を 見せ、 さいごの かくご を、 きめる ようにす 

すめた ので ある。 

千 二 も、 まさかと 思った が、 窓の 中 をの ぞいて 見て 

おどろいた。 

「ほんと です ね。 あれ は、 たしかに、 火星 兵です」 

「君に も、 そう 見える だろう。 さあ、 これから、 われ 


われ は、 どうして あの 火星 兵 を やっつけ るかと いう 問 

題 だが …… 」 

「先生、 ガス 砲弾 を、 あの 火星 兵に、 ぶつつ けて やれ 

ばいいで はありません か。 手榴弾 を なげつける ような 

工合に ねえ」 

「さあ、 そいつ は、 どうかな。 手榴弾 を なげつけ るよ 

うに はいくまい。 なにしろ、 ガス 砲と いう やつ は、 外 

を 飛んで いる やつ をう つに は 都合が いいが、 こうして、 

敵が 艇内 にいる ので は、 ガス 砲の 向けよう がない。 ど 

う も 工合が わるい ね」 

先生と 千 二が、 顔 をよ せて、 そんな こと を 言って い 


ると き、 いきなり、 扉が あいて、 蟻 田 博士が 顔 を 出し 

た。 

「お前た ち、 そこでな に をして いるの か。 一体、 どう 

したわけ じ や」 

と、 博士 は 聞いた。 

先生と 千 二と は、 困って しまった。 

なにしろ、 だしぬけに 扉が あいた もの だから …… 。 

先生 は、 もう 仕方がな いと、 かくごして、 

「博士。 私たちが、 ここでな に をして いたかと いうよ 

り も、 博士、 あなた こそ、 その 部屋で、 なに をして お 

られ たのです か。 あそこに いる 二人の 火星 兵 は、 一体 


どうして、 ここへ はいって 来たので すか」 

それ を 聞く と、 博士 は、 

「なんだ、 あの 火星人の ことか」 

と、 意外に も、 にっこり 笑った。 


^  ロロと ルル 


新田 先生が、 蟻 田 博士 を、 するどく 問いつ める と、 

意外に も、 博士 はに こに こして いるの だ。 


「博士、 わたし は、 まじめに 申して いるので すよ」 

先生 は、 しんけんな 顔で 言った。 

「いや、 わし もま じめ だよ。 まあ、 こっちへ はいれ。 

ここに おられる 一 一人の 火星人の ことなら、 そんな 心配 

は 無用 じ や」 

博士 はそう 言って、 先生と 千 二との 顔 を、 おだやか 

な 目つ きで ながめた。 

( 一 体、 これ はどうし たんだろう？) 

と、 千 二 少年 は、 先生のう しろで 目 を ぱちくり。 

博士と 話 をして いた 二人の 火星人 は、 さっきから、 

何 か 頭 をよ せて、 ひそひそと 語りあって いたが、 この 


時 二人して、 博士の そばへ やって来た。 

二人 は、 博士に 何 かしゃべ つた。 それ は 火星 語で 

あった。 何 かたず ねたよう すで ある。 

博士 はうな ずいた。 そうして、 火星 語で こたえた。 

すると、 二人の 火星人 は、 一し よに、 頭 を ふって、 

うなずいた。 それ は、 安心し ましたと いう 風に 見えた。 

博士 は、 先生と 千 二の 方に 向かい、 

「いま、 こちらが 心配して、 わしに あいさつが あった。 

『この 一 一人の 人間 は、 何 かお こつ ている よう だが、 どう 

したので すか』 と、 言われる の だ。 わし は、 『どうぞ、 

ご 心配の ないように。 この 二人 は、 わしの 子供と 孫み 


たいな ものです から、 べつに、 けんか をして いるので 

も、 なんでもな いのです』 と、 言った の だ」 

「なに 者です か。 博士が、 そんな、 ていねいな ことば 

をつ かう 火星 兵 は …… 」 

と、 先生が 言う と、 博士 は、 

「火星 兵で はない よ、 火星人で は ある けれども …… 」 

「では、 なに 者 …… 」 

「ロロ 公爵と ルル 公爵 だ。 火星から、 地球へ 亡命して 

来て おられる 方 だ」 

「ああ、 ロロと ルル …… 」 

新田 先生 は、 気がついた。 


博士 は、 ロロ 公爵と ルル 公爵と 言った が、 この 二人 

の 火星人 は、 先 ごろまで 火星 をお さめて いた 女王 さま 

の 二人の 子供であった。 この 二人が、 博士 邸の 地下室 

で、 うごめい ていたと ころ を、 新田 先生 は、 見た こと 

があった。 あのと き、 ロロの 方 は、 丈夫であった けれ 

ど、 ルルの 方 は、 大 けが をして いた。 博士 は ルル をな 

おすた めに、 アルプスまで、 くすりになる 草 をと りに 

いった ことがあった。 

「ああ、 あの ロロさん と ルルさん なら、 私 は、 お 話 を 

した ことがあります。 ああ、 そうでし たか」 

と、 先生 は、 はじめて、 安心の いろ をう かべた。 


しかし 千 二に は、 なんの こと やら、 わけが わからな 

い。 千 二 は、 先生の そで を ひいた。 

「先生、 どうしたので すか。 なにが、 安心なん です か」 

「ああ 千 二君。 ロロさん と ルルさん なら、 こういう わ 

けだ」 

と、 そのと きのこと を、 かいつまんで 千 二に 説明し 

た。 

「そうです か。 博士 はこの 前、 火星へ いったと き、 こ 

の 二人の 遺児 をた すけて、 地球へ つれてき たのです か。 

すると、 博士 は、 この 二人の 火星人に は、 大恩 人なん 

です ね」 


「そうだ。 だから、 火星 兵と は、 ちがう の だ。 安心し 

ていいよ」 

「でも、 この ロロさん と ルルさん は、 火星 兵と 同じす 

がた を、 している ではありません か。 なぜでしょう」 

「なるほど、 これ はどうい うわけ かな。 ひとつ、 博士 

にう かが つ てみ よう」 

先生が、 この こと を 博士に ききただ すと、 博士 は、 

「いや、 地球と 同じ 空気の 中で は、 こうした もの を 着 

ていないと、 からだにさわ るの だ。 わし は、 火星 兵が 

着て いるのに 似せて、 特別 製の を 作って さしあげ たの 

だ」 


と 言った。 

大空 艇の中 は、 だいぶん、 にぎやか になった。 博士 

と 先生と、 ほかに 千 二が 加わり、 今 また ロロ 公爵と ル 

ル 公爵と いう 二人の 火星人が あらわれて、 一 行 は 五名 

となった。 

はじめは、 ちょっと 気まず い 思い をした けれど、 よ 

く 考えてみれば、 おた がいに、 火星 兵団の 丸木 を 敵に 

まわして いる 身の上 だから、 やがて、 まもなく 仲よ し 

になった。 

ふ しぎな 光景 の 晩餐会が 、 この 大空 艇で ひらかれた。 

そこ は、 天文に 関係の ある 写真 額が 四方の 壁に かかつ 


ている 部屋で、 この 大空 艇の 中で、 一番 ひろい 部屋で 

あった。 まるい テ— ブルが、 真中に あって、 五名 は、 

これ を かこんだ。 

博士が 正面、 その 右に 先生、 左に 千 二 少年。 そのお 

向かいに、 ロロと ルルの 二人の 火星人が 座 をし めた。 

はじめ、 テ ー ブルの 上に は 何もなかった。 

(これ は、 どうなる のかな あ。 天井から、 お 料理の 皿 

が、 降って くるの かしら。 へんな 宴会 だ) 

と、 千 二 はふし ぎに 思って 天井 を 見上げたり、 博士 

の 顔 を、 よこ 目で みたり。 

すると、 博士が、 


「では、 これから 始めます。 今日は、 とくべ つに、 とつ 

てお きのい いお 料理 を 出して、 ロロ 公爵と ルル 公爵の 

御 健康 を 祝す ことにい たします」 

「どうもありがとう」 

ロロ 公爵と ルル 公爵と は、 おぼつかない 日本語で、 

あいさつ をした。 

(へんだ な あ。 いいお 料理と いうが、 なんにも 出て こ 

なレじ やな レ， R 」 

千 二 は、 先生の 顔 を 見た。 そのと き、 先生 は 目顔で、 

しっと 叱った。 それで、 千 二 は、 しまったと 思った。 

手 をき ちんと 膝の 上に おき、 顔 を 前に 向けた。 ところ 


が、 おどろいた ことに、 いつの 間に か 千 二の 前に は、 

お 料理 を も つ た 大きな 鉢が ある。 

「うわ あつ、 いつの まに、 こんな ごちそうが、 出て き 

たのだろう」 

と、 千 二 は、 自分の まえに、 とつぜん あらわれた ご 

ちそうの 鉢 を ながめて、 目 を ぱちくり。 

「千 二。 それほど、 驚く こと はない よ。 ほら、 テ— ブ 

ルの 真中 を 見て いるが いい。 ごちそうの 鉢が、 どんな 

ふうに 出て くる か、 よく わかる じ やろう」 

「え、 テ ー ブルの 真中です か」 

博士に 言われて、 千 二 は、 テ ー ブルの 真中 を 見た。 


テ— ブルの 真中に、 とつぜん、 ぼかり と 穴が あいた。 

それ は、 大きな 丸い おぼんが、 はいるく らいの 大きな 

穴であった。 

すると、 下から、 ごちそうの 鉢が、 せりあが つてき 

た。 

「おやおや、 出て きた ぞ」 

鉢が、 テ— ブルのう えまで あがる と、 こんど は その 

鉢 は、 すうつ と 走り だして、 新田 先生の まえへ いって、 

ぴたりと とま つ た。 

「や あ、 この ごちそうの 鉢 は、 化物の 一種 だな。 鉢が、 

ひとりで、 テ ー ブルのう え を 走 るんだ もの」 


千 二 は、 驚いて 言った。 

「な あに、 鉢が 走る のじ やない。 テ— ブルのう えに 

張って ある 耐水 セロ ファンの 帯が、 鉢 をのせ たま ま、 

うごく のじ や。 つまり、 工場で つかって いる ベル トコ 

ンべ^ -1 みたい な 仕掛 じ や」 

「ベルト コンペ^ -1 つて、 なんです か」 

「それ を 知らん かね。 工場へ いけば、 どこでも 使って 

いるよ。 たくさんの 職工さん が 並んで いる 仕事 机の よ 

こ を、 はばのひろい 帯が、 たえずう ごいて いるの じ や 

一人の 職工さん が、 自分の 加工した 製品 を、 この ベル 

トの 上に のせる と、 ベルト は、 たえずう ごいて いるか 


ら、 その 製品 をのせ て 先の 方へ はこんで いく。 ベルト 

の 端に は 別の 職工さん がまって いて、 ベルトで はこば 

れた 製品 をお ろす とい つたわけ じ や」 

「ああ、 名 は 知らなかった けれど、 その 仕掛なら、 知つ 

て いますよ」 

千 二 は、 べルトコンべ，^ -— のこと を、 一つ おぼえた。 

つまり、 この ベルト コンペ -— と 同じ ことに、 テ— 

ブルの 真中から あらわれた ごちそう 入りの 鉢が、 それ 

をた ベる 人の 前まで、 はこんでくれ るので あった。 動 

く 帯と、 テ— ブルの 地の 色と が、 同じ 黄色で あつたか 

ら、 その 帯が 動いて いる ことが、 千 二に はわから なか つ 


たので ある。 

「博士、 やっと、 わかりました。 そういう 仕掛の ある 

こと を 知らないと、 まるで 魔術 をみ ている ようです ね」 

「そうだ。 科学知識 のない 人 や、 勉強の 足りない 人 は、 

なんでも 魔術 だと 思う の だよ。 百年 も 前に 死んだ 人 を、 

今の 世の中に、 もう 一 度 息 を ふきかえさせて みると、 

この 大空 艇 など はもち ろん のこと、 ロケット でも 飛行 

機で も テレビジョン でも、 みんな 魔術と しか、 見えな 

いだろう」 

と、 蟻 田 博士 は、 しみじみ 言った。 

その 間に、 ごちそう は、 順番に、 みんなの 前に 並ん 


だ。 あとから あとへ と、 いろいろな ごちそうが、 穴の 

中から、 せりあが つてき た。 いずれも みな 深い 器の 中 

に はいって いた。 これ は 大空 艇が、 ときどき 左右に ゆ 

れる せいであった。 

「さあ、 始めましょう。 では ロロ 公爵と ルル 公爵の 御 

健康 を 祝して、 乾杯し ます。 おめでとう」 

「おめでとう」 

「おめでとう ございます」 

「ありがとう ございます」 

一 同 は、 杯 を あげた。 

そのと き、 ロロ 公爵が 立ち あがり、 


「ちょっと、 ご あいさつい たします。 わたくしと 弟ル 

ルと は、 すでに 命の あやうい ところ を、 蟻 田 博士に、 

助けてい ただき、 地球へ つれて こられました。 それ か 

ら こっち、 五 年と いう 長い 月日 を、 いろいろと 力 づけ 

てくだ さった リ、 ことに 弟の 病気 をな おしてく ださつ 

て、 まことに ありがたい ことです」 

と、 ロロ 公爵 は、 頭 を 下げた。 

ロロ 公爵の あいさつ は、 なお も つづいた。 

「わが 火星に は、 生物が います。 地球に も、 人間と い 

う りっぱな 生物が います。 この ひろびろとした 宇宙 を 

みわたし ますと、 ずいぶん たくさんの 星が 見える。 问 


億 か 何十 億 か、 ほんとうの ところ は、 とても かぞえき 

れ ないで しょう。 しかるに、 そのうえに、 生物が すん 

でい る ことが わかって いるの は、 わが 火星と 地球 だけ 

である。 しかも、 火星と 地球と は、 きわめて 近くに い 

る。 現在の 距離 は、 たった 五 千 六 百万 キロで ある」 

ロロ 公爵 は、 たった 五 千 六 百万 キロ だと 言った。 

(五 千 六 百万 キロが、 たった かしら) 

と、 千 二 は、 目 を ぱちぱ ち。 

公爵 は、 ことば をつ づけて、 

「そういう わけで、 火星と 地球と は 隣組 同志で ありま 

す。 もし 宇宙に 隣組と か 隣保 班と か をつ くるの だった 


ら、 わが 火星と 地球と は、 同じ 組に はいるべき はずで 

す。 助けられたり 助けたり の、 そういうお 隣 同志で あ 

りながら、 両方が けんか をして いるの は、 よくない こ 

とです」 

「なるほど」 

と、 新田 先生が 言った。 すると、 ロロ 公爵 は、 先生 

の 方へ、 ちょっと 頭 を 下げて、 

「地球の 方に は、 火星 を くるしめようと 思って いる 人 

はない らしい が、 火星の 方に は、 地球 を くるしめよう 

と 思って いる 者が います。 むかしから、 そういう 者が 

いたのです。 ことに 今、 地球が たいへんな 災難に あつ 


て、 くるしんで いる その 足 もとにつ けこんで、 火星の 

生物 は、 わるい こと をしょう としてい る。 火星 兵団な 

どと いう ものが、 それです。 ちょっと 聞く と、 しんせ 

つのよう です が、 ほんとうの ところ は 地球の 人間 や 馬、 

牛な ど を、 自分のと ころへ もっていって、 それ を 家畜 

として、 かず を ふやし、 そのうえで、 ぱくぱく たべて 

しまう つもりで ある。 じつに おそろしい 火星の 生物 ど 

もです」 

と、 ロロ 公爵 は、 こえ はわる いが、 なかなか うまく 

しゃべる のであった。 


s 地球よ、 さようなら 


大空 艇の 宴会 は、 たいへん、 うまくいった。 

博士 を はじめ、 新田 先生に 千 二、 それから ロロと ル 

ルの 二人の 火星人 公爵と は、 すっかり 仲よ しにな つて 

しまった。 

『宇宙の 隣組』 —— という 考えで、 ロロ 公爵 は、 地球 

と 火星と は、 おた がいに、 手 をに ぎりあって 行きたい 

と 言った が、 それ は なかなかい いことば であった。 


そう 言う うちに も、 大空 艇は、 ずんずんと 宇宙 を 飛 

んで、 火星に 近づいて 行った。 

前方 を 行く 火星 兵団 長 丸木の 乗った 宇宙 艇の 針路 は、 

もう ちゃんと わかって いた。 彼 は 火星へ にげ もどる の 

である。 そのこと は、 丸木 艇の 針路 を しらべて いくこ 

とに よって、 蟻 田 博士に は、 もうはつ きり、 わかって 

いたので ある。 

丸木 艇が、 火星に 行く ものと すれば、 別に、 こっち 

も、 いつも 操縦席に ついてい なく ともよろ しい。 ジャ 

ィ ロスコ ー プを 利用した 自動 操縦 器に、 万事 を まかせ 

ておけば、 大空 艇は、 どんどんと 宇宙 を 走り、 火星に 


近づいて 行く ので ある。 

なにしろ 大空 艇の 速力が、 もっと 早くなる よう だと、 

どこかで 丸木 艇に 追いつけ たので あるが、 ここへ 来て、 

丸木 艇の 方が、 大空 艇 よりもす こし 速度が 速い ことが 

わかった。 そういう ことに なれば、 あと は、 自動 操縦 

器に まかせて、 火星へ つく 日 を まつより 外 はない。 

火星へ は、 いつに なれば つくので あろう。 

宴会が はてた のち、 千 二 は、 新田 先生と 一し よに 大 

空艇の 望遠鏡に 目 を あてて、 丸木 艇の姿 をう しろから、 

ながめて いた。 

「先生、 丸木 艇は、 あいかわらず、 全速力で 飛んで 行 


くようで すね」 

「そうだね え。 だいぶん 小さくな つたよう な 気がする _ 

丸木 艇は、 なかなか スピ ー ドが 出るな あ」 

「先生、 佐々 刑事 はどうした のでし ようか」 

と 千 二 は、 ふと、 佐々 刑事の こと を 思い出した。 

「ああ、 佐々 刑事 か。 あの人 は、 どうした ろうな」 

と、 新田 先生 も、 佐々 刑事の こと を 思い出して、 望 

遠 鏡から、 目 を 放した。 

いつ だか、 佐々 刑事 あてに 無電 を 打った けれど、 一 

向 へんじがなかった。 

「先生、 あの人 は 火星の 宇宙 艇に のって いる はずです 


が、 べつに 用意 もして いないから、 火星に ついても 外 

に 出られないで しょうね」 

千 二 は、 前から そのこと を 心配して いたの だ。 

「さあ、 そのこと だよ。 火星 は、 空気が うすいから、 

そのまま では 外に 出られな いわけ だ。 成層圏 をと ぶ 時 

のように、 酸素吸入 器 をつ けて、 下にお りる より、 仕 

方がない だろう ね。 そのまま では、 酸素が 足りな く 

なって、 たおれて しまう だろう」 

「そうなる と、 佐々 刑事 は、 いよいよ 気の毒で すね。 

きっと 困つ ている のでし ようね」 

ひょっとしたら、 佐々 刑事 は、 火星へ ついた はいい 


が、 そこで 一命 をお としたの ではない かと、 千 二 は、 

そこまで 思った けれど、 それ は 言う の を ひかえた。 新 

田 先生が、 また 心配 を するとい けない と 思った からで 

あった。 

「先生、 地球 はどうな つたで しょうね。 それから、 大 

江山 隊は、 どうしたで しょうね」 

「おお、 そのこと だよ。 火星へ いくこと ばかりに 気 を 

とられて いて、 地球の こと は、 わすれて いた。 大 江山 

隊は、 どうした ろうな あ」 

そこへ、 博士が はいつ て 来た。 

「なに を 話して いるの か」 


「大 江山 隊 のこと を 思い出して、 心配して いたと ころ 

です」 

「ああ、 大 江山 突撃 隊 のこと か。 あれなら 心配な しだ」 

「は あ、 心配な しです か。 どうな つたの か、 博士 は、 

ご存じで すか」 

「大 江山 隊は、 とうとうがん ばって、 火星の 宇宙 艇群 

を 撃退した よ。 わし はちゃん と、 それ を 見て 知ってい 

る」 

「博士 はいつ、 それ を ごらんに なった のです か」 

大 江山 突撃 隊が、 火星 兵団 を 撃退した の を、 博士が 

見た というので、 新田 先生が ふしぎが つた。 


「わし は、 そういう 大切な もの は、 けっして 見お とさ 

ない よ。 君の ように、 いつもび くびく はら はらして い 

たので は、 すぐ 目の前に 起きて いる こと さえ、 気がつ 

かんだろう」 

博士 は、 先生に とって、 いたいと ころ をつ いた。 だ 

が 博士と 先生と を、 一 しょに して 言う こと は、 先生が 

かわいそう である。 博士 は なにもかも 知って 知りぬ い 

ている し、 新田 先生 は、 知らない ことば かりにぶ つか 

るので、 平気に とりすまして はいられな いので ある。 

千 二と なると、 この 少年 は、 なまじ なんにも 知らぬ だ 

けに、 かえって 先生よりも、 ずっと 楽な 気持で いた。 


だから、 三人の 中で、 このところ 一番 やつれの 見え 

るの は、 新田 先生であった。 それ も、 やむ を 得ない こ 

とで、 先生に たいして 同情し なくて はならない。 

「博士、 地球と モロ ー 彗星の 関係 は、 そのの ち、 どう 

なった でしよう か」 

おお、 モロ ー 彗星の ことか！ 先生 も 千 二 も、 とも 

に 丸木 艇を 追う のにい そがし く、 モロ— 彗星の こと さ 

え、 すっかり 忘れて いたのであった。 さっきの 晩餐会 

が、 先生の 気持 を ゆるめ、 そうして 今まで 忘れて いた 

大切な こと を、 一度に 思い出させた のであった。 

先生が、 それ を 口にする と、 千 二 少年 も、 にわかに 


それに 気が つき、 

「ああ、 そうだ。 モロ— 彗星 は、 もう 地球に 衝突す る 

ところで したね。 ああ、 たいへん。 どうな つたで しょ 

うね」 

と 言って、 先生の 顔と 博士の 顔 を、 見 くらべた。 

「ああ、 モロ— 彗星の ことか」 

と、 博士 は、 なにごと か を 考える かの ように、 顔 を 

あげて 天井の 隅 を 見つめた。 

「わしの 記憶に、 まちがいがなければ …… 」 

と、 蟻 田 博士 は、 大きく 息をして、 

「モロ— 彗星が 地球と 衝突す るの は、 あと 二十 四時 間 


後の 出来事 だ」 

と 言って、 新田 先生と 千 二との 顔 を 見 まわした。 

「えつ、 あと、 二十 四時 間 後です か。 もう そんなに、 

さしせまりました か。 もっとも 我々 は、 丸木 艇 とたた 

かう ことに 夢中に なって いて、 時間の たつの を、 すつ 

かり 忘れて いました」 

「多分、 それに まちがいがない。 なお、 くわしい こと 

は 計算 表 を 見ても いいし、 望遠鏡で 測って 見ても いい」 

すると、 千 二が、 

「博士、 我々 が 火星に つくのと、 モロ ー 彗星が 地球に 

衝突す るのと、 どっちが 先です か」 


と、 たずねた。 

「さあ、 それ は、 だいたい、 同じ 時刻に なろう。 いや 

火星に つく 時刻の 方が、 すこし、 早い かもしれ ない」 

「ここから、 地球へ 引き かえす と、 モロ ー 彗星の 衝突 

する 前に、 地球に もどれます か」 

博士 は、 首 を 左右に ふった。 

「あ、 もう、 間に合わな いのです か」 

「そうじゃ。 もうお そい。 地球の こと は、 あきらめな 

ければ ならない」 

「えつ。 もう、 どうしても、 地球の 上に すんで いる 人 

たち は、 すくえな いのです か」 


「どうも、 しかたがない。 残念 だけれ ど」 

「ぼく だけが、 大空 艇に乗 るん じゃなかった な あ」 

千 二 は、 そう 言って、 下 を 向いた。 少年 は、 きっと 

父親の こと を 思い出した のであろう。 

「博士」 

と、 新田 先生 は、 博士の 腕 をつ かんで、 

「すると、 あと 二十 四時 間 後に は、 生きの こった 地球 

の 人間 は、 わたしたち 三人 だけと いう ことにな つてし 

まう のでし ようか」 

と、 しんけんな 顔で 言った。 

「そうだ。 われわれ 三人 は、 地球の 最後の 生きの こり 


者と なる かも 知れない の だ」 

蟻 田 博士 は、 新田 先生の 問いに 答えて、 そう 言った。 

「は— あつ、 そうです か」 

「ふうん」 

千 二 少年 は、 先生と 顔 を 見合わせて、 大きな ためい 

きをつ いた。 

あれほど 多い 地球の 上の 人間が、 蟻 田 博士と 新田 先 

生と 千 二 少年との、 たった 三人に なって しまう と は、 

何とい うさび しい ことであろう か。 いや、 さびしい な 

どと いう こと は、 後 まわしと すると、 実に 驚くべき 大 

事件で ある。 地球が 生まれて 二十 億 年になる。 そうし 


て 人間の 祖先が あらわれて 八十 万年になる。 この かが 

やかし い 歴史 を もつ 地球が くだけて、 たった 三人の 人 

間し か 生きの こらない とすれば、 一体、 何と 言って い 

いかわ からない が、 のこる 三人の 上に、 たいへんな 重 

荷 を 背負う ことになる。 そうで はない か。 生きて いる 

うちに、 この 三人 は 二十 億 年の 地球の 歴史 を 書きの こ 

してお かねば ならない の だ。 三人が 死んで しまえば、 

地球の こと は、 全く だれも 知った 者が いなくな るので 

ある。 ことごとく 地球の 歴史 を 書く なんて、 そんな こ 

と は、 とても 三人の 力で、 出来そう もない。 

ああ、 地球 はついに、 空中で 火花が 消え去る ように、 


消えて しまう のであろう か。 

蟻 田 博士 は、 どういう もの か、 前から この 地球の 崩 

壊と いう ことにつ いて、 あまり 気に かけて いないが、 

新田 先生 はそう はいかなかった。 先生 は 千 二 をうな が 

すと、 地球の よく 見える 下の部屋の 窓のと ころへ いつ 

た。 

「おお、 見える。 あれが、 地球 だ。 もうお 月 さまより 

ほうき 

も 小さくな つた。 ああ、 こっちに、 斜に 金の 箒 をた お 

したよう に 見える のが、 にくい モロ ー 彗星 だ」 

千 二 も、 まっくらな 空に、 気味 わるく にらみあって 

いる 二つの 星 を ながめて、 ぞうつ とした。 


「あと、 二十 四時 間で、 ふたたび、 あの 美しい 地球が 

見られなくなる のか」 

窓のと ころに、 千 二 少年の 手 を ひいて 立つ 新田 先生 

は、 そぞろに 悲しかった。 今まで 忘れたり、 がまん を 

していた のが、 ここで、 急に 先生の 胸の 中に、 悲しい 

もの をな げちら したの だ。 

千 二 も、 さっきから、 さびしい 思いに とざされ てい 

た。 

しかし、 ここで 新田 先生の ひどく 悲しんで いる 様子 

を 見る と、 少年 は、 この 上 自分が 悲しがって はなら な 

いと 思った。 そうして、 出来るなら 先生 を なぐさめて 


さしあげたい。 もっと 元気に して あげたい と 思った の 

である。 

「ねえ、 先生。 地球の こと は、 もう、 僕たちの 力で ど 

うに もなら な いんです から、 あきらめましょう よ。 先 

生のお 父さん やお 母さん や、 それから、 しんるいの 方 

もお 友 だち も、 たくさんい らっしゃる のでし ようが、 

もう、 こうな つて は、 しかたがないで はありません か」 

「うむ。 —— 千 二君に 慰めて もらおうと は、 思って い 

なかった よ」 

と、 新田 先生 は、 顔 を あげて、 のど を、 ごくりと 鳴 

らした。 


「いや、 もう、 悲しまな いよ。 今、 もう 地球の ために 

悲しみ じまい だと 思って、 最後の 悲しみ を 味わった だ 

けさ」 

と、 先生 は、 涙 を はらい、 

「しかし、 今にして 私たち は、 日頃 勉強の 足りな かつ 

たこと を、 しみじみと 感じる。 地球の 上に、 蟻 田 博士 

のよう な 学者が もう 一 万人 —— いや 一 千 人で も 五 百 人 

でもい い、 それだけの 学者が そろっていて、 そうして 

思う 研究が やれたら、 わが 地球 は、 火星に 襲撃され た 

り、 モロ ー 彗星に つきあたられたり しないで、 よかつ 

たんだ。 きっと、 それ を 防ぐ 手が あつたに 違いない」 


あと 一 一十 四時 間 後に 崩壊し 去る であろう ところの 地 

球の 姿 を、 新田 先生と 千 二 少年と は、 しばし 無言の ま 

ま 眺めつ くした。 

あの 美しい まん 丸な すがた も、 今し ばらく のこと で 

ある。 また、 今 この 大空 艇 から は、 光る 地球の 面に、 

アジ ャ 大陸の 一 部が、 ぼんやり とした 輪郭 を 雲間から 

見せて いるが、 あの あたりに、 祖国 日本の 国が あるの 

だ。 それ も、 もう 間もなく 見られなくなる ので ある。 

千 二 少年 は、 新田 先生 を はげます ため 強い こと を 

言った が、 こうして、 最期に 近い 地球の 顔 を 見て いる 

と、 やっぱり 胸が ふさがり、 あつい 涙が こみあげ てく 


る。 

(お父さん！) 

と、 千 二 は 心の中で 呼んで みた。 

(お父さん は、 今 どうしてい るだろう な あ。 お父さん 

は、 地球が こわれる こと を 知っている のだろう か。 そ 

れを 知っている としたら、 今、 どんな 気持で いる だろ 

うか。 もしゃ、 『千 二 や、 千 二 や』 と、 ぼくの 名 を 呼び 

つづけて いるので はない かしらん) 

千 二 もや はリ 人の子であった。 強くなくて はいけ な 

いと 思いながら も、 やはり 父親との わかれ は、 つら かつ 

た。 


なんとかして、 彼の 父親 を 助ける 工夫 はない もの か。 

いや、 地球人 類の 命 をす くう 法 はない ものであろう か。 

二十 億 年の 年月 を 経た 地球が、 宇宙の ぶらつき 者の 

モロ— 彗星に うちあ たられ、 目に もとまらぬ 速さで、 

一 団の 炎と なり 果てる と は、 まことに 夢の ような 話で 

ある。 

「おお、 お前た ち、 そこで、 何 をして いるの か」 

とつぜん、 うしろに 蟻 田 博士の こえが した。 千 二 は、 

博士が うらやましかった。 地球が、 やがて こわれる と 

いうのに、 涙 一滴 こぼす どころ か、 平気な ので ある。 

「な あんだ、 二人とも めそめそして …… 」 


博士 は 叱りつ ける ように 言った。 

博士に 叱られて、 新田 先生と 千 二と は、 涙 を ふいた。 

「な あんだ、 お前た ちの その 顔 は …… 」 

「博士、 あなた は、 地球に 家族 もなければ、 なんの 心 

のこり もない のでしょう。 だから、 地球の 最期が 来て 

も、 涙 一滴 出さずに いられる のです。 私 や 千 二君な ど 

ば  」 

「おい 新田、 待て。 そういう とわし は、 なんだか 鬼み 

たいな 人間に 聞え るで はない か。 わしに も 家族 は あ 

る」 

「え、 博士に 家族が おありで すか。 それ は 失礼です が、 


ほんとうで すか」 

「全く 失礼な こと をい う 奴 じ や。 家族の ない 人間 は、 

未完成と いうか、 感心 出来ない よ。 わしに は 家族が 

あって、 ちゃんと 地球の 上に 住んで いる」 

「そうでし たか。 しかし 博士 は、 その 家族の 方の ため 

に、 一滴の 涙 もこ ぼされ な いのは、 どういう わけです 

か」 

先生 は、 不思議そう にたず ねた。 

「ここで、 いくら たくさんの 涙 を こぼして みても、 ど 

うに もなら ないで はない か。 ええ、 そうだろう」 

「しかし …… 」 


「まあ、 お聞き。 わしに 言わせれば、 人間が 悲しんだ 

リ、 それから また 体 を 楽に したりす る こと は、 死んで 

から あとの ことにすれば いいの だ」 

「えつ、 なんでしょう、 今お つし やった こと は？  」 

「これが 通じない かな あ。 つま リ、 人間 は 死んで しま 

えば、 その あとに はもう 用事 もなくなる し、 たずねて 

くる 者 もない。 そこで、 死んで から ゆっくり 悲しめば 

いいし、 また 休んだり 楽 をしたり すれば いい。 生きて 

いる 間に、 悲しんだり 楽 をしょう としたり する の は、 

大 まちがい という もの だ。 生きて いる 間 は、 そんな こ 

と は 後 まわしに して、 どんどん 働く の だ。 生きて いる 


うちに やる 仕事 は、 たくさん 残って いる」 

と、 博士 は、 青年の ような 元気で 言った。 


0  二つの 月 


大空 艇は、 ついに 火星の 領空に 達した。 

「着陸の 用意 だ」 

と、 博士 は ひとりで いそがしい。 

火星の ロロ 公爵と ルル 公爵 は、 にわかに 元 気づいた 


ようで ある。 

「おい、 新田と 千 二君。 お前た ちに、 これ を わたして 

おく」 

と、 博士 は 二人 を 呼んだ。 

二人が 博士の 側へ いってみ ると、 そこに は、 潜水服 

について いる 潜水 かぶとの ような 形の ものが 三 個、 床 

の 上に おかれて あった。 

「博士、 これ は 何です か」 

と、 千 二 は、 不思議な 顔。 

「これ を 頭に かぶる のじ や。 いや、 まだ 今から かぶら 

なくても いいが、 大空 艇が 火星に 着陸し、 いよいよ 火 


星の 地面の 上 を 歩く 時には、 これ を かぶる のじ や。 そ 

うしないと、 われわれ 地球の 人間 は 息が 苦しくなる。 

火星の 表面で は、 空気が 少 いの だからな あ」 

「ああ、 すると、 これ は 酸素 を 出す マスクで すね」 

「そうだ。 この かぶとの 横に、 耳の ような 筒が 左右に 

ぶらさがって いるが、 この 中には 固形 酸素が はいって 

いるの だ。 その上に ある 弁 を 動かせば、 かぶとの 中に 

出て くる 酸素の 量が かわる から、 好きな ように やって 

みるがいい」 

博士 は それから、 かぶと を 二人に かぶらせて、 かぶ 

りかた を 教えたり、 弁の 動かし かた を 教えたり した。 


「どう だ、 わかった か」 

「ええ、 わかりました。 しかし、 この 重い かぶと を か 

ぶる と、 僕 は 歩け ない な あ。 子供用の かぶと はない の 

です か。 これ は 大人 用でしょう」 

と、 千 二 は 困った 顔 だ。 

「いや、 子供用と いうの はない。 用意して なかった の 

だ。 しかし、 見かけ は 重い が、 火星の 上で はそんな に 

重く はない よ」 

大空 艇は、 流星の ように 火星の 表面へ 落ちて いった。 

「あと 三時 間で 着陸 だ」 

と、 博士 は 言った。 


火星 は、 いつの 間に かどん どん 大きくな り、 そのこ 

ろに は、 もう、 たらい ぐらいの 大きさに なって いた。 

実に、 どんどん 早く 大きくなる。 

大空 艇は、 かなり ものすごい 落下 速度 を 出して いる 

が、 速度の 変り かたがう まくい つてい るので、 からだ 

に は、 あまり こたえない。 

千 二 は、 火星に 近づいた ので、 何だか、 急に 嬉しく 

なった。 彼 は、 火星の 見える 窓に のびあがって、 しき 

リに 眺めて いる。 

だが、 変な ことに、 火星のお もて は、 地球の ように 

はっきり しない。 问 となく、 どんより と 曇って いる 感 


じだ。 

ちょうど、 ぎの ついた 古い 金魚ば ちの 中へ、 地球儀 

を ほうりこんで、 それ を 外から 見て いるよう な 感じ だ _ 

千 二 は、 そのこと を 新田 先生に 話した。 すると 先生 

は、 

「それ はね、 火星の 外側 は、 塵の ような ものが、 たい 

へんた くさん 集って いると、 ある 学者が 発表した こと 

が ある。 だから、 その 火星 塵の、 あつい 層 を 下へ つき 

ぬけなければ、 火星の 表面 は、 はっきり 見えない わけ 

だ」 

「火星 塵の、 あつい 層です か。 地球に はない ものが 火 


星に は あるので すね」 

「そうだ。 地球と 火星と は、 形 こそ 似て いるが、 違う 

こと はいろ いろた くさん あるよ。 ほら、 あそこ を ごら 

ん。 火星のお 月 さまが 見える」 

「えつ、 どこです か」 

「あそこ だ」 

先生の 指さす ところ をよ く 見る と、 なるほど、 月ら 

しい ものが 浮いて いる。 

「ああ、 あれが 火星の 月 か」 

と 言った が、 千 二 は、 へんな 顔 をして、 

「先生、 あれ はなんで しょうか。 こっちの 方から も、 


月の ような ものが 出て 来ました よ」 

と、 左の 方 を 指さした。 

見たところ、 ちゃんと 月の 形 をして いる。 それが、 

はじめの 月と 反対の 方向に、 ぐんぐんと まわり だした 

ので ある。 

「ああ、 あれ も、 火星の 月 だ。 小さい 方の 月 だ」 

「えつ、 小さい 方の 月？ すると、 火星に は、 大きい 

方の 月 も あるので すか」 

千 二 は、 ますます 不思議 そうな 顔であった。 

「そうなん だ、 千 二君。 君 は、 火星に 二つの 月が、 つ 

いて まわって いる こと を、 知らなかった のかね え」 


「二つの 月です つて。 お 月 さま は、 一 つ だけの もの だ 

と 思って いました。 火星に は、 月が 二つ も あるので す 

か」 

「そうだよ。 小さい 月が ディ モス、 大きい 方の 月が ホ 

ボス、 そういう 名なん だ」 

「へんな 名前です ね。 一度 じゃあ、 おぼえられ ないや」 

と、 千 一 一は、 首 を ふった。 

「ディ モスに ホ ボス だよ」 

「あつ、 先生、 こっちの 大きい お 月 さま は 早いです ね。 

もう、 あんなに 動き ましたよ」 

「そうだ。 ホ ボスの 方 は、 たいへん 早く まわる の だ。 


一 日のう ちに、 火星の まわ リを 三回ぐ らい まわる の だ _ 

ディ モスの 方 は、 一 日で は 火星の まわり を、 まわりき 

らな いの だ。 三十 時間 しないと、 一 回 分 まわらな いの 

だよ」 

「火星って、 実に 不思議な 国です ね。 お 月 さまが 二つ 

あつたり、 それが たがいに 反対に まわったり、 それ か 

ら 一方の が のろのろ していて、 他方の がかけ 足で 三回 

もま わったり、 ああ、 ぼくらの 地球と は、 まるで 違う 

のです ねえ」 

千 二が、 目 を まるくして 火星の 月 をみ ている と、 そ 

の 二つの 月 は、 ぐんぐん 近づいて 衝突し そうに 見えた _ 


「あつ、 お 月 さまの 衝突 だ！」 

千 二 は、 思わず、 そう 叫んだ。 火星の 二つの 月が、 

反対の 方向から だんだん 近づいて、 衝突す るかの よう 

に 見えた ので ある。 

「大丈夫。 衝突なん かしない よ。 地球と モロ— 彗星の 

場合と ちがう の だ」 

新田 先生 はそう 言った が、 千 二が 見て いると、 たし 

かに その 通り、 衝突す ると 見えた 二つの 月 は、 いつの 

間に か 左右に わかれ、 今度 は、 少しずつ 離れ だした。 

「なるほど、 衝突 はしなかったです ね」 

千 二 は、 かんしんして 言った。 


「地球と モロ— 彗星 も、 あのよう に、 うまく 衝突し な 

いで、 すれちがえば いいの だが …… 」 

と、 新田 先生 は、 しみじみと 言った。 どうも 先生の 

頭に は、 いつも 地球の ことが、 こびり ついてい るよう 

であった。 

操縦 室で は、 蟻 田 博士が、 ロロ 公爵と ルル 公爵に 対 

し、 熱心に 話 を 続けて いる。 

「 …… それじゃ、 やっぱり、 カリンの 岬に 大空 艇を着 

けます かね」 

と、 博士が 言えば、 

「それが いいです よ。 カリンの 岬なら、 丸木なん かが 


攻めて 来ようと しても、 ちょっと 手間が とれます から 

ねえ」 

と、 ロロ 公爵が 賛成した。 

「あそこに は、 水底に 洞窟が ありまし たね」 

と、 蟻 田 博士が たずねた。 

「そうです。 カリン 下の 洞窟の ことです ね。 あそこ は、 

かくれる のに 持って来いのと ころです」 

「洞窟と 岬との 間に は、 抜道の ような ものが ありまし 

たね」 

「ああ、 あります とも。 五つの 扉 を あけない と 通れ ま 

せんが、 階段が ついてい ますよ」 


「その 扉 は、 どう すれば あくので した かねえ」 

「呪文 を 唱えれば いいのです」 

「その 呪文 は」 

「口 ラロ ラロ ラ、 リリ リル 口、  ロルロ ルレと 言えば い 

いのです」 

「むずかしい 呪文です な あ。 口 ラロ ラロ ラ、 リリ リル 

口、  ロルロ ルレ か」 

蟻 田 博士 は、 口 を もぐ もぐさせ て、 この 言いに くい 

呪文 をく りかえ した。 

「そこで ロロ 公爵、 あなた は、 火星へ 帰られる と、 す 

ぐ 旗 あげ をせられ ます か」 


「ええ、 やります とも。 ルルが、 ぜひとも やる と 言つ 

て、 意気 ごんで いるので す」 

と、 ロロ 公爵 は 言って、 側に ひかえた ルル 公爵 を ふ 

りかえ つた。 

ルル 公爵 は、 いつも、 だまって いるの が 好きで あつ 

た。 この間の 病気 以来、 ルル は、 前よりも 一そう 口 か 

ずが 少く なった。 何 かしゃべ るの は、 いつも ロロば か 

りであった。 

火星の 王子で ある この ロロ  • ルルの 兄弟 は、 蟻 田 博 

土の ため 危うい ところ を 救われ、 地球の 上で 大きく 

なった ので あるが、 こんどい よいよ 火星へ 帰る と、 す 


ぐ さま 旗 あげ をして、 もとの 王家 を さかんにしたい 考 

えだった。 

「旗 あげ をす るに は、 どこ を 本 城と する のです か」 

蟻 田 博士 は、 しんぱいの あまり、 なんでもかんでも、 

今のう ちに、 聞いて おかねば ならぬ と 思って いる。 

「本 城 は、 クイ クイ 運河 地帯 を 目の前に 見渡す ペペ 山 

におく つもりです」 

「なるほど、 ペペ 山です か。 ペペ 山なら、 なかなかい 

いところ です。 あの 切りた つたよう な 断崖 は、 まこと 

に りっぱで すね。 わし もこの 前 火星へ いった ときには、 

ぺ ぺ 山へ は 時々 い つてみ ましたよ」 


「ペペ 山 は、 私たちの 祖先た ちが、 かならず 大事に し 

ていたと ころです。 祖先の たましいが、 あの 山 いっぱ 

いに、 こもって いるので す。 そうして 何 か 大変な 時に 

は 不思議な ことがあって、 私たち を まもって くれる 霊 

山です。 この 前 は、 あの 山 を 敵の ため、 すぐ 奪われた 

ので、 いけなかった のです」 

ロロ 公爵 は、 しんみりと 言った。 

千 二 少年 は、 新田 先生と ならんで、 窓の 外 を 見て い 

た。 はんたいの 方向に まわる 火星の 二つの 月 はだんだ 

んと 両方へ 離れて いく。 見れば 見る ほど、 不思議な 月 

であった。 


「先生、 ぼく は、 なんだか 夢を見て いるよう な 気がし 

ます。 いま、 ぼく は、 ほんと に 火星の そばまで 来たの 

でしよう か」 

「そう 思う の は、 もっとも だ。 わたし も、 火星へ 来た 

の は、 はじめて だ。 やっぱり 夢を見て いるよう な 気が 

する よ」 

先生 もお なじよう な こと を 言った。 

そのうちに、 どうした わけ か 、あたりが 急に 暗くな つ 

た。 

「おや、 暗くな つた ぞ」 

千 二 少年 は、 ガラスが、 どうかした のかと 思って、 


服の 袖で しきりに ガラス を ふいた。 

だが、 そんな こと は、 一 向きき めが なく、 だんだん 

と 暗 さがました。 

「おやおや、 火星が 見え なくなって しまった。 いま ま 

で、 あのよう に 美しく かがやい ていた 火星が、 急に す 

がた を、 けして しまった。 先生、 これ は 一体 どうした 

わけです か」 

すると、 新田 先生 は、 しずかに うなずき、 

「千 二君。 窓ガラス をよ く 見た まえ」 

「え、 窓ガラスで すか」 

「ガラスの 上に、 何 か 見えない かね」 


「さあ。 —— 」 

と 言った が、 千 二が 見る と、 外から ガラスの 上 を、 

なんだか 黒い 粉の ような ものが、 ふきつけ ている。 

「ああ、 この 黒い 粉みたい な もの は、 何でしょう」 

「わかった かね。 それ は 火星 塵 だ。 つまり、 火星の ま 

わり を、 こまかい 塵の 層が つつんで いるの だ。 それ を 

火星 塵の 層と いってい るが、 いまわれ われ は、 その 塵 

の 層の まん 中に、 はいった の だよ。 だから、 まつ 暗な 

んだ」 

「ああ、 そうです か」 

千 二 は、 なんだか、 たいへん 心 ぼ そくな つた。 まつ 


暗な 井戸の 中へ、 おちこんだ ような 気がした からで あ 

る。 

まっくら なんて、 嫌な ものである。 大空 艇の外 は、 

なんにも 見えない。 

「さっきまで 見えて いた 火星が、 急に 見え なくなるな 

んて、 へんだ な あ。 火星に 近づいた から、 もっと 見え 

なければ ならない わけ だが な あ」 

千 一 一は、 顔をしかめ ている。 

「それ はね、 土け むりの 中に、 はいって いると 向こう 

が 見えない が、 土け むりの 外から だと、 土け むり をと 

おして、 向こうが 見える のと 同じ だよ」 


「 へ え、 そうです か」 

「だから、 いまに 火星 塵 を 通りぬ ける と 明かる くなる 

火星の 表面が はっきり 見える ようになる」 

「そうです かね」 

と 言って いるう ちに、 あた リは 急に 明かる くな つた 

ような 気がした。 

「あつ、 火星が また 見え だした。 ああ、 きれいだ な あ」 

千 二 は、 驚きと 喜びと が 一 しょに なった。 

火星 は、 もう 大きな 鏡の ようにな リ、 そうして、 ま 

ぶしい ほど 明かる かった。 それ は 火星 塵 を 通り越した 

からであった。 始めて、 すきとおった 空 をと おして、 


火星 を 見る ので あ つ た。 

ああ 火星の すがた！ 

火星 は、 地球と 同じように 海ら しい もの も あるし、 

また 陸の ような ところ もあった。 ただ 不思議な の は、 

真白に 光る、 かな リ 広い 円形のと ころがあった。 

「ああ、 あれ かね。 あれ は、 火星の 極 だよ。 大変 寒い 

ところで、 あの 白い ところ は 雪と 氷が つもって いるの 

だ。 そこへ 太陽の 光が 照リ つけて、 あんなに 美しく 

光って いるの だ」 

ああ わが 太陽！ このはる かな 火星に 来て みても、 

あの 太陽 だけ は、 この 地球と 同じ 太陽が 照りつ けて い 


るの だと 思えば、 何だか 急に、 太陽が なつかしく なつ 

た。 


^ ふき 矢 


「おお、 お前た ち、 どこへ いったの かと 思って、 さが 

していた」 

そう 言って、 はいって 来たの は、 蟻 田 博士であった。 

新田 先生と 千 二が、 ふりむいて 博士 を 見る とともに、 


おうと 声 をのんだ。 

「博士、 ものものしい、 おすが たです ね」 

博士 は、 まるで サン タク 口 ー スか エス キモ ！ < のよ 

うに、 厚い 毛皮の 服に、 ズボンに 長靴と いういで たち 

だった。 しかも、 そのうえに、 例の 大きな 酸素 かぶと 

を、 かぶって いるので あった。 

「さあさあ、 もうす ぐ 火星に つく ぞ。 お前た ち も、 こ 

のとお りの かっこう をし なければ ならない のじ や。 服 

やなに かも、 むこうに 出して おいた。 酸素 かぶと は 先 

に 教えた とおり、 かぶり 方が むずかし いから、 気 をつ 

けて やれよ。 服 や ズボン や 靴 は、 あたりまえ につけれ 


ばよ ろしい。 さあ、 いそいで、 やりなさい」 

「はいはい」 

先生と 千 二と は、 博士に いそがされて、 別室へ いつ 

た。 

「博士、 服と 酸素 かぶとと、 どっち を 先につ ける ので 

す 力」 

と、 千 二が たずねた。 

「それ は、 わかって いる じ やない か。 先に ズボン を は 

き、 それから 服 を 着、 そのうえから、 酸素 かぶと を か 

ぶる のじ や」 

「靴 は、 いつはく のです か」 


「わかって いる じ やない か。 靴 は、 ズボン を はいて か 

ら、 はけば よいの じ や。 酸素 かぶと を かぶって からで 

もよ ぃぞ。 なかなか せわのやける 奴 じ や」 

博士 は、 千 二 をし かりつ けながら も、 にこに こして 

いる。 博士に とって は、 二度目の 火星 訪問 だが、 たと 

えこれ から、 たいへんな 戦闘が はじまろう とも、 大空 

艇で 宇宙の 旅 を つつがなく 終え、 ついに 目的地の 火星 

まで やって来た ことが、 うれしくて しかたがな いらし 

ヽ o 
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先生と 千 二 は、 博士に ならって、 ものものし いすが 

たにな つた。 


(こんな 重い もの を 着て、 どうなる であろう か。 重す 

ぎて 歩け ないで あろう。 これで 千メ ー トル も 歩けば へ 

と へ とになる であろう) 

千 二 は、 はじめ、 そう 思って いた。 

ところが、 不思議な ことに、 それ を 着て みると、 思 

いの ほか 軽かった。 

「おや、 不思議 だ。 これ は、 みんな 紙で 出来て いるの 

かしら」 

まさか、 紙で 出来て いると は 思わなかった けれど、 

思いの ほか、 たいへん 軽い のであった。 それ をから だ 

につけて 歩いて みても、 平気であった。 


博士 は、 千 二が 感心して いるの を 聞いて、 

「それ は、 軽い のが あたりまえ だ」 

「へえ、 なぜか しら」 

「それ は、 つまり、 重力と いう ものが、 火星の 上で は 

減る から じ や。 地球の 重力よりも、 火星の 重力の 方が 

軽い のじ や。 だから、 火星の 上で は、 ものが 軽くな つ 

たような 気がする のじ や」 

「は あ、 そうです か」 

すると、 新田 先生が、 

「そういえば、 このごろ なんだか、 からだが 軽くな つ 

て、 ふわりと 飛べそう な 気持が する ことがある のです 


が、 重力が 軽くな つたせ いです ね。 うっかり していて、 

それ を 忘れて いました よ」 

と 言った。 

「今ごろ 気がつく ようで は、 たよりがない ねえ」 

と、 博士が、 かぶとの 中で、 にゃにゃ 笑った。 とこ 

ろが、 それと 反対に、 火星人の ロロ 公爵と ルル 公爵と 

は、 着て いた もの を、 ぬぐ 話 をして いる。 

「やれやれ、 やがて これ をぬ いで、 はだかになれ ると 

思う と、 ありがた いな あ」 

「僕 はから だが 弱い から、 よけいに、 そうなる 日が 待 

ち どお しい」 


「あは はは、 丸木 艇は、 やっと 火星に 着いた ようじ や」 

博士 は テレビジョンの 幕 を 指しながら 笑った。 

「さあ、 丸木 先生、 これから 何と 言って 火星 王に 報告 

する ことじ やろう か。 さだめて、 大きな ほら を 吹く こ 

とじ やろう」 

「火星に は、 火星 王と いうの が、 いるので すか。 丸木 

が、 火星で 一番い ばってい るので は、 ない のです か」 

千 一 一は 尋ねた。 

「いや、 別に 火星 王と いうの がいる のじ や。 その 火星 

王 は、 たいへん 悪い 奴で、 ロロ 公爵と ルル 公爵の 母に 


あたる 前 火星 女王 を ほろぼし、 位 を 奪った のじ や。 丸 

木 は、 その 軍部 大臣の 役 をして いるの じ や」 

「では、 これから ロロ 公爵と ルル 公爵 は 火星へ 帰る と、 

火星 王の ために 捕えられ はしません か」 

「もちろん、 両 公爵が 帰って来 たこと を 知ったら、 捕 

えに 来る ので あろうな あ。 だが、 ロロ 公爵 も ルル 公爵 

も、 今 は、 りっぱな 大人に なった。 そうして、 わしの 

ところで いろいろと 勉強 もした。 だから、 火星 王が 攻 

めて 来ても、 そうかん たんに、 やっつけられな いよ。 

わし も 今度 は 出来るだけのお 力に なり、 ロロ 公爵 ゃル 

ル 公爵が、 ふたたび 火星 をお さめる ようにし てあげた 


いと 思って いるの じ や」 

「それ はいい ことです ね。 僕 もそう なる 日 を 祈って い 

ます」 

日本語が よく わかる 二人の 公爵 は、 それ を 聞いて 大 

変 喜んだ。 

「まあ、 見て いて 下さい。 僕たち はやり ますよ。 そう 

して 火星 を、 りっぱな 国に したいと 思って いるので す _ 

今までの 火星 は、 文化 こそ 進んで いるが 実に 恐し い 国 

です。 悪 いこと をす る 者が えら い の だと 考えて いる。 

早く 言えば、 丸木な ど は、 どろぼう をす るた めに、 地 

球へ 攻めて いったよ うな ものです からね」 


大空 艇は、 針路 を 左へ 曲げた。 

火星の 大地 は、 それと あべこべに 右へ まわって いく。 

しばらく すると、 火星の 端が、 黒く ふち をと つたよ 

うに、 見え はじめた。 それ は 火星の 夜の 部分であった。 

大空 艇は、 どんどん 左へ まわる。 

火星の 表面から、 明かる い 部分が、 どんどん 小さく 

なる。 そうして、 やがて、 全く 暗くな つた。 

「このへんで いいだろう。 消音装置 を 働かして 下りて 

いこう」 

蟻 田 博士 は、 目盛 盤の つまみ を 動かした。 すると、 

大空 艇は、 ほとんど 垂直に 下り はじめた。 


「わざわざ 暗い ところへ、 下りる のです か」 

と、 千 二が、 博士に 尋ねた。 

「それ はそう だ。 明かる いところ を 下りて いくと、 丸 

木た ちがうる さいから ね」 

「では、 火星の 夜のと ころへ 大空 艇を 着ける のです ね」 

「そうだ、 カリン 岬に 着ける よ」 

「博士、 丸木 は、 僕たちが 後 を 追い かけて 来た こと を、 

知っている でしよう ね」 

「もちろん、 知ってい るよ。 だから、 火星へ 上陸して 

も、 なかなか ゆだん はならない よ」 

「そうです ね。 僕たち も、 丸木と 戦わなくて はなら な 


いのです ね」 

「それく らいの 覚悟 はして いる 必要が あるね。 もっと 

も、 ロロ 公爵の 旗の 下へ 集って 来る 兵も少 くないで あ 

ろうが、 とにかく、 はじめの うち は、 あぶない ぞ」 

「博士、 火星 兵と 戦う に は、 何 をつ かう のです か。 も 

う、 ガス 弾な ど は 役に たたない のでしょう ねえ」 

「ああ、 ガス 弾か。 ガス 弾 をつ かえば、 火星 兵 はやつ 

ぱリ 死んで しまうよ。 しかし、 味方の 兵まで 殺して し 

まって は、 なんにもなら ないから、 今度 は、 また 別の 

兵器 をつ かう の だ」 

「別の 兵器？ それ は、 どんな ものです か」 


「火星の 上で 使う 新兵 器 は、 ここに ある これ だよ」 

そういうと、 博士 は、 うしろの 壁に かけて あった 長 

くだ 

さ  一 メ —， ^ル半 ほどの 黒い 管の ような もの をと り、 千 

二に 見せた。 

「これ は 何です か。 中に 穴が 通って いて、 こっちの 太 

い 端に は、 ゴムの 口 あての ような ものが ついています 

ね」 

「わからな いかね。 君た ちの 得意な もの だろうと 思う 

, 、ゝ  - 

力  」 

「僕たちの 得意な ものです つて。 はは あ、 そういえば、 

思い出した。 これ、 ふき 矢 を いれる 管みたい です ね」 


「そうだ。 あたった よ。 そのと おりだ」 

「博士、 ふき 矢 を いれる 管 を、 どうす るので すか」 

「やっぱり、 ふき 矢 を いれて、 ふくの だよ。 火星人に 

あてる ためだ」 

千 二 は、 な あんだと いう 顔で、 

「ふき 矢ぐ らいで、 火星人が まいる かしらん。 だいい 

ち、 遠くから 攻めて 来た 時に、 こっち は、 ふき 矢 を ふ 

いたので は、 届かない じゃありません か」 

すると 博士 は、 軽く 笑って、 

「千 二君 は、 大事な こと を 忘れて いるよ。 火星の 上で 

ふき 矢 を ふくと、 ずいぶん 遠くまで いくの だ。 地球の 


上で 機関銃 を 撃った 時よりも、 もっと 遠くまで いくの 

だ」 

「そんな ことはないでしょう。 人間の いき は、 そんな 

に 強くありません からね」 

「わからん 子供 じ やな あ。 千 二、 火星の 上で は 重力が 

小さい のじ や。 ぷ つと 上に ふけば、 かなり 長らく 落ち 

てこない の だ。 だから、 ふき 矢 だとて、 ばかに ならな 

い。 遠くへ 飛ぶ の だ」 

言われて、 千 二 はやつ と 気がついた。 先生から も 聞 

いたが、 火星の 上で は 重力が 小さい から、 上へ 放り あ 

げた もの は、 なかなか 落ちて 来ない のであろう。 する 


と 地球の 上で は、 つまらな いふき 矢 も、 ここで は 強い 

兵器 だ。 

ふき 矢 問答 は つづく。 

「博士、 ふき 矢が 火星の 上で は、 なかなか つよい 兵器 

だとい うこと は、 わかりました。 しかし、 どうして、 

この ふき 矢 を 使えば い いのでし ようか」 

と、 千 二 は、 ふしぎ そうに 言った。 

「なんでもない。 口で ぶう とふけば いいの さ。 お前た 

ち、 とくいの ふき 矢で はない か」 

千 二 は、 そこが 問題 だとい う 顔で、 

「だって、 博士。 こんな 酸素 かぶと を、 かぶって いた 


ん では、 ふき 矢 を 口に あてよう としても、 あてられな 

いではありません か」 

博士 は、 なるほどと うなずき、 

「ああ、 そのこと かね。 それ は、 しんぱいな しさ。 か 

ぶった ままで も、 らくに ふける の だよ。 かぶとの 中に、 

口の あたる ところが ある。 そこへ 口をつける のさ。 そ 

れ から、 ふき 矢の 口 は、 かぶとの 外に 穴が ある。 ほら、 

ここのと ころ だ。 口より すこし 下のと ころに、 へそみ 

たいな ものが あるだろう。 この 穴に あてれば いい。 そ 

うして、 口で、 ぷぅ とふけば、 ふき 矢 は、 ちゃんと あ 

たり まえに、 とんで いくの だ。 わけなし のこと だよ」 


「ああ、 そうです か。 なるほど、 この 穴です ね」 

と、 千 二 は、 かぶとの 下につ いている、 へその よう 

な 穴に、 さわって みた。 

「しかし、 博士。 こんなと ころに、 穴が あいてい ると 

かぶとの 中の 酸素が、 みんな 外に もれて しまいません 

か。 また、 外から、 火星の 空気が はいって 来ません か」 

「それ は 大丈夫 だ。 人間の 心臓に、 べんと いう ものが 

ついている。 その べん は、 一方から は 通る けれども、 

その 反対の 方向から は、 通らない の だ。 これ を べんと 

いって、 心臓 だけで はなく、 世の中に ある 機械に も、 

べんの はたらき をす る ものが、 よくつ かわれて いる。 


この かぶとの 中に つけて あるの は、 つよい 特殊 ゴムで 

できた べんで ある。 だから、 お前の いう しんぱい はな 

いよ」 

と、 博士 は、 べんの しかけ を 説いた。 


^ 出陣 


「カリン 岬が 見えました」 

と、 ロロ 公爵が、 博士のと ころへ 知らせて 来た 


「もう 見えます か。 おい、 新田、 操縦 室へ 来い」 

「はい」 

千 二 も、 あとから ついていった。 

「そこに ある ハンドル を、 しっかり にぎって おれ」 

「はい、 これです ね」 

「そうだ。 わしが 命令したら、 その 盤の 上に かいて あ 

る 数字 を 見ながら、 左へ まわして くれ」 

「はい、 わかりました。 この ハンドル をう ごかす と、 

どうなります」 

「それ は、 いよいよ 火星へ 上陸した 時、 この 大空 艇の 

扉 を あける ためだ。 扉 をう まくあけな いと、 大空 艇の 


内部と 外部との 空気 の 圧力が ち が うから、 大事な 機械 

が こわれる おそれが あるから だ。 だから、 わしの 言う 

とおり、 うまく ハンドル をう ごかして くれ」 

「はい、 わかりました。 どうぞ …… 」 

博士 は 操縦席に ついて、 しきりに 計器 類のお もて を 

見 まわしながら、 たくみに スィッチ を 切ったり、 目盛 

盤 をう ごかして いたが、 大空 艇 はだん だんと 速度 を ゆ 

るめ、 ふわり ふわりと、 しずかに 下へ おりて いくので 

あった。 

白く 光る の は、 海面であろう か。 そうして、 その 中 

に、 象の鼻の ように、 ながく のびて いる、 くろい もの 


が ある。 それ こそ カリン 岬であった。 

「おい 新田、 はじめる ぞ。 用意 はいい か」 

「はい、 大丈夫です」 

大空 艇は、 その あいだに も、 どんどん さがって いた。 

大地 だ。 まっくろな 大地であった。 その 大地が、 もり 

上 つ て 来る。 

そのうちに 機関 は、 ぱ つたり 止った。 大空 艇 はたく 

みな 滑走 をつ づけながら、 岬の 上 を 低く とんで いく。 

そうして、 やがて、 ごうんと いう 音と ともに、 砂浜の 

上に 着いた。 

いよいよ 火星に 着いた の だ！ 


砂のう えに 着陸した 大空 艇は、 そのまま、 じっとう 
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いきおいよく まわって いた エンジン も、 今や びたり 

とと まった。 死の ようなしず けさで ある。 

そのと き、 蟻 田 博士 は、 

「おい、 新田、 ハンドル を 一 一十 一 へ！」 

「はい、 二十 二 

いよいよ 扉 を あける ときが 来たので ある。 

「ハンドル を 十九へ」 

「はい、 十九！」 

どこかで、 しゅうしゅうと、 空気の もれる ような 音 


がき こえる。 

「ハンドル を 十七へ！」 

「はい 十七」 

千 二 は、 目 を 見 はって、 博士と 新田 先生の 二人 を 見 

つめていた。 

「ハンドル を 十三へ」 

「はい 十三」 

「ハンドル を、 あと しずかに 零まで まわせ」 

「はい、 しずかに まわします」 

しゅうしゅうと いっていた 音 は、 もう 消えて しまつ 

た。 


そのと き、 千 二のう しろで、 かたん かたんと、 金属 

の すれ 合うよう な、 ひびきが きこえた。 なんの 音 だろ 

うかと、 千 二が、 うしろ を ふりかえって 見る と、 そこ 

に は、 異常な 光景が あった。 

「あつ、 ロロ 公爵と ルル 公爵が！」 

と、 千 二 は、 おどろき のこえ を あげた。 

ロロと ルルと が、 床のう えに、 たおれて いるの だつ 

た。 ああ、 せっかく 火星まで もどって 来たのに この 二 

人の 貴族 は、 そのよろ こびに も あわずに、 気 せつをし 

てし まった のか  と、 びっくり したが、 ほんとう は、 

そうではなかった。 そのと き 千 二の 目の まえで、 ロロ 


と ルルの 胴中が ぱっくり、 たてに 二つに われた の だつ 

た。 

「おや」 

と、 千 二が また 目 をみ はると たんに、 その 中から む 

くむく と 立ち あがった 二人の 怪物の 姿！ 

おお、 その 姿！ 

千 二 は、 目 をみ はった。 

ロロ 公爵と ルル 公爵の 死骸の 上に 立 上った、 二つの 

怪しい 影！ 

「千 二君、 なに を、 そんなに、 おどろいて いるので す 


と、 その 怪しい 影の 一 つが 言った。 

「え つ 」 

と、 千 二 は、 胸 を どきどき させた。 彼 は、 まだ 気が 

つかない の だ。 

すると、 その 怪しい 影 は、 千 二の 方へ 手 を あげて、 

「千 二君。 君 は、 わたしが 誰で あるか、 まだ わからな 

いらし いね。 わたし は、 ロロ 公爵 だよ。 そうして、 こ 

ちら は ルル 公爵 だ」 

と 言って、 その 怪しい 影 は、 となりに 立って いる も 

う 一 つの 怪しい 影 を ゆびさした。 

「えつ、 ロロ 公爵と ルル 公爵？ ああ、 そうだった。 


そう 言えば、 い つ だか 見た 火星人の ほんとうの すがた 

を、 今やつ と 思い出しました。 どうも、 しつれい しま 

した」 

千 二 は、 やっと、 ロロ 公爵と ルル 公爵と を 思い出し 

た。 

「いや、 わからなかった の は、 むりはありません よ。 

火星へ 着いた というので、 あなたが たは 防寒服 を 着た 

り、 酸素 かぶと を つけたりし ました。 ところが、 それ 

と 反対に、 われわれ は 今まで 着て いたき ゆうくつな 耐 

圧 缶 をぬ いで、 もとの、 はだかになりました。 たいへ 

ん らくに なった ので、 よろこんで いますよ」 


「なるほど、 なるほど。 あなた 方と 僕たち は、 ちょう 

ど、 あべ こべ です ね」 

と、 千 二 は、 笑い出した。 

火星人の 背 は、 千 二 少年より やや ひくい ので、 ロロ 

公爵と 話 をして いると、 年下の こどもと 話 をして いる 

ような 気がする。 

その あいだ、 ルル 公爵の 方 は、 あいかわらず、 だまつ 

ていたが、 その 時 扉が あいて、 風が はいって 来たので、 

ルル 公爵 は、 ロロ 公爵 を ふりかえって、 言った。 

「さあ、 出かけ ま しょうぜ」 

ロロ 公爵と ルル 公爵 は、 蟻 田 博士のと ころへ、 わか 


れの あいさつに やって来た。 

「蟻 田 博士、 いろいろお せわになり ましたが、 それで 

は、 これから 出かけます」 

「おお、 いよいよ お出かけ かな。 では、 どうぞ、 おげ 

ん きにな。 大勝 利 を、 いのって います ぞ」 

と、 博士 は、 ロロ 公爵と ルル 公爵の 手 をに ぎって は 

げ ました。 

い つも 無口の ルル 公爵 も、 

「蟻 田 博士、 ご 恩の ほど はわ すれません。 たとえ、 こ 

れで うち 死し ましても、 私 はもう 思いの こす ことがあ 

りません」 


と、 かんげきの 言葉で、 あいさつ をした。 

「あなた は、 からだが よわいの だから、 くれぐれも 気 

をつ けて 下さい」 

博士の 言葉 は、 みじかい うちに も、 あたたかい 

なさけ ごころ 

情 心が こもって いた。 

「じゃあ、 新田 先生 も 千 二君 も、 さようなら」 

「どうぞ、 しっかり やって 下さい」 

「ロロ 公爵、 ルル 公爵、 ばん ざ あい」 

「ありがとう、 ありがとう」 

二人の 公爵 は、 思 出 多い 大空 艇 からた ち 出で た。 足 

の 下に ふんだ の は、 ひさかたぶりの 火星の 大地で あつ 


た。 

「じゃあ、 いって 来ます」 

「いって らっしゃい、 お 元気で ：：： 」 

二人の 公爵 は、 ついに くらやみの 中に すがたをけし 

てし まった。 大空 艇の 中には、 今 はもう 地球から 来た 

蟻 田 博士と 新田 先生と、 そうして 千 二との 三人き りと 

な つ てし まった。 

「博士、 これから あの 二人の 公爵 は、 どうす るので す 

ゝ I 

力」 

と、 先生が たずねる と、 博士 は、 

「いよいよ 旗 あげ をす るの だ。 二人 は ペペ 山へ、 いつ 


たはず じ やが、 そこに は 二人の ために、 火星 国 を 元に 

もどそうと 考えて いる 三角 軍と いう、 ひみつ の 兵が い 

る そうじゃ。 一 一人の 公爵が ぺ ぺ 山へ もどった ことが わ 

かると、 同志の 者 も、 おいおい 集って 来る ことじ やろ 

う」 

「博士、 ぼくたち は、 これから どうす るので すか。 こ 

の ふき 矢 を もって、 すぐ 火星 兵団の 方へ、 せめてい く 

のです か」 

と、 千 二が たずねた。 

博士 は それ を 聞く と、 くび を ふって、 

「いや、 火星 兵団 をせ める と 言っても、 たった われ わ 


れ 三人で は、 どうに もなら ない。 結局、 ロロ 公爵と ル 

ル 公爵の 成功 を まって、 火星 兵団へ、 はなし をつ ける 

ほかない」 

「おやおや、 戦争 をす るの じゃなかった のです か。 こ 

の ふき 矢 をつ かって、 火星 兵団 を やっつけ るの だと 

思 つ てい ましたが …… 」 

と、 千 二 はすこし 不満の 様子 だ。 

「いや、 それ はちが う。 ふき 矢 は 万一 のとき に、 われ 

われが 身 を ふせぐ 道具な のじ や」 

「じゃあ、 ぼくたち は、 これから どうす るので すか」 

「ロロ 公爵と ルル 公爵の 旗 あげが、 うまくいく かどう 


かわかる まで、 まっている のさ。 いや、 こんど は 多分 

うまくいく だろうと 思 つてい る」 

と 話 をして いると、 新田 先生が、 とつぜん おどろき 

の 声 を 発した。 

「博士、 いま 向こうの やみの 中で、 なんだか、 きらき 

らと 光る ものが、 よこにと びました。 流星の ようで も 

あります が、 よこにと びました」 

すると、 博士 はうな ずき、 

「そうか、 どのへん かね」 

「あの へ ん です」 

と、 先生が 窓から 外 を ゆびさした。 


「よろしい。 暗視 テレビジョンで、 のぞいて 見れば、 

すぐ わかる」 

博士 は 機械 室の 暗視 テレビジョン を かけた。 すると、 

その 映写幕の 上に、 まっくらな 外の ありさまが、 まる 

で ひるまの ように、 ありあり と 写った。 

見よ、 岩山の かげから、 しきりに ぎょろぎょろと 目 

を 光らせて いる 怪物が ある。 それ も 一 つや 二つで なく、 

かなり かずが 多い。 光って いるの は 彼等の 目であった。 

カリン 岬の 岩山の かげから、 こっち をの ぞいて いる 

気味の わるい たくさんの 目！ 

「ふん、 やっぱり、 丸木の やつ、 わした ち を 見つけた 


な」 

と、 博士 は、 暗視 テレビジョン を、 うごかしながら 

言った。 

「ああ、 やっぱり 火星 兵団でした か」 

と 新田 先生 は、 こぶし をに ぎる。 

「それで は、 やっぱり、 僕たち は 戦争 をし なければ な 

らな いわけで すね」 

千 二 は、 さっきから、 しきりと、 ふき 矢 をい じって 

いる。 早く、 ぷぅ とふいて みたくて、 たまらな いらし 
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博士 は、 岩山の あいだから、 目 をぎ よろ つかせて い 


る 火星 兵団の 様子 を、 くわしく 見て いたが、 

「うむ、 一 つ、 丸木 を 呼出して やろう」 

と 言って、 マイク を 手に とる と、 配電盤の スィッチ 

を 切り かえた。 こうすると、 高声 機が、 外に あらわれ 

るので あった。 

「おい 千 二、 この 映写幕 を 見て おいで。 わしが 今し や 

ベる と、 この 岩山の かげに いる 連中が、 どんな こと を 

始める か。 おもしろ いから 見て おいで」 

そう 言って 博士 は、 マイクに 口をつけ ると、 火星 語 

で しゃべり 出した。 

「おれ は 蟻 田 だ。 丸木に ここへ 来い と 言え。 いま 十分 


のうちに 来なかったら、 おれ は、 丸木の 体 を 水の よう 

に、 とかして しまう とそう 言え」 

博士の 言葉 は、 火星 兵の あたまの 上に、 大きな 声と 

な つ て ふりかかった。 

火星 兵 は、 びっくりして、 じぶんの あたまの 上 を 見 

た。 なんだか、 丸木 を つれて 来い などと、 けしからん 

こと をい う 怪物が、 じぶんの すぐ 頭の 上に いるよう な 

気がした ので ある。 しかし、 そこに は、 くらやみが あ 

るば かりで、 生き物の すがた も 見えなかった ので、 火 

星 兵 は、 いよいよ 気味 わるが つて、 岩山の かげから と 

び 出した。 そうして、 にげる わ、 にげる わ、 その 奇怪 


な 体 をむ き 出しにして、 岩山 づたいに、 にげ 出した。 

岩山の かげから とびだした 火星 兵の むれ は、 ぴ よん 

ぴ よんと カン ガル ー のように 軽く、 そうして 早く とん 

でい く。 

「おい、 お前た ち、 逃げる の はいいが、 さっき わしが 

言った 通り、 丸木に 伝える の だぞ。 丸木が 来なければ、 

こ つ ちから 丸木のと ころへ 出かける からそう 思え」 

博士 は、 盛に 火星 兵 をお どしつけ た。 火星 兵 は、 い 

よいよ 驚いて、 それ こそ 雲 を 霞と 逃げて いく。 

「あは はは、 逃げち まった。 火星 兵って、 いくじが な 

いんだな あ」 


と、 千 二 少年 は、 嬉しそうに 笑った。 

そばに いた 新田 先生 は、 博士に 向かい、 

「博士。 われわれ は 見つけられ たのです。 今に ここへ 

火星 兵団の 大 軍が、 押しよ せて 来る でしよう。 です か 

ら、 また ガス 砲 をう つ 用意 をして は、 いかがでしょう 

か」 

と 言えば、 博士 は 首 を 左右に ふり、 

「それ はそう だが、 火星 国へ 来たら、 なるべく 彼等 を 

殺さない のがい い。 なるべく 彼等 を 降参させる のがい 

いの だ。 ガス 砲 をう つと、 火星 兵 は、 みんな 死んで し 

まう。 それと ともに、 いい 火星人まで 死んで しまう。 


わしが 大勝 利 をい のつ ている ロロ 公爵と ルル 公爵 も、 

今 は 出かけて、 彼等の 中に まじって いるか も 知れない 

から、 ガス 砲 をう つて、 二人 を 殺す ような ことがあつ 

て は、 たいへん だ。 だから、 ガス 砲 は 使って はいけ な 

いの だ」 

と、 博士 は 先生 をい ましめ た。 

「でも、 やがて、 こっちへ 火星 兵の 大 軍が、 攻めて 来 

ましたら …… 」 

「まあ、 心配す るな。 わしに、 まかせて おきなさい」 

と、 博士 は、 どこまでも 落ちつい ている。 

千 一 一は、 たえず テレビジョンの 映写幕に 気をつけて 


いた。 火星 兵の すがた は、 すっかり 消えて しまった。 

残る は 岩山ば かりであった。 見る からに 気味の わるい、 

火星の 風景であった。 

g いばる 丸木 

千 二 は 博士の する こと を 見て いたので、 テレビ ジョ 

ンを うごかして、 他の 場所 を 映写幕の うえに、 うつし 

て 見ようと 思い、 ハンドル をぐ るぐ る まわして みた。 


岩山 は、 映写幕の 中で うごきだした。 そうして、 林 

のよう な ものが 映写幕の 中にはい つ て 来た。 

林と いっても、 千 二の 目に は 見なれ ない 木ば かりで 

あった。 松 やかえ での 木な ど を 見なれ た 目に は 火星の 

木 は 珍しい。 そこに 見えて いる 木 は、 どこか、 つくし 

ん ぼう を 思わせた。 つまりつ くしんぼう のよう な 大木 

なのであった。 木 はふ しがつい ていて、 すぎなの よう 

な 葉が 出て いる。 それから、 もう 一 つ は 苔が あった。 

たいへん 大きな 苔 だ。 それが 地面の 上 を はいまわって 

いる。 

「気味の わるい ところ だな あ」 


と、 千 二が、 なお もかん しんして、 その 林の 中 をの 

ぞいて いると、 その 時、 へんな ものが 目に はいった。 

林のお くの 方から、 むぎわら 帽子が、 ゆらゆらと 宙 

を とんで、 こっちへ 来る のであった。 

「あ、 博士。 へんな ものが 林の 中に います」 

と、 千 二 は 思わず 声を立てた。 

「へんな ものって、 どれ かね。 どれ だ」 

千 二 は、 宙を とんで 来る、 むぎわら 帽子 を ゆびさし 

た。 

「ああ、 これ か。 これ は 丸木 じ やない か。 丸木が とう 

とうやって 来た ぞ」 


「どうして、 この むぎわら 帽子が 丸木なん です か」 

「だって、 帽子の 下 を ごらん。 目が 光って いる じ やな 

いか。 丸木の からだが、 みどり 色 だから、 みどりの 林 

の 中で は、 帽子 だけし か 見えな いんだよ」 

「ああ、 そうか」 

博士に 言われて、 千 二 は 林の 中 を、 もう 一度よ く 見 

直した。 とたんに 千 二 は、 あっと おどろきの 声 を あげ 

た。 林の 中には 何が あつたの であろう か。 

蟻 田 博士と 新田 先生と、 そうして 千 二 少年と が、 い 

かめし い 服 を 着て 立って いる 前に、 とつぜん、 ぬつ と 

顔 を 出した むぎわら 帽の 火星人 は、 これ こそ 丸木で 


あつたの である。 

「おい、 丸木。 きさまよ く 逃げお つたな」 

博士 は吒 りつけ るよう に 言った。 

すると 丸木 は、 ふてぶて しく、 むぎわら 帽子 を ゆす 

りあげて、 

「逃げた わけで はない。 この 火星に、 もどって 来た 方 

が 得 だとい うこと が、 わかった からだ」 

「ふん、 負けお しみ を 言うな」 

と、 博士が やりかえした。 

「負けお しみで はない。 げんに、 おれ は、 こうして 博 

士ょリ は、 得な 立場に 立って いるの だ。 ふ ふ ふ ふ」 


「得な 立場 だって。 なにが 得な 立場 だ。 きさま を、 

やっつけよう とすれば、 すぐに も、 やっつけられ るの 

だ。 大きな こと を 言うまい ぞ」 

博士 は、 丸木 をた しなめ た。 

「なに、 大きな こと を 言うな だ つ て。 ふん、 それ はこ つ 

ちで 言う こと だ。 地球の 人間が この 火星に やって来て、 

大きな 顔 をして いる やつが あるかい。 お前た ち 三人 を、 

やっつける なんて、 それ こそ 一 ひねりで いいの だ」 

丸木 も、 なかなか 負けて いない。 

だが、 蟻 田 博士 は、 そんなお どかしに、 びくと もせ 


「おい、 丸木よ。 からいばり は、 もうよ して 心 を あら 

ためて はどう か。 一 体、 火星の 生物が、 地球の 人類よ 

り もえら いと 思 つ ている ことが、 あやまり だ つたと、 

はっきり わかった はず だ。 きさま は、 地球の 上で わし 

たちのた めに、 さんざんな 目にあった ではない か。 一 

つ ここで 心 を 入れ かえ、 前の 火星 女王の 遺児で ある 口 

口と ルルの 味方と なる つもり はない か。 もしお 前が そ 

うする つもりが あれば、 わしから よく 話 をして やろう 

それが、 きさまの 身の ためだ ぞ」 

博士 は、 丸木 を、 なんとかして、 正しい みちへ もど 

してやりたい 考えだった。 


また、 そうする ことによって、 博士 は ロロと ルルの 

二人の 王子に、 大きな 兵力 をつ ける ことが 出来る と 

思った のだった。 丸木 は 地球へ 攻めて 来た わるい やつ 

だが、 しかし 彼 は、 なかなかの 武将であった。 そのこ 

と は 博士 もよ く 知っていた。 だから 丸木に 心 を 入れ か 

えさせる と、 たいへん ロロと ルルと は 助かる。 いや、 

ほんとうの ところ を 言えば、 口  口と ルルの 力 だけで は、 

とても 今の 火星 王 を 敵に まわして、 これ を 征服す る こ 

と は むずかし いの だ。 

だから、 博士 は 丸木 を 味方に 入れたかった ので ある。 

「えへ へん。 笑わせる なよ、 蟻 田 博士」 


と、 丸木 は 心 を あらためる どころ か、 いよいよ たけ 

だけし いようす にな つ て、 

「おい、 博士。 ここ を 一体、 どこと 思って いるの か。 

ここ は 火星の 上 だぜ。 あの 地球の 上と はちが ぅぜ」 

「それが、 どうした というの か」 

「あれつ。 まだ わからない のか。 いいかね。 おれ は 地 

球へ でかけて いって、 お前な どと たたかい、 まず 五分 

五分の 勝負で 引上げた。 おれたち は 火星人 だから、 地 

球の 上で たたかって は、 たいへん 勝手が わるい の だ。 

それでも 五分五分の 勝負だった。 ところが ここ は 火星 

の 上 だ。 わかる だろう」 


「火星の 上 だから、 きさま は、 わした ちに 勝てる と 思 つ 

ている のか」 

「そうだよ。 火星人 は 火星の 上で たたかう のに は不自 

由 をし ない。 お前た ち はどう か。 まず 自分の からだ を 

見ろ。 そんな 不便の もの をつ けて いるし、 人数 は少ぃ 

し、 われわれに 勝つ 見込 はない じ やない か。 早く 降参 

した 方が いい ぞ」 

丸木 は、 いばり 散らして いる。 それ を 聞いた 博士 は 

決心の 色 を 浮かべ 、 

「よし、 まだ 目が さめない ようじ やから、 言葉で 言う 

より は 腕前 を 見せて やろう」 


博士 は、 丸木 を 改心 させたい とつと めた が、 とうと 

うさじ を なげだして しまった。 このうえ は、 丸木 をい 

たい 目にあわせる ほかない。 

丸木の 方 は、 あいかわらず、 いばりくさつ ている。 

「なに、 腕前で 来い と言うの か。 ふん、 ここ は 火星の 

上 じ や。 腕前なら、 こっちが つよい ことが、 わかって 

いる」 

丸木 はそう 言って、 手 を あげて、 あいず をした。 

「おい、 みんな かかれ」 

丸木の あいずで、 彼のう しろに、 ぎょろぎょろと 目 

を ひからせ ていた 火星 兵 は、 にわかに、 うごきだした。 


「なに を ぐずぐずして いる。 早く かかれ と言うのに… 

〜」 

丸木 は 部下 を、 しかりつけた。 

火星 兵 は、 かねがね この 蟻 田 博士の 手な み を 知って 

いるし、 それに 地球へ い つ て、 人間から ひどい 目にあつ 

ている ところ だから、 少 々しりごみ をして いたと ころ 

であった。 しかし 丸木に、 しかりつけられて は、 もう 

しりごみ をして おられない。 

ひゆう、 ひゆう、 ひゆう、 ひゆう。 

o、  •、  o、  —、  o、  ,、  o、  、o 
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火星 兵 は、 へ んな声 を あげて 博士た ちに せま つ て 来 


た。 

そこで 博士 は 大声で しかりとばした。 

「来る か。 来るなら いつでも、 あいてに なって やる ぞ 

おい、 新田、 千 二、 ふき 矢 を ふけ」 

新田 先生と 千 二 は、 さっきから、 ふき 矢 を もって、 

いつ 命令が くだる かと 待って いたと ころ だから、 すぐ 

さま 例の 酸素 かぶとの 下に ある 口に あてて、 ぴ ゆう、 

ぴ ゆう、 ぴ ゆうと 矢 を ふきだした。 

そのと き、 博士が 言った。 

「丸木 は、 わしが ひき 受けた。 丸木に は あてない がい 

ぃぞ。 ほかの 火星 兵 は みんな やっつけて しまえ」 


博士 は なかなか 元気であった。 

蟻 田隊と 丸木 隊 とのた たかい は はじまった。 

火星 兵 は、 どこに かくしもって いたか、 先の 太い こ 

ん ぼうの ような もの を、 ほそながい 手に、 にぎって、 

蟻 田 博士た ち をめ がけて、 おしよせて 来た。 

「おちついて、 ふき 矢 を 放て！」 

博士 は、 新田 先生と 千 二 少年と を、 はげまして 言つ 

た。 

先生と 千 二と はさつ きから、 ふき 矢 を、 おしよせる 

火星 兵の むれ を 目が けて、 ふきつけて いるが、 なれな 

いこと とて、 なかなか 思うよう に、 ふき 矢が あたらな 


レ 

「しまった、 また、 はずれた」 

「おい 千 二君。 ふき 矢の くだ を、 あまり かたくに ぎつ 

ている と、 いけない よ。 そうして、 こういう ぐあいに 

ふう つ とふく と い い」 

や つ ばり 先生 の 方が 上手であった。 

「なるほど。 そう やる と、 うまくい くんです ねえ。 僕 

たちが いつも 作って、 あそんで いた ふき 矢と は、 やり 

かたが、 ちが うんだ な」 

千 二 は 先生に おしえられ、 そのと おりに やって みる 

と、 なるほど、 ふき 矢はぴ ゆん ととんで、 林の はしか 


ら顔を だした ばかりの 火星 兵の むなもとに、 ぷ すりと 

つきた つた。 

すると、 火星 兵 はねず みが、 ねずみおとしの わなに 

かかった ように、 ぴ よんと はねて、 どたん と 下にた お 

れた。 そうして 手 だか 足 だか わからな いが、 首の 下に 

ついている 細い もの を、 にゅうつ と 四方への ばした。 

と 思う と、 こんど は 急に その 手足 を くるくる つと 短い 

かぼちゃ 

胴の 下へ まいた。 そうして、 まるで 青い 南瓜 を 二つ か 

さねた ような かっこう になって、 うごか なくなった。 

千 二 は、 それが あまり ふしぎであった ので、 あとの ふ 

き 矢 を ふくこと も わすれて、 見とれていた。 


「おい 千 二君。 火星 兵が だいぶん、 たくさん 来たよ。 

早く ふき 矢 をとば すの だ」 

と、 新田 先生 は 千 二に ちゅうい をした。 

「はい。 ふき 矢 を 飛ばし ますよ」 

千 二 は、 先生に さいそく されて 我に かえると、 こん 

ど は、 つづけざまに、 ふき 矢 を 飛ばし はじめた。 

しゅうつ、 しゅうつ、 しゅうつ。 

こんど は、 よく あたる。 調子 さえ わかれば、 千 二の 

方が 先生よりも 上手であった。 なにしろ 千 二 はふき 矢 

を こしらえて、 森の 中で 小鳥 をと るの が、 なかなか 自 

慢 であった の だから …… 。 


火星 兵 は、 わめきながら、 こっちへ 向かって 来る。 

こんぼう みた いなもの を、 ふりあげて 来る ところ は、 

なかなか すさまじい ものであった。 

そこへ、 ふき 矢が 飛んで いって、 ぴ しりび しりと あ 

たる。 おもしろい ほど、 よく あたる。 あっちで もこつ 

ちで も、 火星 兵が からだ を ちぢめて 、ごろごろ ころがつ 

ている。 

ふき 矢が あまりよ く あたる ので、 火星 兵 は 少しお そ 

れを なした ようすであった。 今まで 勢いよ く 突撃して 

来たの が、 いっとな く 足 もとが みだれ、 そのうちに、 

森の 中から 一歩 も 出て 来 なくなった。 そうして、 木の 


幹の 間 や 岩の かげから、 あたま だけ を 出して、 こっち 

を じろ じろ と 見て いる。 

「先生、 こっちが 勝った ようです ね」 

と、 千 二 は、 先生に 声をかけた。 

ところが、 先生の へんじがない。 

「先生。 おや、 先生 は、 どこへ いった かな」 

千 二 は、 びっくりして、 あたり を、 きょろきょろと 

みまわした。 

さあたい へん。 先生の 姿 は、 そこになかった。 先生 

の 姿 だけで はなく、 博士の 姿 もない の だ。 見える の は、 

前面から こっち をに らんで いる 十数 人の 火星 兵の あた 


まばつ かり …… 。 

「あれつ、 先生 も 博士 も、 どこへ いってし まったん だ 

ろうな」 

千 二 は、 急に 心 ぼ そくな つてし まった。 これ は 一体 

どうしたと いうんだろう。 

s まきつく 触手 

千 二 は、 わすれられ たように、 ひとりぼっち になつ 


てし まった が、 博士と 先生と は、 どうしたの であろう 

ゝ o 

力 

新田 先生 は、 ふき 矢 を もって 火星 兵と たたかう こと 

に 一 生けん めいだった。 

なにしろ、 火星 兵 は、 新田 先生が 一等つ よい 敵 だと 

思った ので、 これ をた おせば いいと 思い、 先生 をめ が 

けて、 さかんにせ めたてた ので ある。 

そこで 先生 は、 千 二の こと を 気づかつ ている ひまが 

なくなった。 

ふき 矢 を こめて はふき、 こめて はふき、 いきの つづ 

く かぎり 向かって 来る 火星 兵 を なぎたおした。 もし、 


ただの 一人で も 近づけたら、 たいへんな ことになるで 

あろう。 それと いうの が、 火星 兵の もっている こん ぼ 

うみたい な 武器 は、 先生の 酸素 かぶと を、 上から、 う 

ちく だいて しまう だろう。 火星 兵 は 小さい くせに 人間 

よりも、 ずっと 力が つよい のであった。 

ひゆう、 ひゆう、 ぶく、 ぶく、 ぶく。 

火星 兵 はます ますいら だって、 先生め がけて おしよ 

せて 来る。 

「まだ 来る か。 来るなら いく 人で もやって 来い」 

先生 は、 そう 言って 自分 を はげましながら、 どん ど 

ん 前へ 出て いった。 少しで も、 こっちが ひるんだ よう 


す を 見せる と、 火星 兵 は そこ をつ けこんで、 一度に、 

わ あっとせ めて 来そう である。 だから 先生 は、 あくま 

でつ よ 気 を 見せ、 むしろ こっちから、 すすんで いくの 

がいいと 思った。 

それ はたし かにき きめが あった。 火星 兵 ども は、 と 

おくから 奇声 を あげて さわぎながら、 だんだん 森の 中 

へ あとず さり を はじめた。 

「うむ、 ここ だぞ。 火星 兵 どもが 二度と 出て 来ない よ 

うに、 こっちから、 おしてい つて やれ」 

新田 先生 は、 なお もぐん ぐんと 前に 出て いった。 そ 

うして いるう ちに、 しぜん 千 二の いると ころから、 へ 


だた つ てし ま つたので ある。 

蟻 田 博士 はどうした のであろう か。 

博士 は、 丸木と 向かいあって いた。 

どっち も 口 をき かないで、 睨みあって いた。 聞え る 

の は 博士の 息づ かいと、 そうして 丸木の からだの どこ 

からか、 しゅうしゅうと 響いて 来る 怪しい もの 音 だけ 

だった。 

丸木の 目 は、 へんに とびだし ている。 一体 丸木の 顔 

というの が でこぼこ している。 松の木の 根 もと を 掘る 

しょうろ 

と 松露と いう まるい きのこが 出て 来る ことがあ るが、 

それ を、 もう 一そう でこぼこし たような 感じの 顔で 


あった。 目 は 三つ あつたが、 正面から 見る と 二つし か 

見えない から、 これ は 人間の 顔と そっくりであった。 

もう 一 つの 目 は 顔の 後に あった。 だから、 後 を 見よう 

と 思えば 見える。 

目の ついている ところ は、 河馬の 目の ように、 ふく 

れ あがって いる。 そうして 目玉が 大きく、 ぐり ぐり と 

よく 動く。 どっちの 方角 もよ く 見える。 

あたまの 上に は 長い 毛の ような ものが 生えて いるが、 

これ は 毛で はなさ そうだ。 毛よりも もっと 太い。 そう 

して、 たこの 足の ように どっちへ でもよ く 動き、 のび 

たり ちぢんだ りする。 いつも は、 この 先が 蔓 のように 


くるくる とまいて いる。 これ は 一種の 触角で あるら し 

い。 麦 わら 帽子の 下から この 動く 蔓が 出て、 によろ 

によろ していて、 気味が わるい。 

目の 下に は、 人間の ように 鼻がない。 そうして すぐ 

口の ような ものが ある。 口と いうより は、 くちばしと 

いった 方が いい かも 知れない。 形 はた この 口 に似てい 

る。 しかし、 かなり 長くて のびちぢみ する。 よく 見る 

こうふん  ねぎ 

とその とびだした 口吻に は、 葱に ついている ような 短 

い 白い 根の ような ものが 生えて いて、 ひげの ように 見 

える。 だが、 これ はよ く 見ない とわから ない。 

これが、 丸木の、 いつわり のない 顔で ある。 その 下 


に 短い 胴が あって、 その 下に は 長い 根の ような 足 だの、 

手 だのが ある。 

蟻 田 博士 は、 おそれげ もな く、 丸木の 方へ じりじり 

とせ ま つ ていく。 

はじめは、 たいしたい きおいであった 丸木 も、 博士 

の えら さ を 知ってい るから、 博士に 出て こられる と、 

すこし、 おじけ づ いた。 博士が 一歩す すめば、 丸木 は 

一 歩し りぞく。 

「おい、 丸木。 なぜ、 にげる」 

「うむ。 にげる わけ じ やない。 これ も、 作戦の うちだ」 

いいわけ をしながら、 さがって いく 丸木であった。 


勝ち負け はもう、 はっきりして いるよう であった。 

「丸木。 にげるな。 一騎討で こい。 くるの が、 おそろ 

ちと 

しければ、 降服し ろ。 そうして、 ロロと ルルの 旗の 下 

に はいれ」 

「だれが、 そんな、 はなしに のる もの か」 

と、 丸木 は、 大きな 目 を ぎょろぎょろと うごかし、 

「おい 博士。 きさま は、 火星のう えで、 たいへん、 い 

ばリ ちらして いるよう だが、 地球の こと を 考えた こと 

が あるの か」 

と、 丸木 は 逆襲して きた。 

「ああ、 地球の ことか」 


博士 は、 平然とい い 放った。 

「博士。 地球 は、 あと 二、 三時 間のう ちに モロ— 彗星 

にぶつ かって、 こなごなに こわれて しま うんだ ぞ。 そ 

うなる と 地球上の 人間 はみ なごろ しだ。 きさまた ち、 

たった 三人が、 地球の いきのこり 人間と なる。 たった 

三人の 地球人 類 だ。 なんと、 さびしい ことで はない か。 

それでも、 きさま は 強そう な こと を、 いって おられる 

のか。 わ はは は」 

丸木 は、 これ こそ 博士た ちの 一等 よわいと ころ だと、 

にらんで おどかした。 そんな こと をい つて、 博士た ち 

の 元気 をな くして しまい、 そのす きに、 博士に とびか 


かろうと いう 作戦だった。 

「なに をい うか。 地球の こと を しんぱいす るよりも、 

自分の こと を しんぱい しろ。 うぬつ」 

博士 は、 大喝 一声、 丸木に とびかかった。 丸木 はお 

どろいて、 ばらばらと 逃げ だした。 博士 は それ を 追つ 

た。 

丸木 は 森の 中に にげこむ。 博士 は それ をお いかける。 

丸木 は 火星 兵の 方へ、 にげようと 思ったら しいが、 

そっちに は 新田 先生が さかんに 奮戦して いるので、 こ 

れ はたい へんだ と、 方向 を かえて、 岩が そび 立つ 海岸 

の 方へ にげて いった。 


博士 はなお も それ をお いかけた。 博士 は オリ ンピッ 

クの 選手 も そこの けと いう 風に、 大きな 幅と びで どん 

どんお いかけて いく。 地球の 人間が これ を 見て いたら、 

びっくり する ことであろう。 老人の 博士が、 若者の よ 

うに 宙を 飛んで いくので ある。 

しかし、 これ も 火星の 上で は、 重力が 小さい から、 

このように 軽快な 運動が 出来る のであった。 老人の 博 

土が、 ぴょんぴょん とんで いくと ころ を 地球の 子供た 

ちに 見せたら、 ぼく も あのよう に宙を とんで みたい と、 

さぞ 火星へ いきたがる ことであろう。 

「おい、 丸木、 まて」 


博士 はう しろから さけぶ。 

「まって いられる か。 くやしかったら、 ここまで 来い」 

と、 丸木 は 博士 をから かう。 丸木 はどう やら 何 かた 

くらみ を 考えついたら しいので あった。 

「にげる と、 きさま も ふき 矢 を はなって、 ねむらして 

しま ラぞ」 

「そんな ものが、 おれに あたって たまる か」 

丸木 は 岩の 上 を、 りすの ようにし きりに とんで、 少 

しも じっとして いなかった。 博士 は、 これで はとても 

あたる まいと 思った のか、 それとも、 はじめから ふき 

矢 を はなたない つもりだった のか、 ただ そのまま 岩の 


上 をった つて 丸木 をお いかけた。 

丸木 は、 いよいよ とんだり はねたり しながら、 とお 

くへ にげて いったが、 そのうちに、 どこへ いった か、 

すがたが 見え なくなった。 

「はて、 丸木め。 どこへ、 はいって しまった のか」 

と、 蟻 田 博士 は 言いながら 腰 をた たいた。 

こっち は、 千 二 少年であった。 

いつの 間に か、 ひとりぼっち になって しまった。 

前面の 森の 入口に は、 十数 名の 火星 兵が こっち をに 

らんで いたが、 それ も 千 二の もってい るふき 矢に おそ 

れを なした もの か、 いっと はなしに、 かずが へって、 


やがて 一 人 残らず、 どこかへ、 すがた を かくして しまつ 

た。 

こうして、 千 一 一は 全く、 ひとりぼっち になつ てし まつ 

た。 

「困った な あ。 火星の 上で、 まよい 子になる なんて、 

いやな こと だな あ」 

地球の 上の まよい 子なら どうにかな るが、 勝手 も わ 

からなければ、 まるで 生まれが ちがう 火星人 国で、 ま 

よい 子に な つ てし ま つ て は 大困リ だ。 

「先生 は どこへ いったの かしら。 それから 博士 も 見え 

ない」 


千 一 一は 途方に くれてし まった。 

これから、 どうしようかと 考えて いると ころへ、 ぱ 

たばた と 足音の ような もの を 耳に した。 

「だれ？」 

千 二が うしろ を ふりかえ るのと、 火星人の 触手の よ 

うな ものが、 彼の 腕に くるくると まきつく のと 同時で 

あった。 

「あつ」 

千 二 は、 おどろきの あまり 立ちす くんだ。 

彼 をつ かまえた の は、 ほかの だれでもない。 それ は、 

むぎわら 帽子 を かぶ つ た 丸木 だ つ た。 


「おい、 千 二。 おれ だよ。 おれ は 丸木 だ」 

「ああ、 丸木さん です か」 

「久しぶり じ やない か。 さっき、 お前 を 見かけた から、 

ぜひ あいたいと 思って いた。 どう だ、 おれと 一し よに 

来ない か。 おれ はお 前の ために、 この 火星 国 をす つか 

リ 案内す るよ」 

「ええ、 案内 もしても らいたい けれど、 蟻 田 博士 や 新 

田 先生が 僕 を 待って いますから、 また、 あとに して 下 

さい」 

「なにつ。 いや だとい うの か」 

丸木 は、 千 二 を とらえて 離そうと はしない。 


「いや だ も 何もない よ。 ここ は 火星 国 だ。 おれ は、 火 

星 兵団 長で ぁリ、 また 戦争 大臣 だ。 おとなしく おれの 

言う こと を 聞いた 方が とく だぞ」 

千 二 は、 はじめ ちょっとお どろいた けれども、 だん 

だん 気が おちついて 来た。 

「丸木さん。 いや だと 言って いる わけ じ やな いんです。 

博士と 先生に、 ひとこと 話 をして いきたいと 思つ たん 

だが、 あなたが そういう のなら、 つれていつ て 下さい」 

「おおそう か。 なかなか よろしい。 そう 来な くち やい 

けない よ。 これで、 あらたまって 言うよう でお かしい 

が、 おれ は、 君が 大好き なんだ」 


丸木に 好かれる と は、 めいわくな 話であった。 

「丸木さん。 僕 を どこへ つれていって くれる のです 

か」 

「まず、 おれの 屋敷へ いこう」 

「あなたの 屋敷です か。 何 かお もしろ いものが ありま 

す 力」 

「おもしろい ものなら いくらでも ある。 第一、 おれが 

地球に 関する いろいろな もの を、 どのくらい たくさん 

あつめて いるか、 地球 博物館と いうの を 見せて やろう」 

千 二 は、 これ を 聞く と、 首 を ふって、 

「ああ、 そんな もの は、 もうた くさんで す」 


「なぜ だ。 何が たくさんだ」 

「だって、 丸木さん。 僕 は 地球の 人間 だから、 地球 博 

物 館なん か、 ちつ ともお もしろ いこと はありません よ」 

「ああ、 そうだつ たな。 じゃあ、 土星から 逃げて 来た 

動物 を 見せて やろう。 そいつ はもう 数万 年 も 飼って あ 

るの だ」 

「えつ、 土星の 動物です つて」 

そう 言つ ている とき、 どこから あらわれ たか 数人の 

火星 兵が、 丸木の そばへ とんで 来た。 

「ああ、 兵団 長。 わが 軍 は 苦戦です ぞ。 すぐ クイ クイ 

岬へ おいで 下さい」 


TO 地底 戦車 


火星 兵団 長の 丸木のと ころへ、 三人の 部下が 伝令に 

やって来て、 クイ クイ 岬で わが 軍 は 苦戦 をして いると 

いうの だった。 

丸木 は、 目 をぐ るぐ る 動かして、 おどろきの 表情 を 

示し、 

「わが 軍が 苦戦 だとい うが、 一体、 何者と たたかって 


いるの か」 

「さあ、 それが、 よく わからな いんです が、 敵の 立て 

ている 旗 を 見る と、 むらさきの 地に、 まん 中のと ころ 

に 白い 四角 をく りぬ いてあります」 

「なに、 むらさきの 地に、 まんなかの ところが 白い 四 

角 形に ぬいて ある 旗？ はてな、 どこかで、 見た よう 

な 旗 だが …… 」 

「なにしろ、 クイ クイ 岬の わが 兵営が、 いきなり、 焼 

きうち にあった のです。 兵営 は 全滅です。 そこへ、 い 

まの 旗 を 立てた 軍ぜ いが 切り こんで 来たので す」 

「むこうの 兵 は、 どんな、 かたち をして いたか」 


「それが、 みんな 胸のと ころと 背と に、 いま 申した 白 

四角形の むらさき 旗 を ぶらさげて いるので す」 

「はてな。 むらさきに 白い 四角形の 旗と いうと」 

丸木 は、 じっと 考えて いる。 

千 二 は そばに いたが、 その 白 四角 軍が どこの 兵で あ 

るか、 ちゃんと 知っていた。 それ は、 ペペ 山に たてこ 

もって 兵 を あげた ロロ 公爵と ルル 公爵 の軍ぜ いに 違い 

ない。 

丸木 は、 そこまで 気がつか ないから、 首 を ぐらぐら 

とふ つ て、 

「どうもよ くわ からん。 しかし、 わが 兵 5f 呂を 焼きう ち 


にす るな どと は、 ふとどきな 奴 ばらだ。 火星の 兵力 を、 

一手にに ぎって いる おれの 力 を 知らないら しいな。 よ 

ろしい、 おれが いって、 その あやしい 敵 を みなごろし 

にして くれる ぞ。 さあ、 あんない しろ」 

火星 兵団 長の 丸木 は、 千 二の 手 をし つかりと つて、 

宙を 走り出した。 

火星 兵団 長の 丸木の めざす ところ は、 クイ クイ 岬で 

あった。 

丸木 は、 まるで 軽 飛行機の ように 走って 行く。 丸木 

の 足 や 触手が、 風に 吹かれる W の 尾の ように、 うしろ 

へな びく。 


千 二 は、 その 丸木に 手 を とられて、 おなじく 宙を飛 

んで 行く のであった。 

「丸木さん。 もうす こし、 ゆっくり 走って 下さいよ」 

千 二 は、 いつもお くれが ちで、 そのために、 途中、 

木に ぶっかったり 岩石に あたった りして、 大事な 服 や 

かぶとが、 今にも こわれ そうで、 心配であった。 

「ぐずぐず 言うな。 早く、 おれが 行って やらん と、 味 

方が 敵に やられて しまう ではない か。 しんぼう しろ」 

そう 言って、 丸木 は、 どんどん 走る。 

そのうちに、 前面に、 海が 青白く 光って いるの が 見 

えだした。 そうして、 長い 岬が つきだし ている。 クイ 


クイ 岬であった。 この クイ クイ 岬 は、 まるで 戦艦の 

檣楼 のよう な 形 をして いた。 つまり、 細長い 要塞 だ 

と 思えば いいの だ。 しきりに、 硝煙の ような ものが、 

あが つてい る。 

「ああ、 やって いるな。 おい 千 二、 あれが クイ クイ 岬 

だ」 

千 二 は 息 を、 はあはあ 切らせつつ、 クイ クイ 岬の 様 

子に、 ひとみ を 定めた。 

と 力 ど 力 ど 力 

と 力 ど 力 ど 力 

奇妙な 音が、 しきりに 聞え る。 


「おお、 なるほど。 ペペ 山に、 敵の やつが たてこもつ 

ている。 ものすごい 砲撃 戦の 真 最中 だ。 ふん、 なる ほ 

ど。 敵 は、 いつ あのような 大砲 を 手に入れ たか。 けし 

からん 話 じ や」 

高い ペペ 山と、 その 下に 入江 をへ だてて 向き あう ク 

イク ィ岬 要塞との 間に、 今や、 撃ちつ 撃た れつの 砲撃 

戦が くりひろげられ ている。 

と 力 ど 力 ど 力 

と 力 ど 力 ど 力 

砲弾 は 白い 尾 を ひいて、 上へ 下へ と 飛 交う。 

と 力 ど 力 ど 力 ど 力 ど 力 


ペペ 山に たてこも つたの は、 ロロ 公爵 軍であった。 

その 前の クイ クイ 岬 要塞 を 死守して いるの は、 火星 兵 

団 であった。 そこへ 丸木が とんで 来た。 

「おい、 どうした。 みんな 元気が ないじ やない か。 撃 

て、 撃て」 

そこへ、 クイ クイ 岬 要塞の 司令官が あらわれた。 司 

令官 は、 胸のと ころへ、 湯たん ぼ を 横にした ような も 

の を ぶらさげ ている。 それに はたく さんの 釦が つい 

ている。 その 釦を おせば、 どこと でも 話が 出来る し、 

また どこでも 見える という 機械であった。 彼の 大きな 

頭に は、 小さい 円錐 型の 帽子が のって いる。 それが 司 


令官 である こと を 示す 帽子で あ つ た。 

司令官 は、 丸木 戦争 大臣のと ころへ やって来 ると、 

すべての 触手 を、 孔雀が 羽 を ひろげた ように 左右に ひ 

ろげ た。 それ は、 兵団 長に 対する 挨拶だった。 

「丸木 大臣 閣下、 相手が いけません」 

「相手が いけない と は …… 」 

「ペペ 山に こもって いるの は、 火星の 前の 女王の 王子 

たちです。 ロロ 公爵と ルル 公爵です」 

「ほう、 ロロと ルル か。 あの 死に ぞ こない めが、 もう 

そんなと ころに 立て こもって、 いばりちらして いるの 


「丸木 閣下、 相手 は、 なかなかす ごいい きおいで、 こつ 

ちへ 攻め かけて 来ます。 この 分で は …… 」 

「おれが 来たから に は、 もう 大丈夫 だ。 うむ、 ちょう 

どい い。 ペペ 山 をぐ るつ ととり まいて、 ロロと ルル を 

ここで 完全に やつ つけて しまおう。 あいつら 一 一人 さえ 

いなければ、 火星の 上 は、 だれも 苦情 を 言う ものが な 

くて 静かなん だ。 それから 蟻 田 博士な ども、 きっと、 

おとなしくな るだろう」 

そう 言って いる 時に も、 彼我の 砲弾 は 盛に とびかい、 

その 爆発 音 は 天地 を ふるわせ、 硝煙 はます ますこく 

なって、 おた がいの 陣地 を かくして しまう。 


丸木 戦争 大臣 は、 司令塔に のぼって、 明かる い 映写 

幕 を 見て いる。 

彼と 我との 戦争の もようが、 ちょうど その 真上から 

見下した ように、 うつって いる。 

「なんだ、 こっち も、 どしどし 撃って いるのに、 こつ 

ちが 負けて いるなん て、 へんな ことじ やない か。 おい 

司令官。 これ は、 どうした わけ だ」 

「それなん です、 丸木 閣下。 こっちの 撃って いるの は 

破壊 弾なん です が、 ロロ 軍が 撃って 来る の は、 奇妙な 

砲弾なん です」 

「奇妙な 砲弾と は」 


「一種の 溶解 砲弾です。 しゅうと 飛んで 来て、 ぼかん 

と 破裂す ると、 白つ ぼい 汁 を あたりへ まき 散らす ので 

す。 そこから ガスみ たいの ものが、 もうもうと 出て 来 

ます。 こっちの 兵が、 それに あたる と、 からだが、 と 

ろと ろに とけて しまう のです」 

「ああ、 そうか、 なるほど なるほど」 

「丸木 閣下、 かんしん なさって いて は 困ります」 

「いや、 その 砲弾なら、 われわれ 火星 兵団が 地球へ 攻 

めて いった 時、 ふりかけられて 弱った やつ だ。 うむ。 

察する ところ、 ロロと ルルの 奴、 蟻 田 博士から そのよ 

うな 砲弾の つくり 方 を 教えられ、 それ を ひそかにつ 


くって ペペ 山に かくして おいた ものに ちがいない」 

丸木 は、 そう 言って、 少しお じけ づ いたよう であつ 

た。 

「とにかく、 わが 軍の 死者す でに 何千と いう、 たいへ 

んな 損害です。 どうしましょう」 

「弱った な あ。 まさか、 そのような もの を 持って いる 

と は、 考えて いなかった。 よろしい。 それで は、 こつ 

ち は 地下 を もぐって いく 戦車隊 を くりだそう。 そうし 

てべ ぺ 山 を、 その 真下から 根 こそぎ 爆発 させて しまお 

う。 それなら、 相手の もっている 溶解 砲弾 は ペペ 山と 

ともに 爆発す るから、 ペペ 山に こもって いる はんらん 


軍 は、 全滅になる はず だ。 ふん、 これなら 大丈夫う ま 

く いく ぞ」 

ぺ ぺ 山に たてこもる 王子 ロロ 公爵 軍 を 一 どきに やつ 

つけて しまおうと、 火星 兵団 長の 丸木 は、 地底 戦車隊 

に 出動 を 命じた。 

そばに いた 千 二 は、 これ を 知って たいへん だと 思つ 

た。 ペペ 山の 下が、 地底 戦車の ため くりぬかれ、 下 か 

ら 爆破され ると、 ロロ 公爵 も 一 しょに、 こなごな にな つ 

てし まう であろう。 

「丸木さん。 折角 かえって 来た ロロ 公爵 を、 そんな ひ 

どい 目にあわせないで 下さい」 


と、 千 二 は 忠告 を こころみた。 

「いや、 いいんだ よ。 これが 戦争なん だ。 第一、 おれ 

に そむく 奴なん か、 一刻 も、 生かして おけない よ」 

「丸木さん、 あなた は 自分の ことば かり 考えて、 火星 

国 全体の こと を 考えない から、 いけない と 思うな あ」 

「いや、 いずれ はおれが 火星 国 を、 おさめる ようにな 

るの さ。 おれが 一度 号令す ると、 火星 兵団 は 手足の よ 

うに、 うごく の だ。 だから、 今の 火星 王より は、 ほん 

とうは、 おれの 方が えらい のさ」 

丸木 は、 たいへん 思い あがって いるよう である。 

「丸木さん、 それ はよ くない 考え だよ。 きっと、 今に 


自分で 自分が わるかった と、 さとると きが 来る だろう。 

僕 は、 ほんとうの 力 もない のに、 からいばり をしたり、 

むちゃ をす る 者 は 大きら いだ」 

「なに を。 千 二、 なまいきな 口 をき くと、 ただで はお 

かない ぞ」 

そう 言って いると き、 はるかの かなたから、 ごうご 

うと 大きな 音が 近づ い て 来た。 

丸木 兵団 長 は、 その 音 を 聞きつ ける と、 とびあがつ 

て よろこんだ。 

「ああ、 来た ぞ。 地底 戦車隊 だ。 さあ 今にみ ろ。 ロロ 

公爵 も、 元の 王子 も、 これで 灰になって 空へ まいあが 


るだろう。 どり や、 一 つゆる ゆる 見物す るかな」 

と 丸木 は、 にやり と 笑って、 ぺ ぺ 山の 方に むきな おつ 

た。 


^ 硝煙の 岡 


千 一 一 少年 は、 ぺ ぺ 山が これから どうなる かにつ いて、 

しんぱいであった。 

しかし、 丸木の ようす を 見て いると、 丸木 は ペペ 山 


の 爆破に 夢中に なって いて、 千 二の いる こと を わすれ 

ている。 

(あ、 今 だ。 にげだす の は …… ) 

ペペ 山の こと もしん ぱい だが、 千 二 は、 早く 蟻 田 博 

士ゃ 新田 先生の もとへ、 かえりたかった。 それで 千 二 

は、 丸木の すき をう かがって、 そこ を にげだした。 

にげだした はいいが、 どっちの 方へ いっていい のか、 

わけが わからなかった。 

「困った な あ。 さっき は、 こっちの 方から やって来た 

ように 思う が  」 

千 一 一は 足に まかせて どんどん 走った。 


わずかの 心 おぼえが、 彼 をう まく みちびいて、 どう 

やら 元の 海岸が 見え だした ときには、 おどりあが つ て 

よろこんだ。 

「ああ、 よかった」 

千 二 は カリン 岬 を 前にして、 海岸に 立って あたり を 

見 まわした。 

「おや、 博士 は？ 先生 は？ どこへ いった か、 まだ 

見えない」 

浜 はがらん としていた。 

博士の すがた も 見えなければ、 新田 先生 もい ない。 

それば かり か、 大空 艇 さえ 見えない のであった。 


「先生！ 博士！」 

千 二 は 大きな こえ を だして、 いくど も よんで みた。 

だが、 千 二の こえ は、 こだまと なって、 かえって 来 

る は 力り 

千 一 一はち よ つと よわった。 

「どうしたらいいだろう」 

そのと き、 千 二の あたまに 思いう かんだ ことがあつ 

た。 この カリン 岬の 下に、 秘密の 洞窟が ある こと を 思 

い 出した のであった。 

「ひょっとすると、 博士た ち は、 そこにい るので はな 

力ろう か」 


そう 思った 千 二 は、 なんとかして そこへ はいって み 

ようと 思い、 洞窟への 入口 を さがし はじめた。 

カリン 岬の 下の 洞窟へ は、 どこから、 はいった らい 

いのであろう か。 

千 二 少年 は、 岩山の あたり を あっち こっちと さがし 

まわった。 だが、 その 入口 は なかなか 見つから なかつ 

た。 

「ああ 困った な。 どうしたらいいだろう か」 

千 二 は、 だんだん 心 ぼ そくな つて 来た。 

だが、 こんなと ころで よわい 気 を 出して は、 いよい 

よ 死 を 早める ばかり だと 思った ので、 彼 は 胸 を 叩いて、 


なにく そと 一 生けん めいに 自ら 元気 を ふるいおこした。 

なんべ んも胸 を 叩いて いるう ちに、 どうやら 元気 づき 

もし、 気 もお ちついて 来た。 そこで 彼 はもう 一度 砂浜 

の 方へ おりて いった。 なに か 手がかり はない かと、 そ 

れを 見つける つもりで …… 。 

すると、 彼 はついに、 うれしい 手がかり を 発見した。 

砂浜の 上に、 大きい 矢印が 書いて あるので あった。 

「千 ニョ、 タズ ネル モノ ハ、 コノ サキニ アル。 ヮ レワ 

レハ、 ナカ デ マツ」 

たずねる もの はこの 先に ある、 われわれ は 中で 待つ 

—— と、 砂の 上に 片仮名で 書いて あつたの だ。 


たずねる ものと いうの は、 洞窟への 入口の ことで あ 

ろう。 中と は、 洞窟の 中の ことにち がいない。 われ わ 

れと は、 蟻 田 博士と 新田 先生の ことであろう。 

「さっき、 二度 も 三度 も、 このへん を 歩い たんだが な。 

さっき は、 これが 見えなかった。 やっぱり、 あわてて 

いたせいだろう。 あわてる の は、 そんだ な あ」 

千 一 一は、 はずかしく なつ て、 ひとりでに 顔が 赤くな つ 

た。 

矢の 方向へ ずんずん 歩いて いくと、 一 つの 大きな 岩 

山に ぶっかった。 しかし 入口 はま だ 見えない。 千 二 は、 

もっと 向こう かも 知れない と 思って、 その 岩山 をよ じ 


のぼった が、 

「おや、 もうこの 先 は 海 だ」 

と 叫んで、 がっかりした。 

海へ 出て は、 いきすぎ だ。 

千 二 少年 は、 岩山 を また 下りて 後 もどりした。 その 

途中、 岩山の どこかに 割目で も あり はしまい かと 念 入 

にさが したので あるが、 割目な ど は 一向に 目に はいら 

ない。 そうして、 そのうちに とうとう もとの 砂原に お 

りて しま つ た。 

「これ はお かしい。 どうしても、 この 大きな 岩山の、 

どこかに 入口がなければ ならない の だが …… 。 はて、 


困った な あ」 

千 二 は、 しばらく 岩山 を じっと見 上げて いたが、 そ 

のうちに 思い出した ことがあった。 

「ああ、 そうだ。 博士から 聞いた ところでは、 この 力 

リン 岬の 下の 洞窟 内に は 五つの 扉が あって、 それ を 開 

くに は 呪文 を 言えば いいの だ。 そうだ、 あの 呪文 を ど 

なって 歩いたら、 どこかの 地の 底で、 扉が あく 音が 聞 

える かもしれ ない」 

千 二 は、 呪文 をと なえる なんて 昔話の ようで、 ばか 

ばかしい こと だと 思った が、 ともかく それ を やって み 

る ことにした。 


あの 呪文 はどうい うのであった かしら。 

千 二 は、 はじめて それ を 聞いた 時、 たいへん むず か 

しい 呪文 だと 思った が、 博士から、 いくど も それ を 聞 

いている うちに、 なんだか おもしろい 口調な もの だか 

ら、 口の 中で くりかえして いるう ちに、 おぼえて しま つ 

たので ある。 

口 ラロ ラロ ラ、 リリ リル 口、  ロルロ ルレ。 

たしか、 この 通りであった。 

千 二 は 砂浜に 立ち、 岩に 向かって、 

「ええと、 口 ラロ ラロ ラ、 リリ リル 口、  ロルロ ルレ」 

と、 叫んだ。 


さあ、 岩山の 入口が 開く かと、 千 二 は 目 を 皿の よう 

にして 岩山 をな がめ まわした が、 あてが はずれて、 岩 

山 はもとの ままで あ つ た。 

「だめ だね え」 

と 千 二 は 言った が、 まだ 失望す るの は 早い と 思い、 

また その 岩山 をの ぼり はじめた。 

千 二 は、 岩山の てっぺんに のぼって、 そこでもう 一 

度 呪文 をと なえて みた。 

「口 ラロ ラロ ラ、 リリ リル 口、  ロルロ ルレ。 さあ、 ど 

うだ」 

呪文の ききめ はあった かどう かと、 千 二 は 耳 をす ま 


した。 すると、 岩の 中から、 ごうごう という 機械が ま 

わるよう な 音が 聞え だした ではない か。 

「あ、 何 か はじまった ぞ」 

と、 千 二 は、 岩の 上に 腹ば いとなり、 岩の 中から 聞 

える 音が 一 体 何の 音で あるか、 それ をた しかめに か 

かった。 

ところが 物音の 正体が わかる 前に、 別の おどろきが 

やって来た。 それ は、 千 二のから だが、 ぐっと 横に 動 

き だした のであった。 まるで 大きい、 じしんの ようで 

あった。 

「あつ、 岩が 動きだした」 


岩山の てっぺんが 割れて 来た。 そうして 大きな 穴が 

あく。 階段が 見え だした。 

「しめた。 とうとう 呪文が きいて 岩が 割れた ぞ。 ここ 

をお りていけば、 洞窟へ いける にちがいない」 

千 二 は、 からだ を 起す と 岩穴の 中に とびこんだ。 中 

は、 思いの外 広かった。 そうして 千 二が とびこむ と、 

岩 はまた 元の ように ぴたりと 閉じて しまった。 そうし 

て、 地下から 聞え ていたごう ごうと いう 音が、 ぴ たり 

と、 とまって しまった。 

千 二 は、 階段 を 下りて いった。 

すると、 その 下 は 第二の 扉で 行き どまり になった。 


千 二 は、 もうお どろかない。 さっそく 扉に 向かって、 

また 例の 呪文 をと なえた。 

すると、 また 機械の まわる ような 音が して、 第二の 

扉 はすべ るよう に 岩の 中へ はいった。 内部 は、 どこか 

ら 光が 来る のか 昼の ように 明かる い。 そうして 机ゃ椅 

子 や 機械が 見える。 それば かリ ではない。 蟻 田 博士と 

新田 先生が、 こっち を 向いて 立って いたので、 千 二 は 

夢 かとば かり 喜んだ。 

「おう、 千 二君 じ やない か。 どこへ、 いっていたん だ。 

しんぱいし ていたよ」 

新田 先生が、 かけだして 来て、 千 二の 手 をぐ つとに 


ぎ つ た。 

「ああ、 先生」 

と 言った まま、 千 二 は、 その あと を 言う ことが 出来 

なかった。 火星の 上で まよい 子に なり、 これから どう 

しょうかと 思いながら、 きみの わるい 洞窟へ はいって 

いったと ころ、 そこで 思いがけなく、 新田 先生た ちに、 

あえた のであった。 こんな うれしい ことはなかった。 

博士 も、 奥から 千 二の 方 を 見て、 にこに ことわらつ 

ていた。 

千 二 は、 手み じかに 彼が 丸木に さらわれ たこと や、 

その 丸木が、 いま ペペ 山 を 地底から、 ばくはつさせる 


ために、 じまんの 地底 戦車隊へ 出動命令 を 出した こと 

など を 話した のであった。 

それ を 聞いて いた 新田 先生 は、 いみ ありげ に、 蟻 田 

博士の 方へ 顔 を 向けた。 

すると 博士 は、 千 二の そばへ やって来て、 その 肩へ 

手 を かけながら、 

「千 二君。 お前 は、 その 地底 戦車隊が、 いよいよ ペペ 

山の 下 を、 ほリ はじめた ところ を 見た かね」 

と 聞いた。 千 一 一は 首 を ふ つ て、 

「いや、 僕 は、 そこまで 見て いなかった のです。 丸木 

が、 近づく 戦車隊の 方に 夢中に なって いるすき をう か 


がって、 僕 は にげだし たのです」 

それ を 聞いて 博士 は、 大きく うなずき、 

「ふむ、 いい 時に、 お前 は、 にげだし たもの だ」 

「そうです か。 なぜです」 

「いや、 その 地底 戦車隊 は、 丸木の 号令に したがわな 

くな つたの だ。 そうして 丸木た ち を、 ぐるつ とと リか 

こんで、 降服せ よと 言った。 もちろん 丸木 は 聞かない。 

そこで 今 丸木た ち は、 あたまの 上から 砲弾の 雨 をく 

ら つて いると ころ だ」 

火星 兵団 長の 丸木 は、 おもいがけなく 地底 戦車隊の 


ためにと りかこ まれ、 非常に うろたえ ている。 

彼 は、 陣地の 小高い 岡のう えに 立ち あが リ、 いのち 

がけで 地底 戦車隊に よびかけた。 

「地底 戦車隊の 司令官 は どこに いる。 なぜ、 おれの 命 

令 どおりし ない のか。 ペペ 山 を 攻撃し ろと いうのに、 

それ をし ないで、 おれの まわ リ をと リ まくと は、 一体 

どういう こと だ」 

すると、 地底 戦車の 一 つから、 高声 器 をつ かって、 

司令官 ァグ ラスの こえが ひびいた。 

「ああ 丸木 兵団 長 —— いや、 あなた は、 もはや 兵団 長 

でもな く、 戦争 大臣で もない。 あなたの 職 はすべ て、 


はぎとられました ぞ」 

丸木 は、 それ をき いて、 ますますお どろいた。 

「えつ、 それ はほんと うか。 おれの 職 を、 そんなに や 

す やすと、 うばわれて たまる もの か。 誰が おれの 職 を 

はぎとつ たの だ。 そうして また、 なぜ おれ を、 そのよ 

うな ひどい 目にあわせる のか」 

「おだまりなさい。 国王の 命令です」 

「そんな はず はない。 国王 は、 おれと 相談のう えで な 

ければ、 すべての 火星 兵団 員の 任命 や 免職 は、 できな 

いこと になって いるの だ。 まして や、 この おれ を 免職 

する なんて、 そんな 不都合な こと はない ぞ」 


丸木 は、 顔色 を かえて どなる。 

すると、 司令官 ァ グラスが いった。 

「丸木 どのの いわれる 国王 は、 前の 国王の ことです。 

わが 火星 国に は、 ここ 十五 分 ほど 前に、 新しい 国王が 

位に つかれた のです ぞ」 

「なんだ。 国王が かわった？ そんな ことがある もの 

か。 誰が 国王に なった のか」 

「ロロ 公爵です。 それから ルル 公爵が、 副 王と なられ 

ました。 前の 国王 は、 火星 兵団 を 地球へ むけて、 大負 

けに 負けて しまった その 責任 をと つて、 位 を しりぞき 

ロロ 新 王に 忠誠 をち かわれました ぞ。 あなた も、 忠誠 


をち かわれた がいい」 

丸木 は、 すっかり おどろいて しまった。 いつの 間に 

か、 ロロ 公爵が 国王に なって しまったの だ。 彼 は、 合 

点が いかぬ 様子で、 

「そんな こと はう そだ。 現に ロロ 公爵 は、 ここから 見 

える あの ペペ 山に こもって、 われわれの 攻撃 をう けて 

いるの だ。 王城へ いく、 ひまなん か はない。 だから 今 

われわれが ペペ 山 を 攻めた てれば、 なんなく ロロ 公爵 

を やっつけて しまえる の だ。 おい アグラ ス。 うまく 

いったら、 うんと 褒美 を やる から、 お前 は、 早く その 

地底 戦車隊に 号令 を かけて、 ペペ 山 を、 ばくはせ よ」 


と、 丸木 は、 こ こぞとば かリ、 わめきた てるので あつ 

た。 

しかし 司令官 ァ グラス は、 丸木の いいつけに 従おう 

と はしなかった。 

「丸木 どの。 それ は、 だめです。 いま ペペ 山に いられ 

るの は、 ルル 公爵の 方です。 ロロ 公爵、 いや ロロ 新 王 

は、 ずっと 前に 王城へ、 はいって いられます。 私 は 口 

口 新 王に 拝謁した あとで、 こっちへ やって来た のです。 

もう、 おあきらめなさい。 お 身の ためです ぞ」 

司令官 は 丸木 をな だめた が、 丸木 はいよ いよ、 叫ぶ 

のであった。 


「そんなば かな 話 はない。 ロロで あろうが ルルで あろ 

うが、 そんな 子供く さい 者に、 この 火星 国 を にぎられ 

てた まる もの か。 火星 国で 一等え らい 者が 国王に なれ 

ばいい の だ。 火星 兵団 を ひきいて 地球まで いった 英雄 

は、 この おれ だぞ。 おれ は、 只今、 火星 王の 位に つく 

ぞ。 他に、 国王 をな のる ものが あれば、 それ は、 にせ 

国王 だ」 

「だめです、 そんな こと は、 だめです」 

「いや、 おれ は 火星 王 だ。 そうして この 大宇宙 をお さ 

める の だ。 地球なん かこわれて しまえ。 わし は 金星 を 

攻略し、 木星 を 従え、 水星 も 土星 も、 わが 領土と する 


ぞ。 そうして おれ は、 更に 他の 太陽系の 星 をめ がけて、 

突進す るの だ」 

丸木 は、 いよいよ 大きな こと を 言って、 いばりちら 

した。 

丸木 は 気が へんにな つたよう になって、 いくら ァグ 

ラスが すすめても、 新 王 口口にし たがう と は 言わない 

のであった。 

ァ グラス も、 もうこれ まで だと 思った。 

「やむ を 得ん。 射撃 用意。 目標、 逆賊 丸木 …… 」 

ァ グラスの 命令 は、 高声 器に よって、 丸木の 耳に も、 

つよく ひびいた。 


「なんだ、 なんだ。 おれ を 撃つ というの か。 撃てる も 

のなら、 撃って みろ。 どうして 撃てる もの か」 

丸木 は、 まだ、 つよがり を 言って いる。 

その 時、 地底 戦車隊 長の アグラ スは、 ついに さけん 

だ。 

「撃て！」 

隊長の 命令 一 下、 戦車 砲 は、 天地 もくずれ るよう な 

大音を あげて、 一せ いに 砲弾 を 撃 出した。 

砲弾 は、 丸木が 腕ぐ み をして 立って いた 小高い 岡に 

命中し、 ぱぱぱ ぱっと、 ものすごい いきおいで 炸裂し、 

もうもうたる 硝煙 は、 たちまち その 岡 をお おいかく し 


てし ま つ た。 

丸木のから だは、 どうな つたであろう か。 

やがて 硝煙 は、 風に ふかれて、 ペペ 山の 方へ、 うご 

いていった。 

煙の はれ 間から、 岡が 見えて 来た。 岡の 形 は、 全く 

かわって いた。 

岡の 上に は、 何が あつたか。 

そこに は、 見る も むざんに 掘り かえされた、 弾の あ 

とが ある だけであった。 もちろん 丸木の すがた は、 ど 

こに も 見えなかった し、 彼の 大きな むぎわら 帽子の 焼 

けこげ のきれ 一 つお ちて はいなかった。 


丸木の からだ 全体が、 消えて なくなつ たので ある。 

大 英雄と 自ら うぬぼれ、 我 こそ は 火星 王で ある ぞと、 

大きな こと を 言った 彼、 丸木 も、 ついに 煙と なりはて 

て、 あとに は、 何のし るし もの こさな か つ たようで あつ 

た。 

ァ グラス は、 そこで 全軍に 命じて、 どっと、 ときの 

こえ を あげさせた。 

^ 大団円 


丸木が、 ついに、 あわれな 最期 をと げた こと は、 火 

星 国の 王城に も、 すぐ わかった。 新 王 ロロ は、 その あ 

りさ ま を、 テレビジョンで、 すっかり 見て いたの だ。 

そこで、 ロロ 王の つかいが、 洞窟へ 来た。 

そのつ かいの 者 は 言った。 

「丸木 は、 とうとう あわれな 最期 を とげて しまい まし 

た。 そうして 火星 国 は、 新 王 ロロの もとに、 すっかり 

おさま リ ました。 どうか、 御 安心のう え、 これからす 

ぐ さま、 王城へ おいで 下さい。 新 王 ロロが、 お待ち か 

ねで ございます」 


博士 は、 それ を 聞いて、 たいへん よろこび、 

「ああ、 それ は、 おめでたい。 それでこそ、 わたした 

ちの 骨お りがいが、 あつたと いう ものです。 さあ 新田、 

千 二、 新 王 ロロに、 おめでとう を 言いに いこうで はな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「はい、 おともしましょう。 千 二君 も、 いくだろう ね」 

「ええ、 先生、 いきます とも。 火星 国の 王城と いうの 

は、 どんなと ころ だか、 早く 見たいです ね」 

そこで 三人 は、 新 王 ロロの つかいの 者に、 あんない 

をた のんで、 そのうし ろから、 ついていった。 

洞窟の 外に は、 うつくしい 色に ぬられた 小舟の よう 


な ロケットが、 待って いた。 

三人 は、 それにの りこんだ。 

するすると 音が し て 、 波形 の 大きな ふたが ひきだ さ 

れ、 千 二た ちの あたまの 上 を、 おおった。 なんだか、 

莢えん どうの ような 形に なった。 

ロケット は、 たいへん のりごこち がよく、 見る見る 

空中に とびあがり、 雪 を かぶ つ ている 山の 上 を とびこ 

し、 それから、 緑の もうせん を、 きちんと、 ごばん 目 

にしき つめたよ うな 緑地帯の 上 を はしりぬける。 する 

と、 その 向こうに、 こん もりと しげった、 たいへん 大 

きな 森林が 見えて 来た。 つかいの 者 は、 その 森 を ゆび 


さし、 

「あそこに 大きな 森が 見えます ね。 あれが 王城です。 

新 王 ロロ は、 あそこで お待ち かねです」 

ロケット は、 王城の 森の 入口に、 しずかに 着陸した。 

そこに は、 蟻 田 博士た ち を 出む かえの、 えらい 役人 

や 軍人が、 ならんで まっていた。 彼等 は、 すきとおつ 

た 長い ころもの ような もの を 着て いる。 

千 二から 見れば、 だれも かれ も、 みな、 おなじよう 

な 顔に 見えた。 

首相 モン モンが、 まえにす すみ 出て、 博士に あいさ 

つ をした。 


「蟻 田 博士で いらっしゃ いますね。 ロロ 王が、 おまち 

かねです。 どうぞ、 こちらへ …… 」 

森の 中の、 ふしぎな 景色 は、 千 二 を おどろかした。 

上から 見れば 地球の 森と おなじで あるが、 こうして、 

地上から 森の 中にはい つて 見る と、 地球の 森と は 全然 

ちがって いる。 なんという 木 か 知らぬ が、 左右から 大 

きな 根 を はり、 それが くみあい、 まるで、 籠 を ふせた 

ような 形に なって いる。 その 正面に、 門の ような 入口 

が あいている。 蜜蜂の 巣箱の 下に、 蜂の 出入す る 穴が 

あるが、 それによ く 似て いる。 

「どうぞ、 こっちへ、 おはいり ください」 


首相 モン モン は、 先に 立って、 その 門の 中へ はいつ 

ていった。 千 二 も、 蟻 田 博士 や 新田 先生のう しろから、 

ついていった。 

入口 を はいると、 はばのひろい 大きな 階段が 地下へ 

つづいて いる。 地底に、 りっぱな 宮殿が あるので あつ 

た。 きらきらと、 うつくしい 灯火が、 その 中で うごい 

ている。 

「おお ロロ 王が、 あそこに おられる」 

蟻 田 博士 は、 そう 言って、 うしろに つづく 先生と 千 

二に、 注意した。 

階段の 下に は、 王冠 を かぶり、 黄金で こしらえ たう 


すいころ も を 着た、 りっぱな 火星人が 立って いて、 博 

士の 方へ、 手 をのば した。 

「ああ 蟻 田 博士。 よくお いでく ださい ましたね。 おか 

げ さまで、 ごらんの とおり、 火星 国 は、 りっぱに おさ 

まりました。 お礼 を 申します よ」 

「おお、 ロロ 王。 ご りっぱです」 

博士 は、 ロロ 王の 手 をし つかりと にぎった。 

森の 王城で は、 この 夜、 新 王 ロロと 副 王 ルルと が、 

蟻 田 博士た ちに、 お礼 をす る 意味で、 たいへんな 大宴 

会 を 開く ことにな つた。 

そのと き は、 もう 太陽が 沈んで、 夜に なって いた。 


あと 一時間 もた てば、 大 宴会場 は 開かれる ことにな つ 

ていた。 

千 二 も、 王城 内の 火星人た ちから、 ちゃほや される 

ので、 わるい 気 もち はしなかった。 はじめは 火星人が 

きみが わるくて しかたがなかった が、 王城 内の 火星人 

は、 なかなか 礼儀 もこ ころえ ており、 また 新 王 や 副 王 

からの 言いつけ もあって、 千 二た ちに 対し、 たいへん 

ていねいに していた。 

千 二 は、 このと き、 ふと、 たいへんな こと を 思い出 

したので あった。 彼 は、 新田 先生の そばへ よると、 小 

さいこえ で、 


「あのう、 先生。 もう 時刻 は、 すぎた ので はないで しょ 

うか」 

「なんだ ね、 時刻が すぎた と は」 

「先生、 わすれて いるので すか。 モロ— 彗星が 地球に 

衝突す る 時刻 は、 もうす ぎた のでしょう。 地球 は、 ど 

うなった でしよう か。 こなごな になって、 それから… 

〜」 

千 二 は、 その あとが 言えなかった。 そうして 悲しく 

なって、 思わず 先生の 胸に、 あたま を うずめて しまつ 

た。 

「そうだね え、 地球 は …… 」 


先生 も、 その あとが、 言えなかった。 

すると、 蟻 田 博士が、 この 有様 を 見て、 二人の そば 

へ、 よって 来た。 

「お前た ち は、 なに を めそめそ やって いるの かね。 口 

口 新 王に、 おめでとう を 言う 日が 来て いるのに、 泣い 

たりして …… 」 

先生 は 博士に 言った。 

「千 一 一 君 も 私 も、 地球の こと を 思い出して、 悲しくな つ 

たのです。 今ごろ は、 地球 は モロ— 彗星の ために、 粉々 

になって、 宇宙に 飛んで しまったろうと いうので …… 」 

すると 博士 は、 はたと 手 をう ち、 


「おお、 そのこと か。 わし は、 君た ちに、 言う の を 忘 

れ ていたよ」 

地球 は、 一体 どうな つた か。 

「博士 は、 私たちに、 なに を 言われる つもりだった の 

です か。 なに を 言う の を、 わすれて いられた のです か」 

新田 先生と 千 二と は、 蟻 田 博士に、 息 を はずませて 

たずねた。 

「ああ、 そのこと だ。 よし、 わしが 言う よりも、 ロロ 

新 王に ねがって、 王城の 天文台へ のぼらせて もらって、 

地球が どうな つた か、 それ を 見せて あげよう」 

博士 は、 心得顔で、 すぐさま、 ロロ 新 王に、 そのこ 


と を 言った。 ロロ 新 王 はもち ろん、 それ を 承知した。 

「じゃあ、 天文台へ、 のぼらせて いただこう。 まあ、 

それまで は、 だまって、 ついて 来た まえ」 

博士 は、 なかなか 地球の 最期に ついて、 二人に 話 を 

して くれない。 

千 二た ちが、 博士に ついて、 天文台の 方へ いくため 

に、 王城の 広間 を 横ぎ つて、 歩いて いこうと したと き、 

博士の 前に、 とつぜん とび 出して 来た ものが あった。 

「蟻 田 博士の 大 うそつき」 

大きな こえで、 その 怪漢 は、 どなった。 

見る と、 それ は、 めずらし や、 佐々 刑事であった。 


彼 は、 とつぜん 王城の 中へ、 走り こんだ ものと 見える。 

それ はいいが、 防寒服 も 着て いなければ、 酸素 かぶと 

も 着て いないの だった。 むちゃな 話で ある。 

「おお、 佐々 刑事 だ」 

「ほう、 これが 佐々 刑事 か」 

「蟻 田 博士、 あなた は 地球が …… 」 

と、 再び 佐々 刑事が、 ことば をつ ごうと した 時、 彼 

はにわ かに、 まつ 青に なって、 よろよろと、 よろめい 

た。 そうして 先生と 千 二が、 かけよる よりも 先に、 王 

城の 床の 上に、 どうと、 たおれて しまった。 

蟻 田 博士 は、 すぐに 床に ひざ をつ き、 佐々 刑事の 手 


をに ぎった。 その 時、 火星人の 医師が かけつけ、 博士 

にかわって、 すぐ 手当 をす ると 言った。 

博士 は、 あとの こと を 頼んで、 先生と 千 二の 方へ 

めくば 

目配せ をした。 

千 二 は、 博士が 目く ばせ をす るので、 たおれた 佐々 

刑事の こと もしん ぱいだった が、 博士の あとに した 

がって、 天文台の 方へ 階段 をの ぼって いった。 

そのと き、 千 二 は、 そばの 新田 先生に、 

「どうしたので しょうね、 あの 佐々 刑事 は …… 」 

すると 先生が 言った。 

「佐々 刑事 は、 火星の ボ— トを 分捕った と 放送して い 


たが、 今まで、 その ボ— トの 中に がんばつ ていたの だ 

ろうね。 そうして 蟻 田 博士が 来たと いう 話 を 聞いた の 

で、 ボ— トの扉 を ひらいて、 とびだして 来た わけ だろ 

う。 ずいぶん、 がんばり やさんだ な あ」 

「なるほど。 元気が いい 人です ね」 

「いずれ、 あとで、 おもしろい 話 を、 たくさん、 聞か 

せて くれる だろう」 

階段 を のぼりつめ ると、 りっぱな 円形の 広間へ 出た。 

すばらしい 高い 天井、 うつくし いかべ、 そうして、 見 

事な 望遠鏡が、 天蓋の 間から、 夜の 大空へ 向いて いる。 

「千 二、 新田、 望遠鏡で 見なくても、 肉眼で よく 見え 


るから、 外 廊下へ 出よう」 

博士 は、 扉 を あけて、 外 廊下に 出た。 

火星に は、 今、 夜の 幕が 下りて いるので あった。 こ 

の 天文台 は、 森のう えから、 わずかば かり、 首 を のぞ 

かせて いるの だった。 だから、 この 外 廊下から は、 森 

の 高い 梢 越しに、 荒涼たる 火星の 夜景が 見える。 

「ほら、 あれ を 見なさい」 

博士が、 そう 言って、 天空に きらきらと 輝く 星 を ゆ 

び さした。 

「ええ あれ は、 何とい う 星です か」 

「あれ は 地球 じ や」 


「えつ、 地球です か。 地球 は、 モロ ー 彗星に 衝突され 

て、 まだ、 あそこに、 かけらで もが、 のこって いるの 

です 力」 

千 二 は、 ふしぎ そうに 聞いた。 

「いや、 あれ は 地球の かけらで はない。 かけら どころ 

か、 地球 は、 ちゃんとして いるの だ」 

「えつ、 地球 は、 ちゃんとして いるので すか。 モロ  — 

彗星 は、 地球に 衝突し なかった のです か」 

千 二 は、 とどろく 胸 をお さえて 聞いた。 

四月 四日の 十三 時 十三 分 十三 秒に、 モロ— 彗星 は 地 

球に 衝突す る はずだった。 ところが、 今 は、 その 時刻 


をす ぎている のに、 地球 は あいかわらず、 きらきらと 

天空に 輝いて いるので あった。 

なんという 意外な 出来事であろう！ 

「ああ、 ゆめ を 見て いるの じ やない かな あ」 

新田 先生 は、 うめく ように 言った。 

千 二 も、 地球 はかならず こわれる ものと 思って いた 

ので、 こうして 地球が、 ちゃんとして いるの を 見る と 

ゆめの ような 気がして ならなかった。 そのと き、 蟻 田 

博士が、 しんみり とした こえで 言った。 

「非常な 幸運であった といえる。 モロ— 彗星 は、 当然 

地球に 正面衝突 する はずだった の だ。 ところが、 思い 


がけない ことが おこった。 それ は、 モロ ー 彗星が 地球 

に 衝突す る 前に、 月が モロ— 彗星の 方へ 近づき、 両方 

で 引 張りつ こ を はじめた の だ。 だから、 モロ— 彗星 は、 

地球の そばまで 来て、 もうす こしで ぶっかる というと 

ころで、 月の ために 軌道が 曲って しまったんだ。 だか 

ら、 地球 は、 あやうい ところで、 モロ— 彗星に 衝突 さ 

れ ないで すんだ の だ。 どう だ、 わかった かね」 

「なるほど、 なるほど。 そんなうまい ことがあ つたの 

です 力」 

「はは あ、 それ はお どろいた な あ」 

月が、 地球 を まもった といえる ではない か。 


「じゃあ、 博士。 地球に 住んで いる 人に は、 異状が な 

かった でしよう ね」 

「さあ、 それ は、 どうかな あ。 多分 月の 軌道 もちが つ 

たこと だろう し、 モロ— 彗星と すれちがう ときに、 

颱風の 何十 倍 かも 大きい ような 大風 雨な ども 起ったり、 

地球 磁気の 影響で、 思いがけない ことがあったり、 ま 

た、 そのような ことが、 相当 地球の 人類 を おどろかし 

たこと だろう が、 とにかく、 外から 見たところ では、 

あのよう に 地球 は、 あいかわらず きらきらと 光って い 

るの だから、 そう、 しんぱいし なくても いいと 思う」 

月が、 地球 を モロ ー 彗星から すくった と は、 なんと 


いう、 うつくしい ことであろう。 まるで 戦場で、 愛馬 

が 主人の 兵士 を、 敵弾から すくった ような もので はな 
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蟻 田 博士 を 中に、 千 二と 新田 先生と は、 きらきら 輝 

く 地球の 方 を じっと見 つめた まま、 うごこう ともしな 

かった。 

そのと き、 千 二が、 

「博士 は、 地球が あやうい 目から すくわれ たこと を、 

前から 知っていられ たんです ね」 

と、 すこし、 うらめしそう にたず ねた。 すると、 蟻 

田 博士 は 首 を ふ つ て、 


「いや、 地球が 大丈夫 だと、 はっきり 知った の は、 たつ 

た 今 地球の すがた を、 夜の 大空に 仰いで、 はじめて 知つ 

て 安心し たんだ」 

「でも、 さっき 博士 は、 前から それ を 知っていられる 

ような 口ぶりで したよ」 

「ああ、 あれ かね。 あれ は、 こういう わけ だ。 もし、 

地球と モロ— 彗星と が、 宇宙で 衝突 すれば、 火星のう 

えに いる われわれ にも、 なに か 大きな 振動 を 感じる は 

ず だし、 また 大きな 光が 宇宙に ひろがる から、 火星の 

うえで も、 大 さわぎが はじまる わけ だ。 だが、 衝突の 

時刻 をす ぎても、 すこしも そんな ことが なく、 たいへ 


ん しずかだった ので、 わし は、 かねて 月が すこし 異状 

をお こしかけ ていた こと を 思い あわせ、 はは あ、 これ 

は、 地球が うまく、 あやうい 目 をの がれたん だな と、 

さとつ たんだよ。 それだけの ことじ や」 

蟻 田 博士の 予想 は、 ほとんど あたって いたが、 月の 

影響が はいって 来る ところが、 すこし 予想が はずれた 

ので ある。 しかし、 地球が あやうい 目 をの がれた こと 

は、 神のお まもりと、 いう ほか は あるまい。 

「 …… 地球 は 衝突から すくわれた。 しかし これから は、 

火星人と 競争す る ことになるから、 われわれ 地球の 人 

類 は、 これまでよりも、 勉強 をし なければ、 大宇宙の 


指導者の 地位 を、 火星人に とられて しまうよ。 勉強 だ、 

大 勉強 だ」 

蟻 田 博士 は、 拳 を ふりながら 言った。 千 二 も 先生 も、 

つよく うなずいた。 
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